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図1．南西上空より望んだ万石浦（湾口部の一部および水路部を除く）．
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1．緒 目
　万石浦は牡鹿半島のつけ根部分に位置する閉鎖的な内湾である（図1および2）。内湾は沿岸
浅所とともに先史時代から食料確保の場として人間生活と深い関わりを持ってきた。これは縄文
期の貝塚が当時の海岸線に沿って分布していたこと（東北歴史資料館，1989）からもうかがい知
ることができる。
　万石浦の大部分が満潮時でも水深2m以下と浅いため、古くからカキおよびノリの養殖場とし
て利用されてきた。ノリの養殖場は湾外へ移されたので、現在では種ガキ、身ガキの生産場とし
ての重要性が高い。カキに次ぐものとしてアサリが挙げられ、その他コンブおよびワカメの養殖
も湾口部で若干実施されている。小型定置網および刺網などの漁業は小規模であるが、マハゼ、
アイナメおよびカレイ類を対象とした遊魚は盛んである。1980年前後にはクルマエビおよびマコ
ガレイの稚エビ・稚魚が放流されている。
　万石浦における物理化学的環境調査はカキおよびノリの生産に関連してかなり詳しく実施され
てきた（石田，1935；Imai　et　a1．，1951；Ito　and　Imai，i955；渡辺，1960；渡辺，1968；宮
城水試，1982aなど）。！979年には万石浦のアマモ場をケーススタディとして、海草生態学に関す
る物理化学的な総合調査結果が公表されている（服部・平野，1979）。宮城水試（現宮城県水産開発
研究センター）は湾内に設けられた8定点において毎年隔月1回の定期的な水質観測を行っている。
エビ類とアマモ場の関係についてはr藻場におけるエビ類の生態」と題した倉田（1963a，1963b，
1963c）の研究がある。軟体動物にっいては宮城県水産高校旧職員及川喜一氏の調査（1984，未公刊）
があるにすぎない。
　万石浦は沿岸魚類の資源を維持する上で重要な役割を果たしているとみられるにもかかわらず、
魚類に関する研究は少なく、リストあるいは特定魚種の生態報告に留まっている。万石浦産魚類
としてアブラボウズおよびクサウオを記録した大島（1934）の報告がもっとも古い学術報告と言え
るだろう。次いでOkada　and　lkeda（1938）はシマハゼを報告した。浮遊期あるいは着底期におけ
るイシガレイおよびマコガレイの仔稚魚の動態についてはいくつかの研究機関によって調査され、
比較的充実した知見が得られている（畑中他，1972；宮城水試，1972，1973，1975；　田・畑中，
1973；宮城県，1982，1983；高橋他，1986）。伊藤（1981）および児玉（1983，1984，1988a，1988b，
1997）は万石浦に産卵回遊するニシンについて生物学的研究を行っている。万石浦の魚類相を知
る上での参考資料として宮城県（1980）および及川（1984，未公刊）がある。前者においてはク
ルマエビ放流種苗の食害を把握するために行った調査で22科29種の魚類が報告された。後者では
写真とともに29科46種が記録された。
　魚類の生活場所としての内湾域は外海域との共通性を有しながらも、外海域から相対的に独立
した性質をも具備している（森，1995）。内湾域の魚類相に関しては本邦各地で多くの報告が公表
されているが、魚種目録に留まっていたり、あるいは研究の対象水域（特に藻場が多い）、使用漁
具、および調査期間が限定されているものが多い。中でも、内湾域に出現する魚類群集を総体的
にとらえ、その構造が研究された例として、横浜市沿岸（岩田他，1979）、浜名湖（千葉，1980）、瀬
戸内海（八柳，1981）、油谷湾（森，1995）、志々伎湾（中坊，1980，1983）、および有明海（田北，
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1980）が挙げられよう。
　筆者はまず万石浦の、魚類相を明らかにするために、1986年以降様々な方法を用いて出来るだけ
多くの場所での魚類採集に努めてきた。その結果、万石浦で記録される魚種数は次々に増加し、
成果の一部は本研究の予備的な考察として報告された（座問，1990，1991，1997；座間・森本，
1995）。内湾域は水産的に生産性の高い水域であると同時に、人為的な環境変化の影響を直接受
けやすい場所でもある（東，1981，1982；菊池，1993）。万石浦の環境変化を知るためには物理化
学的調査とともに生物学的調査も不可欠である。本研究では万石浦の魚類相を明らかにして、生
物地理学的考察を行うとともに、’湾内における各種の生活史を通して魚類群集の構造および万石
浦の持っ生態的意義にっいて解明することを試みた。
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　　　　　　　　　　U、研究の範囲および方法の概要
1．調査水域
　本研究の対象となった万石浦は第四氷河期、またはそれ以前の海面低下時期に浸食された谷
地形が海進期に溺れ谷化し、それがやがて周辺陸地からの土砂で埋没谷となり現在の海進期に、
盆地状地形として残ったもの（埋没リアス式海岸）と言われている（菅原，1988）。実際に現在
の堆積物の厚さは60mにも及ぶ。縄文期の海岸線は現在より5m程高い位置にあったと考えられ
ている（宮城県石巻市教育委員会，1988）。
　湾は楕円形を呈し、東西の長さ5km、南北2．5km、面積は6．85km2で、幅150m前後、長さ1．8㎞
の細長い水路によって外海（仙台湾）に通じている（図2）。本研究では万石橋（神明）から佐
須の防波堤までを水路部とし、万石橋から東側の袋状内湾部を万石浦本体と呼ぶこととする。
万石浦本体は図2に示したように、便宜上湾口部、湾中央部、および湾奥部の3部に区分した。
万石浦本体で見られる魚類の中には生活史の上で淡水域と密接な関係を持っものも存在するた
め、万石浦本体に注ぐ河川域で得られた魚類も万石浦の魚類相の一部として取り扱った。した
がって、本研究で万石浦という場合、特に断りのない限り、万石浦本体、水路部、および河川
域の3水域を指すものとする。
2．調査方法、
　本研究の調査は1986年4月から始められ、1996年3月に終了をした。ここに報告される魚類
はアブラボウズ、マツカワ、およびヒラメを除くと、すべてこの間に万石浦で採集され、筆者
によって同定されたものである。資料が少ない魚種については、上記の期間中に万石浦で採集
された材料の他に、以前から万石浦産として宮城県水産高校に保存されていた標本および付近
の外海（主に牡鹿半島沿岸）で得られたものも補完的に使用した。
　万石浦における採集方法は建網（小型定置網）、たも網、釣り、投網、曳網、三角すくい網、
刺網、稚魚ネットおよび柴潰で、建網は1988年10月から1993年6月までの間大浜地先に設置さ
れた。1986年6月から1989年6月までの3年問は毎月1－2回、湾口部の神明地先の岸壁で主
に仔稚魚を対象として灯火を使用した採集を実施した。湾の汀線付近ではたも網、釣り、投網、
曳網、および三角すくい網が主要採集具となった。他の漁具は沿岸部あるいは中央部で数回使
用したのみであった。
　採集場所は沿岸部にっいては水路部から湾奥部まで、できるだけ多くの地点をカバーするよ
う心掛けたが、生活根拠地からの身近さから採集努力は湾口部で最も高くなった。湾の中央部
で特に遊泳力のある魚類に対する採集が不足していたことは否めないが、建網調査を長期間継
続したことにより、この点はほとんど補強できたと考えられる。しかしながら、水路部潮下帯
の転石間に潜む小型魚類を効果的に採集できなかったことは確かである。新釜と大浜の干潟域
および大森一佐須のガラモ場潮間帯では定期的な採集を実施した。
　河川域における調査は志畑川、大沢川、針浜川、猪落川、流留排水路、塩富排水路、および
宮城県水産高校元養魚池（図2）で行い、志畑川および針浜川の2河川感潮域では定期採集が
なされた。河川域での採集ではほとんどの場合、たも網が使用された。
　標本を真水で希釈した10％ホルマリン溶液で固定すると生鮮時に比べて全長の減少および体
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重の増加が起こるが、20％。海水で希釈した場合は全長・体重に変化が小さいことが分かった。
そこで得られた標本をできる限り生鮮時（あるいは冷凍保存後に）に全長（TL）、体重、およ
び生殖腺重量を測定するとともに胃内容物を査定した．都合により生鮮時に調査ができない標・
本は20％。海水希釈のホルマリン溶液で保存してから調査に供した。形態学的な計測は適宜実施
した。体長（S　L）は各種について大小10個体程度測定してから全長に対する平均比率（S　L／
TL）を求めて、必要に応じて全長から推定した。各種につき仔稚魚から成魚まで各月ごとに
できるだけ多くの資料を集めることを目標としたが、その時のサンプル数あるいは作業状況に
応じてサイズおよび性別を考慮しながら、調査個体と調査項目を選択した。
　性別は通常、生殖腺を肉眼観察して判定したが、生殖腺が未発達の場合は双眼実体顕微鏡下
で卵粒の有無を確認した。生殖腺の熟度はNikolsky（1963）に従い、1（未発達）、II（未熟）～IH
（中熟）、IV（成熟）、V（成熟）、およびVI（放卵）の6段階に分けて記録した。生殖腺指数（GSI）は、
GSI＝生殖腺重量×100／体重（％）として計算した。性比は特に断りのない限り個体数で示し、
κ2検定を行った。
　卵巣卵の卵径は平均的な大きさの卵を選んで接眼マイクロメーターを用いて測定した。一っ
の卵巣中に明らかに熟度の異なる卵群が存在する場合は、各卵群にっいて同様な方法で測定し
た。卵径調査は生時に、もしくはホルマリン固定の状態で行ったが、データを使用する際両者
を区別して取り扱わなかった。魚種によっては卵数も計数したが、実数を数えた場合と卵巣卵
の一部を数えて重量法により全卵数を推定した場合とがあった。万石浦における産卵期は生殖
腺の熟度および仔稚魚の出現状況により判断した場合が多く、直接産出卵を確認した魚種は少
なかった。
　胃内容物にっいては大形餌生物以外は双眼実体顕微鏡下で観察し、査定は通常綱から亜目ま
でのレベルに留め、それ以上の詳しい分類は行わなかった。ただし、捕食されていた魚類に関
しては種の段階まで同定するように努めた。魚類や十脚類などの大形胃内容物は実数を数えた
が、小形餌生物の個体数は各分類群ごとに＋（1～5個体）、2＋（6～15個体）、3＋（16～25個体）、4＋
（26～49個）および5＋（50個体以上）の5段階に分けて記録し、餌料としての重要性を判断する
際の参考とした。胃内容物の重量測定は全くなされなかった。
　本研究は種としての生態特性を把握することが目的の一っであるため、各種にっいて得られ
たデータは調査した年ごとにはまとめず、総括的に整理した。各魚種の年令は月ごとに整理し
た全長頻度分布に基づく連続採集法（久保・吉原，1969）によって推定し、産卵期に見られる
全長組成のモードから各満年令時における全長を推測した。
　各種の形態学的記載において、科以上の分類はMasuda　et　a1．（1984）に従い、各科内の種名は
属名と種小名のアルファベッ・ト順に配列した。種の学名および和名は主として中坊（編）（1993）
に従った。各種にっいて和名および学名を記し、次いで万石浦における採集地点、宮城水高栽
培漁業実習場に登録保存されている標本（万石浦産以外の標本も含む）の個体数と全長範囲、
S　L／TLおよびこの比の算出に使用した標本の全長範囲を示した。形態の記載ではデータが
得られた限りにおいて成長に伴う斑紋と形態の変化および雌雄の性徴について記述した他、分
類学的に重要と思われる知見についても述べた。分布については、松原（1955）、Masuda　et　a1．
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（1984）、および中坊（編）（1993）に準拠して、千島列島から本邦太平洋岸一東シナ海一インド・
西太平洋水域の範囲に限って記載した。津軽海峡は函館および下北半島西岸（牛滝）までの東
側を太平洋側とし、陸奥湾は除いた。
　湾における各種の生活史の記載では得られたデータの内容に応じて、成長、成熟、産卵、性
比、出現時期・移動、および食性の項目にっいて順次記述し、サヨリとマハゼではそれぞれ等
脚類および線虫による寄生に関しても述べた。
　研究機関を表記する場合、長い名称、例えば宮城県水産高等学校は宮城水高、宮城県水産試
験場は宮城水試、東北区水産研究所は東北水研のように略記した。図表において各月は英語の
頭文字あるいは最初の3文字で表した。
3．調査水域の環境
　（1）植生
　万石浦に生育するアマモ類およびホンダワラ類などの大形海藻（草）の分布について述べる。
アマモは万石浦本体のほぼ全域にわたって繁茂している（図3）と言えるが、南東部（大浜一
猪落地先）の群落はアサリ漁場の造成（1977～1980）により消失した。Imai　et　aL（1951）によ
ると当時この区域にもアマモ場が形成されていたことが分かる。』水路部にも部分的に小群落が
存在する。アマモの流出葉は秋に増加し、汀線付近に大量に堆積することはあるが、株全体が
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完全に枯死することはなく、周年緑葉が認められる。コアマモは水路部（大森）や湾口部北岸
（新釜）に小群落が確認されているが、その他の部分については不明である。
　ホンダワラ類、ワカメ、およびコンブ類は水路部から湾口部にかけての流速の大きい区域に
生育する（図3）。ホンダワラ類はアカモクが主体となっている。ワカメおよびマコンブは湾
口部の濡筋で養殖されている。アナアオサは万石浦全体のいたる所に生育し、アマモとともに
周年完全に枯死することがないので、魚類に対して安定した隠匿あるいは産卵の場を提供して
いると考えられる。基底から遊離したアナアオサが浅所に多量に集積することがある。
　ホソジュズモは夏に湾中央部から湾奥部にかけて生育し、年によっては異常繁殖をみること
がある。植生とは言えないが、湾内にはカキ棚造成のために膨大な数の木・竹杭が打ち込まれ
ており、ここにも多様な生物が付着している。杭も万石浦を特徴付ける一つの環境要素と言え
よう。
　（2）水深、流速および底質
　万石浦の水路学的調査に関しては渡辺（1960）、渡辺他（1968）、宮城県（1980）、および宮城水
試（1982a）の報告がある。これらおよび本研究によると万石浦の水深は水路部から中央濡筋お
よび湾奥部には4～6mを記録する部分があるが、その他では湾中央部を中心として2m前後
の区域が拡がっていて、大潮の干潮時には干潟となる場所も多い。太潮の潮位差は最大180cm
に及ぶため、濃潮時に外海水が水路部の狭い部分を通過する際の流速は1．Om／s近くに達する。
その後流入水は湾内で主に左右の2筋に別れて拡散し、湾奥に達するときには流速は0』1m／s以
下に減ずる。
　底土の粒度組成についてみると、中央粒径は水路部では300－500μmで、シルトの含有率は低
い。湾口部から湾中央部にかけて中央粒径は300μmから50μmへと減少し、湾奥部でシルトは
100％近くを占める（渡辺，1960；宮城県，1980；宮城水試，1982a）。
　湾岸部は大部分が砂泥域となっているが、湾口部北岸には石垣が組まれ、南岸のうち針浜川
と猪落川に挟まれた突出部および大浜西側には岩礁域が見られる（図3）。水路部の西（右）岸
は岸壁や防波堤など単調な人工構造物が連続しているのに対し、東岸には磯浜的な地形が残さ
れている。
　（3）水質
　水路部から湾奥部までの間に設けた定点で、宮城水試が1985年4月から1992年2月までの偶
数月に実施した定期水質観測の結果に基づいて、万石浦の水温、塩分、および栄養塩の季節変
化について述べる。
　表面水温（平均）は2月に5℃前後であるが、8月には24～26℃に達する（図4，A）。4月
と12月の水温は約10℃、そして6月と10月の場合は18～19℃でそれぞれ等しい値を示す。水路
部では冬の水温は他の水域よりも高いが、夏では逆に低くなる。湾奥部ではこの相対関係は水
路部の場合と全く逆転する。湾中央部では両者の中間的な値を示す。っまり、水温の季節変化
は水路部から湾奥部へ向かうに従って大きくなると言える。
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　表面と底層の水温を比較すると2月から8月にかけて表面水温は底層水温よりも徐々に高ま
り、8月には湾中央部と湾奥部では2℃近くの差ができる。一方、8月から10月に向かっては
急に水温差が縮まり、秋一冬には差がほとんどなくなるか、あるいは逆に0．20～0。3℃表面の
方が低くなっている（図4，B）。水域別にみると水路部における水温差は他の2水域よりも四
季を通して小さく、8月でも1℃余りにすぎない。
　表面における塩分の季節変化は図5に示した。2月に塩分はほぼ32～33％。の範囲内にあるが、
春から夏に向かって低下を続け、8月には30％。前後に下がる。その後は上昇に転じ12月には32
％。台のレベルに回復する。夏の塩分は30～31％。、春と秋は31％。前後、そして冬は32～33％。に上
昇するとみて良いだろう。水路部の塩分は秋から冬にかけては他の2水域よりも高いが、春か
ら夏では最も低い値となっている。後者の時期には仙台湾北部の海水が旧北上川などからの淡
水の影響を受けて、万石浦よりも低塩分化している（宮城水試、1987、1989、1992）ためと考え
られる。
　アンモニァ態窒素およびリン酸態リンについての季節変化は図6に示した通りである。両栄養
塩において類似した季節変化が見られると同時に、四季に関係なく水路部から湾奥部に向かって
濃度が上昇する傾向が明らかに認められる。
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m．出現した魚類の形態および生活史
1．形　　態
　（1）出現魚種の構成
本研究の全調査期間を通して、万石浦で採集された魚類は14目55科120種であった。これら
に大島（1934）により報告されたアブラボウズおよび及川（1984，未公刊）により記録されたヒラ
メとマツカワを加えると、総計14目57科123種となる（付表1）。
　目別にみるとニシン目2科5種、ウナギ目2科2種、サケ目4科6種、コイ目2科5種、ダ、
ッ目3科3種、メダカ目1科1種、トゲウオ目2科2種、ヨウジウオ目1科4種、タラ目2科
2種、スズキ目27科61種、カサゴ目6科17種、ウバウオ目1科2種、カレイ目2科6種、およ
びフグ目2科7種の構成となる。魚種数ではスズキ目が全体のほぼ半分を占める。
　57科のうちハゼ科は最多の23種（全体の18．7％）によって構成される。次いで種数の多いも
のはカジカ科7種、タウエガジ科とカレイ科各5種、そしてニシン科・ヨウジウオ科・フグ科
各4種が続く。ハゼ科も加えて合計するとこれら7科で52種（42．3％）となる。残りの50科で
は平均1．4種を含んでいるに過ぎない。ハゼ科魚類の占有率が極めて高いことは本魚類相の大
きな特徴の一つと言える。
　（2）各種の形態学的記載
　　　ニシン目Clupeifomes
　　ニシン科Clupeidae
1）ニシンOZゆεαカαZこαsれValenciennes　　　（P1．1，A～C）
　　採集地点：神明および大浜．
　　登録標本：24個体、21～298㎜．
　　SL／Tい0．824（552～298㎜）．
　　形態：万石浦における本種仔稚魚の出現は5月以前であることで、他のイワシ型仔稚魚
　と異なる．
　　全長21．4㎜の仔魚では腹腔背面に多くの黒色素胞が並ぶ；轡鰭後方および尾鰭の基部に
　も黒色素胞がある。29．3㎜の個体には腹鰭がみられ、その位置は鯛蓋後端よりも轡鰭起部
　に近い；背鰭および轡鰭の鰭条はほぼ定数に達する．
　　56㎜では体側背方に2条の暗色縦帯が形成される；腹鰭起部は背鰭基底のほぼ中央下に
　位置する；腹鰭と轡鰭の距離が縮まる；腹正中線の稜鱗は明瞭
　　分布：千島列島、北海道～茨城県（澗沼）．
2）コノシロκoπ05脅冠s伽πctα加s（Te㎜inckandSchlege1）
　　採集地点：新釜、大浜、および猪落．
　　登録標本：38個体、7～235㎜L
　　SL／TL：0．807（60～237㎜）．
（P1．1，　D；　2，　A～C）
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　形態：コノシロおよびサッパは産卵期がほぼ同じで両者の仔魚はお互いによく似るが、
コノシロでは脊索後端の背面に黒色素胞があること、尾鰭の形成後は消化管背面にやや大
形の黒色素胞が並ぶことで後者と区別される（田北，1988）．
　全長30㎜を越えると鯛蓋上端から尾鰭基底にかけて暗色縦帯の形成が始まる；肩部の黒
色斑は40㎜程で明瞭となる；胃の幽門部は約60㎜から肥厚を始める．
　背鰭の最後の軟条は全長40㎜（体長32㎜）を越える頃から伸長を始め、体長に対するこ
の軟条長（基底から先端まで）の比は成長に伴って増大する（図7）．体長75㎜までは最後
軟条の伸長は大きいが、その後伸びはゆるやかとなり、175㎜2｛上の大形魚では体長比29
～35％で安定すると考えられる。雌雄の差は認められない．
　分布：青森県～鹿児島県、東シナ海～台湾．本種は北海道の日本海側に分布するが、太
平洋側での記録はない（上野，1971）．
3）サッパSαγdれd乙αz乱παs乞（Bleeker）
　　採集地点：神明、大浜、および猪落．
　　登録標本：5個体、65～162㎜．
　　SL／TL：0．809（99～165㎜）．
　　分布：北海道（道南）～沖縄県、台湾．
4）マイワシSαγd歪πoかs配e乙απos賛c亡冠5（Te㎜inck　and　Schlege1）
　　採集地点：新釜．
　　登録標本：1個体、219㎜．
　　SL／TL　：　0．836　（219mm）．
　　分布：北海道（厚岸湾）～鹿児島県、台湾．
　　カタクチイワシ科
5）力タクチイワシ翫gγα厩乞s　jα♪㎝，記us（Houttuyn）　　（P1．2，D～E；3，A～D）
　　採集地点：万石町、神明、新釜、大浜沖、および猪落．
　　登録標本＝297個体、8～139㎜　
　　SL／TL　：　O．826　（45～99mm）．
　　形態：本種の仔魚では他のイワシ型仔魚と比べると肛門が前方に位置し、聲鰭が背鰭後
　端直下から始まっている（田北，1988）．
　　仔，魚期に腹腔背面の黒色素胞は疎らであるが、稚魚期に近づくとその数を増す；全長27
　㎜頃から尾部に暗色縦帯が出現し、全長の増加とともに前方に延ぴる；30㎜前後で胃が形
　成され、腸が黒くなる．
　　図8に示したように、仔稚魚期における体長に対する頭長比は体長30㎜までは体長の増
　大に伴って上昇する．月別のサンプルにっいてみると6－7月群は9～11月群よりも小さ
　　い値を示している．換言すれば、秋期群は相対的に頭長が大きいピンヘッド型の体形（P1．
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3，B～C）を呈しており、夏期群より生育状態が不良と考えられる．
　分布：北海道（厚岸湾）～沖縄県、台湾～北ベトナム．
　　　　ウナギ目Angu川iformes
　　　ウナギ科Aηgui川dae
6）ウナギパπg漉乙地ゴ砂o漉cαTe㎜inck　and　Schlege1　（PL3，E～H）
　　採集地：神明、大浜沖、猪落、志畑川、・大沢川、針浜川、および塩富排水路．
　　登録標本二13個体、55～123㎜．
　　SL／TL：0．986（690㎜）．
　　形態：浮遊生活末期の個体では目の後上方に小黒色素胞群があり、尾部後半の中軸内部
　　には黒色素胞が並ぶ．底生生活に移行すると体色は急速に黒化する．
　　分布：北海道（幌別川）～沖縄県、フィリピン、台湾～北ベトナム．
　　マアナゴ科Congridae
了）マアナゴCoπgeγ辺yγれsteγ（Brevoort）　（PL4，A～C）
　　採集地：佐須、大森、神明、梨木畑、新釜、および大浜沖．
　　登録標本：14個体、81～256㎜（牡鹿半島産の標本を含む）．
　　　SL／TL：0．987（241～369㎜）．
　　形態：葉形幼生では体軸に黒色素胞が縦走する他、消化管直上にも黒色素胞が並ぶ．牡
　　鹿半島荻浜で得られた推定全長76㎜の個体（尾部欠損）では体は円筒形を成し、体の背面
　　は暗色；側線の下方に黒色素胞列が残る．
　　分布：北海道（噴火湾）～鹿児島県．
　　　サケ目Salmoniformes
　　キュウリウオ科Osmeridae
8）チカ〃yかo配ε3冠sかretω鉗sゴ⑫㎝乞c冠s（Brevoort）　（PL4，D）
　　採集地：大浜沖．
　　登録標本：3個体、106～133㎜．
　　SL／TL：0．842（114～135㎜）．
　　分布：千島列島、北海道～福島県．本種の分布南限ははっきりしていなかったが、福島
　　県（福島水試，1995）と考えられる．東北地方に生憲するチカは千島海流の影響を受けて
　根室付近から南下して分布域を拡大してきた一派とみなされている（Yanagawa，1981）．
　　アユ科Plecogbssidae
g）アユP陀cog乙o∬鵬α砒初2巨sα麓初e互s　Te㎜inck　and　Schlege1（PL4，E～G；5，A～C）
　　採集地点：万石町、神明、新釜、大浜沖、志畑川、および針浜川．
　　登録標本：23個体、21～198㎜．
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SL／TL：0．838（54～98㎜）．
形態：アユは従来1種とされてきたが、リュウキュウアユと区別されて亜種の位置に置
かれた（Nisida，1988）．本種の仔稚魚は晩秋～冬に出現し、脂鰭を持っことで他種との区
別は容易である．
　全長21．O㎜の仔魚では後頭部より後方の背正中線に7個の小黒点が並ぶ；腹腔の背面と
腹面に黒色素胞が並ぶ；啓鰭後部基底一尾柄腹縁に素胞がある．
　30㎜から40㎜台の個体では頭頂部および鯛蓋部に黒色素胞が散在する；尾鰭基底付近に
も素胞がある．50㎜前後で体が黒色化し、河川域で見られるようになる．
　分布：北海道（噴火湾）～鹿児島県．
　　　シラウオ科Salangidae
10）シラウオSαこαπ飢c互翫ys庸cγod㎝，Bleeker　（PI．4，A～B）
　　　採集地点：神明、大浜沖、志畑川、および猪落．
　　・登録標本：65個体、24～1Q7㎜L
　　　SL／TL：0．900（56～108㎜）．
　　　形態：本種はイシカワシラウオに酷似するが、尾鰭起部の上下に2黒点がなく、轡鰭は
　　背鰭基部の後端下方、あるいはそれよりやや後方より始まることにより後者と区別される
　　（Senta　et　aL，1986）．イシカワシラウオは万石浦内では全く確認されなかった．Wakiya
　　and　Takahashi（1937）によると、Franz（1910，pL3，fig．7）が渡波からSα砒欺1α酉醜eル
　　∫乞∫として報告したものはイシカリシラウオの雌である．これは恐らく外海部で採集され
　　たものであろう．
　　　全長20㎜から30㎜台の個体では鯛蓋部（内部）に黒色素胞がある；腹腔背面に黒色素胞
　　が並ぶ；尾鰭は素胞を被る．
　　　分布：北海道～岡山県．
　　　サケ科Salmonidae
11）シロザケ伽c五〇γb肌c九麗セetα（Walbaum）　（pL6，A～B）
　　　採集地点：神明、新釜、大浜沖、および針浜川．
　　　登録標本：26個体、39～86㎜。
　　　SL／TL：0．860（40～62㎜）．
　　　形態：全長40㎜前後の稚魚では体側に約12個のパーマークを具えるが、50㎜を越えると
　　ほとんど消失する．
　　　分布：千島列島、北海道～千葉県．
12）ギンザケ0πc㎞妙πch聡セ醜tcん（Walbaum）
　　　採集地点：万石町．
　　　登録標本：1個体、M6！皿。
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　SL／TL　：　0．836　（146mm）．
　形態＝本種は若魚期においてサクラマスによく似るが、頭部背面と体側背方に黒色点を
密布することおよび啓鰭はほとんどが11軟条（後者では10軟条）であることにより後者と
区別される（Hikita，1962）．
　得られた個体は尾鰭上下の先端が丸くなっていたことから養殖施設で飼育されていたも
のと推測される．
　分布（天然）：千島列島、北海道．
13）サクラマス0πc瓦αr妙πc五鵬皿αso冠螂α↓（Brevoort）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、167㎜L
　　　SL／TL：0．844（167㎜）．
　　　分布：千島列島、北海道～神奈川県（酒勾川）、台湾．
　　　　コイ目Cypriniformes
　　　コイ科Cyprinidae
14）ギンブナ・Cαγα∬乞麗飢γ就鵬ヱα㎎sdoγ∫れ（CuvierandValenciennes）
　　　採集地点：流留排水路．
　　　登録標本：2個体、68～70㎜．
　　　SL／TL　：　O．736　（68～70㎜）．
　　　形態：本亜種はゲンゴロウブナに似るが、体高がやや低く、鯛兜数は後者の半分の39～
　　58である（中村，1969；細谷，1993）．
　　　上記の2個体では体高は体長の38．4～38．8％、背鰭鰭条数iv　H6、側線鱗数28、鰭杷
　　数42～43であった．
　　　分布：本邦全域、台湾．
！5）モツゴPs屈oγαsbαrαかαγuα（Te㎜inck　and　Scmege1）　（P1．6，C～F，；7，A～C）
　　　採集地点：流留排水路．
　　　登録標本：48個体、15～78㎜．
　　　SL／TL　：　0．786一（36～711皿）．
　　　形態：本種は鯛蓋上端から尾鰭基底まで続く完全な側線を有することで、シナイモッゴ
　　およびウシモツゴと区別される（中村，1969）．
　　　全長10．O㎜の仔魚では頭部背面および鯉蓋上部に黒色素胞が散在する；体側背方および
　　尾部腹縁に素胞が並ぶ；尾鰭基部にも素胞がある．15．0㎜の標本では鰯蓋上部から尾鰭基
　　底にかけて暗色縦帯が認められる．16．4㎜では胸鰭後端上方および尾柄部に鱗が見られる．
　　20．Om以上では体側の縦帯は明瞭となり、眼前にも縦帯が形成される．
　　　分布（天然、）：関東～九州、台湾、中国～北ベトナム．モツゴの天然分布は本邦では関
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東以西で、東北地方での生息は移植によるものと考えられている（中村他，1976）。
16）マルタTγ乞bo乙odoπbγα寵亘（Dybowsky）　（Pl．7，D～F）
　　　採集地点：佐須、新釜、大浜沖、志畑川、猪落、および針浜川．
　　　登録標本：72個体、27～482㎜」
　　　SL／TL：0．825（98～486㎜）．
　　　形態：マルタはウグイに酷似するが、婚姻色の赤色縦帯が体側下方の一条に限られてい
　　ることおよび鯛蓋下顎管と眼下管が分離することで区別される（細谷，1993）．本種に対し
　　て普通L　tαczαπoω戯“Steindachner）という学名が使用されていたが、最近の研究でT．
　　bγα寵t乞に落ち着いた（酒井，1987）．
　　　佐須で得られた全長27．0㎜の稚魚は体側中軸部に1黒色縦線があるが、縦帯をなさない
　　ことおよび尾鰭基部に暗色斑がないことにより、中村・望月（1953）に従いマルタと同定さ
　　れた．稚魚期には頭頂部にハート型の暗色斑が形成される点はウグイ（細谷，1988）と同様
　　である．49個体にっいて調べた側線鱗数は71から85（平均78．2）まで幅があったが、75～
　　81のものが多かった．下顎の感覚孔数は6～9（7．0）であった．
　　　分布：北海道～東京都（多摩川）．
1了）ウグイTれbo乙odoπ㎞㎝、eπs乞s（GOnther）
　　　採集地点：大浜沖および針浜川．
　　　登録標本：6個体、56～290㎜．
　　　SL／TL：0．817（197～290㎜）．
　　　形態：本種の婚姻色として出現する赤色縦帯は体側の前半部においては3条が走る（酒
　　井，1987）．7個体にっいて調べた側線鱗数は72～80（平均76．2）、下顎の感覚孔数は4～
　　6（5。1）で、ともにマルタより少ない．
　　　分布：北海道～鹿児島県．
　　　ドジョウ科Cobitidae
18）　ドジョウ椛sg冠γ徽sαπg漉既乞cα磁α加s（Cantor）　（PL8，A～B）
　　　採集地点：流留排水路および針浜川．
　　　登録標本：65個体、15～80㎜．
　　　SL／TL：0．856（70～120㎜）．
　　　形態：全長15．6㎜で各鰭は完成し、体の暗色化が進んでいる；眼の前後に暗色縦帯があ
　　る．22．0㎜の個体には頭部および体側前半部にいくっかの皮質突起が認められる．雄の胸
　　鰭基部の骨質板は70㎜を越える頃から明らかになってくる．
　　　分布：北海道（日高）～沖縄県、台湾、中国～ビルマ．
ダツ目Beloniformes
一21一
　　　　ダツ目Beloniformes
　　　ダツ科Belonidae
lg）ダッStγoπgy軌γααπαsto配dZα（Valenciennes）　（P1．8，C～H）
　　　採集地点＝万石町、神明、梨木畑、新釜、大浜沖、および猪落．
　　　登録標本：35個体、12～864㎜（牡鹿半島産の標本を含む）．
　　　SL／TL：O．924（517～864㎜）．
　　　形態：中村（1944a）によると、ふ化時の全長は12～14㎜で、背鰭、轡鰭、および尾鰭の
　　鰭条が出現しており、膨らんだ腹部を除く体には黒色素胞が発達している．
　　　14．8㎜では胸鰭基底から磐鰭起部直上にかけて暗色縦帯が形成される．15㎜以上では卵
　　黄は吸収され腹部の膨らみは消える．
　　　胸鰭は20㎜で完成する。26．7㎜の標本では眼の後端と尾鰭基底との中間下に腹鰭が出現
　　するが、鰭膜は残存している1上顎はあまり伸びていない．62㎜では上顎が伸長している．
　　　下顎はふ化時にすでに上顎より突出しており（中村，1944a）、その後も急速に伸長する．
　　上顎は下顎より遅れて全長30㎜頃から伸び始める．20㎜台では上顎長は下顎長の30％前後
　　であるが、60㎜以上の個体では64％以上となり、成魚では約90％に達する．
　　　分布：北海道（釧路）～鹿児島県、東シナ海．
　　　サヨリ科Hemiramphidae
20）サヨリHyかoγ㎝擁鉱s　sのαr乞（Te㎜inck　and　Schlegel）　（PL8，H；9，A～D）
　　　採集地点：大浜沖
　　　登録標本：90個体、7～336㎜（飼育された仔稚魚85個体を含む）．
　　　SL／TL：0．975（300～327㎜）．
　　　形態：直径2㎜の完熟卵には1本の長い付着糸とその反対側に同様の付着糸が4本見ら
　　れる．完熟前の直径1．4㎜の卵ではこれらの付着糸は卵の表面に巻かれた状態になってい
　　る．ふ化時の全長は約7㎜で頭部の背面は大形の黒色素胞をやや密に被る；背正中線を挟
　　んで素胞が2列に並ぶ；胸部から腹鰭膜起部までの正中線は黒い；腹腔背面に黒色素胞が
　　密布する；体側中軸に不連続な黒線がある．
　　　11．5㎜では下顎は瞳孔径と同じ位上顎より突出する；腹鰭原基が認められ、その位置は
　　鰯蓋後端と尾鰭基底との中間よりわずかに前方にある．22．6㎜では頭部側面にも黒色素胞
　　が増加する；下顎の突出部は眼径の2倍程になる．
　　　分布；北海道～鹿児島県、台湾．
　　　トビウオ科Exocoetidae
21）ックシトビウオOyρ3配世欝舵亡2甑γ鵬doεd2γ己畝冠（Steindachner）　（PL9，E～G；
　　　10，A～B）
　　　採集地点：大浜沖．
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　登録標本：6個体、5～330㎜（牡鹿半島産の標本を含む）．
　SL／TL：0．802（330㎜）．
　形態：全長4．9㎜の仔魚では体は薄く暗色を帯び、体側背縁、腹腔背面、および脅鰭原
基基底で暗色が濃い．6．0㎜では暗色が強くなり、頭部および体側に大形の黒色素胞が見
られる他、尾鰭にも小黒点が散在する．8，1㎜になると地色の暗色は薄くなるが、体全体
は黒色素胞により密に覆われる；胸鰭上部3分の1および腹鰭に多数の小黒点が出現する．
　全長330m（体長26Q㎜）の成魚は次の形質を持っことによりツクシトビウオと同定された．
背鰭前部長は体長の72．3％』；署鰭前部長は57．7％．背鰭鰭条数13；胸鰭鰭条数i（不分枝）
＋13；側線鱗数55；背鰭前部鱗数33；鱈杷数5＋17．胸鰭および腹鰭は轡鰭基底後端近く
まで伸びる．轡鰭は背鰭第6～7軟条下より始まる；胸鰭に斑紋・斑点がない．
　分布：北海道（臼尻）～沖縄県．
　　　　メダ力目Cyprinodontlformes
　　　メダカ科Oryziidae
22）メダカ0γyz2αs　iαtゆes（Te㎜1nck　and　Schlege1）　（PL10，C～E）
　　　採集地点：宮城水高元養魚池、流留排水路、塩富排水路、新釜、志畑川、猪落川、大沢
　　川、および針浜川．
　　　登録標本：111個体、17～30㎜．
　　　SL／TL：0．804（28～38㎜）．
　　　形態：全長9．5㎜の仔魚では体側中軸および轡鰭基底にそれぞれ細い暗色縦帯が形成さ
　　れ、腹鰭を除く各鰭はほぼ完成している．11．0㎜では体側に鱗が見られ、腹部に黒色素胞
　　が多くなる．15．3㎜では体側の縦帯が明瞭となり、鱗にも色素が沈着する．
　　　分布：青森県～沖縄県、台湾．
　　　　トゲウオ目Gasterosteiformes
　　　クダヤガラ科Aulorhynchidae
23）クダヤガラ湾疵2c配妙s　j砂o漉c麗Brevoort　（P1．10，F；11，A～G）
　　　採集地点：佐須、大森、神明、新釜、クルミ浜、および大浜沖．
　　　登録標本：143個体、9～1321m．
　　　SL／TL：0．917（47～139㎜）．
　　　形態：全長約9㎜のふ化直後と思われる仔魚では体側の背腹両縁に大形の黒色素胞が並
　　ぶ；頭頂部にも1対の素胞がある．11．OI皿では頭頂部の素胞が増える；尾部の体側中軸に
　　不連続な黒色線が現れる．15。0㎜を越える頃から吻が伸長を始める；体側の黒色素胞は背
　　腹でそれぞれ2～3列となる．
　　　吻端から眼後部にかけての暗色縦帯は約20㎜で形成され、この頃腹鰭を除く他の鰭はほ
　　ぼ完成される．27．0㎜の標本では背鰭棘、側線板、および腹鰭が見られる；吻長は眼径の
　　2倍余りとなる．
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　9月に得られた体長64～73㎜の雄（7個体）では、交尾器長（基底から先端まで）は体長の
1．4～3．0％であったが、11～1月に得られもの（3個体、92～g7㎜）では7。2～8。2％に伸長
していた．
　分布：北海道（尻岸内）～愛知県、瀬戸内海．
　　　トゲウ才科Gasterosteidae
24）イトヨ61αst‘2γ03t2麗αα昆eαt鉱∫Linnaeus
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、84㎜．
　　　SL／TL：0．857（84㎜）．
　　　形態：上記の標本（♀）は降海型で次の形質を持つ．体高は体長（721皿）の23．5％；頭長
　　は28．1％；尾柄高は3．8％；胸鰭長は20．8％；背鰭第1辣長は9．7％，第2棘長は10．4％，
　　第3棘長は3．2％；腹鰭棘長は10．3％．背鰭鰭条数m－14；聲鰭鰭条数1，11；胸鰭鰭条
　　数10；鱗板数31；鯛杷数6＋19．鱗板は肩帯部から尾柄部まで連続し、尾柄部では明瞭な
　　隆起線を形成する．
　　　分布＝千島列島、北海道～茨城県（利根川）．
　　　　ヨウジウオ目Syngnathiformes
　　　ヨウジウオ科Syngnathidae
25）タツノオトシゴ漉妙oo㎝毎3coγo箆α加3Te㎜inck　and　Schlege1
　　　採集地点：佐須、神明、および新釜．
　　　登録標本：6個体、46～88㎜．
　　　分類・形態：本種はサンゴタツに似るが、背鰭鰭条数が15以下（後者では16～17）である
　　こと、体幹輪数が王0（11）であること、および頭部に頂冠が発達することにより後者と区別
　　される（瀬能，1993）．
　　　分布：青森県～鹿児島県．北海道の日本海側には分布する（上野，1971）が、太平洋側で
　　の記録は見当たらない．
26）サンゴタツ出帥ocα皿毎s　jゆ㎝、2c麗Kaup　（P1．12，A～E；13，A～B）
　　　採集地点：新釜、大浜沖、および猪落．
　　　登録標本：20個体、4～92㎜L
　　　形態：完熟に近い卵は西洋梨型（1．65×1．00㎜）で，榿色の油球を具える．発眼卵は直径
　　約1．7㎜の球形を呈する．
　　　ふ化直後の仔魚は全長4㎜余りで体は全体に暗色を帯び、口は眼の下方に位置している
　　5．7㎜では背鰭前方と後方の背正中線上にそれぞれ3個および4個の鈍い突起が認められ
　　る．7．6㎜では吻が管状になり（吻長は眼径に等しい）、頭頂部がやや尖る；尾部の背正中
　　線の突起は5個に増え、胸鰭後方および背鰭下方にそれぞれ2個の突起が生じる．
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　雄の育児のうから産出される稚魚は全長約9㎜で、吻は眼径の約2倍に伸び、頭頂部に
三角形の頂冠が形成される；体全体は暗色が強まり眼から吻端にかけて狭い暗色縦帯が見
られる．
　分布：北海道（道南）～瀬戸内海．
2了）ヨウジウオSyπ9πα抗祉ssc配ege互Kaup　（PL13，C～E；14，A～G）
　　採集地点：大森、神明、新釜、および大浜沖．
　　登録標本：313個体、9～244㎜。
　　SL／TL：0．967（138～252㎜）．
　　形態：完熟卵はやや楕円形（長径約1．0㎜）で，淡黄色を呈す．ホルマリンの刺激でふ化
　　した全長9．0㎜の仔魚は尾部に6～7条の暗色横帯を具え、頭頂部に5～6個の黒色素胞
　が散在する；鯛蓋に山型の1突起が見られる；吻は眼径よりやや長い．
　　育児のう内に見られた12．8㎜の仔魚では背鰭基部下方や腹部に黒色素胞群が拡がり、体
　幹部の各体輪には小突起が認められる．38．2㎜の稚魚では体全体が暗色を帯び、鯛蓋の突
　起は小棘として残るのみとなる；吻は管状を呈し、吻長は眼径の3倍となる．
　　本研究では上記の通り、全長約13㎜の仔魚が育児のう内に残っていることもあったが、
　他の例では9～ll㎜であった．高井・溝上（1959）が報告しているように、通常は10㎜前後
　で育児のうから産出されると考えられる．
　　　分布：北海道（噴火湾）～鹿児島県、台湾。
28）オクヨウジUγoc㎝螂πα∫鵬GUnther　（Pi．14，H～1；15，A～1）
　　採集地点：神明、新釜、および大浜沖．
　　登録標本：14個体、38～100㎜（牡鹿半島産の標本を含む）．
　　SL／TL：O．987（54～91㎜）．
　　形態：本種は全長150㎜以下の小型種で一見ヨウジウオの若魚に似るが、背鰭は肛門よ
　　りはるか後方に位置すること、体幹部腹正中線に黒色の皮質隆起縁が形成されること、お
　よび頸に1対のひげがある（欠く場合もある）ことにより区別される（Dawson，1985）．オ
　　クヨウジは最初松島湾からの標本に基づいてJordan　and　Snyder（1901）によりU．れ㎞zeπ一
　乞器として記載されたが、これはU．παs麗の異名とされた（Dawson，1985）．
　　完熟に近い卵はやや楕円形で、長径は約0．8㎜である．ふ化前の卵から取り出した全長
　約8㎜の胚体では背鰭より後方の体側には体輪に沿って不明瞭な横帯が認められる；ヨウ
　　ジウオに見られた鯉蓋部の突起はない1吻長は眼径の2分の1程度である；背鰭鰭条は定
　数に達している．
　　37．8㎜の稚魚では体側の横帯がほぼ体輪ごとに見られる1吻は眼径の2倍余に伸長する；
　体幹部は不規則にいくっかの細い皮質突起を具えるが、願のひげおよび腹部正中線の皮質
　隆起縁は認められない．
　　ひげおよび皮質隆起縁は60㎜以上の個体で明らかになる．ひげは雌雄ともに全くないも
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の、あるいは1本しかないものも存在するが、雄の方がrひげなし」が多い．体幹部の皮
質突起も雌雄ともにあるものとないものがあり・雄の方がないものが多い．80㎜の個体で
は1本の皮質突起が頭部背面にもある（PU5，H～1）．突起の生じる部位、サイズ、およ
び数は個体によって変化に富む．
　分布：岩手県～三重県、瀬戸内海、沖縄県．現在のところ大槌湾（山下・青山，1980；
Yamashita　and　Aoya皿a，1984）が本種の北限と考えられる．
　　　タラ目Gadiformes
　　チゴダラ科Moridae
29）エゾイソアイナメPhys2c漉祉s㎜鷹加o碗c2：2（Herzenstein）
　　採集地点：新釜および大浜沖．
　　登録標本：3個体、140～212㎜．
　　SL／TL　：　O．920　（140～212㎜）．
　　形態：本種とチゴダラEゴαかo筏乞c鵬Hilgendorfは同一種である可能性が指摘されてお
　り（Choen，1979；酒井，1986；井田他，1992）、中坊（1993）の検索でも両者を明瞭に区別
　できないが、浅海部で見られるものは中坊（1993）に従ってエゾイソアイナメとした．
　　上記の3個体では背鰭前部長は体長（127～193㎜）の26．4～29．1％；胃鰭前部長は31．8
　～35．4％；体高は19．4～21．2％；頭長は22，9～26．0％；吻長は6．6～7．5％；眼径は4．7～
　5．5％；上顎長は10．6～12．3％；両眼間隔は6．4～7．1％；尾柄高は3．1～3．6％；胸鰭長は
　15．1～18．0％；腹鰭長は13．G～15．0％．眼径は吻長の64．0～77．8％．背鰭鰭条数9～IO－
　64～70；留鰭鰭条数71～78；胸鰭鰭条数23～24；腹鰭鰭条数6；鯛兜数3＋7～8．
　　分布：北海道（厚岸湾）～鹿児島県。
　　タラ科Gadidae
30）スケトウダラ丁瓦eγα9γαc汽飢co9γ㎝α（Pallas）
　　採集地点：大浜沖．
　　登録標本：1個体、144㎜．
　　SL／TL：0．907（144㎜）．
　　形態：上記の標本は若魚で、マダラ若魚に見られるような雲状斑紋を持たない（酒井，
　1986）．背鰭鰭条数13－19－20；啓鰭鰭条数23－23；胸鰭鰭条数20；腹鰭鰭条数6；鯛肥数
　6十32．
　　分布：千島列島～茨城県本種の分布南限は宮城県とされているが（中坊，1993）、福島
　県（福島水試，1995）および茨城県（舟橋，1985）からも報告されている．
　　　スズキ目Perciformes
　　トウゴロウシワシ科Atherinidae
31）トウゴロウイワシ〃yかoα翫eγ乞πα∂αこeπc花ππ就（Bleeker）　（PL16，A～H；17，A）
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採集地点：佐須、神明、梨木畑、新釜、大浜沖、大浜、および猪落．
　登録標本：125個体、6～123㎜．
　SL／TL：0。836（56～124㎜）．
　形態：本種の学名には従来圧bLεeセεγ2（G亘nther）が適応されていたが、Ivantsoff　and
Kottelat（1988）および瀬能（1993）に従って、H．”αLeπc乏eπれe2とした．
　完熟卵の表面には多数の長い付着糸が見られるが、密生している群と疎らに生えている
ものとがある。田北・近藤（1984）およびTakita　and　Nakamura（1986）によると、ふ化仔魚
（全長3．7～4．6㎜）では頭部背面に3個の大形黒色素胞が並び、腹腔背面には黒色素胞が密
集する．
　本研究で得た全長5．9㎜の仔魚では後頭部の黒色素胞群の後方に1個の素胞がある1体
側中軸に8個の黒色素胞が並ぶ；尾鰭の基底に数個の素胞がある．10㎜前後で体側の背腹
両縁に黒色素胞が並び、成長と伴に数を増す；体側中軸の黒色素胞は線列をなす．
　20㎜前後で体側のほぼ全域は鱗に覆われ、中軸に2本の縦線が走る．約30㎜で体側に暗
色縦帯が形成され始め、体全体としても成魚に似た体制を整える．
　分布：青森県、宮城県～鹿児島県、台湾～ベトナム～インドネシア．本種の分布北限は
下北半島北西端とみられる（松浦他，1988；野村・塩垣，1988）が、秋田県、山形県、およ
び岩手県からの記録は見当たらない．
　　ボラ科Mugilidae
32）メナダC舵Loπんαe皿就oc漉π麗（Te㎜1nck　and　Schlege1）　（Pl．18，B～E；19，A）
　　採集地点：新釜、大浜沖、猪落、および針浜川．
　　登録標本：56個体、15～322㎜．
　　SL／TL：0．836（275～500㎜）．
　　形態＝34個体にっいての調査では、縦列鱗数は36～42（モードは39）；幽門垂数は5本か
　　ら7本までの幅があり、その内訳は5（4個体）、6（28）、および7（2）．
　　全長14．6㎜の稚魚では体全体（頭部下半および胸部を除く）にやや大形の黒色素胞を密布
　する；体側中軸に暗色縦帯が形成されている；体側には鱗が見られる．成長に伴って体側
　の縦帯は細くなる；体側腹方の黒色素胞は目立たなくなり、背方は濃くなる．40～50㎜で
　　も体側中軸に暗色縦線が残る．
　　分布：北海道（日高）～沖縄．
33）コボラC瓦2ωπ㎜cγoこεか乞s（GUnther）
　　採集地点：大浜沖．
　　登録標本：1個体、72㎜．
　　SL／TL：0．778（72㎜）．
　　形態：得られた標本は体高がやや高く、体側に縦線がないことおよび縦列鱗数が少ない
　ことにより同サイズのボラおよびメナダと異なる．
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　背鰭前部長は体長（56㎜）の57．5％；腎鰭前部長は75．4％；体高は29．8％；頭長は29．6％；
吻長は8．6％；眼径は7．2％；上顎長は8．1％；両眼間隔は14．4％；尾柄高は12．6％；胸鰭
長は19．7％；腹鰭長は18．0％．背鰭鰭条数1V－9；胃鰭鰭条数皿、9；胸鰭鰭条数16；縦列
鱗数34；背鰭前部鱗数20；鯛肥数26＋50；幽門垂数5．眼前部の下縁および後縁は鋭く鋸
歯状．ホルマリン固定後では胸鰭基底および尾鰭後縁は暗色を帯びる．
　分布：宮城県、千葉県～沖縄県、インド・太平洋水域本種が万石浦に出現することは
すでに座間（1991）によって報告された．それまでは千葉県以南のみから知られていた．
34）ボラぬgれce擁α乙冠s　ce蝕α乙冠3Linnaeus　（P1．19，B～E）
　　　採集地点：神明、新釜、大浜沖、大浜、志畑川、針浜川、および塩富排水路．
　　　登録標本：49個体、26～2201皿．
　　　SL／TL　；　O．810　（80～160㎜〉．
　　　形態：本種はセスジボラに似るが、背正中線に隆起縁を形成しないこと、主上顎骨後端
　　が口角よりはるか後方に伸びないこと、および2本の幽門垂（後者では4～6本）を持っ
　　ことで後者と区別される（瀬能、1993）．
　　　9個体の調査では、縦列鱗数は37～411幽門垂数は2（8個体）および3（1）．3本の幽
　　門垂を持つ個体は他の形質はボラに一致した．
　　　全長25．5㎜の稚魚は同サイズのメナダと比較すると、吻が円みを帯び、体側中央の暗色
　　縦帯は狭い．成長に伴って縦帯は消失し、46㎜では体側背方に5～6条の暗色縦線が現れ
　　る．
　　　分布：北海道（臼尻）～沖縄県、インド・太平洋水域．
　　　カマス科Sphyraenidae
35）アカカマスS擁yγαeπα画πg漉s　Gnnther
　　　採集地点；大浜沖．
　　　登録標本：2個体、129～169㎜レ
　　　SL／TL　：　O．838　（123～182mm）．
　　　形態：本邦産カマス科魚類の中で三陸～北海道水域に出現するものは本種とヤマトカマ
　　スがある（上野，1971；丸山，1971）．本種ば腹鰭起部が背鰭起部より前方に位置すること、
　　体側に暗色縦帯を持っこと、および2本（後者では1本）の鯛杷を持っことにより後者と
　　区別される（瀬能，1993）．
　　　分布：北海道（噴火湾）～鹿児島県、東シナ海、インド・太平洋水域
　　　スズキ科Percichthyidae
36）スズキLαteo1αbγακ知ρ㎝，記乱s（Cuvier）　（PL20，A）
　　　採集地点：新釜、万石浦中央濡、および大浜沖．
　　　登録標本：19個体、17～200㎜．
一28一
　SL／TL比：0．831（215～285㎜）．
　分類・形態：全長16．7㎜の仔魚では体側の背方と腹方に1～2列の樹枝状黒色素胞が並
び、中軸に1条の黒点列が見られる；背鰭と啓鰭の基底後半部は黒い；腹腔背面に黒色素
胞群がある；前鯛蓋骨外縁に3＋2（小）棘があり、内縁は細かく鋸歯状；主鰯葦骨およ
び間鯉蓋骨にも数本の小棘を有する．
　分布：北海道（釧路）～鹿児島県、東シナ海、台湾．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　テンジクダイ科Apogonidae
3了）ネンブツダイ肋090πse漉hπeαt鵬Te㎜inck　and　Schlege1
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、63㎜」
　　　SL／TL　：　0．781　（63皿皿）．
　　　形態：本種は体に2条の暗色縦帯（一っは眼上から第二背鰭基部の後端にかけて、二っ
　　目は吻から眼を通って鰯蓋の上後端まで）を持っこと、尾鰭基部の中央に黒円斑があるこ
　　と、および第一背鰭先端部は黒いことで特徴づけられる．
　　　体高は体長（49．2㎜）の23．1％；頭長は28．9％；眼径は8．3％；両眼間隔は7．6％，背鰭W
　　－1，91轡鰭IL8；胸鰭14；側線鱗数27；鯛兜数5＋18．
　　　分布：宮城県、千葉県～鹿児島県、台湾、フィリピン．本種が万石浦に出現することは
　　すでに座間（1991）によって報告された．それまでは千葉県（中村，1934；田村他，1993；．
　　小島，1991）以南のみから知られていた．
　　　キス科S川aginidae
38）シロギス翫乙地go知如漉cαTe㎜inck　and　Schlege1　（P1．20，B）
　　　採集地点：大森および梨木畑．
　　　登録標本：2個体、13～135㎜」
　　　SL／TL：0．867（135㎜）．
　　　形態：全長13．2㎜の仔魚では腎鰭上方の体側中軸（内側）に三箇所の黒色素胞群がある；
　　尾柄近くのものは背鰭と轡鰭の後端にある素胞とほぼ連続して横帯をなす；頭頂部に2個
　　の素胞がある；胸部正中線および轡鰭基底に素胞が並ぶ；腹腔背面は黒い．
　　　分布：北海道（臼尻）～鹿児島県、台湾、フィリピン、インド・太平洋水域．
　　　アジ科Carangidae
39）マアジTγαcた群冠sゴ⑫o漉c麗（Te㎜inck　and　Schlege1）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：3個体、51～68㎜．
　　　SL／Tい0．821（51～164㎜）．
　　　分布：北海道（厚岸湾）～沖縄県．
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　　　クロサギ科Gerreidae
40）クロサギθ2γγ2s　oyeπα（Forsskal）　（P1．20，C～E；21，A～C）．
　　　採集地点：大森、新釜、および大浜沖．
　　　登録標本：30個体、12～63㎜．
　　　SL／Tい0．765（39～63㎜）．
　　　形態：全長13．0㎜の稚魚では頭頂部に黒色素胞が散在する1脊椎骨後端部に1黒色素胞
　　がある1背鰭軟条部基底から尾柄背縁にかけて3個、胃鰭基底から尾柄腹縁にかけて10個
　　余りの素胞が並ぶ；腹鰭基部および肛門付近は黒い．13．8㎜の個体では体側中軸部に小黒
　　点が出現し、背鰭棘条部先端付近にも素胞群が見られる．15㎜を越えると体側中軸の黒点
　　は数を増し、約5群に分れる；体側背方には4っの素胞群が形成される；胸鰭の後方に鱗
　　が認められる．20㎜以上では体高は大きくなる（体長の約29％）；体の上半は全体に暗色が
　　強まる；背鰭棘条部の縁辺は黒化し、尾鰭後縁は暗色を帯びる1尾鰭の二叉が深くなる．
　　　体長39～63㎜の2個体では体高は体長の27．2～31．1％；頭長は31．5～32．9％；吻長は10．1
　　～10．4％；眼径は9．3～10．1％1両眼間隔は10．1～10．4％；胸鰭長は26．8～26．9％；腹鰭
　　長は19．7～21．1％；背鰭第3棘長は16．8～18．0％．背鰭鰭条数IV，10；啓鰭鰭条数II～皿，
　　7～8；胸鰭鰭条数15～16；側線鱗数38；鯉杷数3～4＋8．体長39㎜の個体で磐鰭棘は
　　2本であることから、成長に伴って最初の軟条が棘条化すると推察される．
　　　分布：岩手県～沖縄県、インド・太平洋水域本種の分布北限は現在のところ大槌湾（山
　　下・青山，1980；Yamashita　and　Aoyama，1984）と考えられる．
　　　ニベ科Sciaenidae
41）シログチ4γgyroso肌usαγgε冠α加ε（Houttuyn）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、109㎜し
　　　SL／TいQ．813（19Q㎜）．
　　　形態：東北の太平洋岸には二べ科魚類の中ではシログチとニベが分布する（上野，1971；
　　丸山，1971；Honda　and　Kawasaki，1983）．前者は銀白色の体で、鯛蓋の上後端部に1暗色
　　斑があるのに対し、後者では体側背方の鱗列に沿って暗色斜走帯が見られることにより両
　　者の区別は容易である．
　　』分布：青森県～九州、東シナ海、インド・太平洋水域
42）ニベ〃狛eα漉ts漉uγれ（Jordan　and　Snyder）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：2個体、212～220㎜．
　　　SL／TL：0．809（212～220㎜）．
　　　形態：丸山（1971，fig．40）が岩手県からフウセイPseudosc惚㎎cγoceα（Ric血ardson）
　　として報告したものは体側に斜走帯を持っことから明らかに二べである．
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分布：青森県～九州、東シナ海～南シナ海
　　　ヒメジ科Mul　l　idae
43）ヒメジUか2πe冠sゴαか㎝，乞c鵬（Houttuyn）　（P1．21，D～E）
　　　採集地点：万石町および神明．
　　　登録標本：26個体、26．5～114㎜（歌津沖で採集された稚魚24個体を含む〉．
　　　SL／Tい0．804（llO～114㎜）．
　　　形態：本種の学名はRandall　et　al．（1993）に従った．宮城県からはヒメジ科魚類として
　　本種とタカサゴヒメジPαγゆeπe鵬瓦eかtαcαπ伽s（Lacepede）の2種が知られている（酒
　　井，1986）が、本種は尾鰭上葉に3～4条の赤色斜帯を持つことおよび圷顎のひげは黄色
　　であることで特徴付けられる．
　　　本吉郡歌津町沖で採集された全長26．5㎜の稚魚では体は暗色を帯び、体側中軸に縦帯が
　　走る；尾鰭基部にぼんやりした暗色斑がある．36．5㎜では体側の縦帯は細くなる；吻はや
　　や尖る．
　　　体長89～91㎜の2個体では、眼径は体長のの6．4～6．7％；両眼間隔は8．6～8．7％；ひげ
　　長は19．1～21．3％．背鰭鰭条数W－1，8；胃鰭鰭条数1，6；胸鰭鰭条数14；側線鱗数29～
　　30；鯛…杷数6＋18～19．
　　　分布：北海道（噴火湾）～沖縄県、インド・太平洋水域
　　　メジナ科Gi　rel　l　idae
44）メジナ伍γd乙α飽πctαtαGray　（P1．22，A）
　　　採集地点：佐須．
　　　登録標本：4個体、23．3～26．2㎜．
　　　SL／TL：0．800（26．0㎜）．
　　　形態：東北太平洋岸ではメジナの他にクロメ ジナaγe乙Lαsμ（中坊他，1995）が青森
　　県と岩手県から報告されている（阿部・新井，1968；丸山，1971；塩垣，1982）．メジナは
　　側線鱗数が50～56（後者では62～66）であることおよび腎鰭軟条数は12（13）であることに
　　より、後者と区別される（中坊，1993）．
　　　全長23．3～26．2㎜の稚魚では体側に幅広い暗色縦帯が走る；背鰭と尾鰭の基底部は暗色
　　を帯びる；前鯛蓋骨偶角部に3～4棘を具える；体側には小鱗が見られる．
　　　分布：北海道（厚岸湾）～鹿児島県、東シナ海、台湾．
　　　フエダイ科Lutjanidae
45）クロホシフエダイL就毎π鵬甑∬eこL亘（Bleeker）　（PL22，B）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、44㎜」
　　　SL／TL：O．773（44㎜）．
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　形態：得られた標本の斑紋パターンおよび計数的形質は島田（1993）によって与えられた
クロホシフエダィの検索によく一致する．
　頭長は体長（34㎜）の41，5％；眼径は1L8％；両眼間隔は8．5％；胸鰭長は25．3％；腹鰭
長は25。6％；背鰭第二棘長は20．6％；腹鰭棘長は14．1％．背鰭鰭条数X，14；轡鰭鰭条数皿：，
8；側線鱗数48；鯛肥数7÷11．
　分布：宮城県、千葉県～沖縄県、インド・太平洋水域本種の万石浦での出現はすでに
座間（1991）によって報告されている．それまでは千葉県（小島，1988，1991）以南のみから
知られていた．
　　　シマイサキ科Teraponidae
46）シマイサキR妙πco飽Lα加∫oκyγ妙瓦c瓦鵬（Te㎜inck　and　Schlege1）　　（Pl．22，C）
　　　採集地点：新釜および大浜沖．
　　　登録標本：7個体、36～72㎜．
　　　SL／TL　：　0．814　（45～72㎜）．
　　　形聾＝全長36㎜の個体では体に4条の暗色縦帯が走り、上から3番目の縦帯は吻端から
　　尾鰭基底に至る1前鯛蓋骨縁辺に鋭い鋸歯を具える；主鰯蓋骨後端に強い1棘がある．
　　　分布：青森県～沖縄県、台湾、フィリピン．
4了）コトヒキT2γ砂㎝」αγb麗（Forsska1）　（PL22，D；23，A～D；24，A）
　　　採集地点：大森、神明、新釜、大浜沖、猪落、および針浜．
　　　登録標本；82個体、14～94㎜．
　　　SL／TL＝Q．804（65～94㎜）．
　　　形態：本種の仔稚魚はシマイサキに似る（木下，1988）が、後者では全長13．5㎜で体に4
　　縦帯が見られ、背鰭にコトヒキのような黒斑はない（内田，1926，PL3）．
　　　全長14～20㎜の稚魚では体に黒色素胞が濃く発現しているものから比較的薄いものまで
　　変異が見られるものの、背鰭棘部に大きな楕円形の黒斑を具え、背鰭最後の棘はその前の
　　棘より明らかに長い（約1．6倍）という種の特徴が認められる；前鰯蓋骨縁辺に3棘、主鰯
　　蓋骨に1棘、下鯛蓋骨に2棘があり、それぞれ強い．18㎜前後で背鰭前方の背面から背鰭
　　基底後端にかけて弧状の暗色縦帯が形成され、尾鰭に3縦帯が出現し始める．
　　　約25㎜で体側に3条の弧状縦帯が形を成してくる．33㎜で前鰯蓋骨隅角部と主鰯蓋骨後
　　端にそれぞれ鋭い1棘が残る．
　　　分布：北海道（臼尻）～沖縄県、インド・太平洋水域
　　　タィ科Sparidae
48）クロダイAcαπ仇o如gγ麗εc醍ege乙乞（Bleeker）　（P1．24，B～E；25，A～C）
　　　採集地点：大森、新釜～大浜沖、大浜、志畑川、猪落、および針浜．
　　　登録標本：18個体、11～135m
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SL／TL：0．788（59～128㎜）．
　形態：11．6mの稚魚では頭頂部の黒色素胞は大きく左右2列に分れる；腹部正中線は黒
い；轡鰭基底から尾柄腹縁にかけて素胞が並ぶ；腹腔背面は黒い．12．0㎜の標本では胸鰭
上方の体側に暗色横帯が出現し、体側中軸に黒点が並ぶ；背鰭棘条部と軟条部基底にも黒
色素胞が現れる．14．8皿mでは背鰭棘条部下方に3条の横帯が形成され、18．Olmでは6帯に
増加する；体側全体は鱗に覆われる．
　45㎜では胸鰭より上方の鱗列に沿って暗色縦帯が走る；背鰭棘の各鰭先端部および尾鰭
後縁は黒くなる．
　成長に伴う体高の相対的な変化についてみると、全長11．6～12．O㎜（体長9．6～9．8㎜）で
は体高は体長の24～28％、14．8㎜（1L8㎜）では31％、18．Olm（14．2㎜）では32％、そして45
㎜（36㎜）では39％となって、最後のサイズにおいては成魚の体系を呈していると言える。
　分布：北海道（臼尻）～鹿児島県、台湾．
　　　フエフキダイ科Lethrinidae
49）メイチダイθy倣ocγα漉麗g惚se麗（Te㎜inck　and　Schlegel）　（P1．24，D）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、30㎜．
　　　SL／TL　：　0．787　（301nm）．
　　　形態：上記の稚魚では体高は体長（23。6㎜）の39．8％；頭長は41．5％；眼径は14．0％；両
　　眼間隔は12．3％；胸鰭長は26．3％；腹鰭長は18．6％；背鰭第3棘長は11．4％；腹鰭棘長は
　　12．7％．背鰭鰭条数X，9；胃鰭鰭条数IH，8；胸鰭鰭条数13；側線鱗数45；鯉杷数3＋5．
　　　体全体は暗色を帯び、体側に不明瞭な横帯が認められる；眼の前縁から前下方に向かう
　　暗色斜帯がある；背鰭辣条部および腹鰭は暗色が濃い．
　　　小島（1985）が千葉県大原港で得た体長16．6㎜の稚魚では前鯛蓋骨隅角部に眼径よりやや
　　長い顕著な1棘を有する他、後頭部、後側頭部、眼の周囲、および主上顎骨に骨質隆起縁
　　が見られる．本研究で採集された稚魚では上記の棘および隆起縁は消失していた．
　　　分布：宮城県、千葉県～沖縄県、インド・太平洋水域．本種は青森県の日本海側からの
　　記録はある（塩垣他，1992）が、秋田県、山形県、および岩手県からの報告は見当たらない．
　　谷田他（1957）によると、本種は松島湾で6～8月に出現するとされている．
　　　チョウチョウウオ科
50）ハタタテダイHe疵och麗αc㎜れα加s（Linnaeus〉　（P1．26，A）
　　　採集地点：新釜．
　　　登録標本：1個体、37㎜．
　　　SL／TL　：　0．784　（37mm）．
　　　形態：本種はムレハタタテダイH，diphreutes　Jordanに酷似するが、背鰭棘条数が通
　　常11（後者では12）であることおよび啓鰭の黒色域が軟条部の先端まで伸びないことによ
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り後者と区別される（島田，1993〉．採集された稚魚では背鰭第4棘が糸状に著しく伸長す
る他、胸鰭と磐鰭の各先端部も細く尖る．
　頭長は体長（29．O㎜）の41．4％1眼径は15．2％；両眼間隔は11．4％；胸鰭長は69．3％1背
鰭第4棘長は114．8％．背鰭鰭条数XL26；胃鰭鰭条数皿，18；胸鰭鰭条数17．
　分布：青森県～沖縄県、インド・太平洋水域．本種の分布北限は下北半島西岸（松浦他，
1988；野村・塩垣，1988）と考えられる．ただし、秋田県、山形県、および岩手県からの記
録は見当たらない．
　　　イシダイ科
51）イシダイ0瓦εgπα抗鵬∫αsc乞飢麗（Te㎜inck　and　Schlegel）
　　　採集地点：万石町．
　　　登録標本：2個体、136～160皿
　　　SL／TいO．816（136～160㎜）．
　　　分布：北海道（釧路）～鹿児島県、台湾．
　　　ウミタナゴ科
52）アオタナゴ　疏tγe皿α加γ掘乞∫Oshi皿a　（Pl．26，B～1；27，A～H；28，A～D；29，A～C；
　　　3G，A～C；31，A）
　　　採集地点：新釜および大浜沖．
　　　登録標本：185個体、2～216㎜（胎児を含む）．
　　　SL／TL：0．787（50～156㎜）．
　　　形態＝本種はウミタナゴ（特にマタナゴ型）几te㎜乏πcね乞Bleekerに酷似するが、眼か
　　ら下顎にかけて走る暗色斜線は1本（後者では2本）であることおよび腹鰭基底に黒色点
　　がないことにより後者と区別される（Yamane，1964）．
　　　9月下旬、未受精卵は直径0．25㎜前後で輸卵管壁に付着している；11月中旬、卵は径0．5
　　㎜余りで完熟に達し、輸卵管壁から遊離する；本種の卵は遊離後に体内に蓄えられた精子
　　によって受精され（櫻井，1990）、11月下旬から12月にかけて分割卵が見られる．
　　　2月にふ化が始まり、ふ化仔魚の全長は約2．2㎜である；頭部と尾部が腹方に曲がって
　　いる；鰭膜の発達は極めて悪い．2．6㎜では尾部が真っ直ぐに伸びる；腸の末端部が膨出
　　を始める．5．7ん7．3㎜では頭部が起き、体は直線状になる；口および鰯蓋が形成される；
　　胸鰭が出現し、その直前に背方から腹部外郭に至る垂直線が見られる；腎臓が認められる．
　　9．0㎜では口が開き、腸の末端は膨出する；背鰭と胃鰭の鰭膜が高まり、尾鰭原基が現れ
　　る．ll．7㎜では脊索が上方に屈曲する；肝臓、胃など内蔵の分化が起きていると考えられ
　　る；腸の膨出はますます著しくなる；背鰭と胃鰭の原基が出現し、原基ができる部分に皮
　　摺が見られる．14．0～16．7㎜では背鰭、轡鰭、および尾鰭の軟条長が増し、それぞれの鰭
　　膜縁辺は波状となる；胸鰭と腹鰭の発達は悪い；腸の膨出は退縮傾向にある．
　　　2Q．0㎜前後で背鰭、腎鰭、および尾鰭の軟条において分枝・分節が始まる．23．5㎜では
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上記3鰭の鰭条がすべて出そろい、軟条が伸びる；各鰭膜縁辺は円く突出した形を呈する。
　30～35㎜では胸鰭と腹鰭の鰭条が出現する1垂直鰭の軟条が相対的に最も長い状態とな
り、尾鰭の長さは頭長を越える；鰭膜の切れ込みが最も深くなる135㎜の標本では体側中
軸部に鱗原基が出現し、尾鰭後縁は円みが少なくなる．
　41mでは鰭膜の切れ込みが浅くなり、尾鰭後縁は裁形を呈す1胸鰭および腹鰭はやや伸
長し、後者の先端は肛門近くに達する；腸の膨出はほとんど消失する；鱗域は体側の腹方
に拡がる．47㎜では垂直鰭の軟条が相対的に短くなり、尾鰭後縁に欠刻が生ずる；胸鰭は
肛門上方に、腹鰭は胃鰭基部近くに達する；体側の全域に鱗が認められる；背鰭各棘の先
端部に黒色素胞が出現する．
　51㎜の産出直前の稚魚では垂直鰭の軟条部は相対的に退縮して、体形は成魚と大差なく
なる；尾鰭後縁は円く二叉する；頭部も被鱗する；背鰭棘条部の縁辺は黒い；腹鰭および
唇鰭前葉部は暗色．
　上述したように、母体内の仔稚魚には胎児期特有の形態的な変化が見られる．直腸膨出
部、垂直鰭、対鰭、鱗、および体高について、胎児期における相対的な発達度合の変化を
模式的に示したのが図9である．鰭の形成に先立って直腸末端部が膨出するが、全長20㎜
を越えると膨出部は退縮化をたどる．これと前後して垂直鰭軟条部が伸長し、30～40㎜で
ピークに達してからこれらの軟条部は相対的に縮小する．対鰭および鱗の発達は35㎜あた
りから、体高の増大は40㎜を越えてから顕著となる．特に腸の膨出および垂直鰭軟条部は
時期をずらして、発達一退縮の過程を示すのが特徴的である．腸の膨出および垂直鰭軟条
部の発達は母体からの栄養および駿素の吸収に関与すると考えられており、ウミタナゴお
よびオキタナゴにおいても共通した現象である（内田，1938，1964；水江，1961；Igara－
shi，1962）．
53）オキタナゴκeα1猛γε㎜γα麗㎝しπeれSteindackner　（P1．31，B～D）
　　　採集地点：大浜沖．．
　　　登録標本＝57個体、9～153㎜（胎児および女川産の標本を含む）．
　　　SL／TL＝雌0．793（94～177㎜）；雄0．660（155～210㎜）．
　　　形態：全長8．6㎜の仔魚では口が開き、直腸後端が膨出する；胸鰭基底の直前から胸部
　　にかけて垂直線が走る；垂直鰭の原基が出現し始める．
　　・23．0乍28．0㎜では垂直鰭軟条部の鰭膜先端は円く突出する；腸の膨出部は小さくなる；
　　28㎜の標本では頭頂部に小黒点が散在する．産出時の稚魚は全長40～50㎜（Igarashi，19－
　　62）で、アオタナゴおよびウミタナゴより小形である．
　　　10月下旬に女川湾で採集された個体では尼岡他（1995）および櫻井他（1996）が指摘してい
　　るように、両顎歯、尾鰭、および体色に性的二型が認められた．つまり、雄では1）上顎の
　　外列歯がやや肥大して前下方に向かい、下顎前端部にも一対の同様な歯がある、2）尾鰭両
　　葉は糸状に伸長し、特に上葉で著しい（図10）、および3）頭部と体側は暗色を帯び、上顎に
　　黒点を具えるという特徴を示す．雌では両顎に肥大した歯はなく、体は暗色を帯びない．
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図10に示したように、雄の尾鰭上葉長は体長の50～60％に、下葉長でも30～40％に達す
るが、雌では両葉の長さがほぼ等しく、25％前後に過ぎない．
分布：北海道（尻岸内）～九州．
　　　スズメダイ科Po配αce冠γ記αe
54）シマスズメダイ肋磁e∫dガ50γd掘麗Forsskal　（PI．32，A）
　　　採集地点：大森．
　　　登録標本：2個体、26㎜（2）．
　　　SL／TL　：　0。715　（26mm）．
　　　形態：本研究では同じサイズのシマスズメダイ稚魚2個体が水路部の潮間帯で同時に採
　　集された．そのうち1個体の形態的な特徴を下記に示した．
　　　体高は体長（18．6㎜）の56．5％；頭長は37．6％；眼径は14．5％；両眼間隔は14．5％；胸鰭
　　長は26．9％；腹鰭長は37．1％；背鰭鰭条数XIL15；磐鰭鰭条数II，13；胸鰭鰭条数18；上
　　方側線鱗数20；縦列鱗数28；鯛杷数？（破損）＋16．
　　　体側に6条の暗色横帯を有し（ホルマリン固定後は不明瞭）、背鰭後端の直下に1黒色
　　斑がある；背鰭第2～6棘問に楕円形の大きな黒斑を具える；胸鰭起部は黒い；尾鰭の上
　　下両縁は暗色を帯びる．
　　　分布：岩手県～宮城県、千葉県～沖縄県、インド・太平洋水域．本種は千葉県での採集
　　例は多い（Sakamoto，19321中村，19341岡田，1936；田村他，1962；遠藤・津島，1965；
　　林・伊藤，1974；小島，1991）が、茨城県以北では万石浦（座間，1991）および大槌湾（山
　　下・青山，1980；Yamashita　and　Aoyama，1984）から知られているに過ぎない．
　　　イカナゴ科㎞modytidae
55）イカナゴ／㎞o（1yt2sかeγsoπαt鵬Girard　（P1．32，B～G）
　　　採集地点：神明．
　　　登録標本：6個体、11～199㎜．
　　　SL／TL：O．913（199㎜）．
　　　形態：本種の仔魚は体が細長く、肛門の位置および黒色素胞の配列により一見タケギン
　　ポあるいはギンポの仔魚に似る．しかしながら、肛門前後の鰭膜が連続し肛門が直接鰭膜
　　に覆われている点がイカナゴ科仔魚の特徴とされる（沖山，1979）．
　　　全長11．3～12．8㎜の仔魚では項部に1個の大きな黒色素胞があり、頭頂部にも素胞が散
　　在する1腹腔背面、胸部正中線、および尾部の背腹両縁に素胞が並ぶ17．0㎜1では項部の
　　素胞は4個に増加する；体側後半の背方には黒点列が見られる；脊索末端は上屈して尾鰭
　　の形成が進み、背鰭と胃鰭の原基が出現する；肛門部の鰭膜に欠刻が生ずるが、鰭膜はま
　　だかろうじて連続している．沖山（1979，図2）が図示した体長17．8㎜（推定全長20㎜）の個体
　　では轡鰭が形成され、肛門開口部の鰭膜は消失していることから全長18血程で肛門部の鰭
　　膜は不連続になると推測される．
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分布：北海道（道東）～九州．
　　　サバ科Scombridae
56）マサバSco肌beγ5αかo漉c鵬Houttuyn　（P1．33，A～B）
　　　採集地点：神明．
　　　登録標本：2個体、16～25㎜（歌津沖で採集した25㎜の1個体を含む）．
　　　SL／TL：0．853（16～25㎜）．
　　　形態：本種とゴマサバS．α麗亡γα乙αs乞c麗Cuvierの仔稚魚期における識別法はまだ十分
　　確立されていない（沖山，1980）が、得られた稚魚は渡部（1970，落合・田中，1986，fig．62・
　　6，Eより引用）の図に体形および黒色素胞の配列が一致するのでマサバとした．
　　　上記の2個体では肛門前部長は体長（13．8～21．5㎜）の64．4～65．2％；体高は20．0～22．4
　　％；頭長は30．3～32．9％；体に黒点が散在するが、頭頂部の素胞はやや大きく密である；
　　第1背鰭から尾柄にかけての背縁および轡鰭基底には素胞が並ぶ；尾鰭基底は黒い．
　　　分布：千島列島、北海道～鹿児島県、東シナ海．
　　　タチウオ科Trichiuridae
5了）タチウオTれc配冠γ器」砂㎝，記鵬Te㎜inckand　Schlege1
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、420㎜．
　　　形態：従来、本種の学名にはL．ムe蜘寵s　Limaeusが用いられてきたが、中坊（1993）
　　に従づてL．ゴ砂㎝乞c麗とした．
　　　分布：北海道（厚岸湾）～沖縄県．
　　　アィゴ科Siganidae
58）アイゴ翫gα徽s∫鵬cesceπs（Houttuyn）　（PI．33，C－D）
　　　採集地点：新釜および大浜沖．
　　　登録標本：5個体、28～122㎜．
　　　SL／TL：0．822（66～123㎜）．
　　　形態＝全長28．OI皿の稚魚では体側に5条の暗色横帯がやや斜めに走る1鰯孔上端の直後
　　には1暗色斑がある；頭頂部に黒色素胞が密に分布する；尾鰭基部に垂直な黒色線がある
　　；前鰯蓋隅角部に棘が見られる．45㎜では体高が高まる；轡鰭棘条部は暗色；尾鰭には不
　　明瞭な数条の横帯が認められる．
　　　体長54～101㎜の2個体では、頭長は体長の27．3～30。1％；吻長は11．3～12。2％；眼径は
　　6．2～8．5％；両眼間隔は8．9～9．6％；胸鰭長は17．8～19．1％；腹鰭長は15．8～17．8％．
　　頭長は胸鰭長のL53～1．63倍．側線鱗数43～45；鰯杷数5～6＋16～18謹21～23．
　　　分布：青森県～鹿児島県、インド・太平洋水域．
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　　ハゼ科Gobi　idae
59）マハゼAc侃抗090b乞鵬∫乙αひ加α孔麗（Te㎜inck　and　Schlege1）　（PL34，A～G；35，A～C）
　　採集地点：佐須、万石町、塩富町、新釜、七勺、神明、梨木畑、大浜沖《大浜、志畑川、
　猪落、万石浦観光ホテル前、針浜、針浜川、および塩富排水路．
　　登録標本：95個体、7～270㎜．
　　SL／TL：0．809（94～179㎜）．
　　形態：本種はアシシロハゼに似るが、頬と鯛蓋は被鱗することおよび縦列鱗数が48以上
　であることにより後者と区別される（松原，1955；明仁他，1991）．
　　卵巣内で外卵膜が反転した完熟卵はほぼ球形（1．1×1．2㎜）を呈し、付着糸叢を具える；
　内部には大小の油球を有する。
　　全長7．8㎜の仔魚では尾部の中間背腹両縁に対をなす特徴的な黒色素胞が見られる；直
　腸上方から尾部腹縁にかけて素胞が並ぶ；尾鰭原基の起部に1素胞がある；標の背面は黒
　い．15．5～16．4㎜では腹鰭より前方の正中線上に2～3の素胞群がある；第2背鰭基底か
　　ら尾柄背縁にかけていくっかの素胞が並ぶ；尾柄部から体軸前方に向かっ．て鱗が現れる．
　17．5㎜では鰭蓋部および頭頂部は黒色素胞を被り、体側背縁の素胞は数を増す；尾部の中
　軸の素胞が並ぶ；尾鰭基部に黒色線がある．
　　20㎜を越えると、体側中軸に暗色斑が形成される；第1背鰭の後縁は黒く、基部にも暗
　色斜帯がある；第2背鰭の縁辺は暗色で、その下方にも暗色斜帯が走る；尾鰭は1～2条
　の暗色横帯を持っ；被．鱗部は体側全域に拡がる．
　　鈴木他（1989）が述べているように、第1背鰭の黒縁は成長に伴って円形斑に変化し、さ
　　らに全長60㎜前後から形が崩れて斑点列へと変わっていく．
　　産卵期が近づくと、本種の雄では口幅が増し、頭部前端が矩形状を呈することが知られ
　ている（宮崎，1940；東京都水試，1985）．体長に対する上顎長の割合にっいて、その季節変
　化を示すと図11の通りである．5～6月にほとんどの未成魚（満1才魚）では上顎長は体長
　の9．5～1L5％の範囲内にあり、雌雄の相違は認められない．しかしながら、7～8月か
　　らは雄ではIL　O％以上を示す個体が増加し、11月以降産卵群の雄では12．O％を越え、15．8
　　％に達するものも見られた，当才魚のうち翌年満1才魚で産卵群となる雄では9～10月か
　　ら上顎の伸長が始まると考えられる．一方、非産卵群の雄および大部分の雌では上顎長比
　　は12．0％以下に留まっている．
　　産卵期へ向けての雄における口の拡大化は産卵孔を掘る際、泥をくわえるのに適応した
　現象と解釈される（東京都水試，1985）が、この他にも雌を巡る雄同志の闘争ではより大き
　　な口がより有効な武器となると考えられる．産卵期には顎や脇腹の一部を食い千切られた
　雄がしばしば見られたことから、激しい戦いが想像される．
　　分布：北海道（沙灘ll）～鹿児島県．
60）アシシロハゼ4cαπ仇ogob抱s　Lαdゆ25（Hilgendorf）　（P1．35，D～F；36，A～G）
　　採集地点：大森、新釜、大浜、志畑川、猪落、猪落川、針浜、および針浜川．
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図12．アシシロハゼ雌雄の体長に対する背鰭最長棘長比（D　S　L／S．L）
　　の月別変化（1～8月）．黒丸、雌；白丸、雄
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登録標本：146個体、7～74㎜L
SL／TL：0．800（36～74㎜）．
形態：本種とマハゼの産卵期には明らかなずれがあるが、6～7月に出現する初期の稚
魚は区別が難しい．本研究では背鰭軟条数が10～11（マハゼでは12～13）のものをアシシ
ロハゼとした．また、アシシロハゼの方が鱗の出現が早く、全長13㎜前後で体側後半部か
ら被鱗する（内田・道津，1980）．
　全長7．0～8．8㎜の稚魚では峡部から腹鰭にかけて黒色素胞がある；腎鰭および尾柄腹縁
に素胞が並ぶ；尾鰭基部に素胞群がある；標の背面は黒い．
　10．0～12．0㎜では黒色素胞に大きな変化はみられないが、第1背鰭に8頼（定数）が認
められる．12．7～13．8㎜の発育の良い稚魚では頭部側面および頭頂部に多くの黒色素胞が
現れる1体側背縁に素胞が並ぶ；体側中軸に暗色斑が出現する；第1背鰭の先端部は黒い；
尾鰭に小黒点が増加する；体側に鱗が見られ、被鱗域は後方から前方に向かって伸びる．
16．0～22．7㎜では頭部の黒色素胞が増加し、眼の前縁から下顎にかけて暗色斜帯が形成さ
れる；第1背鰭に2～3条の斜帯がある；第2背鰭および聲鰭に素胞が縦線状に並ぶ．
　本種の雄では背鰭第1～5棘が糸状に伸長することが顕著な特徴である（道津，1959）．
1月から8月までに得られた前年生まれの個体を対象にして、体長に対する背鰭最長棘（通
常第2～3棘）長比を性別に調査すると、図12の通りである．
　1～4月の間は背鰭棘は体長の16％以下の長さで雌雄ともに相等しいとみなされる．5
月から雄では16％を越える個体が出現し、6～8月ではほとんどが17％以上、最大は28％
に達するものが見られた．背鰭棘の伸長は大形個体程早く始まる傾向が認められ、雄でも
体長45皿以下の個体では背鰭棘が伸びないものが見られた．一方、雌では1～8月を通し
てみてもすべて16．5％を下回っていた．雌の場合、背鰭棘は伸長しないが、5月以降体長
約50㎜以上のほとんどの個体において第1背鰭後縁の鰭膜に、明仁他（1993）の検索図に見
られるような1～2個の小黒斑が出現した．
　本種の産卵期は万石浦では6～8月と考えられることから、雄の背鰭棘の伸長および雌
における第1背鰭の黒斑は生殖活動に関連して発現する現象であると言えよう．産卵期に
おける雄の上顎長は雌より相対的に大きい傾向が見られたが、マハゼの場合のようには顕
著でなかった．
　分布：北海道（厚岸湾）～沖縄県．
61）スジハゼ4ce批γogo漉麗か∫砒㎜1乞（Bleeker）　（P1．37，A～B）
　　採集地点：新釜、大浜沖、および大浜．
　　登録標本：9個体、32～94㎜．
　　SL／TL：0．782（61～89㎜）．
　　形態：全長32㎜の稚魚では眼の前縁から上顎に向かう暗色斜帯があり、不明瞭ながらも
　頬に2縦帯が認められる；体側中軸に暗色斑が並ぶ36㎜では体側に4条の暗色縦帯が走
　る；胸鰭の基底上部に小暗色円斑がある；尾鰭基底の中央部は暗色
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分布：岩手県～沖縄県．本種は北海道日本海側および陸奥湾からも知られている（上野，
19711塩垣，1982）が、太平洋側では宮古湾（阿部・新井，1968）が北限であろう．
62）アカハゼ㎞配ycαe加れc漉妙s舵ヱαπe配α（Bleeker〉
　　　採集地点：神明および大浜沖．
　　　登録標本：2個体、175～185㎜．
　　　SL／TL：0．758（149～187㎜）．
　　　分布：青森県～鹿児島県．本種は北海道日本海側から知られている（上野，1971）が、太
　　平洋側では八戸（塩垣，1982）が北限であろう．
63）ビリンゴC瓦α2πogob2鵬cαstαπ2祉s（0・Shaughnessy）　（PL37，C～G；38，A～B）
　　　採集地点：大森、神明、新釜、大浜、志畑川、猪落川、万石浦観光ホテル前、大測ll、
　　針浜川、および塩富排水路．
　　　登録標本：246個体、9～69㎜．
　　　SL／TL：0．820（40～51㎜）．
　　　形態：万石浦には6種のウキゴリ属魚類が生息するが、本種の上顎後端は眼の後縁下を
　　越えて延長しないことにより他種と区別される．
　　　全長8．8㎜の仔魚では後頭部から尾柄背面にかけて6個の、そして直腸上方から尾柄に
　　かけての腹縁には4個の黒色素胞が並ぶ；尾鰭基底に黒色線が見られる．14．0㎜では頭部
　　背面および鯛蓋に黒色素胞が増加する；尾鰭の上下起部前方に素胞が出現し、体側後半の
　　背腹両縁に4組の素胞がほぼ対をなす。19．3㎜では体側の後半に鱗が現れる．
　　　22．4㎜では眼の前縁から下顎にかけて暗色斜帯が形成される；体側の中軸に沿って暗色
　　斑が並ぶ；第1背鰭の縁辺は黒い；体側の被鱗域は前半部に伸びる．27．8㎜では体側に不
　　規則な横帯が形成される；第1～2背鰭に暗色斜帯が見られる．
　　　産卵期が近づくと、雌の頭部下面および胸鰭と尾鰭を除く各鰭は著しく黒化する（道津，
　　1954；明仁他，1993）．この婚姻色は万石浦では12月から発現を始め、最初に第1背鰭の
　　黒化が先行する．
　　　分布：北海道（厚岸湾）～鹿児島県．
64）三クハゼCんαe箆ogo尻麗瓦e鋭αcαπtん麗（Hilgendorf）　（PL38，C～G；39，A～C）
　　　採集地点：神明、新釜、大浜沖、および大浜
　　　登録標本：100個体、14～57㎜　
　　　SL／TL：0．827（39～48㎜）．
　　　形態：本種はヘビハゼに酷似するが、縦列鱗数は79以下であることおよびやや小型であ
　　ることにより後者と区別される（明仁他，1993）．ニクハゼはアマモ場周辺で群をなしてい
　　るのに対し、ヘビハゼはアマモ場から離れた砂泥域で少数が散発的に採集されるケースが
　　多かった．
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　完熟直前の卵は直径約1．0㎜の球形を呈し、内部に大小の油球を具える．
　全長14．3㎜の仔魚では頭部背面に黒色素胞が散在する；尾部腹縁には樹枝状の素胞が密
に並ぶ；尾柄の後半中軸（内部）に素胞がある；尾鰭の下部3分の2は黒点を被る、18．3㎜
では第1背鰭から第2背鰭にかけての背縁に小素胞が並ぶ；体側後半の中軸に鱗が出現する．
　21．3㎜では体側背縁に黒色素胞が増加する；胸鰭基底上部の前方に2個の素胞がある；
尾部の中軸に素胞が並ぶ；尾鰭の黒点群は全体に拡がる；体側の被鱗域は中軸に沿って胸
鰭基底にまで伸びる．23㎜を越えると眼と上顎の間に暗色斜帯が形成される；体側中軸に
暗色斑が並ぶ；第1～2背鰭および轡鰭に素胞が斜帯状に並ぶ；体側のほぼ全域が被鱗する．
　本種の雌においては婚姻色の一っとして第1背鰭の後縁に黒斑が出現する（木下，1936；
道津，1984；明仁他，1993）。この黒斑は2月下旬から体長約40㎜（推定全長約48㎜）以上の
雌に見られると言われている．本研究で調査した結果では、8月以降全長40㎜前後に達す
る頃から不完全な黒斑を有する個体が現れ始め、43㎜以上の個体ではすべて明らかな黒斑
が認められた．したがって、黒斑の出現する要因は時期的なものよりもむしろ体のサイズ
と密接な係があると考えられる．なお、8～11月に雄の一部（全長38～47㎜）でも雌の場合
と同じ位置に小黒斑を持つものがあった．
　分布：北海道（道東）～九州．
65）エドハゼC肱2πogo厩塒皿αcγogπα亡瓦o∫（Bleeker）　（Pl．39，D～G；40，A～H；41，A～F）
　　　採集地点：大森、神明、新釜、大浜、および志畑川．
　　　登録標本：102個体、6～42㎜1．
　　　SL／TL：0．827（36～50㎜）．
　　　形態：本種はチクゼンハゼに酷似する．後者では下顎下面に1対の皮質突起があり、体
　　側中軸には細長い斑紋が並ぶのに対し、前者ではそのような皮質突起はなく、体側の斑紋
　　は背面から下方に伸び、各斑紋の前後両縁は暗色が濃い．
　　　チクゼンハゼの皮質突起は全長16～18㎜で出現するので、これより小さいサイズの仔魚
　　ではエドハゼとチクゼンハゼとの区別は難しいが・エドハゼ仔魚では頭頂部に1黒斑を有
　　すこと（ない場合もある）、腹腔背面の黒色域が長いこと、尾柄部の背腹両縁に見られる樹
　　枝状黒色素胞が大きいこと、および腹鰭が相対的に短いことで後者と区別が可能である．
　　　全長6．1～8．5㎜の仔魚では頭頂部に1個の大きい樹枝状黒色素胞がある；尾部の背縁に
　　1個、腹縁に2個の顕著な樹枝状素胞がある；尾鰭基底にも素胞群が見られる；螺および
　　消化管の背面は黒い．
　　　11．0～13．8㎜では第1背鰭と第2背鰭の間に1黒色素胞が見られる；腹鰭が出現する；
　　脊索後端が完全に上屈し、尾鰭が形成される．15．4～18．1㎜では体側背縁に4～5個の素
　　胞が並ぶ；轡鰭基底から尾柄にかけて素胞が密に並ぶ；尾柄の背腹両縁に各2個（群）の素
　　胞が相対する．18．2～19．5㎜では頭部に黒色素胞が増加し、体側中軸に素胞が並ぶ；体側
　　後半部に鱗が出現する．
　　　22．7㎜では体側中軸の素胞は横斑状になる・；第1～2背鰭および轡鰭に暗色斜帯が形成
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図抵スミウキゴリ雌雄の成長に伴う体長に対する上顎長比（UJ　L／S　L）
　　の変化．黒丸、雌；白丸、雄；白三角、性不明．
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される。24．3㎜では体側背方から下方に延びる10数条の暗色横帯が形成される；轡鰭は縁
辺部を除くと暗色を帯びる；尾鰭には後縁近くに暗色横帯が見られる；体側は腹部を除い
て被鱗する．
　産卵期が近づくと本種の雌では第1背鰭後端に輪郭のやや不明瞭な暗色斑が現れ、腹鰭
および暑鰭縁辺部が黒化する他、背鰭第四辣はやや糸状に伸びる（図13）．3～6月におい
て雄の背鰭第4棘長は体長の12．5～17．4％であるのに対し、雌の場合は約16％以上で最大
24．1％に達する．雌の背鰭棘は恐らく産卵期直前の2月頃から伸長すると思われる．
　分布：宮城県～兵庫県本種は東北地方では万石浦および追波川河口近くの長面浦（鈴
木・増田，1993）のみから知られている．青柳（1957）は本種の産地として馬牛沼（白石市）を
挙げているが、この沼は内陸部に位置するため本種が生息するとは考えられない．
66）ヘビハゼ0肱eπogo漉麗漉oγoγαπ鵬（Jordan　and　Snyder）　（PL41，G～Hl42，A～D）
　　　採集地点：新釜、大浜、および猪落．
　　　登録標本：14個体、24～73㎜．
　　　SL／TL　：　0．842　（34～67㎜）．
　　　形態＝全長20㎜台の稚魚にっいて本種とニクハゼを比較すると、本種では胸鰭起部前方
　　に黒色素胞群がなく（後者ではある）、頭部下面の黒点域は後方に延びる（前部に限る）．
　　　全長24．O㎜の稚魚では頭部背面および両顎は多くの黒色素胞を被る；体側背縁および磐
　　鰭基底から尾鰭起部にかけて素胞群が並ぶ25．7～27．8㎜では眼の前縁から下顎に向かう
　　暗色斜帯が形成される；尾柄から前方に向かう体側中軸部に素胞群が並ぶ；尾鰭には小黒
　　点が密布する；体側の後半部から被鱗する．
　　　34㎜では体側の鱗域は胸鰭基底近くに達する．45㎜では体側の上半部に不完全な暗色横
　　帯が形成される；体側のほぼ全域が被鱗する．
　　　本種の婚姻色については詳しいことは分かっていない．3月上旬に採集されたマアナゴ
　　の胃内容物として出現した、全長71㎜の完熟に近い雌では頭部下面、第1背鰭、および腹
　　鰭は著しく黒かった．
　　　分布：北海道（厚岸湾）～東京都．
6了）チクゼンハゼC短e孔ogob乞鵬鵬厩d戯（Takagl）　（PL43，G；44，A～G；45，A）
　　　採集地点：大森、新釜、および大浜，
　　　登録標本：466個体、10～35㎜．
　　　SL／TL：0．833（25～37㎜）．
　　　形態：全長10．0～13．8㎜の仔魚では背鰭基底の直後に1個、胃鰭基底から尾柄にかけて
　　2～3個の樹枝状黒色素胞がある；直腸後端部の背面は黒い；尾鰭基底に素胞群がある。
　　16．8㎜では頭頂部、吻部、および両顎に黒色素胞が出現する；第2背鰭の基底部に素胞が
　　並ぶ；下顎下面の皮質突起は全長16～18㎜で出現し始める．i8㎜前後で体側中軸に沿って
　　暗色斑が並び始め、斑紋は横長に変化する；頭部および体側背縁の黒色素胞が増加し、眼
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の前縁から下顎にかけて暗色斜帯が形成される；体側後半の中軸部が被鱗する．
　21．9㎜では体側の暗色斑はさらに横長になる；上顎後端は明らかに眼の後縁下方を越え
て伸びる；下顎下面の皮質突起は明瞭；尾鰭後縁は円くなる．
　産卵期が近づくと本種の雌では腹鰭および胃鰭に黒色素胞が濃くなる（道津，1957）他、
頭部下面も黒化する．ただし、産卵期が来ても雌の背鰭棘は伸長することはなく、雌16個
体では背鰭第3棘長は体長の8．8～12．0（平均10。4）％、雄10個体の場合は9．3～10．9（10．6）
％であった．
　分布：北海道（噴火湾〉、宮城県、千葉県～鹿児島県．本種の分布北限は噴火湾に付属す
る有珠湾で、そこでは再生産の可能性が指摘されている（酒井他，1981）．東北地方では万
石浦以外での記録はないが、恐らく実際には分布していると推測される．
68）スミウキゴリ0瓦α2πogo厩鵬sp．　　（PL43，G；44，A～G；45，A）
　　　採集地点：大森、新釜、志畑川、猪落川、大沢川、および針浜川．
　　　登録標本：300個体、4～131㎜．
　　　SL／TL：0．810（77～102㎜）．
　　　形態：本種（汽水型）は第1背鰭後端に黒色斑を持たないことでシマウキゴリ（中流型）
　　C地2πogob加s　sp．およびウキゴリ（淡水型）0．冠γo孟αc漉α（Hilgendorf）と区別される（中
　　西，19781明仁他，1993）．
　　　卵巣内に残っていた（過）熟卵は直径1。0㎜の球形を呈し、一端に付着糸叢がみられた．
　　針浜川で得られた発眼卵は長径3．5㎜前後、短径0．9㎜で、棍棒状をなす．
　　　ホルマリンの刺激でふ出した全長4．0㎜の仔魚では眼の前縁から吻端に至る暗色縦帯が
　　ある；下顎の先端部と偶角部は黒い；後頭部から尾部背縁にかけて6個の顕著な樹枝状黒
　　色素胞を有する；尾部腹縁にも同標な3個の素胞があり、その後方に離れて1黒点が存在
　　する；腹腔背面の全域が黒い．
　　　1Q．5㎜では第2背鰭、胃鰭、および尾鰭が形成される；腹腔背面から尾柄にかけて素胞
　　の枝が上方に延び、著しく黒くなる；尾鰭の基底中央に1黒点がある．頭頂部、吻端、お
　　よび両顎に黒色素胞が散在する；腹鰭が形成される．
　　　25．5㎜の稚魚では体側に5個の暗色斑が並び、尾鰭基底にも大きい暗色斑が形成される；
　　尾鰭後縁は裁形を呈する1胸鰭後端より後方の体側は被鱗する．28．0㎜では体の黒化が進
　　み、体側に横帯が形成される；第王背鰭の縁辺は黒く、基底近くに暗色斜帯がある1第2
　　背鰭には2条の斜帯が見られる；尾鰭に半円形の暗色横帯が出現する．
　　　35㎜では尾鰭の半円形横帯は2条に増え、後縁は円くなる；中西（1978）が述べているよ
　　うに、、この横帯は成長に伴って数を増し、成魚では7～8条となる。
　　　本研究で示したふ出仔魚における体の斑紋パターンは道津（1955a）の報告によく一致す
　　る．石野（1987）が扱った仔魚は後頭部に黒色素胞を欠くという点で本研究と異なっている．
　　　産卵期が近づくと本種の雌では第1背鰭縁辺、腹鰭、署鰭、鰯膜、および腹鰭一肛門間
　　の正中線は黒化し、腹部は黄変する（中西，1978）．さらに、腹鰭と肛門の上方は横帯状に
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黒化する．肛門付近の暗色化は雌の一部で9月下旬から開始される．背鰭棘は雌雄ともに
糸状に伸びることはないが、2～6月に得られた全長60㎜以上の個体についてみると、背
鰭最長棘長は雌27個体では体長の1L5～15．7（平均13．4）％であるのに対し、雄13個体の場
合はll．3～13．5（12．4）％で雌の方が若干長い傾向が認められる．
　中西（1978，pls．1～2）が示した図版から判断すると、シマウキゴリおよびウキゴリにお
いても同様と思われるが、スミウキゴリの雄成魚は口が大きく後頭部が平たいため、雌と
は違った容貌を呈する．成長に伴う体長に対する上顎比の変化を性別に示すと図14の通り
である．
　体長35㎜以下では上顎長は雌雄ともに体長の9．2～12．4％の範囲にあるが、約401mで雌
雄の差が現れ、雄の上顎長比は成長とともに直線的に増大するのに対し、雌の伸びはゆる
やかである．70㎜を越える個体では雄はほとんどが18％以上を示し、最高は25％近くに達
するが、雌ではいくつかの例外を除くと15～17％前後に落ちつく．マハゼの場合と同様に、
雄の口が大きいということは縄張りを確保する際の雄同志の闘争あるいは生息孔を造るた
めの道具として有効に機能すると推測される．
　分布：北海道（日高）～鹿児島県．本種の北海道および全国における分布にっいては中
西（1978）および石野他（1983）による詳しい報告がある．
69）アゴハゼC磁∫漉c配妙5do硫c瓦ogπα抗鵬（Hilgendorf）　（P1．45，B～F；46，A）
　　　採集地点：佐須および大森．
　　　登録標本：162個体、9～71㎜．
　　　SL／TL　：　0．835　（52～64m皿）．
　　　形態：本種は胸鰭に黒点列を有するが、尾鰭に白縁を持たないことで近縁種ドロメα
　　離乙o∫鵬（Guichenot）と区別される（明仁他，1993）．アゴハゼは水路部では普通に見られ
　　るが、ドロメは全く採集されなかった．なお、後者は牡鹿半島桃浦では得られている．
　　　全長8．9㎜の仔魚では両顎の先端部は黒い；頭頂部に3個、第1背鰭の前方に1個の黒色
　　素胞がある；轡鰭基底から尾柄にかけて2個の大きな樹枝状素胞が見られる；第2背鰭基
　　底の後端にも1素胞がある；尾鰭下葉の基底は黒い；腹腔の背面は黒い．
　　　14．7皿では体側背縁に7っの黒色素胞群が出現する；尾柄部の背腹両縁にはそれぞれ2
　　個の素胞が並び、対をなす1尾鰭基底の素胞は暗色斑となる．17。8㎜では体側中軸に素胞
　　が1縦列をなす；胸鰭の上部9軟条間の鰭膜は切れ込む．
　　　　22．2㎜では体色の黒化が強まり体側に横帯が形成される；胸鰭の上部軟条は遊離する；
　　尾鰭後縁はわずかに凹む．28．2㎜では体の黒化がさらに強まる；体側には不明瞭な淡色域
　　がいくっか見られる；第1～2背鰭にも素胞が出現し、縦帯あるいは斜帯が形成される；
　　尾鰭後縁は円みを帯びる．
　　　分布：北海道（臼尻）～鹿児島県．
了0）ヒモハゼE冠tαe禰c嫌ysg飢乞Jordanand・Snyder　（Pl．46，B～D）
一47一
　採集地点：新釜および大浜．
　登録標本：6個体、10～42m．
　SL／TL：O．857（28～43㎜）．
　形態：全長10．5㎜の仔魚では眼の前後に暗色縦帯が走る；直腸背面から尾柄にかけて樹
枝状の大形黒色素胞がある1第2背鰭の基底後半から尾柄背縁にかけて小素胞が分布する；
尾鰭の基底下部に素胞がある；第1背鰭には3韓が認められる．14．3mでは吻端から尾鰭
に至る幅広い暗色縦帯が形成される；前鼻孔管は吻端近くに位置し、吻は上唇を覆い始め
る．27．3㎜では胸鰭基底に暗色斑が見られる；直腸背面から尾柄にかけての素胞群が消え
る．
　道津（1955b）によると、全長10㎜前後の稚魚では第1背鰭には互いに分離した5本の棘原
基が認められるが、15．3㎜では第1－2棘および第3－4棘が互いに密接してそれぞれ1
本の棘をなし、結局第1背鰭は3棘となるとされる．本研究で調べた限りでは上記のよう
に第1背鰭は3棘からなり、このような過程は確認できなかった．
　分布：宮城県～沖縄県．本種の分布北限は陸奥湾（塩垣，1982）であるが、太平洋岸では
南三陸（酒井，1986：160）が最も北方からの記録と考えられる．
了1）ヒメハゼFωo漉gob乞麗g伽πα鵬飽π（Bleeker）　（P1．46，E～G）
　　　採集地点：神明、新釜、および大浜．
　　　登録標本：10個体、15～66㎜．
　　　SL／TL：0．791（41～66m）．
　　　形態：全長15．4㎜の稚魚では頭部側面および体側背面に黒色素胞が散在する；体側中軸
　　（尾鰭基底も含む）に5個の素胞群が並ぶ；腹鰭基底から尾柄にかけて素胞が残っている；
　　胸鰭の基底上部に短い暗色線（斑）がある．
　　　24．0㎜では眼から上顎に向かう暗色斜帯が見られる；体側および尾鰭には不明瞭な横帯
　　が形成される；第1～2背鰭に斑点列がある；腎鰭の縁辺は暗色を帯びる．
　　　本種の雄では背鰭第2棘が糸状に伸び、尾鰭上端に小黒点が見られる（中村，1944b；明
　　仁他，1993）．雄3個体（採集月日不明）のうち体長42～43㎜の2個体では背鰭第2棘長は体
　　長の20．3～23．0％であったが、32㎜の1個体では15．8％にすぎず、雌の場合（体長17～53
　　㎜の6個体で鳳3～16．4％）と変わりなかった。恐らく、雄の背鰭棘は産卵期が近づくと伸
　　長するものと考えられる．上顎長は雌雄ともに体長の7．5～10．5％の範囲にあり性差は認
　　められなかった．
　　　分布：岩手県～沖縄県、インド・太平洋水域．本種は北海道の日本海側でも知られてい
　　る（上野，1971）が、本邦太平洋側では宮古湾（遊佐・畑中，1988）が北限であろう．
了2）シロウオL2冠coかsαγ乞㎝ψeteγs短Hilgendorf
　　　採集地点：神明、新釜、大浜、志畑川、および針浜川．
　　　登録標本：108個体、38～55m。，
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　SL／TL　：　0．885　（44～49mm）．
　形態：本種の産卵期の個体では雌は雄よりも相対的に大きく、腹部に4～9個の斑点列
が見られる他、上顎、胸鰭、および腹鰭にも二次性徴が現れる（矢部，1940；道津・内田，
1979；松井，1986）．
　4～5月の産卵期におけるシロウオ雌雄の体長に対する上顎長比、胸鰭長比、および腹
鰭長比を図15に示した．上顎長比は雌雄で差が認められず、大部分が7．5～8．5％の範囲内
にある．これは産卵期の雄では上顎長比自体は変化せずに上顎が左右に張り、口唇が発達
すること（矢部，1940；松井，1986）を示している．
　胸鰭長比および腹鰭長比では雄の方が雌よりも相対的に大きい．少数の例外を除くとこ
れらの比は雄ではそれぞれ14．5～玉7．5％および4．0～5．5％の範囲内にあると言えるが、雌
の場合はそれぞれ13．0～16．0％および3．5～4．5％で低い値の方にずれている．
　産卵期の雄において口が横に張り、胸鰭が相対的に大きくなるという特徴は営巣行動と
卵の保護に関係があるとみられている（道津・内田，1979；松井，1986）．
　分布：北海道（函館）～鹿児島県．
了3）ミミズハゼ加cねgob乞鵬g混tα加s　Gill
　　　採集地点：志畑川および針浜川．
　　　登録標本：6個体、51～84㎜．
　　　SL／TL　：　0．873　（51～91㎜）．
　　　形態：河川部で得られた個体は体に多くの淡色点を持ち、80㎜を越え、90㎜前後に達す
　　るものがあったのに対し、水路部および湾口部の個体は体が黒っぽく、すべて全長77㎜以
　　下であった．最近、藍澤・松浦（1995）は本邦およびロシア極東域にはミミズハゼとこれに
　　よく似た未記載種が生息することを指摘している．この指摘に従って、河川部のものはミ
　　ミズハゼ、水路部～湾口部のものは未記載種として扱った．
　　　体長44～73㎜の13個体では背鰭前部長は体長の62．8～67．0％；脅鰭前部長は60．3～66．1
　　％体高は9．5～12．9％；吻長は4．2～6．1％；眼径は1．6～2．5％；上顎長は8．1～11．0％；両
　　眼間隔は3．6～5．0％；尾柄高は6．9～9．6％；胸鰭長は10．8～12．2％；腹鰭長は4．0～5．4％．
　　背鰭鰭条数11～14；脅鰭鰭条数12～14；胸鰭鰭条数17～18；脊椎骨数17～18＋20～21＝37
　　～38（17＋21のものが8個体）．
　　　体は灰褐色～暗褐色で多数の淡色点を被る（全長50㎜台の個体では淡色斑点ははっきり
　　しない場合がある）；各鰭は体とほぼ同色である；尾鰭は全体に細い横帯状の模様を具え
　　るが、中には淡色縁を持つものもある．
　　　雄の成魚では頭部が左右に張り、雌とは違った外観を呈す。雄13個体（体長45～79㎜）お
　　よび雌ll個体（体長45～73㎜）について体長に対する頭長比および頭幅比を調査した．雄で
　　は頭長比および頭幅比はそれぞれ20．2～23．6（平均22．4）％および12．6～18．2（16．3）％で、
　　雌の場合はそれぞれ18．7～20．8（19．7）％および12．9～15．9（13．9）％であった．雄は雌に比
　　較して相対的に頭長および頭幅が大きいと言える．
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　　　分布：北海道～福岡県（藍澤・松浦，1995）。
了4）ミミズハゼの近縁種　L冠c乞ogob乞麗sp．　（PL47，A～G）
　　　採集地点：佐須、大森、祝田の壱、神明、および新釜．
　　　登録標本＝60個体、4～63㎜．
　　　SL／TL　：　0．873　（51～77㎜）．
　　　形態：本種は淡水の流入のない高塩分水域に生息し、体は黒褐色で淡色斑点がなく、尾
　　鰭は淡色縁を有する（藍澤・松浦，1993）．藍澤・松浦（1993）はミミズハゼの腹椎骨数を17、
　　本種の場合は16としているが、本研究ではそれぞれ17～18および16～18と幅があった．
　　　体長45～68㎜の11個体では背鰭前部長は体長の64．8～67．0％；磐鰭前部長は62．1～65．9
　　％；体高は10．4～12．6％；吻長は5．O～6．7％；眼径は2。O～2．8％；上顎長は8．4～lL8％；
　　両眼間隔は3．5～4．4％；尾柄高は7。4～9．8％；胸鰭長は1L8～15。2％；腹鰭長は5．1～6．5
　　％；背鰭鰭条数12～14；轡鰭鰭条数12～14；胸鰭鰭条数18～19；脊権骨数16～18＋20～21
　　＝36～38（16＋20のものが7個体）．
　　　ふ化後間もないと思われる全長3．8㎜の仔魚では眼の前縁から上顎先端にかけて狭い暗
　　色縦帯がある；後頭部から肛門上方までの体の背面に5個の黒色素胞が並び、その後方の
　　尾部背面は著しく黒い；腹腔背面から尾部腹縁にかけて樹枝状の素胞が発達する．
　　　13．2㎜の稚魚では体幹部背面に4個の黒色素胞が並び、背鰭基底に5個の小素胞がある；
　　体側の中軸に黒点が並ぶ；腹腔から轡鰭基底にかけての黒色域は不連続となり、多くの素
　　胞群に分離する；尾柄の背腹両縁および中軸部は黒い．14．2㎜では体に黒点が増加する；
　　尾鰭の基底周辺は黒い．着底期に入った17．8㎜の個体では全身黒色化が著しくなる；背鰭
　　に黒色斑点が見られる；胸鰭基底は黒い；尾鰭は暗色で縁辺は淡色．
　　　体長に対する頭長比、頭幅比、および腹鰭長比を図16に示した．頭長比および頭幅比に
　　っいては体長40㎜以上で雄は雌よりも高値を示す．っまり、雄の大部分では頭長比は22～
　　25％、頭幅比は14～18％の範囲内にあるのに対し、雌の場合はそれぞれが23％以下および
　　16％以下である．腹鰭長比にっいては雌雄差が見られないが、体長35㎜までは斬減傾向を
　　示し、それより大きい個体では6％前後で安定する．
　　　分布：北海道～鹿児島県（藍澤・松浦，1995）．
了5）アベハゼぬ郎Logob加sαb翫（Jordan　and　Snyder）　（PL48，A～E）
　　　採集地点：宮城水高元養魚池
　　　登録標本：151個体、6～48㎜．
　　　SL／TL　：　0．790　（31～46㎜）．
　　　形態：全長3．7㎜の仔魚では背鰭原基の後方に1黒色素胞がある；轡鰭原基の基底から
　　尾柄にかけて素胞が並ぶ1標の背面は黒い．5．1㎜では吻端および眼の後方に素胞群が現
　　れる；尾鰭基底にも素胞がある；第1背鰭に5棘が認められる；腹鰭が形成される．8．8㎜
　　では体に多くの小黒点が散在する；体側中軸部の素胞群は縦列をなす；各鰭は定数に達す
　　る．
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　12．8㎜では体の黒色化が進み、体側中軸部に暗色斑が並ぶ；第1背鰭に2条、第2背鰭
に1条の暗色斜帯が見られる；磐鰭も暗色を帯びる；尾鰭の上下両縁および基部は暗色．
16，5㎜では体側に不規則な暗色横帯が形成される；尾鰭基部の暗色斑は上下2個に分離す
る；胸鰭先端より後方の体側は被鱗する．
　産卵期に本種の雄では背鰭第2～3棘が糸状に伸長する（図17）．体長21㎜までは体長に
対する背鰭第3棘長比は雌雄ともに16％以下であるが、22㎜を越える頃から雄の背鰭棘は
伸長を始め、背鰭棘長比は24％以上となり、最高では38％に達する．ただし、体長26㎜ま
での雄の一部には背鰭棘が伸びていないものも存在する．一方、雌では大形個体において
若干大きい値を示す傾向が認められるものの、背鰭棘は糸状に伸長することはなく、背鰭
棘長比はすべて22％以下に留まっている（図17）．
　上顎長比においても雄は雌よりも大きい値を示す（図17）。特に体長28㎜以上で雌雄差が
明瞭となり、若干の例外を除くと上顎長比は雄では13％以上（最高15．4％）に達するが、雌
では12％以下である．雄の上顎が大きいことは営巣行動（Kanabash1ra　et　a1．，1980）に関
連した適応と解釈される．
　分布：宮城県～鹿児島県、台湾．本種はこれまで分布北限として、岩沼市赤井江から報
告されていた（中村他，1976）．筆者は本研究で得た材料の他に北上川（追波川）河口近くに
ある富士沼でも本種を採集している．
了6）キヌバリP亡eγogo醜冠s　d砂o掘es（GOnther）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：6個体、35～93㎜．
　　　SL／TL：0．797（78～93㎜）．
　　　形態：宮城県以北の本邦太平洋岸、本州日本海岸、および九州西岸に分布するキヌバリ
　　は体側に7条の黒色横帯を持つのに対し、千葉県以南の太平洋岸に産するものは尾鰭基底
　　の横帯を欠くか、あるいは不完全（瀬戸内海産）である（Tanaka，1931；Nakamura，1936；
　　道津・堤，1959；酒井，1986；本間，1992；井田他，19921霜山他，1993）．現在のとこ
　　ろ、本種は福島県および茨城県からは報告されておらず、宮城県に分布するものは日本海
　　から津軽海峡を経由して南方に分布を拡大してきた群の末端に位置するものと考えられる．
　　　分布：青森県～宮城県、千葉県～九州．本種は北海道日本海側に分布するが、太平洋側
　　では見られない（上野，1971）．
了了）リュウグウハゼPteγogo腕麗zαcα麗2s　Jordan　and　Snyder
　　　採集地点：梨木畑．
　　　登録標本：1個体、142㎜（牡鹿半島小竹産）．　梨木畑で得られた個体（全長145㎜）は標
　　本として保存されなった．
　　　SL／TL　：　0．850　（142mm）．
　　　分布：青森県～鹿児島県．本種は北海道日本海側には分布するが、太平洋側では見られ
一53一
　　ない（上野　　，1971）．
了8）シマヨシノボリR配πogo漉聡sp．CB　　（PL49，A～D）
　　　採集地点：志畑川、針浜、および針浜川．
　　　登録標本；10個体、17～62㎜．
　　　SL／TL；0．809（47～67㎜）．
　　　形態：本種はヨシノボリの横斑型と呼ばれているもので、頬に長短のミミズ状線が走る
　　こと、胸鰭基部に数条の横帯を持っこと、および腹部は青いことで特徴付けられる（明仁
　　他，1993）．
　　　針浜で得られた全長16．5㎜の稚魚では眼の後上方に黒色素胞が散在する；体側の背腹両
　　縁にも素胞がある；胸鰭先端より後方の体側中軸部に小黒点群が並ぶ；尾鰭基部は暗色；
　　体側の後方3分の2の部分に鱗が見られる．17．7㎜では体に黒色素胞が増加し、体側に不
　　規則な暗色横帯が形成される；胸鰭基底に暗色横帯がある．
　　　2a7㎜では体に黒色素胞がさらに増える；体側に6条の横帯が形をなす；第1～2背鰭
　　に暗色斜帯が見られる；体側のほぼ全域が被鱗する．
　　　本種の雄は雌よりも背鰭第2～3棘が伸長し、口が大きい（明仁他，1993）．体長に対す
　　る背鰭第2～3棘長比および上顎長比を図18に示した．背鰭頼長および上顎長ともに体長
　　35㎜前後から雌雄差が明らかになると考えられる．35㎜以上の雄では背鰭棘長比は19．3～
　　27．7％に達するが、雌では16％を越えることは稀である。上顎長比は大形個体ほど大きな
　　値を示すが、雄（48㎜以上）では13～16％に増大するのに対し、雌では12％を越えることは
　　ない．
　　　分布：青森県～沖縄県、台湾．本種（型）は下北半島の北端部まで分布する（竹内他，
　　1983；上原，1984）が、北海道には生息しない（水野他，1982）．
了9）シモフリシマハゼTγ掘飢れgeγbがαsc乞α掘s　Steindachner（P1．49，E～G；50，A）
　　　採集地点：神明、新釜、大浜沖、大浜、志畑川、猪落川、針浜、および針浜川。
　　　登録標本：65個体、12～101皿
　　　SL／TL　：　0．817　（45～79m皿）．
　　　形態：シモフリシマハゼとアカオビシマハゼは同一視されてきたが、それぞれ別種であ
　　ることが判明した（明仁・坂本，1989）．本種では眼隔域の感覚管（2本）の距離が後者より離
　　れており、胸鰭最上鰭条は遊離せず、第2背鰭と胃鰭に赤色を帯びた縦帯がない．また、
　　本種は低塩分水域に生息することが知られている（明仁・坂本，1989）．
　　　仔稚魚の段階で上記2種を区別する相違点にっいては報告がなされていないが、本研究
　　では仔稚魚に黒色素胞の濃いr黒色型」と素胞の薄いr淡色型」の2型が見い出された．
　　r黒色型」は主に湾中央部で、r淡色型」は湾口部で採集された．道津（1958）が報告した
　　“シマハゼ”の仔稚魚はr淡色型」に相当し、同じ報告の写真に示された雄成魚はアカオ
　　ビシマハゼと判断されることから、本研究では暫定的にr黒色型」をシモフリシマハゼ、
　　r淡色型」をアカオビシマハゼとした．ただし、中間的な黒色素胞を持つ稚魚も見られる
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ため、今後の調査を要する．
　全長12．0㎜の稚魚では体は黒色素胞を密に被り、体側中軸部では幅広い縦帯をなす；尾
鰭基部は暗色．15．8㎜では素胞がさらに増加する；体側の縦帯は幅が狭くなる；垂直鰭に
素胞が見られる．19．3㎜では吻端から尾鰭基底にかけて暗色縦帯が明瞭となる．
　26．3㎜では項部から第2背鰭の基底後端にかけて暗色縦帯が出現する；垂直鰭の黒色化
が進む．成魚の頭部に見られる霜降り状の淡色斑点は30皿を越えないと明らかでない。
　分布：北海道～九州、台湾、中国．
80）チチブTγ乏deπt2geγobsc祉微s（Te㎜inck　and　Schlege1）　（P1．50，B～E）
　　採集地点：志畑川、猪落川、大測lkおよび針浜川．
　　登録標本：198個体、13～109㎜．
　　SL／TL：O．814（31～80㎜）．
　　形態：志畑川で塩ビパイプの内面から得た産着卵は西洋梨型（1．52×0．77㎜）で、先端は
　尖る；胚体の体側復縁は黒色素胞が並んでいる．
　　全長13．0㎜の稚魚では体に黒色素胞が密に分布する；第1～2背鰭および尾鰭に素胞が
　散在する；尾柄部に鱗が若干見られる．17．5㎜では体側中軸部に暗色縦帯が見られる；第
　　1～2背鰭および署鰭の黒色素胞は斜帯をなす；尾鰭は暗色．・
　　23．6㎜では尾部に5～6条の暗色縦帯が形成される；胸鰭の基底上部は暗色；体側の全
　域は被鱗する．本種の雄では背鰭棘が糸状に伸長する（中村，1942）．図19に示したように、
　体長約50㎜まではほとんどの個体において背鰭第2～4棘長は体長の20％以下で、雌雄差
　　は見られないが、50㎜を越えると雄では20％以上のものが増加し、背鰭棘は糸状に伸びる．
　70㎜以上の雄ではほとんどが20～30％に達し、最高は38％を記録した．一方、雌では50㎜
　を越えても変化は認められなかった．
　　分布：青森県～九州．北海道太平洋側から本種の記録がある（疋田，19511Hikita，19－
　51；後藤他，1978）が、北海道に分布するものはヌマチチブT。bγ2η乞∫か加s　Katsuyama，
　Arai　and　Nakamuraと考えられている（明仁，1987）．
81）アカオビシマハゼTγ掘eπt乞geγtれgoη，oceρ肱こ鵬（Gm）　（P1．51，A～F；52，A）
　　採集地点：佐須、大森、神明、新釜、大浜沖、および猪落．
　　登録標本：105個体、8～84㎜．
　　SL／TL　：　O．805　（44～69㎜）．
　　形態：シモフリシマハゼと比較すると、r本種は高塩分水域で見られる．形態的には眼隔
　域の感覚管（2本）の距離がより短く、胸鰭には遊離した最上鰭条を持ち、第2背鰭と腎鰭
　に赤色を帯びた縦帯を有する（明仁・坂本，1989）．
　　全長7．7㎜の仔魚では轡鰭基底から尾柄にかけて黒色素胞が並ぶ；尾鰭基部に素胞群が
　ある．
　　11．2㎜では上記の仔魚と黒色素胞の配列に大きな変化は見られない．13．0㎜では吻部、
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眼の後方（内部）、および尾部中軸に暗色縦帯が出現する；胸鰭先端より後方の体側は被鱗
する．14．2㎜では吻端から尾鰭基底に至る縦帯が形成される；頭頂部および体側背方に素
胞が増加する．16．0㎜では体の背方にもう1本の暗色縦帯が形成される．
　20．O㎜では体の2縦帯が明瞭となり、第1～2背鰭および磐鰭にも暗色縦帯が見られる．
26．0㎜では頬にいくつかの淡色斑点が認められる；尾鰭基部に約4個の暗色斑が垂直に並
ぶ；胸鰭の最上鰭条は遊離する．
　分布：北海道～九州、中国．
　　　イソギンポ科Blemi　idae
82）ナベカ0酌γαπc五麗de9απs（Steindachner）　（PL52，B～D）
　　　採集地点：佐須および新釜．
　　　登録標本：13個体、17～77㎜．
　　　SL／TL：0．860（38～77㎜）．
　　　形態：全長17．5㎜の稚魚では前鰯蓋骨の偶角に強い1棘を有する；頭部にはっきりしな
　　い横帯がある；胸鰭の裏側の体側に3横帯が見られる；胸鰭の下半部は黒い；脅鰭の各鰭
　　条基底、尾柄腹縁、および尾鰭基部に黒点が並ぶ．
　　　2LO㎜では前鯛蓋骨の棘は消失している；頭部の横帯が明瞭となる；体側および胸鰭下
　　半部に黒点が散在する1背鰭棘条部に3～4条の暗色斜帯が出現する．
　　　36㎜では体側の横帯および黒点が増加し、後方に及ぶ；背鰭全体に斜帯が形成されるが、
　　後方では不明瞭；轡鰭は暗色を帯びる．
　　　分布：北海道（臼尻）～鹿児島県．
83）イソギンポPαγαb乙eπ短麗yαtαb包（JordanandSnyder）　（PL52，E；53，A）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：8個体、16～59㎜（長浜沖の標本も含む）．
　　　SL／TL：0．833（35～59㎜）．
　　　形態：全長15．7㎜の稚魚では眼の上縁に小皮弁が見られる；前鰯蓋骨後縁に5棘を具え、
　　その前方に黒色素胞が並ぶ；頭頂部および胸鰭の下半部は素胞を被る；轡鰭の各鰭条基部
　　に素胞がある；尾鰭基部に垂直な黒色線を有する．
　　　35㎜では眼上皮弁は眼径と同じ長さで3分枝する；眼の下方に2横帯がある；体側中軸
　　部に不規則な暗色斑が見られる；胸鰭基部の前方に楕円形の暗色斑がある；背鰭と署鰭の
　　両縁辺は暗色．
　　　分布：北海道（臼尻）～鹿児島県．
　　　タウエガジ科Stichaeidae
84）ムシャギンポ配edγ惚sb2顧㎝乞漉Jordanand　Snyder　（PL53，B～J；54，A～C）
　　　採集地点：大森、神明、および新釜．
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　登録標本：13個体、7～46㎜．
　SL／TL：0．899（22～46㎜）．
　形態：全長8．8～9。3㎜のふ化直後と思われる仔魚では肛門前部長は体長の42～44％；頭
頂部（O～6個）および項部（1～2個）に黒色素胞がある；尾部の背方の筋肉中に破線状の素胞
が1縦列をなす；尾部腹縁（肛門から4番目の筋節以降）に短い枝を出した素胞が密に並ぶ；
脊索の後端部下方にも素胞群がある．
　1L3～15．0㎜では尾部の素胞は疎らになる．15．0㎜の個体では脊索末端がわずかに上屈
し、尾鰭原基が出現する．
　21～22㎜で各鰭はほぼ完成する；底生生活に移行したものでは体が黒色化し、眼のまわ
りに暗色斜帯が形成され、体側には雲状斑が出現する；胸鰭の最長鰭条長は体長の7～8％．
　46㎜では頭部の背正中線に皮質隆起縁が形成される；上顎に5横帯がある；頬部に暗色
斑が見られる；胸鰭は縮小し、最長鰭条長は体長の5％となる．
　分布：北海道（厚岸湾）～宮城県．現在のところ、本種の本邦太平洋岸における分布南
限は万石浦である。
85）フサギンポC配γo乙o飢富毎かo漉c麗Herzenstein　（Pl．54，D～G）
　　　採集地点：大森、神明、および大浜沖．
　　　登録標本：12個体、13～300㎜．
　　　SL／TL　：　O．897　（119～286mm）．
　　　形態：本種の仔魚はムシャギンポ仔魚と出現時期が同じで形態もよく似るが、肛門前部
　　長が体長の40％を越えないこと、尾柄部背縁に5～8個の黒点が並ぶこと、およびふ化時
　　の全長が12～13㎜で大きいことにより後者と区別される（徳屋・尼岡，1980；塩垣，1983）．
　　　完熟卵は直径2．4㎜の球形で、中央に大小の油球が集まっている；卵は産出されると相
　　互に接着して、，塊状となる（塩垣，1983）．
　　　ふ化直後と思われる全長13～14㎜の仔魚では肛門前部長は体長の38％；頭頂部に1～4
　　個、項部に2～3個の黒色素胞を有する1尾部背方の筋肉中に素胞が縦列をなす；尾柄部
　　背縁に8個余りの黒点が並ぶ；肛門から6番目の筋節以降の尾部腹縁に素胞が密に並ぶ
　　　24．O㎜では尾部背方の素胞は消える；腹腔腹縁は黒い；背鰭および啓鰭の鰭条が出現す
　　る；尾鰭はほぼ完成する．
　　　分布：北海道（根室）～茨城県．本種の分布南限は岩手県とされている（波戸岡，1993）が、
　　宮城県（酒井，1986；霜山他，1993）、福島県（福島水試，1995）、および茨城県平潟（中庭他，
　　1985）からも報告されている．宮古島（松原，1955）および鹿児島県（今井・中原，1969）から
　　の記録もあるが、これらは恐らく誤りであろう．
86）ムスジガジEmogγα㎜麗舵καgγα㎜冠5（Te㎜inck　and　Schlege1）　（PL54，H；55，
　　　A～G；　56，　A）
　　　採集地点：大森、神明、新釜、および大浜沖．
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　登録標本：115個体、7～115㎜．
　SL／TL：0．859（60～116㎜）．
　形態：本種の仔魚はムシャギンポあるいはフサギンポの仔魚に似るが、頭頂部に黒色素
胞を欠くこと、尾部背方の素胞縦列がないか、あっても目立たないこと、腹腔背面の素胞
が疎ら（約5個）であること、および出現時期が4～5月で遅いことにより後2者と区別さ
れる．
　完熟卵は直径L6㎜の球形を呈し、径0．3㎜の油球を有する．産出卵（径2．30～2．45㎜）の
表面には多数の疵状突起が形成され、卵同志が接着して卵塊をなす（藤田・内田，1959）．
　ふ化後間もないと思われる全長9．O㎜の仔魚では肛門前部長は体長の42％；頭頂部およ
び項部に黒色素胞は見られない；腹腔背面には黒色素胞が疎らに並ぶ；肛門から5番目の
筋節以降の尾部腹縁にはほぼ筋節毎に分枝した素胞が並ぶ．
　12．8㎜では肛門の位置はやや後方に下がり、肛門前部長は体長の49％となる；項部に1
素胞が見られる（ない個体もある）；尾鰭基底に2本の黒線が上下に並ぶ底生生活に移行
を始めた15．6㎜では体は黒色化する；背鰭には7個の黒色斑が並ぶ；胸鰭基部に楕円形の
暗色斑がある；尾鰭は基部に三角形の黒色斑があり、その後方に横帯を有する．
　29．5㎜では肛門前部長は体長の52％；眼の後下方に2本の暗色斜帯が走る；体側の中軸
部は暗色；背鰭と轡鰭に暗色縦帯が見られる；尾鰭に約3条の横帯が形成される．
　44㎜では肛門前部長は体長の52％；腺から鰯蓋上部にかけて横帯ができる；体側背縁に
8個の淡色斑が並ぶ；胸鰭に3条の横帯が形成される．46㎜では体側に不明瞭な横帯が出
現する1胸鰭および尾鰭の横帯は4条に増加する．
　藤田・内田（1959）、徳屋・尼岡（1980）、および塩垣（1988a）によると、全長14㎜までの
仔稚魚では尾部脊索の背方に黒色素胞列が見られるとされるが、本研究で扱った材料では
この素胞列はほとんど認められなかった．
　分布：千島列島、北海道～九州．
8了）ダイナンギンポ加ctyoso鷹αb群g2れVan　der　Hoeven　（P1．56，B～G）
　　　採集地点：大森、神明、および大浜沖．
　　　登録標本：21個体、83～09㎜L
　　　SL／TL：O．914（52～191㎜）．
　　　形態：本種はベニツケギンポ0．粗bγ加αc疵αtαYatsu，Yasuda　and　Takiに酷似するが、
　　体幹部の第3側線が不完全であること、背鰭と轡鰭の鰭条数が少ないこと、および鯛蓋の
　　上端上方に朱斑を持たないことで後者と区別される（Yatsu　et　aL，1978）．本種において、
　　Yatsu　et　aL（1978）は脊椎骨数、背鰭と啓鰭の鰭条数、および腹鰭の有無等で本州中部の
　　太平洋岸に見られる型および日本海とその周辺水域に見られる型との2型を報告している
　　が、本研究で扱った標本は中間的な性格を備えていた．
　　　体長31～291㎜の8個体では背鰭鰭条数LH～LVI（平均54．9），8～ll（9．3）；轡鰭鰭条数Il，
　　41～43（42．0）；胸鰭鰭条数11～12（11．9）．腹鰭は痕跡的な1棘からなるものがほとんどで、
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棘を欠くものは64個体中6個体にすぎなかった．
　全長8．2㎜の仔魚では肛門前部長は体長の46％；尾部の中央よりやや後方の中軸に5個
の樹枝状黒色素胞が並ぶ；肛門から6番目の筋節以降の尾部腹縁にほぼ筋節毎に素胞があ
る；脊索の後端部下方に数個の素胞が見られる；擬鎖骨部は黒い；腹腔背面に素胞が密に
並ぶ．本種の仔魚は万石浦では5～6月に出現し、タウエガジ科およびニシキギンポ科の
中では最も遅い．
　35㎜の着底稚魚では体の黒色化が進んでいる；眼から後方に2縦帯が発する；両顎にも
横帯がある；鯛蓋上方に2個の暗色斑が形成される；胸鰭基底は暗色；背鰭と磐鰭の基底
後端にそれぞれ暗色斑点がある1尾鰭の上下両縁および後縁に暗色斑が並ぶ．
　46～54㎜の個体では吻部背面から眼隔域にかけてに淡色域が見られる；頬に2条の暗色
斜帯がある；鯉蓋部に暗色斑点が散在する．58㎜では吻部の淡色域は消えるが、鰯蓋部の
地色は淡くなり、斑点が明瞭となる；胸鰭基部に2条の暗色横帯が見られる．
　分布：北海道（臼尻）～鹿児島県．
88）ハナジロガジ0毎st加ce励γ麗te磁詔Bean　and　Bean　（PL56，H）
　　　採集地点：大森および新釜．
　　　登録標本：4個体、21～103㎜．
　　　SL／TL　：　0．867　（86～103m皿）．
　　　形態：全長21．4㎜の仔魚では肛門前部長は体長の49％；頭頂部および眼の前方に黒色素
　　胞群がある；体側には8条の暗色横帯が見られ、一部は背鰭にも侵入する；尾鰭基部に小
　 素胞の一群が存在する；脊索末端は真っ直ぐ．23．8㎜では肛門前部長は体長の54％；体側
　　の横帯が増加し、背鰭と胃鰭の縁辺近くまで延びる；脊索末端は上屈し、その先端は尾鰭
　　基底の上偶角を越えて伸長する；尾鰭に鰭条が形成される．
　　　成魚では背鰭に6個の眼状斑を持つが、塩垣（1981b，fig．5F）によると、全長32．5㎜の個
　　体で6個の暗色斑が背鰭に出現している．近縁種との区別点はShiogaki（1984）が明らかに
　　している．
　　　分布：北海道（臼尻）～宮城県．本種は太平洋岸では岩手県以北に分布するとされていた
　　（Shiogaki，1984）が、その後南三陸からも報告された（酒井，1986）．現在のところ、万石
　　浦が分布南限と考えられる．
　　　ニシキギンポ科Phol　ididae
89）タケギンポ航o乙おcγα∬お毎πα（Temlinck　and　Schlegel）　（P1．57，A～G）
　　　採集地点＝佐須、大森、神明、新釜、大浜沖、大浜、および針浜川．
　　　登録標本：450個体、10～195㎜．
　　　SL／TL　：　0．934　（72～172mm）．
　　　形態：本種は体側背面から背鰭にかけて一連の四角形状の暗色斑を有すること、尾鰭は
　　一様に黄色で白色の後縁を持たないこと、および胸鰭は通常12～13軟条よりなることによ
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りギンポと区別される（Yatsu，1981）．
本種とタケギンポの無着色仔魚の区別点として、塩垣（1988a）は肩帯部および腹部にお
ける黒色素胞の配列に相違を見出しているが、本研究では腹部側面の素胞を除くと明瞭に
区別できない場合が多かった。着色稚魚では体側背面から背鰭にかけて形成される暗色斑
の形と数により識別は容易である．
　完熟卵は直径1．2㎜の球形で、内部に径O．17馴皿以下の油球が多数かたまっている．
　1月下旬に得られた全長11．5㎜のふ化直後と思われる仔魚では肛門前部長は体長の56％；
胸鰭基底の下端に黒色素胞がある；尾部腹縁に小素胞が並ぶ；腹腔背面に7～8個の素胞
がある；腹部正中線に黒点列がある．
　21．5㎜では素胞の配列は上記の仔魚と変わりない；脊索は真っ直ぐで鰭条は見られない．
29．5㎜では眼の周囲に4条の暗色帯が現れ始める；腹部側面には胸鰭腋部から黒色素胞が
並び、この素胞列は腹部中間点あるいは肛門付近にまで延びる；腹腔背面の素胞はないか、
あるいはあっても目立たない；各鰭は定数に達する．本種では28㎜前後から体斑が出現す
る個体が見られる．体斑の出現した29．3㎜の稚魚では眼から5条の暗色帯が放射状に出る；
体側にはぼんやりした雲状斑が見られる；体側背面から背鰭にかけて（尾柄近くを除く）横
長の暗色斑が形成される．
　32㎜では体側の雲状斑は明瞭となる；背鰭の暗色斑は30数個に増加する；胃鰭にも約18
個の暗色斑が出現する．35㎜では背鰭の暗色斑が2個づつ合一して、全体で17個前後とな
る；轡鰭には11個前後の暗色斑が数えられる．
　胸鰭長と尾鰭長について体長に対する割合を図20に示した．胸鰭長比は体長60㎜までは
体長の増加に伴って低下する傾向を示し、その後4．9～6．5％の範囲で安定する．尾鰭長の
場合は大形個体程低い値を示すが、120㎜以上では大部分が5．5～6。5％の範囲にあるとみ
て良い．両者ともに雌雄の差は見られない．
　胸鰭の鰭条数は本種とギンポを区別する重要な形質に挙げられている（Yatsu，1981）．本
研究で取り扱ったサンプルのうち、体斑が出現して明らかに両種を区別できるものにっい
て鰭条数を比較した（表1）．
　タケギンポでは胸鰭鰭条数が12～13本のものが全体の92．9％を占めるのに対し、ギンポ
では14～16本のものが97．5％に達した．したがって、ほとんどの場合本鰭条数によって両
表1．タケギンポとギンポにおける胸鰭鰭条数の比較．（）には調査個体数
　　に対する百分率を示す．
胸鰭鰭条数 12 13 14 15 16 個体数
タケギンポ
ンポ
　30
23．4）
　89
69．5）
4（2．5）
　9
7．0）
60
37。0）
　84
51．9）
　14
8．6）
128
62
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種を区別することが可能であるが、絶対的と言えない点に注意を要する．
　分布：北海道（道東）～九州．
90）ギンポ航o乙2sπ2b説osα（Te㎜至nck　and　Schlege1）　（P1．57，H；58，A～D）
　　採集地点：佐須、大森、祝田の壱、神明、新釜、大浜沖、大浜、志畑川、および針浜川．
　　登録標本：89個体、14～314㎜．
　　SL／TL：0．923（70～309㎜）．
　　形態：本種とタケギンポの仔魚は酷似し、出現時期も重複するため、区別は難しいが、
　本種の方がより早く産卵することから、12月中～下旬に採集された仔魚はほとんどがギン
　ポと推察される．
　　12月下旬に得られた全長14．2㎜の仔魚では肛門前部長は体長の58％；胸鰭基底の下方に
　黒色素胞がある；尾部腹縁に素胞が並ぶ；腹腔背面に9個の素胞が並ぶ；腹部正中線に黒
　、点列がある．
　　29．3㎜の個体では体斑はまだ見られない；尾鰭は不完全．体斑の出現した32～33㎜の個
　体では眼から発する5条の暗色帯がある；体側に雲状斑がある；体側背面から背鰭にかけ
　て14個前後の三角形を呈した暗色斑が形成される；腹腔背面の素胞は密接して並ぶ．35㎜
　　では体側中軸部の暗色斑は四角形状をなす；轡鰭基底に9個の暗色斑が見られる．
　　タケギンポおよび本種の体斑が出現する時期は個体差が大きいが、塩垣（1988）が述べて
　　いるように、本種の体斑は全長33㎜前後で出現し始め、多くの個体では35㎜以上で体斑形
　成が急速に進行する．タケギンポと比較すると、体斑の出現時期は遅く、また鰭の完成も
　遅い．
　　体長に対する胸鰭長比は体長30㎜前後では8．6～IO．1％にあるが、その後成長とともに
　低下して約70㎜のサイズで成魚と同じ6％前後の値に落ちっく（図21）．尾鰭長比の場合は
　　体長30㎜から80㎜までは約10％から8％へ向かってゆるやかに低下する．160㎜以上では1
　個体を除くとすべて8％以下で、大部分が6．5～7．5％の範囲内にある（図20）．胸鰭長比お
　　よび尾鰭長比いずれも雌雄差は認められない．
　　タケギンポおよびギンポにおいて稚魚期に胸鰭長と尾鰭長が相対的に縮小することは浮
　　遊生活から底生生活への移行に伴う適応的な現象と解釈される．ギンポの胸鰭長比が成魚
　　と同じ値になる体長（約70㎜）がタケギンポの場合（約60㎜）より大きいことは前者の方が浮
　』遊生活期が長いこと（塩垣，1988）と関連していると考えられる．Yatsu（1981）が指摘してい
　　るように、ギンポの胸鰭長比および尾鰭長比はタケギンポより大きいが、この点に関する
　　生態的な意義は不明である．
　　表1に示したように、ギンポの胸鰭鰭条数は13～16本の範囲にあり、14～15本のものが
　　約90％を占める．13～14本の場合はタケギンポと重複するが、15～16本をもっものはギン
　　ポのみである．
　　　分布：北海道（厚岸湾？）～九州．
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　　　ゲンゲ科Zoarcidae
91）トビイトギンポZoαγc短αs　gLαb2γTanaka　（P1．58，E～M）
　　　採集地点；佐須および大森．
　　　登録標本：46個体、19～91㎜．
　　　SL／TL：0．982（26～91㎜）．
　　　形態：トビイトギンポは背鰭32～37棘83軟条、轡鰭1棘93軟条とされている（松原，1955；
　　波戸岡，1993）が、下記に示す通り、本研究で得た標本は背鰭の棘条数が多いのに対し、逆
　　に軟条数は少ない．トビイトギンポの鰭条数は地理的変異が大きい（三重大学木村清志博
　　士、私信）ので、本標本をトビイトギンポとして扱った．
　　　体長73～90㎜の2個体では背鰭前部長は体長の13．3～13．6％；磐鰭前部長は25．6～3L5
　　％；体高は7。5～8．6％；頭長は14．0～14．5％；吻長は3．2％；眼径は2．6～2．7％；上顎長
　　は7．8～7．9％；両眼間隔は2．1～2．3％；胸鰭長は5．5～6．3％，体長26～90㎜の16個体では
　　背鰭鰭条数XXXVIんXLII（平均39．9），72～83（77．3）1轡鰭鰭条数1，89～97（93．7）；胸鰭鰭
　　条数9（1個体のみ10）．脊椎骨数（2個体）21～23＋96～97＝117～120．
　　　全長19．0㎜の稚魚では頭部の下半部は淡色で、暗色の上半部とは暗色縦帯によって明瞭
　　に区切られる；体側は暗色。
　　　25．6㎜では体側の中軸部および腹部に淡色の円斑が形成される；背鰭基底下に20個余り
　　の暗色斑が並び、その斑の間は淡色．
　　　30㎜では背鰭基底の暗色斑は棘条部の半ばまで侵入する；轡鰭基底にも20個余りの暗色
　　斑が出現する．47㎜では腹部は淡色で暗色域との境界は波状；胃鰭第8軟条上より前方の
　　体側に淡色斑が並ぶ．
　　　分布：宮城県～神奈川県．分類学的な問題が残されるが、現在のところ本種の分布北限
　　は万石浦と考えられる．
　　　　カサゴ目Scorpaeniformes
　　　フサカサゴ科Scorpae“idae
92）メノ璽ルS2bαs亡es乞η．εγ耀s　Cuvier　（P1．59，A～E；60，A）
　　　採集地点：大森、神明、．塩富町、新釜、梨木畑、大浜沖、および津軽島の南．
　　　登録標本：173個体、5～190㎜（飼育された仔稚魚を含な）．
　　　SL／TL：0．798（53～102㎜）．
　　　形態：産出直後の全長5．7㎜の仔魚では頭頂部および項部にそれぞれ黒色素胞群がある；
　　尾部中央部の背腹両縁は対をなして黒い；腹腔背面も黒い．
　　　20．0㎜の稚魚では背鰭第9辣より後方の体側背縁に黒色素胞が並ぶ；轡鰭基底および尾
　　柄腹縁にも素胞がある；背鰭軟条部下の体側中軸に2個の素胞がある；前鯛蓋骨内縁に3
　　棘、外縁に5棘がある；頭部背面にもいくっかの棘が見られる．22．0㎜では前鯛蓋骨内縁
　　の棘は消失する：体側に3条の暗色横帯が出現し始め、背鰭にも侵入する；体側に鱗が見
　　られる．25。0㎜では前鰯蓋骨外縁の棘は3本に減少する；体側の横帯は5条に増加する．
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34～39㎜では黒色素胞が増加し、5横帯は明瞭になる；前鰯蓋骨縁辺に5本の鋸歯が見
られる；尾鰭基底は暗色．
分布：北海道（臼尻）～鹿児島県．
93）タケノコメバルS2bα∫詑∫obLoπg冠sGonther　　（P1．60，B～D；61，A～C）
　　　採集地点：新釜および大浜沖．
　　　登録標本：182個体、7～209叩（飼育された仔稚魚を含む）．
　　　SL／TL　：　0．823　（58～209㎜）．
　　　形態：産出直後の仔魚は全長7～8㎜で、頭部背面、体幹部背面、および尾部に黒色素
　　胞が発達する；腹部（内部）は黒い；前鰯蓋骨に2棘が見られる；脊索末端はわずかに上
　　屈する；膜鰭には縁辺を除いて穎粒状物が見られる．9．8㎜では体側は著しく黒化する；
　　胸鰭には鰭条に沿った素胞が見られる；前鰯蓋骨は縁辺に鋭い3棘を具える；頭部背面に
　　もいくっかの棘がある；脊索末端は著しく上屈し、尾鰭が形成される．
　　　13．41mでは体側（尾鰭基底部を除く）は黒色素胞を密に被る；前鯛蓋骨の棘は5本に増
　　加する；頭部背面の棘は退縮する；各鰭は定数に達する．
　　　20．0㎜では背鰭の棘条部と軟条部の下方にそれぞれ幅広い横帯が出現する；背鰭と轡鰭
　　に暗色斑が見られる；尾鰭基底に素胞がある．
　　　30㎜では眼の後方に4条の暗色帯が発する；尾鰭基底の前方に暗色帯が出現する；背鰭
　　と啓鰭に斜帯が見られる；尾鰭の基底に1横帯、後半部に3横帯がある；体側のほぼ全域
　　が被鱗する．
　　　分布：北海道（日高）～九州．
94）クロソイSebαste3sc配εge庇Hilgendorf　　（P1．61，D；62，A～D）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：約300個体、61～21㎜（飼育された仔稚魚を含む）．
　　　SL／TL：0．803（72～121㎜）。
　　　形態：産出直後の全長6．0㎜の仔魚では頭頂部および項部に黒色素胞群がある；尾部中
　　央部の背腹両縁に樹枝状の素胞が対をなして並ぶ；腹腔の背面に素胞がある．7．5㎜では
　　体に黒色素胞が増加する；背鰭と胃鰭の両原基間の体側は幅広く黒い；上顎に1黒色縦線
　『が見られる；眼上に1突起がある；項部に低い骨質隆起が出現する；前鯛蓋骨の縁辺に2
　　棘が形成される1脊索末端は強く上屈し、尾鰭の鰭条が見られる．9．1㎜では前鰯蓋骨棘
　　は4本に増加する；項部の骨質隆起は2本の突起に変化する；鰯蓋上部にいくっかの突起
　　が見られる．
　　　14．0㎜では尾鰭基底部を除くと体側は黒色素胞を密に被る；前鯛蓋骨棘は5本になる；
　　各鰭は完成する．
　　　分布：北海道（厚岸湾）～九州．
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　　　ギンダラ科Anoplomatidae
95）アブラボウズEれ忍e毎s　zo漉∫eγ（Lockington）
　　　本研究で本種は採集されなかったが、大島（1934）は齋藤報恩会博物館（仙台）に万石浦で
　　得た標本が保存されていることを報告した．
　　　分布：北海道（道東）～伊豆諸島本種は千島列島からは知られていないが、ベーリング
　　海、カリフォルニア、および天皇海山にも分布する（三谷他，1986；中坊，1993）．
　　　アイナメ科Hexagra㎜idae
96）クジメHeπαgγα㎜osαgγα㎜払∫（Te㎜inck　and　Sch玉egel）　（Pl．63，A～G；64，A～D）
　　　採集地点：佐須、大森、神明、新釜、梨木畑、および大浜沖．
　　　登録標本：11個体、30～200㎜．
　　　SL／TL　：　0．842　（43～260㎜）．
　　　形態：本種とアイナメの産卵期は重複し、両種の仔魚はお互いに酷似するので区別する
　　のは困難である．鰭条数が定数に達した稚魚ではクジメの方が背鰭と轡鰭の軟条数が少な
　　いこと（針生，1988）により区別は可能である．
　　　底生生活移行期の全長約36㎜の稚魚では頭頂部の左右にぼんやりした暗色斑がある；体
　　側の背方は暗色（生時は青緑色）；背鰭基底に約6個の暗色斑を具え、尾鰭の鰭条に沿って
　　素胞が出現している個体もある；眼の直上および後頭部にそれぞれ1対の皮弁を具える．
　　　40㎜では背鰭基底の暗色斑は10個に増加する；45皿皿では体側に雲状模様が発達する1胸
　　鰭起部の上方に円形暗色斑が形成される； 背鰭に不明瞭な暗色斑がある；聲鰭に5条の暗
　　色帯が見られる．
　　　分布：北海道（尻岸内）～九州．
9了）アイナメHe犯gγω㎜o∫otαセれ（Jordan　and　Starks）　（PL64，El65，A～G；66，
　　　A～F）
　　　採集地点：佐須、大森，神明、万石町、新釜、梨木畑、大浜沖、および中央濡筋．
　　　登録標本：68個体、7～100㎜（飼育された仔魚も含む）．
　　　SL／TL　：　0．852　（61～320mm）．
　　　形態：受精後10日目の発眼卵は直径約2㎜で、卵黄を一周する状態で胚体が形成されて
　　いる；胚体前部の背方および腹部に黒色素胞が見られる．
　　　ふ化直後の仔魚は全長約8㎜で、頭頂部、体側背縁、および腹腔背面に黒色素胞が密に
　　分布する；眼の後方に1素胞がある；尾部の脊索下に1縦列の素胞が並ぶ；脊索後端部の
　　下方に数個の素胞がある（ない場合もある）．
　　　10．2㎜では尾部の背方に新たな素胞列が出現する．15。0㎜では鯛蓋部の素胞が増加する；
　　体側の中軸を挟んで上下に縦帯が形成される；轡鰭基底に5～6個の黒点がある；尾鰭が
　　形成される；腹鰭原基が認められる．
　　　24．0㎜では体側の2縦帯は合して幅広い1縦帯となる1各鰭は定数に達する；胃鰭基底
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の黒点が増加する；尾鰭の後縁は浅く凹む．
　30㎜では後頭部の素胞群は1対の楕円形暗色斑となる；尾鰭の凹みは二叉状になる．・39
～47㎜では体色の暗色化が進む；眼上および後頭部にそれぞれ1対の皮弁が見られるが、
クジメより小さく、出現時期も遅い；眼上皮弁はクジメよりやや後方に位置する．底生生
活に移行した約50㎜以上の個体では体側に雲状模様がある1背鰭基部に約10個の暗色斑が
が並び、棘条部の後端付近に楕円形の1黒斑が出現する．
　分布：北海道（道東）～九州．．
　　コチ科Platycephai　idae
98）マゴチP乙就yce擁α犯s　sp．　　　　（P1．67，A～B）
　　採集地点：大森、大浜沖、および大浜．
　　登録標本：6個体、14～316㎜．
　　SL／TL：0．848（73～316㎜）．
　　形態：従来、コチP．乞櫨c冠s（Linnaeus）として知られていたものは体が黒っぽく、暗
　色横帯を有するマゴチ（クロゴチ）と体が白っぽく、横帯のないヨシノゴチ（シロゴチ）の2
　種（PLα亡yc帥㎞Z鵬spp．）が混同されていることが明らかになった（桧山，1969；亀井，19－
　69；中坊，1993）．万石浦に産するものは体側に暗色横帯が見られることからマゴチと考え
　　られる．
　　体長115～270㎜の3個体では背鰭前部長は体長の31。2～33．5％1磐鰭前部長は53．0～55．8
　％；体高は9．5～10．0％；頭長は28．9～31．2％；吻長は8．0～9．1％；眼径は3。4～4．3％；上
　顎長は10．7～11．5％；両眼間隔は3．9～5．0％；尾柄高は3．9～生、4％；胸鰭長は15．0～17。5
　％；腹鰭長は21．2～22．9％；第2背鰭基底長は35．3～36．6％；轡鰭基底長は37．9～38．5％；
　背鰭第3棘長は12．2～14，5％．背鰭鰭条数II－VII－1－13；轡鰭鰭条数131胸鰭鰭条数18～
　　19；側線鱗数69～731鰯杷数3＋8～9＋3～8（瘤状）・15～19．
　　全長13．6㎜の稚魚では吻端から鰯蓋後端にかけて暗色縦帯が走る；頭部背面および背鰭
　第8軟条下までの体側上半部には黒色素胞が密に分布する；胸鰭上半部も素胞を密布する；
　前鰯蓋骨後縁には4棘が見られ、最上棘は長大；項部に1対の骨質突起がある；胸鰭起部
　上方に2棘がある．
　　分布：北海道～九州．従来、本邦各地からコチとして報告されていたものはマゴチなの
　 かヨシノゴチなのか再検討を要する．
　　カジ力科Cottidae、
99）イソバテング飢e加乞αsc乞γγho飢s（Pallas）　（PL67，C～D；68，A）
　　採集地点：佐須、大森、神明、新釜、および大浜沖．
　　登録標本：11個体、24～178㎜。
　　SL／TL　：　0．785　（58～178mm）．
　　形態：全長23．6㎜の稚魚では眼前部、眼下部、および眼の後下方にそれぞれ眼から暗色
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帯が発する；体側には不規則な暗色模様があり、暗色域は背鰭および磐鰭に侵入する；胸
鰭の下半部に暗色域がある；前鯉蓋骨後縁は先の円い4棘を具え、上から2番目のものが
大きい；項部に2対の骨質隆起がある；吻端と下顎に短いひげが見られる’；体側に数条の
微小棘列が走る．
　30㎜では背鰭と磐鰭に暗色模様が拡がり、横帯状となる；尾鰭に2条の暗色横帯が形成
される；吻端と下顎に各3本のひげが認められる；体側の微小棘列が増加する．39㎜では
背鰭軟条部と轡鰭の暗色横帯は各鰭の縁辺部で連続する；尾鰭の横帯は3条となり、前の
2帯間にさらに狭い1帯が見られる；眼上皮弁がある．
　分布：千島列島、北海道～茨城県．本種の分布南限は宮城県以北とされている（中坊，
1993）が、福島県（福島水試，1995）および茨城県（浅野他，1952；舟橋，1985）からも報告
されている．
100）サラサカジ力地γc毎お瓦漉α肥e　Jordan　and　Starks　（PL68，B～G；69，A～C）
　　　採集地点：佐須、大森、神明、新釜、および大浜沖．
　　　登録標本：196個体、11～96㎜．
　　　SL／TL　：　0．811　（59～96mm）．
　　　形態：全長15㎜前後までの本種の仔稚魚はアサヒアナハゼ仔稚魚に酷似する．本種の仔
　　稚魚は後者より遅れて出現するが、出現時期が重なる2～4月に両者を区別することは難
　　しい．
　　　完熟卵の直径は約1．8㎜で小油球が全体に散在し、やや大きめの油球が中央付近にかた
　　まっている．
　　　全長10．8㎜の仔魚では頭部背面に約10個の黒色素胞がある；項部に4個の素胞が並ぶ；
　　肛門から4番目の筋節以降の尾部腹縁には筋節毎に素胞が並ぶ1脊索末端はやや上屈し、
　　尾鰭原基の基底にいくっかの素胞がある；腹腔背面に3個、擬鎖骨部（内部）に2個の素
　　胞がある．16．8㎜では頭部下面に素胞が散在する（アサヒアナハゼでは見られない）；尾
　　部の脊索上方に1縦列の素胞が見られる；前鰯蓋骨後縁に3棘が形成される．
　　　23㎜前後では頭部の黒色素胞が増加し、体側前部に暗色横帯が形成される；個体によっ
　　ては体側中軸部に暗色部が発達して、尾部に4個の弧状模様が描かれる；眼上と項部に短
　　い皮弁が現れる．
　　　着底した32㎜の稚魚では体色の黒色化が進み、眼の下方および体側に不完全な横帯が見
　　られる；背鰭棘条部の前部は暗色；腹鰭を除く各鰭には暗色の斜帯あるいは斑点が見られ
　　る．
　　　分布：北海道（道南）～九州．
101）ケムシカジカHe漉tγゆteγ鵬加αo側s（Pallas）　（PL69，D～E；7Q，A～C）
　　　採集地点：新釜および大浜沖．
　　　登録標本：37個体、13～300㎜（飼育された仔稚魚を含む）．
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　SL／TL　：　0．815　（56～300㎜）．
形態：本種のふ化仔魚は黒色素胞の配列がギスカジカに似るが、ふ化時のサイズが大き
いこと、口裂が大きいこと、および尾部後半の腹縁に黒色素胞を欠くことにより区別され
る。
　発眼卵の直径は4．3㎜前後で、ふ化約20～25日前の胚体には黒色素胞が出現している．
　ふ化仔魚は全長13～14㎜で、頭頂部および腹部下面を除く体側前半部には黒色素胞が密
に分布する；口は大きく、上顎長は眼径の1．3～L4倍．
　17．4㎜では前鰯蓋骨部に黒色素胞が増加する；背鰭および轡鰭に暗色部が出現する；胸
鰭には鰭条に沿って素胞が見られる；前鯛蓋骨縁辺に3棘を具える；項部に2棘、鯛孔上
端の上方に1棘が見られる；背鰭棘条部の前部および棘条部と軟条部の間に浅い欠刻が生
ずる；各鰭の鰭条は定数に達する；背鰭と轡鰭の基底にそれぞれ1縦列の小辣がある．
　24．7㎜では体側には不明瞭な暗色横帯が形成される；背鰭軟条部および轡鰭にそれぞれ
2ケ所の暗色域がある；胸鰭に暗色域が拡がる1前鯛蓋骨棘は4本に増加する；背鰭第1
～1棘は眼径のL8倍に伸長する；背鰭棘条部全部の欠刻は深い；体側の全域は小棘列を被
る；側線が明瞭に認められる．
　34㎜では胸鰭の大部分が暗色化する；尾鰭の基部と後半部に横帯が見られる；前鼻孔に
1本、眼上に2本の皮弁が生ずる；口の周囲にもいくっかの短い皮弁が生える．
　分布：千島列島、北海道～茨城県．本種の分布南限は太平洋側では茨城県と考えられる
（浅野他，1952；舟橋，1985）．
102）ギスカジ力勘oπoc2蝕α肱s　ste乙狛γ乞Tilesius　（P1．70，D；71，A～D）
　　　採集地点：佐須、大森、神明、万石町、新釜、大浜沖、大浜、志畑川、および針浜川．
　　　登録標本：28個体、8～310㎜．
　　　SL／TL　：　0．817　（51～250m皿）．
　　　形態：ふ化仔魚は全長8．0～8．5㎜と考えられ、頭部背面、体側前半部、擬鎖骨部、およ
　　び腹腔背面にやや大形の黒色素胞を密布する；尾部後半の腹縁に素胞が並ぶ；上顎長は眼
　　径にほぼ等しい；前鰯蓋骨に2棘が認められる．
　　　19．0㎜では頭部の黒色素胞が増加する；前鰯蓋骨棘は4本に増える；眼前、眼上、項部、
　　および鰯蓋後端に各1棘が見られる；脊索後端は上屈し、尾鰭基底の上偶角を越えて伸長
　『する．
　　　22．5～27．0㎜では背鰭棘条部の下方に1条、軟条部下方に2条、および尾柄に1条の暗
　　色横帯が形成される；、腹鰭を除く各鰭に暗色斑点が散在する；前鰯蓋骨棘は2本に減じ、
　　上方の棘が大きい．
　　　33㎜では胸鰭基部に暗色横帯が形成される；啓鰭に3横帯が形成され始める；眼上に1
　　皮弁が見られる．
　　　分布：千島列島、北海道～福島県本種の太平洋側における分布南限は福島県と考えら
　　れる（福島水試，1995）．
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103）イダテンカジカOcyπectes配αsc短巨s　Jordan　and　Starks　（Pl．72，A～F；73，A）
　　　採集地点：佐須．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　登録標本：9個体、11～35皿
　　　SL／TL　：　0．806　（24～35mm）．
　　　形態：本種の浮遊期仔稚魚はムツカジカに似るが、出現時期が3～4月で後者（5～6
　　月）より早いこと、仔魚期のサイズが大きいこと、および眼上と後頭部に計3本の皮弁が
　　出現することで後者と区別される．
　　　全長10．8㎜の仔魚では頭部背面、胸鰭上方、および腹腔の背側面は大形の黒色素胞を被
　　る；尾部後半の腹縁および尾鰭原基の基底に素胞が並ぶ；前鯛蓋骨の後縁に3棘を具える．
　　15．O㎜では尾柄部を除く体側に素胞が散在する1眼上に小皮弁が出現する．
　　　21．O～24．4㎜では頭部および体側に小黒点域が拡がる；眼の前後に斜帯状の暗色域があ
　　る；前鯛蓋骨の最上棘が強い1棘として残る；眼上（1本）の他、後頭部に2本の皮弁が見ら・
　　れる．
　　　分布：青森県～和歌山県．本種は北海道の日本海側には分布する（上野，1971）が、太平
　　洋側では見られない．
104）ムツカジカOcy舵c惚s皿α1es施s　Snyder　（P1．73，B～E；74，A～F；75，A）
　　　採集地点：佐須、祝田の壱、および大森．
　　　登録標本：79個体、6～36㎜．
　　　SL／TL　：　0．821　（16～36m皿）．
　　　形態：全長6．4～8．8㎜の仔魚では頭部および腹腔の背側面に大形の黒色素胞がある；胸
　　鰭上方（内部）には暗色域が見られる；尾部腹縁に素胞が並ぶ
　　　ll．2㎜では前鰯蓋骨上端に明瞭な黒色素胞が存在する；背鰭軟条部と轡鰭の間の体側中
　　軸に黒点列がある；前鰯蓋骨後縁に2棘が見られる；眼上部に1皮弁を具える；脊索末端
　　は強く上屈し、尾鰭が形成される．
　　　15．8～19．8㎜では眼の前後に暗色縦帯が走る；頭頂部の着色域前縁は暗色で縁取られる；
　　体側中軸部に暗色域が拡がる1体側背面に6～7条の横帯が形成される；前鰯蓋骨棘は上
　　方のものが残る．
　　　30㎜では体側はほぼ一様に暗色を帯びる；腹鰭を除く各鰭には暗色の斜帯あるいは横帯
　　が形成される；眼上の皮弁は二叉する．
　　　分布：北海道（道南）～千葉県．
105）アサヒアナハゼPseudobLeπ漉器cotto掘es（Richardson）　（P1．75，B～F；76，A～
　　　F；77，A）
　　　採集地点：佐須、大森、神明、万石町、新釜、大浜沖、および大浜．
　　　登録標本：275個体、7～145㎜L
　　　SL／TL：0．824（68～145㎜）．
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　形態：中坊（1993）によると、本種は下顎下面に多くの顕著な暗色斑を持つこと、側線中
央部に数枚の小皮弁を具えること、側線上に小黒点がないこと、および体側にひょうたん
型あるいは楕円形の大形淡色斑が並ぶことでキリンァナハゼPse磁ob五eπ短鵬sp．と区別
される．酒井（1986）および霜山他（1993）が宮城県からアナハゼP・かeγco乞des　Gun愉erと
して報告したものはキリンアナハゼであろう．
　本種のふ化直後と思われる仔魚は11月中旬から出現し、カジカ科魚類の中では最も早い．
全長15㎜以上の稚魚では頭部下面に黒色素胞を持たないことおよび尾柄部が細いことで酷
似するサラサカジカと区別される．
　ふ化直後の全長7．0㎜の仔魚では後頭部に2個の黒色素胞がある；胸鰭基底の前下方に
樹枝状素胞が見られる；肛門から8番目の筋節以降の尾部腹縁に素胞が並ぶ；腹腔の背面
は黒い．9．01皿では体側後半の脊索上方（内部）に素胞が疎らに並ぶ（はっきりしないものも
ある）。
　12．7㎜では頭頂部の黒色素胞が増加する；脊索末端が上屈し、尾鰭が形成される．17．3
㎜では頭頂部の素胞は黒点に変化する；尾鰭基底に素胞群が見られる；前鰯蓋骨縁辺に4
棘を具える；腹鰭を除く各鰭の鰭条がほとんど出現する．
．20．5㎜では背鰭の棘条部と軟条部が分離する．22．8㎜では眼から上顎先端にかけて暗色
斜帯が出現する；体側背面に約6条の暗色横帯が形成され、横帯の下部は縦帯として連な
る．25．7㎜では体側の下半部に6個の楕円形淡色斑が並ぶ；背鰭棘条部の前縁に暗色部が
見られる；前鯛蓋骨の最上棘が残る．
　31㎜では上顎先端部から眼後部にかけて暗色斜帯が形成される；背鰭軟条部と尾鰭の鰭
条に沿って小黒点が並ぶ；前鰯蓋骨棘は尖る．
　本種の雄成魚は顕著な交尾器を有する．体長に対する交尾器長（基底から鉤状部先端ま
で）比の月別変化を図22に示した．当才魚の交尾器長比は3～4月に3．3％以下であるが、
5月には4％を越え、その後月を追う毎に増大する．8月にはすべてが5．5％以上となり、
11～12月には11．0～13．5％に達する．満1才魚の交尾器長比は1～2月では10～！3％の範
囲にあるが、5～7月には8～11％に減少する．本種の産卵期はll～2月と考えられ（生活
史の項参照）、この時期の交尾器長は体長の12％前後であると言える．
　分布：北海道（尻岸内）～九州．
　　　クサウオ科Liparidae
106）エゾクサウオLゆαれsαgα∬乞zれPutnam　（P1．77，B）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：4個体、44～365㎜（牡鹿半島産の2個体を含む）．
　　　SL／TL：0．851（220～365㎜）．
　　　形態：本種はクサウオに似るが、胸鰭に深い欠刻があること、胸鰭鰭条数が35～40で少
　　ないこと、および背鰭と尾鰭は尾鰭の中間より前方で連なることにより後者と区別される
　　（中坊，1993）．
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’図23．土ゾクサウオおよびクサウオの成長に伴う胸鰭欠刻部最短軟条長／胸鰭
　　下葉最長軟条長比（NP　R／L　R）および背鰭一尾鰭連続部長／尾鰭長比
　　（CD　C／C　L）の変化．白丸、エゾクサウオ1黒丸、クサウオ．
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　体長38～311㎜の4個体では胸鰭最長鰭条長は体長の16．4～20．8（平均19．1）％；胸鰭欠
刻部の最短鰭条長は11．O～12．4（11．9）％；胸鰭下葉最長鰭長は16．0～20．3（17・9）％1背鰭
一尾鰭連続部長（尾鰭基底から背鰭最後軟条の後端まで）は6．1～9．2（8．1）％；尾鰭長は16．8
～18．8（17．7）％．胸鰭欠刻部最短鰭条長は下葉最長鰭条長の60．3～69．2（66．7）％．背鰭一
尾鰭連続部長は尾鰭長の36．0～50．0（45．3）％．胸鰭鰭条数36～38．
　全長44㎜の稚魚では体は黒色を帯び、項部から腹部にかけて淡色域がある；尾部には不
定形の淡色斑が散在する；尾鰭は黒いが、基部、中間部、および後縁はそれぞれ淡色を帯
びる．
　本種には体が褐色のもの（淡色斑を持っ場合がある）と多数の縦線を持っものとがあり
（尼岡他，1995；酒井，1986；中坊，1993）、本研究でも両者が得られた．
　分布：千島列島南部、北海道～宮城県．本種の分布南限は太平洋側では宮城県と思われ
る．
10了）クサウオLゆα酉5加融伽（Gllbert　and　Burke）　（PL77，C～G；78，A～D；79，
　　　A～B）
　　　採集地点：神明、新釜、および大浜沖．
　　　登録標本：113個体、5～320㎜（牡鹿半島産の標本および飼育された仔魚を含む）．
　　　SL／TL：Q．862（87～420㎜）．
　　　形態：本種は胸鰭の欠刻が浅いこと、胸鰭鰭条数が通常40本を越えること、および背鰭
　　と尾鰭は尾鰭の中間よりやや後方まで連なることで特徴付けられる（中坊，1993）．ただし、
　　仔稚魚期では鰭の形が成魚と異なることおよび胸鰭の鰭条数が定数に達していないものが
　　あることによりエゾクサウオとの区別は難しい．エゾクサウオは万石浦および仙台湾で稀
　　にしか見られないことから本研究で得られた同定の難しい仔稚魚はクサウオとして扱った．
　　　体長21～268㎜の65個体では胸鰭上葉最長鰭条長は体長の15．9～24．3（平均20．1）％；胸
　　鰭欠刻部最短鰭条長は10．4～14．1（12．5）％；胸鰭下葉最長鰭条長は1L4～18．9（15．0）％；
　　背鰭一尾鰭連続部長は7．2～12．9（10．2）％；尾鰭長は154～19．0（16．9）％．胸鰭欠刻最短
　　鰭条長は下葉最長鰭条長の71．7～98。9（83．7）％．背鰭一尾鰭連続部長は尾鰭長の4α0～
　　82．7（64．O）％であるが、体長70㎜を越える個体ではすべて50％以上（図23）．
　　　体長21～455㎜の136個体における胸鰭鰭条数は表2に示した通りである。37～39本を持
　　っものもいくちか見られるが、40本以上のものが全体の93．4％を占めた．
表2．クサウオにおける胸鰭鰭条数の頻度分布．（）に全体に占める百分率を示す．
胸鰭鰭条数 37 38 39　　40　　4142 43 合計
個体数 　1
0．7）
　1
0．7〉
　7　　36　　63
5．1）　（26．5）　（46．3）
　25
18．4）
　3
2．2）
　136
100）
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　完熟少し前の卵は直径L3～L4㎜の球形で、内部に大小の油球が散在している；完熟卵
では径1．5～L6㎜となり、やや大形の油球と小油球が中央部に集中している；ふ化直前の
卵は径1．6㎜前後で胸鰭および腹部に黒色素胞を被った胚体を有する．
　ふ化仔魚は全長約5㎜で、腹部に樹枝状の黒色素胞を密布する；胸鰭も縁辺部を除いて
素胞を密に被る；体幹部の背方に若干素胞がある；尾部の腹縁に素胞が並ぶ；膜鰭（縁辺
部を除く）には穎粒状物が見られる．
　1L6㎜では頭部下面に小素胞が散在する；背鰭、轡鰭、および胸鰭の原基が出現する．
底生生活を始めた16．4㎜では体に黒色素胞が増加し、鰭を含めた体尾部に暗色の雲形模様
が形成される；胸鰭は鰭条に沿った素胞を被る；吸盤が見られる．
　24．5～26．5㎜では体の黒色化が進む；24．5㎜の個体には頭部に暗色縦帯が見られる；尾
鰭に暗色横帯が出現する；各鰭の鰭条は定数に達する．
’31～491皿では体はほぼ一様に暗色か、あるいは縦帯や淡色斑を持つものがあり、体色に
変異が見られる；下顎は上顎より明らかに短い．
　図23に示したように、胸鰭の欠刻は稚若魚期には深いが、成長に伴って浅くなり、体長
150㎜以上では欠刻部最短鰭条長は下葉最長鰭条長の90％前後で安定する．エゾクサウオ
では胸鰭の欠刻は成魚でも深く、上記の値は60～70％と考えられる．
　背鰭の最後の鰭条は稚魚期には尾鰭前部40～50％の部分と連続するが、成長と伴に連続
部が拡大し、体長150㎜以上ではほとんどが6G％以上となり、250㎜を越える個体では80％
前後に達する（図23）．エゾクサウオでは背鰭と尾鰭は成魚でも尾鰭の50％以下の部分（前
半部）で連続する（図23）．
　クサウオ科魚類の体色に変異が大きいことは内田（1964）、尼岡他（1995）、酒井（1986）、
および中坊（1993）が示している通りである．本研究の観察ではクサウオの体（頭部のみの
場合も含む）に縦線を持っ縦線型と縦線を持たない（雲形模様あるいは淡色斑が見られるも
のも含む）褐色型に大別される（酒井，1986）．全長25㎜以上の134個体では縦線型は30個体、
褐色型はは104個体であった．
　分布：北海道（道東）～九州、東シナ海．
108）ビクニン乙ゆαγ乞5tε∬e㍑α馳s（GilbertandBurke）
　　　採集地点＝大浜沖．
　　　登録標本：1個体、193㎜．
　　　SL／TL：O．891（193～203㎜）．
　　　形態：本種では背鰭と轡鰭がそれぞれ尾鰭上下の後縁近くまで連続することおよび胸鰭
　　基底の上端は眼の下端より上にあることで他種との区別は容易である（中坊，1993）．
　　　完熟卵は直径約1．2㎜の球形で、大小の油球が中央部にかたまっている．
　　　分布＝北海道（道東）～茨城県．
ウバウオ目Gobiesociformes
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　　　ネズッポ科Ca川onumidae
109）セトヌメリR帥o漉琶c2観s　oηLα互加ππね（Regan）
　　　採集地点：万石町および新釜．
　　　登録標本：4個体、85～154㎜（袖浜産の2個体を含む）．
　　　SL／TL：0．753（雄、85～154㎜）．
　　　形態：本種はハタタテヌメリに似るが、眼下管外側の分枝は1本であること、啓鰭はほ
　　ぼ一様に淡色であること、および尾鰭下縁部は暗色を帯びることにより後者と区別される
　　（中坊，1983）．雄では背鰭第1～2棘が糸状に伸長して、第1背鰭の後縁が黒く、第2背鰭
　　中央部の鰭膜に小黒円斑が並ぶのに対し、雌では背鰭棘は伸長せず、第1背鰭の後半部が
　　黒い（中坊，1983）．
　　　上記の通り、雄成魚の背鰭第1棘および第2棘は糸状に伸びる（両者は同長か、あるい
　　は後者の方がやや長い）が、本研究で得られた体長114㎜以下の個体では体長の20％を越え
　　ることはない（図24）．また、体長67㎜の雄では雌と同様に第1背鰭の後半部は黒い．
　　　分布：北海道（噴火湾）～九州、東シナ海
llO）ハタタテヌメリReかo配uce徽sηαLeπ鷹花ππ配（Temminck　and　Schlege1）　（PL79，
　　　D～E；　80，　A～C）
　　　採集地点：神明、新釜、および大浜沖．
　　　登録標本：8個体、22～118㎜．
　　　SL／TL：0．782（若魚・雌成魚、46～98㎜）；0．735（雄成魚、109～139㎜）．
　　　形態1本種は眼下管の外側に3分枝を有すること、雌成魚および雌雄の若魚では第1背
　　鰭に白で縁取られた黒斑が見られること、および雄成魚では背鰭棘および尾鰭の中央部鰭
　　条が糸状に伸長することで特徴付けられる（中坊，1983）．
　　　体長に対する背鰭第1棘長比を図24に示した．体長40㎜までは背鰭第1棘長比は15％以
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図2生セトヌメリおよびハタタテヌメリの成長に伴う体長に対する背鰭最長
　　棘長比（D　S　L／S　L）の変化白三角、セトヌメリ雄；黒丸、ハタタテ
　　ヌメリ雌；白丸、ハタタテヌメリ雄；白三角、ハタタテヌメリ、性不明．
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下であるが、40～74㎜では15～22％へとやや上昇する．75㎜を越える個体についてみると
雄ではすべて約30％以上となり、最大56％に達するのに対し、雌の場合はすべて21％以下
に留まっている．
　本研究で得た最小の全長22．3㎜の個体では各鰭の鰭条は定数に達し、体色の黒色化も進
んでいることから、すでに底生生活に移行していると考えられる．同個体には第玉背鰭後
部に黒色部が見られる（この黒色部は約40㎜で明瞭な楕円斑となる）．背鰭の黒斑は雌では
終生存在するが、雄成魚：では消失する．本研究の観察では黒斑の消失した雄の最小個体は
全長94㎜で、斑を有する最大個体は109㎜であった．通常、全長100㎜前後（体長約80㎜）で
黒斑が消えるとみられ、黒斑の消失と背鰭疎の伸長は同調した現象であると言えよう．
　分布：北海道（函館）～九州。
　　　　カレイ目Pleuronectifoemes
　　　ヒラメ科Parahchthyidae
111）ヒラメPαγαhcた仇yso巨ηαce鉱s（Te㎜inckand　Schlegel）（Pl．80，D～E；81，A～B）
　　　採集地点：大森．
　　　登録標本：117個体、3～11㎜（すべて飼育された仔魚）．
　　　形態：本種の万石浦での記録は本研究の開始前に宮城水高旧職員及川喜一氏によって水
　　路部（大森）で釣獲された若魚（全長約150㎜）の写真が残されているのみである．ここで
　　は宮城水高栽培漁業実習場で飼育された仔稚魚の形態変化にっいて記す．
　　　ふ化後2日目の仔魚は全長3．2㎜で顕著な黒色素胞は認められない；背腹の膜鰭は幅広
　　く、体高の約2倍の幅を持つ．5．5㎜では頭頂部に黒色素胞が見られる；体側の背腹両縁
　　に素胞が並ぶ；膜鰭に樹枝状素胞が散在する；背鰭前部の鰭条が出現し、膜鰭に欠刻が生
　　ずる．7．0㎜では体および膜鰭に黒色素胞が増加する；背鰭第1～5軟条が伸長し、最長
　　軟条は頭長より長い；尾鰭に原基が出現する；前鰯蓋骨の縁辺に鋸歯が見られる。
　　　11．0㎜では背鰭葉状部および背鰭と唇鰭の中間部は小黒色素胞を密に被る；体高が増大
　　し、頭長の1．6倍となる；頭部背縁はくぼみ、右眼が頭部の背縁に移動してくる；胸鰭を
　　除く各鰭の鰭条は定数に達する．
　　　分布＝千島列島、北海道～鹿児島県、東シナ海、南シナ海．
　　　カレイ科Pleuronectidae
112）イシガレイκαγ飢麗配co乙oγα厩s（Basilewsky）　（P1．81，C；82，A～C）
　　　採集地点：神明、新釜、大浜沖、および大浜．
　　　登録標本：121個体、12～148㎜．
　　　SL／TL：0．825（58～197㎜）．
　　　形態：4～5月に本種の着底期稚魚はマコガレイ稚魚と同時に万石浦の汀線付近で採集
　　され、両者はお互いに酷似するが、直線状の側線を持つことにより後者と区別される（水
　　田，1973）．
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　全長12．1㎜の稚魚では体側の背方に約6個、腹方に4～5個の暗色斑が並ぶ；背鰭およ
び腎鰭にも暗色斑がある；左目は右側に移動しているが、一部が頭部の背正中線上に残っ
ている；胸鰭は膜状；側線は直線状で胸鰭の上方でわずかに背方へ曲がる．15．0㎜では体
側の暗色斑が増加する；胸鰭の膜状部が退縮する．
　22．0㎜では体に黒色素胞が増加する；尾鰭に暗色斑が見られる；左眼は完全に右側へ移
行する；胸鰭は膜状部が消失して基部めみが残る．28．5㎜では背鰭、磐鰭、および尾鰭の
暗色斑の形が崩れ、黒色素胞が鰭条に沿って伸びる；胸鰭に鰭条が形成される．
　体側の骨質板は全長100㎜以下では未発達である；約150㎜で3列すべてが認められるが、
腹方列のものが最も遅く出現するようである．
　水田（1973）は全長11．5㎜位から尾鰭基底と背鰭および胃鰭との中間位置にそれぞれ黒色
斑が現れると述べているが、本研究ではこれらの黒色斑は不明瞭な場合が多かった．
　分布：千島列島、北海道～九州、台湾．
113）マコガレイL加αれ血yo々o㎞e（GUnther）　（P1．83，A～D；84，A～C）
　　　　採集地点：神明、新釜、七勺、および大浜沖．
　　　　登録標本：176個体、4～157㎜（飼育された仔稚魚を含む）．
　　　　SL／TL　：　0．814　（71～157mm）．
　　　　形態：ふ化仔魚は全長3．5㎜で、尾部背方および腹方にそれぞれ約4群の黒色素胞が
　　　並ぶ；腹腔の腹面および卵黄の後面は素胞を被る．7．8㎜では頭頂部に黒色素胞が見ら
　　　れる；体高が増大し、尾鰭原基が出現する．9．2㎜では背鰭、轡鰭、および尾鰭に鰭条
　　　が形成される；胸鰭の膜鰭が縮小する；腹鰭原基が出現する；．頭部の背縁がくぼみ、左
　　　眼が右側へ移行を始める．
　　　　底生生活に移行した13．1㎜の個体では体に黒色素胞が増加する；背鱈および磐鰭に暗
　　　色斑が見られる；胸鰭は膜鰭が消失し、鰭条が出現する；左眼は右側に移行するが、一
　　　部では頭部の背縁に残る；側線孔が見られ、胸鰭の上方で湾曲する；18．6㎜では体およ
　　　び鰭は多くの暗色斑を被る；左眼は頭部の左側へ完全に移行する．
　　　　22．7～27．3㎜では体の黒色化が進む；鰭の素胞は鰭条に沿って伸びる；側線付近に鱗
　　　が出現し、被鱗域は背方および腹方へと拡がる．
　　　　分布：北海道（尻岸）～大分県．
114）ヌマガレイP乙αt記配妙s　st2乙Lα撫s（PaUas）　（PL85，A～B）
　　　採集地点：新釜、大浜沖、および志畑川．
　　　登録標本：6個体、39～206㎜．
　　　SL／TL比：0．815（137～215㎜）．
　　　分類・形態：本種の稚魚はイシガレイに似るが、両眼の位置が逆であることにより区別
　　は容易である．
　　　全長39～43㎜の稚魚では体に不定形の小暗色斑が散在する；背鰭に8個、胃鰭に6個の
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鰭条方向に長い楕円暗色斑が並ぶ；側線は直線状で胸鰭の上方でわずかに上方へ曲がる．
　分布：千島列島、北海道～茨城県。
115）マツカワVεγα5かeγ瀧osεγ乞Jordan　and　Gilbert　（PL85，C～D；86，A～C）
　　　採集地点：万石浦．
　　　登録標本：63個体、5～11㎜（すべて飼育された仔稚魚）．
　　　形態：本種の万石浦での記録は本研究開始前に宮城水高旧職員及川喜一氏により採集さ
　　れた（採集地の詳細は不明）全長約200㎜の若魚が写真に残されているのみである．本種は
　　ホシガレイに似るが、背鰭、胃鰭、および尾鰭に鰭条に沿って黒色帯を有することで後者
　　と区別される（酒井，1986；中坊，1993）．飼育された仔稚魚の形態変化は下記の通りで
　　ある．
　　　ふ化後1日目の仔魚は全長5．3㎜で、体全体（膜鰭を除く）に黒色素胞が散在する1尾部背
　　方の膜鰭に特徴的な素胞群が存在する；口は開いていない；肛門は膜鰭の外縁に通じてい
　　ない．6．8㎜では尾部後端を除く体側および頭部背面は黒色素胞で密に覆われる；口は開
　　き、肛門は膜鰭の外縁に達している．7．2㎜では黒色素胞はさらに増加する；尾部の背腹
　　膜鰭に素胞群が侵入し、その素胞域は後方で広い．8．0㎜では背鰭、轡鰭、および尾鰭の
　　原基が出現し、前2者には素胞が分布する；体高は増大を始める；脊索末端は上屈する．
　　　1L　O㎜では体高がさらに増大し、頭部と体側は黒色化が進むが、胸鰭、尾鰭、および背
　　鰭と轡鰭の後半部（基部を除く）は黒色素胞を欠く；背鰭、啓鰭、および尾鰭に鰭条が形成
　　される；腹鰭はまだ見られない；側線が形成され、胸鰭上方で強く湾曲する．
’　　沖山・高橋（1976，図4）によると、全長16．4㎜の個体では腹鰭は形成されているが、左眼
　　はくぼんだ頭部背縁に接した状態で右側へは移行していない．変態の完了がイシガレイや
　　マコガレイよりもかなり遅れることは明らかである．
　　　分布：千島列島、北海道～茨城県、
116）ホシガレイyeγαsかeγ”αれegα加s（Te㎜1nck　and　Schlege1）　（PL86，Dl87，A～B）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：6個体、7～180㎜（飼育された仔稚魚を含む）．
　　　SL／TL：0．801（IO3～180㎜）．
　　　形態：本種は背鰭、胃鰭、および尾鰭の黒色斑が円く、各鰭の外縁にまで伸びないこと
　　でマツカワと異なる（酒井，1986；中坊，1993）．
　　　全長6．6㎜の仔魚では体は黒い；背側および腹側の膜鰭も縁辺部と後端部を除くと黒い．
　　9．9㎜では体高が増大する；脊索末端部が上屈し、尾鰭原基が出現する；前鯛蓋骨後縁は
　　鋸歯を具える．
　　　12．5㎜では背鰭基底に3ケ所、啓鰭基底に2ケ所の暗色部が見られる；脊索末端は強く
　　上屈し、尾鰭の鰭条が形成される；背鰭、轡鰭、および腹鰭の原基が現れる．
　　　田北他（1967）によると、本種のふ化仔魚は全長3。8㎜で、尾部後方の背側膜鰭には体側
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に連なる黒色素胞群が存在し、マツカワのように背側膜鰭のみに独立した素胞群を持っこ
とはない．また、全長10～20㎜の仔稚魚では体は黒いが、体側背方に4個、腹方に3個の
淡色域を有すること（内田，1933）でもマツカワと相違する．
　変態の完了時期はマツカワと同様とみられるが、内田（1933）は変態期に入ってもなお左
眼が左側にあるもの（全長15～16㎜）は海岸浅所に来て、体の左側を下にして海底に伏す習
性を現しており、習性上の変態は形態上の変態初期に既に現れていると述べている．
　分布：青森～九州．本種は北海道南部の日本海側に分布する（上野，1971）が、太平洋側
からは報告されていない．
　　　　フグ目τetraodontiformes
　　　カワハギ科恥nacanthidae
lmアミメハギRudα厩鵬eγcodes　Jordan　and　Fowler
　　　採集地点：新釜および万石浦（詳しい採集場所不明）．
　　　登録標本：7個体、25～34㎜．
　　　SL／TL　：　0、733　（28～34㎜）．
　　　分布：北海道（日高沖）～鹿児島県．本種の分布は本邦中部以南とされている（松原，19－
　　55；林，1993）が、日高沖から三陸沿岸にかけての水域でも記録されている（小林・阿部，
　　1962；丸山，1971；塩垣，・1982；酒井，1986：160；松浦他，1988；野村・塩垣，1992）．
118）カワハギS佗擁απo陀餌s　c詐γ配∫eγ（Te㎜inck　and　Schlege1）
　　　採集地点：新釜．
　　　登録標本：2個体、144～180㎜（袖浜産の1個体を含む）．
　　　SL／TL：0．777（144～180㎜）．
　　　分布：北海道（釧路沖）～鹿児島県、東シナ海．釧路沖からの記録は阿部他（1983）の報告
　　による．本種の稚魚～未成魚は夏から秋にかけて南部水域から東北～北海道水域へ出現す
　　る（小達，1967；松本，1991；那珂湊水高水産生物クラブ，1990）．
119）ウマヅラハギT㎞παco徽s皿αies加s（Gnnther）
　　　採集地点：新釜および大浜沖．
　　　登録標本：2個体、186～201㎜．
　　　SL／Tい0．813（186～201㎜）．
　　　分布：北海道（道東）～鹿児島県、東シナ海、南シナ海．
　　　フグ科Tetraodontidae
1120）サザナミフグAγo翫γoπ短sか2du∫（Linnaeus）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、60㎜．
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　SL／TL：0．743（60㎜）．
　形態：上記の標本は若魚で、座間（1991）は誤ってモヨウフグとして報告した．万石浦は
本種の分布北限と考えられるが、宮城県においてはすでに中村（1976）により名取川河口か
ら記録されている．
　分布：宮城県～沖縄県、インド・太平洋水域．
121）クロサバフグLαgoce飢侃麗gLo泥れAbe　and　Tabeta
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：1個体、751皿．
　　　SL／TL：0．819（75m）．
　　　形態：本種は尾鰭の後端中央部がやや突出し、上下両端が白色であることにより、尾鰭
　　の後端が浅く湾入し，上葉先端と下葉が白いシロサバフグL．ω瓦ee正eれAbe，Tabeta，and
　　Kitahamと区別される（Abe　and　Tabeta，1983；Abe　et　a1．，1984）．
　　　分布：北海道（臼尻）～九州、東シナ海、インド・太平洋水域．
122）クサフグTα々ぜ冠g冠漉♪㎞尻es（Jordan　a寵Snyder）　（PL87，C～Dl88，A～C）
　　　採集地点：佐須、大森、神明、新釜、七勺、大浜沖、大浜、および猪落．
　　　登録標本：98個体、・5～203㎜（牡鹿半島産の仔稚魚を含む）．
　　　SL／Tい0．805（43～167㎜）．
　　　形態1全長4．5㎜の仔魚では体に黒色素胞が散在する；尾柄の上下両縁には樹枝状素胞
　　が発達する1背鰭、啓鰭、胸鰭、および尾鰭下葉に鰭条が見られる；脊索はほとんど真っ
　　直ぐ．5．8㎜では体の背方に黒色素胞が増加する；尾部の背方および腹方は黒い；脊索末
　　端は上屈する；体の腹面に小棘が認められる．9．8㎜では腹面を除く体全体がほぼ一様に
　　黒色化する；各鰭は完成する．
　　　15．Q㎜では胸鰭上方の背面および背鰭基底下に黒斑が形成される1体側に小白色円斑が
　　見られる．
　　　22．0㎜では腹部を除く体全体が小黒斑を被る；胸鰭基底の後上方にも黒斑が見られ、背
　　面の黒斑と接する．
　　　分布：北海道（道南）～沖縄県．
123）ヒガンフグTα々げ祉餌麺γdα麗s（Te㎜inckandSchlege1）
　　　採集地点：大浜沖．
　　　登録標本：2個体、165～226㎜．
　　　SL／TL：0．803（155～240㎜）．
　　　形態：本種は体に小瘤状突起が密に分布し、体の下部を走る皮摺より上方は眼と同大の
　　黒円斑を有することで他種との区別は容易である（山田，1993）．
　　　分布：北海道（噴火湾）～沖縄県．
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2．湾内における各種の生活史
（1）ニシン（ニシン科〉
　1）成長
　全長組成および年令　標本数が少ないが、月別全長組成を図25に示した。3～5月に全長20㎜
台の仔魚8個体が神明での灯火採集で得られた。稚魚（児玉，1988a）ばかりでなく、仔魚期の段
階で既に走光性を備えていると考えられる。5～6月上旬に50～99㎜の稚魚が採集された。5
月に70～99㎜に成長した個体は初期爾産卵群に由来するものであろう。6月中旬以降稚魚は建
網に入網しなかったことから、外海への以降は6月中に完了すると推測される。
　10月に全長区分100～129㎜、U月には130～159㎜の個体が出現した。児玉（1997）の研究に従
うと、これらは当才魚（後期）で、3月に得られた298㎜の1個体は満2才、12月に見られた340
～355㎜の3個体は満3才と思われる。
　全長一体重関係　全長55～155㎜の27個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝L908・10－5・X2－748（r＝O．9965）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、および
150㎜の時の体重はそれぞれ0．9g、6．Og、および18．2gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　全長155m以下の個体では雌雄ともに生殖腺はすべて未熟で、生殖腺重量は
ほとんどが0．01g未満であった。12月上旬に得られた雌2個体（全長340～350㎜）および3月下旬
に得られた同1個体（298㎜）では熟卵が見られ、後者のGSIは21．2であった（前者の卵巣重量は未
測定）。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　本研究では成熟に関して断片的な資料しか得られなかった。万石浦
系ニシンの研究を行った児玉（1988b）は、本種の産卵期は12月下旬から3月までで、高令魚は11
月中に完熟に達するものがあるが、12月中旬以前に産出卵あるいは放卵魚は確認されなかった
と述べている。本研究では5月21日に全長22㎜の仔魚が採集されていることから4月上旬に産
卵するものもあると考えられる。
　万石浦系ニシンの産卵場は仙台湾北部の浅所あるいは内湾でいくっか確認されているが、主
産卵場は万石浦で、特に藻場が発達し小河川の流入する湾奥部（針浜周辺水域）が好産卵場とみ
られている（児玉，1997）。
　産卵群の全長および年令　万石浦系ニシンの生物学的最小形は雌雄ともに体長約230㎜（推定
全長約280㎜）で、満2才では一部のものが、そして満3才以上では原則としてすべてが産卵に
加入すると考えられている（児玉，1988b，1997）。本種は1977年頃から産卵群として大量に万石
浦に来遊するようになり、一1984年には近海の漁獲量が500t近くに達したが、その後減少を辿っ
ている（児玉，1997）。本研究でもわずかな親魚しか得られなかったことは再生産の低下を裏付
けている。
　4）性比
　全長55～298㎜の27個体についての性比は雌：雄二16：11であった。万石浦系ニシンの15年
級群（0～4才魚）の性比について調査した児玉（1997）は年級群平均で雄の数は雌の約半数とい
う結果を得ている。同時に雌雄同体および生殖腺異常がかなり高頻度で存在することから、雄
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が少ない理由として本来精巣を形成すべき個体が何らかの理由により卵巣を形成してしまう個
体が出現している可能性があるとしている。
　5）出現時期および移動
　万石浦で成魚は12月下旬から3月下旬の間に計4個体が採集されたのみであった。仔魚は1
月下旬から湾内に出現し（児玉，1988a，1997）、当才魚は6月下旬まで見られるが、その後一時姿
を消して10～11月に再出現した。
　6）食性
　全長区分50～99㎜の稚魚では枝角目、カラヌス目、十脚目幼生、およびハルパクチス目の浮
・遊性動物が捕食されていた（付表2）。児玉（1988b，1997）によると、仔～若魚期にはカラヌス類、
長尾類幼生、および毛顎類などがよく食べられてるが、常磐～三陸沿岸に生息する未成魚期以
上のニシンではツノナシオキアミおよびPαγα惚眺ωsp．（端脚目）が主餌料になっている。
（2）コノシロ（ニシン科）
　1）成長
　全長組成および年令　月別全長組成を図26に示した。7～8月に全長7．3～14．3㎜の仔魚が
新釜で若干採集されたが、これらは後期に産卵されたものであろう。この時期に当才魚の主群
は50～79㎜に達していたことにより、産卵後数ケ月で急速に成長すると思われる。9～lO月に
主群は50～99㎜であまり成長は見られず、11月には当才魚は全く採集されなくなった。翌年4
月下旬～8月に満1才魚前後で来遊した時は一部の小形魚を除くと、130～199㎜に成長していた。
9～10月に採集された120～170㎜の小形群は前年の後期産卵群に由来するものと考えられる。
満1才魚も11月には湾から姿を消し、次年4月に再出現して、生後ほぼ満2年の4月以降はす
べて200㎜（最大273㎜）を越えた。その後11月まで全長の増加はあまり認められなかった。
　万石浦に出現するコノシロの主群は満2才魚までと考えられるが、松下・能勢（王974）および
Takita（1978a）が満3～4才魚の存在を認めているように、当才魚および満1才魚には小形群が見
られることから、全長200㎜に近い個体には満2才魚が、そして250㎜前後では満3才魚が一部混
合していると思われる。
　全長一体重関係　全長31～273㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝4．284・10『6・X3’137（rニO．9982）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、およ
び250㎜の時の体重はそれぞれ8．1g、70．8g、および143gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　万石浦におけるコノシロの出現は4月から11月までの間に限られた。4～5月
に得られた産卵群と思われる雌のGSIは1．4から16．9に達しており、6月には過半数が10．0を越
えた（図27）。7月から放卵後の個体が出現し、未成熟魚を除くと、8月は放卵後の個体のみと
なった。5月下旬から卵巣内に熟卵が散在した個体が見られ、』このような個体のGSIは9．7以上
であったことから、GSIが10．Oを越えると産卵可能な状態になると推察される。非産卵群のGSI
は調査期間中は常にL9以下であった（図27）。
　卵径の季節変化　松下・能勢（1974）が報告したように、産卵群の卵巣卵は大小2群の卵によ
って構成されていた。図28に大卵群の月別卵径の変化を示した。4～7月に産卵群の卵径は0．4
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㎜以上に発達しており、透明な熟卵あるいはそれに近い状態の卵径はi．O～1．2㎜達していた。
非産卵群の卵径は4～11月の間O．3㎜以下、大部分がα2㎜以下であった。7～8月に放卵後と
思われる個体でもなお0．5～0．6㎜の卵群を有するものがあり、これらのGSI（3．9～5．9）は産卵
群と非産卵群との中間の値を示した（図28）。本種は産卵期間中に2回以上の産卵を行い、卵径
が0．4㎜以上の卵群は数日で完熟状態に達し得ることが知られている（Takita，1978b）。従って、
上記0．5～0．6㎜の卵群は近いうちに成熟するものとみなすことができる。
　精巣の発達　産卵群雄のGSIは4月から7月の間ほとんどが4．Q以上で、雌と同様5～6月に
10．0を越える個体が多く出現した（図29）。放精後の個体は7月から見られ、そのGSIはL2以下
となった。非産卵群のGSIは常に0。4以下であった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　熟卵を持った個体や全長7．3～14．3㎜の仔魚が万石浦で採集されて
いることから、本種が湾内で産卵しているのは間違いない。生殖腺および卵径の変化から考え
ると、本種の産卵期は5月下旬から7月下旬（盛期は6月）で、一部は8月上旬にまで及ぶと推
測される。
　産卵群の全長および年令　図30は5～8月における、産卵群と非産卵群とを区別した雌雄別
全長組成を示す。雌雄の全長組成にはそれぞれ2っの山が見られ、全長150～179㎜を中心とす
る山は満1才魚（一部満2才魚）に、200㎜以上の群は満2才魚（一部満3才魚）に相当すると考え
られる。雌は159㎜から、雄の場合は148㎜から産卵群が出現したが、満1才魚における産卵群
の割合は雄の方が高かった。非産卵群の全長は雌雄ともに190㎜を越えることはなかった。満2
才魚は雌雄においてすべて産卵群を構成したが、雌は雄よりも相対的に大形であった。
　4）性比
　全長別・月別にみた性比を表3に示した。月によって若干の変動はあるものの有意差はなく
（p〈0．05）、調査した限り雌雄は同数とみなされる。
　5）出現時期および移動
　本研究で仔魚が採集されたのは7月上旬から8月上旬であったが、本種は2日ほどでふ化す
る（落合・田中，1986）ので産卵が始まるとみられる5月下旬には仔魚が発生すると考えられる。
当才魚は10月まで見られた。未成魚一成魚は4月下旬～11月中旬の間に出現した。
　6）食性
　全長99㎜までのコノシロではカラヌス目、十脚目幼生、巻貝類（稚貝）、およびハルパクチス
表3．コノシロの全長別・月別にみた性比．
全長（㎜） 性 4－5月　　6－7月　　8－9月　　10－！1月合計
79～199
　　7　　雪　　曹　　一　　　曹　　曹　　一　　曹　　甲　　，　　・　　，　　騨　　一
00～273
　　15　　　　46　　　　11　　　　1
　19　　　　　　　　26　　　　　　　　13　　　　　　　　19
　16　　　　41　　　　5　　　　23
　73
77
85
合計 71　　　　　　　162　　　　　　　　39　　　　　　　　45 317
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目が主餌料と考えられる（付表3）。100㎜を越えてもこれらの餌料はよく利用されているが、デ
トリタス、珪藻綱、および魚鱗の出現頻度が高まった。特に、前2者は200㎜以上の個体で著し
かった。胃の幽門部にある「ソロバン玉」は全長60～70㎜から発達し始めていた。成長に伴な
うデトリタスおよび珪藻綱の出現頻度の上昇はrソロバン玉」の発達と密接な関連があると考
えられる。空胃個体は全長70～199㎜で31．1～45．2％とやや高かった。
（3）サッパ（ニシン科）
　1）成長
　全長組成および年令　月別全長組成を図66に示した。8月下旬に全長80～83㎜の当才魚2個
体が大浜沖の建網に入網し、9～10月には当才魚の入網が増加した。10月における当才魚の全
長モードは90～99㎜で、Gil　and　Lee（1986）が指摘しているように、本種は生後3～4ケ月で生
物学的最小形に達するとみられる（後述）。10月下旬以降、当才魚は万石浦で採集されなかった
ので、湾外へ去ったものと思われる。
　図31では年令群の分離が不明瞭であるが、翌年4月下旬～5月に当才魚は全長100㎜前後で再
出現し、6～7月の全長組成において110～ll9脇に現れた小さな山が満1才魚のモードと推測さ
れる。この時期に140～159㎜に見られる大きな山は満2才魚のモードと考えられる。8～10月
に満1～2才群の組成は合一して単峰型（モード140～149㎜）になるが、これは恐らく満2才魚
は産卵後発死するためであろう。Gil　and　Lee（1986）は韓国西岸において、満3才魚の存在を
報告している。
　全長一体重関係　全長51～186㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y二2．966・10｝5・X3’202（r＝0．9941）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、および
150㎜の時の体重はそれぞれ0．8g、7．5g、および27．5gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　雌のGSIは5月には既に0．93～10．3の範囲にあり、7～8月に向かって相対的に
上昇するが、大部分は13．0以下であった（図32）。6月下旬から7月にかけてGSIが22．3～28．1に
達した個体は完熟（あるいはそれに近い）状態であった。8月には一部あるいは全部放卵の個体
が出現し、それらのGSIは7．7以下に減少した。9～10月のGSIはすべて1．2以下となった。8月
から非産卵群が出現したが、これらは当才魚と判断された。
　図32に示したように、5～8月はGSIが12．7以下の個体がほとんどであった。これらと完熟状
態ゐ個体とではGSIに大きな隔たりが認められ、両者の中間に位置するものは2個体のみであっ
た。コノシロの場合（Takita，1978b）と同様に、サッパにおいても短期間のうちに卵巣が発達し
て、完熟状態に達するのではないかと推察される。
　卵径の変化卵径の月別変化を図33に示した。5月の段階で卵径が0．4㎜以上の個体も存在す
るが、それ以下のものが多く、5月から7月にかけて卵径は0．5㎜に向かって増大すると考えら
れる。完熟状態の卵径は0．8～0．9㎜であった。完熟前の段階では大部分の卵径がO．5㎜1以下で
あったことから、GSIの変化と同様に完熟に向けて卵径が急激に増大すると考えられる。
　精巣の発達　図34に示したように、雄のGSIは5月に8．0～9．Qに達したものもあるが、多くが
3．0以下であった。5，月から7月に向けてGSIは9．0～12．0に上昇する傾向が認められる。8月に
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図35．6～8月におけるサッパ産卵群の全長，組成．黒柱、雌；白柱、雄．
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は明らかに放精後の個体が出現し、GSIは相対的に低下した。9～10月のGSIはすべて0．7以下と
なった。
　3）産卵
産卵期および産卵場所万石浦内で仔魚は採集されていないが、完熟個体が得られているこ
とおよび本種は一般的に湾奥部で産卵すること（田北，19661Gil　and　Lee，1986）により、湾内
で産卵していると判断される。生殖腺の発達状態からみて産卵期は6月上旬～8上旬と推測さ
れる。
　産卵群の全長および年令　6～8月における産卵群の全長組成を図35に示した。雌は全長150
～159㎜群が、雄では140～149㎜群がモードとなっており、雌の方が大形化傾向を示した。160
㎜以上の雄は全く採集されなかった。生物学的最小形は雌で100㎜、雄では95㎜であった。全
長組成の月別変化から推定すると（図31）、生後満1年ですべて産卵に加わり、産卵群は満1～
2才魚で構成されるとみられる。
　4）性比
　全長別・月別性比を表4に示した。6～8月の産卵期には全長130㎜以上の雌が多い傾向が認
められる。また、エ00㎜未満では雄が多いのに対し、それ以上では全長が大きいほど雌が優勢
であるという結果が得られた。韓国西岸でも同様な現象が報告されている（Gil　and　Lee，1986）。
　5）出現時期および移動
　本研究で全長50㎜以下の仔稚魚は採集されなかったが、6～8月に万石浦で仔稚魚が発生す
ると考えられる。当才魚は10月中旬までには湾内から姿を消す。当才魚と満1才魚は普通翌年
5月上旬に再出現し、6月以降それぞれ満1才魚および満2才魚となって10月下旬まで見られた。
　6）食性
　本種では成長に伴う餌生物の変化は顕著でなく、稚魚から成魚に至るまでハルパクチス目、
カラヌス目、ヨコエビ亜目、および異尾亜目幼生などの浮遊性動物が主餌料となっていた（付
表4）。魚鱗の出現頻度は大形個体程高く、餌料としての有用性がうかがえる。植物性胃内容物
は大形個体でしばしば見い出された。空胃個体は全長99㎜以下の小形魚で31．8％とやや高かっ
た。
表4．サッパの全長別・．月別にみた性比．　＊，pく0．05；＊＊，p＜0．OL
全長（㎜） 性 4－5月 6月 7月 8月 9月 10月 A口 計
51～99♀ 0 0 0 1 2 2 5
♂ 2 1 0 1 4 5 13
曽　　曽　　一　　7　　・　　曹　　一　　　需　　層　　『　　一　　一　　　一　　　曹　　甲 噌　　冒　　　，　　，　　・ 一　　曹　　一　　甲　　一　　一　　曾　　冒　　冒　　『　　一　　冒　　曹　　一　　一　　　甲　　曹　　響　　甲　　一　　鵯　　塵　　一　　　－　　　一　　甲　　曹　　冒　　冒　　一　　■　　ロ　　ロ　　，　　辱　　・　　一　　一　　一　　．　　9　　騨　　冒　　冒　　響　　　冒　　　一　　，　　，　　　，　　■　　　冒　　曹　　一　　冊　　一　　　［　　一　　9　　－　　9　　9　　　噂　　，　　曹　　一　　一　　冒　　曹　　一　　　■　　　■　　　臼　　F F　　9　　一　　　一　　甲　　9　　曹　　，　　r　　　甲　　　層　　　，
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（4）マイワシ（ニシン科）
本研究でマイワシは8月13日（1988）に新釜で刺網により1個体（全長219㎜）が得られたのみで
あった。偶発的な出現と考えられる。
（5）力タクチイワシ（カタクチイワシ科）
　1）成長
　全長組成および年令　月別全長組成を図36に示した。全長60㎜以下の当才魚では出現時期の
ずれた2っの山が追跡され、それぞれ春期発生群と夏期発生群に相当するとみられる。春期発
生群は6月に出現し、モードは7月に30～39㎜に見られ、9月には40～491mへ移行した。夏期
発生群は8月に20㎜以下の仔稚魚として出現し、その後成長を続けてll月には主群は30～49㎜
に達したと考えられる。Hayashi（1961，落合・田中，1986より引用）の成長曲線に従うと、万石
浦で8～11月に見られた60～109㎜群は夏期発生群の満1才魚、4～9月のlIO～139㎜群は春期
発生群の満1才魚、そして9～10月に得られた160㎜前後のものは満2才魚と推察される。
　全長一体重関係　全長18～162㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝8．441・1Q－7・X3’415（rニ0．9953）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、および
150㎜の時の体重はそれぞれ0．54g、5．7g、および22．8gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　万石浦で採集された本種の生殖腺重量は雌雄ともにほとんどが0．01g未満で
あった。これらを除くと卵巣重量は0．01～0．63g（GSI　O．15～3．2）、精巣重量は0．03～1．34g（GSI
O．14～7．4）の範囲にあった。
　卵径　卵径は5月および8～9月に採集された3個体（全長86～161㎜）で長径O．5～O。7㎜を示
した他は、すべてO．2㎜以下であった。
　3）産卵
　本種の産卵は200m等深線付近以内の沿岸水域で行われ、東北海区では春期は主として南部に
（小達，1957）、そして初夏には仙台湾にも産卵場が形成される（大方他，1972）。万石浦に出現す
る当才魚の2群はこれらの群に由来するものであろう。
　4）性比
　性別を判定した79個体（全長32～162㎜）にっいて、発生群に関係なく雌雄別個体数をみると、
全長99㎜までは雌：雄＝32：30、100㎜以上では7：10であった。
　5）出現時期および移動
　万石浦では主に仔魚～未成魚が4月下旬から11月中旬にかけて採集された。当才魚の春期発
生群は6月から、夏期発生群は8月から出現した。大方他（1972）および林他（1977）によると、
仙台湾に来遊するカタクチイワシは発生起源を異にする4～5群によって構成されていること
が知られている。
　6）食性
　付表5に示した通り、本種の餌生物はほとんどが浮遊性動物で占められていた。全長39㎜ま
での仔魚ではカラヌス目とハルパクチス目の出現頻度が高く、特に前者は成魚に至るまで31％
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以上の出現率を維持した。ハルパクチス目、蔓脚亜綱幼生、タナイス目、およびクマ目は79㎜
までの小形個体でよく食べられていたのに対し、貝虫亜綱、アミ目、ヨコエビ亜目、コノハェ
ビ目、有扇亜目、および異尾亜目幼生は40㎜以上で出現頻度が高まる傾向を示した。付表4に
示した餌料項目数の変化はカタクチイワシが成長に伴って餌生物の種類を増加させていること
がうかがえる。空胃率は仔魚期には43．9％と高かったが、稚魚期以降は18％余へと低下した。
（6）ウナギ（ウナギ科）
　1）成長
　全長組成および年令　万石浦および河川部で採集されたウナギの月別全長組成を図37に示し
た。1月上旬に針浜川で全長64～89㎜の稚魚4個体が得られたが、これらには黒色素胞が十分
発達していたことおよび9月にも77㎜の個体が志畑川で見られたことから、前年度に遡上した
成長不良群と考えられる。
　3月下旬から4月上旬にかけて万石浦沿岸で56～60㎜のシラスウナギが採集され、河川部に
おいても同じ時期から9月までにやや発育に進んだ稚魚（55～77㎜）が出現した。万石浦付属の
河川は改修が進んでウナギ成魚が生育できる環境が消失しており、時折200㎜未満の若魚が見
られるのみであった。290㎜以上のウナギは猪落で得られた1個体を除くとすべて大浜沖の建網
で漁獲されたものであった。大浜沖では500㎜以上の大形個体が多く、主に春から秋にかけて
入網した。通常1度に入網するウナギは4個体以下であるが、11月上旬に14個体（605～880㎜）
がまとまって漁獲されたことがあった。このことは季節によっては集団で移動する可能性を示
唆している。年令について詳しいことは不明であるが、落合・田中（1986）によると、500㎜以
上の大形魚は満6才以上と推定される。
　全長一体重関係　全長380～880㎜の21個体について全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y－1．066・10－8×31753（rニO．9830）が得られる。これによると、全長400㎜、600㎜、および
800㎜の時の体重はそれぞれ62．1g、284g、および837gとなる。本研究で記録された最大の個体
はll月下旬に得られたもので、全長880㎜、体重1250gであった。
　2）成熟
　生殖腺の発達　生殖腺の観察は少数の個体にっいてしか行われなかったが、全長400㎜以下
のものでは雌雄の判別が困難であった。生殖腺が比較的発達していた例では3月中旬に採集さ
れた880㎜（体重未測定）の雌の卵巣重量は約7gあり、また11月上旬に得られた700㎜（体重400g）
の雄の精巣重量は11gを記録した。
　3）産卵
　産卵群の動態に関して詳しいことは不明である。
　4）性比
　本研究では8個体（全長420～880㎜）の性別を確認したに留まったが、雄は1個体のみであっ
た。
　5）出現時期および移動
　シラスウナギは3月に万石浦に出現し、河川に遡上すると考えられる。既に述べた通り、河
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川では稚若魚しか見られないので、再度湾内に降下して成長するようである。量は多くはない
が、湾内では周年漁獲され、全長500㎜以上の大形個体が多かった。
　6）食性
　全長57～89㎜の稚魚13個体および430～880㎜の未成魚・成魚10個体について胃内容物を調査
した（付表6）。稚魚では2個体がそれぞれハルパクチス目および双翅目幼生を食べており、残
り11個体は空胃であった。未成魚・成魚では1個体で短尾亜目と不明餌生物（カキの軟体部？）が
見られた他はすべて空胃であった、．
（了）マアナゴ（アナゴ科）
　1）成長
　全長組成および年令　月別全長組成を図38に示した。図で扱った材料は葉形幼生を除くとす
べて大浜沖の建網で漁獲されたものである。3月および5月に伸長期幼生9個体（全長88～123㎜）
．が得られた。これらのうち6個体は神明地先の岸壁で灯火に寄って来たところをすくい採られ
た。3月中～下旬には水路部の潮間帯砂礫域でシラス期幼生2個体（35～88㎜）が採集された。
9月から200㎜台の小形個体が建網に入網し始めた。これらは当年群と考えられ、12月に全長
モードは280～299㎜へ移行した。建網で漁獲されるマアナゴは1年越冬群が主体となり、翌年
玉2月には主群は360～399㎜に成長した。2年越冬群は6～7月に400～460㎜に達すると推定さ
れるが、その後の成長はサンプル不足のため追跡不能である。
　雌雄の成長差　各年令群における雌雄の成長差については調査し得なかったが、全長300㎜
以上のサンプルにっいて雌雄の全長組成を図39に示した。全長501㎜の1個体を除くと、雄はす
べて479㎜以下の区分に偏って構成されているのに対し、雌の組成は最大全長まで比較的均一
に分散していた。r性比」の項で述べるように、マアナゴでは雌は雄よりも大形化するとみら
れている（高井，1959；窪田，1961）。
　全長一体重関係　全長208～684㎜の100個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求める
と、Y＝1．663・10『7×3’357（rニ0．9914）が得られる。これによると、全長200㎜、300㎜、400
Hm、500m、600㎜、および700㎜の時の体重はそれぞれ8．8g、34．3g、90。2g、191g、352g、お
よび590gとなる。これは伊勢湾・熊の灘産（Okada　and　Suzuki，1956；窪田，1961）および浜名
湖産（千葉，1980）のマアナゴとほぼ同値である。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣が未発達の場合、腹腔壁に密着しているためその重量を正確に測定するこ
とは難しかった。全長とGSIとの関係を図40に示した。全長300～499㎜では卵巣重量は0．01～
0．8g以下で、GSIは0．59以下であった。500㎜を越える個体では卵巣重量はほとんどが2．Og以上
で、GSIは0．5以上となったが、GSIの最大値は全長684㎜の個体で3．7に過ぎなかった。この個
体の卵径はO．28㎜であったが、他はすべて0．12㎜以下であった。
　精巣の発達　全長400㎜までは精巣重量は0．Olg以下の個体が多かった。約360㎜から0．1g前
後のものが出現するが、最大でも0．4g、GSIは0．31であった（図40）。
　3）産卵
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表5．マアナゴの全長別性比　＊＊，Pく0．OL
全長（㎜〉 300～399　　　　400～499　　　　500～599　　　　600～684．合計
♀♂ 26＊＊　　　　　　　　22　　　　　　　　　　11＊＊　　　　　　　　　2
21＊＊　　　　　　　30　　　　　　　　　　1＊＊　　　　　　　　O
61＊＊
52＊＊
合計 147　　　　　　　　　52　　　　　　　　　12　　　　　　　　　　2 213
窪田（1961）によると、全長901～935㎜のマアナゴで卵巣重量は100gを越え、卵径は0．39～
0．49㎜で熟卵に近い状態になるという。万石浦では700㎜以上の個体は採集されず、産卵群に
関する知見は得られなかった。
　4）性比
　全長400m以上のマアナゴは大部分が雌であったことは図39に示した通りである。性別不明
個体を除く300㎜以上のサンプルにっいて、全長区分別に性比を求めると表5の通りとなる。
300㎜台では雄が多く、4GO㎜台では雌雄ほぼ同数、そして500㎜以上では雌が多いという結果
が得られた。図39に示したように、400㎜を越えると雄の採集個体は急に減少したことから、
雄は成長に伴って順次湾外へ移動する可能性が示唆されるが、これを裏付けるためには仙台湾
産マアナゴの全長組成および性比を明らかにする必要がある。
　マァナゴでは成長と伴に雌の比率が高まり、全長500㎜を越えるものはほとんどが雌であり、
約600㎜以上ではすべて雌であることが知られている（高井，1959；窪田，1961）。ただし、これ
ら2研究では1～2年群でも雌が多いとしている点で本研究と異なっている。窪田（1961）は雌雄
の生息範囲が季節や年級によって相違するだけでなく、変態の完了した直後のある時期の環境
要因によって性が決定されるのではないかと推論している。
　5）出現時期および移動
　変態期幼生は3～5月に来遊する。水路部潮間帯でシラス期幼生が得られていることから、
着底は汀線付近で行われるものと推察される。2年越冬群までは周年万石浦で漁獲された。全
長400㎜を越える個体は順次湾外へ移動すると考えられる。
　6）食性
　付表7に示した通り、マアナゴの餌料として魚類が最も重要な地位を占めており、各全長区
分で42％以上の出現頻度を示した。食べられていた魚類は全部で23種が認められ、中でもカタ
クチイワシ、マハゼ、およびアユの出現頻度が高かった。胃内容物調査に用いたサンプルはす
べて建網で漁獲されたものであったため、同時に入網した他の魚類を捕食した可能性が高いが、
自然条件下でもカタクチイワシおよびハゼ類は本種の好餌となっていることが報告されている
（中村・岩本，1974；宮城水試，1975）。、魚類に次いで利用頻度の高かった餌料は長尾亜目、ヨコ
エビ亜目、短尾亜目、および十腕目であった。餌料項目数は大形個体で減少し、全長500㎜以
上では魚類の他に十腕目が見られたのみであった。空胃率は小形個体で低く、400㎜を越える
個体では40％以上と高くなった。
（8）チ方（キュウリウオ科）
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　1）成長
　全長組成および年令　万石浦での本種の産卵期は3月と考えられるが、4～8月の間に仔稚
魚は採集されなかった。9月になって全長75㎜の当才魚が採集された（図41）。当才魚はその後
12月に100～119㎜、翌年3月には満1才で120～129㎜となって湾内から姿を消すと考えられる。
9月には100～119㎜の満1才群が再出現し、徐々に成長して次年3～5月には満2才で主群は
160～169㎜となった。満2才魚は満1才魚と同様夏期に見られなくなるが、10～11月に180～
190㎜の個体が若干採集された。3月に採集された196㎜の個体は満3才魚の可能性がある。
　雌雄の成長差　本研究で扱った全サンプル（性別を判定しなかった全長75㎜の1個体を除く）
にっいて全長組成を求めると、図42の通りである。当才魚および満1才魚に相当する全長149㎜
までは雄の方が雌よりも相対的にやや大きいと言えるが、満2才魚以上では明らかに雌の方が
大形化する傾向が認められる。特に180㎜以上の個体はすべて雌であった。チカの雌は成長に
伴って雄よりも大きくなることは柳川（1980）およびYanagawa（1981）によって報告されている。
　全長一体重関係　全長106～196㎜の70個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求める
と、Y－0．263・10ロ6×3’157（rニ0．9754）が得られる。これによると、全長100㎜、150㎜、お
よび200㎜の時の体重はそれぞれ5．4g、19．6g、および48．5gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　10～5月における卵巣の月別GSIの変化を図43に示した。10月にGSIは0．38～1．2
に過ぎないが、その後片対数グラフ上で直線的に増加し、1月に5．0以上、2～3月にはほとん
どの個体で1LO～27．5の範囲に達した。3月下旬から放卵後の個体が出現し、これらのGSIは
1．0以下に低下した。本種の卵巣は左葉のみが発達し、右葉は退縮していた。
　卵径の季節変化　10月における卵径は0．2㎜前後であるが、1月にO．5～O．75㎜、2～3月に
はほとんどが0．8m以上に増大し、GSIが20．Oを越える完熟直前の個体ではLG～L　l㎜となった
（図44）。放卵個体の卵巣内に残存していた完熟卵の卵径はL2～1．4㎜で、L2㎜前後で放卵さ
れると思われる・
　精巣の季節的変化　図43に示した通り、精巣のGSIは10月から11月にかけて急激に増大し、
12月にGS1の最大値は12．2でピークを形成した。その後GSIは低下し、3月下旬から放精個体（GSI
は1．6以下）が出現した。雄の場合、雌より3ケ月程前にGSIのピークが見られ、雌のピークとは
大きなずれがある。なお、精巣の左葉はよく発達するが、右葉は細く左葉長の3分の1程度の
長さであった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　放卵個体が3月下旬に出現し、4月以降はすべて産卵後の個体とな
ることから、産卵は3月中～下旬に集中的に行われるものと思われる。万石浦では完熟魚およ
び仔魚が得られていないが、完熟直前および放卵直後の個体が採集されていることにより、湾
内で産卵していることは間違いない。
　産卵群の全長および年令　2～4月の全長組成によると（図41）、120㎜台と150～199㎜の2群
に分離しているが、GSIおよび卵径から判断するとこれらはともに産卵群であった。浜田（1956）
に従うと、小形群は満1才、大形群は満2～3才とみなされる。150～169㎜にモードが見られ
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表6．チカの全長別性比．　＊＊，p＜0．OL
全長（㎜） 106～119　　　　120～149　　　　150～196合計
♀♂ 5　　　　　29　　　　　69＊＊
　　　　　21　　　　　12＊＊
103＊＊
9＊＊
合計 11　　　　　50　　　　　81 142
ることから、産卵群の主体は満2才魚と考えられる。
4）性比
全長106㎜以上の142個体について全長区分別に性比を求めると、表6の通りである。106～
149㎜の個体は当才魚および満1才魚によって構成されると考えられ、これらの性比は雌雄同数
とみなされる。大部分が満2才魚によって構成されると思われる150皿以上の群では明らかに雌
が雄より多いという結果が得られた。
　出現時期および移動　成魚は万石浦で9月下旬から5月中旬の期間に限って採集されたこと
から、夏期は湾外で過ごしていると考えられる。仔稚魚は4月から湾内で発生するとみられる
が、当才魚はほとんど採集されなかったので、遊泳力がつくと直ちに湾外へ出るものと思われ
る。翌年満1才魚の一部は産卵群として再来遊する。
　6）食性
　本研究で胃内容物を調査したチカは全長106～196㎜の成魚であった。これらの餌生物はほと
んどが浮遊性動物で占められており、特にヨコエビ亜目、ハルパクチス目、アミ目、カラヌス
目および異尾亜目幼生の出現頻度が高く、一部の動物群のみを多食するという傾向はみられな
かった（付表8）。空胃率は全長による差はなく、全体で54．2％であった。
（9）アユ（アユ科）
　1）成長
　全長組成および年令　アユは万石浦本体および針浜川と志畑川の感潮域で採集され、これら
の月別全長組成を図45に示した。11～5月の間に全長21．0～44．O㎜のシラス型仔魚が神明で灯
火に寄って来たところを採集された。4～5月には60～109㎜の稚魚が大浜沖の建網に入網し、
5～6月には感潮域で50～79㎜の稚魚が採集された。8～9月になると180㎜以上の個体が出現
していることから夏期における急速な成長がうかがえる。最大個体は9月に得られた268㎜の雌
であった。9－10月に針浜川感潮域で見られたものはすべて婚姻色が発現していた。
　全長一体重関係　全長32～232㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝6．263・10－7×3『496（rニ0．9934）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、150㎜、
および200㎜の時の体重はそれぞれO．55g、6．2g、25．4g、および69．5gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　4～8月の間卵巣は未発達でGSIは0．5以下であったが、10月には8．1から16．1に
上昇し、11月に得られた完熟個体では17．8に達した（図46）。アユの卵巣は8月から10月にかけ
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図46．アユ雌雄におけるGSIの月別変化．生殖腺重量が0．01g未満の
　個体を除く．黒丸、雌；白丸、雄．
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て急速に発達すると考えられる。卵巣右葉は発達が悪く、重量で左葉の20％前後であった。
　卵径の季節変化　4～8月における未成熟魚の卵径は0．1皿n以下であったが、10月には0．6㎜
～O．7】皿に増大した。11月に見られた熟卵では1。0㎜に達した。
　精巣の発達　6月まで精巣は未発達で、その重量はすべて0．01g未満であった。8月にGSlは
1．7～2．0、9月には4．0～10．5へと増大し、完熟個体（GSI6．5～6．8）が出現した（図46）。10月
に調査した3個体はすべて完熟状態で、GSIは6．0～8．8であった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　完熟卵巣を持った雌は11月に1個体が採集されたのみであったが、
この時期に既に仔魚（全長21．0～28．3㎜）が得られていることから、万石浦産アユの産卵期は10
月上旬～11月上旬と考えられる。万石浦に流入する河川の水量、水質（汚染度）、および成魚の
出現状況から判断すると、産卵場所は針浜川感潮域に限定される。
　産卵群の全長および年令　8～11月に採集された成魚にっいてみると、雌の全長は111～210
㎜、雄の場合は122～268mで、222㎜以上の3個体はすべて雄であった。通常のアユと同様、満
1年で産卵・艶死するとみられる。
　4）性比
　雌雄を判別した73個体（全長40～268㎜）にっいてみると、雌41個体、雄32個体で、性比は基
本的に雌雄同数と考えられる。
　5）出現時期および移動
　採集されなかった月もあるが、周年万石浦本体あるいは河川部に生息していると判断される。
河川部で本種が見られるのは針浜川および志畑川のみで、これらの河川でも改修により生息で
きる環境は前者では下流部、後者では感潮域に限られている。針浜川下流部で見られるアユは
小形個体が多いが、常に河川に留まっているのではなく、増水あるいは渇水などの条件により
河川と湾の間を出入りしているようである。満潮時に感潮域で大形個体が摂餌しているのが観
察されるので、大形個体は主に湾内で生活していると考えられる。
　6）食性
　アユの胃内容物組成を付表9に示した。全長99㎜までの稚魚一若魚では異尾亜目幼生の出現
頻度が最も高く、その他ヤムシ綱、カラヌス目、およびハルパクチス目などの浮遊性動物で占
められていた（河川で得られた個体を除く）。100㎜以上の個体では付着藻類が主食となってい
ると考えられるが、魚鱗および小甲殻類も認められた。河川で採集されたアユにっいてみると、
双翅目およびカゲロウ目の幼生あるいは成体が出現した。稚魚から成魚に至るまで空胃個体が
多く、全体で51．7％に達した。
（10）シラウオ（シラウオ科）
　1）成長
　全長組成および年令　シラウオの月別全長組成を図47に示した。6～8月に全長24㎜から40
㎜台の稚魚が出現し、10～11月に501m台、翌年3～5月には80～108㎜に成長した。冬期に良好
な成長が認められる。6月以降成魚が見られないことから満1才で産卵して死亡すると判断さ
一103一
れる。
　雌雄の成長差本種の雌は雄より大形になるとされている（片岡，1965；平川，1991；Saruwa－
tari　and　Okiyama，1992）が、本研究では調査個数が少なかったためか、雌雄のサイ’ズ差は見ら
れなかった。
　全長一体重関係　全長24～108㎜の45個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝1．642・10－6×39082（r＝0．9911）が得られる。これによると、全長25㎜、50㎜、75㎜、お
よび100㎜の時の体重はそれぞれ0．03g、0、28g、0．99g、および2．40gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　11～1月における卵巣はまだ未発達で、その重量は0．01g以下（GSI3．0以下）で
あったが、3月と5月に採集された成熟4個体ではGSIは18．3～24．5に達していた。放卵後の1
個体ではGSIは5．2に低下していた。卵巣は1月から3月にかけて急激に発達するものと思われ
るが、右葉は未熟状態で、その重量は左葉の20％前後であった。
　卵径の季節変化　12～1月における卵径は0．15～0．20㎜であった。3月と5月に見られた成
熟卵では0．8～0．9㎜に増大していたが、右葉の未熟卵は0．40～0．45㎜で、放卵後の個体にもこ
の未熟卵が残っていたことから、右葉卵は未排出に終わると判断される。
　抱卵数全長101～107㎜の4個体において成熟卵の数は1800～2400粒と推定された。福島県
松川浦産の体長100㎜前後のものでは抱卵数は約2800粒と見積もられている（平川，1991）。
　精巣の発達　雄については未熟あるいは放精後と思われる個体しか得られず、精巣重量はす
べて0．01g以下（GSI　O．67以下）であった。放精後と思われる個体は4～5月に見られた。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　生殖腺の発達状態から判断するとシラウオの産卵期は3～5月と推
定される。万石浦における本種の産卵場所は明らかにされていないが、八郎潟（片岡，1965）お
よび十三湖（富士他，1976）の例を考えると、河川水の影響のある志畑川以東の湾奥部が有力視
される。
　産卵群の全長および年令　3～5月に採集された満1才に達したシラウオの全長は雌101～
107㎜および雄95～108㎜であった（図47）。
　4）性比
　雌雄を判別した43個体（24～108㎜）についてみると、雌22個体および雄21個体であった。調
査個体数が少ないが、湾内におけるシラウオの性比は基本的に雌雄同数と考えられる。
　5）出現時期および移動
　全長約40㎜までの稚魚は6～8月の間に出現した。2月にサンプルが得られなかったが、本
種は周年万石浦に生息すると判断される。一部は湾外へも移動すると推測されるが、その動態
については不明である。
　6）食性
　付表10に示した通り、空胃率は全体で約70％と高かったが、胃内容物はすべてカラヌス目お
よびアミ目などの浮遊性小動物であった。
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（11）シロザケ（サケ科）
　1）成長
　全長組成および年令　1月下旬から全長40㎜台の稚魚が出現し、月を追うごとにより成長し
た個体が増加した（図48）。4月に稚魚の主群は70～99㎜に成長し、5月には湾内から姿を消し
た。岸近くで灯火採集およびたも網・投網採集で得られた個体はすべて全長70ml未満であった
のに対し、大浜沖の建網に入網したものは大形個体が多かった（図48）。シロザケ稚魚は成長す
るにっれて岸から離れて行動するこ、とがうかがえる。万石浦を出た稚魚は100㎜前後になって5
～6月に北上回遊に移ると考えられている（宮城水試，1984）。一方、親魚（全長550～760㎜）は
少数ながら10月上旬から1月上旬にかけて建網で漁獲された。
　万石浦の付属河川は流量に乏しく、シロザケの産卵に適した場所は見当たらないため、再生
産は困難と考えられていたが、1992年2月22日に針浜川の淡水域で約40個体の稚魚が群泳しで
いるのが確認された。4月3日および12日にはスモルト化して感潮域上部に留まっていたが、
4月25日には全く見られなくなった。2月22日（2個体）および4月12日（5）に採集したサンプル
の全長範囲はそれぞれ39～40㎜および53～70㎜であった。
　全長一体重関係　万石浦に出現する80個体（全長40～105㎜）の当才魚について、全長（X）一
体重（Y）関係式を求めると、Yニ2．152・10－5×2’722（r・0．9907）が得られる。これによると、
全長50㎜、75㎜、および100㎜の時の体重はそれぞれ0．91g、2．7g、および6．Ogとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　lO～1月に親魚として来遊したシロザケの生殖腺はよく発達しており、雌3
個体のGSIは16．3～22．6で、1雄2個体では2．6～生・6であった。1月に漁獲された雌の卵は過熟状
態に至っていた。　　　　　　　　，
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　前述したように、針浜川で再生産が行われることもある（推定11月）
が、これは稀な事例と考えられる。このような例外を除けば、万石浦に出現するシロザケ稚魚
は他の河川、例えば北上川あるいは鳴瀬川・吉田川水系から降海してきたもの（宮城水試，1984）
と判断される。
　4）性比
　1～4月に採集された稚魚82個体の性比は、雌：雄＝36：42であった。親魚にっいては雌4
個体および雄5個体であった。
　5）出現時期および移動
　稚魚は1月下旬から4月下旬に、親魚は10月上旬から1月上旬に出現した。胃内容物調査の
結果から稚魚は万石浦を摂頷・生育の場として利用していることは疑いがないが、親魚の場合
は迷入的要素が強い。
　6）食性
　付表11に示した通り、万石浦本体で採集された全長40～69㎜のシロザケ稚魚の胃内容物は浮
遊性動物および陸生昆虫類によって構成されており、餌料の項目は豊富であった。中でもヨコ
エビ亜目、ハルパクチス目、およびカラヌス目の出現頻度がそれぞれ調査個体の60％以上と高
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かった。空胃は44個体中わずか1個体（2．3％）に過ぎなかった。針浜川で採集された稚魚5個体
（53～70㎜）については、双翅目幼生および成体（各5例）、カゲロウ目幼生（4）、トビケラ目幼生
（2）、カワガラ目幼生（1）、およびトンボ目幼生（1）が食べられており、胃の充満度は高かった。
　70～105㎜に成長すると、主餌料は上記稚魚と大差ないが、餌料項目が半減し、特に昆虫類
は見られなくなった（付表11）。このサイズでは空胃率は31．6％に上昇した。親魚8個体では1
個体がイカナゴ仔魚を捕食していたのみで、他は空胃であった。
　宮城水試（1984）は、シロザケ稚若魚が沿岸で成長するに従い大形餌料を選択的に捕食するよ
うになることを指摘している。本研究では全長70㎜以上の個体において空胃率が上昇すること
を示したが、これは万石浦の餌料条件は稚魚にとって好適であるが、成長に伴って稚魚の餌料
要求を満たさなくなってくることを物語っている。5月以降稚魚が湾内から姿を消したことは
湾外に摂餌の場を求めて移動したと判断される。宮城県沿岸では4月下旬から5月下旬にかけ
て尾叉長120m前後のサイズで当才魚は沖合へ移動することが知られている（宮城水試，1984）。
（12）ギンザケ（サケ科）
本研究でギンザケの採集は1987年11月17日に万石橋付近で弱っているところをすくい採られ
た1例（全長146㎜）のみであった。これは牡鹿半島の海中生簑から逃逸してきたものと考えら
れる。
（13）サクラマス（サケ科）
本研究でサクラマスは1988年12月5日に大浜沖で若魚1個体のみが採集され、全長は170㎜で
あった。木曽（1984）によると、宮城県沿岸では尾叉長107～322㎜の若魚が早い年では11月から
翌年6月（盛期は4～5月）にかけて出現することが知られている。本研究で得られた個体は早
期に降海したものとみなされるが、万石浦の付属河川にはヤマメは生息しないので他河川から
降海した個体と言える。
（14）ギンブナ（コイ科）
本研究でギンブナは1991年11月23日に流留排水路で全長68～70㎜の2個体が採集された。こ
の排水路にはドジョウおよびモツゴも生息するため、これらの精子を利用して処女生殖してい
ると推測される。
（15）モツゴ（コイ科）
　1）成長
全長組成および年令　モツゴは流留排水路に生息しており、その月別全長組成を図49に示し
た。7月に全長11～32㎜の稚魚が採集され、8月には全長範囲は16～41㎜に変化した。9月以
降は4Q㎜以上の個体が増加するため、満1才魚と思われるものとの区別が困難となった。11月
には大部分が30m以上となるが、冬期に成長が停滞し、翌年4月には生後満1年で3Q～50㎜余
りに達すると考えられる。9～11月に採集された個体のうち45～54㎜の一部と55㎜以上の全部
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は満1才魚と推定される。
　中村（1969）によると、本種の雄は生後満1年で全長50～70㎜、雌は40～50㎜に達するとされ
ている。本研究で取り扱ったモツゴは明らかにこれより成長が劣っているが、この原因として
冬期の低水温と水質の汚濁が挙げられる。
　雌雄の成長差　当才魚群について各月の全長組成を見ると（図49）、雄の組成は雌の場合より
相対的に大きい方へ偏っている傾向が認められる。また、本研究で得られた雌雄の最大全長は
それぞれ65㎜および71㎜であった。中村（1969）が本種の雄は雌よりも成長が良いとしているこ
とは上記の通りである。
　全長一体重関係　全長11～71㎜の70個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、r
Y＝6．152・10－6×3404（r＝0．9959）が得られる。これによると、全長20㎜、50㎜、および70
㎜の時の体重はそれぞれO．07g、1．2g、および3．3gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　7月から9月の間卵巣重量は0．01g未満であったが、10～11月にはこれ以上のも
のが増加し、GS1はL7～7．3を示した（図50）。1月以降卵巣重量はすべて0．Olg以上となり、
3月のGSIは3．1～8．6、4月には4．9以上に上昇して最高は16．1に達した。
　卵径の季節変化　モツゴの卵巣卵は楕円形を呈し、卵径が増大を始めると比較的大形な卵群
と他の小形卵群とに分れるようになった。図50に卵径（大形卵の長径）の月別変化を示した。9
月まで卵径は0．1㎜以下であるが、10月に一部がこれを越え、中には0．7mを示すものも見られ
た。11月にはすべての雌において0．13～O．9㎜に増大した。その後3月までほとんど変化はなか
ったが、4月になると0．6～L3㎜に達した。モツゴのGSIおよび卵径の月別変化をみると、秋か
ら比較的高値を示すことが特徴的で、9～10月および3～4月の2時期に卵巣の急な発達があ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽ることがうかがえる。
　精巣の発達　精巣重量は周年を通して大部分が0．01g未満で、11～4月の間に一部でO．01～
0．02g（GS10．40～2．5）を示すに留まった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　本種の成熟卵径は1．5～1．8㎜であり（青柳，1957）、本研究では4月中
旬に径1．3㎜の卵群を有する個体が見られたことから、流留排水路では4月下旬に産卵が開始さ
れると推測される。また、10月下旬に全長20㎜余りの稚魚が採集されているが、このサイズに
達するまで約2ケ月を要する（中村，1969）とすると、産卵は少なくとも8月中旬まで続くと思わ
れる。
　産卵群の全長および年令　3～4月に得られた雌雄の最小個体はそれぞれ全長28㎜および26
㎜で、すべての雌において卵径は0．6㎜以上となっていた。従って、雌雄ともに生後満1年で全
長約30㎜以上に達して成熟するとみられる。
　4）性比
　性別を判定した108個体（全長20～71㎜）にっいて、全長区分別に性比を求めると表7の通り
である。全長49㎜までは明らかに雌が雄よりも多いが、50㎜以上では逆に雄の方が多かった。
っまり、当才魚では雌が多く、満1才魚では雄が多いと換言できる。後者においては産卵後の
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表7．モツゴの全長別性比．＊，p＜0．05；＊＊，p＜0．01．
全長（㎜） 20～49　　　　　　50～71合計
♀♂ 76＊＊　　　　1＊
4＊＊　　　　7＊
77＊＊
1＊＊
合計 100　　　　　8 108
生残率は雄の方が高いと解釈できるが、前者で雌が卓越する理由は不明である。
　5）出現時期および移動
　本種が見られる流留排水路は水が停滞しやすいために、浮泥などによりかなり汚濁が進んだ
水域である。5～6月は増水によりサンプルが得られなかったが、増水は水を浄化し、生息域
を拡大させるので、本種の産卵および仔魚には好都合であろう。本研究で得られた資料でみる
限り、大部分が産卵後死亡し、一部が秋まで生き残ると考えられるが、採集用具がたも網であ
ったため、大形魚が採集されなかったという懸念は否めない。生後満2年で産卵する全長80㎜
以上の大形魚（中村，1969）が生息するかどうかは今後の調査を要する。
　6）食性
全長11～71㎜の143個体にっいて、胃内容物組成を付表12に示した。双翅目幼生および浮泥状
有機物は仔魚から成魚まで高い出現頻度を示した。これらの他、榛脚亜綱は24㎜までの仔稚魚
で有用な餌生物となっていた。付着藻類は20㎜から出現したことからこのサイズで雑食性を示
すようになるとみられる。空胃率は全体で3．5％に過ぎなかった。
（16）ウグイ（コイ科）
　1）成長
　全長組成および年令　本研究では計9個体のウグイが採集された。そのうち6個体（全長56～
70㎜）は1～2月に針浜川感潮域から得られたもので、当才魚とみなされる。同時期のマルタ当
才魚の全長モードは9Q～104㎜である（図51）ことからウグイの方が成長が劣っていると言える。
他の3個体（197～290m）は4～8月の間に大浜沖の建網に入網した。なお、万石浦の付属河川
でウグィの産卵は全く行われていないので、湾内に出現するウグイはすべて湾外の他河川から
の降海型と判断される。
　2）成熟
　精巣の発達　4～8月に得られた3個体はすべて雄で、婚姻色が発現していたが、8月上旬
に採集された1個体（全長197㎜）の精巣は未熟状態（GS10．07）であった。4月上旬～5月中旬に
採集された他の2個体（274～290㎜）のGSIは1．4～3．5で、これらは産卵群と思われる。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　広瀬川・名取川水系では降海型ウグイの産卵期は4月下旬～5月中
旬とされている（中村，1976）。本研究では極めて断片的な資料しか得られなかったが、県内で
は同時期に産卵するものと考えられる。マルタの場合と同様に、万石浦に出現するウグィの再
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生産は北上川あるいは鳴瀬川・吉田川水系でなされていると推測されるが、具体的な報告は見
当たらない。
　4）性比
　本研究で採集された9個体のうち、性別を判定できたものは7個体（全長62～290㎜）で、雌2
個体および雄5個体であった。
　5）出現時期および移動
　近縁種のマルタは万石浦で極めて普通に見られるのに対し、ウグイは稀にしか採集されなかっ
た。本研究で稚魚が得られているが、稚魚が定期的に来遊しているかどうかは不明である。
　6）食性
　ウグイの消化管からは藻類、表在性ベントス（ヨコエビ亜目および貝虫亜綱など）、および陸
生昆虫（双翅目）が見い出された（付表13）。ウグイに関する資料が乏しいので、即断はできな
いが、万石浦でウグイはマルタと同様な食性を示すと推測される。
（1了）マルタ（コイ科）
　1）成長
全長組成および年令　マルタの月別全長組成を図51に示した。本研究で扱った最小個体は7
月中旬に水路部入口（佐須〉で採集された全長27㎜の2個体であった。7月中旬から8月にかけて
30～60㎜の稚魚が針浜川および猪落川の河口域に集群するようになった。10～11月には主群は
80～99㎜に達するが、その後あまり成長は見られず、満1才となる翌年の5～6月で105～134㎜
となった。その後の成長については、資料が断片的であるため年令群ごとに追跡することは困
難であったが、6月の組成に基づいて年令一全長関係を推定すると、生後満2年で約200㎜、
満3年で約300㎜、満4年で約400㎜となり、500㎜を越える個体は5～6年を要すると思われる。
　興味あることは満1才魚は9月以降採集個体数が減ったこと、8～10月の間は20Q㎜以上の個
体があまり採集されなかったこと、および11～4月は300㎜以上の個体が増加するが、4月から
400㎜以上の個体は減少したことである。これらの3点を換言すると、1）万石浦のマルタでは満
1才魚は夏以降湾外へ移動をする、2）高水温期に当才魚以外は湾外で過ごし、水温が低下する
と湾内に再来遊する、および3）約400㎜以上の産卵群は4月から湾外へ去る、という生活パター
ンを持っていると推察される。
　中村（1969）は、マルタは満1年で（全長？）60～100㎜、満2年で150～200㎜、そして満3年で
300血以上に達すると述べている。本研究で推定した限りでは、万石浦のマルタは満3年まで中
村（1969）の報告とほぼ同様な成長を辿ると思われる。
　河口域と離岸域における全長組成　7～12月の間に志畑川、針浜川、および猪落川の河口域
と離岸域（大浜沖）で採集された当才魚の全長組成を図52に示した。河口域では主に投網で、離
岸域では建網で採集を行った。7～8月は両水域における全長組成に明らかな相違が認められ、
河口域では主に30～69㎜、離岸域では60～94㎜の魚群によって構成されていた。9～10月には
河口域では依然69㎜以下の稚魚が多いが、全長範囲が拡がり離岸域のものと広く重複するに至
った。11～12月に河口域でのサンプル数が僅かとなったが、これは投網による採集が行われな
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かったためで必ずしも魚がいなくなったことを意味しない。
採集具の選択性の問題として、建網（袋網の目合15㎜）では小形魚は採集されにくいという事
実がある。しかしながら、河口域で7～8月には全長69㎜以下の稚魚しか投網で得られなかっ
たことはより大形稚魚がほとんどいなかったと解釈できる。湾外から万石浦に来遊した稚魚は
まず河口域に集まり、そこで生育するが、成長の良いものから河口域を離れていくと推測され
る。
　雌雄の成長差　本研究で得られた雌雄の最大全長はそれぞれ560㎜および490㎜で、500㎜以
上の個体はすべて雌であった。雌は雄よりも成長が良いと言うよりは雌の寿命が長いと推測さ
れるが、何らかの理由により大形の雄は万石浦に来遊しないという可能性も考えられる。
　全長一体重関係全長27～560㎜の100個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求める
と、Y＝5．ll5・10－6×3’098（r＝0．9914）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、300
㎜、400㎜、および500㎜の時の体重はそれぞれ＆Og、68．7g、241g、588g、および1，174gとな
る。
　2）成熟
　卵巣の発達　図53に示したように、6月から10月の間GSIはQ．42以下（放卵個体を除く）であっ
たが、11月に1．2以上の個体が出現し、産卵群と非産卵群とに明瞭に分離した。産卵群のGSIは
月を追うごとに徐々に増加し、翌年4－5月には10．0以上に達するようになった。5月下旬か
ら放卵後と思われる個体が出現し、それらのGSIは0．6～1．0の範囲にあった。一方、非産卵群
のGSIは常に0．6を越えることはなかった。なお、本来なら産卵群に含められるべきもので3月
にGSIが0．9と低い値を示す個体が見られたが、これは痩せて肝臓が槌色した病的な状態にあっ
た。婚姻色を呈する個体の中には明らかに産卵群と思われないものも混在しており、婚姻色の
有無で産卵群と非産卵群とを区別することは困難であった。
　卵径の季節変化　6～10月における産卵群の卵径はO．3㎜以下（放卵個体を除く）であったが、
11月以降産卵群の卵径はすべて0．8m以上に増大し、4～5月には1．3～2．0に達した（図54）。放
卵後の個体では卵径は0．3～0．6㎜、そして非産卵群では常にO．5㎜以下であった。
　中村（1969）によると、本種の完熟卵径は1．8～2．O㎜であることから、4月に卵径がL7～2。0
㎜となっていたものは産卵真近い個体とみなされる。
　精巣の発達　雄の場合、GSIにおける産卵群と非産卵群との分離が明瞭でなかったが、雌と
同様11月からGSIが0．5以上を示す個体が出現し、GSIは4月に向かって増大した（図55）。3－4月
にGSIが1．0以上（精巣重量5．2g以上）を示す個体は産卵群、そして0．7以下（3。7g以下）のものは
非産卵群と判断された。雌では5月下旬から放卵後の個体が出現したが、雄の場合、放精直後
の個体は認められなかった。婚姻色にっいては、雌と同様に非産卵群でも発現しているものが
見られた。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　生殖腺の発達および卵径の変化から考えると、マルタの産卵期は4
月下旬から5月にかけてと推定される。中村（1976）によると、広瀬・名取川水系における本種
の産卵期は4月下旬～5月中旬である。万石浦に出現するマルタの産卵場所は不明であるが、
地理的にみて北上川水系で産卵する可能性が最も高い。
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　産卵群の全長および年令　3～5月におけるマルタの全長組成を図56に示した。雌では全長
420㎜以上の個体はすべて産卵群で、それに達しないものは非産卵群とみなされた。雄の場合、
380㎜から産卵群が出現したが、非産卵群は420㎜まで認められた。本研究でみる限り、雄は雌
より小形で産卵群に加入し、雌雄ともに420m以上の個体はすべて産卵群とみなすことができ
る。雌雄ともに生後満4年で成熟に達すると思われるが、中には満5年を要するものもあり、
その割合は雌の方が高いと判断される。
　荒川（埼玉県）および那珂川（茨城県）の産卵場に集まるマルタの全長は350～450㎜と報告され
ている（中村・望月，1953；中村，1969）。中村（1969）は多摩川（東京都）産の全長361～412㎜の雌
は成熟状態にあったと述べている。これらの報告と比較すると、万石浦に出現するマルタは関
東産のものより大形化し、雌雄の生物学的最小形も大きいと言えるようである。
　4）性比
　全長lOO㎜未満の個体は生殖腺が未発達で雌雄の判別が困難であった。100㎜以上のサンプル
にっいて全長区分別に性比を調べると表8の通りである。399㎜までは雌雄同数とみなされる
が、それ以上の大形個体では明らかに雌の方が多かった。大形個体において雌が卓越する理由
にっいてははっきりしない。
　5）出現時期および移動
　7月中旬からマルタ稚魚は湾外から万石浦へ来遊し、河口域に集まるようになる。1年を湾
内で過ごした後、大部分が湾外へ移動すると考えられる。満2才以上のマルタも夏には湾内で
あまり見られなくなり、11月に水温が下がると再出現する。産卵群は4～5月に産卵のために
湾外へ去る。
　6）食性
　全長27～560㎜の465個体について～胃内容物組成を付表14に示した。全長99㎜まではハルパ
クチス目、陸生昆虫類、鱗、巻貝類、およびアミ目が主要餌料となっているが、成長するに
っれて緑藻綱、多毛綱、およびヨコエビ亜目の出現頻度が高くなった。巻員類は100～300㎜の
個体でよく利用されていた。緑藻綱については250㎜以上の大形個体で出現頻度が高く、アナ
ァオサが消化管に充満している場合が多かった。利用度は高くないが、有扇類およびコノパェ
ビ目はすべての全長区分にわたって出現した。40Q㎜以上の個体に出現したハルパクチス目、
貝虫亜綱、およびタナイス目などの小型甲殻類は海藻と一緒に取り込まれた可能性がある。マ
ルタの体表には多数のウオジラミ類が寄生していることがあったが、これが捕食されていたの
が4例観察された。
表8．マルタの全長別性比．＊，P＜0．05；＊＊，P＜Q．OL
全長（㎜） 100～199『00～299300～399400～499500～560合計
♀♂ 16　　　　　　　　30　　　　　　　43　　　　　　　　62＊　　　　　　　10＊＊
8　　　30　　　36　　　41＊　　　0＊＊
161＊
25＊
合計 34　　　　　　　　60　　　　　　　　79　　　　　　　　103　　　　　　　10286
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空胃率は全体でみると23．0～33．8％（全体平均28．4％）を示したが、全長区分によって大き
な変化は見られなかった。
倉田、・飯村＜1954）および片岡（1965）によると、マルタの餌生物は付着藻類｛水生昆虫、小型
甲殻類、二枚貝類、および多毛類とされているが、詳しい食性調査はなされていなかった。本
研究で万石浦産マルタは典型的な雑食性を示し、成長するに従って緑藻類をよく摂餌すること
が明らかになった。
（18）ドジョウ（ドジョウ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ドジョウは流留排水路で採集された他、針浜川での生息も若干確認し
たが、後者のサンプルを確保しなかった。前者の材料について全長組成の月別変化を図57に示
した。7月に全長15～59㎜の当才魚群の山が出現し、モードは30～39㎜に見られた。8月にモ
ードは40～49㎜へ移行し、成長の良いものは80㎜に達した。9月から10月にかけて全長範囲に
変化は見られないが、モードは51～59㎜へ移った。翌年4月から60㎜を越える個体が増加し、
5月（生後満1年）には52～93㎜に成長した。8月および4月に得られた109㎜および90～126㎜
の大形個体はそれぞれ満1才魚および約満2才魚と推定される。
　本種は生後満1年で体長80～100㎜（推定全長93～116㎜）に達する（宮地他，1976）とされており、
これと比較すると流留排水路での成長は不良である。
　雌雄の成長差　当才魚の雌雄にっいて、8月から翌年6月までの月別平均全長の変化を図58
に示した。8月から4月までは雌雄差はほとんどないとみなされるが、全長60㎜を越える頃か
ら雌は雄よりも大きくなると考えられる。本研究で得られた雌雄の最大全長はそれぞれ126㎜
および106㎜であり、成長に伴って雌が大形化することは確かであろう。落合・田中（1986）に
よると、体長90㎜までは雌雄差がほとんど見られないが、これ以上で明らかになるとされてい
る。流留排水路では成長が良くないので、小さい全長で雌雄差が発現するのかもしれない。
　全長一体重関係　全長15～126㎜の80個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝4。838・10”6×2・993（rニ0．9956）が得られる。これによると、全長30㎜、60㎜、90㎜、お
よび120㎜の時の体重はそれぞれO．13g、1．Og、3．4g、および8．1gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　9月から3月まで卵巣重量は0．01g未満のものが多く（最大0．02g）、GSIはL4以
下に留まっていた（図59）。4～5月になるとGSIが2．6～1L8を示す卵巣の発達した大形個体が
見られ、これらは産卵群と考えられた。その他の小形雌は非産卵群とみなされ、GSIは4月以前
のレベルと変わらなかった。8月中旬に放卵後の個体が得られ、そのGS1はL7であった。
　卵径の季節変化　3月まで卵径はすべてG．1皿以下であった。4～5月に産卵群では0．4㎜以
上、最大は0．8㎜に達した（図59）が、非産卵群では1個体が0．2㎜で、その他はすべて0．1㎜に達
しなかった。放卵後の個体では0．3㎜の卵群が残っていた。
　精巣の発達　3月まで精巣重量はすべてα01g未満であった。4～5月に0。Ol～0．1gのものも
見られたが、GSIの最高は0．91に過ぎなかった（図59）。
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3）産卵
　産卵期および産卵場所　本研究では4月中旬にGSIが10．Oで、卵径が0．8mを示す個体が見ら
れた。本種の熟卵は径1．1㎜、GSIの最高値は13余であること（落合・田中，1986）から、流留排
水路では4月下旬に産卵が開始されるものと推察される。産卵期の終了を示すデータは皆無に
等しいが、7月中旬に全長17～19㎜の稚魚が残っており、このサイズになるまで産卵後lO日以
上を要する（青柳，1957）ので、産卵は6月下旬まで続くと考えられる。産卵盛期を5～6月とす
ると、この時期には増水により水際の植物が沈水して、ドジョウの産卵環境として好条件が提
供される。
　産卵群の全長および年令　4～5月および8月に得られた雌の中で、産卵群とみなされるも
のはすべて全長84㎜以上であった。従って、生後満1年でも成長の良いものは産卵すると考え
られるが、産卵群の主体は満2年魚と判断される。雄の場合、産卵群と非産卵群との判別が困
難であったが、0．02g以上の精巣を有していた個体は全長72㎜以上で見られた。
　4）性比
　性別を判定した109個体（全長36～126㎜）にっいて全長区分別性比を示すと、表9の通りとな
る。全長80㎜以上では雌雄同数であったが、それ以下の個体では雄が雌よりも多い傾向が認め
表9．ドジョウの全長別性比＊，p＜0．05．
全長（㎜） 36～7980～126合計
♀♂ 37＊
8＊
77 44＊
5＊
合計 95 14 109
られた。普通、本種の雌は雄よりも多いが、稚魚期の餌料が少ないと雄の割合が高くなる（落
合・田中，1986）ことから、流留排水路の餌料環境が好適でないことをうかがわせる。
　5）出現時期および移動
　4月下旬に産卵が開始されるとすると、5～7月に全長20㎜までの稚魚が出現するとみられ
る。本種が採集されなかった11～2月は冬眠期と考えられ、この時期の表面水温は9～12℃で
あった。10月および3月の水温はともに約15℃で、水温が14℃前後に降下すると冬眠をはじめ
るものと推測される。落合・田中（1986）によると、冬眠を終える温度は水温より泥温と密接な
関係があり、泥温が13℃を越えると例外なく水中に出るという。
　6）食性
　全長15～126㎜の161個体について胃内容物組成を付表15に示した。双翅目幼生が全長29㎜ま
での稚魚で出現頻度が高いことおよび浮泥状有機物が30㎜以上で有用餌料となっていることを
除けば、成長に伴う大きな食性の変化は見られなかった。全体的にみると、双翅目幼生および
榛脚亜綱に対する依存度が高かった。空胃率は各全長区分で25％以上とやや高く、全体平均で
は34．8％を示した。
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（19）ダツ（ダツ科）
　1）成長
　全長組成および年令　7～9月に全長12㎜から20㎜台の仔稚魚が汀線付近に出現し、9月に
は127～225㎜の個体もアマモ場で採集された（図60）。10月以降当才魚は湾内で見られなくなっ
た。成魚は5月下旬から湾内に出現し、9月中旬まで採集された。成魚は全長組成からみると、
3っの群に分けられ、中村（1944a）の報告を参考にすると、全長500㎜を中心とした山は満1才群、
700㎜前後のものは満2才群、そして800㎜以上の大形魚は満3才群と判断される。
　雌雄の成長差　本研究で雌のサンプル数が少なかったが、全長800㎜を越える2個体はともに
雌であった。中村（1944a）は、本種の雌は雄に比して成長が良いことを述べ、また彼の示した
図3によると体長760㎜以上のものはすべて雌である。従って、ダツの満3才魚はほとんど雌に
よって構成される可能性がある。
　全長一体重関係　全長400㎜以下の小形魚はサンプルが少ないので、415～864㎜の62個体に
っいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、Y＝2．129・10一Io　X4・274（r』0．9904）が得
られる。これによると、全長400㎜、600㎜、および800㎜の時の体重はそれぞれ28．1g、159g、
および545gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　全長415㎜以上の成魚71個体のうち、雌は6～7月に採集された8個体のみであ
った。図61に示したように、7個体の卵巣は完熟状態で、GSIは18．1～36．3に達しており、残り
1個体は7月下旬に採集されたもので、放卵後（GSI4．4）であった。
　中村（1944a）が詳しく記述しているように、本種の卵巣（精巣も同様）左葉は極端に発達が悪
かった。本研究では雌8個体中、7例が痕跡的で、他の1例は右葉長の5分の1程度であった。
なお、完熟卵巣（右葉）の長さは全長の36～41％であった。
　卵径の季節変化　完熟卵巣中には径3．0～3．5㎜の大形卵群（完熟卵）と径1．5㎜以下の小形卵
群（未熟卵）とが含まれていた。放卵後とみられる個体には径1．2㎜以下の小形卵群のみが残存
していたことから、本種は産卵期間中に大形卵群を1回限り放卵するものと思われる。
　精巣の発達雄の場合、5月にGSIはほぼ成熟の状態（GSI5．9～7．4）で、6月に完熟に至り、
7～8月には明らかに放精後の個体（GSI6．0以下）が出現した（図61）。GSIの最高値は9．9（7月）
であった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　生殖腺の発達からみるとダツの産卵期は万石浦では6月上旬から7
月下旬と推測される。アマモ場で産卵していると思われるが、詳しいことは不明である。7月
中旬に牡鹿半島（荻浜）で全長16～27㎜の仔稚魚が得られていることから、外海でも同時期に産
卵が行われているようである。
　産卵群の全長および年令　万石浦に出現する本種の成魚群はその生殖腺の発達具合からみて、
明らかに産卵回遊群である。5～6月に全長600m以上の大形個体が、そして7月には小形個体
が多い傾向が認められた（図60）。雌雄ともに生後満1年で産卵群に加入すると判断され、雌の
生物学的最小形は全長490㎜、雄では4151mであった。
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　4）性比
　当才魚（全長16～225皿）については性別を判定できなかった。成魚71個体の性比は雌：雄＝
8：63で、極端に雄が卓越した。中村（1944a）の示した資料（表3）によると、三河湾付近に来遊
するダツでも雄が多い（P＜0．05）ことから、一般的にダツの産卵群では雄の比率が高いと考え
ることができる。ただし、本研究で1988年6月下旬から7月中旬に得られた4個体はすべて雌
であった。これは単なる偶然なのか、あるいは雌雄で別群を形成しているのか不明である。
　5）出現時期および移動
　満1～3才魚からなる成魚群は5月下旬頃から万石浦に産卵のために来遊し、6～7月に産
卵することは間違いない。成魚は普通8月中には湾外へ去るが、9月まで留まるものも見られ
た。仔稚魚は7月中旬～9月中旬に汀線付近に出現した。9月上旬～中旬には全長127～225㎜
に成長した個体も見られたが、稚魚期に移行すると速やかに湾外へと移動するようである。
　6）食性
　仔稚魚はカラヌス目およびハルパクチス目などの浮遊性動物を摂餌しているが、成長に伴っ
て魚食性へと転換すると思われる（付表16）。成魚が捕食していた魚は消化が進んでおり、魚種
を特定できなかった。空胃は当才魚では見られなかったが、成魚の空胃率は72．2％に達した。
（20）サヨリ（サヨリ科）
　1）成長
　全長組成および年令　サヨリの月別全長組成を図62に示した。8月に全長約160㎜の若魚が採
集された。9月には160～249㎜、10月には200～299㎜の全長範囲を持っサヨリが出現した。サ
ヨリ当才魚は10月に体長150ん160㎜（推定全長189～201㎜）に達する（国行・小出，1962）とする
と、8月に得られたものは当才魚で、9月の組成は当才魚と満1才魚の混合群、10月はほとん
どが満1才魚群と考えられる。1月に採集された全長185㎜の1個体は当才魚である。
　成魚（全長245～386㎜）は3月下旬から7月上旬にかけて出現した。これらは生殖腺が充実し
ていたことから、万石浦への来遊は産卵回遊とみなされる。国行・小出（1962）によると、サヨ
リは生後満1年で体長190～2001皿（推定全長239～252㎜）、満2年で240～250㎜（推定全長302～
314㎜）に成長するとされている。万石浦に出現する産卵群は大部分が満2才魚と考えられるが、
遅れて6～7月に見られる全長240～279㎜の組成は満1才魚を示すと判断される。また、350㎜
を越える大形魚は満3才魚であろう。
　全長一体重関係　全長157～386㎜の85個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求める
と、Y＝2．680・10騨7×3366（r＝0．9835）が得られる。これによると、全長200㎜、300㎜、お
よび350㎜の時の体重はそれぞれ14．99、58．49、および98．19となる。
　2）成熟
　卵巣の発達　8～1月に採集された当才魚および満1才魚の卵巣はすべて未熟で、GSlは0．74
以下であった（図63）。3～4月に来遊した産卵群（雌）のGSIは6．6以上に増大しており、最高値
は20．8を記録した。5～6月にはGSIは10．5以下に低下し、5月下旬から出現した放卵個体では
4．3～6．7であった。4月から6月にかけてGSIの明らかな減少が認められるが、これは4月にGSI
一122一
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が最大の状態で産卵が開始され、その後同一個体が何度か産卵するためによる現象であろう。
卵径の季節変化　8～1月に見られた未熟卵巣の卵径は0．2㎜以下であるが、産卵群の場合は
3～6月に1．1㎜以上に発達しており、完熟卵は1．8～2．1㎜に達した。完熟卵巣はおよそ3段階
の卵群より構成されており、大形卵は径約2．0㎜、中形卵は約1．0㎜、そして小形卵はO．5㎜以
下であった。一部放卵したと思われる個体では0．9～1．1㎜の卵が残っていた。産卵期間中に
2㎜前後に達した大形卵が放卵されると解釈される、
精巣の発達　9～10月は全長にかかわらず精巣は未発達で、その重量はほとんどがO．01g以下
であったが、翌年4月にはGSIは4．7～ll．1の範囲に増大した（図63）。卵巣の場合とは異なり、
5～6月のGSIはほとんどが4月と同じあるいはそれ以上のレベルを維持し、最高値は15．O（5月）
に達した。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　生殖腺および卵径の発達状態からみて、サヨリの産卵期は6月上旬
から6月下旬と判断される。これまでに仔魚は万石浦で得られていないが、建網で採集したメ
バルおよびクサウオの胃内からサヨリ卵が見い出されていることから本種が万石浦で産卵して
いることは確かである。
　産卵群の全長および年令　3月下旬から7月上旬に来遊した全長245～386㎜の個体はすべて
産卵群で、300～339㎜のものが主体となっていたが、それ以下の小形個体は5～6月に出現し
た（図62）。小形魚は遅れて万石浦に来遊すると考えられる。雌の生物学的最小形は全長278㎜、
雄では245㎜であった。雌雄ともに一部が生後満1年で産卵群に加入するが、多くが満2年で成
熟すると推察される。
　4）性比
　性別を判定した全長157㎜以上の個体について、月別性比を示すと表10の通りである。8～1
月に採集された個体は未成魚群で、3～7月のものは産卵群であった。調査個体数が少ないが、
未成魚群全体についてみると、雌が多い傾向が見られた。産卵群では3～4月は雌雄同数とみ
られるが、5～6，月は明らかに雄が卓越した。国行・小出（1962）は本研究とは反対に産卵後期
に雌が多いことを報告し、その理由を雄は放精後死亡するためとしている。万石浦では5～6
月に湾外から小形雄の加入量が増加するため、この時期に雄が卓越すると推測される。
　5）出現時期および移動
　8月に全長160㎜前後の若魚が採集されるまで稚魚は万石浦で得られなかったが、稚魚は湾内
表IO．サヨリの月別性比＊，p〈0．05；＊＊，p＜0．01．．
月 8 9 10 1 3 4 5 6 7 合計
♀♂ 20 12 66 10 10 12
0
8＊＊
5＊＊
7＊
7＊
O玉 49＊＊
4＊＊
合計 2 17 12 1 1 22 63 24 1 143
ぐ・・
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で生育すると推測される。当才魚は普通10月までには湾外へ移動するとみられる。満！才魚は
秋（9～10月）に限って出現した後、主に4月上旬から産卵群として来遊した。本種は11月から3
月までの低水温期は万石浦にほとんど出現しないと言える。
　6）食性
　全長157～386㎜の137個体にっいて胃内容物組成を付表17に示した。ヨコエビ亜目、異尾亜
目幼生、貝虫亜綱などの浮遊性動物および陸生昆虫類が主餌料となっていた。異尾亜目幼生は
全長300㎜以上の大形個体で、そして陸生昆虫類および仔魚は小形個体で出現頻度が高かった。
注目すべきことは緑藻綱（アオサ類およびホソジュズモ）やアマモ片もしばしば消化管内に見い
出された。国行・小出（1962）も16％の個体がアマモを摂餌していたことを報告しているこどか
ら、植物質片は他の館を捕食する際にたまたま飲み込まれたものではなく、餌として食べられ
た可能性も否定できない。空胃率は299㎜までは46．4～58．6％、それ以上のものでは35．0％と
全体的に高かった。
　了）等脚類の寄生
　サヨリの鱈に等脚類（有扇亜目）が寄生している個体が高頻度で観察され、中には左右の鰯に
各1尾の寄生を受けているものも見られた。調査した90個体中、寄生を受けているものは54個
体（6Q％）に及び、1尾の寄生は46個体、2尾の寄生は8個体観察された。寄生を受けている場
所は等脚類の外形に合わせてくぼみが形成され、鰯弓が圧迫されて変形していた。
（21）ツクシトビウオ（トビウオ科）
　本研究では1989年7月19日に大浜沖の建網で全長330㎜の雄1個体が採集されたのみであった。
この雄のGS1はL9で、放精後の個体と思われた。万石浦以外では7～8月に牡鹿半島の荻浜と
十八成浜で全長4．9～8．1㎜の仔魚計5個体が採集されている。本種の産卵場は九州近海と考え
られている（今井，1959）が、上記仔魚の出現により夏期に三陸沖を北上する群（酒井，1986）は関
東周辺承域でも産卵すると推測される。
（22）メダカ（メダ力科）
　1）成長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　全長組成および年令　メダカは流留排水路や針浜川などの淡水～感潮域の他、戴水域でも若
干採集された。これらのサンプルを一括して月別全長経成を図64に示した。なお、ここで扱っ
た材料の98％は流留排水路で得られたものである。
　6月に全長10～14㎜の稚魚が出現し、7～8月には15～24㎜に山を形成した。9月から25㎜
以ヒの個体が増加1て、11月に主群は20～29㎜に移行するが、その後翌年4月まで組成にほと
んど変化は見り孔なかった。4月から6月にかけての成長は顕著で、5月の全長範囲は24～36
mとなり、6月に満1才魚は26～46㎜に達し、モードは30～34㎜に見られた。
　7月に得られたものでは全長24㎜以下は当才魚、26㎜以上は満1才魚と推定される。この月
一流留排水路で満1才魚が急減したことは産卵後の死亡によるものであろう。その後当才魚の
成長に，1　　レ魚と満1才魚との区別が難しくなるが、11月まで満1才魚（全長35㎜以上）は残
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存するとみられる。
　雌雄の成長差　翌年6月までの成長に伴う月別平均全長の変化を図65に示したが、月によっ
てばらっきがあり、雌雄差は見い出せなかった。しかしながら、性別を判定した個体のうち、
全長34㎜までは雌：雄＝142：147であったのに対し、35㎜以上では22：9となり、大形魚に雌
が多かった。雌雄の最大全長はそれぞれ46㎜および38㎜で、40㎜以上の3個体はすべて雌であ
った。以上より雌の方が雄より大きくなることは明らかであるが、全長30～34㎜では雌雄同数
（50：52）で、当才魚が35㎜を越えるのは翌年3月以降であること（図64）から、一部の雌が春一初
夏に急な成長を示すことにより雌雄差が発現するとみられる。
　全長一体重関係　全長11～46㎜の60個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝5．787・10“6×3’184（r＝0．9897）が得られる。これによると、全長15㎜、30㎜、および45
㎜の時の体重はそれぞれQ．03g、0．29g、および1．1gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　9月～3月までの間卵巣重量は0．Olg以下（GSI5．0以下）であるが、4月にO．02g
のものが見られ、GSIの最大値は6．3へとやや上昇した（図66）。その後卵巣は急激に発達して、
5月下旬から6月にかけて得られた完熟個体のGSIは最大17．3に達した。6月にGSIはすべて5．6
以上となった。7～8月にも産卵は続くものと思われるが、成熟中のものは8月に1個体（GSI
6．7）しか得られなかった。
　卵径の季節変化　図66に示したように、当才魚の卵径は夏から秋にかけて最大O。4㎜へ増大
した後、2月まで大きな変化は見られなかった。3～4月は0．5㎜までわずかな増大を示したに
過ぎないが、5～6月には完熟個体あるいはそれに近い個体が出現して、それらの卵径はO．9～
1．2㎜に達した。これらの卵巣中には上記の大形卵群の他、0．6～0．8㎜あるいは0．5㎜以下の1
－2の中小卵群が認められ、順次完熟に至って産出されるこどを物語っている。
　精巣の発達精巣重量は年間を通してほとんどが0．01g未満で、5～6月に若干0．01gのもの
（GSI3．2以下）が見られたのみであった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　流留排水路では5月下旬に産卵の開始が確認された。産卵終了時期
にっいては具体的なデータが得られなかったが、9月下旬までふ化適水温18℃以上（宮地他，19－
76）が維持されることおよび10月下旬でも全長13～15mの稚魚が得られることから、9月中旬ま
でが一応産卵期とみなされる。針浜川では水温が18℃を越えるのは7～8月のみで産卵も短期
間のうちに行われるものと思われる。流留排水路は5～6月の増水時には全体が産卵適地とな
るが、河川部では流れが滞留する感潮域の限られた部分が産卵場となっていると推測される。
　産卵群の全長および年令　6月に得られた雌雄の最小個体（当才魚を除く〉はそれぞれ全長28
㎜および26㎜で、この月に得られた個体の噌部で卵径が0．3～0．4㎜に留まっているものも見ら
れたが、卵巣は短期間で完熟に達することから雌雄ともに生後満1年ですべて成熟すると判断
される。当才魚の一部は8～9月に産卵可能なサイズである体長20㎜を越える（宮地他，1976）が、
GSIおよび卵径の変化をみる限りその可能性は否定される。
　4）性比
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　性別を判定した320個体（全長10～46㎜）について雌雄の個体数をみると、雌：雄＝164：156で
あった。採集地別にみても流留排水路で111：ll4、志畑川で21：18、そして針浜川では14110で、
雌雄は同数とみなされる。
　5）出現時期および移動
　流留排水路では6月に仔稚魚が出現し、翌年2月まで成長の悪い個体が見られるが、生後満
1年ですべてが成熟し、世代交代すると考えられる。排水路での生息場所は淡水域から汽水域
（塩富排水路）までの全域に及んでおり、ドジョウおよびモツゴが見られない腐水域にも生活し
ていた。新釜で採集されたメダカは塩富排水路から流下したものと思われる。河川部ではほと
んどが流れの弱い感潮域に限って見られ、量的には少なかった。
　6）食性
　全長10～46㎜の307個体についての胃内容物組成を付表18に示した。付着藻類および浮泥状
有機物は稚魚期からよく食べられており、成魚に至るまで出現頻度は高かった。本種は稚魚期
の初めから雑食性を発揮していることがうかがえる。その他双翅目幼生、枝角目、榛脚亜綱、
および双翅目成体が重要餌生物群を構成していた。椀脚亜綱は全長19㎜までの小形個体で、双
翅目幼生および陸生昆虫類（双翅目成体を含む）はそれ以上の中～大形個体で利用度が高かった。
季節的にみると、初夏に枝角目がよく食べられ、冬には付着藻類の出現が目立った。空胃率は
全体で7．8％と低かったが、小形個体ほど高い傾向が認められた。
（23）クダヤガラ（クダヤガラ科）
　1）成長
　全長組成および年令　5月下旬に全長8～35㎜の稚魚が採集され、その後徐々に成長して7月
に全長モードは50～59㎜、9月には70～79㎜に見られた（図67）。10月から100㎜を越える個体
が出現し、翌年4～6月には満1才で127～139㎜に成長した。7月から成魚は見られなくなっ
たことから、本種の寿命は満1年と判断される。
　雌雄の成長差　11月以降に採集されたサンプルにっいてみると、雄は全長100～106㎜である
のに対し、雌は112～139㎜で雄より大きかった（図67）。Sasaki（1977）が4～5月に函館近郊で
行った採集記録によると、雄8個体は全長103．5～105．2㎜、雌3個体では116．8～126．0㎜であ
った。これらの例から考えると、内田（1929）の指摘のように雄は全長約110㎜止まりで、雌の
方がさらに大きくなると言える。
　全長一体重関係　全長14～139㎜の70個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y－7．528・10－6×2’623（r＝0．9771）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、および140
㎜の時の体重はそれぞれ0．22g、1．3g、および3．2gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣のGSIは10月に0．71で、その後ゆるやかに増大して1月には3．1となるが、
1月から2月にかけて急激な上昇が見られ、2月に5．7～1L8に達した（図68）。4～5月に完
熟卵巣のGSIは12．9～13．5を示した。一部放卵したと思われる個体は5～6月に見られ、そのGSI
は4．7～9。5であった。
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　卵径の季節変化　完熟卵巣内には異なるサイズの卵が存在し、およそ大中小の卵群に分ける
ことができた。大卵群は多くが完熟卵で径2．0～2．5㎜、中卵群は1．0～L9㎜、および小卵群は
1．0㎜以下であった。5～6月』におけるGSIはばらっきが認められることから、卵が完熟するご
とに何度かに分けて産卵すると考えられる。
抱卵数　2～5月に採集された産卵前の個体にっいてみると、卵巣内の大卵数は30～64粒、
中卵数は50～74粒の範囲で、小卵は多数存在した。仮に大卵群と中卵群が完熟に達して産卵さ
れるとすると、産卵総数は100個前後と推定される。内田（1929）は抱卵数は200個内外で1回の
産卵数は40～70粒とし、3～4回に分けて産卵するだろうと述べている。
　精巣の発達精巣の場合、10月までは未熟で、その重量はαOlg未満であった。11月にGSIが
4．1を示すものが見られたが、その後GSIは12月に2．9、1月には1．4へと低下した（図68）。この
GSIの低下は一般的な傾向なのかどうかはサンプル数を増やして検討する必要がある。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　3月にサンプルが得られなかったが、2月下旬に採集された雌には
GSIが1L8で、径2．3～2．5㎜の卵を有するものがあったことから、産卵は3月上旬に始まり、少
なくとも6月上旬まで続くと推測される。本種はマボヤの鯛腔内に産卵するという特異な習性
が知られている（内田，1929）。万石浦には生育不良ながらマボヤが分布するので、湾内で産卵
が行われていることは間違いない。
　産卵群の全長および年令　本研究で産卵期に採集された産卵群の雌の全長範囲は127～139㎜
であった。産卵期に産卵群の雄は得られなかったが、精々100～110㎜であろう。前述の通り、
雌雄ともに生後満1年で産卵活動に加わり死亡する。
　4）性比
　全長89㎜までの52個体についての性比は雌：雄＝30：22で、90㎜以上では14：14（p＜0．05）で
あった。全体でも雌：雄＝44：26（p＜0．05）となり、雌は雄よりも多いという結果が得られ、
その傾向は90㎜以上の大形魚で顕著と言える。内田（1929）も同様な例を報告している。
　5）出現時期および移動
　本研究では得られなかったが、4月から仔魚が出現すると考えられる。9月までは全長89㎜
までの当才魚が比較的多く採集された。10月以降採集個体数が減った理由ははっきりしないが、
本種では成長に伴って集群性が弱まるのではないかと思われる。
　6）食性
　全長8～139㎜の141個体について、胃内容物組成を付表19に示した。仔魚から成魚まで通し
てみると、ハルパクチス目、カラヌス目、ヨコエビ亜目、およびアミ目などの浮遊性動物が主
餌料を構成していると言卑る。ハルパクチス目はクダヤガラの成長に伴って出現頻度が低下す
るのに対し、アミ目は逆に出現頻度が高くなった。枝角目は仔稚魚に限り重要餌料となってい
た。空胃率は全体で2．1％に過ぎなかった。
（24）イトヨ（トゲウオ科）
本研究では1989年5月6日に大浜沖の建網により全長84㎜の雌1個体のみが採集された。こ
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の雌のGSIは2L1で、体内に径約L5㎜、180個の完熟卵を有していた。卵巣内には完熟卵群の
他に大別して径約0．9㎜および0．6㎜以下の2卵群が存在した。
　本種は万石浦の付属河川では見られないが、近隣河川として北上川下流域（追波川）からの記
録がある（佐藤・小畑，1975）。降海型イトヨは2～5月に産卵のため河川を遡上する（新潟高校
イトヨ研究グループ，1983）ことから、本個体は河川遡上に遅れ万石浦に迷入したものと推察さ
れる。
（25）タツノオトシゴ（ヨウジウオ科）
　本研究では8～11月の闇に全長（吻を軽く伸ばした状態で吻端から尾端まで）46～88㎜の6個
体（雌4および雄2）が得られた。生殖腺はすべて未熟で、卵径は0．3㎜以下であった。本種は湾
口部および水路部から採集された。サンプル数からみて生息量は近縁種サンゴタツと比較する
とかなり少ないと考えられる。稚魚の出現時期および季節的な移動にっいて、知見が得られな
かったが、ここでは周年万石浦に生息すξとみなす。
　6個体の胃内容物として、ヨコエビ亜目（6例）、ハルパクチス目（5）、アミ目（2）、ワレカラ亜
目（2）、ミズムシ亜目（1）、および有扇亜目（1）が見られ、葉上・葉間甲殻類で占められていた。
（26）サンゴタツ（ヨウジウオ科）
　1）成長
　全長組成および年令　2月および7～11月に採集されたサンゴタツの月別全長組成を図69に
示した。8～10月における各月の全長範囲は幅広く、いくっかの山が見られた。9月および10
月のモードはそれぞれ60～69㎜および50～54㎜にあり、別の年級群を表しているとみられる。
本種の産卵期は8月上旬～9月上旬と推定される（後述）ので、一8～9月に得られた49㎜以下の
小形個体は前年生まれと考えられ、これらが10月のモード5G～54㎜に続くとみなされる。従っ
て、8～10月のサンプルは満1～2才魚によって構成されると判断される。
　雌雄の成長差　本研究で得られた資料に関する限り、雌雄の成長差は認められず、雌雄とも
に大きいものは全長80血近くに達した（図69）。
　全長一体重関係　全長36～78㎜の20個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
YニL145・1G－6×3’142（r・0．9802）が得られる。これによると、全長40㎜および7G㎜の時の
体重はそれぞれO．12gおよび0。72gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　7月下旬に卵巣のGSIは3．7（1個体）で、8月下旬～9月上旬に見られた完熟前の
卵巣では10．5～18．1（2個体）を示した。完熟個体は得られなかったが、10月中旬に採集された
ものは放卵後で、それらの卵巣重量は0．01g（GSI1．1～L6）あるいはそれ以下であった。
　卵径の季節変化および抱卵数　未熟卵は球形であるが、成熟してくると西洋梨型を呈し、榿
色が強くなった。月別（各月1個体調査）に卵径の変化を示すと、2月一〇．28㎜、7月一〇．60㎜、
8月一〇．60×1．00㎜および9月一1．00×1．65㎜で、未熟あるいは放卵後の個体では0．3㎜以下の
小卵が見られた。雄の保育のうから得られた発眼卵の長径は1．70㎜であったことから、完熟卵
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の長径はL65～1．7G㎜と推察される。長径1．OO～1．65㎜の卵を有していた2個体の全長は65㎜
および67㎜で、それらの成熟卵（径0．3㎜以下の小卵を除く）数はそれぞれ118粒および115粒で
あった。
　精巣の発達　雄の場合、調査した月に関係なく精巣重量はすべて0．01gに達せず、放精後な
のか、あるいは未熟なのか判然としなかった。
　雄の保育卵数・仔魚数　8月下旬から9月上旬にかけて採集されたほとんどの雄において育
児のうが膨らんでおり、卵あるいは仔魚を保有していることがうかがえた。5個体にっいて保
育されている卵あるいは仔魚の数およびそれらの大きさを調査した（表11）。調べた雄の全長範
囲は65～73㎜であった。8月21日の調査ではふ化直前の発眼卵5個と仔魚1個体（4。3㎜）が見ら
れたが、親魚の標本状態が悪く、観察時までに卵が一部散逸した可能性があり、正確な数は不
明である。9月1日には全長4．5㎜～7．0㎜までの仔魚が29～97個体数えられた。個体により仔
魚のサイズは異なるものの、同一個体には同じ発育段階の仔魚が観察されたことから、一回に
30～100粒の卵が産み付けられると推測される。なお、飼育観察によると、育児のうから産出
された直後の仔魚は全長約9㎜であった。
　中村（1941b）によると、産出稚魚のサイズは本研究と同様であるが、稚魚数は1例（29個体）を
除くと15例で98～189個体（16例平均141）としており、1例以外はすべて本研究より多い。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　本研究では断片的な資料しか得られなかったので、産卵期の幅はは
っきりしないが、万石浦で本種の産卵は8月上旬から9月上旬の間に行われると思われる。
　産卵群の全長および年令　8～11月に採集された標本の雌雄判別は大部分が外見的所見（腹部
の膨らみ具合あるいは育児のうの存在）により、一部は直接生殖腺の観察によってなされた。
全長60㎜以下の個体では雌雄の判別が困難なものがあり、50㎜未満ではすべて判別不能であっ
た（図lO4）。これから判断すると、満1才では全長50㎜以上の個体が一部生殖活動に参加し、満
2才になるとすべて成熟すると推察される。
　4）性比
　雌雄の判別が可能であった全長50㎜以上の71個体における性比は雌：雄一38；33であった。
本種の性比は基本的に雌雄同数と考えられる。
　5）出現時期および移動
　本研究で合計94個体のサンプルを取り扱ったが、2月に得られた1個体を除くと他はすべて7
表1Lサンゴタツ雄の保育卵数・仔魚数およびそれらの大きさ．
月日（1990年） 雄全長（㎜） 卵数・仔魚数 長径・仔魚全長（㎜）
8月21日 65 5？（卵）＋1（仔魚） 約L7（卵），4．3（仔魚）
9月1日 68 29（仔魚） 約4．5
9月1日 68 97（仔魚） 約5．5
9月1日 70 45（仔魚） 約4．5
9月1日F 73 90（仔魚） 約7．0
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～11月に採集された。採集地は新釜と猪落で各1個体が見られた他はすべて大浜沖の建網にか
らんでいたもので、網替え時はサンプリングの好機であった。季節的な移動を行うかどうか不
明であるが、2月でも標本が得られていることから万石浦に周年定住するとみなしておく。タ
ッノオトシゴは湾口部および水路部のみで見られたのに対し、サンゴタツはほとんどが湾中央
部（大浜沖）に限られた。これら2種間で住み分けがなされているようである。
　6）食性
　全長36～73㎜の12個体について胃内容物を観察した結果、ヨコエビ亜目（10例）およびカラヌ
ス目（5）の出現頻度が高く、その他ハルパクチス目（3）、榛脚亜綱（1）およびアミ目（1）が出現し
た。
（2了）ヨウジウオ（ヨウジウオ科）
　1）成長
　全長組成および年令　5～10月における月別全長組成を図70に示した。7～9月に当才魚と
思われる全長46～84㎜の稚魚が採集された。田中（1989）は、晩春にふ化した仔魚は飼育によっ
て約5ケ月後に全長106．4㎜に成長することを報告しているので、早く産まれた当才魚は10～12
月に約100㎜に達するものと思われる。6月（118㎜の1個体）から9月の間に得られた99～150㎜
の個体は満1才魚とみなして良いだろう。
　全長150㎜以上の個体はサンプル数が多く、5～7月に比較的大きな山を形成した。しかしな
がら、全長範囲が270㎜台までと広いことおよび山が完全な単峰型でないことから、これらは
満2～3才魚の混合群とみるのが妥当であろう。8月以降サンプル数が急減したのは潮位の関
係でアマモ場での採集が難しくなったことに原因があるが、8～11月に得られた230㎜以上の大
形個体は満3才魚とみられる。
　雌雄の成長差　本研究で取り扱ったヨウジウオにおいて、雌の最大全長は283㎜で、267㎜以
上は4個体見られたのに対し、雄の最大個体は265㎜であった。また、200㎜以上の88個体にっ
いて平均全長を求めると、雌は227．1㎜、雄では222．0㎜であったことから、高井・溝上（1959〉
の報告と同様に雌の方が雄より若干大形になると思われる。
　全長一体重関係　全長46～283㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．134・10『7×3。035（r・0．9922）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、および
250㎜の時の体重はそれぞれ0．25g、2．1g、および4．Ogとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　ヨウジウオが万石浦に出現する5月には卵巣のGSIは既に5．2～14．7に達してい
た（図71）。6～7月にGSlが15．0を越える個体が増加し、最高値は28．2を示した。8～9月にも
少数ながらGSIが20．O前後の個体が見られた。一部放卵したと思われる個体のGSIは5．7～10．6
であった。11月にGSIが4．2を示すものが採集されたが、これには熟卵が一部産卵されないまま
残っていた。GS1が3。0以下の個体は卵径も小さいことから非産卵群と判断された。
　卵径の季節変化　産卵群の卵巣中に見られる成i卵は5～9月の間、径0。7～1．0㎜に増大し
ており、非産卵群の未熟卵（径0．4㎜以下）とは明らかに区別できた。成熟卵巣中には成熟卵群
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図72．　ヨウジウオ親魚の全長と抱卵数および育児のう内の卵数・仔魚数との関係
　雄の育児のう内に卵と仔魚が同時に見られた場合は両者の合計で示す．黒丸
　　（放卵前）および黒三角（一部放卵後）、雌；白丸、雄，
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の他に、径G．4㎜、以下の未熟卵群も存在した。雄の育児のう中に産出された受精卵は径0．9～L2
㎜であったことから、卵は1．0㎜前後で産卵されると言える。
　抱卵数　産卵群における全長と成熟卵数との関係を示すと図lO7の通りである。ばらっきが
大きいが、全長180～219㎜で400～1300粒、220～250㎜で1000～1500粒と目され、全長が大き
い程抱卵数も多い傾向が認められる。一部産卵したと思われる個体では全長に関係なく、400
～850粒が見られ、産卵期間中に数回の産卵が行われると推測される。
　育児のう内の卵・仔魚数　雄の全長と育児のう内で観察された卵数あるいは仔魚数（両者が
見られる場合は合計）との関係は抱卵数の場合とほぼ一致し、全長が大きい程卵・仔魚数も多
かった（図72）。同一個体における育児のう内の卵・仔魚は同じ発育段階のものがほとんどであ
ったが、少数ながら発生段階の異なる卵・仔魚群が存在することもあった。高井・溝口（1959）
が述べているように、雄は数回卵を受け入れる場合もあることを示している。育児のう内の卵
・仔魚は例外的に9月に未発眼卵・発眼卵が見られた1例を除くと、他はすべて5～7月に観
察された。
　精巣の発達　精巣の場合、その重量はすべて0．01g以下であった。育児のうを形成している
個体を産卵群とみなした。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　卵巣の発達状態および育児のう内の卵・仔魚の観察によると、産卵
期は5月上旬～8月下旬で、盛期は5～7月と推定される。万石浦で雄の育児のう内に卵が観
察されたのは5月中旬からであった。高井・溝口（1959）によると、周防灘における本種の産卵
期は3月中旬～6月とされている。
　産卵群の全長および年令　5～9月の間に採集されたヨウジウオ雌雄の全長組成を図73に示
した。産卵群の全長は雌では173㎜以上、雄では151㎜以上であった。一方、非産卵群の雌は
170㎜まで、雄では185㎜まで見られた。高井・溝口（1959）の報告も考え併せると、本種の生物
学的最小形は雌で全長約170m、雄の場合は約150㎜とみなされる。雌雄ともに生後満2年で一
部が、満3年ですべてが産卵群に加入すると言える。
　4）性比
　本研究で取り扱ったサンプルのうち性別を判定した127個体（全長117～283㎜1）全体について
みると、雌73個体および雄54個体で有意差は認められなかった。しかしながら、全長200㎜以
上の個体に限ってみると、雌：雄＝55：33で雌の方が多い（p＜O．05）という結果が得られた。
高井・溝口（1959）によると、周防灘沿岸で採集されたヨウジウオ143個体（全長146～255㎜）中、
雌は28％（40個体）に過ぎなかったことが報告されており、性比は水域により相当変動するよう
である。
　5）出現時期および移動
　成魚は5月上旬から万石浦に出現し、産卵する。未成魚は成魚より遅れて6月から採集され
た。稚魚から成魚まで万石浦で見られるのは遅くても12月中旬までで、それ以降の低水温期に
は全く採集されなかった。本種は普通アマモ場で周年定住するとされる例が多い（例えば、大
島，1954；Kikuchi，1966；木村他，1983）が、万石浦の場合冬期の水温が10℃以下に下がる期問
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は湾外へ移動すると判断される。神明で灯火採集を行った際に、夏から秋にかけて本種が潮流
に乗って水面を流されていくのがしばしば観察された。谷口他（1957）も松島湾での本種の出現
時期を5～10月としている。
　6）食性
　付表19に示した通り、ヨウジウオの胃内容物は稚魚から成魚に至るまでアミ目、ハルパクチ
ス目、カラヌス目、およびヨコエビ亜目の4項目が重要な地位を占めており、各項目の出現頻
度は全調査個体数の36．6～45．5％に達した。全長149㎜までの小形個体ではこれら4項目のみ
が見られた。ヨウジウオの卵が胃中に見い出されたことが1例、同仔魚が見られたことが2例
あった。調査個体数の多少も関係すると思われるが、大形個体の方が多様な餌生物を利用する
ことがうかがえる（付表20）。空胃個体は134個体中6個体（4．5％）に過ぎなかった。
（28）オクヨウジ（ヨウジウオ科）
　1）成長
　全長組成および年令　標本数が少なかったため牡鹿半島荻浜で採集された2個体（全長38～39
㎜）も含めた月別全長組成を図74に示した。8月と10月に得られた全長38～43㎜の2個体が当
才魚とみられる。8月に出現した50～79㎜の群は満1才魚と考えられ、12月には100㎜近くに達
した。6月および9月に見られた100㎜を越える4個体は満2才魚と推測される。
　雌雄の成長差　サンプル数が少ないため詳しいことは不明であるが、全長126㎜と128㎜の2
個体はそれぞれ雌と雄であったことから、雌雄の成長差はほとんどないものと推察される。
　全長一体重関係　全長52～128㎜の32個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y－2．325・10噂8×3。451（r＝0．9642）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、および125
㎜の時の体重はそれぞれ0．02g、0．19g、および0．40gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達本研究で取り扱った卵巣重量の最大は0．08gで、その他はすべて0．03g以下であ
った。完熟卵巣は見られなかったが、6～9月に得られた成熟中の卵巣では重量が0．01～0．08g
で、GSIは14．3～23．1であったことから、GSIが20．0を越えてから完熟に達するものと推察され
る。
　卵径の季節変化　6～9月に見られた成熟中の卵巣卵は径0．4～0．8㎜の範囲にあり、9月以
降放卵後と思われる個体では0．2㎜以下であった。放卵個体に残存していた完熟卵は鶏卵形を
皇し、長径が0．7～1．0㎜であったことから長径が0．8㎜前後で完熟に達すると考えられる。
　抱卵数全長67㎜、80㎜、91㎜、102㎜、および126㎜の雌の抱卵数はそれぞれ40粒、125粒、
93粒、83粒、および243粒で、最も大きい雌で極端に卵数が多かった（図75．）。産卵期間中に何
度かに分けて産卵するのかどうかは不明である。
　育児のう内の卵数　育児のう内に受精卵を保育中の雄は6月下旬～10月上旬に4個体採集さ
れた。全長78㎜、80㎜、89㎜、および128㎜において保育卵数はそれぞれ71粒、80粒、52粒、
および230粒で、雌の抱卵数と同様に大形雄では著しく多かった（図75）。同一個体において発
育段階の異なる卵群は観察されなかった。10月上旬に採集された個体の保育卵はふ化直前の段
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階であったことから、これは9月中に産み付けられたものと判断された。
高井・溝上（1961）は育児のう中の卵群は上下2段、左右2列に並んでいたことを報じている
が、本観察例ではすべて1層で、左右2～4列であった。
　精巣の発達　調査した精巣はすべて重量が0．01gに達せず、外見から精巣の発達程度を判断
することは困難であった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　卵巣の発達状態および育児のう内に見られた受精卵の発生段階から
判断すると、産卵期は6月中旬～9月下旬とみられ、近縁種ヨウジウオより産卵期が1ケ月余
り遅い方へずれている。万石浦ではオクヨウジは大浜沖の1例を除くと他はすべて湾口部（新
釜）のアマモ場のみで採集された。
　産卵群の全長および年令　雌の産卵群は全長66㎜以上、非産卵群は61㎜以下であった。雄の
場合、6～9月に育児のうを有する個体を産卵群と考えると、産卵群は78㎜以上、非産卵群は
68㎜以下であった。高井・溝口（1961）は全長63．29㎜の雄が卵を保育していたことを報告して
いる。産卵期に全長50～70㎜の個体は満1才魚と推定されることから（図74）、満1才魚でも小
形個体は成熟しないようである。なお、育児のうは普通10月から消失し始めるが、中には11月
でも存在するものが見られた。
　4）性比
　万石浦で採集された33個体の性比は雌14個体、雄19個体で、統計的には有意の差はみられな
かった。
　5）出現時期および移動
　万石浦におけるオクヨウジの採集例は6月上旬～12月中旬に限られ、ヨウジウオより約1ケ
月遅れて出現するが、湾内から姿を消す時期は同じであった。低水温期は湾外で生活している
と考えられる。
　6）食性
　33個体（全長43～128㎜）の胃内容物はすべて浮遊性動物で占められていた（付表21）。中でも
ハルパクチス目の出現頻度が最も高く（全調査個体の84．8％）、カラヌス目とヨコエビ亜目（と
もに45．5％）がこれに次いだ。稚魚から成魚にかけて顕著な食性の変化はなく、これら3項目が
重要餌料群を構成していると判断される。ただし、成魚ではハルパクチス目の出現頻度が低下
し・ヨコェビ亜目のそれが高まる傾向が認められる。空胃率は全体で9．1％であった。
（29）エゾイソアイナメ（チゴダラ科）
本種は牡鹿半島沿岸で普通に見られるが、万石浦では3月に新釜地先で1個体（全長266㎜）、
6月および10月に太浜沖で2個体（140－212㎜）の計3個体が採集されたのみである。散発的に湾
内に来遊するようである。3個体の胃内容物として、長尾亜目（3例）、魚類（2）、ヨコエビ亜目
（1）、およびヤドカリ科（1）が出現した。
（30）スケトウダラ（タラ科）
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　本研究では1988年11月20日に大浜沖の建網で、全長144㎜の1個体のみが採集された。仙台湾
では5～9月に体長10～100㎜の稚魚が採集されている（宮城水試，1975）。本標本は底層移行期
の個体と思われるが、たまたま万石浦へ迷入したものであろう。
（31）トウゴロウイワシ（トウゴロウイワシ科）
　1）成長
　全長組成および年令　5月から10月までのトウゴロウイワシの月別全長組成を図76に示した。
8．月中旬に全長6～12㎜の仔魚が出現し、8月下旬には37～41㎜の稚魚が採集された。9～10
，月には当才魚の全長範囲は17～61㎜に及んだ。当才魚は11月以降採集されなくなったが、湾外
で越冬し、翌年5月下旬にIOO～119㎜となって再出現した。越冬魚は6月に満1才となって9
月まで見られるが、全長範囲は92～135㎜で、この期間に全長組成に大きな変化は認められな
かった（図76）。5～9月における越冬群の全長組成は典型的な単峰型であったことから、本種
は生後満1年で産卵し、死亡すると判断される。
　雌雄の成長差　雌雄の判別を行った371個体について、雌雄の全長組成を示すと図77の通り
である。全長80皿未満の小形群は当才魚、90㎜以上の大形群は満1才魚に相当し、雌雄ともに
同様な拡がりを持った山を形成した。満1才魚についてみると、雄は110～119㎜で突出したモ
ードを示すが、雌は大形になる程雄に対する割合が増加した。雌雄の最大全長はそれぞれ135
㎜および130㎜であった。以上のことから全長範囲の雌雄差はほとんどないが、雌の方が相対
的に若干大きいとみることができる。
　全長一体重関係　全長16～135㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．800・10－6×3’101（r＝0．9987）が得られる。これによると、全長50㎜および100㎜の時の
体重はそれぞれ0．70g、6．1gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　トウゴロウイワシの卵巣は左右2葉に分離せず、単一の塊となっている。卵巣
のGSIは5月下旬はO．3～1．7であるが、6月になると1．3～10．8に上昇し、6月中旬に完熟個体
が出現した（図78）。7～8月のGSIは1個体を除くと他はすべて5．2～16。9の範囲にあった。9
月に入ってから明らかに産卵を完了したと思われる個体（GSI　O．9～1．1）が得られたことから、
産卵は何回かに分けて行われるようである。GSI3．4で完熟卵が認められる個体もあったが、
通常完熟個体のGSIは7．O以上を示した。5～9月の間、当才魚を除くと非産卵群の存在は認め
られなかった。
　卵径の季節変化　5～9月における卵径の月別変化を図79に示した。5月に卵径は0．3～O．4
㎜に過ぎなかったが、一6月には0．3～1．2㎜へと急速に増大した。7～8月は0．5～L3㎜で、一
部放卵したと思われる個体では0．5～0．8㎜であった。9月上旬にL　O㎜の完熟卵を持っ1個体が
見られたが、他の3個体は産卵を終了したもので、これらには0．2㎜の未熟卵群が残っていた。
完熟卵の卵径はα9～L3㎜を示した。
　精巣の発達　本種の精巣は多くの壁を有し、先端部半分が2葉に分かれている。精巣にっい
ての月別GSIは卵巣の場合と似たような変化を示した（図78）。5月のGSIは1．0～L4、6月は0．9
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図78。トウゴロウイワシ雌雄（成魚）における
　GSIの月別変化（5～9月）．黒丸（放卵前）
　および黒三角（放卵後）、雌；白丸、雄
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図79．　トウゴロウイワシ卵巣卵における卵径の
　月別変化（5～9月）．　白三角は産卵完了個
　体を示す．
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～6．0、7月にはほとんどの雄で3．4～10．0の範囲に上昇した。8月になるとGSIは雌の場合より
早く相対的に低下し、9月には1．6以下になった。　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　生殖腺および卵径の発達状態から判断すると、トウゴロウイワシの
万石浦での産卵期は通常6月中旬から8月下旬までで、一部は9月上旬にまで及ぶと考えられ
る。6月24日に大浜沖で採集されたクサフグの胃内から本種の産出卵が見い出されている。詳
しいことは不明であるが、アマモに産卵するのではないかと思われる。九州大村湾での産卵期
は5～8月で、卵はシオグサ科の海藻に産み付けられることが報告されている（田北・近藤，19－
84；Tak1ta　and　Nakamura，1986）。万石浦での産卵開始は大村湾より明らかに遅い。
　産卵群の全長および年令　前述したように、5月から万石浦に出現する越冬群はすべて産卵
群で、生後満1年で産卵し死亡する。雌雄の全長範囲はそれぞれ92～130㎜および94～135㎜で
あった。
　4）性比
　全長80㎜未満の当才魚群とそれ以上の満1才魚群の2群に分けて性比を求めると、表12の通
りである。いずれの群においても雄は雌よりも統計的に優勢で、特に満1才魚群では非常に有
意な差が見られた。当才魚群についてはサンプル数が少ないので速断はできないが、少なくと
も満1才魚群、っまり産卵群では雄が多いと結論付けられる。
　5）出現時期および移動
　本研究では8月中旬から万石浦で仔魚が採集されたが、本種は水温21～23℃で受精後約10日
でふ化する（Takita　and煎akamura，1986）ことから、6月下旬には仔魚が出現していると推測
される。当才魚は10月まで湾内に留まった後、水温降下とともに湾外へ去るが、翌年5月から
9月まで産卵群として再び出現する。産卵後はすべて死滅すると考えられる。
　6）食性
　全長6～135㎜の201個体についての胃内容物組成を付表22に示した。餌生物全体を通してみ
ると、ほとんどが浮遊性動物で占められるが、昆虫類やクモ類などの陸上起源の動物も含まれ
ていた。全長79㎜までの当才魚ではカラヌス目およびハルパクチス目の出現頻度が高く、特に
前者では78．4～91．2％に達した。これらの他ではヨコエビ亜目および短尾亜目幼生が重要餌生
物群に含められる。80㎜以上の成魚では異尾亜目、ヨコエビ亜目、および巻貝類（稚貝）の出現
頻度が相対的に高かったが、餌生物の組成が多様化し、突出して高頻度で食べられていた餌料
項目は見られなかった。空胃率は当才魚では85個体中1個体（L2％）に過ぎなかったが、成魚で
表12．トウゴロウイワシの性比　＊、p＜0．Q5；零＊、p＜0．OL
全長（㎜） 30～7980～135 合計
♀♂ 13＊
9＊
13Q＊＊
99＊＊
143＊
28＊
合計 42 329 371
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は3L9％に上昇した。
（32）メナダ（ボラ科）
　1）成長
　全長組成および年令　メナダの月別全長組成を図80に示した。7～8月に全長20㎜台の稚魚
が汀線付近あるいは感潮域で採集された。その後当才魚は9月になると60～79㎜にモードが見
られ、12～1月には100㎜前後に成長した。260m以上の個体は1例（6月）を除くと11～4月の低
水温期に主に大浜沖の建網で採集された。
　サンプル数が少ないので各年令群を示すモードを追跡できないが、有明海産メナダの例（藤
田，1979）を参考にして概略的な全長と年令の関係を類推すると、全長260～359㎜は満1～2才
魚、400～499㎜は満3才魚、500～579㎜は満4才魚、そして600㎜を越えるものは満5才魚とみ
なされる。
　雌雄の成長差　図80に示した通り、全長500㎜を越える大形魚は雌では12個体見られたのに
対し、雄ではわずか1個体に過ぎなかった。雌は雄より大形に成長すると推測されるが、大形
の雄は万石浦に来遊しないという可能性も残される。
　全長一体重関係　全長22～640㎜の65個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝L185・10－5×2’969（r＝0．9993）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、400㎜、
および6001皿の時の体重はそれぞれ10．2g、80．2g、628g、および2092gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　11～4月におけるメナダ雌のGSIの月別変化を図81に示した。U月から1月ま
ではGSIはO．22～1．6とばらつきが大きいが、2月にはL　l～2．5となった。1月から4月に向か
ってGSIは相対的に上昇傾向を示すが、最高値は3月の2．7に留まり、中熟段階の卵巣しか見ら
れなかった。図81には示されていないが、6月上旬に得られた全長630㎜の個体ではGSIは9．8
を記録した。これは卵巣の内部が中空であったので放卵後の個体のようであった。
　藤田（1979）は、雌の生物学的最小形は体長340㎜（推定全長407㎜）で、完熟卵巣のGSIは26～
31に達すると報告している。本研究でGSIが0．88以上を示した個体は全長427㎜以上であったこ
とから、これらはすべて産卵群とみなされる。しかしながら、12～1月にGSIがO．22～0．42と低
い値を示したものは全長が285～450㎜の範囲にあり、産卵群と非産卵群との判別が困難であっ
た。
　卵径の季節変化　11～1月における卵径は0．1～0．2㎜、2月は0．2㎜、3～4月は0．2～0．3㎜
へと次第に増大するが、4月の時点でも完熟卵径0．90～0．98㎜（藤田，1979）の3分の1程度であ
った。
　精巣の発達　11～4月における精巣についてのGSIの月別変化をみると（図81）、GSIが0．11
以下を示す全長272～343mのグループと0．30以上を示す40Q～500㎜のグループとに分けられた。
前者は小形魚の非産卵群で、後者は大形魚の産卵群に相当するとみられる。産卵群のGSIは2月
に0．30～0．62で、3～4月には0．52～2．5へと増大したが、完熟精巣は見い出せなかった。藤
田（1979）は、完熟精巣のGSIは2～5で、腹部への指圧で精液が糸状に流出するのは稀と述べて
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いる。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　データが不充分なため、卵巣の発達状態から産卵期を特定すること
は困難であったが、稚魚の出現時期とサイズから産卵期を推定することは可能である。本研究
では7月15日から8月10日の闇に全長22～25㎜の稚魚が採集された。藤田（1979）の研究による
と、飼育下でこのサイズに達するには受精後50数日を要する。従って、少なくとも5～6月に
は産卵が行われていると言える。4月から5月にかけて卵巣の急速な発達があると推測される。
　本研究で完熟あるいはそれに近い雌が得られなかったことにより、本種の産卵は万石浦では
行われないと考えられる。卵巣が発達するに伴いメナダは万石浦を去り、仙台湾あるいはその
近海で産卵するものと推察される。
　産卵群の全長および年令　すでに述べた通り、雌産卵群の全長は427㎜以上と推定されたが、
GSIが低いグループの中には400～450㎜の個体も含まれており、これらの個体が産卵群かどう
かははっきりしなかった。雄の場合、400㎜以上は産卵群、343㎜以下は非産卵群と判断される。
藤田（1979）は本種の生物学的最小形を雌は体長340㎜（推定全長407㎜）、雄は270㎜（323㎜）とし
ている。これらのことから、宮城県産のメナダは雌雄ともに遅くとも満3才で産卵群に加入す
ると考えられる。
　4）性比
　性別を判定した41個体について、全長260～499㎜および500～640㎜の2群に分けて性比を求
めると、前者では雌：雄二8：20で雄が多かった（p＜0．05）のに対し、後者では12：1で逆に雌の
方が明らかに多かった（p＜0．01）。サンプル数を増やして詳しい調査を要するが、万石浦に出
現するメナダは大形個体では雌が多いと言えよう。
　5）出現時期および移動
　当才魚は7月から1月まで見られたのに対し、満1才以上の個体は11～6月の間に採集され
た。産卵群は4月頃から産卵のために湾外へ去ると推測される。9月に塩富排水路で全長500㎜
前後の個体が目視されていることから産卵を終えた成魚は湾内へ再来遊しているとみられる。
　6）食性
　全長22～99㎜の稚魚ではカラヌス目、デトリタス、および甲殻類卵の出現頻度が高く、その
他ハルパクチス目およびヨコエビ亜目などが見られた（付表23）。100㎜以上では珪藻綱および
デトリタスが主餌料となっていると考えられる。デトリタスは泥混じりの場合が多く、42㎜以
上の個体から泥が出現した。空胃率は99㎜までは2．6％に過ぎなかったが、それ以上のサイズ
では34．5～73．3％と高かった。
（33）コボラ（ボラ科）
　1988年ll月8日大浜沖の建網で全長72㎜の1個体が採集された。コボラの成魚は静岡県以南
の内湾に分布し、土佐湾では稚魚は4～5月に河口付近に出現するとさらている（瀬能・木下，
1988）。これまでに本種が東北水域で採集された例は見当たらない。万石浦で得られた個体は
当才魚とみられ、無効分散の1例と考えられる。．
一145一
（34）ボラ（ボラ科）
　1）成長
　全長組成および年令　12～2月に全長26mから301皿台の稚魚が万石浦各地の岸近くで採集さ
れた（図82）。その後4～5月に26㎜台の稚魚が得られていることから3月も稚魚の来遊は続い
ているとみられる。6月に稚魚の全長モードは40～49㎜へ移行した。11～12月には70～129㎜
の当才魚が大浜沖の建網に入網した。資料が断続的であるが、図82に示した全長組成の変化か
ら各年令群を追跡することが可能である。ボラの産卵期を11月とすると（落合・楳田，1969）、
万石浦に出現するボラは満1才で全長100㎜前後、満2才で160～180㎜、満3才で220～240㎜、
満4才で270～290㎜と見積もられ、2～3月に得られた405～410㎜の個体は満6才魚と推定さ
れる。今後の調査を要するが、これを大島（1951，松原・落合，1965より引用）のデータと比較す
ると、万石浦産のボラの成長は非常に遅い。
　雌雄の成長差　本研究で取り扱ったサンプルのうち雌はわずか4個体しか確認できなかった
が、雌雄の最大個体はそれぞれ全長405mlおよび410㎜であった。本種の成魚群では400㎜以上
の個体はほとんど雌であることが報告されている（堀田，1955；落合・楳田，1969）。
　全長一体重関係　全長26～410㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝9．126・10－6×3’oo6（r＝0．9960）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、300㎜、
および400㎜の時の体重はそれぞれ9．4g、75．3g、255g、および605gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　本研究で得られたサンプル（全長410㎜まで）では雌雄ともにすべて未熟で、
卵巣と精巣の最大重量はそれぞれ1．29gおよび0．24gに過ぎず、卵径はすべて0．1㎜以下であっ
たQ
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　万石浦に出現するボラの産卵期および産卵場は不明であるが、本邦
では本種は暖流の影響を直接受ける外海に面した沿岸（紀伊半島～薩南海域）で、10～1月に産
卵するとされている（落合・田中，1986）。
　4）性比
　性別を判定した53個体（全長106～410㎜）の性比は雌：雄二4：49で（図82）、明らかに雄が多
かった（p＜O．Ol）。産卵群の性比は本邦では雄の方が多いことが知られているが（落合・田中，
1986）、非産卵群にっいての調査は見当たらない。最初から性比に偏りがあるのか、それとも
雌雄で別行動をとっているのか興味が持たれる。
　5）出現時期および移動
　銀白色稚魚は12～5月にかけて万石浦に来遊し、未成魚は周年湾内に生息するが、全長400㎜
以上の成魚は少ないようである。
　ボラ稚魚は千葉県以北の東北海区において10～1月に出現し（堀田・小達，1966；小達，1967）、
接岸時期は12～3月と考えられている（中村，1937；中村他，1965）。本研究では5月にも全長20
から30㎜台の稚魚が得られていることから、稚魚の出現時期は年によってかなり変動があると
考えられる。特に1995年5月には万石浦で大量の稚魚の出現が観察された。卵および仔魚の黒
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潮による輸送速度を40km／日とすると（Hattori　and　Katoh，1966）、1ケ月で1000kmの移動が可
能である。堀田・小達（1966）が指摘しているように、東北水域に来遊する稚魚は本邦中部以南
の海域から補給されているとみられる。
　6）食性
　全長26～49㎜の稚魚ではカラヌス目およびハルパクチス目が主要餌料となっていたが、成長
に伴い珪藻綱およびデトリタスの出現頻度が高まった（付表24）。泥混じりのデトリタスは40㎜
以上の個体から胃内に出現するようになった。空胃率は全長別にみると32．3～59．4％の範囲で、
5G～199㎜の区分で高かった。
（35）アカカマス（カマス科）
　1）成長
　全長組成および年令　アカカマスは8月下旬から9月下旬の短期間に万石浦に出現した。来
遊群はすべて未成魚によって構成され、その全長範囲は112～197㎜で、130～139㎜をモードと
する単一の山を形成した（図83）。本種は神奈川県以南の水域で6～7月に産卵し、当才魚はそ
の年末に体長200～230㎜に成長すること（日本水産資源保護協会，1981）から、万石浦の来遊群
は当才魚と判断される。
　全長一体重関係　全長114～197！皿の42個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．835・10－6×3’091（r＝0．9816）が得られる。これによると、全長100㎜、150㎜、および
200㎜の時の体重はそれぞれ4．3g、15．1g、および36．8gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　本研究で得られたアカカマスの生殖腺は未発達で、その重量は雌2個体（全長
182～197㎜）において0．03～0．04gであった他はすべて0．Olg未満であった。また、生殖腺は糸
状で細いため雌雄の判別が難しいものが多かった。
　3）出現時期および移動
　上述した通り、8月下旬～9月下旬の約1ケ月間に当才魚が万石浦で採集された。1989年お
よび1990年における大浜沖建網の記録によると、それぞれ64個体および118個体が漁獲された。
また当才魚と思われる小形群は夏に三陸沖から北海道南部に北上することが知られている（Oka－
ta，1976；尼岡他，1995；酒井，1986）ので、万石浦へは多少とも毎年定期的に来遊すると考えら
れる。
』4）食性
　上記42個体の胃内容物を調査した結果、空胃数は10個体（23．8％）で、餌料として魚類（31例）
およびヨコエビ亜目（3）が出現した。種類を判別できた被食魚類はニクハゼ（9例）、シラウオ
（8）、およびカタクチイワシ（1）で、前2種が主要餌料となっていた。
（36）スズキ（スズキ科）
1）成長
全長組成および年令　3月に全長16．7㎜の仔魚が採集されたが、その後稚魚は得られず、6
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月になって60～69㎜をモードとする当才魚群が建網に入網するようになった（図84）。当才魚群
は急速な成長を示し、10月には大部分が160～219㎜に達した。11～12月は採集個体数が減った
が、250㎜前後のものが得られた。越冬魚（満1才魚）は3月下旬～4月上旬に240～279㎜で再出
現し、6月まで漁獲されたが、全長に大きな変化は見られなかった。畑中・関野（1962）および
小坂（1969）に従うと、11月に採集された310～370㎜の個体は満1才後期のものと思われる。
390㎜以上の大形魚は稀にしか漁獲されず、6月および10～11月に出現した。本研究で得られた
最大個体は全長690㎜で、小坂（1969）の報告を適用すると、満7～8才と推定される。
　全長一体重関係　全長40～294㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝9．432・10ψ6×20992（r＝0．9990）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、および
300㎜の時の体重はそれぞれ9．1g、72．4g、および244gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　本研究で生殖腺の観察を行った全長294㎜以下の個体についてみると、雌雄
ともに生殖腺はすべて未発達で、卵巣重量は0．88g以下、そして精巣重量は0．08g以下であった。
120㎜に達しない個体では雌雄の判別が困難であった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　仙台湾のスズキは12月下旬から1月上旬にかけて仙台湾南部から福
島県沖の水深60m前後の岩礁域で産卵すると推定されている（畑中・関野，1962；小坂，1969；石
戸他，1979）。
　産卵期の全長および年令小坂（1969）に従うと、雌は満2才の終わりに全長400㎜を越えてか
ら、雄の場合は満1才の終わりに300㎜以上で産卵群に加入すると考えられる。
　4）性比
　全長121～294㎜の109個体について性比をみると、199㎜までは雌：雄＝31：30、200㎜以上
では29：19で、合計すると60：49となった。いずれの場合も有意の差はみられず、少なくとも
満2才魚までの性比は雌雄同数と推定される。小坂（1969）は、当才魚から満7才魚までの性比
は雌雄同数としたが、雄の方が雌より短命であることを示唆している。
　5）出現時期および移動
　本研究で3月に1個体の仔魚を得たが、高橋他（1986）も2～3月の濫潮時に仔魚（サイズ不明）
が万石浦に移入することを報告している。しかしながら、4～5月に湾内で稚魚は全く採集さ
れず、6月から建網で全長40～109㎜の当才魚が急に入網し始めることから、春に湾内で成長す
る仔稚魚は量的に少なく、湾外で成長した当才魚が6月頃から万石浦にまとまって来遊すると
推測される。当才魚は大部分が9～11月に150～250㎜に達して湾内から姿を消すと考えられる。
翌年3～6月に満1才魚として万石浦に再出現するスズキは250～300㎜のものが多かったが、
7月以降は漁獲されなくなった。360㎜以上の大形魚は主に晩秋（U月）に出現し、量的にはわず
かであった。
　小坂（1969）によると、仙台湾南部で生まれた仔稚魚は春に内湾域に出現して成長するが、冬
期には仙台湾の水深50～100mの水域で越冬し、翌春満1才魚として再び接岸して秋には深所へ
移動する。万石浦における本種の出現パターンは小坂（1969）の報告に基本的に合致する。成魚
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にっいては三陸沖を北上一南下回遊することが知られている（石戸他，1979）。
　6）食性
全長40～294㎜の165個体にっいての胃内容物組成を付表25に示した。全長99㎜まではアミ目
の出現頻度が55．O％と最も高かった。その他の餌料としては、魚鱗、魚類、およびハルパクチ
ス目などが利用されていた。スズキの成長に伴い浮遊性餌料の出現頻度は低下するが、魚類、
長尾亜目、および多毛綱のそれが上昇する傾向が認められた。捕食されていた魚類にっいては
カタクチイワシ、メバル、ギンポ（あるいはタケギンポ）、およびビリンゴなど7種が判別でき、
中でもカタクチイワシがスズキ6個体の胃中に出現した。魚鱗、ヨコエビ亜目、およびコノハ
ェビ目は全長100～199㎜の区分で出現頻度が高かった。植物片は100㎜以上の個体で認められ
た。空胃率は199皿以下では23％を越えなかったが。200～294㎜では37．8％へ上昇した。
　スズキ稚若魚はアマモ場で主に僥脚類、アミ類、および端脚類を食べて成長するが、成長す
るにっれて餌料を長尾類および魚類へと変化させていることが知られている（大島，1954；畑中・
関野，1962a；松清，1963；小坂，1969；田中・松宮，1982）。万石浦のスズキでもこの傾向が認め
られた。仙台湾では未成魚は主にイカナゴ、カタクチイワシ、およびキシエビを、そして成魚
はイカナゴを捕食していると報告されている（畑中・関野，1962a；小坂，1969）。
（3了）ネンブツダイ（テンジクダイ科）
　本研究でネンブツダイは1990年10月9日に建網で1個体のみが採集された。本種はこれまで
に千葉県以南の海域から知られており、産卵期は6～8月とされている（中村，1934；鈴木・上
野，1987；林，1993〉。鈴木・上野（1987）に従うと、本標本は成長の遅れた満1才魚と推定され、
採集された年の夏あるいは秋に関東方面から輸送されて来たものであろう。
（38）シロギス（キス科）
　本研究でシロギスは1987年9月27日に水路部大森の砂礫帯で初期稚魚1個体（全長13．2皿）と
1995年8月16日に湾口部梨木畑で成魚1個体（135㎜）が採集された。万石浦に出現するのは極め
て稀と考えられる。宮城水試（1988）は9月中旬に仙台湾で本種の仔稚魚（サイズ不明）を得てい
る。仙台湾における本種の産卵期にっいて詳細は不明であるが、少なくとも8～9月に産卵が
行われているものと推察される。
（39）マアジ（アジ科）
　1）成長
　全長組成および年令　マアジは6月から10月の間に建網で採集された（図85）。全長50～99㎜
の若魚が主体であったが、9～10月、には100～119㎜の個体も出現した。9月には少数ながら150
～169㎜のやや大形群も採集された。これは前者若魚群の全長組成から明らかに分離しており、
発生起源を異にする群であると判断された。
　マアジの産卵期は2月から9月までと長期間にわたり、産卵場も本邦南部水域で広範囲に及
んでいる（服部，1964）。川崎（1959）および服部（1964）によって示された知見に従うと、本研究
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で採集された全長119㎜以下の若魚群は薩南海域で2月頃産卵され、黒潮によって運ばれながら
成長したもので、9月に出現した150～169㎜の大形群は5～7月に東海区東部で産卵された満
1才魚と推定される。
　2）成熟
　生殖腺の発達　全長51～164皿の12個体にっいて生殖腺を観察した結果、生殖腺はすべて未
熟で、性別の判定も困難であった。
　3）出現時期および移動
　マアジが万石浦に出現したのは6月上旬から1Q月下旬の間で、採集された月は年によって異
なっていた。量的にはわずかでも毎年夏一秋に万石浦へ来遊すると考えられる。
　4）食性
　調査したマアジ12個体の胃内容物では、カラヌス目およびヨコエビ亜目の出現頻度が50．0～
58．3％と高く、その他魚鱗、巻貝類、および有扇亜目なども食べられていた（付表26）。空胃個
体は1個体のみであった。
（40）クロサギ（クロサギ科）
　1）成長
　全長組成および年令　クロサギは8～11月に限って万石浦で見られ、この間における月別全
長組成を図86に示した。全長12～24㎜の稚魚が8月中旬から10月中旬にかけて佐須および新釜
の汀線付近で採集された。10～11月には30～39㎜のものが主体となった。これら全長50㎜1未満
の個体は当才魚と判断されるが、9～ll月に見られた58～69皿の大形群は建網で採集され、他
の小形群とは全長組成の上で分離していた。本種仔稚魚の出現時期は本邦南部でも6月からで
ある（後述）ことから、後者は恐らく満1才魚であろう。
　全長一体重関係　全長12～69㎜の70個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．425・10『6×3’286（r・0．9935）が得られる。これによると、全長25㎜および50血の時の
体重はそれぞれO．13gおよび1．3gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　本研究で得られた稚若魚の生殖腺はすべて未熟で、性別の判定も困難であっ
た。
　3）出現時期および移動
　上述した通り、万石浦における本種の出現は8月中旬から11月中旬までの時期に限られた。
本邦太平洋沿岸における本種仔稚魚は宮崎県および土佐湾で6月から（Senta　and　Kinoshita，
1985；赤崎・永尾，1989；木下，1993）、横浜および小湊では7月から（中村，1934，Xystαe耽αεγγ
s瓦γ㎝㎜として；岩田他，1979；岡部，1996）出現することから、北方程遅れる傾向が認められ
る。中村（1934）によると、本種の成魚は小湊ではほとんど見られないとされている。小湊およ
び万石浦に出現する仔稚魚は本邦南部水域で発生し、黒潮によって輸送されたもので冬期には
死滅すると推測される。
　4）食性
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　全長12～29㎜の稚魚ではカラヌス目、ハルパクチス目、二枚貝類幼生、およびヨコエビ亜目
が主要餌料群を構成しており、特にカラヌス目はほとんどすべての個体で見い出された（付表
27）。30～69㎜の個体になると餌料の種類が多様化（5項目から15項目へと急増）し、蔓脚亜綱幼
生、多毛綱、および貝虫亜綱などが加わった。カラヌス目の出現頻度が低下した代わりに、ハ
ルパクチス目のそれは上昇した。全長60㎜台の5個体のみが空胃で、空胃率は全体で7．1％と低
かった。
（41）シログチ（二べ科）
　本研究では1993年6月7日に建網で全長190㎜の雌1個体が採集された。卵巣は未熟であった。
Honda　and　Kawasaki（1983）によると、仙台湾ではシログチは6～9月に30m以浅の沿岸に接近
して産卵するとみられている。
（42）ニベ（ニベ科）
　本研究では1991年および1993年の5月に建網で全長212～220㎜の雌2個体が採集された。と
もに卵巣は未熟であった。ニベは仙台湾で定置網および底曳網で漁獲される主要魚種の1っで、
通常60m以浅の水域に生息するが｛産卵期（6～8月）には20m以浅に移動することが知られてい
る（Okata，1976；HondaandKawasaki，1983）。
（43）ヒメジ（ヒメジ科）
　1988年および1989年の9月下旬に万石橋付近で全長UO～114㎜の2個体が採集された。この
他に、及川喜一氏（宮城水高旧職員）は1987年9月に梨木畑で本種を釣獲し、筆者も1989年9月
に佐須の水中で目視観察したが、いずれもサイズは100㎜前後であった。また、1994年8月下旬
一9月上旬に歌津沖の水深約150mの表層で27～47㎜の稚魚24個体が採集された。
　本種の稚魚～未成魚は本邦中部以南のアマモ場に夏から初冬にかけて出現することが知られ
ている（大島，19541清水，1979；木村他，19831塩原・鈴木，1985）。8～9月に採集される当才
魚のサイズは全長50㎜以下と考えられる（小池・西脇1977；千葉，1980；木村他，1984；那珂湊
水産高校水産生物クラブ，1990）ことから、万石浦に9月頃出現する100㎜前後のヒメジは本邦中
南部で越冬したものが輸送されて来たとみなされる。谷田他（1957）は松島湾での本種の出現時
期を6～9月としており、東北水域では冬期の低水温に耐えられないと推測される。
（44）メジナ（メジナ科）
　本研究でメジナは1987年8月9日に水路部の入口（佐須）で全長23～26㎜の稚魚4個体が採集
されたのみである。万石浦本体に入って来ることはほとんどないと考えられる。仙台湾では長
浜沖のノリ網で1個体（全長110㎜）が採集されており、また夏に牡鹿半島荻浜で潜水中に若魚が
観察されたことがあった。
　本邦におけるメジナの産卵期は10～7月に及び、北部では5～7月と考えられている（水戸，
1963；日本水産資源保護協会，1983）が、東北水域で本種の産卵に関する報告は見当たらない。
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仔稚魚の出現は小湊では11～6月（中村，1934）、那珂湊では5～7月（那珂湊水産高校水産生物
クラブ，1990）である。東北水域に出現する仔稚魚は本邦中部以南で発生したものが輸送されて
来ると推測される。ただし、若魚の生息水温下限は5℃とされている（奥野・西口，1961）ので仙
台湾での越冬は可能と考えられる。
（45）クロホシフエダイ（フエダイ科）
本研究でクロホシフエダイは1990年10月19日に建網で全長44㎜の稚魚1個体が採集されたの
みである。既往の記録によると、本種の稚若魚は8～11月に本邦中部沿岸に出現する（中村，
1970；千葉，1980；木村他，1983；小島，1988）が、成魚は見られないようである。本種は本邦南
部の水域で産卵すると考えられる。これまで茨城県以北で本種の記録がないことから、本研究
で得られた個体はたまたま万石浦まで輸送された稀な例と言えよう。
（46）シマイサキ（シマイサキ科）
　1）成長
　全長組成および年令　10月から！1月にかけて計40個体のシマイサキ稚魚が主に新釜の汀線付
近で採集された。10月は全長36～72㎜の個体が得られたが、ll月は50㎜を越えるものは見られ
なかった（図87）。横浜市沿岸に出現する本種の例（岩田他，1979）から判断すると、本研究で得
られたものはすべて当才魚とみなされる。
　全長一体重関係　全長36～72㎜の22個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Yニ1．112・10－5×3・094（r・0．9959）が得られる。これのよると、全長35㎜および70㎜の時の
体重はそれぞれ0．67gおよび5．7gとなる。
　2）出現時期および移動
　万石浦における本種の出現は10月中旬からll月上旬に限られ、すべて稚若魚期の個体であっ
た。本種の産卵期は5～8月で、全長10～50㎜の稚魚は本邦中部のアマモ場や内湾に普通7～IO
月に出現する（大島，1954；岩田他，19791千葉，1980；木村他，1983；木下，1988）。谷田他（19－
57）は松島湾ではシマイサキは6～8月に出現し、水温低下に伴い湾外へ去るとしている。筆者
は本種の稚魚を飼育したところ、水温が15℃以下になると動きが鈍くなり、そして10℃以下に
降下すると死亡するのを観察した。宮城県では本種の越冬は困難と推測される。
　3）食性
　稚若魚の胃内容物としては、ハルパクチス目（81．8％）の出現頻度が最も高く、次いでカラヌ
ス目（40．9％）が続いた（付表28）。その他ヨコエビ亜目および有扇亜目なども利用されていた。
空胃魚は22個体中1個体に過ぎなかった。大島（1954）が報告しているように、稚魚はプランク
トンおよび移動性葉上甲殻類を主餌料としていると考えられる。
（4了）コトヒキ（シマイサキ科）
1）成長
全長組成および年令　7～11月におけるコトヒキの月別全長組成を図88に示した。全長10㎜
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台の稚魚は7月下旬から出現したが、量的には9～10月に多く、主に湾口部の汀線付近で採集
された。9月に30㎜台の稚魚が見られ、10月には全長範囲が97㎜にまで拡がり、80一“99㎜で小
さな山が現れた。11月は50～89㎜の個体となったが、70～79㎜を境として2群に分かれた。
　本研究では10～11月の全長組成に2っの山が認められたが、本種の産卵期は5月から10月ま
でと長く（木下，1988）、横浜でも10月に体長70㎜台の個体が採集されている（岩田他，1979）こと
から、万石浦に出現したコトヒキはすべて当才魚と考えられる。
　全長一体重関係　全長15～97㎜の69個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝1．533・10－6×31001（r・O。9986）が得られる。これによると、全長50㎜および100㎜の時の
体重はそれぞれL9gおよび15．4gとなる。
　2）出現時期および移動
　コトヒキは7月下旬から11月下旬までの間、特に9～10月に新釜で採集されることが多かっ
たが、全長60㎜以上の個体は建網にも入網した。10～29㎜の稚魚は湾奥部の針浜および猪落で
も得られたことから、このサイズのものは湾全域の汀線付近に寄っていると思われる。
　本種は本邦南部で産卵され（木下，1988）、仔稚魚は黒潮により北方へ輸送されると考えられ
る。本研究では！0月から急に全長範囲が拡がり、組成に2っの山が出現したが、これはマアジ
の例のように発生した時期あるいは水域の異なる群が同時に万石浦に来遊したためと解釈され
る。シマイサキと本種の稚魚を一緒に飼育したところ、水温が12～13℃に下がると死亡するも
のが出始めた。コトヒキは前者よりも低水温に対する耐性が低いと判断される。
　3）食性
　全長15～97㎜の69個体について調査した胃内容物組成を付表29に示した。全長29㎜までの稚
魚ではヨコエビ亜目、ハルパクチス目、貝虫亜綱、およびカラヌス目が主要餌料群を構成し、
特に前2者でともに77．4％と出現頻度が高かった。30～49㎜では葉上動物はよく食べられてい
るが、プランクトンの利用度は減少した。なお、このサイズにおいて藻類の出現頻度が高かっ
た。50㎜を越えると短尾亜目、多毛綱、および魚類が出現し、浮遊性動物食からベントス食へ
と変化していく様子がうかがえる。15～49㎜までは空胃個体はなく、5G㎜以上で空胃率は25．0
％を示した。
（48）クロダイ（タイ科）
　1）成長
　全長組成および年令　クロダイの月別全長組成を図89に示した。7～9月に全長11～21㎜の
稚魚が汀線付近で採集される一方、8月には45～79㎜の若魚が建網に入網した。この群の大形
個体は10～11月に100㎜前後に達するが、12月には50㎜1未満のものしか見られず、1～3月はほ
とんど採集されなかった。これは水温の低下とともに成長に良い個体が秋に湾外へ去り、冬期
にはわずかな個体しか残っていないことを示していると言えよう。4～7月には前年生まれと思
われる満1才の10Q～139㎜の個体が採集された。満1才魚は夏に姿を消して9～11月にまた出
現したが、成長は認められなかった。150㎜以上のものは（満2才？）は7月に2個体（160～162㎜）
が得られたのみであった。
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本種の産卵期は松島湾で5～6月である（谷田他，1957）ことを考えると、本研究で8月に出現
した全長45～79㎜の群が当才魚の主体で、7～9月に見られたll～21㎜の稚魚は遅く産卵され
たものであろう。当才魚の主群が45㎜以上のサイズで8月から急に採集され始めたということ
はこれらが湾外から来遊したことを物語っている。
全長一体重関係　全長11～162㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求める
と、Y－6．722・10－6×3454（r＝0．9971）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、およ
び150㎜の時の体重はそれぞれL5g、13．7g、および49．1gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　クロダイは雄性先熟の性転換を行うことが知られている（落合・田中，1986）
が、本研究で調査した個体の生殖腺重量はすべて0．Olg以下で、雄と判断された。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　万石浦で成魚は採集されることはなからたので、湾内で産卵が行わ
れているとは考えられない。本種の産卵期は全国的にみると、3～7月で水温15～16℃で産卵
が開始される（落合・田中，1986）。万石浦で8月に全長79㎜までの稚若魚が採集されていること
から、谷田他（1957）が松島湾での産卵期を5～6月としているように、5月には産卵が始まっ
ていると考えられる。また、9月下旬に11～12㎜の稚魚が得られることがあり、産卵は8月下
旬にまで及ぶと推測される。万石浦に出現するクロダイの産卵場は仙台湾とみられるが、詳し
い場所は不明である。
　4）出現時期および移動
　当才魚の主群は8月に全長45～79㎜のサイズで湾外から万石浦に出現し、冬にはほとんどが
湾外へ去ると考えられる。翌年4～7月に満1才魚として再出現し、盛夏に姿を消すが、秋に
若干戻って来るとみられる。満2才以上と思われるものはほとんど採集されず、万石浦に出現
するクロダイは大部分が満1才までの個体と判断される。
　5）食性
　全長11～162皿の134個体についての胃内容物組成を付表30に示した。全長99㎜までの稚若魚
では魚鱗、ヨコエビ亜目、カラヌス目、アミ目、およびハルパクチス目が主要餌料群を構成し
ていた。10㎜台の稚魚はカラヌス目およびハルパクチス目を捕食していた。50～99㎜では調査
個体数が多かったことも関係するかもしれないが、餌生物の種類が豊富で、特に多様な甲殻類
が出現した。100㎜を越えると、浮遊性動物食から巻貝類、短尾亜目、および長尾亜目などの
ベントス食へと変化する傾向がうかがえた。藻類の出現頻度は成長とともに高くなった。空胃
率は99㎜までは15％前後であったが、それ以上では36．4％へと上昇した。
　上記の調査結果は魚鱗の出現頻度が全体的に高いという点を除けば、他の水域における本種
の食性傾向と同様である（大島，1954；石川県増殖試験場，1979；中津川，1980；敷田他，1983）。
本研究で魚鱗が高頻度で出現したことはほとんどのサンプルが建網で得られたことと関係があ
るかもしれない。
（49）メイチダイ（フエフキダイ科）
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本研究でメイチダイは1990年10月3日に建網で全長30㎜の稚魚1個体が採集されたのみであ
る。本種は主に本邦中部以南の水域に生息する岩礁性魚類であるが、その生態に関する知見は
ほとんど不明である（鈴木・日置，1978）。谷田他（1957）および川崎・佐々木（1980）によると、
本種は仙台湾において6～8月に稀に出現するとされている。出現するメイチダィのサィズに
関する記録はないが、恐らく夏～秋にかけて稚若魚が輸送されて来て、冬には死滅すると推測
される。
（50）ハタタテダイ（ハタタテダイ科）
本研究では1990年11月14日に新釜で全長37㎜の稚魚1個体が採集された。これは直径30cmの
取水管（長さ1QO皿）を通って着水槽に入り込んでいたものであった。本種の稚若魚は夏から秋に
本州南部の内湾に出現することが知られている（益田他，1975；千葉，1980；木村他，1983；津本
・木村，！988）。稀な例と思われるが、本研究で本種が東北水域にまで輸送されて来ることが明
らかになった。
（51）イシダイ（イシダイ科）
　本研究でイシダイは1994年10月29日に万石橋下で全長136～160㎜の2個体が釣獲された。本
種は仙台湾における定置網漁獲物の1つで（Okata，1976）、成魚も生息する。本種の産卵は本邦
中部以南で行われる（松岡，1975）が、仙台湾で見られる成魚は産卵のために南下回遊をするの
か、あるいは産卵せずに仙台湾で一生を終わるのか不明である。
（52）アオタナゴ（ウミタナゴ科）
1）成長
全長組成および年令　アオタナゴの月別全長組成を図90に示した。6月に全長50～59㎜をモ
ードとする産出直後の稚魚群が出現した。8月に大部分が100㎜を越え、U月には120～王69㎜
に達するが、その後の成長はゆるやかであった。厳寒期の1月に一時採集個体数が減り、全長
モードも下がったが、これは成長の良い個体が低水温を避けて湾外へ移動したためと考えられ
る。若干の例外を除くと、翌年5月には満1才で140～189㎜に成長した。6月以降、当才魚の
出現とともに満1才魚は採集個体数が減少し、8～9月は見られなくなるが、11月から5，月ま
で180～248㎜のサイズで再出現した。生後満2年で200㎜から250㎜近くに達すると考えられる。
　三浦半島産アオタナゴにおいて鱗を用いた年令査定により、満3～4才魚の存在が報告され
ている（Abe，1969；Hayase　and　Tanaka，1980b）が、これらの研究で使用された材料は尾叉長200
㎜以下であった。三浦半島産アオタナゴの成長は生後満1年で尾叉長120～140㎜で、万石浦産
のものより劣るとみられるが、少なくとも満4才魚の存在にっいては疑問視される。
　雌雄の成長差　全長組成の月別変化からサンプルを当才魚および満1才魚の2群に分け、雌
雄における月別平均全長の変化を図91に示した。当才魚では6～9月まで雌雄差は認められな
いが、10月以降は明らかに雌の方が良好な成長を表した。1月に雌の平均全長が減少したが、
これは上述したように成長の良い個体が一時湾外へ去るためのみかけの現象と言えよう。満1
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才魚ではサンプル数が少ないため月ごとの変化がやや大きいが、雌の大形化傾向は維持された。
程ayase　and　Tanaka（1980b）は当才魚では雄の方がやや大きいが、2年目の夏から秋にかけての
成長期になると、逆に雌の方が大形化すると述べている。
　全長を測定した全個体について、雌雄別の全長組成を示すと図92の通りである。雌は最大全
長が248㎜で、230㎜を越えるものが7個体見られたのに対し、雄では最大230㎜（2個体）であ
った。注目すべき点は雄では全長モードが130～139㎜（雌では160～169㎜）にあり、150～189㎜
の個体が雌に比して著しく少なかったということである。全長測定をする際、個体数が多かっ
た雌は一部を、少なかった雄は全数を計測するケースが多かったため、実際には図に示された
以上の差があったと考えられる。この理由は3～5月に雄の性比が低下した（雄が湾外へ出た）た
め（後述）と考えられる。
　全長一体重関係　全長49～248㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求める
と、Y＝6．849・10－6×3’141（r＝0．9982）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、150
㎜、200㎜、および250㎜の時の体重はそれぞれ1．5g、13．1g、47．Og、116g、および234gとな
る。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣におけるGSIの月別変化を図93に示した。8～9月にGSIはほとんどが0．1以
以下であるが、10，月から徐々に上昇し、1月には0．3前後となった。2月から個体差が大きくな
るが、急激な増大が見られた。 5月には大部分が10．0を越え、最高値は34．9を記録した。6～
7月には7個体のうち、6個体が一部あるいは全仔を産出しており、全仔を産出した個体のGSI
は0．6～4．Oに下がった。
　ほとんどの雌が生まれた年の秋には生殖活動に加わるが、少数ながら非産卵群が存在した。
9月に卵巣重量が0．01gに満たない個体および1月と5月にGSIがそれぞれ0．05および0．45を越
えないものは非産卵群とみなされた。
　精巣の発達　Hayase　and　Tanaka（1980b）が報告している通り、GSlの月別変化は卵巣と精巣
とでは全く異なったパターンが見られた。図94に示したように、精巣のGSIは6月に0．03～O．04
と最低のレベルにあるが、6月から9月に向かって急速に上昇し、9月はピーク（最高値L6）
を形成して、過半数が1．0を越えた。その後GSIは降下を続け、翌年2月から0．1以下のものが増
えて5月にはすべて0．08以下となった。雌と同様に、ほとんどの雄が当才魚で生殖活動に参加
するが、9月と11月に見られた精巣重量が0．01g未満の2個体は非産卵群とみなされた。9月上
～　旬にGSIがO．14～0．17と低い値を示した2個体は10月には産卵群に加入し得ると思われた。
　交尾期　精巣のGSIが0．7以上と高値を示した月は9～11月であった（図94）。アオタナゴの卵
は交尾後に成熟して排卵され、体内に蓄えられていた精子によって受精される（櫻井，1990）。
後述するように、本研究で輸卵管内に排卵が観察されたのは11月中旬以降であったので、交尾
期は9月から11月上旬に及ぶと推測される。
　卵径および胎仔全長の季節変化　卵径は10月に0、3～0。4㎜、11月に0．4～0．5㎜、そして12月
には0．5～0．6㎜へと増大し、12月下旬からふ化が始まる2月まで0．55～0．60㎜で変化は見ら
れなかった（図95）。11月中旬から輸卵管壁から遊離した（排卵された）卵が見い出され、12月
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上旬以降はすべて排卵後の卵のみとなった。
　図95に示した通り、2月中旬からふ化した仔魚が輸卵管内に出現した。1腹に卵と仔魚とが
一緒に観察された例から判断すると、ふ化時の仔魚は全長2．2㎜前後と考えられる。3月下旬で
も約5㎜の仔魚が見られるが、4月にはすべて10㎜以上となり、下旬には25㎜に達するものがあ
った。5月から6月上旬にかけてほとんどが25～47㎜の稚魚に成長した。6月中旬に56～57㎜の
稚魚が残っている例が観察された。内田（1938）が述べているように、産出後、体が縮小する可
能性があるが、野外では48～55㎜の稚魚が多数採集されることから、産出時のサイズは普通50
㎜前後とみなされる。これはAbe（1969）およびHayase　and　Tanaka（1980b）の報告と一致する。
　水江（1961）によると、近縁種ウミタナゴでは12月上旬にほとんどが排卵を終え、1月上旬に
全長5㎜以内でふ化し、4月上旬には胎仔は40㎜を越える。ウミタナゴの産仔期は全国的にみる
と4～6月で、産出稚魚の全長は50～60㎜である（内田，1938；松清，1963；Abe，19691Hayase
and　Tanaka，1980b）。ただし、女川湾では7月でもウミタナゴの産仔が確認されている。排卵期
はアオタナゴと変わりないが、ふ化時のサイズおよび胎内での成長はウミタナゴの方が勝って
いる1と言える。
　水江（1961）はウミタナゴにおいて著しく成長の遅れた胎仔が存在することを観察しっっも、
これを特別な例とみなした。本研究でもアオタナゴの胎内の一部に発育不良な胎仔や死亡した
胎仔を持っ個体が見い出された。このような例は母親m個体中、24個体（2L6％）で確認され、
特別な例とは言い難かった。成長不良な胎仔は1腹中1～5個体と少数であったが、中には全
長（9～31㎜）が全体的にばらついている例および胎仔が40㎜以上に生育していながら39個体中、
15個体が死亡している例がそれぞれ1例観察された。死亡している場合、ほとんど溶解してい
るものがあった。これら発育異常な個体を除くと、同一胎内における発育正常な胎仔のサイズ
はほとんど一定していた。
　卵数および胎仔数　胎内に排出卵あるいは胎仔が見られた個体にっいて、1腹内の卵・胎仔
数と母親の全長との関係を図96に示した。この際、卵と胎仔が混在する場合はすべて胎仔と
して扱い、また発育不良な胎仔が見られた場合はこれも計数に含めた。母親の全長を測定した
時期は11月から6月に及んでいるが、この期間は成長の停滞期でもあるのでそのままの全長デ
ータを使用した。卵数と胎仔数を比較すると、母親が同サィズでも卵数の方が明らかに多い傾
向が認められた。これは胎仔が何らかの理由で減耗していることを裏付けている。卵・胎仔数
は年令に伴って増加し、同一年令でも全長が大きい程、卵・胎仔数が多いことを図96は示し
ている。当才魚の卵・胎仔数は10～64個体、満1才魚では44個体から最高130個体を記録した。
母親の最小サイズは3月下旬に採集された2個体で、ともに全長125㎜であった。図示しなかっ
たが、3月下旬に得られた120㎜の個体では発生異常卵1個と発育不良の仔魚2個体しか保有し
ていない例があった。
　当才魚（全長125～188㎜）および満1才魚（19Q～248㎜）に分けて、全長（X）一発生卵・胎仔
数（Y）についての関係式を求めると、それぞれ次式が得られる：、
　　当才魚の発生卵数　Y．＝・Q．494X－4L8　（r・Q．724G）N・26
　　当才魚の胎仔数　　Y。＝0．487X－47．6　（r・0．7640）N・75
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　満1才魚の胎仔数　Y　l＝L　ll4X－167．8　（r＝0．8164）N＝35
　これらの式を使って各年令群における平均全長約160㎜および220㎜の時の胎仔数（発生卵数）
を求めると、それぞれ30個体（37粒）および77個体となる。
　Hayase　and　Tanaka（1980b）は胎仔数と体重が相関関係にあることを示したが、これによると
体重57．4g（本研究で全長160㎜に相当〉の時に胎仔数は約18個体に過ぎない。また、Abe（1969）
の記録によると、体長113～155㎜（推定全長144～197㎜）で胎仔数は14～37個体、そして171～
182㎜（同217～231㎜）でも45～64個体となっている。上記2研究は三浦半島産アオタナゴに基
づいており、本研究よりかなり低い値となっている。これが地域的な差によるものかどうかは
今後の研究を待ちたい。
　ウミタナゴの場合、胎仔数は最多86個体という例外もあるが、普通多くても30個体余りであ
る（内田，1938；水江，1961；松清，1963）。Hayase　and　Ta叩ka（1980b）が指摘しているように、ウ
ミタナゴはアオタナゴより少数の胎仔を大形で産む。なお、内田（1938）はウミタナゴの胎内で
は発育中の卵あるいは胎仔が減少する傾向はないとしている。
　3）産仔
　産仔時期および産仔場所　5月下旬に胎仔は全長50㎜近くに達すること、またこのサイズの
稚魚が野外で最後に採集されたのは7月1日であったことから、万石浦における産仔期は5月
下旬から6月下旬と判断される。アオタナゴは内湾のアマモ場で産仔する（Hayase　and　Tanaka，
1980a）とされており、万石浦全域がこの条件を備えている。
　産仔群の全長および年令　雌の産仔群は全長125㎜（3月）以上の個体によって構成されてい
た。GSIから非産仔群とみなされたものは106㎜（9月）、122～130mm（1月）、および110～126㎜
（5月）の計5個体であった。雄の場合、産仔群はll1㎜（9月）以上の個体からなっていた。非産
仔群と思われるものは9月および11月に見られた114～12㎞nの2個体のみであった。雌雄とも
にほとんどが当才魚で成熟するが、9月における全長が雌は120㎜、雄ではllO㎜を越えている
ことが成熟への1つの条件と考えられ、Hayase　and　Tanaka（1980b）の指摘とほぼ一致する。
　4）性比
　産出直後の稚魚において多くが肉眼で雌雄の判別が可能であった。7月に全長80㎜を越える
頃から雄の轡鰭基部に挿入器が認められた。150㎜以上のアオタナゴにっいては雌が多いこと
は既に述べた（図92）。年令別・月別性比を示すと表13の通りである。当才魚では6月から2月
までは雌雄同数とみられるが、産仔前から産仔期かけての3～5月は雌が多く、非常に有意で
あった。満1才魚でも3～4月に雌が優勢であった。次に年令に関係なく性比を調査した結果
を表14に示した。建網で一度に50個体以上が漁獲される場合は1例を除くとすべて雌が圧倒的
に多く、特に3～5月は雌が全体の82～86％を占めた。10月および12月も雌が多い傾向が認め
られた。
　Hayase　and　Tanaka（1980a）は、アオタナゴの雌雄は産仔期には別々に生息し、産仔する雌は
群を作って湾奥部に集中する傾向があることを示唆したが、本資料はこの示唆を支持している。
ただし、12月にも雌がまとまって漁獲されたことがあり（表14）、雌雄が別行動する時期は必ず
しも産仔期に限らないようである。ウミタナゴ科魚類は交尾期（9月上旬～12月下旬）に雄が縄
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表13．アオタナゴの年令別・月別性比．＊，p＜O。05；＊＊，p＜O．OL
年令 性 6月 7月 8月　9月10月 11月　12月1月 2月 3月　4月 5月 合計
O＋
＋
♀♂♀♂ 8i4714 70
038
88　　65
1　66，　　0　　■　　ロ　　・　　g　　o　　一　　璽　　響
　　0　　0
61
401
31　　32
4　　2
3　　0
71101 22
4105
88＊＊　92＊＊
8＊＊　26＊＊
2＊　29＊＊
＊　　7＊＊
62＊＊
3＊＊
3
626＊＊
61＊＊
3＊
4＊
合計 ♀♂ 15＊
8＊
73
8 89　　654　　66
61
5 35　　342　　35
712 32
9110＊＊121＊＊7＊＊　33＊＊
68＊＊
6＊＊
709＊＊
15＊＊
表14．アオタナゴの月別性比．　年令に関係なく調査した結果を示す．
　　＊，p＜0．05；＊＊，p〈α01．
性』 6月 7月 8月 9月 10月 ll月 12月 1月 2月 3月 4月　5月 合計
♀♂ 20　一　　
24
73
6
89
6
65
0
77＊
3＊
36
2
120＊零
9＊＊
17
9
27
8
724＊＊
61＊＊
876＊＊170＊＊
93＊＊　28＊＊
2294＊＊
39＊＊
合計 48 i59185．135 130 68 159 46 55 8851069　1983133
張りを作ることが報告されており（櫻井，1990）、本研究で10月と12月に雌が多かったことは雄
の縄張り行動と関連があるかも知れない。
5）出現時期および移動
胎仔は5月下旬から産出されると考えられる。夏～秋を万石浦で過ごした当才魚のうち成長
の良い個体は厳寒期（1月）に一時湾外へ去るようであるが、2月から復活し、周年湾内で見
られた。6月以降満1才魚となったアオタナゴは当才魚の出現とは逆に急に個体数が減り、秋
に再び採集されるようになるが、量的には少なかった。満1才魚は次年5月まで湾内で見られ
たが、その後満2才魚としての存在は認められなかったことから、本種はちょうど生後満2年
で死亡すると推測される。
　アオタナゴはウミタナゴより内湾性が強く、アマモ場を主な生息域にすることが知られてい
る（Abe，1969；Hayase　and　Tanaka，1980a；櫻井，1990）。両種は沿岸域で見られるが、ウミタナ
ゴは万石浦で全く採集されることがなかったので、ウミタナゴの生息場所は外海域に限定され
るとみて良いだろう。
　6）食性
　全長48㎜～248㎜までの503個体の胃内容物組成を付表31に示した。稚魚から成魚に至るまで
極めて多様な餌生物を捕食していたが、アマモ場に生息する小型甲殻類および貝類（菊池，19－
82）に集中していると言って良い。中でも、ヨコ手ビ亜目、ハルパクチス目、巻貝類、および
有扇亜目が主要餌料群を構成していた。前2項目に加えて、カラヌス目とウミナナフシ亜目は
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180
小形魚程出現頻度が高い傾向が認められた。空胃率は全長99㎜以下では14．1％であるが大形魚
になる程上昇し、200㎜以上では66．O％に達した。Hayase　and　Tanaka（1980c）が述べているよ
うに、アマモ場の餌料環境はアオタナゴの成長に伴って不利に作用していることがうかがえる。
（53）オキタナゴ（ウミタナゴ科）
　本研究では4月下旬（全長153㎜）と6月中旬（126㎜）に雌2個体が建網に入網したのみであっ
た。この他に仙台湾で7月上旬に漁獲された雌14個体を購入したので、計14個体（全長126～179
㎜）にっいてGSI、胎仔のサイズ、および胎仔数にっいて調査した結果を述べる。
　4月に得られた標本ではGSIはLOで、胎仔は全長8．5～9．0㎜であったが、6～7月にはGSIは
5．5～9．2へ上昇し、胎仔は21～27㎜に成長していた。胎仔数は12～24個体の範囲であったが、
全長が大きい程胎仔数も多い傾向が認められ、胎仔数が20個体以上の親は161皿n以上のサイズ・
であった（図97）。アオタナゴでも観察されたように、同じ胎内で発育の著しく遅れた仔魚1個
体を含むものが2例見られた。
　Hayase　and　Tanaka（1980a，198Gb）によると、オキタナゴの稚魚は三浦半島で6月に全長42～
43㎜で産出される。万石浦での本種の出現は偶発的な要素が強いが、仙台湾では7月下旬頃産
仔が行なわれるものと推察される。
（54）シマスズメダイ（スズメダイ科）
　本研究では1988年10月3日に水路部大森の潮溜りで全長26㎜の稚魚2個体が採集された。シ
マズズメダイは千葉県での記録は多い（Sakamoto，1932；中村，1934；田村他，1962；遠藤・津島，
1965；林・伊藤，1974；小島，1991）が、それ以北の水域では本標本を座間（1991）が報告してい
るに過ぎない。中村（1934）は水温約8．5℃で本種が発死するのを観察している。
（55）イカナゴ（イカナゴ科）
　成魚は1988年i月22日に神明で1個体（全長199㎜）が採集されたことがあるが、これは傷っい
水路部方面から流されて来たところをすくい上げられたものであり、通常成魚は万石浦には入
って来ないと思われる。仔魚は1988年2月20日に2個体（H～17㎜）、そして1989年2月9日に
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3個体（11～13㎜）が灯火採集で得られた。また、高橋他（1986）は1982年2月下旬と3月中旬に
万石橋下で稚魚ネットを固定し潮流を利用して、多数のイカナゴ仔稚魚を採集している。毎年
かどうかは木明だが、冬から初春にかけて本種の仔稚魚が湾内に入り込んでいるのは事実であ
る。本種の産卵期は仙台湾で12月下旬～1月上旬とみられている（児玉，1980）。
（56）マサバ（サバ科）
本研究ではマサバは1987年8月11日に神明で全長16㎜の稚魚が採集されたのみで、これはた
またま潮流により湾内に流されて来たものと思われる。東北水域における本種の産卵期は6～
7月である（佐藤他，1968）。
（5了）タチウオ（タチウオ科）
　1991年5月2日に全長420㎜の若魚1個体が建網に入網した。タチウオは北海道以南の暖水域
に広く分布する（尼岡他1995）が、東北水域に来遊する群にっいての生態学的調査はほとんど
見当たらない。Okata（1976）によると、田代島では8～10月に定置網で本種が漁獲されている。
（58）アイゴ（アイゴ科）．
　アイゴは本研究で1989年10月に2個体（全長65～67㎜）および1990年9～10月に9個体（45～123
㎜）が大浜沖で、さらに1994年9月に1個体（28㎜）が新釜で採集された。出現時期は9月中旬か
ら10月下旬で、すべて稚若魚であった。岡本・窪田（1961）によると、アイゴは水温約10℃でほ
とんどが死亡することから、東北水域では冬に艶死するのは間違いない。酒井（1986）は南三陸
から全長307㎜の個体を記録しているが、これは成魚の段階で輸送されて来たものと思われる。
　9個体（全長45～123㎜）の胃内容物を観察した結果、藻類（7例）、ウミシバ類（7）、ヨコエビ亜
目（5）、多毛綱（4）、ハルパクチス目（3）、員虫亜綱（1）、アミ目（1）、およびタナイス目（1）が出
現した。本種は30㎜を越えると動物食から植物食へと変化するとみられている（大島，1954；北
島他，1980）。
（59）マハゼ（ハゼ科）
　1）成長
全長組成および年令　マハゼの月別全長組成を図98に示した。当才魚についてみると、4月
下旬～5月下旬に全長10㎜以下の浮遊期仔魚が出現し、6月以降は10㎜以上になって着底期の
稚魚が見られるようになった。6月から9月にかけて急激な成長を示し、8月には大半が50㎜
以上となって満1才魚群の組成と連続した。9月から2月までの水温降下期は大部分が100～149
㎜に達するが、成長は停滞傾向にあった。しかしながら、12月から150㎜以上の個体が増加を
始め、3月には150～199㎜群が150㎜未満群より優勢となり、4月以降前者の大形群は再び減少
した。っまり、1月から5月の間は110～139㎜および160～179㎜を中心として、双峰型あるい
はそれに近い組成を示すが、6月には大形群の峰が消えて単峰型に戻った。この組成の変化は
大形群（満1年産卵群）が産卵後死亡する（後述）ことに起因すると思われる。
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図99．　マハゼの満1年産卵群（破線部）および満2年産卵群の雌雄における平均
　全長の月別変化．黒丸、雌；白丸、雄
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満1才魚群は4月から100～149mを主体として成長を始め、8月に大部分が150～200㎜に達
し、10月には約半数が200㎜を越えた。次年1～2月にはほとんどすべてが200㎜から270㎜前後
に達するとみられ、満2才魚となる5月まで大きな変化は認められなかった。満2才魚は6月
にわずかとなり、7月には姿を消した。マハゼの寿命は満1年産卵群では生後満1年、そして
満2年産卵群では満2年と判定できる。
　万石浦と同様、松島湾（福島，1964）、八郎潟（片岡，1965）では満2才のマハゼは全長200㎜を越
えることが報じられているのに対し、東京湾（宮崎，1940；岩田他，1979；辻，1980；東京都水試、
1985）、兵庫県（片嶋他，1961）、および九州（道津・水戸，1955；道津，1978）のマハゼでは200㎜を
越えることは稀である。この成長差を起こす原因については不明であるが、少なくとも東北地
方のマハゼは上記の地方より大形に成長すると考えてよさそうである。宮崎（1940）はマハゼの
寿命を大部分が1～2年、少数は3～4年とみなしたが、全長との関係から考えると3年以上
生き延びるとは考えにくい。
　満1年産卵群および満2年産卵群の成長　満1年産卵群と満2年産卵群（＝満1年非産卵群）
の全長における分離は雌では11月から、雄では12月から明瞭となり、その後雌雄ともに大きな
成長差が認められた（図99）。満1年産卵群では1月まで成長を続けた後、平均全長160～170㎜
で停滞し、6月に全長の減少をみせて消滅した。一方、満2年産卵群は11月から平均全長110～
120㎜で成長が横ばい状態になるが、翌年5月から12月に向けて直線的な成長を再開し、12月に
は22Q～23Q㎜に達した。その後、次年5～6月まで成長は鈍化した。
　注目すべきことは両群の成長差は最初40～50㎜であったものが4月から6月にかけて互いに
接近する形で縮まっていった点である。宮崎（1940）および辻（1980）が述べているように、これ
は成長の良い満1年産卵群が餌料面で非産卵群を圧迫していたが、産卵後は産卵群の大形個体
が死亡することにより餌料環境が好転し、非産卵群の成長が促進されたと解釈できる。鈴木他
（1989）は、人工ふ化飼育によって本種の成長を観察しふ化後330日目には単一群として平均全
長207．31㎜（189．55～232．70㎜）に達し、採卵・受精できたことを報告している。この結果は好
条件下では著しい成長を示し、産卵・非産卵の2群に分離しないことを示唆している。
　雌雄の成長差　当才魚の雌雄差は10月まではっきりしなかったが、産卵・非産卵の2群に分
離した後、両群とも雄の平均全長が雌のそれを上回った（図99）。雄の大形化は非産卵群におい
てより明瞭であった。1～2月に雌の平均全長が下がったが、これは大形個体程早く産卵に関
与する（後述）ことと関連があると考えられる。本研究で得られた最大個体にっいてみると、雌
は全長276㎜、雄は274㎜で、ほぼ同じであった。
　全長一体重関係　全長14～271㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求める
と、Y－5．940・10－6×3』b34（r＝0．9978）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、お
よび250㎜の時の体重はそれぞれ6．8g、55．7g、および110gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣重量の月別変化を図100に示した。6月から9月まで卵巣重量はO．2g以下
であるが、10月以降急激に増加する発達群と増加を示さない停滞群との2群が認められた。こ
れら2群は11月に0．089を境として分離できるようである。発達群では12～1月に109近くに達
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した後、5月に向かってやや減少したが、1～5月の間はほとんどが1．Og以上（最大11．91g）で
あった。また、1～4月に放卵前の個体で婚姻色は見られたが、卵巣重量が0．34～0．66gと低い
値を示すものがあった。これらは短期間に卵巣が発達して完熟に至るのか、それとも病的な個
体なのか判断できなかった。停滞群では2月に得られた1個体（卵巣重量0．12g）を除くと、1～
4月の間、卵巣重量は0．5gを越えることはなかった。
　GSIにっいてみると、図101に示した通り、卵巣重量の場合とほぼ同様な月別変化が見られた。
発達群と停滞群との分離は卵巣重量も考慮すると、11月にO．6、12月には0．7を境として判別さ
れた。前者では1～5月の間は3．7以上（晩熟個体あるいは病的個体と思われるものを除く）で、
2月以降は10．0を越える（最大24．3）ものが増加した。産卵後と判定される個体は体がやせ衰え、
GSIはほとんどが0．5～3．5の範囲に低下していた。このような個体は3月下旬から出現した。一
方、後者では12月から7月に向けてGSIは相対的に減少したが、これは体重の増加に対して卵巣
重量がほとんど変化しなかったためではないかと思われる。
　福島（1964）は、マハゼの卵巣では水温が急降下し、日長が最短になる12月中旬になると急速
な成熟が進行するとしているが、本研究で示した卵巣重量およびそのGSIの月別変化はこれを
裏付けている。マハゼは産卵期が近づくと、雌雄ともに頭部下面、腹鰭、および磐鰭縁辺部が
暗色化する（宮崎，1940）。本研究で全長200㎜以上の個体の中には10月にこの婚姻色を現すもの
があった。卵巣発達群では12月下旬までにはほとんどの個体で婚姻色が明瞭となったのに対し、
停滞群では1月以降でも婚姻色は発現しなかった。
　宮崎（1940）は東京湾産の材料を用いて、マハゼには生後満1年で生殖に関与する満1年産卵群
と満1年では生殖に関わらず、満2年で成熟する満1年非産卵群（満2年産卵群）の2群が存在す
ることを初めて明らかにした。本研究で10月以降卵巣が急激に発達した群は満1年産卵群に、
そして発達のみられなかった停滞群は満2年産卵群に相当する。大久保（1963）および辻（1980）
もそれぞれ松島湾および小櫃川河口（千葉県）のマハゼで同様な2群を認めている。しかしなが
ら、片嶋他（1961）は兵庫県赤穂市付近のマハゼでは満1年非産卵群に相当する個体は見当たら
なかったと述べているのに対し、星野他（1994）は函館湾のマハゼ（雌）は生後満2年で成熟する
としている。鈴木他（1989）の飼育結果（前述）も考え併せると、2群に分離するかどうかは水域
あるいは餌料条件によって異なり、北方程成熟が遅れることが示唆される。
　本研究で11月に婚姻色が十分発現していない個体でも卵巣重量あるいはGSI値で産卵群と非
産卵群とに分離可能であることを示した。11～12月の段階では産卵群の中（特に小形個体）には
婚姻色がはっきり現れていないものがあるので婚姻色のみで判定するのは危険である。逆に卵
巣重量およびGSI値ではいずれの群に帰属させるか即断できない個体が1例観察された。それは
2月に採集された全長128曲の個体で、婚姻色が発現していなかったので非産卵群とみなされた
が、同群の他個体と離れて卵巣重量は0．12g（GSI　O．92）と高い値を示した（図100および101）。
　全長と卵巣〔Slとの関係　U～5月における全長と卵巣GSIとの関係を図102に示した。11月の
段階ではまだはっきりしないが、12月になると大形個体程GSIが高い傾向が認められた。1月以
降全長200㎜以下の個体でもGSIは上昇したが、月を追うごとに大形個体から採集されなくなっ
た。大形個体が採集されなくなった理由は雄との配偶関係（道津・水戸，1955；東京都水試，1985）
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が成立したためと推測される。産卵後の個体は3月にまず200㎜以上の全長で出現してから、4
～6月には200㎜以下でも見られるようになった。産卵群はほとんどが140m以上の個体であっ
た。
　以上の結果から万石浦産マハゼの雌は大部分が全長140㎜を越えると産卵に関与し、大形個
体程早く成熟して産卵すると判断される。これは大久保（1963）の報告に一致し、また宮崎（19－
40）の示した第5図からも同様なことがうかがえる。
　卵径の季節変化　道津・水戸（1955）および鈴木他（1989）が示しているように、マハゼの完熟
卵は直径約1㎜の球形で、受精後は吸水して外卵膜が破れ棍棒状となる。7月から9月の間、卵
径はO．1㎜以下であるが、10月から卵径の増大が顕著となり、12月には最大0．9㎜に達した（図
lO3）。1月から卵径における産卵群と非産卵群との分離が認められた。っまり、産卵群の卵径
は1月に0．3～Q．9㎜、3～4月には0．7～1．G㎜に増大するが、非産卵群ではO．1㎜以下のままで、
変化は見られなかった。産卵後の個体にはO．2～Q．6㎜の未熟卵群の他、LO㎜前後の変形卵あ
るいは2．O㎜前後にまで伸長した棍棒状の卵も残存していた場合があった。
　宮崎（1940）は産卵後の個体に残存する0．5㎜以下の小卵群は再度発達し、1回以上放卵する個
体も存在すると考えたが、本研究で発死寸前のものも含めて産卵後の個体にはすべて小卵群が
残っていたことから、小卵群は未熟のままで終わると判断される。
　精巣の発達　精巣はひも状で細く、最大重量でも0．13gに過ぎず、0．01g未満のものも多かっ
た。図104には精巣重量が0．Olg以上の個体について、月別GSIを示した。精巣のGSIは12，月を中
心としてピラミッド型の山を形成し、全体的にみると0．10以下のものが多かった。GSIにおい
ては精巣は卵巣よりも4ケ月程早くピークに達すると言える。図示した個体は精巣がやや平た
いひも状を呈し、ほとんどの個体で婚姻色が発現していたのに対し、図示されなかった、精巣
重量が0．01g未満の個体では精巣は細いひも糸状で、婚姻色は見られなかった。従って、概略
的にみると前者を産卵群、後者を非産卵群とみなすことができよう。前者の中でも12月に得ら
れた全長166㎜の2個体は婚姻色が見られなくてもGSIは0．14～Q．15と高い値を示した。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　東京都水試（1985）はマハゼの産卵期を、1）産卵生息孔を掘る期間、
2）産卵する期間、3）卵を保護する期間、および4）ふ化の期問の4期間に分類した。本研究では
水中観察を行っていないが、1月には雄が産卵生息孔を堀り始めると考えられる。放卵個体が
最初に採集されたのは3月2日であったことから、2月下旬に産卵が開始されたと推測される。
放卵個体の出現は7月まで続いたが、成熟卵が見られたのは5月までであった。5月中～下旬
に採集された成熟雌のGSIは13．0以上に達していたことから、6月上旬までには産卵を終了する
とみなされる。これらのことから、万石浦におけるマハゼは1月に雄が産卵生息孔を堀り始め、
産卵は2月下旬から6月上旬まで続くと推定できる。
　マハゼの産卵期は九州で1月中旬～3月下旬（道津・水戸，1955）、兵庫県で2月中旬～4月中旬
（片嶋他，1961）、東京湾で2月下旬～5月（宮崎，1940；東京都水試，1985）、そして宮城県で3月
上旬～5月中旬（谷田他，1957；大久保，王963）とされている。既に指摘されている通り（福島，19－
64；東京都水試，1985）、本種の産卵期は北の水域程遅くなる傾向にある。本研究の結果から考
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えると、年によって変動はあるだろうが、宮城県での産卵期は上記の期間よりもう少し幅広い
とみられる。
　マハゼが産卵期に集まって来る場所の環境およびマハゼの行動から、宮崎（1940）はマハゼの
雄が砂泥底に孔を堀り、雌がその中で産卵することを示唆したが、このことは道津・水戸（19－
55）および東京都水試（1985）によって確認された。東京都水試（1985）が東京湾で行った調査に
ょると、本種の産卵孔は水深5～10mの泥底に斜めに造られた長さ1．45～L85mの産卵室とそ
こから上に伸びて海底に開口する4～5本の孔道から成っていることが報告されている。万石
浦で本種の産卵場所は特定されていないが、湾中央部～湾奥部の水深2～6mの泥底で産卵が
行われていると推測される。
　産卵群の全長および年令　11～6月における雌および雄の月別全長組成をそれぞれ図105およ
び図106に示した。この期闇には雌雄ともに満1年非産卵群、満1年産卵群、および満1年非産卵
群から発展した満2年産卵群の3群加混在する。満1年非産卵群は満1年産卵群より成長が劣
ることは既に述べた通りであるが、11～4月の間前者では雌雄ともに全長が150㎜を越えるもの
はわずかであった（雌雄の最大全長はそれぞれ151㎜および153㎜）。後者では11～12月にほとん
どが140㎜を越え、生物学的最小形は雌127㎜（3月）および雄123㎜（2月）で、最大全長は12～1月
は約180㎜まで、3～5月は約200㎜にまで伸びた。
　満1年産卵群と満2年産卵群との判別は難しいが、12～1月に180㎜以上の個体は満2年産卵
群とみなされた。この群では2月に190皿以上、3～5月には200㎜以上の個体から成っており、
雄の方が雌より大形のものが多かった。満1年産卵群および満2年産卵群ともに6月に個体数
が急減した。
　以上の結果から見ると、11月の時点で雌雄ともに140㎜を越卑る個体はほとんどが翌年春に
産卵を開始すると推定され、満1年産卵群は生後満1年で、満2年産卵群は満2年で産卵して
死亡すると判断される。
　岩田他（1979）、辻（1980）、および東京都水試（1985）の記録によると、東京湾産マハゼの生物
学的最小形は本研究と同様全長約120㎜（体長約100㎜）とみられるが、宮崎（1940）は体長70～80
㎜としている。また、道津・水戸（1955）が宮崎市で行った調査では、全長103㎜の雌と102㎜の
雄が同一の産卵孔で配偶関係にあったことが報告されている。
　産卵期の年令群構成　11～6月におけるマハゼ雌雄の年令群構成を表15に示した。11～1月
に採集された個体は当才魚および満1才魚から成り、厳密には2月にならないとそれぞれ満1
才魚および満2才魚といえないが、ここでは便宜的に後者の群として扱った。産卵期前の11～
1月における満1才魚群と満2才魚群の比率は雌雄ともにほぼ60：40で、産卵期（2～4月）に
入ると80～90：20～10となり、産卵期後期（5～6月）にはほとんど満1才魚群のみとなった。
7月以降は満2才魚群が消滅するため、その年生まれの当才魚群と満1才魚群の構成となった
（図98）。
　満1才魚群における各月の非産卵群および産卵群の比率は表15に示した通りである。月によ
る変動が大きかったが、雌の方が雄よりも各月で高い値を示した。6月に産卵群の比率が低下
したのは産卵・放精後死亡するためである。満1年産卵群では4月から産卵が開始されるとみ
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表15．11～6月におけるマハゼの性別年令群構成（百分率）。満1年非産卵群と満1年
　　　産卵群の数値は満1才魚群に占めるそれぞれの百分率を示す．12～1月に採集さ・
　　　れた当才魚および満1才魚は便宜的にそれぞれ満1才魚および満2才魚として扱
　　　った．
年令群 11月 12月 1月 2月・ 3月 4月 5月 6月
満1才魚群（♀） 63．1 6L449．588．978．088．490．896．4
満1年非産卵群 （8L4） （55．3）（65．2）（68．1）（22．4）（55．3）（58．0）（85．2）
満1年産卵群 （18．6） （44．7）（34．8）（3L9） （77．6）（44．7）（42．0）（14．8）
満2才魚群（♀） 36．9 38．650．511．1 22．011．6 9．2 3．6
調査個体数（♀） 111 153 93 81 109 86 131 56
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満1才魚群（♂） 一 60．565．274．783．197．086．8100
満1年非産卵群 一 （68．5）（81．4）（69．6）（39．1）（80．2）（84．8）（96．2）
満1年産卵群 『 （3L5） （18．6）（30．4）（60．9）（19．8）（15．2）（3．8）
満2才魚群（♂） 一 39．534．825．316．9 3．0 13．2 0
調査個体数（♂） 一 152 66 75 77 99 114 53
表16．マハゼの年令別・月別性比＊，P＜0。05；＊＊，P＜0．01．
年令 性 2月 3月 4月　　5月　　6月　7月　　8月　　9月　10月　11月12月 1月 合計
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られるため（図102）、11～3月における産卵群の平均比率を求めると、雌43．6％、雄36．4％とな
った。従って、満1才魚群では雌雄のそれぞれ約40％が産卵群に加入すると推定される。満1
年産卵群（11～1月）は全体からみると、雌雄はそれぞれ約20％および15％余を占めると見積も
られる。
　4）性比
当才魚群から満2才魚群までの年令別・月別性比を表16に示した。月によってある程度の変動
はあるものの、各年令群において統計的に雌雄同数とみなされる月が多かった。当才魚群にお
いて10～11月に雌が多い傾向が見られたが、理由は不明である。全年令群2537個体にっいてみ
ると、雌1320個体（52％）および雄1217個体（48％）であった。
　片嶋他（1961）、福島（1964〉、および東京都水試（1985）は1月から5月の間は雌の比率が高く
なることを報告している。東京都水試（1985）はこの時期における雄の減少を12月中旬から始ま
る雄による産卵孔の作成および産卵後の卵保護のために、産卵孔外での活動が少なくなるため
であることを指摘している。本研究でも1～5月は雄が減少した例が多く、上記の指摘を裏付
けていると言える。宮崎（1940）は2178個体を調査して雌（54％）が多いとしたが、雄のみかけの
減少を考慮すると実際には雌の比率はもう少し低いと考えられる。マハゼの性比は雌雄同数か、
あるいは雌が若干多いと推測される。
　5）出現時期および移動
　4月下旬から7月中旬にかけて浮遊期～着底期の仔稚魚が新釜および大森の汀線付近で採集
された。この時期にはビリンゴおよびチクゼンハゼの仔稚魚も見られ、汀線近くで集群してい
ることがあるが、マハゼ仔稚魚はわずかしか得られなかった。
　道津・水戸（1955）によると、全長16㎜までの仔稚魚は底層から中層で遊泳生活を送るが、15
～20皿mの稚魚は汀線付近や河口に来て底生生活に移行するとされている。宮崎（1940）、岩田他
（1979）、辻（1980）、および東京都水試（1985）は、着底した稚魚は汀線付近に多数出現すると報
告しているのに対し、宮城水試（1990）は松島湾奥部で着底生活に移行した体長20㎜前後の稚魚
は水深1．O～1．5mの泥底域に出現するが、汀線際まで分布することはないと述べている。
　上記の通り、本研究において汀線付近で採集された稚魚は少数で、7月までは50㎜以上の個
体はほとんど見られなかったが、8～9月に50㎜から100㎜前後までのものが急に採集されるよ
うになった（図107）。万石浦においては、松島湾と同様に稚魚の着底は岸から離れた場所で行
われ、普通岸近くで見られるようになるのは50㎜に成長してからであると言えよう。
　接岸したマハゼは水温の低下に伴い、浅所から深所へ移動することが知られている（宮崎，19－
40；岩田他，1979；辻，1980）。本研究では沿岸部と沖合部で採集されたマハゼの全長組成を比較
した（図142）。ここで沿岸部とは距岸10m（水深lm以浅）の部分を言い、沖合部としたサンプル
は大浜沖（距岸200m、水深L6m）に設置した建網によって得られた材料を用いた。
　当才魚が沖合部で採集されるようになったのは8月下旬からであった。8～9月の全長組成
をみると、沿岸部では80㎜に達しない個体が普通に見られるのに対し、沖合部ではすべてそれ
以上のものから構成されていた。10月以降沿岸部での採集個体数が減少するのとは対照的に、
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沖合部での個体数は増加し、サイズも大形化した。注目すべきことは12～2月に沿岸部で見ら
れたものは100㎜前後の小形個体から成っていたことで、12月に汀線付近で艶死しでいるもの
もいくっか観察された。沖合部でも1～2月に当才魚の大形個体が減少したが、これは産卵に
関与したためと考えられる。3月以降沿岸部での個体数が回復し、沿岸部・沖合部ともに月ご
とに成長が認められるが、200㎜以上の個体はほとんど沖合部に限られた。
　以上の結果を整理すると、夏から初秋に接岸した当才魚は100㎜近くに成長した個体から沖
合部へ移動し、冬期には沿岸部に成長の悪いものが残されると言える。3月から沿岸部で採集
個体数が増加したことは水温の上昇とともに一部が沖合部から再度沿岸部へ戻ったことを物語
っている。
　6）食性
　全長14～276㎜の1287個体にっいて、胃内容物組成を付表32に示した。39㎜までの浮遊生活
後期から底生生活初期のマハゼではハルパクチス目、ヨコエビ亜目、クマ目、およびカラヌス
目などの浮遊性動物が主要餌料となっていた。40㎜以上から多様な餌生物が利用されるように
なるが、中でもヨコエビ亜目、ハルパクチス目、および多毛綱の出現頻度が高かった。マハゼ
の成長に伴って魚類および長尾亜目の比率が高まり、200㎜以上ではそれぞれ20％前後に達し
た。ヨコエビ亜目、ハルパクチス目、多毛綱、．貝虫亜綱、クマ目、アミ目、およびタナイス目
は大形魚では出現頻度が低下したが、ヨコエビ亜目は200㎜以上でも主餌料の1っとみなされた。
藻類は70～200㎜の個体で出現頻度が高かった。
　空胃個体は39㎜までは9．7％であったが、40～99㎜では21．2％に高まり、これを越えるサイ
ズでは45％前後に達し、大形個体程空胃率の上昇が認められた。成長による餌料要求の増大に
伴い相対的に餌料環境が厳しくなっていることが推測される。
　マハゼの食性に関する研究は宮崎（1940）、石井（1960）、Kawanabe　et　a1．（1968）、林・後藤
（1979）、岩田他（1979）、辻（1980）、東京都環境保全局水質保全部（1988）、およびKikughi　and
Yamashita（1992）などがある。本種の小形個体は榛脚類および端脚類などを主に食べるが、成
長に伴って他の甲殻類や多毛類・貝類へと食性が変化していくとみられる。宮崎（1940）および
石井（1960）は二枚貝の水管が捕食されていたことを報告している。本研究で200㎜以上の大形
個体では魚類の出現頻度が最も高かったが、このような大形魚の食性については本研究以外に
見当たらない。
　了）線虫の寄生
　マハゼの腹腔内に線虫の1種が寄生し、内蔵の癒着を引き起こすことは東京都水試（1976，19－
77）によって報告されている。万石浦産のマハゼにおいても同様な線虫の寄生が観察された。
表17には全長別に寄生を受けた個体数および寄生率を示した。寄生を受けた最小個体は全長34
㎜で、寄生率は全長14～39㎜から70～139㎜の区分に向かって3．1％から2L5％へと上昇したが、
その後は低下して200㎜以上では7．1％となった。全体の寄生率は15．9％であった。
　東京都水試（1976）の調査でも体長30㎜台から寄生を受けており、体長が大きくなるにっれ9
月前後に90％の寄生率を示す場所があることが報告されている。この調査では体長140㎜まで
の個体しか扱われていないが、本研究では全長140㎜以上の個体において寄生率が低下したこ
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表17．マハゼにおける線虫の全長別寄生個体数および寄生率．
全長（㎜） 14～3940～6970～139140～199200～276 合計
調査個体数
寄生個体数
（％）
　32
1（3．1）
　93
10
10．8）
868
87
21．5）
435
58
13．3）
337
24
7．1）
1765
280
15．9）
とは上記の通りである。冬期に汀線付近に留まっていた成長の悪い個体（死亡していたものを
含む）に被寄生魚が多かったことから、140㎜以上の個体で寄生率が低下を示した原因は抵抗力
の弱まっている被寄生魚が水温降下などにより死亡率が高くなる（東京都水試，1977）ことが一
因と思われる。東京都水試（1977）はマハゼとともに採集されたアベハゼおよびヒメハゼには線
虫の寄生が認められなかったと報告している。本研究ではマハゼの近縁種アシシロハゼ（8月中
旬に採集された13個体）において内蔵に線虫が観察されたが、マハゼのものと同一種かどうか
は不明である。
（60）アシシロハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　アシシロハゼの月別全長組成を図108に示した。7月中旬に汀線近くで
全長10～12㎜の着底前の稚魚が得られた。8月に入ると底生生活に移行した稚魚が普通に見ら
れるようになり、大きいものは30㎜を越えた。10月上旬でも直底直前の個体が残っているが、
過半数は30～45㎜に成長した。11月にはすべて20㎜以上となり、50㎜を越えるものも若干出た。
その後翌年3月までの約5ケ月間組成に変化見られず、成長は全く停滞した。
　4月から6～7月の産卵期に向けて急速な成長が見られ、7月に生後満1年で最小個体は40
㎜、最大は86㎜に達した。満1才魚は8月から個体数が減り、9月にはほとんど採集されなく
なったことから、本種は生後満1年で産卵し死亡すると判断される。ただし、針浜川で3月に
得られた65㎜の1個体は満1才魚とみられ、例外的に生き残ったものであろう。
　雌雄の成長差　雌雄における月別平均全長の変化を図109に示した。最初の8月を除くと、常
に雄の平均全長は雌のそれを上回った。っまり、雄は雌よりも平均全長で3㎜前後大きい傾向
が認められ、産卵期の6月から8月にかけてその差は大きくなった。雌雄ともに1～2月にマ
ィナス成長を示したが、これは冬期に小形魚が浅所に残り（道津，1959）採集されやすかったた
めと考えられる。また、図109によると、5月から6月に向けて雌雄はともに極めて急激に成長
して成熟することがうかがえる。
　産卵期における全長組成から雄が雌よりも相対的に大きいことは道津（1959）によって指摘さ
れていたが、本研究により雌雄の成長差は早い時期から発現していることが明らかになった。
　全長一体重関係　全長14～84㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．022・10｝6×3－356（r＝0．9951）が得られる。これによると、全長30㎜、50㎜、および80
㎜の時の体重はそれぞれ0．18g、1．Og、および4．9gとなる。
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　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣は5月まで0．019未満であったが、6月に入ると急に発達し、ほとんどが
0．019以上となった。GSIは6～9月の間大部分が2．0～15．0の範囲内にあり、最高は7月上旬に
24．0を記録した（図110）。9月になると産卵群はほとんど見られなくなった。本種では産卵後も
GSlが急に低下することはなく、産卵前かそれとも一部放卵後なのか判断し難い場合が多かっ
た。道津（1959）が述べているように、本種は多回にわたって産卵するようである。
　卵径の季節変化　5月までの卵径は0．2㎜以下であったが、6月上旬には既にO．6～0．7㎜に達
するものも見られた（図111）。6～9月は多くが0．3～0．6㎜の範囲内にあった。7月に見られた
0．8㎜の卵は完熟状態であったことから、0．7～0．8㎜で産卵されると思われる。
　精巣の発達　精巣は発達してくると白色で帯状を呈するが、その重量は産卵期間中でも0．01g
に達することはなく、GS1の季節変化を追うことはできなかった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　5月から6月にかけての全長の急な伸長に同調して、GSIおよび卵径
も急速に増大したことおよび9月以降産卵群はほとんど見られなくなったことから、産卵は6
月上旬には開始され、8月下旬には終了すると思われる。道津（1959）および内田・道津（1980）
の飼育例から推定すると、10月上旬に採集された全長13～14㎜の稚魚は8月下旬に産卵された
ものとみなされる。
　万石浦ではまだ産卵巣は確認されていないが、アシシロハゼは泥域よりも砂質域を好み、成
魚の生息場に存在する平らな石などの下面に卵を産みっけることが知られている（道津，1959）。
志畑川および針浜川の感潮域では6～8月の間は本種はあまり採集されなかったが、これは大
部分が産卵適地へ移動したためと解釈される。本種は万石浦では干潟あるいは河口近くの砂質
底で産卵していると考えられる。
　産卵群の全長および年令　6月に全長が40㎜に達せず、卵巣重量はO．Olg未満の個体も若干見
られたが、7ん8月には雌雄ともに40㎜を越え、卵巣重量も0．03g以上となったので、アシシロ
ハゼは生後満1年ですべて成熟すると判断される。産卵後はほとんどが死亡すると考えられる
が、道津（1959）および辻（1980）が述べているように、満1才魚として生き残る例外も存在する
とみられる。ただし、これらが満2年で再度産卵に関与するかどうかは不明である。
　4）性比
表18．アシシロハゼの年令別・月別性比．＊＊，pく0．Ol．
年令 性 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 合計
0＋ ♀ 10 23 30 17 11 19 23 20 14 16 183
♂ 12 29 21 16 20 20 18 16 23 17 192
－　　　－　　｝　　監　　　一　　　－　　　－　　　－　　　－　　－　　，　　　一　　一　　－　　鴫　　，　　曹　　－　　一　　　一　　　一　　，　　　一　　　一 一　　冒　　　冒　　　■　　冒　　9　　■　　　噂　　　一　　　曹　　曽　　　噂　　一　　8　　曹　　，　　曹　　曹　　　甲　　　，　　9 冊　　曹　　■　　　．　　　申
1＋ ♀ 217 169＊＊ 36＊＊ 422＊＊
♂ 195 102＊＊ 7＊＊ 304＊＊
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　6月になると雄の背鰭棘が糸状に延長することおよび雌では第5～8背鰭棘間の鰭膜縁辺が
黒化することにより、外観から雌雄の判別が容易になった。年令別・月別性比を示すと表18の
通りである。当才魚の性比は月による変動もなく雌雄同数とみなされるが、満1才魚、っまり
産卵群では雌が雄よりも多く、特に7～8月にこの傾向が顕著であった。これは産卵期に雄が
産卵巣内で卵を保護する習性がある（道津，1959）ため、雄が採集されにくくなったことによる
みかけの現象であろう。
　5）出現時期および移動
　ふ化仔魚は1ケ月余り浮遊生活を送った後（道津，1959）、7月中旬から底生生活に移行すると
みられる。着底後は汀線付近の浅所に集まり、河川感潮域の砂泥域あるいは砂礫域でも普通に
見られる。冬期に大形魚は低水温を避けてやや深所に移動するらしい。感潮域で生活していた
アシシロハゼは産卵期に付近の産卵適地へ移動すると考えられる。
　6）食性
　全長14～84㎜の515個体について胃内容物組成を付表33に示した。ハルパクチス目は全長29
㎜までの稚魚で100％の出現率を示し、成魚に至るまでよく利用されているが、成長に伴って
出現頻度は低下する傾向が認められた。これとは逆にヨコェビ亜目、クマ目、多毛綱、貝虫亜
綱、タナイス目、およびアミ目は大形個体程出現頻度が高かった。29㎜まではハルパクチス目、
30～49㎜はハルパクチス目およびヨコエビ亜目、そして50㎜以上ではこれら2項目とクマ目が
主要餌料となっていると言える。空胃率は50㎜以上で7．4％とやや高まるものの、全体で2．1％
に過ぎず、万石浦の餌料環境がアシシロハゼにとって好適であることを暗示している。
（61）スジハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　万石浦でスジハゼは汀線付近の浅所ではほとんど採集されず、大部分
が大浜沖の建網で得られた。月別全長組成を図112に示したが、サンプル数（特に全長60㎜以下）
が少ないため、組成の変化から年令群を判別することは困難であった。本邦各地における本種
の成長（中村，1941a，1944b；山田，1957；松宮他，1980；森，1995）をみても、水域によって成長
および寿命に差が認められる。本研究では一応生後満1年で全長60～70㎜、満2年で80～90㎜
に成長するとみなしておく。
　中村（1941a，1944b）は本種の寿命を1年余としたが、山田（1957）および松宮他（1980）によると、
満2年生きるとされている。森（1995）は本種を基本的に1年魚としながらも、成長が遅いため
生後満1年で生殖に関与できず、満2年で産卵する満2年産卵群の存在を示唆している。森（19－
95）が示唆したように、万石浦においてもスジハゼにはマハゼと同様、満1年産卵群と満2年
産卵群との2群が存在する可能性がある。
　雌雄の成長差　本研究で取り扱ったサンプルで性別を判定した個体にっいて、全長組成を示
すと図113の通りである。雌雄の最大全長はそれぞれ94㎜および92㎜（採集月不明）で、全長組
成においても雌雄の偏りは認められなかった。
　全長一体重関係　全長32～94㎜の73個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
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Y＝1．109・10甲5×20926（r二〇．9808）が得られる。これによると、全長40㎜、60㎜、および90
㎜の時の体重はそれぞれ0．53g、1．8g、および5．8gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　9月から1月の間、卵巣重量は0．04g以下で、GSIは0．9を越えることはなかった
（図114）。2～4月のデータが欠落しているが、5月にGS五は4．7以上となり、最高14．4に達した。
6月にGSIは1．8～9．7で相対的に低下し、8月に見られた産卵後と思われる1個体では0．64とな
った。
　卵径の季節変化　9～1月に卵径は0．1㎜以下であった。5月は0．5～0．65㎜、6月は0．3～0．7
㎜の範囲にあったが、8月には0．2㎜へと減少した。完熟卵は0．7～0．8㎜で産出されるものと思
われる。
　精巣の発達精巣重量は時期を問わずほとんどがα01g未満であったが、5～6月に0．01g（3
個体）と0．04g（1）のものが見られ、後者のGSIは0．66であった（図ll4）。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　4月と7月のデータが欠如しているので推測の域を出ないが、5月
下旬に卵巣のGSIが10．0を越えていることから、この時期に産卵が開始され、少なくとも7月
下旬まで続くものと思われる。本種の産卵期は地域により若干のずれが見られるが、4～6月
に始まり、8～9月に終わる（中村，1941a，1944b；山田，1957；松宮他，1980；森，1995）。
　万石浦における詳しい産卵場所は不明であるが、成魚は干潟ではあまり見られないことから、
干潟よりやや深みで産卵すると推測される。本種は砂泥底で少し埋もれた二枚貝やトタン板の
下面に卵を産み付けることが知られている（中村，1944bl内田・道津，1980）。
　産卵群の全長および年令　本研究で5～6月に採集された個体は全長60㎜1以上であった。中
村（1944b）および山田（1957）によると、雌雄ともに体長40㎜（推定全長51㎜）に達すれば産卵に
関与するとみられるので、これらはすべて産卵群と判断される。また、全長範囲が63㎜から94
㎜に及んでいたことから、満1才魚と2才魚によって構成されていると思われる。
　4）性比
　性別を判定した73個体にっいて、全長別に32～69㎜および70～94㎜の2群に分けて性比を調
べると、前群では雌：雄＝15：10、後群では32：16で、大形個体で雌が多かった（p＜O．05）。
中村（1944b）および山田（1957）は雌の比率をそれぞれ636個体中61．9％および393個体中66．7％
としており、彼らの示した月別性比の記録によると産卵期に雌が多い傾向が認められる。
　5）出現時期および移動
　採集されなかった月もあるが、スジハゼは周年万石浦に生息すると考えられる。全長30㎜以
下の稚魚が得られなかったのはもともと生息量が多くないためであろう。本種はテッポウエビ
類と共生し、その巣穴に住むことが知られており（道津，1961；岩田他，1979）、本研究でも新釜
の水深2～3mの場所で本種がテッポウエビのものと思われる巣穴にいるのを観察した。
　6）食性
　スジハゼの胃内容物組成を付表34に示した。全長59㎜まではハルパクチス目の出現頻度が最
も高く、ヨコエビ亜目およびコノハエビ目がこれに次いだ。60㎜以上ではサンプル数が多かっ
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たためもあるだろうが、餌料項目数は2倍以上になりベントスを中心として餌生物が多様化し
た。中でもハルパクチス目およびヨコエビ亜目とともに、多毛綱と巻貝類が主要餌生物群を構
成した。藻類も10％余の個体で出現した。空胃個体は60㎜以上の個体で13．7％見られた。
　本種の食性については、山田（1957）および松宮他（1980）の報告があり、多様なベントスが主
体となっている点で本研究と共通している。松宮他（1980）は成長に伴って貝虫亜綱および多毛
綱が増加すると述べている。
（62）アカハゼ（ハゼ科）
　本研究でアカハゼは3月（1個体：全長169㎜）、4’月（2：149～163㎜）、5月（1：175㎜）、11月
（1：185皿）、および12月（1：187㎜）に計6個体が採集された。5月に神明においてたも網です
くい採られたものを除くと、他の5個体は大浜沖の建網に入網した。この他、5月に仙台湾で
漁獲された2個体（165～170㎜）も含めて調査した。
　卵巣のGSIは11～12月に0．71～1．5（卵径0．2～0．3㎜）、3月に9．7（0．7㎜〉、5月には15．0（0．9㎜）
を示した。道津（1955）が述べているように、精巣はひも状ではなく偏平で大きく、4～5月に
おけるGSIは1個体が0．76で、他の3個体は1．1～L9を記録した。8個体のうち6個体が空胃で、
残り2個体では仔稚魚（2例）およびアミ目（1）が見られた。
　アカハゼは万石浦へ春あるいは秋に稀に来遊するようである。5月にGSIの高い個体が見られ
たが、道津（1955）が示唆しているように、産卵期に群を作るとすれば万石浦で産卵するとは考
えにくい。宮城水試（1975）によると、仙台湾では本種は満2才で全長100㎜（推定全長132㎜）以
上となり、4～7月に産卵する。
（63）ビリンゴ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ビリンゴの月別全長組成を図115に示した。5月中旬から汀線付近に全
長9～19㎜の稚魚が出現し、6月になると20㎜台の稚魚が河川感潮域で大量に見られるように
なった。当才魚は夏から秋にかけて急速に成長し、9月に満1才魚との区別が不明瞭になって、
10月には全長モードが45～49㎜に達した。1月にモードは50～54㎜に移行したが、10月以降の
成長は鈍化した。
　満1才魚は5～6月に60㎜以上の個体が見られ、その全長組成は当才魚のものとかけ離れて
いるが、7月から両者は連続し、満1才魚の減少によって9月から全体として単峰型の組成と
なった。12～1月に得られた70～731皿の雌2個体は満1才魚とみられ、これらは卵巣は発達中
であったことから、生後満2年で産卵に関与すると判断された。つまり、万石浦のビリンゴは
生後満1年で産卵群となり、ほとんどが半年後までには死滅するが、極一部が生き延びて2回
目（あるいは最初）の産卵に関与すると言える。道津（1954）および辻（1980）は満3才魚の存在を
認めているが、万石浦では北海道（酒井・後藤，1982）の場合と同様満2才魚までである。
　2）雌雄の成長差雌雄を判別した全長15㎜以上の個体について、それぞれ平均全長の月別変
化を示すと、図116の通りである。6～9月の間は当才魚において雌が雄よりわずかに大きい程
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度であるが、10月以降その差が拡がり、特に産卵期前から産卵期にかけての1～5月は顕著な
差が見られた。雄は1月から、雌では2月から平均全長が低下する減少が認められ、前のレベ
ルに復活するのは産卵後の6月であった。平均全長の低下現象は繁殖活動と密接な関連がある
と考えられる。満1才魚では6月以降雌雄差は縮小した。
　産卵期に本種の雌は雄よりも大形であることは道津（1954）および坂本（1980，未公刊）によっ
て報告されている。酒井・後藤（1982）は河川域に遡上する稚魚において既に雌雄差を見い出し
ており、本研究でも同様の結果を得た。
　全長一体重関係　全長14～73㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．589・IO－6×3齢301（r＝0．9958）が得られる。これによると、全長30㎜、50㎜、および70
㎜の時の体重はそれぞれ0．20g、1．1g、および3．2gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　当才魚および満1才魚ともに7～9月の間は卵巣重量はほとんどが0．01g未満で
あった。図117に示した通り、10月から3月に向けてGSIは急速に増大した。10～11月における
GSlは4．0以下であるが、12月に2．2～11．1となり、1～2月にはほとんどが5．0～18．1の範囲に
達した。3～5月に産卵前と思われる個体のGSIは6．9以上で、最大は25．0を記録した。3月中
旬から一部放卵したとみられるものが出現したが、それらのGSIは7．O以下であった。6月にな
るとGSIはQ．9以下に降下し、産卵を完了した個体のみとなった。GSlが一気に低下することは
なかったので、産卵は数回に分けて行われるものと推測される。
　卵径の季節変化　7～9月における卵径はほとんどが0．1㎜以下であったが、GSIの月別変化
と同様、10月から卵径の増大が顕著となった（図ll8）。10月に卵径は0．1～0．3㎜、12月に0．4～
G．9㎜、2月には住7㎜以上となり、最大は1．2㎜に達した。3月から5月の間は放卵個体を除く
と、0．8～1．2㎜で、特に4～5月はほとんどが1．0～1．2㎜となった。一部放卵したと思われる
個体の卵径はG．7㎜以下で、6月には産卵を完了して0．1㎜前後の小卵のみが残った。なお、本
種の完熟卵長径は1．23～1．55mとされている（酒井・後藤，1982）。
　精巣の発達　精巣は糸状で細く、常に0．01gに達することはなかった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　GSIおよび卵径の月別変化から産卵は3月中旬に始まり、5月下旬に
は終了すると判断される。他水域における本種の産卵期は福岡市で1月下旬～4月下旬（道津，
1954）、東京湾で3～4月（辻，1980）、八郎潟で2～5月（片岡，1965）、函館付近で5月中旬～6
月下旬（酒井・後藤，1982）であり、北方程産卵期が遅れる傾向が認められる。
　ビリンゴは河口付近の軟泥底にあるアナジャコなどの生息孔あるいは自力で掘った孔内に卵
を産み付け、雄が卵を保護する（道津，1954；酒井・後藤，1982）6万石浦では具体的な産卵場所
を確認していないが、針浜川、志畑川、大沢川、および猪落川などの河口周辺の干潟域が主な
産卵場になっていると考えられる。
　産卵群の全長および年令　1～2月に得られた当才魚および3月以降の満1才魚にっいて全
長範囲をみると、雌は37～73㎜、雄では38～68㎜であった。40㎜に達しないものは2月に採集
された3個体のみであったことから、雌雄ともにほとんどが40㎜以上で産卵に関与すると判断
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表19．ビリンゴの年令別・月別性比．　＊，p＜0．05；＊＊，p＜0．01．
年令 性 3月　4月　5月6月 7月 8月 9月 10月 11月　12月　1月　2月合計
0十 ♀ 20 25＊＊ 32＊ 22＊ 24 28　　　　30　　　　73　　　　24278＊＊
♂ 29 48＊＊ 55＊ 42＊ 39 43　　　　40　　　　62　　　　21379＊＊
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1十 ♀ 21＊　11＊＊2038 30 12＊ 5＊ 14 5 156
♂ 9＊　　1＊＊2641 44 25＊ 玉7＊ 8 5 173
される。図116に示した通り、雌は雄より大形で、雄は産卵に先立って2ケ月前から平均全長が
減少したことから、大形の雄から先に産卵孔の確保に動いて採集されにくくなったものと解釈
される。
4）性比
　ビリンゴの雌は12月になると、頭部下面、背鰭、および磐鰭が全体的に黒化するため、雄と
の区別が容易となる。．当才魚は12月までは雄が雌より多いが、1月から雄の比率が低下し、産
卵盛期とみられる3～4月は明らかに雌の方が優勢となった（表19）。満1才魚では5月から再
び雄が増加した。これらの結果から、基本的に雄が多いが、1～4月の間は雄の産卵場への移
動あるいは産卵孔確保のため見かけ上雄の比率が低下するが、卵保護が終了すると復活すると
判断される。
　5）出現時期および移動
　万石浦で周年見られ、特に感潮域および干潟に多かった。浮遊生活から底生生活へ移行する
全長20㎜までの仔稚魚は5月中旬から7月中旬にかけて汀線近くに来遊した。6月から河川感
潮域で20㎜台の稚魚が大量に見られるようになった。r坂本（1980，未公刊）が述べているように、
冬期には感潮域に沈積したアナアオサなどの間に潜んでいるのが観察された。繁殖活動期にあ
たる2～4月はほとんどが産卵場へ移動しているようで、感潮域ではあまり採集されなかった。
　本種は底生性が弱く、中～表層を遊泳する生活もすることが知られている（道津，1954；坂本
1980，未公刊）。、本研究の観察によると、干潮時には着底していたものが満潮時になると、中
～表層を尾部をやや下げた姿勢で、胸鰭を使って群れでホバーリングしている場合があった。
　6）食性
　全長14～73㎜の502個体にっいて、胃内容物組成を付表35に示した。全体についてみると、
ヨコエビ亜目およびハルパクチス目が調査個体の50％前後で見い出されが、前者は大形個体で、
後者は小形個体で出現頻度が高かった。カラヌス目およびアミ目は小形個体でより利用されて
いるのに対し、有扇亜目および多毛綱はビリンゴの成長に伴って出現頻度が高まった。蔓脚亜
綱幼生は稚魚から成魚に至るまで20％余の出現頻度を示した。感潮域では双翅目幼生も餌料と
して無視できないものであろう。藻類は30㎜以上の個体で観察された。空胃率は50㎜以上の個
体で9．5％となり、小形個体よりやや高かった。
　ビリンゴの食性については道津（1954）および辻（1980）の研究があり、これらの報告でも本種
は雑食性で、プランクトンからベントス、さらに陸生昆虫類に至るまで幅広い食性を持つこと
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が示されている。
（64）ニクハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ニクハゼの月別全長組成を図119に示した。6月中旬に全長12～24㎜の
仔稚魚が汀線近くのアマモ場で採集された。6月の全長モードは20～24㎜であったが、その後
急な成長を示し、8月には40㎜を越えるものがかなり見られた。9月以降すべて30㎜以上とな
るが、翌年1月まで成長は鈍化した。12月に新釜で採集された個体は50㎜以上の大形魚が多か
ったが、、1月にはほとんどが49㎜までの小形魚で占められていた。2～5月に得られた個体の
全長範囲は42～57㎜であった。
　産卵後はほとんどが死亡するとみられるが、7月および9月に満1才魚と思われるものが採
集された。中村（1941a）および道津（1984）が述べているように、本種は生後満1年で産卵し、遅
かれ早かれ死亡すると言える。
　雌雄の成長差　本研究で雌雄を判別した全長19㎜以上の当才魚について、平均全長の月別変
化を図120に示した。9月まで雌雄の成長差ははっきりしないが、10月から明らかに雌の方が大
形化傾向を示し、12月に平均全長で5㎜の差が見られた。1月に一時雌雄ともに平均全長が減少
し、2月に復活したが、雄では5月に向かって再度減少した。これはニクハゼの雌雄が大形個
体程早く繁殖活動を開始し、雄は恐らく卵保護のため産卵巣に長く留まっているためであろう。
　ニクハゼは雌が雄より大きくなることは木下（1936）、中村（1941a）、および道津（1984）によっ
て報告されている。本研究において10月から雌雄差が大きくなってくることが確認された。こ
の時期には雌の第1背鰭に黒斑が明瞭になる。
　全長一体重関係　全長12～57㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝5．764・10－6×2・999（r＝0．9924）が得られる。これによると、全長30㎜、40㎜、および50
㎜の時の体重はそれぞれ0．16g、0．37g、および0．96gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣重量は9月まですべてO．019未満であった。10月から1月にかけて卵巣は徐
々に発達し、12～1月にはGS正が3．6～5．5を示す個体が見られた（図121）。2月以降未熟卵巣を
持つ個体は消え、放卵したと思われる個体を除くと、2～4月におけるGSlは14．3～26．8の範囲
へと急上昇したq調査した個体数が少なかったが、12月から2月にかけて卵巣は急激に発達す
るとみられる。放卵個体は3月中旬から5月下旬までの間に出現し、それらのGSIは3．5～9．1の
範囲内にあった。7月と9月に得られた若干の生き残りを除くと、6月以降産卵群は消滅した。
　卵径の季節変化　10月まで卵径は0．1㎜以下であったが、11月から増大を始め、1月に0．5～
0．7、3月には0．8～1．2㎜でピークに達した（図122）。放卵個体では0．5～0．7㎜の卵群が残って
いた。
　精巣の発達　精巣は細く、その重量は常に0．01gを越えることがなかった。
　3）産卵
　産卵時期および産卵場所　2月から3月上旬にかけてのデータが不足しているので、更に今
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後の調査を必要とするが、3月上旬に径L1㎜の完熟間近い卵を有する個体が採集されたことお
よび放卵個体は5月下旬まで見られたことから、産卵は3月上旬に始まり、5月下旬まで続く
と推測される。放卵個体ではGSIおよび卵径が著しく減少しなかったので、数回に分けて産卵
すると思われる。
　道津（1984）によると、ニクハゼは最低干潮線以下にあるアナジャコあるいはカニの孔内に産
卵すると想定されているが、確証は得られていない。本種はアマモ場に生息する代表的なハゼ
科魚類で（中村，1941a；道津，1984）、万石浦ではアマモ場周辺の砂泥域が産卵場となっている
と推測される。
　産卵群の全長および年令　2～5月における雌の全長範囲は43～57㎜（平均50．6㎜）、雄では
42～56㎜（同45．9㎜）で、雌雄ともに生後満1年で40㎜を越えて成熟すると判断され、中村（19－
41a）および道津（1984）の報告と一致する。
　4）性比
　6月から翌年2月までの当才魚の性比は雌：雄・＝113：89、満1才となる3～5月においては
17：9で、いずれの場合も数的には雌の方が多かったが、有意差は認められなかった。ただし、
合計すると130：98となり、統計的には雌が多い（p＜0．05）という結果が得られた。
　中村（1941a）は12～3月に採集した749個体中雌は697個体を占めたが、産卵期を過ぎると雄が
卓越したことを報告している。
　5）出現時期および移動
　浅所のアマモ場における仔稚魚の出現は6月中旬からであった。ニクハゼは周年万石浦で採
集されるが、水路部（主にガラモ場）では仔稚魚から成魚に至るまで全く見られず、本種がアマ
モ場に依存した生息域を持っていることがうかがえる。本種は成魚でも群れを作り（岩田他
1979；道津，1984）、特に満潮時には新釜付近で表層を遊泳しながら摂餌しているのが観察され
た。
　6）食性
　全長12～57㎜の246個体について、胃内容物組成を付表36に示した。全長29㎜までの仔稚魚
はハルパクチス目、カラヌス目、および枝角目を主に摂餌しており、前2項目の出現頻度は成
魚に至るまで高かった。ハルパクチス目、ヨコエビ亜目、蔓脚亜綱、および異尾亜目幼生はニ
クハゼの成長に伴って出現頻度が高くなる傾向が認められた。全体的にみると、本種の餌生物
はすべてプランクトンと葉上動物によって構成され、遊泳性が強い本種の習性を反映している
と言える。空胃率は30～44㎜の個体で20．6％とやや高かった。
（65）エドハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　5月下旬から6月にかけて全長15㎜以下の浮遊生活期の仔魚から底生
生活を始めた20㎜余の稚魚までが新釜および大森の汀線付近で採集された（図123）。着底した
稚魚は8月にすべてが20㎜を越え、9月に全長モードは3G～34㎜を示した。10～2月の間、当
才魚は採集されなかった。
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　満1才となる翌年3～4月にモードは35～39㎜、5月には40～44㎜に移行した。6～7月に
得られた34～42㎜の個体は満1才魚とみられるが、5月のものより小形で採集個体数も減少し
た。その後満1才魚は見られなかったが、2～3月に得られた41～50㎜の5個体は他のもの（31～
37㎜）より不連続的に大きかったので、生後約2年を経ていると思われる。以上のデータより、
本種は生後満1年で大部分が産卵に関与して艶死するが、一部には更に1年生き残るものがあ
ることは確かであろう。
　雌雄の成長差　雌雄を判別した全長21㎜以上の個体にっいて、それぞれ平均全長の月別変化
を示すと図124の通りである。サンプル数が少なかったが、9月以外は雌の平均全長が雄のそれ
を上回っていたことから、本種についても雌の大形化現象が適用されよう。
　全長一体重関係　全長16～50㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．0！6・10－6×3P2呈6（r＝0．9885）が得られる。これによると、全長30㎜、40㎜、および50
㎜の時の体重はそれぞれ0．17g、O。43g、および0．88gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　サンプルが得られなかったので、2月までの卵巣の発達経過は不明であるが、
3～4月に見られた成熟卵巣のGSIは10．3～18．6で、完熟卵巣では33．3に達した（図125）。放卵
したと思われる（径O．6㎜以上の卵が残っている）個体は5月上旬から出現し、それらのGSIは2．2
～8．7を示した。3～6月に見られた卵巣重量が0．01g以下（GSI4．2以下）で、卵径が0．5㎜を越
えない個体（全長35～41㎜）は婚姻色がはっきりしているもの、不明瞭なもの、および発現して
いないものを含み、放卵後なのか、あるいは未熟なのか判断が難しかった（ここでは一応後者
とした）。少なくとも生後満1年で成熟しない群が存在することは間違いない。
　卵径の季節変化　3～4月に観察された成熟卵の卵径は0．7～0。9㎜で、完熟卵ではLO㎜に達
していたことから（図126）、1．0㎜前後で産卵されるものと思われる。放卵後とみられる個体で
はO．6～0．7㎜、非産卵群とみなしたものでは0．5㎜以下であった。
　精巣の発達　精巣は細く、その重量は周年を通して0．Olg未満であった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　資料が断片的であるが、GSIおよび卵径の月別変化から万石浦での
産卵期は3月下旬から5月上旬と推定される。成魚はチクゼンハゼなどとともに干潟域で採集
されており、ここが産卵場になっていると考えられる。
　；ドハゼの生態にっいてはほとんど知られていない。千葉県小櫃川の河口域では産卵期は3
～4月とみられている（辻，1980；坂本，1980，未公刊）。
　産卵群の全長および年令　2～7月に採集された満1才前後の個体のうち、雌産卵群の全長
範囲は33～50㎜で、非産卵群では35～41㎜であった。雄については産卵群と非産卵群との区別
が不可能であったが、この期間に得られた個体は31～42㎜で、上述した通り雄のほうが雌より
相対的に小形であった。
　4）性比
　当才魚38個体についての性比は雌：雄二17：21であった。満1才魚では産卵期にあたる3～
5月は25＝10で雌の方が多かった（P＜0．05）が、6月以降に得られた18個体では3：15で、逆に
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雄の方が大部分を占めた（P＜O。Ol）。
　5）出現時期および移動
　仔稚魚は主に5～6月頃汀線付近に出現し、全長15～20㎜で底生生活に移行する。近縁種チ
クゼンハゼと同様、汽水域セはほとんど見られず、干潟域に多いが、前者より生息量は少ない。
本研究で10～1月の間、本種は採集されなかったが、周年万石浦に生息するとみられる。
　6）食性
　全長16～50㎜の108個体について、胃内容物組成を付表37に示した。全長29㎜までとそれ以
上の2群に分けると、両群ともにハルパクチス目、ヨコエビ亜目、クマ目、およびアミ目が主
要餌料となっており、組成は類似していた。ハルパクチス目、アミ目、およびカラヌス目は小
形群において出現頻度が高かったが、成長に伴う食性の変化は小さいと言える。
（66）ヘビハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　本研究では新釜、大浜沖、および猪落において全長24㎜から73mmまで
の計42個体が採集された。6月中～下旬に得られた稚魚は24～35㎜であった（図127）。その後の
全長組成には当才魚群と満1才魚群とが混合している可能性があり、両者の分離は困難であっ
たが、8～9月に見られた45～49㎜のモードは当才魚群を表していると考えられる。8月から
3月の間に採集された60㎜以上の大形群は満1才魚（3月のものは満2才魚）とみなして良いだ
ろう。サンプル数が少ないので概略的な推定を試みると、生後満1年となる3月に50㎜余、満
2年で70㎜前後に達すると思われる。
　雌雄の成長差　本研究で得られた雌雄の最大全長はそれぞれ73㎜および65㎜であった。また、
50㎜以上の個体にっいてみると雌が多いことから（図127）、他のウキゴリ属のハゼ類と同様に
雌は雄よりも大形になるとみて間違いない。
　全長一体重関係　全長24～73㎜の42個体にっいて、全長（X〉一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．749・10－6×3’218（r＝0．9933）が得られる。これによると、全長30㎜、501皿、および70
㎜の時の体重はそれぞれ0．16g、0．81g、および2．4gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　3月に採集された雌1個体を除くと、雌雄ともに生殖腺重量はすべて0．Olg未
満で、6～10月の間生殖腺は未熟状態であった。3月上旬に得られた全長71㎜の雌は成熟卵巣
を有し、そのGSIは21．1に達しており、産卵間近の個体と思われた。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　上述の雌にっいての観察例および6月中旬に全長20㎜余の稚魚が採
集されていることから、本種の産卵期は3月上旬から5月上旬までの範囲にあるのではないか
と想定される。成魚はアマモ場周辺およびアマモ場から離れた砂泥域でも採集されるので、砂
泥域が産卵場になっていると思われる。本種の産卵生態については全く知られていない。
　産卵群の全長および年令　推測の域を出ないが、生後満1年で全長50㎜前後に達して成熟す
ると思われる。満2年で産卵するものが存在することは確かである。前者が生き残って2回目
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の産卵を行うのか、あるいは満1年で成熟しなかったものが2年目に産卵するのかは不明であ
る。
　4）性比
　本研究で採集された42個体の性比は雌：雄＝22：20であったが、ほとんどが満1才魚で構成
されるとみられる全長50皿以上の個体では13：6で、雌の方が優勢であった。
　5）出現時期および移動
　6月から10月までの各月に当才魚が干潟およびアマモ場周辺で採集されたが、3月にマアナ
ゴの胃内容物として出現した1個体を除くと、11～5月の間は全く得られなかった。低水温期
はやや深みへ移動するのかも知れない。
　干潮時の観察によると、ヘビハゼはビリンゴのように水底を動き回ることはなく、近縁種ニ
クハゼと同様にアマモなどの陰に潜んでいることが多かった。また、満潮時の投網採集では成
魚が岸近くの砂泥域で数個体まとまって採れることがしばしばあった。これらのことから、ヘ
ビハゼは成魚になるとアマモ場への依存度が弱まり、小群を形成して中～下層を遊泳する生活
を送るのではないかと思われる。畑中・飯塚（1962a）によると、本種は松島湾のアマモ場で優
占種の1つに挙げられている。
　6）食性
　付表38に示したように、稚魚から成魚に至るまでカラヌス目、ハルパクチス目、およびアミ
目が主要餌料となっており、プランクトンに対する依存度が高いことがうかがえる。全長40～
59㎜では十脚目およびヨコエビ亜目の出現頻度も高かった。食性の面からみても本種は遊泳性
が強いことが指摘される。空胃率は大形個体程高い傾向が認められ、60mn以上では36．4％に達
した。
（6了）チクゼンハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　6月中旬から7月にかけて浮遊生活後期から底生生活へ移行し始めた
全長10～25㎜の稚魚が新釜の汀線近くで多数採集された（図128）。8～9月に当才魚はほとん
どが着底し、20～25㎜の個体が主群となった。10月から翌年2月までチクゼンハゼはあまり採
集されなくなった。3月に全長範囲が23～38㎜へと拡がるがモードは28～29㎜に見られた。秋
から冬にかけて採集個体数が減った理由にっいてはっきりしたことは不明であるが、昼間の採
集時に潮位があまり下がらないことあるいは低水温を避けてアナジャコの孔内に潜むことによ
り採集されにくくなったのではないかと思われる。
　満1才魚は4月にほとんどが30㎜を越えるが、その後成長は停滞した。7月から採集個体数・
が減少し、9月以降は見られなくなったことから、恐らく死滅したとみて良いだろう。最大個
体は39㎜の雌であった。
　道津（1957）によると、本種は満2才まで生き、最大全長は52㎜に達するとされるが、本研究
では明らかに満2才魚と判断されるものは確認されなかった。
　雌雄の成長差　雌雄を判別した全長16㎜以上の個体について、それぞれ平均全長の月別変化
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径が0．1㎜未満の個体を示す。白三
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図129．チクゼンハゼ当才魚（下グラフ）およ
　び満1才魚（上グラフ）の雌雄における平均
全長の月別変化．黒丸、雌1白丸、雄．
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を示すと図129の通りである。稚魚期から雌は雄よりも大きい傾向が認められた。特に、産卵
盛期にあたる4～5月には成長差が拡大し、産卵後期以後その差は縮小した。本種はアナ・ジャ
コの孔内で産卵し、雄が卵を保護する（道津，1957）ことから、4～5月における雌雄差の拡大は
大形の雄程早く繁殖活動に関与すること、また雌は3月から4月にかけて急な成長をする（図
129）ことが原因となっているようである。
　道津（1957）は産卵期の成魚では一般に雌は雄よりも大きいことを指摘しているが、本研究で
雌雄の成長差は既に稚魚の段階で発現していることが確認された。
　全長一体重関係　全長12～39㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝L964・10｝6×3’412（r＝0．9859）が得られる。これによると、全長20㎜、30㎜、および40
㎜の時の体重はそれぞれ0．05g、0．19g、および0．50gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　12～2月に雌は得られなかったので、この期間における卵巣の発達経過は不明
であった。3月から7月までの卵巣についての月別GSIを図130に示した。3月に卵巣が発達し
始めた個体ではGSlは5．9以上、下旬に得られたものでは25．0を示したが、全長30㎜に達しない
小形個体では卵巣重量が0．Olgに満たないものが見られた。4月に入ると卵巣重量はすべてO．Olg
以上となり、成熟中の卵巣においてGSIは10，0～33．3に上昇した。一部放卵したと思われる個
体のGSIは7．4以下であったが、中には成熟途上なのか、あるいは一部放卵したのかはっきりし
ない場合もあった。4月と同様、5月もGSIは10。0以上の個体が多く、最高値は36．4を記録した。
6月にはほとんどが、7月にはすべてが放卵後の個体となった。
　卵径の季節変化　3月に卵径はほとんどが0．2～0．6㎜で、下旬に採集されたものでは0．8㎜に
達していた（図131）。4～5月は放卵後と思われる個体を除くとすべて0．5～0．9㎜に増大した。
6～7月には2個体が0．8㎜で、その他はすべて放卵後とみられ、O．5㎜以下となった。道津
（1957）が報告しているように、本種の完熟卵は0．9㎜前後で産出されるものと思われる。
　精巣の発達　精巣は細く、その重量は周年0．01gを越えることはなかった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　卵巣のGSIおよび卵径の月別変化から判断すると、産卵は4月上旬に
始まり、6月中旬までには完了するとみられ、ほとんどが4～5月の2ケ月間に集中するよう
である。産卵後と思われる個体のGSlが5．0前後で留まっていた場合が多かったことから、何回
かに分けて産卵する可能性が高い。万石浦における産卵場は確認されていないが、本種はアナ
ジャコの孔内に産卵する（道津，1957）ので、成魚の採集された干潟域で産卵すると考えられる。
　産卵群の全長および年令　4～8月における満1才魚の全長範囲は雌29～39㎜、雄25～37㎜
であった。従って、生後満1年で雌は約30㎜に、雄では25㎜に達して成熟すると考えられる。
満2才魚の存在を完全には否定できないが、この点については今後の調査を待ちたい。
　4）性比
　当才魚121個体の性比は雌：雄＝59：62であった。満1才魚では産卵期の4～6月は97：27で、
雌が圧倒的に優勢となる（p＜0．Ol）が、7～8月は6：17で雄の方が多くなった（p＜0．05）。エド
ハゼと同様に、産卵期前は雌雄同数であるが、産卵期は雌が多く、その後は逆に雄が多いとい
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うパターンが認められた。性比が変化する理由もエドハゼの場合と同じであろう。
　5）出現時期および移動
　6～8月に着底期前後の稚魚が新釜および大浜の干潟域で多数採集された。lO月から2月の
間はあまり採集されなくなったが、成魚は干潟域以外では見られないため他の場所へ移動した
とは考え難い。3月から採集個体数が増加したのは昼間の干潮時に採集されやすくなったこと、
水温の上昇、あるいは繁殖活動と関連があると推測される。
　6）食性
　全長10～39㎜の292個体についての胃内容物組成を付表39に示した。浮遊生活後期から着底
初期までの全長10～19㎜の稚魚ではハルパクチス目、カラヌス目、ヨコェビ亜目、および枝角
目が主要餌料となっていた。20㎜以上では餌生物の種類が多様化し、前3項目の他にクマ目、
貝虫亜綱、およびアミ目が主要餌料として加わった。稚魚から成魚に至るまでハルパクチス目
は80％前後と極めて高い出現頻度を示した。カラヌス目および枝角目は捕食者の成長に伴って
出現頻度が低下したのに対し、ヨコエビ亜目およびアミ目では逆の傾向が認められた。空胃率
は29血までは2．8～5．8％であったが、30㎜以上では10．4％へとやや高まった。
（68）スミウキゴリ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　スミウキゴリは針浜川、志畑川、大沢川、および猪落川で見られ、前
2河川において生息量が多く、本研究で扱った材料はほとんどこれら2河川で採集されたもの
であった。浮遊期の稚魚も含めて一括して月別全長組成を図132に示した。6月中旬～下旬に全
長10～26㎜の浮遊生活期の稚魚が水路部および湾口部で採集された。6月下旬から8月上旬に
かけて遡上して間もないと思われる24～29㎜の稚魚が河川下流域に出現した。従って、遡上期
は6月下旬～7月下旬で、道津（1955a）の報告の通り全長25㎜前後で遡上を開始すると推測され
る。
　8月に当才魚の主群は30～49㎜、10月には40～59㎜に成長した。その後成長は鈍るが、生後
満1年となる翌年4月に60㎜前後に達するものと思われる。満1才魚と2才魚の組成が重複し
ているので年令群の分離が難しいが、4～5月に見られる80～99㎜の山は生後満2年の群が主
体となっていると考えられる。従って、満1才の間に60～100㎜に成長するようである。100㎜
以上の多くが満2才魚で、寿命は満3年と推察される。
　本研究で扱ったスミウキゴリ（汽水型）の成長は福岡産の材料にっいて調査した道津（1955a）
の報告に一致する。シマウキゴリ（淡水型）にっいては、中村（1944）および竹内（ig71）の研究が
ある。前者（函館産）では寿命は普通3～4年、最高5年であるが、後者（霞ヶ浦・北浦産）では
寿命は1年で、全長100㎜を越えるものがあるとされている。
　雌雄の成長差　本研究で得られた最大全長は雌135㎜、雄139㎜であった。全長100㎜以上の
個体は雄のほうが雌より多かった（豪20参照）が、120㎜を越える大形魚についてみると雌雄は
ほぼ同数であった。雄のほうが大きくなるものが多いと言えるが、成長自体に雌雄で大きな差
はないと思われる。
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　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣についての月別GSIを図133に示した。8月に卵巣のGSIは0．36以下であるが、
9月から上昇が認められ、10，月以降産卵群と非産卵群との区別が明瞭となった。産卵群のGSlは
王0月に1．4～3．1、12～1月に6．5～10．5、2～5月には大部分が10．0以上を越え、最高は27．6を
記録した。産卵を開始したと思われる個体は3月下旬から出現し、そのGSlは3～5月に1．6～
13．5の範囲内に低下した。6月にはGSIはすべてL7以下となったため、5月下旬までには産卵
を終了したと考えられる。また、4月以降GS1が急激に低下しなかったことから、すべてではな
いにしても産卵は数回に分けて行われていることがうかがえる。
　一方、非産卵群では10月のGSIは0．95以下で、その後4月に最高1．2に達したのに留まった（図一
133）るなお、2月にGSlが2．4で、上記の最高値を越えるものが1個体（全長107㎜）存在した。こ
れはサイズからみると産卵群に含められるべきである（後述）が、婚姻色も不鮮明で卵巣の発達
途上で何かの異常が生じたものと推察される。
　産卵回数にっいて、道津（1955a）は1回に全卵を産卵することを示唆しているが、竹内（197玉）
はシマウキゴリでは2回以上行う場合もあると述べている。本研究で示された4～6月におけ
るGSIの低下は連続的であることから、スミウキゴリでも2回以上産卵するものがあるとみる方
が妥当であろう。
　卵径の季節変化　8月に卵径はO．1㎜以下であったが、9月から増大が見られ、11月に産卵群
の卵はO．4～0．6㎜を示し、非産卵群（O．2㎜以下）との分離が明瞭となった（図134）。産卵群では
2～3月に0．8～L1㎜に達した後、増大が見られなかったことから、道津（1955a）の報告と同様
に完熟卵はL　O㎜前後で産卵されるものと思われる。4～5月（3月の1個体を含む）に径0．4～0．7
㎜のものが急増するが、これらは産卵を一部あるいは全部終了した個体とみなされる。6月に
はすべてO．6㎜以下となった。
　非産卵群では11月以降卵径は1個体が0．3㎜で、他はO．2㎜以下であった。上述した、2月に
観察された卵巣の発育異常と思われる個体では卵径は0．5㎜に留まっていた。
　精巣の発達　精巣重量は0．02g以下の個体がほとんどで最高でも0．06gに過ぎなかった。GSI
にっいてみると、11月から5月の間0．1～0．3のものが増加したが、大きな変化は認められなか
った。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　GSIおよび卵径の月別変化から推定すると、本種の産卵期は3月下旬
から5月下旬と判断される。石の裏面に産み付けられた卵群が確認されたのは針浜川および志
畑川の下流淡水域であったが、感潮域にあった石の下でも雌雄のペアが観察されているので、
感潮域でも産卵が行われているとみられる。産卵床の環境および産着卵の形状は道津（1955a）
の報告と同様であった。
　産卵群の全長および年令　GSIおよび卵径の上から産卵群と非産卵群が明瞭に分離する11月
から5月の間に採集されたサンプルにっいてみると、雌の産卵群は全長64㎜以上、非産卵群は
71㎜以下であった。生後満1年で60㎜前後に成長すると推定されることから、当才魚の中でも
成長の良いものは生後満1年で産卵すると考えられる。
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表20．・針浜川および志畑川で採集されたスミウキゴリの全長別性比．
　　＊＊，p＜0．01．
河川 性 24～59㎜60～99㎜　100～139㎜合計
針浜川 ♀ 43　　　　　　　　111　　　　　　　　30＊＊ 184
♂ 46　　　　　　　　92　　　　　　　57＊＊ 195
｝　，　 一　　一　　一　　甲　　9　　一　．　　F　　一　　一　　，　　冒　　■ ■　　o　　曹　　『　　－ 曹　 一　　曹　　ロ　　甲　　■　　－　　一　　9　　冒　　一　　一　　曹　曹　　一　　－　 ■　　，　 曹　9　　，　冒　　一　　一　　曹　　一　　一　 冒　　■　　噂　　田　　9　　一　　一　　一　　』　　『　　一　　■　　噌　　一　　一　　曹　　－　　一　　－　　冒　　－　　一　　一　　一　　『　　『
志畑川 ♀ 18　　　　21　　　　13 52
♂ 12　　　　17　　　　16 45
雄では0．01g以上の精巣を持つものは全長75㎜以上の個体であった。ただし、100㎜を越える
個体でも精巣重量が0．01gに満たないものがあり、産卵群と非産卵群との区別は困難であった。
一般に雄は早熟傾向が強いことから、生後満1年で約60㎜に達したものは一部産卵群に加入す
ると推察される。
本研究の結果は福岡産スミウキゴリにっいての報告（道津，1955a）と一致する。霞ヶ浦および
北浦産のシマウキゴリでは生後満1年でほとんどが全長80㎜以上に達して成熟賦死亡すると
されている（竹内，1971）。
　4）性比
　針浜川および志畑川で採集された個体にっいて、それぞれ全長区分別に性比を示すと表20の
通りである。針浜川における全長100～139㎜の区分では雄が雌よりも多く、有意差が認められ
た（p〈0．01）が、それ以外の区分では雌雄同数とみなされた。しかしながら、志畑川でも有意
差はないものの99㎜までは雌の数が雄のそれを上回っていたのに、100㎜以上では逆転した。
従って、満1才魚までは雌雄同数であるが、満2才魚では雄の方が優勢となるように思われる。
　5）出現時期および移動
　湾中央部および湾奥部に流入する河川でふ化した仔魚は万石浦に流下して浮遊生活を送る。
浮遊生活期の稚魚が水路部および湾口部に出現していることから、仔魚は湾内全域に拡がると
考えられる。6月下旬から7月にかけて全長25㎜前後で河川に遡上するとみられる。魚類の中
では最も上流にまで分布するが、中～下流に多く春から夏にかけて感潮域でもしばしば採集さ
れた。
　6）食性
　全長24～139㎜の502個体にっいて、胃内容物組成を付表40に示した。全長49㎜までの稚魚で
は双翅目幼生およびハルパクチス目の出現頻度が高い点が特徴的であった。前者はほとんどが
ユスリカ類で占められ、幼生と蠣が食べられていた。50㎜以上になっても双翅目幼生の優位は
動かないが、ハルパクチス目は稀にしか出現しなくなり、餌生物の種類が多様化する中でミズ
ムシ亜目、トビケラ目幼生、カワゲラ目、および魚類の出現頻度が高まった。ヨコエビ亜目お
よびカゲロウ目は稚魚から成魚まで比較的安定して利用されていた。
　双翅目幼生および有扇亜目は捕食者の成長に伴って出現頻度は低下したが、、魚類では逆の傾
向が認められた。捕食されていた魚類についてはスミウキゴリ自身の稚魚および卵塊が見られ
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た場合があった。3～7月には遡上してきたシロウオが好餌となっていた。空胃率は成長に伴
って上昇したが、各全長区分で10％以下と低かった。
（69）アゴハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　アゴハゼは水路部でのみ採集され、7月中旬から汀線付近で全長10～
34㎜の稚魚群が出現した（図135）。浮遊生活から底生生活への移行はNakamura（1936）の報告の
通り20㎜前後で行われていた。8月に10㎜前後の浮遊期稚魚が見られる一方で、大形個体は50
㎜近くに達した。その後当才魚全体として急な成長を示し、ll月には45～69㎜に達するが、冬
期の成長は鈍化し、生後満1年にあたる翌年3～5月においても全長範囲はほとんど変化がな
かった。
　6月以降満1才魚は55皿以上となるが、個体数は急減したことから、産卵後は大部分が死亡
したと判断される。満1才魚の一部は夏を過ぎても生き残り、9～12月に見られたものは74～
82㎜に達した。その後満1才魚とみられる個体は得られなかったことから、冬期に死滅する可
能性が高い。
　千葉県小湊産のアゴハゼについて研究した佐々木・服部（1969）は生後満1年で体長40～60㎜
（推定全長48～72㎜）に達し、1年以上生残するものはわずかであると述べており、本研究と一
致する。
　雌雄の成長差　アゴハゼ雌雄について平均全長の月別変化を図136に示した。当才魚は6月か
らIl月にかけて急速に成長し、その後の成長は緩やかであることは雌雄ともに同様であるが、
雄は雌よりも3㎜前後大きい傾向が認められた。しかしながら、満1才魚となった4～7月の
間、雌の平均全長は緩やかな上昇が見られたのに対し、雄のそれは明らかな減少を示したため、
大小の関係は逆転した。8月以降雌雄のサイズは差は見られなかった。
　雄の小形化現象が認められた4～7月は産卵期に相当し、この時期に雄は産卵巣内で卵を保
護していると推測される。他のハゼ科魚類と同様に、大形雄が早く産卵巣の確保に動いたため、
みかけ上の小形化現象が生じたと解釈される。
　全長一体重関係　全長11～82㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．825・10騨6×3’351（r・O．9975）が得られる。これによると、全長20㎜、40㎜、60㎜、お
よび80㎜の時の体重はそれぞれ0．06g、0．66g、2．6g、および6．7gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　9月から11月にかけて卵巣重量は0．02gを越えず、大部分が0．01g未満であった。
この間GSIは1．3以下で、相対的に低下する傾向が見られた（図137）が、これは体重の増加に対
して卵巣重量に変化がないことを示していると言えよう。12月から卵巣重量はすべて0．Olg以
上となり（GSI　LO～2．6）、GSIは3月に向かって上昇を始めた。3～5月にGSIはほとんどが4．0
となって、ピークを形成し、最高は21．1を記録した。3月下旬に得られた完熟近い個体のGSIは
lL7～12．7であった。5月中旬から放卵後と思われる個体が現れ、それらのGSIは2．3以下を示
した。7月上旬でも産卵前のものが1個体見られた。なお、満1才魚の中で非産卵群とみなさ
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れるものは全く観察されなかった。
　卵径の季節変化　8～11月の間卵径は大部分が0．1㎜以下であったが、12月からすべてO。2㎜
以上となり月ごとに増大した（図138）。3～5月に卵径はすべて0．5㎜以上となった（最高L2㎜）。
完熟卵は1．Q㎜前後で産卵されるものと思われる。放卵個体では0．5㎜以下で、7月にはO．2㎜以
下のレベルに下がった。5～6月に2月と同程度の0．5～0．6㎜の卵径を示した（一応成熟中とみ
なした）個体の中には一部放卵したものも含まれている可能性があることを考慮すると、何回
かに分けて産卵する場合もあるギろう。
　精巣の発達　周年を通して精巣は糸状で細く、その重量は0．01gに達することはなかった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　GSIおよび卵径の月別変化から判断すると、産卵は3月下旬に始ま
り、例外を除けば6月下旬には終了するとみて良いだろう。具体的な確証は得ていないが、成
魚および稚魚が見られる水路部の転石帯で産卵が行われていることは間違いない。佐々木・服
部（1969）によると、本種は低潮線付近にある砂礫中に埋没した長径20～30c幾の石の下面に産卵
することが知られている。
　産卵群の全長および年令　雌雄における生物学的最小形はそれぞれ全長49㎜および47㎜であ
った。GSlの月別変化（図137）から明らかなように、本種は生後満1年ですべて成熟し、産卵後
も一部は生残するが、産卵期に満2才魚と判定すべき個体は見られず、2回目の産卵に関与す
る可能性はほとんどないと言える。
　4）性比
　性別を判定した当才魚259個体（7～3月）にっいて性比を示すと、それぞれ雌：雄一131：128
となり、雌雄同数と判断された。満1才魚59個体にっいてみると、4～6月は35：12で雌が卓
越した（p＜0．Ol）が、7～12月には616となった。産卵期闇中に雄の比率が低下したことは雄
が産卵巣を拠点とした生活に移ったことを示す傍証と考えられる。
　5〉出現時期および移動
　アゴハゼは水路部の転石域で周年見られるが、万石浦本体では採集されたことがなかった。
本研究では得られなかったが、浮遊期仔魚は5～6月には出現するとみられる。全長約20㎜以
上に達した着底期稚魚は転石域の潮間帯に多数出現した。11月から水温低下とともにあまり採
集されなくなったことから、低水温期に一部は潮下帯へ移動するようである。
　本種とその近縁種ドロメは類似した生態を持ち、ともに同じ潮溜りで共存関係にあることが
知られている（佐々木・服部，1969）。牡鹿半島桃浦では両種が同じ潮溜りで採集されたが、本
研究でドロメは全く見い出せなかった。ドロメはアゴハゼより潮溜りに対する定着性が強いこ
と（佐々木・服部，1969）から、万石浦の水路部では潮溜りが未発達であることがドロメの生息
を許さない一因になっていると示唆される。
　6）食性
　全長11～82㎜の338個体にっいて、胃内容物組成を付表41に示レた。全長29㎜までの稚魚で
はハルパクチス目、ヨコエビ亜目、カラヌス目、有扇亜目、およびクマ目が主要餌料とみられ、
特に前2者の出現頻度はそれぞれ77．4％および63．9％と高かった。30㎜以上では出現頻度はヨ
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コエビ亜目、有扇亜目、およびハルパクチス目の順となって、プランクトンに対する依存度が
弱まり、多毛綱、ワラジムシ亜目、および昆虫類（幼生および成体）が見い出されるようになっ
た。ハルパクチス目は捕食者の成長に伴って出現頻度が低下したのに対し、有扇亜目では逆に
上昇した。ヨコエビ亜目は稚魚から成魚に至るまで出現頻度は約60％と高いレベルを維持した。
藻類は約40㎜の個体から見られるようになり、その出現頻度は60㎜以上の大形魚で約60％に達
したことから、成長とともに雑食性が強まると考えられる。空胃率は小～中形魚よりも大形魚
で低く、全体でも5．3％に過ぎなかった。
　佐々木・服部（1969）はアゴハゼとドロメの成魚を同一水域で採集して、前者の主要餌生物を
ヨコエビ類であるのに対し、後者ではカニ類、ゴカイ類、藻類、ヤドカリ類、等脚類（フナム
シ）、およびエビ類とした。ドロメが生息しない本調査水域でも十脚目はアゴハゼによってほ
とんど利用されていなかった点は注目される。醤akamura（1936）および佐々木・服部（1969）が指
摘しているように、アゴハゼは雑食性を示し、全長40㎜近くに達して動物食性から雑食性へ変
わると判断される。
（了0）ヒモハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　浮遊生活後期と思われる全長lO～14㎜の稚魚が7月中旬から8月上旬
の間に新釜の汀線付近で採集された（図139）。当才魚のサンプル数が僅かであったので、はっ
きりしたこと言えないが、9月およびll月に得られたそれぞれ28㎜および39㎜の2個体は当才
魚であろう。35～43㎜の個体が5～9月に採集されたことから、生後満1年（6～7月）で40㎜前
後に達し、産卵に関与して数ケ月で死亡すると推測される。
　道津（1955b）は、ヒモハゼは雌雄ともに生後満1年で全長35㎜を越えて成魚になる一部の個体
と満1年でこの大きさに達せず産卵に関与しないものが存在することおよび寿命は満2年以上
であることを推察している。
　雌雄の成長差全長35㎜以上の個体について平均全長を求めると、雌39．8㎜および雄38．9㎜
であった。また、最大全長は雌43㎜および雄42㎜であったことから、雌の方が若干大きくなる
かも知れないが、大きな差はないと考えられる。道津（1955b）も同様なデータ（Fig．6）を示して
いる。
　全長一体重関係、全長28～43㎜の20個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．247・10－6×3’092（r・0．8525）が得られる。これによると、全長30㎜および40㎜の時の
体重はそれぞれ0．08gおよび0．2Ggとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　6～7月に採集された雌成魚の卵巣重量は0．1～0．5gの範囲にあり、完熟に近
い卵巣のGSIは15．6～16．7で、産卵したと思われるものでは4．0～8．0を示した。精巣重量は採
集された月にかかわらず0．01gに達することはなかった。
　卵径完熟に近い卵巣の卵径はO．7㎜で、産卵後と思われるものでは0．5㎜以下であった。完
熟卵は0．7～0．8㎜で産出されると考えられる。
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3）産卵
産卵期および産卵場所　雌成魚のサンプルがほとんど6～7月に限定されていたので、詳し
いことは不明であるが、この時期に産卵が行われていることは間違いない。成魚は新釜と大浜
の干潟域で得られているので、これらの場所が産卵場になっていると推測される。道津（1955b）
および辻（1980）は本種の産卵を河口域で確認しているが、干潟であれば河口域に限定されない
と考えられる。
　産卵群の全長および年令　産卵群の全長範囲は雌35～43㎜および雄35～42㎜で、生後満王年
で成熟すると考えられる。道津（1955b）も本種の生物学的最小形を雌雄ともに全長約35㎜とし
ているが、既に述べた通り満2才魚が存在することを報告している。
　4）性比
　5～9月に得られた全長35㎜以上の18個体についての性比は5～7月は雌：雄一9：5、8
～9月では4個体すべてが雄であった。サンプル数が少ないと言えども、これらの数字は産卵
期に雄が産卵巣内で卵を保護する（道津，1955b）という習性を反映しているとみられる。
　5）出現時期および移動　7～8，月に浮遊生活後期の稚魚が汀線付近に出現する。本研究でヒ
モハゼが採集されたのは5月から11月の問であったが、万石浦に周年生息すると思われる。道
津（1955b）によると、本種は内湾の汀線付近や河口の汽水域で中～表層を時々泳いでいるが、
多くが砂泥中に作られたアナジャコやカニ類の生息孔内に隠れているか、あるいは砂泥中に潜
っており、生息場所の季節的な変化はほとんどないとされている。
　　　　　　’　6）食性
　付表42に示したように、全長28㎜までの稚魚ではハルパクチス目およびカラヌス目が食べら
れていた。35㎜以上の成魚ではハルパクチス目の出現頻度が68．4％と高く、その他餌生物とし
てヨコエビ亜目およびアミ目が見られた。
　（71）ヒメハゼ（ハゼ科）
　1）成長
全長組成および年令　本研究でヒメハゼは4月に新釜および大浜で3個体（全長15～24㎜）、
9月に神明で1個体（66㎜）の計4個体が採集されたのみであった。本種の産卵期は5月から9
月までと長く、生後満1年で成熟して、産卵後死亡するとみられている（中村，1941a，1944b；岩
田他，1979；辻，1980；坂本，1980，未公刊）。上記4月に採集された稚魚は最も遅い時期に産卵さ
れたもので、冬期にはほとんど成長しなかったと推察される。
　2）産卵
　産卵期および産卵場所　9月下旬に採集された雌は産卵後（GSI2．9）間もないものと思われた
ので、少なくとも9月に本種の産卵が万石浦で行われていることを意味している。他水域の例
（上述）から類推すると、万石浦での産卵期は7～9月とみなして大きな間違いはないとみられる。
なお、本種は砂にほとんど埋もれた貝殻などの下面に産卵することが知られている（中村，19－
44b，1944c：岩田他，1979）。
　3）出現時期および移動
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　限られたサンプルしか得られなかったが、ヒメハゼは季節的に湾内外を移動するとは考え難
く万石浦に周年生息すると推測される。本種は泥質域より砂質域で比較的高戯な部分を好むこ
とが報告されている（中村，1941a，1944c；岩田他，1979；辻，！980；坂本，1980，未公刊）。万石浦
でこの条件を満たす場所は水路部（汀線付近を除く）から湾口部の濡筋に相当し、ここでの採集
活動の不足がわずかなサンプルしか得られなかった一因になっていると考えられる。
　4）食性
　宮城水高に保存されていた万石浦産の標本（詳しい採集年月日不明）も含めた、全長22～66㎜
の9個体について胃内容物を調査した。最も出現頻度が高かったものはヨコエビ亜目（6例）で、
次いでタナイス目（5）、多毛綱（3）、およびハルパクチス目（3）であった。その他、巻貝類、貝
虫亜綱、アミ目、クマ目、および長尾亜目がそれぞれ1例づづ出現した。辻（1980）によると、
千葉県小櫃川では多毛綱およびアミ目が本種の主要餌料となっている。
（了2）シロウオ（ハゼ科）
　1）成長r
　全長組成および年令　シロウオは3月中旬から5月中旬の間に針浜川および志畑川で産卵群
の遡上が観察され、前者で遡上量が多かった。上記2河川以外では同時期に神明（3個体）、大浜
（3）、および新釜（1）で、計7個体が採集されたのみであった。
　針浜川および志畑川に遡上したシロウオについて、旬別に全長組成を図140に示した。全長
範囲は41～57㎜であったが、雌はすべて46㎜以上で雄よりも大形個体が多く、雌雄ともに3～
5月はほとんど成長しないことがうかがえる。シロウオは生後満1年で成熟し、産卵後死亡す
る（矢部，1940；道津・内田，1979；松井，1986）ため、本研究で得られた個体はすべて生後約1
年の産卵群と言える。
　雌雄の成長差　雌は雄よりも大きくなることは上述したが、雌雄の全長範囲はそれぞれ46～
57㎜および41～52㎜で、雄で50㎜を越えるものはわずかであった。雌雄における平均全長の旬
別変化を図141に示した。雌の平均全長は49～51㎜、雄では45～47㎜の範囲で変化するとみら
れる。志畑川に遡上した個体は針浜川のものより若干大きい値を示したが、前者でサンプル数
が少なかったため、今後の調査を要する。なお、4月中旬～5月中旬に湾内で得られた個体は雌
43～47㎜、雄38～46㎜で、成長の悪いものが含まれていた。
　4月中旬までを遡上前期、それ以降を遡上後期とすると、雌雄ともに前期は後期よりもやや
大きい傾向が認められた。松井（1986）は福岡県産のシロウオを研究し、遡上初期には平均的に
小さいものが遡上するが、極初期には成長の良いものが上る傾向があると述べている。
　全長一体重関係　全長38㌍57㎜の60個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝1．458・10｝6×3・272（rニ0．9354）が得られる。これによると、全長40㎜および50㎜の時の
体重はそれぞれ0．26gおよび0．53gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　3月下旬から5月下旬にかけて針浜川に遡上したシロウオ（戯水域で採集された
個体も含む）の雌について、旬別GSIを図142に示した。放卵後の個体を除くと卵巣重量はほと
一218一
5
48
20
21
0
M－Mor
．二　40
の
や　20
150
。　2002
　　0
l　o
o
l　o
L覗ar
⊥
E－Apr 16
M－Apr
し一Apr
（！）
E－Moy
12
0　　8
M冒May
L一トlqy
・40 嗣 48 52 56
　　5二　　〇
の　　5やも9
0呈
Z　l
　　望o　翼　娼　52　56
　　　　　　Total　length（mm》
図140．針浜川（上図）および志畑川（下図）に遡
　上したシロウオの旬別全長組成（3～5月）．
　月の前のE，’M，およびLはそれぞれ上旬、
　中旬、および下旬を示す．黒色部・雌；白
　色部、雄．
ε一Apr
M”Apr
L‘Apr
ε一May
田”Moy
　52
ハ∈
∈
）
ニ葛48
ε
ε1944
4
●
　　　　
●　　　あ　　　●
o髄●　　　　鱒　　　　、
　　　　　　　　
　
．　●　5
窒　・冒
●
●
●
●
●
馬
、
●
●
●
驕3
　　　●ψ
昏
●
●
3
0
o■
●●　　　　　　　　ムムム　　ム6幽
FemalO
　　　　ムロ
“一”㎜へ俺＝＝“犠－．．．．鴨
　　　　　　　　　　制aleloo
　　　　　　　　　　　　　　曾メく1ン触・・著
　ノ　　　　　　　　　￥　　巻
／　　　　　　　　＼oの蒜しE．納しE図団or　　　　　　　Apr　　　　　　　May
L　　　ε　　　M　　　L
Mar　　　Apr
E　　　M　　　し
　　May
図142．万石浦湾内（白丸）および針浜川（黒丸お
　よび白三角）で採集されたシロウオ雌におけ
　るGSIの旬別変化（3～5月），破線以下は生殖
腺重量がO．Ol　g未満の個体を示す．白三角は
　放卵後の個体を表す．
　O．6ハ∈E
）
』
①←00．4E
．哩
℃oooo
］
　0．2
鱒　　　　　●■■●　　　　●o■噸
● ●
●■0●　　　　●■噂●　　　0鱒0■圏9　●1剛9■噂9　　　●　　　　　　●
鱒9　　■噂　　　鱒　　鱒瓢F　　●　　　●
馳嘲鱒　　　　　　●　　『■ド　　●　　　伽
　　　　　　　　　o
幽　　　　　ら
“
△
図14L　針浜川（丸印）および志畑川（三角印）
　に遡上したシロウオ雌雄における平均全長
　および性比の旬別変化（3～5月）．性比は
　雌雄合計に対する雌の割合で示す．
　　　　し　　E　　M　　L　　E　　M　　し　　　Mar　　Apr　　　May
図M3．万石浦湾内（白丸）および針浜川（黒丸お
　よ．び白三角）で採集されたシロウオの卵巣卵
　における卵径の旬別変化（3～5月）．　白三角
　は放卵後の個体を示す．
一219一
んどが0．01g以上であった。3月下旬から4月中旬までGS1は大部分が4．0～7．0の範囲内にあり、
大きな変化を見せないが、4月下旬から10．O以上のものが増加し、最高は25．0に達した。15月
中旬から明らかに産卵後と思われるやせ細った個体が出現し、それらの卵巣重量は0。01g未満
になっていた。
　4月中旬～5月中旬に湾内で得られた個体ではGSIが4．3～8．3で、産卵前のものであった。遡
上期のシロウオは低塩分を選好することが確かめられている（松井，1986）。本研究において大
浜で降雨時にできた淡水流が注ぎ込む部分でシロウオが採集された例があった。湾内で採集さ
れた個体は遡上すべき河川を見い出せないでいたものと想像される。
　卵径の旬別変化　3～4月の間卵径はほとんどがO．4～O．5㎜の範囲内にあるが、4月下旬にO．6
㎜のものが出現し、5月上～中旬に0．6～0．7㎜のものが増加した（図143）。完熟卵径は0．8～1。0
㎜に達することが知られている（松井，1986）。放卵個体の卵巣には0．3㎜以下の小卵群が残存し
ていた。4月下旬～5月中旬に湾内で見られた個体の卵径は0．35～0．4㎜で、同時期のものと比
較すると明らかに小さかった（図143）。これは卵巣の成熟が河川遡上してから進行すること（矢
部，1940；一松井，1986）を裏付けている。
　精巣の発達　シロウオの精巣は産卵期でも糸状で極めて細く、その重量が0．019に達するこ
とはなかった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　シロウオの産卵は水温が約H℃になると開始される言われている（松
井，1986）。針浜川および志畑川の水温は4月中旬に11℃以上に上昇することがあるが、この時
期には卵巣の成熟はまだ不十分であった。卵巣のGSIおよび卵径からみると、産卵は4月下旬か
ら一部で始まり、5月に入って本格化して5月下旬には終了すると推測される。
　シロウオが遡上する河川は針浜川および志畑川で、両河川ともに感潮域の一部とその上端か
ら上流約100mまでの淡水域に産卵場が形成されていた。針浜川では砂礫底に手のひら大の平た
い石が散在する所に産卵群が密集していたが、志畑川ではこのような環境に乏しく、また水量
も少ないため、シロウオの密度は低かった。大沢川の下流部は水質悪化がひどく、本種の遡上
は確認されていない。
　産卵群の全長および年令　本研究で河川に邊上した個体の全長範囲は雌46～57㎜、雄41～52
㎜で、本種は生後満1年で産卵し、産卵後はすべて死亡することは既に述べた通りである。
　4）性比
　錯浜川および志畑川に遡上したシロウオについて、性比の旬別変化をそれぞれ図140に示し
た。針浜川では3月中は雄の方が雌よりも圧倒的に多いが、4月に入ると逆に雌の方が明らか
に優勢となり、5月には雌雄がほぼ同数となった。志畑川の場合、サンプル数が少なかったの
で今後の検討を要するが、4月でも雄の方が多かった。針浜川の例のように、遡上初期に雄が
多く、盛期以降逆に雌の比率が高まる現象については、雄は雌に先んじて遡上を始めた後産卵
場で営巣と卵保護のため石下に潜入すること（矢部，1940；松井，1986）に因っていると考えられ
る。
　5）出現時期および移動
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　針浜川では3月中旬から、志畑川では4月上旬から遡上してきたが、後者ではそれ程詳しい
観察を行った訳ではなかった。両河川ともに3月中旬から4月上旬の間に水温が8～10℃にな
ると遡上が始まるものと推察される。ふ化して湾内に流下した仔魚のその後の動態については
全く不明で、遡上期前までサンプルは得られなかった。矢部（1940）および松井（1986）によると、
海洋生活期のシロウオは大きな移動をせず、内湾でアマモの生えた浅所を生息場とすることか
ら、本種は周年万石浦で生活しているものと思われる。
　6）食性
　針浜川に遡上した187個体の胃内容物を調査した結果、すべて空胃であった。湾内で採集さ
れた7個体にっいては1個体の胃内にハルパクチス目が認められた他は空胃であった。松井（圭9－
86）は海水域において本種は擁脚類の他、多毛類幼生、端脚類、および輪虫類を食べるが、河
川に遡上すると摂餌しなくなることを報告している。
（了3）ミミズハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　本研究でミミズハゼは針浜川おぷび志畑川で1月から9月の間に計29
個体が採集され、すべて全長51～91㎜の未成魚・成魚であった（図144）。稚魚期のサンプルが
得られなかったので推測の域を出ないが、ミミズハゼ近縁種の成長（後述）を参考にすると1～
9月の間に見られた50㎜台の個体は当才魚後期～満1才魚とみられ、生後満1年（4～6月）で50
～60㎜に達すると思われる。2～6月に採集された72～91㎜の個体はおよそ生後満2－3才魚
群によって構成されているとすると、生後満2年で約70㎜、そして満3年で80～90㎜に達して
死亡すると推測される。
　道津（1957b）は、福岡市付近のミミズハゼは生後満1年で全長30～48㎜、満2年で48～63㎜、
満3年で63㎜を越えると述べている。
　雌雄の成長差　本研究で得られた全長51㎜以上の個体にっいて雌雄の平均全長を求めると、
雌73．9㎜および雄73．4㎜で差はなかったが、最大全長は雌84㎜であったのに対し、雄は85～91
㎜に達するものが見られたことから、道津（1957b）が報告しているように雄の方がいくらか大
形になるようである。
　全長一体重関係　全長51～91㎜の29個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．033・10－6×3’153（r＝0．9534）が得られる。これによると、全長50㎜、70㎜、および90
㎜の時の体重はそれぞれ0．69g、2．Og、および4．4gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　3月に卵巣のGSIは4．1～9．6に上昇していた（図145）。4～5月にGSIは6．4～12．3
へと更に上昇する一方で、1．5～2．9と低い値を示す個体が見られた。後者は成熟途上なのか、
あるいは一部放卵したものなのかはっきり判別できなかった。6～7月には産卵を終了したと
思われる個体が出現し、それらのGSIは0．83以下であった。
　卵径の月別変化
　3月に卵径は0．35～0．6㎜、4～5月にGSIが低値を示した個体では0．12～0．4㎜であったが、
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その他では0．45～G．7㎜に増大した（図146）。6～7月に産卵を終了した個体では0．15～0．4㎜と
なった。
精巣の発達　1～9月の間多くの個体で精巣重量は0．01gに達することはなかったが、3～6
月に0．Ol～0．02g（GSI　O．24～0．77）を示すものが4個体見られた。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　GSIおよび卵径の月別変化から推測すると、産卵期は4月上旬から6
月下旬までとみて良いだろう9道津（1957b，1979b）によると、ミミズハゼは河目域など淡水の
影響を強く受ける場所で、下部が砂泥あるいは細礫に埋もれた平たい石の下面に産卵するとさ
れている。万石浦では針浜川および志畑川の河口域が産卵場になっていると考えられる。
　産卵群の全長および年令　本種の生物学的最小形は雌雄ともに全長33㎜で、生後満1年で一
部が産卵に関与する（道津，1957b）ことから、本研究で採集された5！㎜以上の個体はすべて産
卵群とみなされる。生後満3年まで生きて産卵に関与すると思われる。
　4）性比
　本研究で扱った29個体の性比は雌：雄＝15：14であった。3～7月においては14：6で、数
的には雌の方が多かった。
　5）出現時期および移動
　ミミゼハゼの未成魚および成魚は針浜川および志畑川の感潮域とそのやや上流の淡水域で見
られたが、生息量は少なかった。稚魚は全く得られなかったので、着底時期およびサイズなど
にっいては不明であるが、道津（1957b，1979b）によると、本種はふ化後約40日で全長17㎜前後
になって浮遊生活から底生生活へ移り、ふ化後約6Q日で22㎜前後に成長する。
　食性
　全長51～91㎜の29個体の胃内容物では、付表43に示したようにヨコエビ亜目が41．4％で最も
出現頻度が高く、次いで双翅目幼生、有扇亜目、多毛綱、および魚類（以上20％以上）が続いた。
その他、水生昆虫類、ミズムシ亜目、および藻類が見られたが、各項目問に大きな差はなく、
特定の餌生物群を集中して捕食するという傾向は認められなかった。空胃率は13．8％であった。
（了4）ミミズハゼ近縁種（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ミミズハゼ近縁種は水路部および湾口部で採集さ彫た。6月上旬に水
路部でふ化直後の仔魚が1個体得られた後、6月下旬から8月上旬にかけて全長10㎜台の稚魚
が汀線付近に多数出現した（図147）。体色の黒化は約15㎜から顕著となり、このサイズから浮
遊生活から底生生活へ移行していた。8月に当才魚の全長モードは25～29㎜に見られ、成長の
良いものは30㎜を越えた。全長モードは10月に35～39㎜、12月には40～44㎜に形成された。1
月から当才魚と満1才魚の全長組成は重複するが、当才魚の成長は鈍り、生後満1年（4～6月）
で50㎜近くになると推測される。
　満1才魚の成長は緩やかで、9～12月になってモードは55～59㎜へ移行した（図147）。生後満
2年で約60㎜に成長すると思われる。6月に得られた76－77㎜の雄2個体は満3才魚であろう。
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図148．ミミズノ～ぜ近縁種当才魚（下グララ）および満1才魚（上グラフ）
　の雌雄における平均全長の月別変化（6～12月）．黒丸、雌；白丸、雄．
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従って、本種の寿命はほとんどが満2年と判断されるが、一部は満3年まで生き残るものがあ
るとみられる。
　雌雄の成長差全長組成の上で当才魚と満1才魚との分離が可能であった6から12月にかけ
て、雌雄における年令別・月別平均全長の変化を示すと図148の通りである。当才魚では雄が
雌より平均全長で3～4㎜大きい傾向が認められた。満1才魚では6～7月は雌の方が大きい
が、8月以降再び雄の大形化が維持された。6～7月における雄の平均全長の低下現象は雄に
よる卵保護活動に関連しているとみて間違いないだろう。最大全長は雌雄ともに77㎜であった
が、雄は雌よりも相対的に大きいと推察される。
　全長一体重関係　全長12～77㎜の80個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．391・10響6×3’塁04（r＝0．9939）が得られる。これによると、全長30㎜、50㎜、および7G
㎜の時の体重はそれぞれ0．15g、0。74g、および2．1gとなる。
　3）成熟
　卵巣の発達　ミミズハゼ近縁種の卵巣にっいて月別GSIを図145に示した。8月から1月の間
卵巣重量はほとんどが0．01gに達しなかったが、10～2月に0．Olg～0．02g（GSl　L7以下）のもの
が出現した。3月に入ると卵巣重量はほとんどが0．01g以上となり、GSIは最高13．3にまで急上
昇した。5月には多くが5．0を越え、最高は24。Oに建してピークを形成した。5月中旬から放卵
後と思われる個体（多くがGSI4．2以下）が出現し、6～7月に増加した。GSIが10．0の1個体で
は大形残卵が見られたので放卵後と判定されたが、径0。5㎜の卵群が残っていた。この例は2回
以上に分けて産卵する場合があることを物語っていると言えよう。
　5月にGSIが1．9～3．4と低い個体がいくっか見られ、産卵群なのかあるいは非産卵群なのか判
定が困難であったが、6月下旬でもGSIが8．0の個体があったので、これらは一応産卵群とみな
された。5～6月に卵巣重量が0．01gに満たなかったものが2個体存在し、これらは非産卵群と
判断された。
　卵径の月別変化　8月から12月の間卵径はすべて0．1mm以下であった。1月から卵径が0．2㎜
の個体が出現し、3月に向かって（最大0．6㎜）急な増大を示した（図146）。5月に多くが0．4～Q．7
㎜に達した後、6月まで0．5～0．6㎜のものが見られた。放卵個体で観察された大形残卵は膨れ
て1．0㎜余であったので、完熟卵は0．8㎜前後で産卵されると推定される。放卵個体の卵径はほ
とんどが0．3㎜以下であった。非産卵群の2個体では約0．1㎜に過ぎなかった。
　精巣の発達　精巣は糸状で細く、その重量は周年を通して0．01gを越えることはなかった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　GSIおよび卵径の月別変化から判断すると、産卵盛期は5月とみて間
違いない。ただし、3月下旬にGSIが13．3（卵径0．6㎜）に上昇した雌が得られたことから、早い
ものでは4月上旬に産卵が始まり、6月下旬まで続くと推測される。
　具体的な産卵場所は確認されていないが、成魚が生息する水路部の転石帯で産卵が行われて
いることは確かであろう。ミミズハゼにおいては淡水の影響を強く受ける場所に産卵場が形成
される（道津，1957b）が、本種の場合はむしろ高戯水域が産卵場になるとみられる。
　産卵群の全長および年令’雌において非産卵群とみなされた2個体の全長は38～41㎜で、産
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表2L　ミミズハゼ近縁種の年令群別・月別性比．　＊，p＜0．05．
年令 性 4月　5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月　12月1月 2月 3月 合計
0＋ ♀ 1 9 2 5 4　　6 27
♂ 0 9 7 4 3　　3 26
『　　　曹　　一　　　曹　　・　　甲　　　ワ o　　　ロ　　ロ　　　o　　　・ O　－　，　9　齢　■　9　ロ　ー　，　，　，　厘　臼　一　，　■　　　，　，　■　8　0　曹　ロ　，　●　一　一　■　一　－　，　昌　－　■　■　一　，　｝　■　甲　■　，　曹　・　一　一　㌧　響　，　一　辱　曹　－　曹　，　9　ロ　ー
0～ ♀ 12 9 18 39
1＋ ♂ 10 11 17 38
1～ ♀ 13　366 5 18＊ 2 6 4　　3 38
2＋ ♂ 21　336 12 7＊ 6 10 7　　10 51
卵群では41㎜以上であった。雄の場合、精巣重量が小さく、また産卵期における最小個体は全
長35㎜で産卵群と非産卵群との区別ができなかったが、ミミズハゼの場合（道津，1957b）と同様
に、雄はすべて産卵群とみなしてよいだろう。従って、本種は雌雄ともに生後満1年で産卵に
関与するが、成長の悪い一部の雌は成熟しないと推察される。普通、満2年で死亡するが、一
部は満3年まで生きて産卵に関与すると考えられる。。
　4）性比
　満2才魚までの337個体について、年令群別・月別性比を表21に示した。満1才魚および満2
才魚はそれぞれ単一の群として分離できなかったので、当才魚～満1才魚群および満1～2才
魚群で示した。満1～2才魚において8月に雌が雄よりも多かった（p＜0．05）ことを除けば、年令
および採集された月にかかわらず性比に偏りは見られず、産卵期に雄の比率が低下する現象も
認められなかった。しかしながら、満1～2才魚では雄の数が雌のそれを上回る月が多く、合
計でも雌：雄＝38：51と雄の方が優勢であったことから、満1才以上では雄の比率がやや高く
なることが示唆される。
　5）出現時期および移動
　本研究では6月下旬から水路部（大森）の転石帯の砂礫間で全長約15㎜以上の稚魚が底生生活
を始めているのが観察された。着底時のサイズはミミズハゼ（道津，1957b，1979b）と同じである。
上記転石帯では周年本種が見られ、アゴハゼとともにここでの優占種となっている。干潮時に
は干出した石の下に潜んでいることが多かった。冬期および産卵期（6月）に潮閲帯で個体数が
減ったので、これらの時期には潮下帯へ移動することが示唆される。
　6）食性
　全長12～77㎜の337個体について、胃内容物組成を付表44に示した。全長29㎜までの稚魚で
はハルパクチス目およびヨコエビ亜目の出現頻度が53～77％と高かった。30㎜以上では全長に
よって大きな食性の変化は見られなかったが、捕食者の成長に伴ってハルパクチス目に対する
依存度が低下する反面、有扇亜目および多毛綱の出現歩鍍が上昇する傾向が認められた。ヨコ
エビ亜目は稚魚から成魚に至るまで50％前後の出現頻度を維持した。本種の重要餌生物群を構
成するものはハルパクチス目およびヨコエビ亜目で、次いで有扇亜目および多毛綱と判断され
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る。藻類はいくつかの個体で観察されたが、餌料としての重要性は無視し得る。空胃率は各全
長区分で10％以下と低かった。
（了5）アベハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　アベハゼは宮城水高元養魚池のみで見られ、10月を除く6～11月の間
標本を採集した。ここで見られたアベハゼは以前若干塩分を含む湿地帯に自然分布していたも
のが、養魚池造成により池内に封じ込められたものと考えられる。8月下旬から全長5㎜から
ll㎜台の仔稚魚が多数出現し、9月下旬には20㎜を越えるものが見られた（図149）。Kanabashira
et　al．（1980）が報告しているように、底生生活への移行は12mmを過ぎる頃から順次行われるよ
うであった。当才魚は11月に16～33㎜の全長範囲を示し、モードは20～24㎜に形成された。
　翌年6～7月に生後満1年で主群は30～39㎜に達するが、その後成長は見られず、採集個体
数は激減した（図149）。11月に得られた37～39㎜の雌4個体は満1才魚とみられる。本種は雌雄
ともに生後満1年で産卵に関与し、数ケ月のうちに死亡すると考えられる。岩田他（1979）が示
唆しているように、7月および9月に得られた45～47㎜の大形魚は満2才魚の可能性もあるが、
6～8月に441m以下の個体群と不連続性が認められなかったので、満1才魚とみなした。
　雌雄の成長差　ll月（当才魚〉および6～9月（満1才魚〉における雌雄の月別平均全長を図150
に示した。当才魚では11月に雄は雌よりわずかに大きい程度であったが、満1才魚とな6～9
月にかけてその差は大きくなった。雄は営巣行動を行う（Kanabashlra　et　aL，1980）ので即断
はできないが、Kanabashira　et　al．（1980）も東京湾産のアベハゼで同様なデータ（Fig．圭）を示
していることから、本種の雄は雌よりも大形化するとみてよいだろう。
　全長一体重関係　全長8～47㎜の80個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝玉．053・IO－5×2’982（r＝0．9928）が得られる。これによると、全長30㎜、40㎜、および50
㎜の時の体重はそれぞれ0．27g、0．63g、および1．2gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　6～9月における卵巣にっいての月別GSlを図151に示した。5月までの卵巣の
発達経過については不明であるが、6月下旬に得られたサンプルではGSIは2．4～31．8を示し、
完熟個体（GSI3L8）あるいは一部放卵したと思われるもの（2．4～7．9）が見られた。GSIが10．3
以下の放卵個体を除くと、7～8月にGSlは12．0～36．7に上昇し、16．O～21．0のものが多かった。
本種の完熟卵はGSIが約25以上に達して産卵されると推察される。9月には産卵を終了して卵巣
重量が0．Olg未満の個体ゐみとなった。一部放卵したと思われる個体ではGSIが急に低下しなか
ったことから、Kanabashira　et　aL（1980）が飼育下で観察しているように本種は多回産卵を行
うと考えられる。
　卵径　Kanabashira　et　aL（1980）が指摘しているように、成熟中の卵巣内には大小の卵群が
混在していた。図152に示した通り、成熟中あるいは完熟した卵巣卵は径O．3～0．6㎜を示し、
一部放卵後の個体ではO．2～0．3㎜であった。卵径が0．5～0．6mmに達して産出されると推察され
る。9月に見られた産卵を終了した個体では0．1㎜以下の小卵群が残存していた。
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図152．アベハゼ（産卵群）の卵巣卵における
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表22．アベハゼの年令別・月別性比．＊＊，p〈0．Ol．
年令 性 6月　7月　8月　9月　11月合計
0十
十
　　　　　　　　　　　27
30　　　136＊＊　　　5　　　　　3　　　　　4
25　　　　72＊＊　　　3　　　　　4　　　　　0
27
精巣の発達　本種の精巣は白子状で大きくなる。6月下旬に精巣のGSlは1．3から最大15．4を
記録したが、7月に4．8以下、8月に3．3以下となり、9月には精巣重量が0．01g未満の個体のみ
が見られた。精巣のGS1は産卵期の初め（あるいはそれより前）にピークが出現するようである。
3）産卵
産卵期および産卵場所　卵巣の発達状態および仔魚の出現時期から判断して、アベハゼの産
卵期は6月下旬から8月中旬までと考えられる。Kanabashira　et　aL（1980）によると、本種は
干潮時に干出するような、砂質底にある石の下面に卵を産み付け、雄が卵を保護する。アベハ
ゼは宮城県下では岩沼市赤井江（中村，1976）および北上川下流域とっながる淡水の富士沼（筆者）
に生息することが確認されている。宮城水高元養魚池は完全に陸封された状態にあったため、
本種の再生産は淡水域でも行われることを示している。
産卵群の全長および年令　6～9月に得られた産卵群の全長範囲は雌26～41㎜、雄25～47㎜
であった。生後満1年で雌雄ともにすべて全長25㎜以上に成長して成熟し、産卵に関与した後
は数ケ月のうちに死亡すると考えられる。
　4）性比
　当才魚および満1才魚とに分けて月別性比を示すと表22の通りである。当才魚にっいては11
月のデータしかないが、雌雄同数であった。満1才魚では産卵盛期とみられる7月に明らかに
雌が雄より優勢であった（p＜0．01．）が、その前後では雌雄同数とみなされた。7月における雄
の比率低下は雄による営巣行動および卵保護に起因すると推察される。
　5）出現時期および移動
　浮遊期仔稚魚は8月下旬から9月下旬の玉ケ月間に比較的集中して見られた。Kanabashira
et　al．（1980）によると、水温23～29℃でふ化後44日頃すべて底生生活へ移行する。成魚は夏の
高水温期には表層にいる個体が多く、採集しやすかった。この時期は産卵期でもあるためよけ
い活動的になるものと思われる。
　6）食性
　全長6～47㎜の118個体について、胃内容物組成を付表45に示した。19㎜までの浮遊生活期か
ら底生生活初期の仔稚魚ではカラヌス目および枝角目の出現頻度が高かったが、これら2項目
は成魚に至るまで重要館生物となっていた。20㎜以上になると双翅目幼生（主にユスリカ類）の
出現頻度が上昇し、その他付着藻類、昆虫類、および魚卵などが加わって餌生物の種類が多様
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化した。本種は雑食性を示すが、その程度は弱いと考えられる。魚卵にっいてはメダカ卵およ
びアベハゼ自身の卵も食べられていた。1例であったが、全長39㎜の個体で共食いが観察され
た。
　汽水域に生息するアベハゼでは多毛類が主要餌料となっていることが報告されている（岩田
他，1979；辻，1980）。本研究では高水温期のサンプルが主体であったが、完全な底生生活を送
るとみられる低水温期には胃内容物組成が異なってくると思われる。
（了6）キヌバリ（ハゼ科）
本研究では7月に大浜沖の建網で全長80～92㎜の2個体が採集されたのみであった。キヌバ
リは普通岩礁地帯に生息する（道津・堤，1959；金本，1977）ため、万石浦へは偶発的に来遊した
ものと思われる。上記2個体の他、宮城水高に保存されていた万石浦産3個体（全長78～93㎜）
の胃内容物を調査した結果、ヨコエビ亜目および有扇亜目がそれぞれ3例、多毛綱、ハルパク
チス目、およびタナイス目がそれぞれ1例出現した。
（了了）リュウグウハゼ（ハゼ科）
　本研究では3月に梨木畑で全長145㎜の2個体が釣獲されたのみであった。本種はキヌバリと
同様、通常岩礁・転石域で見られる（金本，1979；塩垣，1981a）が、万石浦へは極めて稀に迷入
するとみられる。
（了8）シマヨシノボリ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　シマヨシノボリ（横斑型）は針浜川で28個体および志畑川で10個体が採
集された他、針浜において稚魚2個体が得られた。これらを一括して月別全長組成を図153に示
した。9月下旬に針浜で全長16～17㎜の浮遊生活末期の稚魚が採集された後、10月中旬に針浜
川で24㎜の着底稚魚が見られたことから、20㎜前後で河川に遡上すると目される。4～5月に
成長の悪い当才魚が存在したが、生後満1年（7月）で40㎜前後に成長するとみられる。
　その後の成長についてはデータが不足しているため、はっきりしたことは分からないが、林
（1971）の報告を参考にすると、生後満2年で60㎜前後に、満3年で70㎜余に達するとみてよい
だろう。
　全長一体重関係　全長23～75㎜の38個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．533・10－6×3’329（r＝0．9921）が得られる◎これによると、全長25㎜、50㎜、および75
㎜の時の体重はそれぞれ0．11g、L2g、および4．4gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣のGSlは4月までほとんどが2．0以下であったが、5月になると急な上昇が
見られ、1例をのぞくと3．2～7．1の範囲に達した（図154）。7月中旬にGSIは7．0と2．0～2．6とに
分離し、後者は産卵後の個体と思われた。
　卵径の季節変化　卵径は4月まで0．2㎜以下の個体が多いが、4月に0．4㎜のものも見られ、
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5月にはほとんどがO．4～Q．6㎜に増大した（図154）。7月に1個体が0．5㎜で、他の放卵2個体
では0．2～0．5㎜であった。
　精巣の発達　4～5月および9月に精巣重量が0．01gのものが計4個体（GSI　O．32～0．53）見ら
れたが、これら以外はすべて0．01gに達することはなかった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　5月中旬にGSIおよび卵径がそれぞれ0．71およびO．6㎜を示す個体が
得られた。宮地他（1976）によると、シマヨシノボリの熟卵は径0．7㎜であることから、5月下旬
には産卵が開始されるものとみられる。産卵終了時期にっいてははっきりしないが、9月下旬
に浮遊生活末期の全長16～17㎜の稚魚が採集されたことおよびSakai　and　Yasuda（1978）による
飼育仔稚魚の成長例を考え併せると、産卵は少なくとも8月上旬まで続くと推測される。成魚
が採集された針浜川および志畑川の下流域が産卵場になっており、石の下面に産み付けられた
卵塊がいくっか確認されている。
　産卵群の全長および年令　雌雄ともにほとんどが生後満1年で全長約40㎜以上に達して産卵
に関与すると推察される。しかしながら、4～5月に得られた全長23～29㎜の小形個体および
5月にGSIが1．3と低かった雌は産卵群かどうか判断できなかった。
　4）性比
　河川別に採集された雌雄の個体数内訳をみると、針浜川では雌：雄一16：12、志畑川では7：
3であった。
　5）出現時期および移動
　ふ化した仔魚は万石浦に流下し、夏から秋にかけて全長20㎜前後で河川に遡上すると考えら
れる。針浜川および志畑川ともに本種が見られる場所は大小の石が散在する瀬に限られ、生息
密度は低かった。
　6）食性
　付表46に示したように、シマヨシノボリの胃内容物は双翅目（ほとんどがユスリカ類）、カゲ
ロウ目、トビケラ目の幼生を中心とした水生昆虫類およびヨコエビ亜目が主体となっており、
特に双翅目幼生は稚魚～成魚を通して90％近い出現頻度を示した。ハルパクチス目は全長49㎜
までの個体でよく食べられていたのに対し、カゲロウ目、トビケラ目、およびヨコエビ亜目は
大形個体で出現頻度が高まった。本種は餌料として双翅目幼生に大きく依存しながらも、成長
に伴って付着藻類も含めて食性の幅を拡げていることがうかがえる（付表46）。空胃個体は38個
体中1個体（2．6％）に過ぎなかった。
（了9）シモフリシマハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　シモフリシマハゼの月別全長組成を図155に示した。8月上旬から9月
上旬にかけて全長12㎜から20㎜台の着底後間もないの稚魚が主に大浜の干潟で採集された。そ
の後当才魚の成長ははっきり追跡できなかったが、4～7月に採集された23～59㎜の個体は生
後満1年前後のものとみられ、個体により成長差が大きいようである。3～8月の間に80㎜前後
一232一
および100㎜前後に組成の山が見られることから、生後満2年および満3年に主群はそれぞれ約
80㎜および100㎜に達すると推測される。後述するように大形個体は雄が多く、80㎜以上のも
のはほとんど雄によって占められた。
　雌雄の成長差　図155に示したように、同一年令群を表すとみられる全長組成においては雄
は雌より大きい方へ偏っており、当才魚の段階からこの傾向が認められた。最大全長は雌99㎜
および雄110㎜で、満2才魚とみられる90㎜以上の個体は12月に得られた雌2個体を除くとすべ
て雄であった。従って、雄は雌よりも成長が良く、かっ寿命が1年長いと言えよう。
　全長一体重関係　全長12～110㎜の王00個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝4，360・10｝6×3聾235（rニ0．9968）が得られる。これによると、全長50㎜、80㎜、および100
㎜の時の体重はそれぞれ1．4g、6．3g、および12．9gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣についての月別GSIを図156に示した。10月から2月までの間GSIはすべて1．0
未満で、3～4月に2．0近くまでわずかな上昇が見られたに過ぎなかった。しかしながら、5月
に入るとGSIは約2．0から25．1までの範囲に一気に上昇し、中旬に最高値を示した個体はほぼ完
熟状態であった。6～8月に産卵群のGSIは2．5～20．0を維持するが、8月には7．0を越えるものは
見られなくなった。この期問にGS1が2．5～7．0を示した個体の中には（一部）放卵後のものがか
なり含まれていると思われる。4～7．月に卵巣重量がQ．Olgに達しない個体あるいはGSIが1．1
以下（6月）のものが見られたが、これらは非産卵群とみなされた。9月になるとGSIはすべてO．80
以下となり、2月以前のレベルに戻ったが、放卵後なのかあるいは非産卵群なのか判断が困難
なもの（GSI　O．48～0．80）があった。
　卵径の季節変化　卵径は10月から2月までの問、0．1㎜を越えることはなかったが、3月から
増大傾向を示し、5～8月にはほとんどがO．3～0．8㎜に達した（図157）。ほぼ完熟に近い卵巣で
は0．7㎜の卵が見られた。非産卵群では卵径は0．1㎜を越えることがなかった。ただし、4月お
よび6月に卵径が0．1㎜のものが2個体存在したが、GSIがそれぞれ0．85および2．5であったた
め、これらは産卵群とみなされた。
　精巣の発達　精巣にっいてのGSIの月別変化は図156に示した通りで、10月から3月にかけて
GS1は徐々に増加したが、0．40を越えることはなかった。4月に0．50以上の個体が出現して、5
月に最高0．96でピークを形成した後、7月以降は0．50以下のレベルに下がった。精巣重量でみ
ると雄の産卵群は4～7月にほとんどがO，01g以上となると判断された。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　卵巣GSIおよび卵径の月別変化から判断すると、産卵は5月中旬に始
まり、8月下旬には終了すると考えられる。シモフリシマハゼは万石浦では水路部を除く万石
浦本体の砂泥底で普通に見られ、広い範囲が産卵場になっていると推測される。
　檜山（1936）および小川（1952）は、“シマハゼ”はカキ殻の内面に卵を産み付け雄が卵を保護
すると述べている。両者ともにシモフリシマハゼとアカオビシマハゼのいずれについて報告し
たものか判断し難いが、これら2種は似たような習性を有すると考えられる。
　産卵群の全長および年令　雌については4～8月における卵巣の発達状態から、産卵群の全
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表23．シモフリシマハゼの全長別・月別性比．　＊，pく0．05；＊＊，P＜0．OL
全長（㎜） 性 8月 9月 10月 11月　12月　1月　2月3月 4月 5月 6月　7月合計
12～♀ 13 12＊＊ 5 5　　2 1 4 7 2 5149 ♂ 14 25＊＊ 5 5　　1 0 7 6 1 64
9　，　－　一　一　．　膨　－　薗　－ O　　－　　，　●　　－ o　　■　o　．　　●　o　●　 o　 曾　 孕　 り　 ●　　○　 ●　　o　　一　　■　－　　o　膨　 O　　O　o　　璽　■　　■　o　　o　　－　■　 ●　 ●　 9　　●　　■　　o　　o　■ 　●　，　　■　　o　　・　　，　塵　　－　●　　ρ　o　　り　　■　　，　　畠　●　　．　　9　　，　　響　　－　響 9　　　　・　　噸　層　 o　　■　　，　　o
50～♀ 3 7 2＊＊ 3＊＊　　　0＊　　　　0＊＊　　　0 2 3＊＊ 12 17　　9 58＊＊79 ♂ 2 11 13＊＊ 18＊‡　4＊　10＊‡　15 14＊＊ 三8 19　　5 120＊＊
80～♀ Q＊＊ 0＊ 1＊＊ 1＊＊　3　　10　　1＊O＊＊ 3＊＊ 3＊‡ 3＊‡　2 27料110 ♂ 8＊＊ 6＊ 10＊‡ 19＊＊　　　7　　　　　14　　　　　　9＊ 11＊＊ 33＊＊ 49＊＊ 36＊＊　5207‡＊
長は50㎜以上と判断された。非産卵群（8月に出現した当才魚を除く）は23mmから53㎜までの幅
があり、4～5月に50㎜に達していないものはほとんど非産卵群とみなしてよいと言える。雄
の場合、4～5月に得られた26～39㎜の成長の悪い個体は非産卵群と思われるが、5～6月に
精巣重量が0．01gに達しなかった、41～54㎜のものはいずれの群に属するのか判別困難であっ
た。図155に示した全長組成から、雌は生後満2年での産卵を終えると死亡するが、雄は更に1
年生き残って満3年までの産卵に関与すると推察される。
　4）性比
　性別を判定した全長12～110㎜の527個体について、全長区分別・月別性比を表23に示した。
全長12～49㎜の区分では9月に雄が雌より多かったものの、全体でみれば雌雄同数と判断され
る。区分50～79㎜および80～110㎜では雄の比率が高い月が増加し、各区分でそれぞれ67．4％
および88。5％を占めた。大形魚程雄の比率が高い理由は雌では産卵後死ぬものが多いためと推
測される。最長区分で4月から産卵期にかけて特に雄が高比率であったことは雄が卵を保護す
る他のハゼ科魚類とは逆の現象であるが、高令魚では雌自体の数が少ないためと判断される。
　5）出現時期および移動
　本研究で着底直後の稚魚が採集されたのは8月上旬からであったが、本種の産卵は5月下旬か
ら始まるとみられるので、もっと早い時期に着底しているものがあると考えられる。底生生活
を開始した稚魚はすべて湾中央～湾奥部で採集されており、本種の低塩分に対する嗜好性（明
仁・坂本，1989）は浮遊生活末期には既に発現していることが暗示される。
　河川感潮域を含む万石浦本体で周年見られるが、塩分の高い水路部では採集例がなかった。
冬期に感潮域や汀線付近ではあまり見られないので、水温の降下とともにやや深みへ移動する
ようである。
　6）食性
　全長12～110㎜の438個体について、胃内容物組成を付表47に示した。全長29㎜までの底生生
活初期の稚魚ではヨコエビ亜目、ハルパクチス目、およびカラヌス目の3項目に対する依存度
が特に高く、4L5～79．2％の出現頻度を示した。30㎜以上では藻類、魚類、多毛綱、ウミシバ
類、および魚鱗などが加わって餌料の種類が多様化し、各項臼o）出現頻度はほとんどが24％以
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下に低下した。餌料として藻類の出現するサイズからみると、約35㎜で動物食性から雑食性へ
転換すると推察される。
　捕食者の成長に伴ってヨコエビ亜目、ハルパクチス目、カラヌス目、ミズムシ亜目、および
アミ目の出現頻度は低下したが、前2項目は成魚に至るまで重要餌生物群を構成していた。魚
類および多毛綱は60㎜以上の成魚で出現頻度が高まった。空胃個体は59㎜まではわずか1例に
過ぎなかったが、大形個体で増加し90㎜以上では約40％に達した。
（80）チチブ（ハゼ科）
　D成長
　全長組成および年令　チチブは針浜川、志畑川、および大沢川で見られ、本研究で扱った材
料はほとんどが前2河川で得られたものである。河川以外では針浜で稚魚が採集され、これら
を併せて月別全長組成を図158に示した。
　9月中旬から浮遊生活を終えた全長13㎜から30㎜台（モードは25～29㎜）の稚魚が河川に出現
した。その後、当才魚の大形個体が漸次増加したが、翌年2月までモードにほとんど変化はな
く、20㎜台の個体は5月まで見られた。9～10月に針浜で河川遡上前の18～37㎜の稚魚が採集
されたことから、遡上時の全長は着底を開始する1Q㎜余（中村，1942）から40㎜弱と幅広く、遡
上期も8月下旬から11月上旬にわたると推定される。当才魚の成長は3月から明らかとなり、
5月に主群は35～44㎜に、そして生後満1年の6月には50㎜前後に達すると考えられる。
　満1才魚は7，月以降ほとんどが50㎜を越え、満2才魚との区別が困難となったが、10月に見
られた65～74㎜の山は満1才魚のものと思われる。6～7月に75～79㎜で小さい山が認められ
ることから、生後満2年で約80㎜に成長するとみてよいだろう。満2才魚以上については更に
サンプルが不足していたが、12月に見られた85～99㎜の組成は満2才魚を表していると判断さ
れ、生後満3年で100㎜前後に達するとみなされる。6～9月に110～122㎜の雄のみから成る大
形個体が存在したことは、雌は満3年で産卵後に死亡するが、雄は更に1年生きて満4年で120
㎜前後に達するとみるのが妥当であろう。
　中村（1942）は愛知県伊川津の養魚池に生息するチチブは生後約1年で体長20～80㎜に成長し、
それ以上のもの（体長81～107㎜）はすべて雄で満2年まで生きると述べている。しかしながら、
彼の示した生後約1年の体長組成（図3）によると、モードは40㎜（推定全長49㎜）にあって本研究
と大差ないことから、この研究で扱われた材料の中には生後約2年までのものが含まれていた
可能性が強い。
　雌雄の成長差　当才魚および満1才魚と思われる個体の中で雌雄を判別したものについて、
9月から翌年8月までの平均全長の月別変化を図159に示した。河川に遡上した稚魚期の段階で
既に雄は雌より大きい傾向が認められた。雌雄ともに秋から冬にかけて成長は停滞するが、雄
の大形傾向は維持された。産卵期の直前にあたる4～5月に一時関係は逆転するものの、満1
才魚となってから雄の大形化は更に拡がる気配がうかがえた。最大全長は雌107㎜および雄122
㎜であったことから、雄は雌より大きくなることは間違いない。
　チチブでは雄が雌より大きくなることは中村（1942）および岸（1981）によって指摘されている。
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岸（1981）は巣の確保・防衛をめぐる競争・捕食圧のもとでは大形で攻撃力の高い雄の方が自然
選択の上で特に有利になろうと述べている。本研究で4～5月に雄の平均全長が一時減少した
ことは雄による巣の確保・防衛と関係があるように思われる。
　全長一体重関係　全長18～122㎜の100個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Yニ6．415・10”6×3－181（r＝0．9968）が得られる。これによると、全長30㎜、60㎜、90㎜、お
よび120㎜の時の体重はそれぞれ0．32g、2．9g、10．6g、および26．3gとなる。
　2〉成熟
　卵巣の発達　卵巣にっいての月別GSIを図160に示した。ll月から2月の間GSlはほとんどがL　O
以下であったが、3～4月になると1．0を越えるものがやや増加し、5月には最大8．8まで急に
上昇した。6～8月は10．0以上のものが出現してピークを形成し、最高は20．0を記録した。完
熟に近い個体のGSIは12。O以上であった。その後GSIは9月に2．9以下、10月には2．0以下へと急
な低下を示した。
　産卵群と非産卵群との判別については後述するが、GSlの月別変化の上では両者の分離が明
瞭に現れなかった（図160）。これは産卵期が比較的長いこと（本研究では6～8月）および産卵期
間中に数度の産卵を行うこと（岸，1981）によるものであろう。
　卵径の季節変化　全長37㎜以下の個体はすべて未熟（卵径は0．lm紐以下）で、また11～3月の問
はサイズに関係なく卵径がO。1㎜を越えるものが見られなかったため、3～10月における卵径の
月別変化を図196に示した。4月から卵径0．2㎜のものが若干出現し、5月には最大0．7mmまで一
気に増大した。5～8月は多くの個体が0．5～0．8mmを示した。9～10月には数例を除くとすべ
て0．1㎜以下となった。完熟卵は約0．8㎜で産卵されると推察される。
　精巣の発達　成熟精巣は偏平で大きく、GSIは3．0を越えるものがかなり見られた。図160に
示した通り、GSIよりみた精巣の発達パターンは卵巣の場合と極めて類似していた。ll～4月に
おけるGSIはほとんどが0．5以下と低かったが、5月から急な上昇を示して7月には最高6．7に達
した。8～9月にまだ1．6～4．3を示すものが残っていたが、10月にはすべて0．4以下に戻った。
4～8月に0．01g以上の精巣を持っ個体はすべて産卵群と判断されるが、産卵期に全長50㎜以上
のものでも0．Olgを越えない例がかなり見られ、厳密に産卵群と非産卵群とを区別することは
困難であった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　卵巣のGSIおよび卵径の月別変化から、産卵期は6月上旬～8月下旬
と判断される。ちなみに、愛知県では4月下旬から（中村，1942）、神奈川県では5月から（岩田
他，1979）産卵が開始されると報告されている。
　産卵は針浜川および志畑川の感潮域で確認されており、塩ビパイプ内面や石およびトタン板
の下面に卵が産み付けられていた。産着卵群の形は楕円形を呈し、大きいものでは長径15cm、
短径10cm程であった。本種は空缶の内側も産卵床としてよく利用することが知られており、雄
が卵を保護する（中村，1942；岩田他，1979；辻，1980；坂本，1980，未公刊）。
　産卵群の全長および年令　5～8月における雌の全長とGSIとの関係を図162に示した。この
期間に卵巣重量が0．019に達しない個体（全長27～44㎜）は非産卵群とみられ、逆にGSIが1．9以
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表24・針浜川および志畑川におけるチチブの全長別性比・＊＊，pく0・OL
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上を示した66㎜以上の個体は産卵群と判断される。38～63mmの範囲ではGSIの分布が低いもの
から高いものまで連続的で、また卵径からみても両群を明瞭に区別できなかった。しかしなが
ら、4月まではGSIはほとんどがL4以下であったため、5～8月にGS1がL5以上の個体は産卵群、
そしてそれに達しないものは非産卵群とみなして大きな間違いはないだろう。雌では約40㎜か
ら産卵群が見られる一方、非産卵群は60㎜前後まで存在すると考えられる。
　雄の場合、両群の区別が困難であることは既に述べた通りであるが、4～8月にO．Olg以上の
精巣を持つ最小個体は37㎜であった。
　チチブは雌雄ともに生後満1年で全長約4Q㎜以上に達するものは過半数が、そして満2年で
はすべて成熟すると言って良いだろう。110㎜以上に達する一部の雄は満4年まで産卵に関与す
ると推測される。本研究と同様に、中村（1942）は雌の生物学的最小形を体長30㎜（推定全長37
㎜）としている。
　4）性比
　性別を判定した891個体について、針浜川および志畑川とに分けて全長区分別性比を示すと
表24の通りである。針浜川で採集された全長59㎜までのサンプルでは雌雄同数とみなされたが、
60㎜以上の各区分では明らかに雄が雌よりも多く、非常に有意であった。これは産卵後雌の一
部が死亡するためと推測されるが、志畑川ではすべての区分において雌雄同数とみなされ、逆
に最長区分を除くと数的には雌の方が勝っていた。河川によって性比が異なるのか、あるいは
サンプル数の問題なのか今後検討を要する。
　中村（1942）は4月に養魚池で採集した429個体（体長20～8Q㎜）の性比を雌：雄＝180：249と報
じている。彼の示した図3によると、体長50㎜（推定全長62㎜）までは雌雄同数とみられるが、
それ以上では雄が多いことが分かり、針浜川の場合と一致する。
　5）出現時期および移動
　6～8月にふ化した仔魚は万石浦に流下し、8月下旬頃から11月上旬にかけて全長10㎜余～
40㎜弱で河川に遡上すると推定される。河川では主に感潮域で周年見られる。瀬および淵が存
在し、シェルターの多い針浜川では淡水域でもスミウキゴリとともにかなり生息している。一
方、こぶし大の礫の多い志畑川ではスミウキゴリは淡水域でも見られるのに対し、チチブの生
息範囲は感潮域に限られている。岸（1981）が指摘しているように、好適なシェルターの存在は
チチブの生息に重要な意味を持っていると考えられる。
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　6）食性
　全長18～122㎜の808個体について、胃内容物組成を付表48に示した。全長29㎜までの底生生
活初期の稚魚ではハルパクチス目の出現頻度が81．1％で最も高く、その他ヨコエビ亜目、有扇
亜目、蔓脚亜綱幼生、および双翅目幼生が比較的高率で捕食されていた。ハルパクチス目およ
び蔓脚亜綱幼生は49㎜まで重要餌料とみなされるが、50㎜以上では出現頻度は低下し、これら
に替わって多毛綱、魚類、トビケラ目、および短尾亜目のそれは上昇した。着底後のチチブで
はヨコエビ亜目、有扇亜目、診よび双翅目幼生の出現頻度は比較的安定しており、特にヨコェ
ビ亜目は本種にとって最も依存度の高い餌生物と考えられる。藻類はすべての全長区分で出現
しているが、雑食性を強めるのは30㎜を越えてからと考えられる。空胃率は成長に伴って上昇
する傾向が認められるものの、各区分で約10％以下と低かった。
　捕食されていた魚類のうち1例でチチブ自身の稚魚が観察された。また、8個体で魚卵が出
現したが、すべてチチブの産着卵でその数は各捕食者にっき38個から564個に及んだ。捕食者
の内訳は雌3個体および雄5個体で、卵は発眼していたことから雌の場合は雄が保護していた
卵を盗食したものと思われる。
（81）アカオビシマハゼ（ハゼ科）
　1）成長
　全長組成および年令　アカオビシマハゼの月別全長組成を図163に示した。7月中旬から8月
上旬にかけて全長8㎜前後の浮遊期の未着色稚魚が新釜で採集された。これら未着色稚魚にっ
いてはシモフリシマハゼとの判別が困難であるが、浮遊生活後期のアカオビシマハゼ着色稚魚
と同時に得られたので、後者と同一種とみなした。体側の2縦帯は15㎜前後で出現し、このサ
イズで着底を始めると推測される。8～9月の間に全長は10㎜台から20㎜台に増大し、ll月に
30～34㎜に見られた山は当才魚を表していると考えられる。翌年5月になっても30㎜に達しな
い成長の悪い個体も見られたが、当才魚の主群は3月に30～44㎜に、生後満1年あたる6－7
月には35～54㎜に成長するとみて良いだろう。
　当才魚と満1才魚の全長組成が重複しているため両者の区別は難しいが、40～69㎜の範囲内
に見られるものは多くが満1才魚とみなされる。生後満2年で約60㎜、そして満3年で70～80㎜
に成長すると考えられる。満2才以上では明らかに雄のほうが雌より多いと言える。
　道津（1958）が有明海から“シマハゼ”として報告したものは図（Fig．5および7）から判断する
とアカオビシマハゼと考えられ、その成長は万石浦産のものとほぼ同じとみなされる。本種と
シモフリシマハゼとの比較では後者の方が成長が良く、大形になる。
　雌雄の成長差　図163で見る限り、多くが当才魚に相当すると思われる全長54㎜までの範囲
では雄が大きいサイズに偏る傾向が認められることから、シモフリシマハゼと同様雄の方が雌
より成長が良いと言えよう。ただし、60㎜以上では雄が多いというものの、最大全長は雌84㎜
および雄79㎜で雌の方が大きかった。道津（1958）によると、雄1ま全長93㎜に達するとされてい
る。
　全長一体重関係　全長13～84㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
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図165．アカオビシマハゼの卵巣卵に
おける卵径の月別変化（3～7月）．
破線以下は卵径が0．1㎜以下の個体
を示す．
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Y＝2．169・10－6×3’412（rニ0．9975〉が得られる。これによると、全長30㎜、50㎜、および80
㎜の時の体重はそれぞれ0．24g、1．4g、および6．8gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　図164に示したように、10～2月の間卵巣のGSIは7．1以下であったが、3月には
多くが1．0以上となり、最大は2．4に上昇した。6～7月に卵巣重量が0．01gに達しなかった1個
体を除くど、GSIはすべて2。2以上（最高2α0）を示し、これらは産卵群と考えられた。
　卵径の季節変化　10月から5．月の間卵径はほとんどが0．1m似下で、3月と5月に若干0．15㎜
のものが見られた（図165）。6～7月に産卵群の卵径はすべて0．2㎜以上となり、最高は0．6㎜に
達した。
　精巣の発達　精巣重量は周年を通して大部分が0．01g未満で、3～6月の間に0．01～0．02gの
ものが見られたに過ぎなかった。GSIの各月の最高値は3月に0．32、5～6月では0．67～0．83に
上昇した。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　資料が不十分で産卵の開始と終了の時期を特定できなかったが、GSI
および卵径の月別変化からみると少なくとも6～7月に産卵が行われていることを示している。
本種の成魚は水路部から湾口部の高塩分水域で採集例が多いことから、これらの水域の浅所が
産卵場になっていると考えられる。本種は貝類の空殻内面を産卵床として利用する（檜山，1936；
小川，玉952；道津，1958）。
　産卵群の全長および年令　5～7月に卵巣重量および卵径がそれぞれG．Glg未満およびO．1㎜
以下のものは非産卵群とみなされ、これらの全長は38㎜以下であった。一方、産卵群とみなさ
れた雌の全長は42㎜以上であった。雄にっいては両群の区別が困難であったが、シモフリシマ
ハゼと同様に本種も雌雄ともに生後満1年で約40㎜1以上に達したものが産卵に関与し、満2年
ではすべてが成熟すると考えられる（道津，1958）。60㎜以上に達する雄の一部は満3年まで産卵
に関与するとみられる。
　4）性比
　性別を判定した全長15～84㎜の203個体にっいて、全長区分別性比を示すと表25の通りであ
る。全長54㎜までは雌雄同数とみなされるが、それ以上の区分では大形魚程雌の比率が減少し、
非常に有意であった。この現象はシモフリシマハゼの場合と共通しており、雌では産卵後死亡
するものが多いためと推測される。
　5）出現時期および移動
表25．アカオビシマパゼの全長別性比．＊，p〈0．05；＊＊，p〈0．01．
全長（㎜） 15～5455～6970～84 合計
♀♂ 72
8
12＊＊
6＊＊
2＊＊
3＊＊
86＊
17＊
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　7月中旬に浮遊期仔魚が出現し、その後着底直後の稚魚が採集されたが、これらの仔稚魚の
出現水域は1例を除くとすべて水路部から湾口部に限られており、シモフリシマハゼ稚魚が湾
中央部から湾奥部に出現するのとは対照的であった。アカオビシマハゼは水路部から湾中央部
（大浜沖）で周年見られるが、水路部周辺に多く河川感潮域では全く採集されなかった。冬期に
採集例が少なかったことから、この時期には低水温を避けて深みへ移動するらしい（檜山，1936；
小川，1952）。
　食性
　全長13～84㎜の214個体について、胃内容物組成を付表49に示した。全長29㎜までの稚魚で
はハルパクチス目およびヨコエビ亜目の出現頻度が65％前後で特に高く、その他カラヌス目、
タナイス目、およびミズムシ亜目などが見られた。30㎜以上では餌生物の種類が多様化し、多
毛綱（カンザシゴカイ類）、ワレカラ亜目、藻類、ウミグモ綱、および蔓脚亜綱が重要餌生物と
して加わった。ハルパクチス目、タナイス目、およびカラヌス目は小形個体で、多毛綱、藻類、
ウミグモ綱、および蔓脚亜綱は大形個体で出現頻度が高い傾向が認められた。ヨコェビ亜目は
稚魚から成魚に至るまで64～87％と常に高率で出現した。藻類は1例を除くと34㎜以上で出現
し、シモフリシマハゼと同様30㎜台で動物食性から雑食性へ転換すると判断される。空胃率は
各全長区分で5％に達することはなく、極めて低かった。
（82）ナベカ（イソギンポ科）
　1）成長
　全長組成および年令　7月中旬から8月下旬にかけて全長17～21㎜の稚魚が水路部佐須およ
び新釜で採集された。資料が不足しているので詳しい成長については不明であるが、生後満1
年で40㎜前後に成長するとみられる（矢部，1936，表3）ことから、5～6月に得られた38－39㎜お
よび58－62㎜の各2個体はそれぞれ生後満1年および満2年と判断される（図166）。
　雌雄の成長差　本研究で得られた個体の最大全長は雌58㎜および雄62㎜であったが、宮城水
高に保存されていた万石浦産の標本（採集月日不明）の中には77㎜の雌が含まれていた。矢部
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図16α　ナベカの月別全長組成．黒色部、雌；白色部、雄；縦線部、性不明．
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（1936）は雄は雌に比べて小形であると述べている。
　全長一体重関係　上記の採集月日不明な標本も含めて全長17～77㎜の21個体について、全長
（X）一体重（Y）関係式を求めると、Y二L659・10－5×2’824（r二〇．9959）が得られる。これに
ょると、全長30㎜、50㎜、および70㎜の時の体重はそれぞれ0．25g、圭．Og、および2．7gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　6月に得られた全長58㎜の雌ではGSIが8．8で、卵巣中には径約L　O㎜の完熟卵
の他に0．7～0．8㎜および0．5㎜以下の中小卵群も認められた。成熟した雌は数回に分けて産卵
するとみられる（矢部，1936）。しかしながら、同じ月に採集された36～39㎜の2個体では卵巣
（重量0．Olg以下）は0．3㎜以下の小形卵群のみからなり、未熟状態であった。他の月では精巣と
同様に卵巣重量は0．01gに達することはなかった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　6月下旬に完熟魚が採集されたので、6月に産卵が行われることは
確かである。7月中旬～8月下旬に採集された全長17～21㎜の稚魚にっいて、田中（1989）の飼
育結果を当てはめて逆算すると、産卵期は5月下旬から7月上旬に及ぶものと推察される。
　本種はオオヘビガイなどの空殻内に産卵し、雄が卵を保護すること（矢部，1936）が知られて
おり、水路部の岩礁域あるいはコンクリート壁が産卵場になっていると思われる。
　産卵群の全長および年令上述したように本研究で6月に得られた、満1才魚とみられる全
長36～39㎜の雌2個体は未熟で、卵径（0．3㎜以下）から見ても一部放卵個体とは考えにくかっ
た。生後満2年で成熟した個体の卵巣重量はG．15gに達していることから、これら2個体は恐ら
く非産卵群であろう。矢部（1936）は卵を保護していた雄の全長は37～42㎜と報告しており、雄
の場合は生後満1年で産卵に関与すると判断される。
　4）出現時期および移動
　ナベカは水路部および新釜のみで採集され、底生生活に移行した稚魚は7～8月に見られた。
個体数は少ないが、四季にわたってサンプルが得られていることから周年水路部およびその近
くに生息すると思われる。
　5）食性
　全長29㎜までの稚魚ではハルパクチス目およびヨコエビ亜目の出現頻度が高かった（付表50）。
30㎜以上ではヨコエビ亜目の他に蔓脚亜綱の蔓脚および多毛綱（カンザシゴカイ類）の頭部がし
ばしば出現し、餌料項目数は増加した。1例ながら付着藻類も観察された。道津・太田（1973）
は本種の胃内に付着珪藻類、藻類幼芽、ゴカイ類、およびフジツボ類の蔓脚を認め、雑食性と
している。本種は成長に伴って雑食性を強めるとともに、蔓脚類や多毛類の一部を食いちぎる
摂餌様式を発達させると推察される。
（83）イソギンポ（イソギンポ科）
　1）成長
　全長組成および年令　万石浦では大浜沖で9月下旬および12月下旬にそれぞれ16㎜および48
㎜のイソギンポが採集されたのみであった。前者は灯火に集まった他の仔稚魚に混じっていた
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もので、後者は建網で得られた。万石浦以外では長浜沖に垂下した養殖カキの間から1月に全
長35～59㎜）の6個体が採集された。道津・森内（1980）に従うと、16～35㎜の2個体は当才魚で、
他の個体（44～59㎜）は満1才魚であろう。
　2）産卵
　産卵期および産卵場所　道津・森内（1980）が行った仔稚魚の飼育結果を参考にすると、9月
下旬に採集された全長16㎜の稚魚は7月下旬から8月上旬に産卵されたものと推測され、万石
浦および湾外沿岸では少なくとも7～8月に産卵が行われるとみて良いだろう。本種は死んだ
マガキなどの空室内に卵を産み付け、雄が卵を守る（道津・森内，1980）。
　3）出現時期および移動
　万石浦において本種の仔稚魚は8月に出現すると推測される。本研究では少数のサンプルし
か得られなかったが、本種は海中に垂下された構造物に定着する習性がある（道津・森内，1980）
と言われており、養殖用棚と垂下養殖カキが多数存在する万石浦では周年生息すると思われる。
　4）食性
　湾外で得られた標本も含めて7個体（全長35～59㎜）の胃内容物を調査した結果、ヨコエビ亜
目（7例）、ワレカラ亜目（5）、ミズムシ亜目（4）、およびウミシバ類（1）が出現した。道津・森内
（1980）は本種の胃内容物として藻類、カンザシゴカイ類、フジツボ類、および端脚類を挙げて
おり、本種はナベカと類似した食性を有すると考えられる。
（84）ムシャギンポ（タウエガジ科）
　1）成長
　全長組成および年令　本研究では1月中旬から4月中旬にかけて12個体（全長7～22㎜）の仔
稚魚が採集された他、8月に1個体（46㎜）の未成魚が得られた。21㎜および46㎜の2個体はそ
れぞれ新釜および大森の藻場で、他の11個体は神明において灯火採集により得られたものであ
った。塩垣（1987）によると、本種は満1年で全長40～50㎜、満2年で80～100㎜に達して成熟し、
寿命を終えるとされていることから、8月に見られた46㎜の個体は満1才魚であろう。
　2）産卵
　産卵期および産卵場所　仔稚魚の出現時期および塩垣（1987）によって観察された発生経過か
ら推測すると、産卵期は12月上旬から2月上旬とみられる。水路部が産卵場になっていると考
えられる。本種は卵を産んだ雌が卵塊を保護する（塩垣，1987）。
　3）出現時期および移動
　本種は岩礁地帯に見られ、低潮線下の岩の間や石の下などに潜んでいると言われている（塩
垣，1987）。上述したように本研究では1～4月の間に仔稚魚が湾口部に出現したが、未成魚お
よび成魚の生息場所は水路部に限定されるだろう。成魚が得られなかったのは採集方法に難点
があったためで、ここでは水路部に周年生息する魚種とみなしておく。
（85）フサギンポ（タウエガジ科）
1）成長
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　全長組成および年令　フサギンポの月別全長組成を図167に示した。1月下旬から2月上旬に
かけて全長13～24㎜の浮遊期仔稚魚8個体が神明（灯火採集）で得られた。しかしながら、その
後湾内で稚魚は採集されず、全長100㎜台の未成魚が散発的に見られたのみであった。200～324
㎜の未成魚一成魚は3月から12月にかけて建網に入網し、特に5～6月に個体数が多かった。
360㎜を越える大形個体は3～4月に2個体が漁獲されたのみであった。
　得られたサンプルが中形魚に偏っていたために、全長組成の上から年令を追跡するのは不確
実であるが、既往の研究が見当たらないので敢えて試みると、100㎜台は満1～2才魚、200㎜
台は満3～4才魚で、生後満5年で300㎜前後に達し、300㎜を越える大形魚は満5年以上と想
定される。
　雌雄の成長差　図167に示したように、全長320㎜までは雌雄間で全長組成に偏りは認め難い。
360㎜および425㎜の大形魚2個体はともに雌であったが、雌が雄より大形に成長するかどうか
はサンプル数が少ないので即断はできない。
　全長一体重関係　全長119～425㎜の97個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝玉．玉85・10｝5×2’950（r＝0．9586）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、300㎜、
および400㎜の時の体重はそれぞれ9．4g、72．8g、241g、および563gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　塩垣（1983）が述べている通り、本種の卵巣は基部が癒合した2葉型を呈す。卵
巣のGSIにっいて月別変化を示すと、図168の通りである。2～4月の間GSIは0．70以下で変化が
見られなかったが、5月以降はGSIが増加する群とそうでない群とに分離した。っまり、5月ま
でにGSlが0．23以上のものは産卵群とみられ、GSIは5月に0．23～L6、6月には0．96～2．3へと
増大した。9～10月には1個体（GSI1．2）を除くと、GSIは6．1～8．6に達した。一方、非産卵群
とみられる群では月に関係なくGSIは0．17以下と低いままであった（図168）。
　卵径の季節変化　2～3月における卵径は0．3㎜前後であったが、産卵群では4月に0．35～0．6
㎜となってから5月に0．5～0．9㎜、6月には0．7～1．1㎜へと増大した（図169）。そして9～10月
には下記の1個体を除くと1．5～1．8㎜に達した。塩垣（1983）によると、本種の完熟卵は径1。8～
2．1皿nである。9月に径L　O㎜を示した個体は産卵群と思われるが、卵が軟質でGSIも他の個体よ
り著しく低かった（図168）ことから、卵の発達過程で何らかの異常が生じたものと考えられる。
非産卵群の卵径は6月に0．4㎜を示す1個体があった他はすべて0．3㎜を越えることはなかった。
　抱卵数　9～10月に採集された全長266～300㎜の5個体にっいて卵巣卵数を調査した結果、
5，800～9，600粒（平均7，200粒）を数え、大きい個体程卵数が多い傾向が認められた。塩垣（1983）
は全長300㎜前後のもので7，500～11，600粒としており、本結果と一致する。
　精巣の発達　精巣にっいてのGSIは3～4月は0．04～0．15と低かったが、5月にはほとんどが
0．34～1．8へと高いレベルヘ移行した（図168）。しかしながら、6月以降明らかに非産卵群と思
われる2個体（ともに全長161㎜で、GSIは0．03および0．08）を除くとGSlは0．23～0．77の範囲に減
少した。秋～冬に雄の標本がほとんど得られなかったため、これが正常な精巣の成熟過程を示
しているのか不明である。
　3）産卵
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　産卵期および産卵場所　本研究で完熟魚は得られなかったが、9月下旬に採集された雌では
完熟に近い、透明卵が散在した卵巣を有していたこと、産卵からふ化まで2ケ月余を要するこ
と（塩垣，1983）、および1月下旬～2月上旬に仔稚魚が出現したことを考慮すると、万石浦での
産卵期は10月上旬から11月下旬と推測される。塩垣（1983）は陸奥湾での本種の産卵期を11月下
旬～12月としている。
　産卵期に成熟魚が大浜沖の建網に全く入網しなかったので砂泥底のアマモ場が産卵場になっ
ていることはまずないだろう。水路部あるいはふ化直後の仔魚が見られた湾口部で産卵すると
考えられる。
　産卵群の全長および年令　9～10月に採集された雌産卵群の最小個体は全長246㎜であった。
5～6月のサンプルについてみると、雄ではほとんどが産卵群（205㎜以上）と考えられたのに対
し、雌では非産卵群が40％に相当する12個体（172～257㎜）を数えた。雌雄ともに生後満4年で
250㎜前後に達して一部が成熟するとみられるが、雄の方が早熟個体が多いと言えよう。
　4）性比
　性別を判定した99個体（全長119～425m）の性比は324㎜までは雌：雄＝50：47で、360㎜以上
の2個体は雌であった。大形魚についてははっきりしたことは言えないが、少なくとも300㎜
までは雌雄同数であることがうかがえる。
　5）出現時期および移動
　全長24㎜までの仔稚魚は1乍2月に出現したが、その後当才魚とみられるものは採集されな
かった。本種は30㎜前後で底生生活へ移行する（塩垣，1983）。建網への入網状況をみると、春
から初夏にかけて200舳～300㎜余の中形魚が集中して漁獲される傾向が認められた。秋に若干
の入網が見られたが、盛夏および冬はほとんど漁獲がなかった。
　万石浦における本種の胃内容物としてテナガダコの腕が最も高頻度で出現した（後述）。テナ
ガダコはIO～12月にかけてもいくらか見られるが、5～6月が産卵期らしく4～6月に最も多
く建網に入網した。この時期におけるフサギンポの出現集中は餌生物としてのテナガダコの来
遊に触発されていると解釈される。フサギンポは多かれ少なかれ周年湾内に生息するとみられ
る。
　6）食性
　付表51に示したように、フサギンポの胃内容物として八腕目（腕の部分）、魚類、およびウミ
ウシ類の出現頻度が高かった。この他、十腕目、多毛綱、貝類、イソギンチャク類、およびナ
マコ綱など軟体を持つ動物がよく捕食されているのが特徴的である。特にテナガダコの腕は全
体の24．7％の個体から見い出され、全長122㎜の個体で既にタコの腕を食い千切るという食性
を備えていることが判明した。
　塩垣（1983）が指摘しているように、本種は餌生物を咬み切るという習性を発達させており、
陸奥湾ではナマコを飽食している個体が多いという。八戸沿岸ではウミウシ類、ユムシ類、お
よび多毛類が捕食されている（飯塚・石戸，1976）。各地で軟体を持っ動物が餌生物となってい
る点で共通しているが、主要餌生物は水域により異なっていることがうかがえる。
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（86）ムスジガジ（タウエガジ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ムスジガジの月別全長組成を図170に示した。4月上旬からふ化直後の
全長7～9㎜の仔魚が神明での灯火採集で得られ、5月になると10～14㎜の個体が多くなった。
ムスジガジ自身およびアゴハゼの胃内で観察された15㎜および20㎜の稚魚は黒色化していたこ
とから、15㎜近くに達する頃から底生生活へ移行するものと思われる（藤田・内田，1959）。8月
および10月に44～67㎜の当才魚が大浜沖で採集された。翌年1～3月には生後満1年で80㎜前
後に成長すると推察される。
　満1才魚は4月から10月の間にほとんどが80～130㎜に成長した。雌雄ともに生後満2年で100
～140㎜に達して、産卵後死亡すると考えられる。
　雌雄の成長差　図170から判断する限り、雌雄により全長組成の上で大きな偏りは認められ
ない。しかしながら、最大全長は雌130㎜および雄141㎜であり、かっ120㎜以上の大形個体は
雌：雄一7：15であったことから、雄の方が雌よりいくらか大きくなると思われる。
　全長一体重関係　全長12～141㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．107・10－6×3’292（rニO．9973）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、および140
mの時の体重はそれぞれ0．83g、8．1g、および24．5gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　5月から10月の間卵巣のGSIは0．50以下で変化は見られなかったが、11月から急
激に上昇した（図171）。12月に7．7～12．6へ上昇し、2月上旬から3月中旬にはすべてが20．O以
上となって、最高は41．3を記録した。3月上旬から放卵個体が出現し、それらのGSIはQ．14～
O．92へと一気に降下した（図171）。3～5月に卵巣重量が0．01g以下のもの（仔稚魚を除く）は非
産卵群と判断される。
　卵径の季節変化　全長60㎜以上の個体にっいて、卵径の月別変化を図172に示した。5月から
10月の間1個体を除くと卵径は0，2㎜以下であったが、11月から0．6㎜L以上となり、1～3月の1．2
～1．6㎜に向かって直線的に増大した。完熟卵では1．5～L6㎜を示したためこのサイズで産出
されるものと思われる。3～5月に放卵個体および非産卵群では卵径は0．2㎜以下となった。
　天然産出卵は相互に粘着して球状の卵塊をなし、各卵は径2．3～2．45mmで表面に無数のいぼ
状突起を有する（藤田・内田，1959）。いぼ状突起は完熟卵では認められないため、受精後形成
されると考えられる。
　抱卵数　1～3月に得られた全長96～123㎜の9個体にっいて成熟卵を計数した結果、1，500
～3，800粒（平均2，500粒）を数えた。完熟卵は均質で同程度に成熟が進んでいたので全卵同時成
熟型とみられるが、雄によって保護されていた卵塊の卵数は738～769粒という報告がある（藤
田・内田，1959）ことから、一回の産卵で必ずしも全卵が産出される訳ではないようである。
　精巣の発達　5月から10月の間精巣のGSIは0．14以下であったが、！2～3月は0．40～L　lに上
昇した（図171）。放精後と思われる個体は3月上旬～4月に出現し、それらのGSIは0．18以下で
あった。雄では産卵群と非産卵群との区別が難しいが、1～2月および5月に見られた、精巣重
量がO．Olに9に達していなかったものはサイズ（全長70～82㎜）からみると非産卵群と思われる。
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図171．ムスジガジ雌雄（全長44㎜以上）におけるGSIの月別変化破線以下は生殖腺
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　3）産卵
　産卵期および産卵場所　卵巣GSIおよび卵径の月別変化からみて、万石浦におけるムスジガ
ジの産卵は2月上旬から開始されると推定される。水温10℃以下では産卵からふ化まで1ケ月
余を要する（藤田・内田，1959）とすると、5月中旬までふ化直後の仔魚が見られることから産卵’
は少なくとも4月上旬まで続くとみてよいだろう。本種の産卵は大潮最低低潮線付近の石の下
で行われ、雄が卵塊を保護する（藤田・内田，1959）ことが知られている。大浜沖でも完熟雌が
採集されていることから、万石浦沿岸の岩礁部あるいは砂礫域が産卵場となっていると考えら
れる。
　産卵群の全長および年令　産卵群と非産卵群との判別は難しいが、1～5月に得られた個体
の中で産卵群と判断された最小個体の全長は雌89㎜および雄97㎜であった。非産卵群とみなさ
れるものは雌60～76㎜、雄は70～82㎜の全長範囲を示した。雌雄ともに生後満1年で約80㎜を
越えるものが産卵に関与すると考えて良いだろう。
　4）性比
　性別を判定した全長47㎜以上の107個体についてみると、99㎜までは雌：雄＝23：18、100㎜
以上では34：32であった。本資料で判断する限り成長によって性比に変化はなく、基本的に雌
雄同数と言えよう。
　5）出現時期および移動
　ふ化直後の仔魚は4月上旬～5月中旬に出現した。全長50㎜前後の若魚が建網の網替え時に
まとまって採集された例があったので、この時期には水中構造物に付いて生活する習性がある
ように思われる。生息量は多くはないものの、本種は水路部から湾中央部（恐らく湾奥部にも
生息）の転石域およびアマモ場で採集され、単純な環境の砂泥域では見られなかった。月別採
集個体数に明らかな変動がなかったことから、大きな季節的移動は行わないとみられる。
　6）食性
　全長11～141㎜の122個体について、胃内容物組成を付表52に示した。全長29㎜までの仔稚魚
ではカラヌス目が半数の個体で出現したが、それ以上ではヨコエビ亜目、多毛綱、および有扇
亜目などのベントスが主体となった。出現頻度は低いものの魚類の利用度は大形個体で高まっ
た。75㎜の個体で共食いが観察された。100㎜以上の成魚では空胃率が46．3％と高かったが、
貝類および短尾亜目はこの区分のみで出現した。
（8了）ダィナンギンポ（タウエガジ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ダイナンギンポの月別全長組成を図173に示した。5月下旬から6月中
旬にかけてふ化直後と思われる全長9㎜前後の仔魚が神明（灯火採集〉で得られた。7～8月に
35～60㎜の稚魚が水路部の転石域潮問帯で採集された。当才魚はll月に50～89㎜の範囲に成長
した・冬期に成長は見られず、満1才魚となる翌年4～5月の全長範囲は60～99㎜で、モード
は70～79㎜に現れた。
　満1才魚は7月に90～119㎜となり、10月には129曲の個体が見られた。その後の成長を示す
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サンプルがほとんど得られなかったが、5月に採集された121㎜および180㎜の雌2個体はそれ
ぞれ満2才魚および満3才魚とみなされる。
　塩垣・道津（1972）は本種の成長を生後満1年で全長100㎜前後、満2年で170mm前後としたが、
彼らの示した図（Fig．2）によると満2年で主群は120～150㎜、満3年で160～190㎜とみるのが妥
当であろう。
　雌雄の成長差　同一年令群における各月の雌雄の全長組成を比較すると、塩垣・道津（1972）
が指摘しているように雄の方が雌より大きい傾向が認められる（図173）。本種は全長300㎜位に
なるとされている（尼岡他，1995）が、本研究で採集された309㎜の雄は最大級の記録と思われる。
　全長一体重関係　全長35～180㎜の75個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Yニ3．301・10｝6×3’080（rニ0．9948）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、150mm、
および200㎜の時の体重はそれぞれ0．57g、4．7g、16．7g、および40．5gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　本研究で扱った材料は下記の2個体を除くとすべて全長129mm以下の未成魚か
らなり、生殖腺重量は0．01g以下、卵径は0．1㎜以下であった。産卵群とみられるものは12月に
採集された309㎜の雄（GSI　O．22）および5月に得られた180㎜の雌（GSI　O．39）で、後者は放卵後
の個体であった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　万石浦およびその周辺水域におけるダイナンギンポの産卵期にっい
て詳細は不明である。しかしながら、水温13℃前後で産卵からふ化まで23～29日を要すること
（塩垣・道津，1972）および本研究では5月24日から6月18日の間にふ化直後の仔魚が出現したこ
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とから4～5月に産卵が行われるとみて大きな間違いはないだろう。
　佐須および神明でそれぞれ放卵個体およびふ化直後の仔魚が得られたことから、万石浦では
一水路部の岩礁域が産卵場になっていると考えられる。塩垣・道津（1972）によると、本種の産出
卵は相互に接着して西洋梨型の卵塊を形成し、雄がこれを体で巻いて保護する。
　産卵群の全長および年令　本研究では産卵群に関するデータが皆無に等しかったので、産卵
生態について詳しいことは不明である。塩垣・道津（1972）は雌雄ともに全長170㎜前後で産卵
に関与すると述べており、万石浦でこのサイズに達するのは生後満3年と考えられる。
　4）性比
　性別を判定した全長46～309㎜の75個体にっいてみると、99㎜までは雌：雄一29＝37、100㎜
以上では3：6であった。数的には雄の方が優勢であったが、有意差は見られず少なくとも当
才魚では雌雄同数とみて良いだろう。なお、塩垣・道津（1972，fig．2）の図では、全長230～250
㎜の大形魚はすべて雄であり、高令魚では雄の割合が高くなることが示唆される。
　5）出現時期および移動
　5月下旬から6月かけてふ化直後の仔魚が神明に出現したことは既に述べた。その後仔稚魚
は得られなかったが、底生生活への移行は全長15～19㎜で行われることが知られている（塩垣
　・道津，1972〉。129㎜までの未成魚は大森の転石域でほぼ周年見られ、特に100㎜以下の小形魚
は干潮時に干出した石や海藻の下で見い出されることが多かった。冬期にあまり採集されなく
なったことから、この時期には潮下帯へ移るようである。成魚は岩礁域に潜んでおり（塩垣・
道津，ヱ972）、湾内のアマモ場域に入ることはほとんどないと考えられる。
　6）食性
　全長35～309㎜の76個体について、胃内容物組成を付表53に示、した。これらの個体は既に底
生生活へ移行しており、餌生物はほとんどがベントスで占められた。ヨコエビ亜目、パルパク
チス目、有扇亜目、および多毛綱が重要餌生物群を構成していたが、ハルパクチス目1ま100㎜
以上では出現しなかった。本調査は129㎜までの未成魚が中心であっが、塩垣・道津（1972）は
大形個体の胃内に端脚類の他に魚類、十脚類、および貝類を認めている。
（88）ハナジロガジ（タウエガジ科）
　1）成長
　全長組成および年令　本研究では新釜および大森において計4個体のハナジロガジが得られ
たのみであった。全長21～24㎜の仔稚魚2個体は3月下旬～4月上旬に採集された。’86㎜および
lO3㎜の2個体はそれぞれ7月および4月に採集された。塩垣（1981b）は陸奥湾産のパナジロガジ
では満1年で全長60～100㎜、満2年で110～150㎜、そして満3年で160～190㎜に達するとして
おり、86～103㎜の上記2個体はともに満1才魚で、前者は成長の悪い個体と推測される。
　2）産卵
産卵期および産卵場所　塩垣（1981b）によると、ハナジロガジは水温5～8℃で産卵からふ化
までおよびふ化から全長20㎜余に達するまでそれぞれ2ケ月前後を要する。万石浦における仔
稚魚の出現時期から産卵期を推定すると、少なくとも12月が産卵期に相当すると考えられる。
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産卵場所は水路部（およびその近くの湾口部）に限定されるとみて良いだろう。
　本種は水深5～6mの平坦な砂泥底と転石域の境界部に散在する、長径25～40cmの石ど石の
隙問や石の下に産卵し、雌が卵塊を保護することが知られている（塩垣，1981b）。
　3）出現時期および移動
　上述の通り、本研究でハナジロガジの稚魚は3～4月に出現することは確認できたが、それ
以外では4月および7月に満1才魚と思われる2標本しか得られなかった。塩垣（1981b）は、陸
奥湾において本種はアマモ場での常住魚の一つで、周年そこから移動することがないと述べて
いるが、万石浦では湾口部を除けば万石浦本体のアマモ場で採集されることは皆無であった。
本種は定住性が強いとみられることから、量的にはわずかでも周年水路部に生息すると推察さ
れる。
　4）食性
　稚魚2個体（全長21～24㎜）では胃内にハルパクチス目のみが見られた。他の2個体（86～103
㎜）ではハルパクチス目（2例）、ヨコエビ亜目（2）、ワレカラ亜目（2）、アミ目（1）、および有扇
亜目（1）が出現した。塩垣（1981b）が報告しているように、本種は藻場の葉上・葉間に生息する
小型甲殻類を主餌料としていることがうかがえる。
（89）タケギンポ（ニシキギンポ科）
　1）成長
　全長組成および年令　タケギンポの月別全長組成を図174に示した。12月下旬から2月にかけ
て全長8㎜から20㎜台の浮遊期仔稚魚が主に神明での灯火採集によって得られた。これらの仔
稚魚はほとんどが未着色で近縁種ギンポとの区別が難しく、特に12月に見られた仔魚は産卵期
との関係から大部分がギンポである可能性が高い。3～5月に主群は20～39㎜の全長範囲を示
し、モードは35～39㎜に見られた。本種の体斑が出現するのは28㎜前後で、この頃から浮遊生
活を終えて海藻に付くようになった。6月以降当才魚は徐々に成長し、8月に大部分が50㎜を
越え、主群は50～69㎜へ移行した。生後満1年となる11～1月には60～109㎜に達した。
　満1才魚の全長モードは4月に90～99㎜、6月にはllO～119㎜に形成された。その後満2才魚の
組成と大きく重複するため、満1才魚のモードははっきりしないが、生後満2年で主群は140～
159㎜に成長すると推測される。満2才魚の全長モードは4～6月では160～169㎜に認められた。
生後満3年で180～200㎜余に達し、満3才のうちに寿命を終えると考えられる。
　雌雄の成長差　全長組成の上から年令群を判別した当才魚および満1才魚について、雌雄の
月別平均全長の変化を示すと図175の通りである。当才魚の場合、雌雄における成長差は明瞭
でないが、満1才魚では2月以降雄は雌よりも3～4㎜大きい傾向が認められた。全長200㎜以
上の19個体（性別不明なものを除く）では、雌は5個体で最大全長は205㎜であったのに対し、雄
は14個体を占め最大は220㎜であったことから、雄の大形化傾向は満2～3才魚でも維持される
と推測される。
　全長一体重関係　全長26～220㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝L442・10－6×3’160（r＝0．9963）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、150mm、
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および200㎜の時の体重はそれぞれ0．34g、3．Og、10．8g、および26．9gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　タケギンポの卵巣は左右両葉に分かれず、完全な単一型である。図176に示し
た通り、卵巣のGSIは2月に最大0．95であるが、それ以降相対的に低下し、6～7月にはO．27以下
と最低のレベルに落ちた。これはこの期問体重は増加したのに対し、卵巣重量はほとんど変化
がなかったためと解釈される。8月からGSIは上昇に転じ9月は0．50以下であったが、10月にな
ると一気に0．44～8．3の範囲に上がった（当才魚を除く）。11～12月に非産卵群と思われる1個体
（全長104㎜）を除くとGSIはa9～13．6でピークに達した。完熟卵巣のGSlは8．2～12．4を示した。
1月に放卵後の雌が見られ、そのGSIは0．27～0．69に降下していた。タケギンポの卵巣は9月か、
ら11月にかけて急激に成熟が進み、10～12月にGSIが1．8以上のものは明らかに産卵群と判断さ
れるが、10月の段階でO．44～玉．2の範囲にあるものはGSIの上から非産卵群と産卵群とを区別す
ることは困難であった。
　卵径の季節変化　1月から8月までの問卵径はほとんどがO．2㎜以下で、変化は見られなかっ
た（図177）。9月は0．4㎜以下であったが、10月にはO．3～1．1㎜へと増大し、ll～12月に産卵群
では0．9～L3㎜に達した。完熟卵の卵径はL1～L4㎜を示した。
　精巣の発達　本種の精巣は左右両葉を有するが、境界が相互に接着した形を呈する。図176
に見られるように、2～12月における精巣GSIの月別変化は卵巣の場合と同様な低下一上昇のパ
ターンを示した。つまり、2月にGSIは最大0．55であったが、その後低下を続け7月には0．15以
下にまで下がった。9月以降GS1は急速に上昇し、10月に最高4．2に達してから、11月にはL5～
3．2へとやや低下した。精巣のGSIは卵巣の場合より1ケ月早くピークを示す点で後者とは異な
っている。1月にGSIは0．58以下となり、2月のレベルに戻った。10～11月に1．5以上のGSIを示
した雄はすべて産卵群と判断された。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　卵巣GSIおよび卵径の月別変化から推定すると、産卵は11月中旬に
開始されると考えられる。また、近縁種ギンポの例（Kimura　et　a1．，1988）に準じて産卵からふ
化まで1カ月余を要するとすると、ふ化直後の全長10～14㎜の仔魚は2月中旬以降ほとんど見
られなくなったことから、産卵は1月上旬には終了するとみなされる。具体的な産卵場所は確
認されていないが、成魚が見られるアマモ場、アオサ場、およびガラモ場が広く産卵場になっ
ていると推察される。
　産卵群の全長および年令　10～12月に採集されたサンプルのうち全長10Q㎜以下の個体は雌
雄ともに未熟で、生殖腺重量は0．01gに達しなかった。11～12月において産卵群の最小全長は
雌123㎜および雄112㎜であった。10月に100㎜を越える個体の中でGSlの上から産卵群かどうか
判断できなかった雌雄の全長範囲はそれぞれ113～183㎜および121～176mmであった。これらは
雌の一部を除くと産卵群とみなして良いように思われる。従って、タケギンポは生後満2年で
雌は約120㎜に達してほとんどが、雄の場合は約110㎜に達してすべてが成熟すると推測される。
　4）性比
　性別を判定した全長39～220㎜の762個体について、全長区分別・月別性比を示すと表26の通
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表26．タケギンポの全長別・月別性比．　＊，p＜0．05；＊＊，pくO．OL
全長（㎜） 性 1月 2月 3月　4月 5月　6月 7月 8月 9月 10月 ll月　12月合計
39一 ♀ 5 7 10　　7 4　　2 15 17 4 2 2　　5 80
99 ♂ 6 9 15　　5 6　　1 14 29 3 5 4　　1 98
甲　　ロ　o　　叩　一　　甲　　一　　彫　　響　　ロ 甲　　o　　　，　　響　　曾 一　　一　　－　　冒　　一　　曹　 塵　　－　　o　　一　　ロ　　曹　　甲　　，　　一　　甲　　甲　　甲　　，　　・　　甲　　・　　■　　り　　0　　9　　甲　　，　甲　　F　　9　　■　　響　　－　　甲　　響　　甲　　甲　　・　　・　　，　　o　　●　　響　　，　甲 　．　　一　　，　　曾　　－　　－ 噌　　冒　　　，　　　響
100一 ♀ 1 10 9　　9 15　　1614 7 2 11 31＊＊　1126＊
149 ♂ 0 6 7　　8 18　　1710 11 3 9 7＊＊　0 96＊
■　．　曹　，　o　，　一　一　一　9 0　　9　　　冒　　｝　　響 一　　〇　　曹　　■　　o　　o　　O　　O　　O　　－　　一　　，　　甲　　一　　甲　　層　　｝　　9　　，　　曾　，　　o　　■　　，　　甲　　一　　・　　響　　，　　響　　O　　ー　　ロ　　甲　　甲　　■　　，　　■　　■　　o　　申　　一　　一　　響　　一　　9　　響　　響　　9　　曹　　9　　騨　　甲　　，　　，　　響　　，　　層　　o　　■　　o　　幽　　一　　σ　　ロ　　，　　一　　　　9　　甲　　．　　o　　■　　一　　・　　o　　マ　　o　　■　　甲　　甲　　，　　曹　．　　雪 一　　ロ　　ロ　　ー　　■　　o 冒　　ワ　　甲　　　■　　・　　　．　　　曹　　　o　　　一　　一　　　，　　　，　　O　　　－ 9　　　，　　聾　　　甲　　　冒　　，
150一 ♀ 5 32＊＊ 14　　11 10　　12 7 13＊＊ 23＊＊ 29 34＊＊ 190＊
199 ♂ 7 57＊＊ 13　　7 18　　8 9 2＊＊ 5＊＊ 20 7＊＊ 153＊
甲　　甲　　『　　．　　o　　■　　一　　・ 一　　一　　マ　　o　　o 甲　　甲　　　■　　　甲 甲　　一　　　甲　　　o　　辱　　　o　　　o　　■　　－　　　，　　o　　　曹　　－　　O　　o　　噸　　層　　r　　ρ　　o　　　o　　o　　曹　　　■　　辱　　　，　　－　　　辱　　　o 響　　申　　●　　層　　●　　ρ　　■　　o　　o　　甲　　甲　　甲　　，　　■　　響　　9　　噂　　響　　，　　冒　　ロ
200一 ♀ 1 3　　0 0 1 0 5＊220 ♂ 1 4　　2．5 1 1 14＊
りである。全長149㎜までの区分では11月に雌が雄より多かったものの他の月では性比に偏り
は見られなかった。っまり、満1才魚までは基本的に雌雄同数と言えよう。区分150～1991㎜で
は1～7月の間は雌：雄＝91：119で、雄がやや多かったのに対し、8～11月は99：34で逆に
雌の方が卓越した。この区分においても基本的に雌雄同数と考えられるが、産卵期の数カ月前
から産卵期にかけては、雄による産卵床および雌の確保などの繁殖活動に関連して雌雄のバラ
ンスが崩れるのではないかと思われる。2QO㎜以上の大形個体では5＝14で雄の方が多かった。
　5）出現時期および移動　　　　　　　　一
　タケギンポの仔魚は早いものでは12月下旬から、普通は1月から出現すると推測される。全
長28㎜前後で浮遊生活から海藻に付随した生活を始めると考えられる。未成魚は10月から1月
にかけて、成魚では12～1月に主に建網による採集個体数が減少した。水温降下あるいは繁殖
活動に関係すると思われるが、詳しい理由は不明である。本種の未成魚および成魚は周年万石
浦で見られ、アマモおよびホンダワラ類の葉体間に潜んでいることが多かった。
　6）食性
　全長10～220㎜の767個体について、胃内容物組成を付表54に示した。全長29mmまでの浮遊期
仔魚はカラヌス目およびハルパクチス目を捕食しており、特に25㎜までの仔魚では前者のみが
出現した。30㎜以上では餌生物の種類が多様化するが、稚魚から成魚に至るまでヨ『コエビ亜目、
ハルパクチス目、ワレカラ亜目、有扇亜目、およびタナイス目の出現頻度が高く、これらが重
要餌生物群を構成していた。ハルパクチス目は30～79㎜の区分で、ヨコエビ亜目は80～149㎜
で最も利用されていた。出現頻度は高くはなかったが、クマ目、グナチア亜目、ミズムシ亜目、
およびアミ目は稚魚～未成魚によって、魚類および貝類は成魚によって捕食される傾向がある
と言えよう。
　植物質片は30㎜以上の個体で見い出されたが、栄養的な価値はないと思われる。空胃率は仔
魚期から稚魚期にかけて34．4％から1．9％へと低下したが、その後成長に伴って上昇し200㎜以
上では52．6％に達した。
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（90）ギンポ（ニシキギンポ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ギンポの月別全長組成を図178に示した。12月の中～下旬に全長11～
16㎜の仔魚が新釜での灯火採集によって得られた（これらのサンプルにはタケギンポも混入し
ていると思われる）。2～4月の間全長モードは30～39㎜で変化なかったが、4月には40㎜以上
の稚魚が増加した。ギンポの体斑は33㎜前後で出現し、30～35㎜のサイズで浮遊生活を終了し
て海藻に付随した生活に移っていた。6月に大部分が60㎜を越え、大きいものは90㎜台に達す
るが、7月に入ると採集個体数が急減した。8月以降当才魚は全く見られなくなったことから、
湾外へ移動したものと推測される。湾外の長浜沖で2月採集された満1才魚とみられる個体は
128㎜であったことから、生後満1年で100～120㎜に達すると考えられる。
　満1才魚とみられるものは9月までは4州5月に得られた159～177㎜の2個体のみであったが、
10月からは約190㎜以上の個体が出現するようになった。生後満2年で200㎜前後に成長すると
みて良いだろう。満2才魚以上のサンプルでは全長組成が重複し、各年令群のモードが不明瞭
であうた。そこでKimura　et　aL（1987）の報告を参考にして生後満3年および満4年の全長を推
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ギンポ卵巣卵における卵径の月別変化．卵径が0．1㎜以下の個体を除く．
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図182』下どイトギンポの月別全長組成
一263一
定すると、それぞれ240～270㎜および280～310㎜と目される。満2才魚以上に共通した出現パ
ターンは秋から春に集中して、夏にはほとんど見られないことであった。
　雌雄の成長差　タケギンポの場合と異なり、双眼実体顕微鏡下での生殖腺観察では全長約80
㎜に達してようやく雌雄の判別が可能になることおよび8月以降当才魚が湾内で見られなくな
ることにより、雌雄別の成長を追うことができなかった。300㎜を越える大形魚についてみる
と、性別を判定した31個体中、雄は24個体（最大全長334㎜）を占めたのに対し、雌は7個体（最
大305㎜）に過ぎなかった。雄は雌よりも成長が良いかあるいは寿命が長いことが示唆される。
Kimura　et　a1．（1987）はギンポの雌雄では成長差は認められないとしている。
　全長一体重関係　全長26～334㎜の100個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝L　Ol1・10－6×3。179（r＝0．9988）が得られる。これによると、全長50㎜，100㎜，200㎜，
および300㎜の時の体重はそれぞれ0．28g、2．5g、22．7g、および82．4gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　タケギンポと同様に、ギンポの卵巣は単一型を呈す（塩垣・道津，1972；Kimura
et　aI．，1989）。卵巣についての月別GSIを図179に示した。1月から6月までのGSIの分布を見る
と、0．30～0．97を示す群とそれ以下の群とに大別することができる。前者は産卵を経験した群
と考えられ、GSlは6月に向かって相対的に減少する傾向が認められた。後者は産卵未経験の群
とみられ、GSIに変化はなかった。7～8月のデータが欠落しているが、産卵群とみられるもの
では9月にGSIは1，9～2．7、10月に2．5～6．5、そして11月には6．0～13．4に達した。11月上旬か
ら放卵後の個体が出現し、そのGSIは0．28～L1に低下した。10～12月にGSIが0．25に達しなか
った個体は明らかに非産卵群とみなされたが、10月に0．31～L1の範囲にあったものはGSIの上
で産卵群かどうか判断するのは困難であった。
　卵径の季節変化　1月から6月の間卵径は0．2㎜以下のままであったが、9月に産卵群では0．7
～0．8㎜に増大し、11月には1．1～1．3㎜に達した（図180）。放卵個体では0．2㎜以下となった。7
～8月にデータは得られなかったが、この時期から急速な卵径の増大が始まると考えられる。
上記した10月に産卵群かどうかはっきりしなかった個体の卵径は0．2～0．5㎜を示した。非産卵
群では0．2㎜以下であった。
　精巣の発達　ギンポの精巣はタケギンポと同様で左右両葉が境界で相互に接着している（Ki－
mura　et　aL，1989）。図179に示したように、精巣についての月別GS1は1～6月の間O．5を越え
ることはなく、卵巣の場合のように6月に向かって相対的に低下する傾向が認められた。9～
10月に産卵群とみられたもののGSIはL　l～2．4に上昇し、H月には最高3．5に達した。11月に
0．34～1．1を示したものは放精個体とみて良いだろう。10～12月にGSIがα20に達しなかった個’
体は非産卵群と推測される。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　完熟個体は得られなかったが、GSIおよび卵径の月別変化から判断
すると、産卵期は11月上旬から下旬までの1ケ月間と推測される。産卵期が12月にまで及んで
いる可能性は否定できないが、タケギンポより早く産卵が開始され、短期間のうちに終了する
ことは確かである。
一264一
　岩田他（1979）は横浜市金沢湾沿岸において長径30～40c皿の転石下で本種の親魚が体を巻き付
けて保護している卵塊を数例観察している。万石浦でも転石あるいは岩礁のある部分で産卵が
行われていると推察される。Kimura　et　al．（玉988）は飼育によって卵塊を保護するのは雌であ
ることを確認しており、岩田他（1979）が雄が保護すると報告したのは観察間違いであろう。
　産卵群の全長および年令　9～12月に採集された個体について全長とGS正との関係を図181に
示した。既に述べた通り、GSIが雌ではL9以上、雄ではO．20以上の個体は産卵群とみられ、そ
れらの全長は240㎜の雌1個体を除くとすべて250㎜を越えていた。非産卵群（GSI　O．25以下）の
全長は雌ではすべて256㎜以下、雄ではほとんどが278㎜以下であった。280㎜を越える雄では
GSIが0．16～Q．25と低い値を示したものでも産卵群である可能性は否定できない。10月にGSIが
0．31～1．1の範囲にあり、GSIの上で産卵群かどうか判断できなかった個体の全長は270～301㎜
で産卵群とみるべきかも知れない。以上の結果から判断すると、ギンポの雌雄は生後満3年で
250㎜前後に達してほとんどが成熟すると考えられる。
　Kimura　et　a1．（1989）によると、三重県英虞湾産ギンポの成熟年令および生物学的最小形は
雌雄ともに生後満2年で全長150～16Q㎜とされており、本研究より1年成熟が早いことにな
る。本研究で産卵期前後に150～200㎜の個体がほとんど得られなかったことおよび大形個体で
も産卵群かどうかはっきりしないものが見られたことなどの点で更に調査の必要がある。
　4）性比
　性別を判定した全長80㎜以上の個体にっいて全長・月別性比を示すと、表27の通りである。
月によって性比に偏りがある場合がいくつか見られたが、300㎜未満では基本的に雌雄同数と
みなして良いだろう。300㎜以上では雌：雄＝7＝24で明らかに雄は雌よりも多かった。
　5）出現時期および移動
　ギンポの産卵は11月上旬から始まるとみられ、タケギンポより早いことから、12月中旬に出
現したふ化直後の仔魚は本種と考えられる。通常、全長35㎜前後で底生生活へ移行すると推測
されるが、塩垣（1988a）が指摘しているように、本種の浮遊生活期はタケギンポより長く、4
～5月に50㎜前後まで浮遊生活を送っていると思われるものが灯火採集で得られた。また、5
～7月の灯火採集時に潮流に乗って湾外方面へ移出する56～85㎜の個体も観察された。8月以
降当才魚は湾内で全く採集されなくなったことから（図178）、湾外へ去ったものと判断される。
金沢湾の沿岸浅所で生活していた稚魚が6月以降激減し、沖合へ移る現象を岩田他（1979）も報
告している。
　約200㎜以上の未成魚および成魚群は9月中旬から湾内に再出現し、4月頃まで留まるが、そ
表27．『ギンポの全長別性比　＊＊，p＜0．01
全長 80～119　120～199200～249250～299300～334合計
♀♂ 11　　　　4　　　　63　　　　91
　　　　4　　　　58　　　106
7＊＊
4＊＊
176
97
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の後わずかとなり7～8月には姿を消した。周年湾内で見られるタケギンポと異なり、明らか
に季節的な移動を行っていると考えられる。このような移動サイクルは英虞湾でも報告されて
いる（木村他，1983）。
　6）食性
　全長26～334㎜の519個体について、胃内容物組成を付表55に示した。カラヌス目、クマ目、
およびタナイス目は稚若魚の餌料になっているとみられ、特にカラヌス目は30㎜前後までの浮
遊期稚魚に食べられているケースが多かったが、全体的に見ると、ハルパクチス目、ヨコエビ
亜目、ワレカラ亜目、および有扇亜目が重要餌生物群を構成していると判断される。ハルパク
チス目およびヨコエビ亜目は95㎜までの区分で45．9～83．6％と高い出現頻度を示した。有扇亜
目、巻貝類、長尾亜目、多毛綱、短尾亜目、および魚類は159㎜以上の個体で出現頻度が高ま
った。藻類も同様な傾向が認められるが、栄養的な有用性は不明である。空胃率は95㎜までは
6．4％と低かったが、159㎜以上では51．4～60。5％に達した。
（91）トビイトギンポ（ゲンゲ科）
　1）成長
　全長組成および年令　トビイトギンポは3月中旬から5月中旬にかけて水路部のガラモ場に
限って見られた。3～4月は全長20㎜台の稚魚が主体となっていたが、4月から30㎜を越える
ものが増加し、5月には全長範囲は26～47㎜に伸びた（図182）。4月に得られた74～91㎜の2個
体は満1才魚であろう。本種は全長110㎜程度までしか成長しない（波戸岡，1993）ので寿命は満
1年と考えられる。
　全長一体重関係　全長19～91㎜の21個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝2．539・10嗣6×2’941（rニ0．9872）が得られる。これによると、全長30㎜、60㎜、および90
㎜の時の体重はそれぞれ0．06g、0．43g、および1．4gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　全長19～47㎜の個体では性別の判定が困難であった。4月下旬に採集された
91㎜の個体は雌で、卵巣重量はO．Olgに過ぎなかったが、径0．3～0．4㎜の卵粒が認められたの
で放卵個体と思われた。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　稚魚の出現時期とサイズから推定すると、少なくとも3月上旬から
4月下旬が産卵期に相当するとみられる。具体的な産卵場所は不明であるが、稚魚および成魚
が採集された水路部のガラモ場で産卵するとみて間違いない。
　産卵群の全長および年令　極めて断片的なデータしか得られなかったが、生後満1年で全長
約70㎜以上に達して成熟すると推察される。
　4）出現時期および移動
　3～5月に得られた稚魚および成魚は水路部の岸近くに繁茂したホンダワラ類の葉間に潜ん
でいた。稚魚は全長46㎜の1個体を除くと他はすべて32㎜以下であったことから、30㎜前後か
らホンダワラ類を離れて海底へ移るものと推測される。本種は潮溜り魚類の1っであり（中村，
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1970；波戸岡，1993）、本研究では3～5月以外はサンプルが得られなかったが、周年ガラモ場
周辺に生息するとみて良いだろう。
　5）食性
　全長17～91㎜の稚魚18個体と成魚1個体にっいて胃内容物を調べた結果、空胃個体は1例の
みで、ハルパクチス目（18例）、ヨコエビ亜目（6）、貝虫亜綱（1）、およびワレカラ亜目（1）が出
現した。稚魚期には餌生物としてハルパクチス目に対する依存度が極めて高いことがうかがえ
る。
（92）メバル（フサカサゴ科）
　1）成長
　全長組成および年令　メバルの月別全長組成を図218に示した。4月上旬からアマモ場周辺で
全長20㎜台の稚魚が見られるようになった。その後全長は増大して5月にモードは40～49㎜、
7月には70～79㎜に形成された。8月以降成長は鈍化したが、すべて60㎜以上となり10～11月
には80～109㎜の個体が主群を構成した。生後満1年に当たる12～3月の間、モードは80～89㎜
に下がって相対的に小形化したが、これは成長の良い個体の一部が冬期には湾外へ去ったため
と考えられる（畑中・飯塚，1962c）。
　満1才魚は4～5月に大部分が100㎜を越え、7～8月にモードは140～149㎜、10～11月には150
～159㎜に見られた。生後満2年で160㎜前後に成長すると推測されることから、6～10月に採集
された170～190㎜の個体は満2才魚であろう。
　メバルの年令と成長に関する研究は三尾（1961）、畑中・飯塚（1962c）、松清（！963）、および
横川他（1992）がある。横川他（1992）は播磨灘産のメバルでは全長180㎜台に達するのに満5年を
要するとしているが、他の研究によるとこのサイズに達するのは満3年である。
　雌雄の成長差　当才魚および満1才魚の雌雄にっいて、平均全長の月別変化を図184に示した。
当才魚では10～11月に雌の平均全長が雄のそれを上回っていたが、満1才の初期には雌雄差が
ほとんど見られなかったため、当才魚の成長は雌雄でほぼ同じと推測される。満1才魚では4
月以降雄は雌よりも大きい傾向が認められた。11～3月および8～9月に、当才魚および満1
才魚において雌雄の平均全長がともに一時減少あるいは停滞したが、これは上述した通り成長
の良い個体が湾外へ去ったための現象と考えられる。
　横川他（1992）は3才位（全長約160㎜）までは雌雄ともに同程度の成長を示し、それ以降は雌の
方がやや成長度が鈍くなるが、その差はあまり顕著でないと述べている。
　全長一体重関係　全長23～190㎜の100個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．189・10－6×3’345（r＝O．9988）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、150㎜、
および200㎜の時の体重はそれぞれ1．5g、15．6g、60．7g、および159gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　生殖腺重量が0．01g以上あった個体にっいて、雌雄の月別GSIを示すと図185
の通りである。雌雄ともにGSIの値は10－11月に若干大きくなるが、雌は0．27（卵巣重量0．32g
以下）、雄の場合は0．17（精巣重量0．20g以下）で、両生殖腺は未熟の状態であった。畑中・飯塚
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（1962c）によると、成熟卵巣のGSIは8．8～14．3（平均12．0）に達する。
　卵径　10～11月に採集された全長151㎜以上の雌では卵径はO．15～0．25㎜であったが、ぞれ
以外の個体ではすべて0．1㎜以下であった。
　3）産仔
　産仔期および産仔場所　メバルの生殖腺は10月から11月にかけて急激に発達して成熟する（三
尾1961；畑中・飯塚，1962c；横川・井口，1992）ことが知られているので、本研究で扱った個
体のGSIが低かったということですべて非産卵群とは断定できない。しかしながら、全長20㎜
以下の仔稚魚が湾内で全く得られていないことから、湾外に近い水路部の一部を除けば万石浦
で産仔が行われている可能性はまずないと言えよう。松島湾湾口部の岩礁地帯に生息するメバ
ルは11月に交尾し、12月下旬から1月上旬に胎仔を産出する（畑中・飯塚，1962c）。宮城水高栽
培漁業実習場で飼育されていたメバルも12月下旬から1月下旬（水温7～8℃）に産仔した。
　産卵群の全長および年令　本研究で調査した全長190㎜までの個体では明らかに産卵群と判
定されるものは見い出せなかった。万石浦産のメバルとほぼ同じ成長を示すと思われる松島湾
（畑中・飯塚，1962c）および山口県秋穂湾（松清，1963）のメバルでは生後満2年で全長約160㎜に
達して成熟するものがあることから、成熟サイズと年令を明らかにするには湾外での産仔群を
調査する必要がある。
　4）性比
　性別を判定した全長70㎜以上の314個体にっいて、年令別に性比を示すと表28の通りである。
各年令群あるいは全体で見ても性比の偏りは認められず、三尾（1961）および横川・井口（1992）
の報告と同様、雌雄同数と判断される。
　5）出現時期おタび移動
　4月上旬から全長20㎜台の稚魚がアマモ場周辺に出現したが、これは湾外から移入して来た
ものと考えられる。当才魚および満1才魚は周年湾内で見られるが、当才魚のうち成長の良い
個体は晩秋頃から湾外へ移出を始める。建網での漁獲調査によると満1才魚は冬に入網量が減
少するが、春になると復活したので一度湾外へ出たものも再来遊すると推測される。満2才に
なると湾内ではほとんど見られなくなり、特に全長190㎜を越える大形魚は全く採集されなか
った。本種は万石浦における最優占種の1つに挙げられるが、年令的にみれば当才魚が圧倒し
ていると言える。
　メベルの成長に伴う移動にっいてはHarada（1962）、畑中・飯塚（1962c）、松清（1963）、およ
び平山（1978）の研究があり、湾外の岩礁地帯で産まれたメバルの一部は湾内のアマモ場に入っ
て生育し、成長の良いものは次第に湾口付近の岩礁部に移ってそこで成熟することが報告され
表28．メバルの年令別性比．
年令 0十 1十 2十 合計
♀♂ 67
4
79
3
11
3
157
60
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ている。万石浦におけるメバルの出現もこの生活パターンをよく反映していると言えよう。
　6）食性
　全長23～190㎜の490個体について、胃内容物組成を付表56に示した。49㎜までの稚魚ではカ
ラヌス目、ハルパクチス目、ヨコエビ亜目、異尾亜目幼生、およびクマ目が重要餌生物群を構
成していた。50～99㎜になるとヨコエビ亜目が筆頭に位置するが、他の4項目の利用度は低下
し、代わってアミ目、コノハエビ目、および有扇亜目の出現頻度が上昇した。1QO～149㎜では
ヨコエビ亜目、コノハエビ目、 アミ目、有扇亜目、および魚類が主に食べられており、150㎜
以上では有扇亜目、魚鱗、およびコノハエビ目の出現頻度が高かった。ヨコエビ亜目、カラヌ
ス目、ハルパクチス目、異尾亜目幼生、およびクマ目は捕食者の成長に伴って出現頻度が低下
するのに対し、有扇亜目の場合は逆に上昇した。アミ目およびコノハエビ目は50～149㎜の中
形魚で利用度が高い傾向が認められた。空胃率は49㎜までの稚魚は5．3％に過ぎなかったが、
成長に伴って上昇し、150㎜以上では54．8％に達した。
　メバルの餌生物が成長段階によって変化することはHarada（1962）により詳しく論じられてい
る。本研究でも稚魚期までは餌生物として浮遊性動物に対する依存度が高いが、成長に伴って
葉間・葉上動物へと変化していくことが示された。また、成長により空胃率が上昇したことは
万石浦の餌料環境が大形個体にとって好適でないことを暗示しており、湾外への移動を誘起す
る一因となっていると推察される。
（93）タケノコメバル（フサカサゴ科）
　1）成長
　全長組成および年令　全長52～280㎜のタケノコメバルにっいて、月別全長組成を図186に示
した。この他にも1992年10月に宮城水高栽培漁業実習場の着水槽（新釜）に入り込んでいた14個
体（215～300㎜）を得たが、これらについては個別に詳しい調査を行わなかった。5，月に採集さ
れた当才魚は60㎜前後であったが、7月には70～109㎜の範囲に移行した。10月に成長の劣る個
体も見られたものの、12月には生後満1年で140㎜前後に達すると考えられる。
　満1才魚以上の成長にっいては断片的なデータしか得られなかったが、生後満2年で200～220
㎜、満3年で約260㎜に成長すると推測される。3月および10月（上記着水槽）に採集された265
～300㎜の個体は満3才魚であろう。
　全長一体重関係　全長52～280㎜の65個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝5．864・10－6×3’208（r＝α9791）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、200㎜、
および300㎜の時の体重はそれぞれ1．7g、15．3g、142g、および519gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　IO～11月に得られた上記の215～300㎜の個体にっいて生殖腺は観察されなか
ったが、その他の個体では生殖腺はすべて未熟状態であった。
　3）産仔
　産仔期および産仔場所　上記実習場で飼育している成魚は12月下旬から1月中旬にかけて産
仔している。万石浦では胎仔を有していると思われる成魚および全長50㎜以下の仔稚魚が全く
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採集されていないことから、産仔は万石浦外で行われていると判断される。
4）性比
全長約80㎜以下の個体では卵粒がはっきり確認できず、雌雄の判別が難しかった。雌雄を判
別した36個体の性比は199㎜までは雌：雄＝11：15、それ以上では4：6であった。
5）出現時期および移動
冬期に万石浦湾外で発生したタケノコメバル仔稚魚は成長しながら万石浦に接近するとみら
れ、5月上旬になって全長50㎜台の当才魚が採集されるようになった。量的には少なかったも
のの採集個体の大部分が太浜沖の建網で得られていることから、当才魚は湾内に分散し1年余
り滞留すると考えられる。満1才魚は夏には湾外へ移出し、その後春および秋に限って万石浦
に出現するようである（図186）。
6）食性
全長52～210mの53個体について胃内容物を調査した結果、魚類、ヨコエビ亜目、および十
脚目の出現頻度が高かった（付表57）。捕食されていた魚類ではシロザケ稚魚、マハゼ、ニクハ
ゼ、およびイシガレイの4種が確認された。全長99㎜までの小形魚では多毛綱や小型甲殻類な
ど餌生物の種類が多かった5空胃率は99㎜までは30．0％、それ以上では65．2％と高かった。
（94）クロソイ（フサカサゴ科）
本研究でクロソイは4月、8月、10月、および11月にそれぞれ全長121㎜、76㎜、212㎜、お
よび260㎜の計4個体が建網で採集されたのみであった。本種は万石浦へは稀にしカ・来遊しない
と考えられる。
一272一
　筆者は5月中旬に女川漁港に水揚げされた親魚から発眼卵を得た。星合（1977）は牡鹿半島小
竹で漁獲された成熟魚が5月下旬に産仔したことを観察している。また、宮城水高栽培漁業実
習場で飼育されているクロソイは5月下旬から6月上旬に産仔することから、宮城県沿岸におい
て本種は少なくとも5月下旬～6月上旬に産仔するとみて問違いない。万石浦で4月に得られた
121㎜の個体は当才魚（後期）、8月に得られた76㎜のものは成長の遅れた満1才魚と判断される。
　酒井他（1990）は南三陸周辺水域における本種の成長を生後満1年で全長158㎜、満2年で265㎜、
そして満3年で348㎜と推定している。
（95）アブラボウズ（ギンダラ科）
詳細は不明であるが、アブラボウズの標本が万石浦で得られたことが大島（1934）によって報
告されている。三谷他（1986）によると、本種は本邦では釧路沖から伊豆七島にかけての水深200
m以深に生息するが、幼魚は表層で採集されており、伊豆大島近海で発生した幼魚は流れ藻と
ともに道東沖まで北上すると想定されている。万石浦での記録は極めて稀なケースと考えられ
る。
（96）クジメ（アイナメ科）
　1）成長
　全長組成および年令　万石浦で採集されたクジメの他に、長浜沖（40個体、全長35～61㎜）
および小竹（15個体、147～242㎜）で得られたものも含めて月別全長組成を図187に示した。な
お、長浜沖からのサンプルは養殖ノリの収穫時に葉体の中に混入してきたものであった。
　11月上旬から12月にかけて全長8㎜余のふ化直後の仔魚が神明での灯火採集で得られた。ク
ジメとアイナメの仔魚は識別困難であるが、前者の方が産卵が早く始まるため（後述）、11月に
得られたものはクジメと考えられる。10～20㎜台の仔稚魚は万石浦では全く見られず、1月中
旬から2月にかけて浮遊生活末期（35～48㎜）の青緑色稚魚が長浜沖に出現した。3月中旬から
主に水路部のガラモ場で褐色稚魚（36㎜以上）が見られるようになり、50㎜を越える個体も増加
した。5月に得られた64～89㎜のものは底生生活へ移行していた。その後当才魚は万石浦では
ほとんど採集されなくなったが、10月には生後満1年で120～150㎜に達すると推測される。
　満1才魚以上にっいては全長組成上でサンプルが分散しており各年令群を追跡するのは難し
いが、敢えて推定を試みると生後満2年で160～190㎜、満3年で200～230mm、そして満4年で
240～270㎜に成長し、300㎜に達するには満5年を要すると目される。
　伊勢湾産（大島・中村，1944，第3図）および函館湾産（北川・久新，1984）のクジメの成長は本研
究の推定と一致するが、三浦半島産（Kurita　et註1．，1991）のものでは満5年でも体長約170㎜
（推定全長約200㎜）にしか達しないと報告されている。
　雌雄の成長差　本研究では雌雄の成長を比較し得るデータが得られなかったが、Kurlta　et
aL（1991）は雌は雄より成長が良いことを報じている。
　全長一体重関係　全長35～275㎜の85個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．591・10－6×3・244（rニ0．9976）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、200㎜、
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一， 74一
および300㎜の時の体重はそれぞれL2g、11．lg、105g、および391gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　3月から6月の間卵巣のGSIはO．3以下であったが、9月にはQ。72～3．5に上昇し、
これらはすべて産卵群とみなされた（図188）。11月に得られた完熟個体のGS王は14．5に達した。
放卵後と思われる個体は12月上旬から出現し、それらのGSIは0．30～0．46に低下した。
　卵径　3～6月に卵径は0。3㎜以下であったが、9月には0．5～1．4㎜に増大し、11月に見られ
た完熟卵は2。0㎜達した。放卵個体では0．2㎜以下の卵群となった。
　精巣の発達　2月から8月の間精巣のGSIは1例（5月）を除くとすべて0．Q7以下で、9月には
Q．12～0．66に上昇した（図188）。10～11月に得られた完熟精巣では1．7～2．2に達した。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　本研究で最も早くふ化直後の仔魚が採集されたのは11月1日であっ
た。10月の水温は15～20℃で、この水温では産卵からふ化まで17～22日を要する（丹下・竹田，
1969）ので、10月中旬には産卵が始まっていると言えよう。データが不足しているので産卵終
了時期は特定できないが、12月に入ると放卵個体のみとなったことからU月下旬にはほとんど
が産卵を終えるとみられる。
　金本（1976a）によると、小竹での本種の産卵盛期は10月下旬～11月上旬であり、水深L5～4．O
mで岩に生えたマクサの基部に卵塊を産み付け、雄がこれを護る。本研究では砂泥質の大浜沖
で完熟雌が採集されたことがあり、万石浦本体の南岸岩礁部あるいは水路部が産卵場になって
いると考えられる。
　産卵群の全長および年令　本研究で9～12月に得られた個体（仔魚を除く）は雌雄ともにすべ
て全長147㎜以上で、これらは産卵群とみなされた。大島・中村（1944）はクジメ雌の生物学的
最小形を体長112㎜（推定全長132㎜）としており、生後満1年で一部が、満2年ですべてが成熟
すると推測される。
　4）性比
　長浜沖で採集された稚魚40個体の性比は雌：雄＝17：22（1個体は性不明）であった。万石浦
産66個体（全長35～275㎜）の性比は表29の通りである。各全長区分で有意差は見られなかった。
サンプル数が少ないので即断はできないが、少なくとも当才魚では雌雄同数とみて良いだろう。
　5）出現時期および移動
　北川・久新（1984）が函館湾産のクジメにっいて述べているように、万石浦で発生したクジメ
の仔魚は一度湾外へ出て成長した後、底生生活に移行すち段階で接岸し3～4月に全長35～50
㎜程でホンダワラ類（海面近く〉に付くようになると考えられる。小川（1963）は遊泳生活末期の
表29．・クジメの全長別性比．
全長（㎜） 35～149 150～229230～275合計
♀♂ 13
4
12
7
37 28
8
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稚魚は全長40～48㎜としており、本研究とほぼ一致する。約60㎜に達するとホンダワラ類を離
れて完全な着底生活に移るようである。
　アイナメの場合と異なり、6月以降クジメ当才魚は砂泥域ではほとんど見られなくなった（図
187）。これは大部分が湾外へ出るか、生息域を岩礁部に移したと推察される。金本（1976b）は、
クジメは砂泥域にほとんどいないのに対し、アイナメは砂泥域にも多いと述べており、上記の
現象に符合する。
　満1才魚以上のクジメは時折建網に入網し、3月および9月に比較的個体数が多かった。小
竹の磯では1～5月の間クジメはアイナメとともに姿を消すこと（金本，1976a）が報じられてお
り、ある程度季節的な移動を行うことが示唆される。
　6）食性
　万石浦産および長浜沖産のクジメ100個体（全長35～275㎜）について、胃内容物組成を付表58
に示した。全長49㎜以下の稚魚ではハルパクチス目、ヨコエビ亜目、およびカラヌス目が重要
餌生物群を構成しているが、50～199㎜ではハルパクチス目およびカラヌス目に対する依存度
が低下し、ヨコエビ亜目の出現頻度は約90％に達した。この区分では多毛綱、有扇亜目、およ
びワレカラ亜目の出現頻度が高まった。200㎜以上ではヨコエビ亜目、多毛綱、長尾亜目、お
よび短尾亜目が重要餌生物とみなされた。空胃率は200㎜以上で32．1％とやや高く、全体では
21．0％を示した。
　金本（1976a）は、岩礁上のクジメはマクサに付着したワレカラ類およびヨコェビ類を口です
き取るように食べることを観察し、布施（1962a，1962b）は岡山県の藻場ではワレカラ類が主要
餌生物となっていることを報じている。本研究おいてワレカラ亜目は全長50～199㎜のサイズ
で33．3％の出現頻度を示したが、200㎜以上の28個体ではわずか1例に過ぎなかった。ただし、
小竹産の15個体（全長147～242㎜〉についてみると、ヨコエビ亜目およびワレカラ亜目の出現は
それぞれ14例および12例に及び、紅葉類も混入していたことから金本（1976a）の観察を裏付け
ている。万石浦ではクジメ以外の魚種においても胃内容物としてワレカラ亜目の出現頻度が低
い点が指摘されるが、その理由は不明である。
（97）アイナメ（アイナメ科）
　1）成長
　全長組成および年令　アイナメの月別全長組成を図189に示した。12月上旬から1，月中旬にか
けて神明で全長8㎜前後のふ化直後の仔魚が得られた（12月のサンプルにはクジメ仔魚も混入し
ている可能性がある）。これらの仔魚は一度湾外へ出るとみられ（大島・中村，1944；内田・道
津，1958；堀木，1979；秋元，1991）、2月上旬から万石浦に再出現した稚魚は30㎜以上に成長し
ていた。4月の全長モードは50～59㎜に見られ、5月には60～69㎜に移行した。約54mmまでの
個体は青緑色を帯び、主に表層で採集されたが、それ以上になると褐色が強まり生息場所も底
層へ移っていた。
　6月に入ると当才魚は過半数が100㎜以上となり、成長の良いものは150㎜を越えた。6～7
月に見られた160～189㎜の個体は成長の悪い満1才魚である可能性もあるが、ここでは当才魚
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とみなした。8月以降はほとんどが120㎜以上に成長し、11月に成長の劣ったもの（140㎜以下）
も存在したが、11～12月には生後満1年で主群は200㎜前後に達した。ただし、11～12月の組成
には湾外から来遊した産卵群も含まれていると考えられる（後述）。
　満1才魚は4月からほとんどが200㎜以上となり、生後満2年で260～290㎜に達すると推測さ
れる。満1才になると採集個体数が減少することから、約200㎜以上に成長したものは大部分が
湾外へ移出すると解釈される。
　小林他（1990）は仙台湾北部で得たアイナメにっいて耳石を使って満年令時の体長を求め、満
1才魚は128㎜（推定全長150㎜）、満2才魚は218㎜（256㎜）、満3才魚は277㎜（325㎜）、満4才
魚は315㎜（370㎜）、そして満5才魚では340㎜（同399㎜）としている。平井・小野（1987）は福島
県松川浦産のアイナメは生後満1年で全長約200㎜に達し、湾内で見られる個体はほとんど満1
年までのものとしており、万石浦の場合と良く一致する。
　雌雄の成長差　当才魚および満1才魚の雌雄について、月別平均全長の変化を図190に示した。
当才魚においては雌雄の成長差は認められなかった。満1才魚では雌の方が雄より若干大きい
傾向がみられたが、サンプル数が少なかったので今後の検討を要する。
　大島・中村（1944）および小林他（1990）はアイナメの成長に雌雄差は見られないとしている。
　全長一体重関係　全長30～342㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝4．537・10岬6×3’177（r・0．9977）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、および
300㎜の時の体重はそれぞれ10，39、92．79、および3369となる。
　2）成熟
　卵巣の発達6月から10月にかけて当才魚の卵巣GSIは上昇する傾向が認められたが、0．30を
越えることはなかった（図191）。11月にGSIが3．8～17．9と高い値を示す個体が出現し、これら
は明らかに産卵群とみなされた。11月上旬～下旬に得られた3個体は完熟に近く、GSlは16．1～
17．9に達した。ll～12月に放卵個体が出現し、それらのGS1は0．39～0．75に低下した。この時
期にGSIが0．32以下で1～5月と同じレベルの個体は非産卵群と判断され、卵巣重量では0．33g以
下であった。産卵期直前の9～10月にGSIが1．0以上を示す、成熟途上にある個体が全く見られ
なかったことは、10月から11月にかけて卵巣が一気に成熟するのではなく、産卵群自体が湾内
で採集されなかったと解釈される。
　卵径の季節変化　当才魚の卵径は10月まで0．3㎜以下であった。11月に見られた産卵群の卵
径は1．3～2．2mに増大し、非産卵群のもの（0，5㎜以下）とは明瞭に区別された（図192）。完熟に
近い個体の卵径は1．5～2．2㎜であった。放卵個体（12月のみ計測）では0．6㎜以下に低下し、ほ
ぼ非産卵群のレベルに戻った。
　大島・中村（1944）および松永他（1974）が記述しているように、完熟直前の卵巣卵は淡紫色を
帯びたほぼ同大の大卵群（径L5～2．2㎜）、中卵群（LO～L4㎜）、および小卵群（0．5㎜以下）あ
るいは大卵群および中小卵群（1．0㎜以下）によって構成されていた。放卵個体ではO．6㎜以下の
小卵群しか残っていなかったことから、本種は産卵期間中に多回産卵を行うと考えられる（松
永他，1974；丹下・堺，1972）。完熟卵の径は1．9～2．2㎜であり（山本・西岡，1948；福原，1971；
丹下・堺，1977）、大卵群が産卵された後、短期間のうちに中卵群の成熟が進み次の産卵が行わ
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れるとみられる。
精巣の発達　2月から8月の間精巣重量は0．01gに満たないものが多く、GSIはO．08を越える
ことはなかった（図193）。9月以降GSIが0．10以上の個体が増加し、11月には完熟個体が出現し
て最高1．4に達した。11～1月に見られた放精後と思われる個体のGS1はほとんどが0．3以下に下
がった。未熟魚の精巣は細くて硬いのに対し、放精後のものは柔らかく乳色を帯びていた。産
卵群と非産卵群との厳密な区別は難しいが、8～1月においてGSIが0．04以上（精巣重量はほと
んどがO．03g以上）は産卵群で、、0．03以下（0．03g以下）は非産卵群とみなされた。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　卵巣GS正および卵径の月別変化から判断すると、小林他（1987）が述
べているように宮城県沿岸におけるアイナメの産卵期は11月上旬から12月中旬までと考えられ、
クジメと比較すると半月遅い方へずれていると言える。
　アイナメは潮通しの良い岩礁地帯で海藻の茎や岩に産卵する（山本・西岡，1948；丹下・堺，
1977）ことから、万石浦では水路部および南岸の岩礁域が産卵場になっていると推測される。
　産卵群の全長および年令　10～12月における産卵群と非産卵群との全長組成を図194に示し
た。産卵群の全長は雌では194皿以上、雄では136㎜以上で、非産卵群の最大全長は雌231㎜、
雄220㎜であった。生後満1年と考えられる238㎜以下の個体にっいてみると、雌の産卵群は雌
全体の17．0％であったのに対し、雄の場合は85．4％を占めた。つまり、アイナメは雌雄ともに
早いものは生後満1年で産卵に関与するが、雄は雌よりも小形で成熟し、大部分が産卵群に加
入すると言えよう。
　大島・中村（1944）は本種の生物学的最小形を雌は体長190㎜（推定全長224㎜）、雄では116㎜
（136㎜）としている。丹下・堺（1972）は産卵群と思われる雌の最小個体を体長139㎜（推定全長
164㎜）と記録しているが、それ以外の産卵群の雌では161㎜（189m）以上としている。普通、ア
イナメの雌は全長200㎜前後に達して成熟すると考えられる。本研究で9～10月に200㌣239㎜の
個体はほとんど採集されなかったにもかかわらず、11～12月にはこのサイズのものが増加した
（図224）。これは産卵期に湾外から産卵群が来遊することを裏付けていると言えよう。
　4）性比
　性別を判定した全長42～342㎜の345個体にっいて、満1才（6月）までの年令別・月別性比を示
すと表30の通りである。年令別あるいは月別にみても性比の偏りは認められず、少なくとも生
後1年半までは雌雄同数と考えられる。山本・西岡（1948）も陸奥湾産のアイナメ成魚において
表30．アイナメの年令別・月別性比．
年令 性 11月　12月　1月2月 3月 4月 5月 6月　7月　8月　9月　10月合計
0十 ♀ 0 4 14 39 25　　6　　4　　！8　　693
♂ 2 3 23 25 15　　9　　7　　7　　671
■　　　一　　－　　？　　一　　〇　　ロ ，　　曹　　－　　一　　一 噂　　曹　　曹　　一　　一　　，　　O　　雪　　一　　一　　　一　　一　　ロ　　ロ　　璽　　O　　，　　曹　　層　　ロ　　ー　　一　　・　　曹　　一　　一　　卿　　，　　・　　甲　　一　　■　　　曾　　・　　一　　一　　印　　ロ　　ロ　　，　　冒　　曹　　ロ　　　ー　　一　　一　　一　　一　　臨　　，　　曹　　■　　　一　　一　　曹　　，　　甲　　冒　　冒　　　－　　辱　　，　　一　　一　　一　　甲　　・　　餉　　O　　ロ　　ー　　一　　騨　　，　　甲　　一　　冒　　一　　卿　　．　　一　　9　　曹　　一　　，　　　－　　9　　　－　　　甲　　一　　　需　　ロ　　　臼　　　甲　　　ロ　　曹　　　■　　一　　一　　臼　　r　　9　　一　　　一　　　，　　　ロ　　　9 ，　　9　　　一　　　一　　■　　　一　　　一
1十 ♀ 18　　23　　45 4 6 3 2 91
♂ 16　　26　　52 8 2 0 1 86
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同様な知見を報告している。
　5）出現時期および移動
　12月上旬から1月中旬にかけてふ化直後に仔魚が神明で行った灯火採集によって得られたが、
この際仔魚は（クジメ仔魚も同様）最溝潮時になって水の動きが止まった時に海底から湧くよう
に光に集まり、水が動き始めると姿を再び消し、水の動きに乗って横から来るようなことはな
かった。このことからふ化直後の仔魚は海底に漂っており（秋元，1991）、潮が止まって浮上し
ても水が動くとまた垂直的に底層へ戻ると考えられる。
既に述べた通り、仔魚は一度湾外へ出て、2月上旬から4月にかけて全長30㎜から50㎜余の、
サイズで接岸するが、クジメと異なり長浜沖の養殖ノリ筏やホンダワラ類に付くことはなかっ
た。3月下旬から底生生活を開始した褐色稚魚は主にアオサやアマモの繁茂した所に見られ、
すべて51㎜を越えていた。浮遊生活から底生生活への移行は45㎜を過ぎる頃から始まり、普通
55㎜、遅くとも約60㎜までには終了すると判断され、大島・中村（1944）、丹下・武田（1981）、
および平川・小野（1987）の知見に一致する。
　クジメと比較すると万石浦に来遊して底生生活を始める時期はアイナメの方が遅く、サィズ
も大きい。クジメはホンダワラ類に一度付いてから着底するのに対し、アイナメは直接底生生
活へ移行するとみられる点でも異なっている。
　当才魚は周年万石浦で見られるが、成長の良い個体は夏頃から湾外へ去り、産卵期に産卵群
として来遊すると思われる。産卵期が終わるとまた湾外へ移出し、満1才魚以上で湾内に留ま
っているものは少ない。
　6）食性
　全長30～342㎜の338個体について胃内容物組成を付表59に示した。全長59㎜までの稚魚では
ハルパクチス目およびヨコエビ亜目に対する依存度が特に高く、その他カラヌス目、クマ目、
およびアミ目の出現頻度が約20％を越えた。60～119㎜ではカラヌス目を除く4項目は比較的高
い出現頻度を維持するが、餌生物の種類は多様化しタナイス目や多毛綱などのベントスが増加
した。120～199㎜ではヨコエビ亜目の利用度は低下して、長尾亜目、短尾亜目、魚類、および
有扇亜目が重要餌生物として出現し、200㎜以上では十脚目および魚類に集中する傾向が認め
られた。
　海藻類は着底後の個体で他の動物性餌生物に混じって出現した。空胃個体は冬期に200㎜前・
後のサイズでやや多かったが、全体でみればその出現頻度は8．0％と低かった。特に浮遊生活
末期から底生生活初期にあたる30～119㎜の個体では空胃率は2．1～3．0％に過ぎず、盛んな摂
餌活動により急速な成長を支えていることがうかがえる。
　丹下・堺（1974）および平川・小野（1987）も本研究と同様にアイナメの食性は成長に伴って浮
遊性動物から十脚類や魚類へ変化することを報告している。布施（1962a，1962b）および金本（19－
79）は底生生活に入ったアイナメの餌料はワレカラ類に依存度が高いとしているが、本研究で
はワレカラ亜目は重要餌生物とはみなせなかった。アイナメの胃内に出現した海藻類は他の動
物性餌料を捕食した際に混入したものと考えられる（丹下・堺，1974；金本，197◎）。
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（98）マゴチ（コチ科）
　1）成長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　全長組成および年令　本研究でマゴチは大森、新釜、および大浜で採集された3個体を除く
と他はすべて大浜沖の建網で漁獲された。8月中旬に大森で全長M㎜の着底直後と思われる稚
魚が採集された。9月に当才魚とみられるものは73～122㎜に成長していた（図195〉ことから大
森で得られた稚魚は遅い時期に産卵されたものであろう。11月には122～170㎜となったが、そ
の後成長は停滞した。宮城県における産卵盛期を5－6月（谷田他，1957）とすると、生後満1年で
150～200㎜に達すると推察される。
　満1才魚以上にっいては断片的なデータしか得られなかったのではっきりしたことは言えな
いが、最首（1957）の報告を参考にすると、生後満2年で240～280㎜、満3年で300～340㎜に成
長すると推測される。
　全長一体重関係　全長73～316㎜までの34個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求め
ると、Yニ3．073・10－6×3’102（r＝0．9970）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、
および300㎜の時の体重はそれぞれ4．9g、42．1g、および148gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　本研究で扱ったマゴチの生殖腺重量はほとんどがO．01g未満で、これを越え
るものではGSIの最高値は雌で0．71（6月）、雄では0．19（9月）に過ぎなかった。桧山（1969）は本
種の生物学的最小形を全長300㎜（雌）としているが、6月に得られた上記の雌（全長316㎜）は非
産卵群と判断された。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　成i魚は万石浦で全く得られていないことから、マゴチの産卵は
湾外で行われていると考えられる。千葉（1980）も浜名湖の場合で同様なことを述べている。な
お、松島湾での産卵期は5～6月とされている（谷田他，1957）。
　4）性比
　コチ科魚類は雄性先熟の性転換を行うことが知られているが、マゴチは雌雄異体性が強いと
みられている（藤井，1974）。本研究で生殖腺を観察した34個体のうち、全長199㎜までは卵粒が
認められた雌1個体（170㎜）を除くと他の26個体はすべて雄であった。200㎜以上では雌4個体お
よび雄3個体で、雌が増加した。桧山（1969）によると、雌は全長200㎜以上で出現し、500㎜を
越えるものはすべて雌となる。
　5）出現時期および移動
　湾外で発生した稚魚は夏に万石浦に入って成長し、冬に成長の良い個体は湾外へ出るが、一
部は満1才の秋まで滞留すると推測される。全長300㎜を越える個体は散発的に万石浦に来遊す
ると考えられる。
　5）食性
　全長73～316㎜の32個体にっいて胃内容物を調査した結果（付表60）』179㎜までの26個体では
魚類（ll例）、アミ目（4）、および長尾亜目（1）が出現した。180㎜以上の6個体では魚類のみが2
例見られた。アミ目および長尾亜目は150㎜以下の個体で食べられており、成長に伴って魚食
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性が強まるとみられる。捕食されていた魚類ではアシシロハゼ、ニクハゼ、およびシモフリシ
マハゼが確認された。空胃率は全体で約47％と高かった。
　山口県瀬戸内海沿岸では本種の胃内容物は小形の底生魚類を主体としてエビ類、イカ類、お
よびタコ類などで構成されており、空胃率は特に冬期に50％以上と高くなることが報告されて
いる（桧山，1969）。
（99）イソバテング（カジ力科）
　1）成長
　全長組成および年令　イソバテングは1～7月の問に限って万石浦で採集され、その月別全
長組成を図196に示した。3月下旬から4月にかけて全長20㎜から30㎜台を主体とする稚魚が主
に水路部のガラモ場に出現し、5月には全長範囲は70㎜にまで伸びた。6～7月に生後満1年とな
って58～84㎜に成長し、その後見られなくなった。上記の稚魚はすべて水路部および湾口部か
ら得られており、ホンダワラ類に付随していることが多かった。個体数は少なかったが、満1
才魚とみられるものが翌年1月から建網に入網するようになり、4月に採集された個体は161～
205㎜であったことから生後満2年で180～200㎜に達するものと推定される。
　雌雄の成長差　満1才魚についてはサンプル数が少なかったため、詳しいことは不明である
が、当才魚では雌雄の成長差はないとみられる（図196）。
　全長一体重関係　全長23～205㎜の80個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝8．529・10曹6×3・023（rニ0，9976）が得られる。これによると、全長50㎜、10Q㎜、および200
㎜の時の体重はそれぞれ1．2g、9．5g、および77．1gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達雌（満1才魚）のGSIは2月にO．82～1．O（卵径O．4㎜）であったが、4月にはL5～
6．5（0．7～3．1㎜）に上昇し、4月下旬に得られたGSIが6．5の個体では完熟前の榿色卵が見られた。
雄のGSIは1月にO．71、4月にはL8～1．9となった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　イソバテングの産卵期にっいて詳しいことは分かっていなかったが、
北海道臼尻沿岸では産卵期は6～7月で、卵はカイメンの一種の組織内に産み付けられることお
よびふ化日数は250日以上に及ぶことが明らかにされた（Munehara　and　Shimazakl，19911Mune－
hara，1991）。本研究で4月下旬に完熟に近い個体が採集され、稚魚は主に水路部に出現するこ
とから、5～6月に水路部で産卵が行われるとみて良いだろう。生後満1年ではすべて未熟であ
ったので、満2年で全長180～200㎜に達して産卵し、死亡すると判断される。
　4）性比
　性別を判定した全長25～205㎜の87個体のうち84㎜までの性比は雌：雄二35：44で、それ以
上では513であった。本種の性比は基本的に雌雄同数と考えられる。
　5）出現時期および移動
　産卵からふ化まで8ケ月余を要する（MuRehara　and　Shl皿azaki，1991）とすると、宮城県沿岸
でのふ化時期は2月～3月上旬とみられる。3月下旬から全長20㎜台の稚魚が水路部を中心に7
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月上旬まで生息するが、それ以降は見られなくなった。水路部を離れた稚魚は沿岸で成長し、
冬から春にかけて一部が万石浦に再来遊すると思われる。
　6）食性
　全長23～205㎜1の102個体について、胃内容物組成を付表61に示した。39㎜までの稚魚ではヨ
コエビ亜目およびハルパクチス目の出現頻度が60％以上と高かった。40～84㎜ではヨコエビ亜
目は高率の出現頻度を維持するが、ハルパクチス目に対する依存度は低下し、有扇亜目および
クマ目の出現頻度が高まった。120㎜以上では長尾亜目の出現頻度が最も高かった。空胃個体
は84㎜までは皆無であったが、120㎜以上では25．0％見られた。
（100）サラサカジカ（カジ力科）
　1）成長
全長組成および年令　サラサカジカの月別全長組成を図197に示した。サラサカジカとアサ
ヒァナハゼは産卵期が広く重複し、両者の仔魚（全長約15㎜以下）は形態的に酷似するため区別
が困難であった。明らかにサラサカジカと識別される稚魚と一緒に採集された仔魚をサラサカ
ジカとして扱ったが、12～1月に得られたふ化直後の6．8～9．2㎜の仔魚は上記2種が混合して
いると思われる。
　2月上旬から6月上旬にかけて10mから20㎜台の浮遊期仔稚魚が水路部および湾口部で採集さ
れ、4月から底生生活へ移行した稚魚が見られるようになった。6月以降急速な成長を示し、8
月には50～79㎜の範囲に成長した。11月には生後満1年で雌は70㎜前後、雄は90㎜前後に達す
ると推測される。満1才魚は1月までしか見られないことから、本種は生後満1年で産卵し、
死亡すると判断される。
　雌雄の成長差　図197に示した通り、雌の成長は8月以降ゆるやかであったが、雄の場合は10
月まで急な成長を維持した。雌雄の最大全長はそれぞれ76㎜および96㎜で、四宮（1988）の指摘
のように雄は雌より雌のL3倍程大きくなると言える。
　全長一体重関係　全長11～96㎜の53個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y；3．459・10－8×3’284（r＝0．9980）が得られる。これによると、全長30㎜、60㎜、および90
㎜の時の体重はそれぞれ0．25g、2．4g、および9．1gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣重量は8月まで0．01g未満であったが、9～10月に3個体がO．02g（GSI　O，38
～0．87）となった。11月上旬に完熟に近い個体が出現し、これのGSlは生0を示した（図198）。12
～1月には完熟（5個体）および一部放卵後（1個体）と思われるものが得られ、前者のGSIは5．8～
10．3に達し、後者の場合は3．9であった。
　精巣の発達　精巣重量は8月に0．02gのものが見られ、9～IO月には0．03～0．07gとなった。10
，月に採集された3個体はすべて完熟状態で、これらのGSIは0．34～1．3を示した（図198）。
　四宮（1988）によると、本種の雄は雌よりも先に成熟し、交尾期のピークは産卵期のそれより
2～3ケ月先行することが知られている。
　卵径　卵径は10月までは0．3㎜1以下で、ll月に得られた完熟に近い個体ではL7mmに達してい
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た。完熟卵巣内には卵径の異なる三っの卵群が認められた。大形完熟卵群は黄色を呈し、卵径
は1．6～1．9㎜で、中形卵群は榿色で0．6～LO㎜あるいはLO～L5㎜、そして小形卵群は白色で
O．2～0．5㎜であった。大形卵群一中型卵群の順に完熟に至り、数回にわたって放卵されると推
測される。小形卵群は放卵されずに残存するものであろう。
抱卵数　完熟および一部放卵後の計6個体にっいて、卵数（実数）を調べた結果、大形卵群は
5～71粒（平均39粒）、中形卵群は58～92粒（75粒）、および小形卵群では620～680粒（644粒）を数
えた。小形卵群は成熟しないとすれば産卵期間中に全部で100粒余が産卵される言える。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　11月中旬に完熟に近い雌が見られたことから、産卵は11月中旬に開
始されると考えられる。2月から成魚は得られなかったが、仔稚魚の出現状況からみて3月下
旬まで産卵は続くものと推察される。神明の岸壁で灯火採集を実施した際、8月から1月の間に
垂直壁でサラサカジカがしばしば採集された。これ以外の期間には姿を見せなかったことから、
この時期の出現は繁殖活動と何らかの関連があることが示唆される。本種はホヤ類の囲鯛腔内
に産卵する習性を持つ（四宮，1988）ので、ホヤ類が見られる水路部～神明および万石浦本体内
にあるカキ棚が産卵場になっていると考えられる。
　4）性比
　性別を判定した26個体の性比は雌＝雄＝14：12であった。ただしd1～1月に神明（6個体）お
よび大浜沖（1個体）で採集されたものはすべて雌であった。
　5）出現時期および移動
　12月から初夏にかけて浮遊期仔稚魚が水路部および神明で得られ、全長30㎜近くで底生生活
へ移行していた。夏の間に急速に成長して当才魚のうちに産卵場となるホヤ類の探索および交
尾などの繁殖活動に関与するとみられる。万石浦に定住し成魚はアマモ場にも出現するが、主
に岩礁部あるいはカキ棚で生活していると考えられる。
　6）食性
　付表62に示した通り、全長29㎜までの浮遊期仔稚魚はカラヌス目、ハルパクチス目、および
ヨコェビ亜目が重要餌生物群を構成しているが、底生生活へ移行した30㎜以上の個体ではカラ
ヌス目に替わってヨコエビ亜目に対する依存度が極めて高まり、90％前後の出現頻度を示した。
ハルパクチス目は捕食者の成長に伴って出現頻度が低下したのに対し、有扇亜目および短尾亜
目亜目では上昇する傾向が認められた。甲殻類以外では多毛綱の出現頻度が比較的高かった。
　本種は基本的に生涯小型甲殻類食者である（四宮，1988）であることには間違いないが、上記’
の通り成長に伴って重要餌生物群を変化させていることが分かる。空胃個体は53個体中皆無で、
周年を通して活発な摂餌を行っていることがうかがえる。
（101）ケムシカジカ（カジカ科）
1）成長
全長組成および年令　本研究でケムシカジカは4月に2個体（全長56～62㎜）｛5，月に2個体
（82～183㎜）、そして6月に5個体（84～123㎜および168㎜）の計9個体が大浜沖および新釜で採
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集された。56～123㎜の5個体は当才魚、残り168～183㎜の2個体は満1才魚であろう。
　全長一体重関係　近海産の個体も含めた全長56～360㎜の13個体にっいて、全長（X）一体重
（Y）関係式を求めると、Y＝7．988・10－6×3ほ60（r＝0．9975）が得られる。これによると、全
長100㎜、200㎜、および300㎜の時の体重はそれぞれ16．7g、149g、および537gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　11月中～下旬に近海で得られた雌（全長36Q㎜）および雄（292㎜）の完熟個体で
はGSIはそれぞれ37．5および1．0で、完熟卵径は4．3㎜に達していた。Kyushin（1968）も卵巣のGSI
は17～40に達すると報じており、ケムシカジカは卵径が大きい割には抱卵数も多いことが指摘
されている（沖山・山洞，1976）。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　近海での産卵期は1！月～12月と目されるが、万石浦で成魚が見られ
ないことから湾内での産卵は否定される。11月10日頃近海で採集したケムシカジカ数個体を水
槽に収容したところ、数日後に次々と産卵した。卵塊を小水槽に移して通気を続けた結果、翌
年1月20日から2月10日の間に全長13～14㎜の仔魚がふ出した。産卵からふ化まで水温6～16
℃で70～90日を要したことになるが、水温10～16℃で約100日を要するとしたKyus鉦in（ま968）の
報告より短かった。
　4）出現時期および移動
　湾外で発生した稚魚の極く一部が春に万石浦へ来遊し、6月に全長100㎜前後に成長するが、
その後湾外へ出ると考えられる。満1才魚も春に来遊するようである。
　5）食性
　万石浦で得られた9個体のうち5個体は空胃魚で、3個体では魚類が食べられ、他の1個体
にはアマモ片が見られた。
（102）ギスカジカ（カジカ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ギスカジカの月別全長組成を図199に示した。1月下旬から2月上旬に
かけて全長8．0～8．7㎜のふ化後間もない仔魚が神明（灯火採集）で得られた。2～3月に浮遊生
活末期の15～19㎜の稚魚が見られる一方で、底生生活へ移行したものも採集された。浮遊生活
から底生生活への移行は15～20㎜で行われ、ホンダワラ類などに付くことなく直接海底へ移る
ようである。
　4月に全長モードは20～29㎜に見られたが、その後の成長は良く6月にはモードは60～69㎜
へ移行した。7月に当才魚はすべて40㎜以上となり（モードは80～89㎜）、最大はll2㎜に達した。
8月以降当才魚の採集個体数が急減したことから、盛夏から湾外へ移出するものと考えられる。
生後満1年（12～1月）で100～170㎜に成長すると推測される。
　満1才魚は5～6月に120～220㎜になり、生後満2年で200～260㎜に達すると推察される（図
199）。生後満3年では260～300㎜に成長すると推定すると、1～6月に採集された295～324㎜の
個体は満3才魚で、そして375㎜のものは満4才魚とみて良いだろう。
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　雌雄の成長差　少なくとも当才魚にっいては雌雄の成長差がないと考えられる（図！99）。そ
の後の成長については十分なデータが得られなかったが、明らかな雌雄差はないようである。
　全長一体重関係　全長16～375㎜の100個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
YニO．780・10－6×3d79（r＝0．9979）が得られる。これによると、全長100㎜、200mm、および
300㎜の時の体重はそれぞれ17．7g、160g、および582gとなる
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣についての月別GSIを図200に示した。2月から9月の間GSIは0．44～2．8と
0．33以下との2群に分けられたが、前者は冬に産卵を経験した群で、後者は産卵未経験群とみ
なされる。10月から12月にかけて産卵群と判断される個体のGSIはL4～29．5の範囲に上昇し、
11月下旬にはほぼ完熟に達したものも出現した。12月中旬～1月に見られた放卵個体のGSIは
0．63～3．6に低下した。12～1月にGSIがO．34以下の個体は非産卵群と考えられる。
　卵径の季節変化　2月から9月に卵径は0．4㎜以下であったが、10月に得られた1個体ではO。7
㎜となっていた。11～12月に0．7～2．5Imへ増大し、完熟に近い個体では卵は淡緑色を呈し、2．2
～2．5㎜に達していた。12～1月に見られた放卵個体の卵巣は0．3㎜以下の小形卵群のみから成
る場合とL5～2．5㎜の大形卵が残っている場合とがあった。5月までのサンプルのうち後者の
例に該当するものには数個から300個余の大形卵が残存していた。大形残卵は径2．4～2．5㎜の
ものが多かったことから、このサイズで産卵されるものと考えられる。
　精巣の発達　2～10月の間精巣のGSIは1例（O．45）を除くとすべて0．19以下であった（図200）。
11月にGSIは0．28以上となり、最高はL9を示したが、12月以降は0．34以下に低下した。11～12
月に得られた雄は全長195㎜以上で、これらはすべて産卵群と考えられた。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　GSIおよび卵径の月別変化、さらに仔魚の出現時期からみて、産卵
期は12月上旬から下旬の1ケ月間と推定される。産卵群は大浜沖でも採集されており、産卵場
所はアマモ場から岩礁域にかけて比較的広い部分に及んでいると思われる。
　産卵群の全長および年令　産卵群と判断された雌の最小個体は全長211㎜で、非産卵群は220
㎜まで見られた。雄の場合、11～12月に採集された195㎜以上の個体はすべて産卵群とみなさ
れた。雌は生後満2年で210㎜以上に達したものはほとんどが産卵し、雄はこの年令ですべてが
産卵に関与すると言える。
　4）性比
　性別を判定した全長35～375㎜の234個体について、全長区分別性比を示すと表31の通りであ
る。240㎜以上の区分はサンプル数が少なかったが、各区分で有意差は認められず、ギスカジ
表31．ギスカジカの全長別性比．
全長（㎜） 35～119 120～239240～375合計
♀♂ 61
2
37
3
17
4
115
19
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ヵの性比は基本的に雌雄同数とみて良いだろう。ただし、季節的にみると全長195㎜以上の個
体では10～11月に雌：雄＝5：11であったが、産卵期およびその直後にあたる12～1月は13個
体中雄は1個体に過ぎなかった。
　5）出現時期および移動
　1月下旬から仔魚が出現し、2～3月に全長15～201mで底生生活へ移行していた。着底稚魚
はアオサ場で採集されることが多く、志畑川および針浜川の河口部にも出現した。当才魚は7
月まで万石浦で生育するが、8月から成長の良いものはほとんどが湾外へ去り冬に一部が戻る
とみられる。満1才以上のギスカジカは多少とも周年湾内に生息するが、高水温期にはわずか
になると思われる。
　6）食性
　全長16～375㎜の274個体について、胃内容物組成を付表63に示した。39㎜までの稚魚ではヨ
コエビ亜目を筆頭としてハルパクチス目、クマ目、および魚類の出現頻度が高かった。40～99
㎜ではハルパクチス目はほとんど利用されなくなり、ヨコエビ亜目、短尾亜目、および魚類の
出現頻度が拮抗した。100㎜以上になると餌料の種類が減少して、魚類、短尾亜目、および長
尾亜目に対する依存度が高まり、特に前2項目の出現頻度が43～63％と高かった。魚類の出現
頻度は大形個体程高く、ギスカジカは成長に伴って魚食性を強めていることを示している。
　捕食されていた魚類は17種に及び、中でもタケギンポまたはギンポ、マハゼ、アサヒアナハ
ゼ、およびヒモハゼの出現頻度が高かった。普段採集されにくいヒモハゼが当才魚の胃内に9
例見い出されたことは興味深い。共食いは1例認められた。
　空胃個体は39㎜までは見られず、それ以上の全長区分で21．4～27．2％の出現率を示した。当
才魚にっいて2～10月における月別空胃率を整理すると、表32の通りである。2～5月の間空
胃率は0．0～L9％に過ぎなかったが、6月から急上昇し7月には60．6％に達して、8～10月に
は37．5％へ再び低下した。7月へ向けての空胃率の上昇は当才魚の成長に伴って餌料の未充足
が生じたが、8月から大部分が湾外へ移出することによって湾内での生息密度が低下し、餌料
環境が好転したという解釈が可能である。
表32．2～10月におけるギスカジカ当才魚の月別空胃率．
月 2～4 5 6 7 8～10合計
調査個体数
胃率（％）
32
．0
54
9
40
7．5
33
0．6
　8
7．5
167
L　O
（103）イダテンカジカ（カジ力科）
　イダテンカジカは3月中～下旬に8個体（全長11～24㎜）および5月上旬に3個体（24～35㎜）
が佐須の防波堤内側で採集された。15㎜までの仔稚魚は表層で、体が緑色を呈する21㎜以上の
ものは潮溜りの水底で得られたことから、Nakamura（1934）が述べているように、浮遊生活から
底生生活への移行は15～20㎜で行われると推察される。成魚は潮溜りや岩の割れ目に生息し、
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12～4月（盛期は1～2月）に卵塊をホンダワラ類に産み付ける（Nakamura，1934）とされているが、
本研究で成魚は得られなかった。産卵期は1月頃で、産卵場は近くの外海であろう。
　24～35㎜の4個体の胃内にはヨコエビ亜目（3例）の他、多毛綱、蔓脚亜綱（蔓脚）、ハルパクチ
ス目、ウミナナフシ亜目、および有扇亜目が各1例見い出された。
（104）ムツカジカ（カジ力科）
　ムッカジカは5月上旬に2個体（全長約9㎜）、6月に79個体（11～20㎜）、および7月中旬に
2個体（34～36㎜）が水路部（1個体を除くと他はすべて佐須の防波堤内側）で得られた。15～20㎜
で底生生活へ移行するとみられる。イダテンカジカと同様、本研究では仔稚魚しか得られなか
った。産卵期は3月頃と推定され、産卵場は近くの外海であろう。
　8～36㎜の18個体について胃内容物を調査した結果、ハルパクチス目（16例）、ヨコエビ亜目
（11）、枝角目（5）、多毛綱幼体（2）、カラヌス目（2）、およびワレカラ亜目（1）が出現した。
（105）アサヒアナハゼ（カジ力科）
　1）成長
　全長組成および年令　アサヒアナハゼの月別全長組成を図201に示した。本種とサラサカジ
カの仔魚は形態的に酷似し区別が困難であることは既に述べた通りである。11月中旬にに出現
した仔魚は産卵期からみてアサヒアナハゼと思われるが、12～2月に採集された全長10㎜未満
の仔魚は両種が混合しているとみられる。
　1月下旬から20㎜を越える稚魚が見られ、3～4月には20～29㎜にモードが形成された。浮
遊生活期の仔稚魚は主に灯火採集で得られた。20㎜前後で体側斑が出現し始め、着色稚魚はホ
ンダワラ類、ワカメ、およびアナアオサに付いていた。すべてが着底したとみられる5月以降
の成長は目ざましく、6月に大形魚は100㎜を越えて満1才魚の組成と連続した。8月にモードは
100～109㎜に見られ、その後成長は鈍化するが、11月には生後満1年で主群は100～120㎜に、
大形魚は130㎜台に達すると推定される。
　満1才魚は3月以降生き残るものはわずかとみられ、成長もゆるやかで8月に130㎜以上とな
って、生後満2年で140～1601mに達すると思われる。
　雌雄の成長差　性別を判定した当才魚および満1才魚にっいて雌雄における平均全長の月別
変化を示すと図202の通りである。当才魚では5月から8月にかけて雄が雌よりもやや大きいが、
10～12月は逆に雌の方が大きい値を示した。満1才魚では雌雄差は明らかでないが、！0～12月
は雌の方がいくらか大きい傾向が認められた。当才魚および満1才魚に共通していることは平
均全長でみる限り雄は8月から12月にかけて成長が停滞することおよび雌の場合は10～12月の
間雄より大形傾向にあるが、10月から12月に向けて平均全長が若干減少することが指摘される。
これら成長の停滞およびみかけ上の減少は繁殖活動と関連があると推察される。
　全長一体重関係　全長19～160㎜の100個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．739・10噂6×3’181（r＝0．9978）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、および150
㎜の時の体重はそれぞれ0．95g、8．6g、および31．2gとなる。
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図204．アサヒアナハゼ卵巣卵における卵径の月別変化（9～3月）．
　卵径が0．1㎜以下の個体を除く．白三角は放卵後の個体を示す．
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表33、11～2月におけるアサヒアナハゼ雌の月別完熟個体数、全長、およびGSL
月 11月 12月 1月 2月
完熟個体数 20 30 6 3
全長範囲（㎜） 95～159 90～140 108～160 103～132
（平均） （117．5） （107．6） （122．2） （115．O）
GS1 生1～9．85。5～14．0 6．5～16、4 12．8～！5．5
（平均） （6。8） （9．6〉 （1L7） （14．4）
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣についてのGSIの月別変化を図203に示した。6月まで当才魚の卵巣重量は
ほとんどがO．Olg未満であった。満1才魚ではGSIは5～6月にα15～0．41を示すものがあった
が、7月に当才魚のレベルに低下した。GSIは8月から上昇を始め10月にすべてが0．22～5．1の範
囲に達し、12～2月にはほとんどが5．0を越えて最高は16．4を記録した。
　完熟個体は11月上旬から2月下旬まで見られ、各月における完熟個体数、全長、およびGSIを
示すと表33の通りである。完熟個体は11～12月に多く、1～2月は減少した。興味あることに完
熟個体のGSI（平均）は11月から2月に向かって上昇する傾向を示した。3月に得られたGSIがL4
～2．9の2個体は産卵を終了したものと判断された。
　卵径の季節変化　8月まで卵径はすべて0．1㎜以下であったが、9月から0．2～0．31㎜のものが
若千出現した（図204）。10月上～中旬に卵径は0．2～0。6㎜に増大し、下旬にはL　l～1．8㎜に達
するものがあった。11月にはすべてが0．7㎜以上となり、11～2月の間は大部分がL6～2．1㎜の
範囲に集中した。3月に産卵を終了したと思われる個体の卵径はO．3～LO㎜であった。
　塩垣・道津（1974）およびKimura　et　a1．（1987）が述べているように、完熟卵は黄緑色を呈し
卵径は1．6～2。1㎜の範囲にあったが、11月は1．6～2．0㎜、12月は1．8～2．1㎜、そして1～2月は
1．9～2．1㎜に増大する傾向が見られた。ll月から2月に向けての完熟雌におけるGSIの上昇（表
33〉は卵径の増大に起因していると言えよう。
　完熟卵を有する卵巣内には大形卵（1．5～2．1㎜）、中形卵（1．O～1．5㎜）、および（あるいは）小
形卵（1．0㎜以下）の2～3卵群が認められ、産卵期間中に段階的に卵群が何回かに分けて順次産
卵されるものと推察される。
　抱卵数　完熟雌13個体にっいて1腹の完熟卵数を調査した結果、95～501粒（平均219粒）を数
えた。1回の産卵で普通100～300粒が産出されるとみて良いだろう。完熟前の個体も含めて上
記の大形卵群および中形卵群についてみると、卵数範囲はそれぞれll～501粒（平均194粒〉およ
び25～335粒（170粒）であった。両者が同時に見られた場合の合計は117～462粒を数えた。径1．0
㎜以下の小形卵群の一部が産卵期間中に成熟に達することが十分考えられるので、！個体の産
卵総数は150～500粒あるいはそれ以上と見積もられる。
　塩垣・道津（1974）によると、水槽内で産卵された卵塊の卵数は約120～570粒で、約80Q粒の
完熟卵を有する個体があったことも報告されている。
　精巣の発達　精巣にっいてのGSIは卵巣の場合より早く6月から上昇を始め、7～8月は雌よ
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り相対的に高い値を示した（図203）。9月にはGSIは0．64～3．8で雌の値から完全に分離してピー
クに達するが、10月から徐々に減少に転じ1月には0．63以下となった。雄の完熟個体は9月下
旬に出現したことから、雌の完熟に1ケ月半程先立って交尾が開始されると推察される。9月
下旬に見られた完熟雄のGSIは2．2～3．0であった。
3）産卵
産卵期および産卵場所　完熟雌の出現時期から判断すると、万石浦でのアサヒアナハゼの産
卵期は11月上旬から2月下旬に及び、盛期は11～12月とみられる。完熟雌は大浜沖や湾口部で
かなり採集されていることから、万石浦全体が産卵場になっていると考えられる。本種の産卵
生態にっいて詳しいことは明らかにされていないが、本種は体内受精魚で伸長する輸卵管を持
っているため、ホヤ類の体腔内に産卵することが示唆されている（塩垣・道津，1974）。
産卵群の全長および年令　交尾期および産卵期にあたる9～2月に得られた雌雄の最小個体
はそれぞれ全長8Q㎜および84㎜であった。雌雄ともに生後満1年ですべて成熟し大部分が死亡
するが、一部は生き残って2年目の産卵に関与すると思われる（図201）。
　4）性比
　性別を判定した全長30～16Q㎜の972個体にっいて、年令別・月別性比を示すと表34の通りで
ある。当才魚および満1才魚において産卵期前の6月から9月にかけては雄が雌より多いのに
対し、産卵期直前および産卵盛期にあたるIO～12月は雌の方が卓越する傾向が認められた。本
研究で扱った材料の大部分は大浜沖の建網で採集されており、繁殖活動に関連して動きが活発
になっ た方の性が上記の時期にそれぞれ優勢になったと推察されるが、詳しいことは不明であ
る。
　年令別にみ為と、当才魚では雄が多く、満1才魚では逆に雌が多いという結果になったが、
年令の区切りを産卵終了時の2月下旬に置けば各年令群で統計的に性比の偏りは認められず、
雌雄同数とみなされた。
　5）出現時期および移動
　11月中旬からふ化直後の仔魚が出現した。浮遊生活は全長20㎜前後で終了し、一度海藻に付
いてから5月にはすべてが底生生活へ移行すると考えられる。周年、万石浦の藻場および岩礁
域で普通の見られる。大きな移動は行わないと思われるが、性比の月別変化からみて産卵期直
表34。アサヒアナハゼの年令別・月別性比．　＊，P＜0．05；＊＊，P＜O．01．
年令 性 ll月 12月 1月　2月　3月　4月　　5月　　6月　7月8月 9月 10月 合計
0十 ♀ 3　　　　　3　　　　24　　　　58　　　　47＊12＊＊ 38＊＊133＊＊ 318＊
♂ 2　　　　　4　　　　34　　　　75　　　　74＊30＊＊ 73＊＊ 81＊＊ 373＊
9　　ロ　　曹　　9　　■　　ロ　　曹　　■　　曹　　一　　曽　　瞭　　P　　▼　　冒　　F　　”　冒　　曹　　一　　一　　，　　甲　　冒　　曹　　－　　■　　一　　嘘　　9　　一　　冒　　曹　　曹　　一　　曽　 o　　冒　　ロ　　，　　■　　，　　冒　　冒　冒　　『　　・　　一　　胴　　一　 一　　｝　　一　　一　　曹　　■　　，　　ロ　 曹　　甲　　■　　”　　甲　　甲　　甲　　冒　　冒　　冒　　餉　　噂　　噂　　冒　　曹　　屍　　曹　 印　　冒　　嘘　　一　 ・　　曹　　一　　唱　　騨　　需　　●　　■　　申　　甲　　r　　曹　　■　　，　　一　　r　　響　　曽　　曹　　一　　一　　曹　　曹　　一　　一　　一　　層　　曹　　曹　　一　　曽 の　　響　　　一　　　冒
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前の10月を境として雌雄の動きに相違があるようである。また、最高水温期（8月）は採集個体
数が少なかった。
　6）食性
　全長21～160㎜の552個体についての胃内容物組成を付表64に示した。浮遊生活から底生生活
へ移行を始めた21～39㎜の稚魚ではハルパクチス目およびヨコエビ亜目に対する依存度が特に
高かった。底生生活への移行を完了したとみられる40～79㎜になると、餌生物の種類が多様化
し上記2項目の他、ワレカラ亜目、アミ目、タナイス目」および多毛綱が重要餌生物群を構成
した。80～119皿ではヨコエビ亜目およびアミ目は20％台の出現頻度を維持するが、魚類およ
び長尾亜目に対する依存度が高まるのが特徴的である。120㎜以上では魚類の出現頻度は70％
近くに達し、短尾亜目の出現頻度も上昇した。
　以上の結果を要約すると、底生生活移行期のアサヒアナハゼはハルパクチス目およびヨコエ
ビ亜目を多食するが、成長に伴って小型甲殻類から魚類および十脚類へと食性を変化させると
言える。
　捕食されていた魚類の中で種を確認できたものは16種に及んだが、特にニクハゼおよびタケ
ギンポ（またはギンポ）稚魚の出現頻度が高かった。藻類は80㎜以上の個体で出現頻度が高まっ
たが、栄養的な価値にっいては疑問視される。空胃個体は79㎜までは204個体中3個体（1．5％）
に過ぎなかったが、それ以上では348個体中51個体（14．7％）に増加した。
（106）エゾクサウオ（クサウオ科）
万石浦では5月および11月に大浜沖の建網にそれぞれ全長44㎜および220mmの2個体が入網し
たのみであった。胃内容物として、ヨコエビ亜目が2例の他、がルパクチス目、タナイス目、
ワレカラ亜目、短尾亜目、魚類、および海藻片が各1例見られた。上記2個体以外に仙台湾（牡
鹿半島）の定置網で漁獲された2個体（240～3651m）を入手した。2月20日に得られた365㎜の雌は
ほぼ完熟状態（GSI18．3）で、径1．5～1．6㎜の卵を有し、抱卵数は42，000粒と推定された。
　宮城県ではエゾクサウオは南三陸から報告されている（酒井，1986）が、仙台湾からの記録は
なかった。本種は外見がクサウオに酷似し、仙台湾での生息量も少ないとみられることから、
採集されたとしても後者として取り扱われてきた可能性が高い。
（10了）クサウオ（クサウオ科）
　1）成長
　全長組成および年令　クサウオの月別全長組成を図205に示した。2，月上旬～下旬に全長12～
25㎜の仔稚魚2個体、3月に39㎜の稚魚1個体、そして4月には27～49mmの稚魚4個体が万石
浦で採集された。これら7個体のうち5個体（12～39㎜）は神明で行った灯火採集により表層に浮
いて来たもので、他の2個体（27～48㎜）は新釜および大浜沖で採集され着底後とみなされた。
石巻新漁港（万石浦外）で得られた16㎜の稚魚は着底していて吸盤も形成されていたことから、
浮遊生活から底生生活への移行は15～20㎜で始まると推察される。
　4月に大浜沖建網に入網した62～119㎜の若魚群は成長の良い当才魚と考えられる（宮城水試，
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表35．クサウオ当才魚の雌雄における月別平均全長（㎜）の比較
　　（）内には調査個体数を示す．
月 4　　　5　　　6　　　10　　　1112
　　♀
　　，　　P　　ロ　　P　　一　　冒　　冒　　一
　♂
　　　72．8　　　123．7　　　140．0　　　240．0　　　283．0
　　92．0・　132．1　　　182．0　　　　　－　　　　283．9
　　　（8）　（21）　（8）　（0）　（7）
3 4．4
15）　　　　　曹　　　　一　　　　P
54 8
9）
1975）。当才魚は急速な成長を示し、6月には114～246㎜に達するが、7～9月の高水温期には
万石浦では全く採集されなくなった。その後10月下旬から12月下旬にかけて210～455㎜の大形
魚が出現し、12月には大部分が300㎜を越えたが、1月には再び見られなくなった。
　小坂（1971〉は仙台湾産クサウオに2～5年魚の存在を認めているが、Kawasaki　et　a1．（1983）
は生後満1年で成熟し死亡するとした。産卵後（2月以降）親魚群は仙台湾で漁獲されなくなるこ
とおよび明らかに満1才魚と認知し得る産卵群が秋期の全長組成に現れないこと（宮城水試，
1975；Kawasaki　et　aL，1983）から判断すると、クサウオを年魚とするKawasaki　et　a1．（1983）
の見解が支持されよう。
　雌雄の成長差　性別を判定した個体にっいて、雌雄の月別平均全長を表35に示した。調査し
たすべての月において雄の平均全長は雌のそれを上回っていた。Kawasaki　et　al．（1983）は成
魚期に達する10月以降雄は雌よりも成長が早いことを指摘したが、本研究によると4月には既
に雌雄の成長差が認められたことから、雄の大形化は権魚期の段階で進行していると推察され
る。
　全長一体重関係　クサウオは体が柔軟で生時とホルマリン液固定後では体重の変化が大きい
ため、両者を区別して全長一体重関係を求めた。この際、牡鹿半島の定置網で採集され、ホル
マリン固定した標本も使用した。
　生時に全長86～455㎜の74個体にっいて、全長（X〉一体重（Y〉関係式を求めると、Yニ3．086
・10－6×3’268（r・O．9973）が得られる。ホルマリン液で固定した25～315mmo）65個体にっいて
は、Y＝L　O62・10｛X3－016（r・0．9954）が得られる。これら2式によると、生時（およびホル
マリン固定後）において全長100㎜、200㎜、300㎜、および400㎜の時の体重はそれぞれ10．6g
（11．4g）、102g（92．2g）、385g（313g）、および985g（746g）となる。．クサウオをホルマリン固定す
ると、100㎜までは生時に較べると体重が若千増加するが、それ以上では体重の減少化が起こ
り、サイズが大きい程その度合いが激しいと言えよう。
　2）成熟
　卵巣の発達　卵巣重量は4月まではα01g以下であったが、5～6月はほとんどが0．02～0．32g
となっが、GSIは0．41を越えるこ≧はなかった（図206）。GSIは10～11月に1．3～2．5に上昇し、
12月には2．9～21．6に達した。12月中旬に得られた完熟個体ではGSIは16．7～2L6を示した。仙
台湾のクサウオでは11月中旬から12月にかけて急激に成熟が進むことが報告されている（宮城
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表36．クサウオの抱卵数．
全長（㎜） 280 286 318 338 347 372 3
卵数 18，00026，10030，00028，50039，20039，100 36，
　　190　1平均　　｝
agOO3UOO
水試，1975；Kawasaki　et　al．，1983）。
　卵径の季節変化　6月まで卵径は0．1㎜以下であった。11月には0．4㎜、12月に入るとすべて
の個体でO．8㎜以上に増大し、完熟あるいはそれに近い個体では1．5ん1．6㎜に達した。完熟卵
巣中には上記大形卵群の他に0．7㎜以下の小形卵群が認められたが、後者はサイズが不揃いで
あったこと、また産卵期が短い（後述）ことから、未成熟のまま残存されるものと推察される。
　抱卵数　12月に採集された完熟あるいはそれに近い全長280～390㎜の7個体について、大形
卵群の卵数を計数した結果を表36に示した。大形卵群は径1．5㎜前後で同一の成熟段階にあり、
300㎜までは20，000～30，000粒が、それ以上では30，000～40，000粒がほぼ同じ時期に放卵され
るものとみられる。
　精巣の発達　精巣重量は6月までα03g以下で、ほとんどが0．Olgに達することはなく、GSIの
最高値は0．04に過ぎなかった（図206）。11月にGSlはα06～α64に、12月には0．69～1．4に上昇
した。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　成魚の出現時期およびGSI・卵径の月別変化を考え併せると、万石
浦でのクサウオの産卵期は12月（上～下旬）の1ケ月間と判断される。ただし、仙台湾沿岸では
11月下旬から1月にかけて産卵が行われていると考えられている（小坂，1971；宮城水試，1975；
Kawasaki　et　a1．，1983）。
　小坂（1971）によると、仙台湾における本種の産卵場は北部の水深10～50mの泥底で、卵は海
藻片に直径5～15cmの卵塊として産出される。大浜沖でクサウオの卵塊を食べていたクサウオ
雄が1個体得られていることから、万石浦ではアマモ場およびアオサ場一帯が産卵場になって
いると思われる。
　産卵群の全長および年令　宮城水試（1975）はクサウオの生物学的最小形を雌で体長140㎜（推
定全長163㎜）、雄では160㎜（186㎜）としているが、本研究で確認したものでは雌は全長240㎜、
雄の場合は238㎜であった。いずれにしても本種は生後満1年ですべて成熟すると考えられる。
　4）性比
　4月から6月にかけて採集された未成魚74個体（性不明な個体を除く）にっいての性比は雌雄
がそれぞれ半数の37個体を占めた。10～12月に得られた産卵群35個体では雌：雄・49：i6であ
った。限られたデータではあるが、万石浦で見られるクサウオの性比は基本的に雌雄同数と推
測される。
　5）出現時期および移動
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　クサウオのふ化日数に関する報告は見当たらないが、12月11～13日に大浜沖の建網に産み付
けられていた卵塊を水槽に収容したところ、12月29日にふ化を開始したことから、ふ化日数は
水温8～10℃で20日余りを要するとみられる。
　浮遊仔魚は12月下旬から万石浦に出現し、全長15㎜に達する頃から底生生活へ移行すると考
えられる。建網に入網するのは4月中旬にほとんどが60㎜を越えてからであった。6月下旬か
ら未成魚群は湾内から姿を消したが、10月下旬～12月下旬の闇に成魚群として再出現した。
　小坂（1971）および宮城水試（1975）によって示された知見によると、仙台湾におけるクサウオ
未成魚群は6月まで水深40m以浅の沿岸部に生憲するが、6月からlO月にかけては水深40～80皿
の深所で過ごし、10月下旬から産卵のために再び沿岸に来遊すると考えられている。3月以降
成魚が漁獲されなくなるのは産卵後死亡するためと判断される。
　6）食性
　全長25～455㎜の118個体について胃内容物組成を付表65に示した。全長25～99㎜の稚若魚で
はヨコエビ亜目の出現頻度が85．2％と最も高く、その他ハルパクチス目、ワレカラ亜目、魚類、
および長尾亜目が重要餌生物群を構成していた。100～199㎜ではヨコエビ亜目の出現頻度の低
下が著しかった。200㎜以上の個体では魚類および長尾亜目を専食する傾向を示し、特に前者
は約90％以上の出現頻度を記録した。捕食されていた魚類は13種を数え、中でもマハゼ、タケ
ギンポ（またはギンポ）、メバル、およびアサヒアナハゼの出現頻度が高かった。
　クサウオ自身の卵塊を食べている個体（363㎜の雄）が1例認められた。空胃率は100～199㎜の
区分で24．5％とやや高かったが、他の区分では6％を越えることはなく、産卵期間中でも活発
な摂餌を行っていることがうかがえる。
　仙台湾のクサウオは全長200㎜を越える頃から魚食性を強めることが報告されており（宮城水
試，1975；Kawasaki　et　a1．，1983；Honda，1985）、万石浦の場合と一致する。ただし、仙台湾で．
はイカナゴ、ネズッポ科魚類、およびアカハゼが成魚の重要餌料となっている他、長尾亜目お
よび短尾亜目に対する依存度も比較的高いと言える（小坂，1971；宮城水試，1975；Kawasaki　et
al．，1983）。クサウオが同種の卵を捕食することは小坂（1971）および宮城水試（1975）の報告に
も記されている。
（108）ビクニシ（クサウオ科）
　ビクニンは本研究で12月中旬および1月上旬に大浜沖でそれぞれ全長193㎜および208㎜の2個
体が採集されたのみであった。ともに完熟状態の雌（GSI　l8．6～20．6）で、卵径はL2～1．3㎜を
示し、卵数は10，0GO～lLOOO粒と推定された。仙台湾における本種の季節的な移動にっいては
推測の域を出ないが、上記の2個体は冬期に産卵のために接岸した群の一部で、たまたま万石
浦に迷い込んだものであろう。
　採集された2個体の胃内にはヨコエビ亜目、長尾亜目、およびニクハゼがそれぞれ1例づっ
見られ、12月に得られた個体では魚卵塊も捕食されていた。
（109）セトヌメリ（ネズッポ科）
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万石浦でセトヌメリは7～8月に湾口部で2個体（全長85～140㎜）が採集されたのみであった。
これらは偶発的に湾外から入り込んで来たものと思われる。その他、水路部の出口南側の袖浜
で7月に2個体（143～154㎜）を釣獲した。上記4個体のうち1個体は空胃で、残り3個体の胃
内には多毛綱、ヨコエビ亜目、クマ目、および貝虫亜綱がそれぞれ3例、そして蔓脚亜綱幼生、
グナチア亜目、ワレカラ亜目、ウミナナフシ亜目、および魚卵がそれぞれ1例出現した。
（110）ハタタテヌメリ（ネズッポ科）
　1）成長
　全長組成および年令　ハタタテヌメリの月別全長組成を図207に示した。9～12月に得られた
サンプルにっいてみると、全長60㎜に達しない小形群と70～135㎜の大形群とに分けられた。1
～6月間に大形群に続くと予想される80㎜未満の小形個体が採集されなかったが、生後満1年
で60～90㎜に成長すると推定され、上記の小形群は当才魚で、大形群は満1才魚とみられる。
生後満2年で10G～150㎜近くに成長すると推測される。
　雌雄の成長差本研究で採集された雌雄の最大全長はそれぞれ125㎜および147mであった。
本種では雄は雌よりも大きくなることが知られている（岩田他，1979；田北・岡本，1979；Ikeji－
ma　and　Shimizu，1996）。
　全長一体重関係　全長23～147㎜の42個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝1．798・10－5×2’756（r＝0．9960）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、および150
㎜の時の体重はそれぞれ0．87g、5．9g、および17．9gとなる。
　2）成熟　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　一
　卵巣の発達　9～10月に卵巣重童は0．01g未満であったが、11～2月には0．02～0．15gに増大し、
GSIはα83～1．5となった。4月にGSIは2．62（1個体）に上昇し、5月上旬に得られた完熟個体で
は1α2を示した。
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卵径の季節変化　卵径は9月から2月の間Q．1㎜以下であったが、4月に0．21皿となり、5月
に見られた完熟卵では0．7㎜に達した。完熟卵巣中には表面に亀甲模様を有する大形卵群（Taki－
ta，1980）の他、径0．4㎜以下の小形卵群も認められた。
　精巣の発達　精巣重量は9～11月は0．01g以下であったが、5～6月には0．01～α07gとなり、
GSIは0．11～0．55の範囲にあった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　5月上旬に完熟個体が採集されたことから、この月に産卵が行われ
ていることは確かである。9～10月に全長40m以下の稚魚も見られたので、産卵期は5月から
6月に及ぶと推測される。東京湾では本種の産卵期は2～11月に及び、春と秋に2っの盛期が見
られるという（lkejima　and　Shi皿izu，1996）。
　完熟個体は大浜沖で得られたことから、本種が生息する湾口部から湾中央部の砂泥域（岩田
他，1979；田北・岡本，1979）で産卵が行われていると考えられる。田北・岡本（1979）は水槽内
での産卵行動を観察し、雌雄は水底で求愛してっがいを形成した後、螺旋を描いて水底から50
～70c皿上昇し、しばらく水平遊泳してから放卵・放精すると述べている。
　産卵群の全長および年令　本研究で4～6月に採集された個体は雌雄ともに全長100m以上で
あった。従って、本種は生後満2年で成熟すると推測される。
　4）性比
　性別を判定した全長54～147㎜の24個体では、雌：雄＝11：13であった。サンプル数が少な
かったので即断はできないが、一応性比に大きな偏りはないとみて良いだろう。
　5）出現時期および移動
　本研究で浮遊期仔稚魚は得られなかったが、9月に採集された全長22㎜の個体は既に底生生
活へ移行していたことから、夏の間に20㎜に達する前に着底すると推察される。万石浦に周年
生息するとみられるものの、湾中央部（大浜沖）よりも湾口部（新釜周辺）で採集されることが多
かった。夏および冬には採集個体数がわずかであったことから、ある程度季節的な移動がある
と考えられる。
　6）食性
　付表66に示したように、ハタタテヌメリでは着底稚魚期から未成魚期まではヨコエビ亜目、
ハルパクチス目、貝虫亜綱、多毛綱、およびクマ目が重要餌生物群を構成すると考えられる。
全長100㎜以上では空胃個体が増加（66．7％）し、はっきりしたことは分からないが、ハルパク
チス目、貝虫亜綱、およびクマ目に対する依存度は低下するとみられる。二枚員類は50㎜以上
の個体で出現した。
（111）ヒラメ（ヒラメ科）
　本研究でヒラメは採集されなかったが丸宮城水高旧職員及川喜一氏により大森の水路部で釣
獲された1個体（全長約150㎜、採集年月日不明）の写真が残されている。本種は仙台湾において
重要漁獲魚種の1っで、産卵期は6～7月と考えられる（佐藤，1975）が、万石浦への来遊はほと
んどないと言える。
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（112）イシガレイ（カレイ科）
　1）成長
　全長組成および年令　イシガレイの月別全長組成を図208に示した。2月中旬から全長15㎜前
後の着底初期の稚魚が新釜などの汀線付近に出現し、徐々に成長して5月に主群は30～59㎜に
達した。5月から大浜沖の建網に50㎜以上の当才魚が入網し始めるのに対応して、6月以降汀線
付近で当才魚はあまり採集されなくなった。6月からの成長は速く、10月にすべてが80㎜以上
となり、生後満1年となる12月には約100㎜から大きいものは160㎜近くに達すると推定される。
　満1才魚の全長モードは1月に140～149㎜に見られ、3月には160～169㎜に移行して、200㎜
を越えるものも出現したが、その後採集個体数が減少したため明瞭なモードは見られなくなっ
た。10～12月．に得られた160～188㎜の個体は成長の良い当才魚である可能性もあるが、ここで
は成長の劣った満1才魚とみなした。満1才魚は夏までにはほとんどが湾外へ去ると考えられ
るが、湾内に残っているものは生後満2年で160～250㎜の範囲に成長すると言えよう。
　仙台湾産イシガレイの年令と成長については、Hatanaka　et　a1．，（1952）があり、これによる
と生後満1年で体長100㎜（推定全長122㎜）、満2年で225㎜（同274㎜）に成長するとされている。
福島県沿岸では生後満1年で全長160～170㎜、満2年で220～240㎜に達するとみられる（高越・
秋元，1975；平川，1980）。Hatanaka　et　al．（1952）および平川・小野（1985）が述べているように、
松島湾、松川浦、および万石浦のような内湾では当才魚は秋から外海への移動を始め、外海へ
出たものは成長が良いと解釈される。
　雌雄の成長差　性別を判定した個体にっいて、雌雄の月別平均全長を図209に示した。当才
魚のうちは雌雄の成長差は認め難いが、満1才魚では雄の方が雌より若干大きい傾向が見られ
た。5～10月の間満1才魚の雄において平均全長の変動が大きかったのは調査個体数が少なか
ったためである。
　イシガレイの雌は雄よりも成長が速く、雌雄差は生後満2年以降でより明らかとなることが
知られている（Hatanaka　et　al．，1952；平川，1980；庄司他，1982；正木他，1986b）。万石浦で得
られた満1才魚で雄が雌より大きい傾向が示されたのは湾内に留まっている満1才魚は成長の
劣った個体であること、あるいは調査個体数が少なかったことに原因があると思われる。
　全長一体重関係　全長14～209㎜の100個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y；7．349・10－6×3●086（r＝0．9990）が得られる。これによると、全長50㎜、100㎜、150㎜、
および200㎜の時の体重はそれぞれL3g、10．9g、38．1g、および92．6gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　全長203㎜までの雌にっいてみる限り、季節に関係なく卵巣重量は0．40g以下
で、GSIの最高値は0．47に過ぎず、卵径はすべて0．1㎜以下であった。209㎜までの雄では精巣
重量はほとんどが0．01gに達せず、4月および8月に0．01～0．06g（GSI　O．02～0．06）のものが数
個体見られたのみであった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所生殖腺の発達程度からみて万石浦でイシガレイの産卵が行われる可
能性は否定される。仙台湾において本種は11月下旬から1月にかけて（盛期は12月）、水深20～
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50mのシルト域で産卵することが明らかになっている（Eatanaka　et　a1．，1952；宮城水試，1975；
露田，1991）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　産卵群の全長および年令上述した通り、本研究で生殖腺を観察した全長209㎜までのイシ
ガレイは採集された時期にかかわらずすべて未熟であった。本種の生物学的最小形は雌では満
2才で体長200㎜（推定全長244㎜）前後であるが、雄の場合は満1～2才で120～170㎜（146～207
㎜）に達すれば成熟することが知られている（宮城水試，1975；森他，1986）。
　4）性比
　性別を判定した全長61～209㎜の197個体にっいて年令群別に性比をみると、当才魚は雌：雄
＝62：69で、満1才魚では32：34となり、雌雄同数とみなされた。
　Hatanaka　et　aL（1952）はイ山台湾のイシガレイは満2才魚までは雄は雌よりも多いが、満3才
魚以上では逆に雌の方が卓越することを報告している。満4才魚以上の雄がほとんど漁獲され
ないことから、雄の方が短命でそれにより性比に偏りが生じると考えられている。
　5）出現時期および移動
　11月下旬から1月の間に仙台湾の水深20～50mの水域で発生したイシガレイ仔稚魚は1月下
旬から万石浦に来遊することが報告されている（宮城水試，1975；高橋他，1986）。全長15㎜前後
で浮遊生活から底生生活へ移行して、3月下旬には着底を完了するとみられる。着底稚魚は汀
線付近で生活するが、成長に伴って深みへ移動する。秋には大部分が100㎜を越え、成長の良
いものから順次湾外へ去って行くと推測される。翌年の夏までにはほとんどが移動を終了し、
それ以降湾内に留まるものはわずかと考えられる。
　浮遊生活末期のイシガレイ仔魚は内湾あるいは砂浜の浅所に来遊して着底することは多くの
事例によって明らかにされている（Hatanaka　et　al．，1952；藤本他，1973；宮城水試1975；高越
・秋元，19751高越他，1976；Tsuruta，1978；岩田他，1979；遊佐，1980；南，1984；高橋他，1986；
平川・小野，1985；大関他1987；糠田，1991）。着底時のサイズは餌料条件、水温、塩分、ある
いは好適な生息場所との遭遇によって影響されることが示唆されている（高越他，1976；南，19－
84；魏田，1991）。宮城水試（1975）および大森・嬬田（1988）によると、内湾に着底した稚魚は沿
岸砂浜のものより良好な成長を示す。
　イシガレイとマコガレイはほぼ同時期に浅所で底生生活へ移行するが、イシガレイは後者に
較べると粒度の粗い底質に生息域を求めることが知られている（小坂，1956；宮城水試，1975；大
『森r露田，1988）。内湾などで生育したイシガレイの当才魚は成長に伴って次第に沖合の深み・ト
移動する現象は各地で共通に認められている（Hatanaka　et　al．，1952；藤本他，1973；高越・秋
元，1975；岩田他1979；遊佐，1980；平川・小野，1985；大森・露田，1988）。特に万石浦と類似
した閉鎖的内湾である福島県松川浦で見られるイシガレイは万石浦の場合と同様な出現・移動
パターンおよび成長を持っている（平川・小野，1985；大関他，1987）。
　6）食性
　全長14～209㎜の373個体についての胃内容物組成を付表67に示した。．主に汀線付近で採集さ
れた49㎜までの稚魚ではハルパクチス目、ヨコエビ亜目、多毛綱、およびクマ目が3a3～58．9
％と高い出現頻度を示した。50～99㎜になるとハルパクチス目はほとんど見られなくなり、代
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わって貝虫亜綱およびタナイス目が重要餌生物群の一角を占めた。100～149㎜では饅生物の種
類が最も豊富であったが、多毛綱およびヨコエビ亜目を除くと、他の出現頻度は14％似下とな
った。『この全長区分では巻貝類、二枚貝類、短尾亜目、およびアナジャコ上科の利用度が高ま
った点が注目される。150m以上では空胃率が67．5％と高く、餌料項目数が急減した中で10％
以上の出現頻度を示したものは巻貝類と多毛綱のみであった。
　付表67を通覧すると、出現頻度の最も高い餌生物は底生生活初期にはハルパクチス目で、イ
シガレイの成長に伴ってヨコエビ亜目および多毛綱へと変化している。150㎜まではヨコエビ
亜目と多毛綱が重要餌生物群の根幹をなしているとみなされる。クマ目、貝虫亜綱、タナイス
目、アミ目、および二枚貝類水管は100㎜までの小形魚において出現頻度が高く、貝類および
十脚綱（短尾亜目およびアナジャコ上科）はそれ以上のサイズで捕食される傾向がうかがえる。
空胃率はイシガレイの成長に伴って明らかに上昇し、外海への移動と何らかの関連があること
が示唆される。
　浮遊生活期の仔魚はカラヌス類（卵、幼生、および成体）を中心として二枚貝類幼生などのプ
ランクトンを摂餌している（南，1984）が、底生生活へ移行すると多毛類、端脚類、アミ類、お
よび二枚貝類水管などへ食性が変化することが知られている嬢田・畑中，1973；藤本他，1973；
Omori　et　aL，1976；岩田他，1979；平川・小野，1985）。本研究で全長50㎜までの稚魚において
出現頻度が高かったハルパクチス目はプランクトン食からベントス食へ移行する際の橋渡し的
な役割を担っていると考えられる。
　イシガレイは成長に伴う食性の変化が著しく、大形魚では員類、十脚類、あるいは魚類に対
する依存度が高くなるとみられる（畑中他1954）。猛atanaka　et　aL（1952）および大森（1975）に
よると、仙台湾産イシガレイの重要餌生物としてラスバンマメガニおよびイカナゴが挙げられ
ている。
（113）マコガレイ（カレイ科）
　1）成長
　全長組成および年令　マコガレイの月別全長組成を図210に示した。4月下旬から新釜の汀線
付近で採集され始めた稚魚は7月に向かって急な成長を示し、7月には大部分が全長100㎜を越
えてモードは110～119㎜に形成された。一方、5月下旬から成長の良好な約50m以上の個体が
大浜沖の建網に入網し始めた。7月から10月にかけて成長が見られず、100㎜前後の個体が相対
的に増加したが、これは成長の良いものが湾外へ移動したための現象と考えられる。12月には
生後満1年で100～180㎜（モードは130～139㎜）に達すると推定される。
　満1才魚は徐々に成長し、4～5月に140～210㎜に達するとみられるが、6月以降満2才魚
との区別がはっきりしなかった。10月に得られた220～255㎜の個体を満1才魚とみなすと、生
後満2年で240㎜前後に成長すると推察される。イシガレイと同様に、万石浦に来遊したマコガ
レイは満1才の夏までにはほとんどが湾外へ去り、湾内に見られる満2才以上の個体は再来遊
したものであろう。
　仙台湾産マコガレイの成長は1年で体長約120㎜（推定全長146㎜）、2年で約200㎜（244㎜）と
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みられている（Hatanaka　and　Iwahash1，1953；宮城水試，1975；菊地他，1990）。他の水域では体
長が200㎜前後に達するのは約3年を要する（正木他1986a；Solomon　et　aL，1987；反田他19－
92）ことから、仙台湾産マコガレイは成長が良いと言える。
　雌雄の成畏差性別を判定した全長71㎜以上の当才魚および満1才魚にっいて、雌雄の月別
平均全長を示すと図211の通りである。サンプル数が少ないこともあり、月ごとのばらっきが
やや大きいが、満1才の5月までは雌雄の成長差は明らかでなかった。
　マコガレイの雌は雄よりも成長が速く、寿命も長いが、雌雄差が明瞭になるのは満2才以降
である（Hatanaka　and　Iwahashi，1953；正木他，1986a；Solomon　et　aL，1987；反田他，1992）。
　全長一体重関係　万石浦で採集した全長19～263㎜の96個体に仙台湾産の4個体（275～380㎜）
を加えて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、Y・＝4．348・10－6×3’204（r・0．9985）が得
られる。これによると、全長100㎜、200㎜、および300㎜の時の体重はそれぞれ1L　lg、102g、
および375gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達　当才魚および1～8月に採集された全長241㎜までの満1才魚では卵巣はすべ
て未熟で、その重量は0．62g以下（GSIはα39以下）であった。11月に得られた263㎜の雌では卵
巣重量が9．8g（GSI4．3）で産卵群とみなされた。
　213㎜までの雄にっいては精巣重量は0．10g（GSIは0．08獄下）であった。10～12月に採集され
た220㎜以上の個体のうち生殖腺重量を測定したものは上記の雌1個体のみであったが、これら
の中には産卵群の雄も含まれていた可能性があった。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　仙台湾におけるマコガレイの産卵期は12月上旬から1月上旬にかけ
てで、牡鹿半島西岸および宮戸島周辺の20m以浅のシルト域縁辺が産卵場となっている（狩谷
・白旗，1955；畑中他，1972；宮城水試，1975；高橋他，1986）。晩秋から初冬にかけて産卵群の
極く一部が万石浦へも入って来るが、これは偶発的なケースとみなされ、湾内で産卵すること
はないと言って良い。
　産卵群の全長および年令　Hatanaka　and　Iwaレashi（1953）、宮城水試（1975）、および宮城県
（1983）によると、仙台湾のマコガレイは雌雄ともに生後満2年で体長200㎜（推定全長244㎜）に
達してからほとんどが産卵に関与する。本研究でも生後満1年（全長180㎜以下）で、産卵群に加
入するとみられるものは見い出せなかった。
　4）性比
　性別を判定した全長71～263㎜の218個体について年令別性比をみると、当才魚では雌：雄＝
83：76、満1才魚以上では32：27であった。ともに性比の偏りは認められず、万石浦で見られ
るマコガレイは雌雄同数と考えられる。ただし、仙台湾では沿岸域および沖合域ともに雌は雄
よりも多い傾向があることが報告されている（Hatanaka　and　Iwahashi，1953）。
　5）出現時期および移動
　本研究でマコガレイ稚魚が汀線付近で採集されたのは4月下旬以降であったが、浮遊期稚魚
は2月上旬から外海から湾内への来遊があり、3月中旬から底生生活へ移行することが知られ
一311一
ている（高橋他，1986）。5月頃から成長の良い個体は順次深みへ移動し、8月頃から湾外へ移出
を始めると推察される。秋にはほとんどが全長100㎜を越え、年内に湾外へ去る。満1才魚とし
て湾内に留まっていたものも2年目の夏までには湾外への移出を終了すると判断される。その
後湾内で採集される200皿以上（約満2才以上）の個体は一度湾外へ出た後に再来遊したものであ
ろう。
　イシガレイは汀線付近で全長15㎜前後に達して着底するのに対し、マコガレイの場合は汀線
から離れた深みにおいて10㎜近くで着底し、その後汀線付近に移動するとみられている（遊佐，
1980；南，i1981；宮城水試1982b；睦谷1988）。イシガレイの着底期稚魚が汀線付近に出現す
るのは2月中旬と早いことから、宮城水試（1982b）が指摘しているように汀線域での出現時期に
は両種間でずれが認められる。マコガレイは砂質底よりも泥質底を好む（小坂，1956；宮城水試，
1975；大森鶏田，1988）。
　6）食性
　全長19～263㎜の338個体について、胃内容物組成を付表68に示した。底生生活を始めた49㎜
までの稚魚ではハルパクチス目、クマ目、ヨコエビ亜目、および多毛綱が排外的に捕食されて
おり、特に前2項目の出現頻度はそれぞれ約94％および77％に達した。5G～99㎜では館生物の
種類が増加し、ハルパクチス目およびクマ目に対する依存度が急低下した代わりに多毛綱およ
びタナイス目の出現頻度が上昇した。100㎜以上になると空胃個体が多く、出現頻度が10％を
越えるものは多毛綱およびヨコエビ亜目のみで、多毛綱が最も重要な餌生物とみなされた。空
胃個体は49皿までは皆無であったが、成長に伴って増加し、100㎜以上では空胃率は約50～60
％に達した。
　底生生活を始めたマコガレイが成長に伴って主要餌生物をハルパクチス目（およびクマ目）か
らヨコエビ亜目、多毛綱へと変化させていることはイシガレイと同様であるが、マコガレイの
方が早め（全長50～99㎜）に多毛綱に対する依存度を強めていると言える。イシガレイはマコガ
レイに比べて胃内容物の種類が豊富で、全体でみると空胃率は低かった。
　浮遊期のマコガレイ仔魚は珪藻類、貝類幼生、およびカイアシ類幼生・成体を摂食している
ことが報告されている（南，1981）。宮城水試（1982b）および宮城県（1983）は万石浦の干潟域で採
集されたマコガレイ稚魚の主餌料は成長に伴ってカイアシ類、端脚類、クマ類、および多毛類
へと変化し、多毛類は選択的に捕食されていることを示した。
　仙台湾のマコガセイは春から初夏にかけてラスバンマメガニ（稚ガニ）をよく食べるが、年間
を通して多毛類に対する依存度が極めて高く、その他二枚貝類、イソギンチャク類、巻貝類、
およびヨコエビ類が主な餌料となっている（Hatanaka　and　Iwahashi，1953；大森，1974；宮城水
試19751Honda，1992）。大森（1974）によると、多くの感触毛や鯛冠を有する管棲の多毛類、イ
ソギンチャク類、二枚貝類の水管、イカリナマコ類、および後鰯類がマコガレイにより選択的
に捕食されているとみられている。
（114）ヌマガレイ（カレイ科）
1）成長
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　全長組成および年令　サンプル数が少なかったが、万石浦で採集されたヌマガレイの月別全
長組成を図212に示した。5月下旬か6月中旬にかけて全長39～44㎜の稚魚3個体が新釜および
志畑川感潮域で得られた。8月には100㎜前後、生後満1年にあたる12～1月には140～180㎜に
成長すると推定される。満1才魚の成長は比較的ゆるやかで、生後満2年で200～250㎜に達す
るとみられる。
　雌雄の成長差本研究ではサンプル数が少なかったため、雌雄の成長差を明らかにできなか
ったが、仙台湾産ヌマガレイについて研究したKosaka（1974）の報告によると、雌は雄よりも成
長が良いことが知られている。これによると、雌は生後満1年で体長110㎜（推定全長134㎜）、
満2年で210㎜（256㎜）、満3年で250㎜（305㎜）、および満5年で300㎜（366㎜）であるのに対し、
雄の場合はそれぞれ110㎜、200㎜、230㎜、および270㎜となっている。
　全長一体重関係　全長39～250㎜の20個体にっいて、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Y＝3．996・10p6×36221（rニ0．9982）が得られる。これによると、全長100㎜、200㎜、および
250㎜の時の体重はそれぞれ11．Og、102g、および211gとなる。
　2）成熟
　生殖腺の発達
　12～2月に採集された7個体（全長152～250㎜）および8月に得られた1個体（213㎜）の卵巣重
量は1個体を除くとすべて2．3g以下（GSIは1．1以下）で、卵径は0．2即に達しなかった。12月下旬
に見られた215㎜の雌は重量12．Og（GSI9．7）および卵径0．5㎜の卵巣を有していたことから、産
卵群とみなされた。
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　雄9個体（全長137～190㎜）では4月上旬に得られた1個体（176㎜）の精巣重量が0．10gで、そ
の他はすべて0．01gに達しなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳩
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　仙台湾産ヌマガレイの産卵期は12～2月（盛期は1月）で、産卵場は石
巻から閑上にかけての水深15～30mの水域である（Kosaka，1974）。万石浦に出現するヌマガレ
イはここで産卵されたもので、万石浦で産卵することはないと考えられる。
　産卵群の全長および年令　上述の通り、本研究では12月下旬に採集された雌1個体が産卵群
と認められたが、雄の場合は産卵群が含まれていたかどうかはっきりしなかった。Kosaka（19－
74）によると、ヌマガレイの生物学的最小形は雌では体長194㎜（推定全長238m）、雄では165㎜
（202㎜）とされていることから、生後満2年から産卵群に加入すると判断される。
　4）性比
　本研究で性別を判定した17個体（全長137～250皿）では、雌：雄＝8：9であった。仙台湾の
ヌマガレイにっいてKosaka（1974）は体長150㎜までは雌雄同数であるが、160～250㎜では雄は
雌よりも多く、260㎜を越えるものでは逆に雌の方が卓越することを報告している。これは雌
は雄よりも成長が良く、また寿命が長いことによる現象と解釈される。ただし、産卵期に産卵
場に集まるヌマガレイは雄が多く、雌の4倍に達することが知られている（Kosaka，1974）。
　5）出現時期および移動
　仙台湾北部で発生したヌマガレイ仔稚魚はイシガレイおよびマコガレイと同様に内湾や河口
域に来遊し、3種の中では最も低塩分水域に侵入する（中村，1976；大森・露田，1988）。本研究
でも5月下旬に志畑川感潮域で全長44㎜の稚魚1個体が採集された。ヌマガレイは万石浦に周
年生息すると考えられるが、採集個体数が少なかったため来遊量はわずかであると推定される。
　6）食性、
　全長149㎜までの小形ヌマガレイの胃内容物については7個体しか調査できなかったが、40㎜
前後の稚魚ではヨコエ∫ビ亜目、多毛綱、および貝虫亜綱が食べられており、137～149㎜ではア
ミ目およびクマ目が出現した（付表69）。150㎜以上の13個体において3回以上の出現頻度を示し
た餌生物はヨコエビ亜目、アミ目、魚類、多毛綱、二枚貝類、および長尾亜目であった。空胃
個体は149㎜までは1個体（14．3％）に過ぎなかったが、それ以上では6個体（46．2％）に増加した。
　Kosaka（1974）によると、河口汽水域におけるヌマガレイ稚魚の主要餌生物は端脚類およびア
ミ類であるが、成長に伴って多毛類、．二枚貝水管、魚類、長尾類、および短尾類が食べられる
ようになり、成魚ではエビジャコおよびラスバンマメガニにたいする依存度が高まるとされて
いる。
（115）マツカワ（カレイ科）
　本研究でマツカワは採集されなかったが、宮城水高旧職員測1［喜一氏によって万石浦で釣獲
された全長約200㎜の個体（採集年月日不明）が写真に残されている。本種は仙台湾における底
魚群集の優占魚種とは認められず（宮城水試，1975；大森，1979）、万石浦への来遊は極めて稀な
ケースと考えられる。
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（116）ホシガレイ（カレイ科）．
本研究でホシガレイは10～12月に5個体（全長182～410㎜）および5月（180㎜）と8月（103皿）
にそれぞれ1個体が太浜沖の建網で採集されたのみであった。万石浦で仔種魚の出現は確認さ
れていない。仙台湾では周年漁獲される（大森，1979）が、万石浦へは着魚～成魚が稀に来遊す
るものと思われる。
（11了）アミメハギ（カワハギ科）
本研究においてアミメハギは9月に2個体（全長30～41㎜）が新釜で採集された。この他に19－
7Q年から1977年の間に万石浦で採集された5個体（25～34㎜）の標本がある。これらはすべて稚
魚であり、成魚は全く見られないことから本種の再生産が湾内で行われているとは考え難い。
：剰ヒ水域には本種の稚魚が出現する．（小達，1967）ので、上記の個体は南部水域から輸送されて
来て万石浦に入り込んだものと考えられる。
（118）カワハギ（カワハギ科）
本研究でカワハギは10月に新釜で1個体（全長180㎜）が採集されたのみであった。東北水域で
の出現は死滅分散の例と考えられる。　　　　　　　　　　　　　．
（119）ウマズラハギ（カワハギ科）
　ウマズラハギは5月に犬浜沖で1個体（全長201㎜）および10月に新釜で11個体（186～265㎜）が
採集された。本種は仙台湾において湾中央部から南部に至る40m以深の場所で生息密度が高く、
秋に湾南部からの北上回遊があるとみられている（大森，1979）。万石浦への来遊は一時的なも
のであろう。
（120）音ザナミフグ（フグ科）
　本研究においてサザナミラグは11月に太浜沖の建網に全長60㎜の若魚1個体のみが入網した。
本種は東北水域へ死滅分散として輸送されると考えられる。
（121）クロサバフグ（フグ科）
本研究でクロサバフグは9月に大浜沖で全長75㎜の若魚が採集されたのみであった。酒井（19－
86）は全長232㎜の本種の写真を掲載し、南三陸へは夏から秋にかけて来遊すると述べている。
東北水域へは未成魚も出現すると言えるが、いずれにしても死滅分散の例とみなされよう。
，（122）クサフグ（フグ科）
1）成長．
　全峯組成および年令　クサフグの月別全長組成を図213に示した。7月上旬から9月中旬にか
けて全長5㎜から35㎜までの仔稚魚が大森、新釜、および猪落で採集された。10月に当才魚は
20㎜から30㎜台に成長するとみられるが、その後当才魚と思われるものは4月に1個体（44㎜）
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が得られたのみであった。8～10月に50～59㎜をモードとする山は満1才魚群と判断されるこ
とから、生後満1年（6月）での全長は50㎜前後と推定される。
　満1才魚の成長は顕著ではなく、生後満2年で主群は70～90㎜、満3年で120～130㎜とみて
良いだろう。150㎜を越える大形個体は満4～5才魚であろう。
　雌雄の成長差　満1才魚までは雌雄の成長差はほとんどないようであったが、満2才魚とみ
られる6～8月の全長組成では雌の大形化傾向が認められた（図213）。性別を判定した個体の
うち150㎜を越えるものでは雄は2個体（165～174㎜）に過ぎず、他はすべて雌であった。
　クサフグ産卵群では雌雄間にサイズの差はないとする報告も見られる（野崎他1976）が、普
通雌は雄よりも相対的に大きいことが報告されている（Uno，1955；片山他，1964；鈴鹿・磯貝，
1979）。
　全長一体重関係　全長6～203㎜の100個体について、全長（X）一体重（Y）関係式を求めると、
Yニ3．647・10－5×2’867（r・0．9983）が得られる。これによると、全長50㎜、10Q㎜、150㎜、
および200㎜の時の体重はそれぞれ2．7g、19．8g、63．3g、および144gとなる。
　2）成熟
　卵巣の発達　図214に示した通り、10月から4月の間卵巣についてのGS1はL7～3．3の群（全長
131㎜以上）と0．50以下の群（74㎜以下）とに分かれた。前者は産卵群で、後者は小形魚であるこ
とから非産卵群と考えられる。産卵群のGSIは5月に2．3～19．1に上昇し、6～7月にはすべて8．O
～24．3の範囲に達してピークを形成した。8月になるとGSIの最高値は15．1とやや下がり、下旬
から放卵後の個体（GSIは5．8以下）が出現して、9月にはGSIはすべて1．9以下となった。
　非産卵群のGSIは5月以降ほとんどがL4以下であった。7～8月にGSIがL5～3．6に達するも
のも見られたが、これらは卵巣に中空部分がなく放卵個体とは異なっていたので、非産卵群と
判断された。
　卵径の季節変化　10月から4月までの間卵径はO．3㎜を越えることはなかったが、その後急速
な増大が見られ、5月に径0．6㎜以上の卵が出現した（図215）。6～8月に産卵群の卵径は大部
分が0．6～0．8㎜で、放卵個体では0．5㎜以下となった。完熟卵巣は8月に1例観察され、その卵
径は0．8㎜であった。完熟卵は0．8～1．0㎜の大きさで産卵されるとみられる（Uno，1955；片山・
藤田，1967；Honma　et　a1．，1980）。
　非産卵群では7～8月に0．3～0．4㎜の卵を有する個体も若干存在したが、それ以外はすべて
G．2㎜以下であった。
　精巣の発達　図214に示した通り、精巣についてのGSIの月別変化は卵巣の場合とほぼ同様で
あった。10～12月の間GSIは1．3以下であったが、4月から上昇を示し、5月になると5．0～22．3
の範囲に達するものが急増した。6月にGSIはピーク（最大27．2）に達し、6～7月にはGSIが5．7
～27．2を示すものと1．1以下のものとに明瞭に分離したことから、前者は産卵群、後者は非産
卵群と判断された。産卵群のGSIは8月に1．2～6．6、9月には0．85～2．7に低下したが、これら
はすべて放精後の個体であった。
　本研究では精巣のGSIは卵巣の場合と同様なピークを形成したが、Honma　et　al．（1980）は佐
渡の産卵場で得たクサフグでは精巣のおけるGSIのピーク（5月下旬～6月上旬）は卵巣のそれ（6
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月中旬）に先立って見られ、それも15．0を越えないことを報告している。この違いは採集場所
（産卵場所か否か）に依るものなのか、それとも地域的なものなのか興味が持たれる。
　3）産卵
　産卵期および産卵場所　5月下旬に径0．6㎜以上の卵を有する個体も見られたが、仔魚の出現
が7月上旬以降であったことから、産卵は6月上旬に始まり、8月中旬まで続くと推測される。
ただし、GSIの変化からみると7月下旬までにはほとんどが産卵を終了するものと思われる。
　クサフグの産卵場は普通急峻な山が海に迫った岩礁地帯で、小石のある南面した海岸が選ば
れる（Uno，1955；片山・藤田，1967；Honma　et　a1．，1980）が、背後に崖を控えた砂礫浜あるいは
岩棚での産卵も観察されている（野崎他，1976；鈴鹿・磯貝，1979）。万石浦では水路部の大森付
近が産卵場として最も好適な条件を備えていると考えられるが、産卵は確認されておらず、ま
たそのような情報も得られていない。湾内では完熟個体がほとんど見られないことおよびふ化
直後の仔魚（全長2～4㎜）が得られていないことから、湾内ではなく水路部に近い牡鹿半島寄
りの海岸で産卵が行われていると推察される。
　産卵群の全長および年令　6～8月に採集されたクサフグのうちGSIを求めた雌雄において、
全長およびGSIとの関係を図216に示した。雌では全長115㎜以下の個体はすべて未熟（GSIは3．6
以下）で、121～143㎜の3個体を除くと、120㎜以上のものは成熟個体あるいは放卵個体であっ
た。従って、雌の生物学的最小形は全長120㎜とみなされ、生後満3年で一部の個体を除いて成
熟すると推測される。
　雄では未熟個体（GSIは1．1以下）は111㎜まで存在したが、成熟個体は75㎜から出現した（図
216）。雄の場合、生後満2年で一部が、満3年でほとんどが産卵群に加入すると判断される。
　本研究の結果に加えてUno（1955）、片山他（1964）、および野崎他（1976）の報告を参考にする
と、クサフグの生物学的最小形は雌では全長100～120㎜、雄では75～100㎜の範囲にあると推
定される。
　4）性比
　性別を判定した全長24～203㎜の489個体にっいて、全長区分別性比を表37に示した。全長89
皿までは雌雄同数とみなされるが、それ以上では雌は雄よりも多く，有意差（P＜0．Ol）が認め
られた。特に150㎜以上の大形個体では雌は95．5％を占めた。換言すると、満2才までの未成魚
群では雌雄同数であるが、満3才以上の成魚群では雌の方が卓越すると考えられる。
　本邦各地のクサフグ産卵場で観察された産卵群の性比は雄に著しく偏っていることが共通し
て知られている（Hon皿a　et　a1．，1980）。本研究で扱った成魚群に関するデータは産卵場外で、
ほとんどが産卵期およびその前後に得られたサンプルに基づいている。産卵期が近付くと雄は
表37．クサフグの全長別性比．＊＊，p＜0．Ol．
全長（㎜） 24～8990～149 150～203合計
♀♂ 157
49
90＊＊
9＊＊
42＊＊
＊＊
289＊＊
00＊＊
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雌に先立って産卵場付近に集結し、産卵期間中そこに留まって数度の産卵活動に関与するが、
雌は完熟に達したものが順次産卵場に来遊し一度の産卵で産卵場を去る（Uno，1955；｝片山他，
1964；野崎他，1976；小林他，1978；Honma　et　aL，1980）ため、産卵場では雄が卓越し、産卵場
以外では雌が多いという現象が生ずると推察される。本研究で全長150㎜以上の個体で特に雌
の比率が高かったことについては、雌雄の成長差あるいは寿命の差が関連している可能性があ
る。
　5）出現時期および移動
　7月上旬から9月中旬にかけて全長lO㎜以下の仔稚魚が万石浦の浅所に出現し、10月には20
㎜以上に成長して湾外へ去ると考えられる。満1才以上のものは4月中旬から湾内に姿を見せ始
め、夏から秋にかけて普通に見られるが、遅くとも12月中旬には姿を消す。8月に放卵・放精
後の個体が採集されたことから、産卵群は一度湾外へ出て産卵に関与して一部は再来遊すると
判断される。上記の通り、クサフグの万石浦での出現は4月中旬から12月中旬までの期間に限
られ、これ以外の低水温期に採集されることはなかった。
　6）食性
　全長6～203㎜の282個体にっいて、胃内容物組成を付表70に示した。クサフグの場合、食
物は短時間で胃を通過する（片山・藤田，1969）ため、便宜上消化管内容物を胃内容物とした。
全長29㎜までの仔稚魚ではハルパクチス目およびヨコエビ亜目の出現頻度がそれぞれ85．0％お
よび62．5％で特に高く、ほとんどこれらに依存していると言える。
　30～89㎜では胃内容物の種類が多様化し、特定の館生物を専食する傾向は見られなくなるが、
中でもヨコエビ亜目、有扇亜目、および巻貝類の出現頻度が比較的高かった。90㎜以上になる
と浮遊性動物は見られなくなり、十脚目（短尾亜目、ヤドカリ科、および長尾亜目）の出現頻度
が高まる傾向が認められた。空胃個体は6～29㎜では皆無であったが、30㎜以上の全長区分で
は43．1～60．7％に達した。
　体長100㎜前後のクサフグの消化管内容物を調査した片山・藤田（1969）によると、短尾類の
出現頻度が最も高く、次いで巻貝類および二枚貝類・多毛類の順であった。本研究で二枚貝類
を捕食していた個体はわずか2例に過ぎなかった。
（123）ヒガンフグ（フグ科）
　本研究でヒガンフグは4月中旬から8月下旬の間に建網で計13個体（全長155～250㎜）が採集
された。4月下旬～5月中旬に得られた雄2個体は（全長232～240㎜）は完熟精巣を有し、その
GSIは15．7～16．5を示した。すべての個体にっいて生殖腺を観察した訳ではなかったが、成熟
雌は見られなかった。仔稚魚が得られていないことから本種は万石浦では産卵しないと考えら
れる。松島湾での産卵期は4～5月とみられている（谷田他，1957）。本研究で胃内容物調査を行
った7個体はすべて空胃であった。
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IV．万石浦の魚類相の特徴
1．宮城県沿岸魚類相との関係
　宮城県沿岸（河口域を含む）の魚類相に関しては下記の報告がある。谷田他（1957）、畑中・飯
塚（1962a，1962b）、小坂（1967）、Okata（1976）、大森（1979）、および川崎・佐々木（1980）は松
島湾を含む仙台湾の魚類相について、酒井（1986）は南三陸産の魚類にっいて、中村（1962）、中
村（1976）、佐藤・小畑（1976）、および佐藤（1979）は河口域に出現する海産魚類について、さら
に霜山他（1993）は宮城県の海産・淡水産魚類について記録している。これらの報告および本研
究を総合すると、宮城県沿岸で見られる魚種は350種余りとなる。宮城県沿岸魚類相を仮に350
種とすると、万石浦にはその33．7％に相当する118種（淡水一汽水域で生活史を完結するギン
ブナ、モツゴ、ドジョウ、メダカ、およびアベハゼの5種を除く）が見られることが明らかに
なった。
　万石浦の魚類相において特徴的なことは軟骨魚類が全く含まれないことおよび沿岸回遊性の
アジ科とサバ科ではそれぞれマアジとマサバが記録されたに過ぎないという点である。マサバ
は本研究で稚魚が1個体得られたのみであることから、幼魚期以上の段階で万石浦へ来遊する
可能性はほとんどないと考えて良い。
　谷田他（1957）は万石浦と同じ仙台湾の付属湾である松島湾からlll種（？が付された2種を除
く）を報告した。これらは主に定置網の一種“賓網”で漁獲されたもので、干潟や磯に生息す
る小型種の多くが脱落していることは間違いないが、万石浦の魚類相との共通種は57種に留ま
っている6松島湾からは軟骨魚類4種およびアジ科魚類5種が記録され、マサバの出現も高水
温期には偶発的なものではない。この相違は湾口部の形態、つまり松島湾は万石浦より湾の開
放性が高いということを反映ていると解釈される。
　万石浦で見られる魚類は大別すれば万石浦で生活史を完結する40種（V章3（2）参照）と生活
史のある時期に万石浦一外海間を移動する83種とに区分される。全体からみると、約3分の2
の魚種が仙台湾と何らかのっながりを有していると言える。マアナゴ、スズキ、メバル、タケ
ノコメバル、アイナメ、ギスカジカ、イシガレイ、およびマコガレイのような仙台湾で漁獲さ
れる有用魚種は稚若魚期の段階で万石浦に出現するものが多いことも大きな特徴である。これ
は万石浦が沿岸魚類資源を維持する魚類の生育場として機能していることを意味する（第W章
2（3）で細述）。
　万石浦一仙台湾の水域に生息する魚類の中には同じ科内において万石浦で普通に見られる種
と仙台湾では普通種であるが、万石浦では全くあるいは稀にしか見られない種の両方が含まれ
ている場合がある。6例を表38に示した。
　外海性が強いイシカワシラウオ（平川，1991）とウミタナゴ（Abe，1969）は万石浦では全く採
集されなかった。シラウオが外海域へも移動するかどうかは確認してないが、アオタナゴにつ
いては万石浦内外を出入りしていることは間違いない。パゼ科のウキゴリ属（6種）、チチブ属
（3種）、およびマハゼ属（2種）の魚類にとって、万石浦は一生を通じて生活の場となるが、アカ
ハゼ属（1種）およびキヌバリ属（2種）魚類は湾内では稀にしか見られない。カジカ科のギスカジ
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表38．万石浦一仙台湾水域に生息する魚類において、同一科の中で万石浦で普
　通に見られる魚類（A）および全くあるいは稀にしか見られない魚類（B）．、
科
A
B
シラウオ科 ウミタナゴ科　ハゼ科 フサカサゴ科　　　　　カジカ科 加イ科
シラウオ　　　　　　アオタナゴ
イシカワシラウオ　　　　ウミタナゴ
　　　　　オキタナゴ
ウキゴ嘱纈　　メバル
チチ嘱纈
マハゼ属纈
アカハゼ属魚類　　　　　クロソイ
キヌパ嘱顯　　ムラソイ
ギスカジカ　　　　ィシガレイ
　　　　マコ蜘イ
・ケムシカジカ　　　　ホシガレイ
　　　　マ蜘イ
カは仔魚期から成魚期のものまで見られるが、ケムシカジカは稚若魚が稀に採集されるに過ぎ
ない。メバル、イシガレイ、およびマコガレイは稚若魚期を過ごす場所として、万石浦に大き
く依存している。一方、クロソイ、ムラソイ、ホシガレイ、およびマガレイにとっては万石浦
の存在は生活史の上で大きな意味を持たないと考えられる。
　高木（1966）はビリンゴ、ジュズカケハゼ、ニクハゼなどが優越するのは閉鎖的な小湾や内湾
アマモ場で、アカハゼ、コモチジャコ、スジハゼが優越するのは比較的大きな湾内であること
を見い出し、日本の内湾をウキゴリ属型とコモチジャコ（アカハゼ）属型に大別している。万石
浦および仙台湾（宮城水試，1975）におけるハゼ科魚類の分布状況から見ても、この見解は支持
される。上述したように、低戯部の砂泥域に標徴的な属としてはウキゴリ属の他に、マハゼ属
とチチブ属が挙げられよう。
2．内湾域魚類相の特徴
　万石浦は大きな流入河川をもたないため、四季を通じて塩分は外海水の90％前後を維持する
（図5）が、地形的にみると閉鎖性が極めて高い（図2）。また、前節で述べたように、万石浦で
は内湾性の強い魚種が多く見られることから、万石浦の魚類相は内湾域魚類相の1っとして位
置づけられる。以下では内湾域魚類相の特徴にっいて考察したい。
　本邦各地の内湾域における魚類相については次のような研究がある：サロマ湖（疋田・柴田，
1964）、能取湖（疋田，1952）、野付湾（水島・富田，1984）、厚岸湾（Sato，1937，1940）、八郎
潟（片岡，1965）、加茂湖（本間他，1981）、松島湾（谷田他，1957）、東京湾湾奥部（竹内他，
1978；東京都水試，1990）、横浜市沿岸（岩田他，1979；工藤他，1986）、下田湾・鍋田湾（西
脇・小池，1980）、浜名湖（千葉，1980）、三河湾（大島，1954）、笠岡湾（Onbe　and　Kakuda，
1962）、山口県瀬戸内海側（宇都宮他，19541冨山・陣之内，1977；八柳，1981）、舞鶴湾（南，
1977；西田他，1977）、由良川沖（南他，1977）、宍道湖・中海（越川，1985，1986）、油谷湾
（森，1995）、博多湾（福岡市教育委員会，1957）、志々伎湾（中坊，1980）、有明海（内田・塚
原，1955；田北，1980；鷲尾他，1996）、富岡湾（Kikuchi，1968）。
　これらの研究に基づいて、北海道から九州までの内湾域に共通して認められる科および代表
的な魚種（群）を挙げると次の通りである：ニシン科（コノシロ、サッパ、マイワシ）、力夕
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クチイワシ科（カタクチイワシ）、サヨリ科（サヨリ）、ヨウジウオ科（ヨウジウオ）、ボラ科
（ボラ、メナダ）、アジ科（マアジ）、メジナ科（メジナ）、タイ科（クロダイ、マダイ）、イシ
ダイ科（イシダイ）、ウミタナゴ科（アオタナゴ、ウミタナゴ）、サバ科（マサバ）、ハゼ科（マ
ハゼ属魚類、アカハゼ属魚類、ウキゴリ属魚類、チチブ属魚類）、ニシキギンポ科（タケギン
ポ、ギンポ）、フサカサゴ科（メバル、クロソイ）、アイナメ科（アイナメ、クジメ）、カジカ
科（アサヒアナハゼ）、カレイ科（イシガレイ、マコガレイ）、カワハギ科（アミメハギ、カワ
ハギ）、およびフグ科（クサフグ）が挙げられる。これらの魚種の中には内湾ばかりでなく、
沿岸開放域や外海岩礁域でも普通に見られるものを多く含んでいる。これは内湾を独立した存
在でなく、沿岸の一部あるいは外海と陸水を結ぶ移行域として捉える必要性があることを物語
っている。
　キュウリウオ科、サケ科、トゲウオ科、タラ科、ハタハタ科、およびトクビレ科に属する魚
類は東北以北あるいは日本海の内湾に限って見られ、サンマ科およびクサウオ科もこの傾向が
強い。北海道ではタウエガジ科、フサカサゴ科、アイナメ科、カジカ科、トクビレ科、および
カレイ科の魚類が多いのが特徴的である。逆に、アカエイ科、ゴンズイ科、エソ科、ヒイラギ
科、イサキ科、ベラ科、ハオコゼ科、ホウボウ科、ササウシノシタ科、およびウシノシタ科の
魚類は本邦中部以南の内湾で極めて普通に出現する。
　同じ科に属する魚類では水温に対する適応性により類似した分布範囲を持っのが一般的であ
るが、中には特定の分布域を示す魚種も存在する。ニシン科のニシン、コイ科のマルタ、およ
びハゼ科のヘビハゼの場合は同科の他種とは異なり、関東以北の冷水域に限って分布する例と
言える。
　万石浦の魚類相の中でハゼ科魚類は23種（全体の18．7％）を数え、最も大きな優占群となっ
ている。比較のために、他の内湾域の魚類相におけるハゼ科魚類の占有率は上記した報告に基
づくと、次の通りである：サロマ湖4．1％、能取湖3．6％、厚岸湾L8％、八郎潟11．7％、松
島湾4．4％、横浜市沿岸13．3％、下田湾・鍋田湾7．4％、浜名湖8．4％、三河湾9．9％、笠岡
湾8．4％、舞鶴湾8．9％、中海16．9％、宍道湖21．1％、油谷湾12．8％、博多湾7．5％、有明海
14．3％、および富岡湾5．O％。水域により採集方法および精度が異なる上、ハゼ科魚類はほと
んどが小型種であるため、実際に生息していても採集漏れとなっている例が多いと考えられる
が、概括的な比較は可能であろう。
　北海道でハゼ科魚類の占有率が低いのは水温の制約を受けているためであることは疑いがな
い。万石浦と同様に閉鎖性の高い宍道湖および中海で高値を示す点が注目される。高木（1966）
が指摘しているように、ハゼ科魚類の豊富さは内湾魚類相（少なくとも東北以南）を特徴づけ
るものとみなされる。閉鎖性が高く内湾度の高い水域において、よりハゼ科魚類の種類が多い
と推察されるが、この点に関しては各地での詳しい調査が望まれる。
3．動物地理学的魚種構成
奥野（1964）はある水域の魚類相の中でスズキ目を南方系グループ、そしてカサゴ目を北方
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分布パターン
千島列島
北海道～岩手県
宮城県
福島県～千葉県
神奈川県～台湾
フイリピン以南
種　　数
1 2　　3　　4　　5　　6　　7　　8
314　3
図217．万石浦に出現する魚類の西部太平洋における分布パターン．
系グループとみなし、それぞれの目に含まれる魚種の割合によりその魚類相の構成要素を判断
する目安とした。これに従うと、万石浦の魚類相ではスズキ目およびカサゴ目はそれぞれ全体
（自然分布でないギンザケとモツゴを除く）の5α4％および14．9％を占める。これを浜名湖（千
葉、1980）および厚岸湾（Sato，1937，1940）、さらに林（1979）が整理した本邦各地の魚類相の
数値と比較すると、万石浦の魚類相は南方系と北方系の相互移行的な魚類相とみなすことがで
きる。
　奥野（1964）の方法は簡単で、ある水域における魚類相の動物地理学的構成要素の概要を把握
するには便利である。ただし、スズキ目の中にもゲンゲ亜目（中坊（編），1993）魚類のように分
布から見ると北方冷水域で分化したと考えられる魚類群が含まれていること、また、目の分類
体系が研究者によって変更されることがあるなどの問題点が残される。
　万石浦に出現する121種（ギンザケとモツゴを除く）について、本邦各地およびインド・太平
洋における既往の出現記録（多くの論文を参照したが、本研究で直接引用したもの以外はr引
用文献」に載せなかった）に基づいて、西部太平洋における地理的分布範囲を整理すると、図
217に示したように8型に類別できる。
　パターン1および2はフィリピンからインド洋にかけての水域に分布の中心を持っ21種（全体
の17．4％）の亜熱帯性魚類によって構成され、本邦の中・北部にも出現するものである。パタ
ーン1にはコボラ、ネンブツダイ、クロホシフエダイ、メイチダイ、およびサザナミフグの5
種が含められ、現在のところ宮城県が分布の北限となっている。パターン2は宮城県以北でも
記録されているものである。21種中13種は夏から秋にかけて東北水域へ運ばれ、冬期には死滅
する無効分散を行う魚種と考えられる。残りの8種は冬期までには他の水域へ移動する（アカカ
マス）か、越冬を繰り返して成長し暖水域へ産卵回遊を行う（ウナギおよびボラ）か、あるいは
東北水域に定着して恒常的な再生産を繰り返す（ドジョウ、トウゴロウイワシ、シロギス、シ
ログチ、およびニベ）とみられる。　　　　　　・　　　　　　．
一325一
　パターン3～5を構成する魚種は本邦周辺海域に分布する温帯性魚類と呼べるもので、合計
80種を数え、66．1％を占める。千島列島では記録されていないが、樺太に分布するものは便宜
的にパターン5に含めた。また、サクラマス（ヤマメ）は神奈川県および台湾にも分布するが、
生態特性からみてパターン7へ移した。パターン3を構成するエドハゼ、ヒモハゼ、アベハゼ、
およびトビイトギンポの4種は宮城県が北限となっている。パターン4は全体の54．5％に相当
する66種を包含し、万石浦に出現する魚類の根幹をなすものである。パターン1から3までは
明らかに黒潮の影響を受ける水域内に分布する。パターン4および5は水温に対する適応範囲
が広い魚種から成り、九州から北海道にかけて主要分布域を持っ。
　パターン6～8は亜寒帯（冷水性）要素を示し、主に千葉県以北の親潮の影響がある水域内
に生息する魚種によって代表される。これらには計20種（全体の16．5％）が含められ、タウエガ
ジ科、カジカ科、およびクサウオ科の魚類が全部で9種を占める。パターン6はヘビハゼ、フ
サギンポ、およびムツカジカによって構成され、ヘビハゼはハゼ科の中では唯一冷水性魚類と
しての分布パターンを示す。このグループは厳密には亜寒帯性魚類とは言い難く、温帯性と亜
寒帯性の中間的な性格（冷温帯性）を持っている。』パターン8を表すムシャギンポ、ハナジロ
ガジ、およびエゾクサウオの3種は宮城県が南限となっている。
　塩垣（1988b）は青森県において北方種の無効分散の例（ヨコスジカジカ、オコゼカジカ、クチ
バシカジカ、サイトクビレ、ニセナメトクビレなど）を報告した。万石浦に限ってみればこの
ような魚種は見当たらないが、クチバシカジカは宮城県から知られている（霜山他1993）こと
から宮城県全体としてみれば北方種の無効分散の例が存在することを示している。
　西村（1981，1990）は日本近海の生物群集を9の分布要素に区分している。インドー西太平洋
要素およびこれから派生した魚類群は南日本系（南方系）あるいは暖流系と呼ばれるのに対し、
オホーックーべ一リング要素およびこれから派生したものは北日本系（北方系）あるいは寒流系
と呼ばれている。これらに準拠すると、パターン1および2はインドー太平洋要素、3～5は
東亜固有要素、および6～8はオホーツクーべ一リング要素とみなされ、東亜固有要素は北方
系と南方系との混合群となっている（ただし、パターン6および7にも一部南方系を含む〉。
　以上のことを要約すると、万石浦の魚類相は本邦周辺で分化したと考えられる東亜固有要素
がその根幹（66．1％）をなし、ほぼ同数（約17％）のインドー西太平洋要素とオホーツクーベーリ
ング要素とを包含していると言うことができる。種数の上では南方系（78種）は北方系（43種）を
上回っているが、前者の中には無効分散の例（15種）や関東以南の暖水域で再生産を行うと考え
られるもの（13種）が多いことから、再生産という視点からみると万石浦の存在は北方系の魚種
にとって相対的に重要性が高いと考えられる。
4．黒潮による南方系魚類の輸送
　本邦中部以南の暖水域に分布の中心を持つ魚類が本来の生息地を離れて、日本海および東北
～北海道の太平洋沿岸に出現する例については多くの記録がある（例えば、Sato，1937，1940；
Hikita，19511西村，1958，1976，1981；小林・阿部，1962；小林・池田，1962；阿部，1964；
Ueno　and　Abe，1966a，1966b，1968；小達，1967；阿部他，1968；丸山，1971；1i崎・佐々木，
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1980；塩垣，1982；阿部他，1983；鈴木，1985；酒井，1986；松浦他，1988；㎞aoka　et　a1．，
1989；松本，1991；本間，1992）。これらのほとんどが稚魚一未成魚の段階で来遊し、冬期の
低水温に耐えられず死亡すると考えられることから、このような来遊は無効分散あるいは死滅
回遊と呼ばれ、本来の生息域（産卵場）から年々幼体の補給を受けることによって維持される生
物の集団は擬集団と称される（西村，1976，1981；鈴木，1985）。南方系魚類の北方域への輸送
を担うものは黒潮およびその分派の対馬暖流であることに疑いの余地がない（西村，1958，1976，
1981；内田・道津，1958；服部，1964，1965；平野，1965）。
　ある魚種が新しい水域に再生産を伴って定着するまでに至るには長い年月のr無効分散時代」
を経過する必要がある（西村，1976，1981；鈴木，1985）。南方系魚類が無効分散を開始してか
ら北方水域に定着（再生産）するまでの過程には次の3段階が設定できよう。
　1）夏一秋の閲に北方水域へ輸送されるが、冬期の低水温に耐えられずすべて死滅する段階
　　（死滅分散）．
　2）北方水域での越冬に成功し、成魚まで生育するが、そこでの再生産は不可能な段階（成長
　　分散）．
　3）北方水域での再生産を可能にし、世代を継いでその種が定着する段階（定着）．
　既往報告において死滅回遊と言う場合は上記1）を意味するとみなされるが、無効分散という
用語は1）と2）の両方の意味を持たせて使用されている（西村，1976，1981；鈴木，1985）。本研
究では無効分散を1）死滅分散と2〉成長分散とに分け、3）を定着と呼ぶこととする。これらの段
階はあくまでも概念的なものである。死滅分散と成長分散の中間的な段階として、季節的な回
遊へとっながる、冬は近くの水域へ逃れて越冬するという様式やダツのように再生産は行うが、
越冬も定着もせず他の水域へ大きな回遊をするという様式も設定し得る。全生活史が解明され
ている魚種は多くはなく、また次段階への移行は連続的な変化の積み重ねであるために、出現
する魚類を明確に類型化することはもともと無理があることは確かである。
　宮城県沿岸で記録されている魚種および筆者が新たに確認した魚種（約35Q種）の中で、死滅
分散の例と考えられるものは40科62種が挙げられる（表39）。万石浦でも得られている魚種は15
種を数える。スズキ目（40種）およびフグ目（13種）の魚種が多いのが特徴的である。これら2目
で、全体の85．5％を占める。毎年継続的に輸送されて来るもの、断続的に出現するもの、ある
いは極めて稀に運ばれてくるものなど分散の頻度は当然魚種によって様々だろう。
　本研究で10～11月に万石浦で採集されたシマイサキとコトヒキの稚魚を水槽で飼育したとこ
ろ、水温が15℃以上では普通に摂餌を行うが、それ以下では動きが鈍くなり、13℃以下になる
と、死亡するものがでることを観察した。水族館等の水槽で飼育された南方系魚類は水温10℃
前後から驚死が始まり、低水温に比較的強い魚種でも約6℃が致死限界であることが報告され
ている（岡本・窪田，1961；伊藤，19621奥野・西口，1961；永岡・前川，1963）。
　本邦中部以南の沿岸で実際に魚類が大量に浮漂第死したり、浜に打ち上げられたりする現象
が見られるのは冬一初春に海水温が10℃近くに降下した時であることが知られている（早坂，
1939；雨宮他，1957；Tokioka，1961；Araga　and　Tanase，1968）。
　仙台湾および志津川湾で表面水温（月別平均）が約10℃に降下するのは12月で、2～3月には
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表39．宮城県沿岸において死滅分散として出現すると考えられる魚種．
　　＊，筆者が新たに確認した種；＊＊，万石浦でも得られた種．
和　　名 科　　名 和　　名 科　　名
Lゴンズイ ゴンズイ科 32．チョウチョウウオチョチョウオ科科
2．アカヤガラ ヤガラ科 33．ゲンロクダイ宰 〃
3．ハナオコゼ イザリウオ科 34．ハタタテダイ榊 〃
4．イザリウオ 〃 35．キンチャクダイ＊ キンチャクダイ科
5．マツカサウオ マツカサウオ科 36．テングダイ カワビシャ科
6．エビスダイ＊ イットウダィ科 37．シマスズメダイ料 スズメダイ科
7．コボラ纏 ボ　ラ　科 38．オヤビッチャ 〃
8．アラ スズキ科 39．イラ ベ　ラ　科
9．マハタ 〃 40．キュウセン 〃
10．チカメキントキ キントキダイ科 41．コブダイ 〃
1Lキントキダイ 〃 42．ツノダシ ニザダイ科
12．ネンブツダイ艸 テンジクダイ科 43．テングハギ 〃
13．タカベ タカベ科 44．ニザダイ 〃
14．ヒイラギ ヒイラギ科 45．アイゴ榊 アィゴ科
15．マツダイ マツダイ科 46．ニジギンポ イソギンポ科
16．クロサギ料 クロサギ科・ 47．セミホウボウ セミホウボウ科
17．タカサゴヒメジ ヒメジ科 48．ホシセミホウボウ 〃
18．ヒメジ纏 〃 49．ダルマガレイ ダルマガレイ科
19．ノトイスズミ＊ イスズミ科 50．アミモンガラ＊ モンガラカワハギ科
20。クロホシフエダイ榊 フエダイ科 5Lウスバハギ カワハギ科
21．ヨコスジフエダイ 〃 52．ソウシハギ 〃
22．セトダイ イサキ科 53．アミメハギ艸 〃
23．イサキ 〃 54．．カワハギ料 〃
24．コショウダイ 〃 55．イトマキフグ＊ イトマキフグ科
25．シマイサキ林 シマイサキ科 56．コンゴウフグ ハコフグ科
26．コトヒキ料 〃 57．ウミスズメ 〃
27．ヘダイ タ　イ　科 58．ハコフグ 〃
28．チダイ 〃 59iサザナミフグ料フ　グ科
29．メイチダイ料 フエフキダイ科 60．モヨウフグ 〃
30．ツバメウオ スダレダイ科 61．クロサバフグ紳 〃
31．カゴカキダイ カゴカキダイ科 62．ヒトズラハリセンポン寧 ハリセンボン科
最低6℃前後を記録する（酒井，1986；第二管区海上保安本部，1987）。万石浦や松島湾のよう
な内湾では冬に水温は更に低下する。宮城県沿岸に北上して来た南方系魚類は12月になると生
存が危ぶまれ、厳寒期に至れば廃死すると推察される。ただし、キュウセンは水温が下がると
砂に潜って冬眠する習性がある（鈴木・松岡，1975）あで、越冬の可能性も否定できない。東北
水域へ輸送されてくる魚類は稚魚期から未成魚期までの段階のものが多いことは確かであるが、
酒井（1986）が示しているように成魚も出現する。成魚は稚魚～未成魚より低水温に対する抵抗
性が高い訳で、冬期にこれらは死滅するのか、それとも深みや他の水域へ逃れて越冬するのか
という疑問は残る。この点については今後の研究を待たねばならない。
　産卵場は本邦中部以南の暖水域にあるが、稚若魚が宮城県沿岸に漂着して越冬し、成魚にな
るまで住み続ける魚種がいる。これは上述の成長分散に相当する例で、ウナギ｛マアナゴ、ボ
ラ、メジナ、イシダイ、およびマダイなどが挙げられる。これらの魚種が低水温に耐え、成熟
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するサィズに達することはほぼ確かであるが、宮城県沿岸で産卵している証拠はなく、産卵の
ために南下移動するのか、あるいは再生産に関与しないで死滅への道を辿るのかは不明のまま
である。いずれにしてもこのグループは宮城県沿岸においては擬集団とみなして良いだろう。
西村（1961，1976，1981）は本邦各地の河川に遡上するウナギは亜熱帯水域から毎年幼体の補給
を受ける擬集団（無効分散）であるという説を早くから展開している。
　フィリピン以南にも分布する亜熱帯性魚類が宮城県沿岸で再生産を行い定着した例としては
トウゴロウイワシ、シロギス、シログチ、およびニベが挙げられよう。トウゴロウイワシは一
般に本邦南部以南に生息する魚種と考えられている（瀬能，1993）が、本研究で万石浦において
再生産を行っていることが確認された。
　南方系魚類の北方水域への侵出に関して3通りの考え方がある（鈴木，1985）。一っは年々無
効分散を繰り返すうちに、たまたまその種が生存するのに適する自然条件が与えられ、それが
きっかけとなって適応が成立するという考え方で、二っ目は過去（新第三紀）に日本列島周辺が
熱帯的な環境下にあった時、祖先型が南から侵入し、その後熱帯から温帯へとゆっくり気候が
変化していく間に、そこに住み続けたものが温帯適応を完成させたという見方である。三っ目
はフィリピンプレート上に分布している熱帯性魚類が南東方向から移動して来て、第三紀に日
本列島に付加したとする説である。
　新たな環境で生物が生き残り、かっ繁殖できるかどうかは生物側の主体条件（耐性、競争力、，
繁殖力など）と環境条件（水温、塩分、餌料など）のからみ合いによって決まる（西村，1981）。第
一の説は理解しやすいが、種としての適応が成立するには地史的なスケールでの時間が必要で
あろう。鈴木（1985）が伊豆半島周辺のチョウチョウウオの例で示したように、繁殖可能な条件
に極めて近い位置にある種では大きな変動でなくても環境が好適な方向に変化した時は一時的
に定着することは十分考え得る。しかしながら、初期の不安定な個体群では逆方向の変化でも
との状態に戻るのはたやすい。成長分散と一時的な定着を繰り返しながら長い年月をかけて種
としての適応性を獲得し、徐々に定着域が拡大していくと解釈するのが現実的である。年変動
を繰り返しながらも、少しずつ好適な条件へと環境が変化していくのであれば適応はより速く
進むだろう。
　第二および第三の説は長い地史的な時間スケールが前提となっており、個々の種の分散を問
題にするというよりも、むしろ現出している生物群の由来（分布）を論ずるのに有効であろう。
日本周辺の温帯性動物群の成立に関して、西村（1981，1990）は豊富な資料を駆使して第二説を
詳しく論述している。
　西村（1981）は無効分散の問題を解く鍵としてr問題を現在の時点だけでなく歴史的にみるこ
と、また問題を固定不変のものではなく動的にみるという態度の中に隠されていると思われる。
つまり、生物を取り囲む自然環境を歴史的に変化・発展する場としてとらえることである」と
説いている。これは非常に重要な指摘と言える。沖積世以降についてみても、今から7，000年
前頃は冷涼な気候であったが、6，000～5，000年前は温暖な時代を迎え、北海道の冬期水温は
12℃以上、夏では23℃以上であったと考えられている（湊，1980）。この時期に海水面は現在よ
り数m（3～5m）高かった（湊，1980；宮城県石巻市教育委員会，1988）。その後一時冷涼な気候に
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戻るが、3，000年前頃から現在と同じ状態に近づいたという（湊，1980）。これを事実とすれば、
6，000～5，000年前には伊豆諸島周辺のチョウチョウウオ（鈴木，1985）は再生産を行っていたと
推察されるのである。
　我々の目に触れる数はわずかで、また年によって差があるにしても、多様な種から成る稚若
魚群が南部水域から剰ヒ水域へ毎年輸送されていることは間違いない事実として受け止める必
要がある。1例として、8月下旬に歌津沖で行われたイカ漁の際に1晩でヒメジ稚魚23個体と
3種から成ると思われるトビウオ科稚魚8個体を得たことがある。この時ソウダガツオ類稚魚
などがこれらの稚魚を盛んに捕食しているのが目撃された。我々が宮城県沿岸で目にするもの
は長い道のりの間に減耗を経てきた結果であり、我々の目は極く限られた場所にしか向けられ
ていないのが実情である。実際に輸送されて来る稚若魚群は我々の想像を遙に越える量である
と言って良いであろう。
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V．出現した魚類の生息水域および季節変化
1．万石浦における魚類の生息構造
　（1）万石浦の環境特性
西村（1972）は海洋生物における生活形の展開と海洋構造の立体構造とをかみ合わせることに
ょり、海洋における生物群系のシステムを海浜群系族、沿海群系族、および外洋群系族の3群
として認識している。この系列によると、海浜群系族は磯浜群系、砂浜群系、および内湾群系
によって構成され、内湾群系はr外洋ならびに沿海域から大きく隔離され、水が多少とも停滞
的で、かっ陸上からの影響を大きく受け、多くは泥底が卓越的である湾の奥部や河口・潟など
に発達する群集」として把握される。形態的に見ると、内湾とは大部分を陸地に囲まれ、水深
がおよそ100mより浅くて湾口があまりひろくないもの（堀越，1976）として捉えられる。
　西村（1972）および堀越（1976）に従うと、内湾の環境を特徴付ける条件として次の5点が挙げ
られる：
　1）波浪への露出度が小さく、水の停滞が起こりやすい．
　2）水塊の温度および塩分変化、特に低塩分化が著しく、また栄養塩、懸濁物などの含有が
　　高い．
　3）泥およびデトライタスの集積・沈殿が行われやすい．
　4）夏期には低塩分水の流入と水温上昇により明瞭な塩分・水温躍層が見られ、成層する．
　5）表層水が湾外へ流出するのに伴って外洋水がその補流として湾内の底層に流入する．
　万石浦はその周囲の殆どが陸地によって囲まれているため地形的に極めて閉鎖性が高い、大
部分が水深2m以下と浅い、および大きな流入河川を持たないという形態的な特性の他に、広
範囲に渡ってアマモが繁茂するという植生的特徴を有する。大きな流入河川を欠くことから、
塩分は通常32％。以上を維持する。また、西村（1972）が上記1）～3）を主要なものとしているよう
に、湾の構造からみて4）および5）については万石浦ではむしろ不顕著である。
　落潮時に万石浦の湾外へ流出した水はほとんど湾内には戻ることなく、沿岸の南下流に乗っ
て流去し、脹潮時毎に新しい沖合水が流入しているが、塩分分布の急激な変化はいっも湾中央
部で観察されることから、湾奥部に向かう程海水交換は悪いと考えられている（服部・平野，
1979；宮城水試，1982；渡部・小林，1985）。
　（2）生息水域の区分
万石浦にはアマモが広範囲にわたって繁茂しており、巨視的にみれば湾全体をアマモ場とし
て捉えられるが、微視的にみると塩分傾斜および植生を含む底質環境の違いから万石浦に見ら
れる魚類の生息場所を次の6水域に区分することができる（図2参照）。
　1）淡水域：河川、排水路、および（元）養魚池の淡水域．
　2）感潮域：河川および排水路の感潮域．
　3）干潟域：干潮時に露出する砂泥域（ここでは感潮域を除く）で、湾の沿岸部に大小の干潟
　　が存在する。大浜沖の干潟はアサリ漁場とし．て造成されたもので最も規模が大きい。
　4）アマモ場（および周辺砂泥域）：アマモおよびコァマモが生育している水域およびその周
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　　辺は砂泥より成る。アマモは万石浦本体のほぼ全域と水路部の一部に繁茂しており、コ
　　ァマモは水路部から湾口部にかけて小群落が見い出される。
　5）ガラモ場：ホンダワラ類（主にアカモク）が生育する水路部左岸から湾口部にかけての水
　　域ホンダワラ類の他にワカメやコンブ類の大形海藻が見られ、底質は大小の転石およ
　　び砂である。
　6）砂質域：湾口部の濡筋、水路部、およびアサリ漁場となっている部分に砂底が存在する
　　が、砂質域での魚類採集はほとんど実施されなかった。
上記の他にアオサ（アナアオサ）は泥域から岩礁域まで湾内のいたる所で見られ、特に平坦
な砂泥域では水底に変化を与え、ハゼ類、タケギンポ、アイナメ、ギスカジカ稚魚、およびア
サヒァナハゼなどに隠れ場所を提供している。
　（3）出現水域の類型と代表種
　魚類の出現水域は同一種でみても発育段階および季節によって変化するのが普通である。稚
魚期の段階で産出される魚種を除くと、仔魚期に浮遊生活を行ってかなり広範囲に拡散した後、
稚魚期からその種独自の水域に出現する。しかしながら、その後の生息域の変化には一定の範
囲が認められ、魚類の分布が物理的および生物的要因の制約を受けていることを物語っている
（中坊，1980）。ここでは砂質域を除く5水域間における稚魚期以降の出現状況に基づき、主な出
現水域群を10の類型に整理した（図218）。各類型とそこに出現する代表種を記すと次の通りで
ある：
　1）淡水域：ギンブナ、モツゴ、ドジョウ、アベハゼ、およびスミウキゴリ．
　2）淡水域・感潮域：メダカ、スミウキゴリ、ミミズハゼ、およびチチブ．
　3）淡水域・感潮域・干潟・アマモ場：ウナギ、アユ、シロザケ、およびシロウオ。
　4）感潮域・干潟：アシシロハゼおよびビリン試
　5）感潮域・干潟・アマモ場：ウグイ、マルタ、メナダ、ボラ、およびシモフリシマハゼ．
類型
淡水域 感潮域 海 水 域
… 干潟 願iアマモ場 iガラモ場i
… … i1 … ：2 i i3 … … i4 … ；5 ： … …6 ： … i i7 i … … i8 … ：
… …9 i ： …10
i … i i
図218．万石浦で見られる魚類（稚魚期以降）にっいての出現水域の類型．
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　6）干潟：エドハゼ、チクゼンハゼ、およびヒモハゼ，
　7）干潟・アマモ場：マハゼ、ヘビハゼ、ハタタテヌメリ、イシガレイ、マコガレイ、およ
　　びクサフグ．
　8）アマモ場：コノシロ、サッパ、マアナゴ、チカ、サヨリ、ヨウジウオ、オクヨウジ、ト
　　ウゴロウイワシ、スズキ、アオタナゴ、ニクハゼ、フサギンポ、メバル、およびクサウオ．
　9）アマモ場・ガラモ場；クダヤガラ、アカオビシマハゼ、ムスジガジ、タケギンポ、ギン
　　ポ、クジメ、アイナメ、ギスカジカ、およびアサヒアナハゼ．
　10）ガラモ場：アゴハゼ、ミミズハゼの近縁種、ナベカ、ダイナンギンポ、トビイトギンポ、
　　イソバテング、およびサラサカジカ．
　上記1）から10）までの類型は塩分傾斜を反映しており、湾奥部から水路部へ向かっての配列
とみなすことができる。1）～5）に出現する魚類は淡水あるいは低塩分水に耐性を有するもので、
反対にガラモ場で見られる魚類は高塩分水を好むものと考えられる。感潮域のみで見られるも
のはなかった。干潟に限って生息するハゼ科魚類は成魚でも全長50㎜前後にしか達しない小型
種で、生活史を砂泥環境に密着させたグループとみなされる。
　（4）生息空間と遊泳生態の区分
　前述の生息水域の場合と同様に、魚類の生息空間は物理的・生物的環境の複雑さを反映して
極めて多様性に富んでおり、発育段階によって変化し、また昼夜あるいは季節によって変わる
ものがあることが知られている（京都大学海洋生物研究グループ，1955；片山・藤田，1966；金
本，1977；林，1979）。本研究では潜水観察はほとんどなされなかったが、採集時の状況および
既往の知見に基づいて、生活場所がほぼ安定する未成魚期以降の生息空間について述べたい。
　布施（1962a）に準拠して本研究で得られた魚類の生活場所を立体的にみると、1）自由水中、
2）大形海藻（草）の葉上・葉問、3）底質表面、および4）底質中に大別することができる。淡水
域においても同様である。
　1）は比較的遊泳力のあるコノシロ、サッパ、チカ、アユ、マルタ、サヨリ、トウゴロウイワ
シ、ボラ、スズキ、クロダイ、アオタナゴ、ニクハゼ、およびメバルなどの生活域となってい
る。この区分は水深別に表層および底層に（Kikuchi，1966），あるいは表・中・底層に細分する
ことも可能であろう。ビリンゴおよびニクハゼは干潮時には底層にいるが、満潮になると表層
へ浮上するのが観察される。マルタやボラはその時の行動により遊泳層を変化させていると考
えられる。
　2）はアマモやホンダワラ類に強く依存したクダヤガラ、ヨウジウオ科魚類、およびイソバテ
ングにとって摂餌・隠匿の場になっていると考えられる。タケギンポおよびアサヒアナハゼは
水底上ばかりでなく、葉間でもしばしば見い出される。
　岩礁部では構造が複雑なため3）と4）は厳密には区別し難い場合が多いが、3）は水底の泥・砂
・石・岩・沈積した海藻の表面や間を意味し、マハゼ、アシシロハゼ、チチブ、フサギンポ、
ムスジガジ、タケギンポ、アイナメ、マゴチ、カジカ科魚類、クサウオ、およびカレイ科魚類
などがこの区分に含められる。4）では石および沈積物の下、泥中、孔や隙間に、魚類が体を潜り
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込ませた状態で生息するもので、例としてウナギ、アマナゴ、スミウキゴリ、ヒモハゼ、ミミ
ズハゼ、シマヨシノボリ、およびナベカが挙げられる。ハゼ科魚類は通常の生活場所が1）ある
いは3）であっても、産卵期には4）に巣を設けて産卵することが知られている（道津，1979）。
　科の中における種の生活様式の類似性にっいては奥野（1966）および林（1979）が指摘している
ように、生息空間においてもハゼ科を除くと科を単位とした共通性が認められる。ニクハゼは
自由水中ばかりでなく、アマモの葉間でも見られることから、ハゼ科魚類は4区分すべてに出
現することになる。ニクハゼやシロウオのように、この科で産卵期を除いて終生浮泳生活を送
る種は基本的な底生生活型から二次的に分化したと考えられている（道津，1979）。
　魚類は一般的に生息層あるいはその魚が漁獲される漁具の種類によって、浮魚および底魚に
大別される（川崎，1982）が、限られた水域の魚類を扱う場合にはそこに魚がどういう状態でい
るかということも重要で、金本（1977）は遊泳、浮遊、および接触の3型に分け、これを存在状
態とした。本研究では未成魚一成魚の遊泳生態（＝存在状態）に生息層を加味して、万石浦に見
られる魚類を次の3型に類別した：
　1）遊泳魚：自由水中を比較的高速で遊泳し、絶えず広い範囲を移動している魚類．例とし
　　　て、コノシロ、サッパ、カタクチイワシ、チカ、アユ、シラウオ、マルタ、ダツ、サヨ
　　　リ、トウゴロウイワシ、メナダ、ボラ、スズキ、およびシロウオなど29種．
　2）滞泳魚：主に藻場内およびその周辺に見られる魚類で、中層をゆるやかに遊泳あるいは
　　　海藻に定位し、摂餌・移動の範囲がそれ程広くないもの．クダヤガラ、ヨウジウオ科魚
　　　類、クロダイ、アオタナゴ、ニクハゼ、キヌバリ、メバル、タケノコメバル、イソバテ
　　　ング、クサフグ、およびヒガンフグなど39種．
　3）底生魚：ほとんど水底あるいは側壁に接触・埋没して生活することを基本とし、一時的
　　　な遊泳以外は基盤を離れて自由水中に泳ぎ出すことがない魚類．ウナギ、マアナゴ、マ
　　　ハゼ、アシシロハゼ、エドハゼ、チクゼンハゼ、スミウキゴリ、アゴハゼ、ヒモハゼ、
　　 アベハゼ、ミミズハゼ、シマヨシノボリ、シモフリシマハゼ、チチブ、アカオビシマハ
　　　ゼ、ナベカ、フサギンポ、ムスジガジ、タケギンポ、ギンポ、クジメ、アイナメ、マゴ
　　　チ、サラサカジカ、ギスカジカ、アサヒアナハゼ、クサウオ、ハタタテヌメリ、および
　　　カレイ科魚類など55種．
　これらの類型は便宜的なものであり、厳密に区分し難い例を多く含むことは確かである。例
えば、大形海藻の葉上・葉間に見られるヨウジウオ科魚類などは存在状態からすれば底生魚的
な性格を持っが、四方が自由水中で囲まれていることからここでは滞泳魚として扱った。同一
種でも滞泳魚と底生魚の両方の性格を有するものとして、ビリンゴ、タケノコメバル、クロソ
ィ、およびアベハゼが挙げられる。浮泳生活を送るハゼ科魚類が産卵期には底生生活へ移行す
ることは既に述べた通りである。遊泳魚、滞泳魚、および底生魚の順に種数が増加しているが、
これは生息環境の複雑さを反映した数字と言えよう。
2．生息水域別出現魚類
　（1）淡水域
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　調査水域および方法　万石浦には志畑川、大沢川、浦宿川、針浜川、および猪落川の小河川
が流入する他、付属淡水域として流留排水路、塩富排水路、および宮城水高元養魚池が存在す
る（図2）。これら5河川の下流域には堰堤・護岸工事が施され、河川改修が進んでいる。猪落
川は細流で降雨がないとすぐに枯水する。
　流留排水路は幅約3m、水深0・5mで、下流のコンクリート護岸を除くと両岸は雑草の生えた土
から成っているが、流れが弱いため、水底にはヘドロ状の泥が堆積している。流留排水路の下
流部感潮域は塩富排水路と呼ばれる。宮城水高元養魚池は以前は万石浦に通じる細流を持っ湿
地帯であった場所（太潮時には戯水の逆流が見られた）にキンギョおよびコイ用に造成されたも
のであったが、1990年の埋め立てにより消失した。
　家庭および水産加工工場からの廃水により汚染の進んだ浦宿川を除く上記の6水域において、
河川の場合は感潮域も含めて1986年6月から1992年6月までの間に魚類採集を実施した。主採
集具として一辺30cmの三角形状たも網を用い、補足的に三角形すくい網あるいは投網を使用し
た場合があった。各水域における採集回数および調査した月は表40の通りである。
　河川で見られる魚類　調査した4河川の淡水域のうち、針浜川で6科ll種（ウナギ、アユ、シ
ロザケ、ドジョウ、メダカ、ビリンゴ、スミウキゴリ、シロウオ、ミミズハゼ、シマヨシノボ
リ、およびチチブ）、志畑川で2科6種、および大沢川で2科2種の魚類が採集された（表41）。後
2河川で採集されたものはすべて針浜川でも得られ、11種中6種はハゼ科魚類で占められた。
淡水域に限定されたものはドジョウのみで他の10種はすべて感潮域でも得られた。針浜川およ
び志畑川の感潮域で実施した定期採集によって得られた魚類については後で細述する。猪落川
および大沢川で少数の魚種しか得られなかったのは流量に乏しいことあるいは家庭と水産加工
工場からの廃水の影響が考えられる。
　排水路で見られる魚類　流留排水路ではメダカ、ドジョウ、モツゴ、およびギンブナの4種
が見られ、上記の順に生息量が多かった。後2種は水質汚濁の比較的低い部分で採集された。
ギンブナは2個体が得られたのみであった。採集された4種は5～6月に産卵するとみられる
が、この時期は増水期に相当するため水質が浄化され、さらに岸辺の植物（例えば、セリおよ
びアシなど）が沈水することにより産卵に好都合な状態が現出すると考えられる。
　1991年ll月下旬にモツゴ11個体（全長37～71㎜）の発死魚が散見された。前月下旬の水温が
14．6℃で、観察時の水温が9．4℃であったことから、発死は急な水温降下が原因とみられるが、
詳しいことは不明である。月1回の観測であったが、流留排水路の水温は最低9．0℃（12月）、
最高25．8℃（8月および9月）であった。
　養魚池で見られる魚類宮城水高元養魚池には飼育していたキンギョ、コイ、およびソウギ
ョの他に、モツゴ、メダカ、およびアベハゼの3種が生息していた。モツゴは1個体が得られ
たのみで、東京方面から入荷したキンギョやコイの種苗に混入してきた可能性が高い。他の2
種は湿地帯に自然分布していたものが養魚池造成により池内に封じ込められたと考えられる。
（2）感潮域
調査水域および方法　志畑川、大沢川、針浜川、猪落川、および塩富排水路の感潮域で魚類
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表40．淡水域における採集回数および調査した月．
水域名 志畑川 大測ll 針浜川 猪落川 排水路 養魚池
回数月
24
－12
27－8 42
12
　3
，6．12
16
－12
　12
－9．11－12
表4L淡水域（F）および感潮域（B）で採集された魚類
調査水域 志畑川 大沢川 針浜川 猪落川 排水路 養魚池
水域区分 F　B F　B F　B B FB F
1．ウナギ 十　十 十 十　÷ 十
2．ア　ユ 十 十　十
3．シラウオ 十
4．シロザケ 十　十
5．ギンブナ 十
6．．モツゴ 十 十
7．ウグイ 十
8．マルタ 十 十 十
9．ドジョウ 十 十
10．メダカ 十 十 十　十 十 十 十 十
11．メナダ 十 十 ＋（目視）
12．ボ　ラ 十 十 十
13．マハゼ 十 十 十
14。アシシロハゼ 十 十 十
15．ビリンゴ 十　十 十 十　十 十 十
、　　　　　　　　　　　、16．エドハゼ
17．スミウキゴリ
18．シロウオ
19．ミミズハゼ
20．アベハゼ
21．シマヨシノボリ
22．シモフリシマハゼ
23．チチブ
24．タケギンポ
25．ギンポ
26．ギスカジカ
27．ヌマガレイ
十
十
十
十
十
十
十
十
十
水域区分別計
　合　計 6　1819
2　4　　11　20
　6　　　21
88 4　6　9 33
採集を行ったことは前述した通りである（表40）。これらの中でも比較的流量があり、河口部の
汚染があまり進んでいない針浜川および志畑川の感潮域では定期採集を実施した。
　針浜川は最湾奥部に位置し、家庭廃水の流入がほとんどないため清澄な水を保持し、水量も
最も安定している。針浜川感潮域は長さ約90m，幅6mで、全体的に砂利および径40cm程度ま
での石が川床を形成しており、流れの停滞した部分には小さな砂泥域が見られる。志畑川の下
流部には隣接した家屋が数軒並んでおり、感潮域の上端部には家庭廃水が直接流入して水質の
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汚染が見られる場合があった。志畑川感潮域は長さ約90m，幅7mで、上半部は砂利および径
40cm程度までの石で構成され、下半部は砂泥あるいは細かい砂利に覆われていた。
　2河川ともに干潮時に水深は60cm以下となり、定期採集では一辺30cmの三角形状たも網を用
いて、感潮域の下端から上端に向かって移動しながら30分間、全域をカバーするようにして魚
類の採捕に努めた。ただし、ビリンゴ稚魚が大量に採集される場合はサンプル数を意識的に抑
えた。採集回数は月1回とし、針浜川では1988年3月から1990年2月までの2年間、志畑川で
は1988年3月から1989年2月までの1年問実施した。
　水温　1986年から1992年の間に得られたデr夕に基づいて、針浜川および志畑川の月別平均
水温を示すと図27の通りである。2月から8月にかけて水温は上昇するが、志畑川の方が針浜
川よりも高く、その差は8月に向かって拡大した。2河川ともに8月に最高（平均）水温を示し、
針浜川では17．0℃、志畑川では25．5℃に達した。9月から水温は降下を始め、11月に入ると志
畑川の方が低水温となり、1月に志畑川で3．2℃、針浜川では4．7℃と最低値を示した。
　夏に志畑川の水温は針浜川よりも7～9℃高く、冬は針浜川の方が逆に約2℃高いとみるこ
とができる。実測値でみると、年間変動は針浜川で3．6～20．2℃、志畑川では0．2～34．0℃を記
録した。志畑川で水温の季節変動が大きいのは水量が少なく、気温の影響を受けやすいためと
言える。
　出現魚種　針浜川感潮域における定期採集で出現した魚類は8科18種で、定期採集以外で得
られたシロザケおよびボラを加えるとlO科20種となった（表41）。志畑川での定期採集では10科，
17種が見られ、これ以外の採集で得たシロウオを含めると10科18種となった（表41）。針浜川お
よび志畑川ともにハゼ科魚類が多く、それぞれ9種を占めた。針浜川のみで見られたものはシ
ロザケ、ウグイ、メナダ、シマヨシノボリ、およびタケギンポで、反対に志畑川に限られたも
のはシラウオ、エドハゼ、およびヌマガレイであった。これらは個体数が少なく、共通種は15
種が数えられることから、環境はやや異なるものの2河川ではほぼ同じような魚種が出現する
とみて良いだろう。
　大沢川、猪落川、および塩富排水路の各感潮域ではそれぞれ4種、8種、および6種が確認
された（表41）。これらの魚種はすべて針浜川および志畑川（メナダを除く）でも見られたもので
ある。
　採集個体数　定期採集で得た結果について述べると、針浜川（2年間）で最も多く採集された
魚種はビリンゴで、次いでチチブ、アシシロハゼ、シロウオ、スミウキゴリ、メダカなどの順
であった（表42）。志畑川（1年間）でもビリンゴが最も多く、これにアシシロハゼ、チチブ、メ
ダカ、ボラ、スミウキゴリなどが続いた（表43）。
　2河川ともにビリンゴはそれぞれ全体の約50％を占め、3位までのチチブおよびアシシロハ
ゼを加えると約90％に達した。2河川の感潮域でこれら3種が優占種群を構成していることは
疑いないが、志畑川ではアシシロハゼがチチブよりも優勢であった。これはアシシロハゼが砂
礫一転石域では見られず、生息に適する粗砂一砂泥域が志畑川においてより広い範囲に存在し
たためと推測される。
　種数および個体数の季節変化　定期採集によって得られた魚類について、種数および個体数
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図220．針浜川および志畑川の感潮域において定期採集により得られた、魚類の種数
　　　（A）および個体数（B）の月別変化．白丸、針浜川（正988年3月～1989年
　　2月）；黒丸、針浜川（1989年3月～1990年2月）；白三角、志畑川（1988
　　年3月～1989年2月）．
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表42．・針浜川の感潮域で採集された魚類と月別個体数（1988年3月～1990年2月）．各月の
　　採集時間は計60分．
月 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 合計
1．ピリガ 14 12 170 185 114 155 117 114 128 11838 1，165
2．チチブ 58 57 83 51 57 41 77 69 64 54 39 26 676
3．アシシロハゼ 64 78 58 9 3 2 35 15 32 25 17 27 365
4．シ的オ 89 6 2 97
5．スミウキゴリ 13 4 4 1 24 4 1 2 1 5 59
6．メダカ 1 5 4 20 30
7．マハゼ 1 5 2 2 2 12
8．ミミズハゼ 4 2 2 1 9
9．マルタ 1 1 1 2 2 1 8
10．シモフリシマハゼ 2 1 2 2 7
11．ウグイ 4 2 6
12．ギスカジカ 2 1 3
13．ア　ユ 1 1 2
14．シマヨシノ剥 2 2
15．ウナギ 1 1
16．メナダ 1 i
17．タケギンポ 1
18．ギンポ 1 1
合　　計 157232178236277168290203212211 183982，445
種　　数 8 7 11 7 9 7 6 5 4 6 7 5 ・18
表43。志畑川の感潮域で採集された魚類と月別個体数（1988年3月～1989年2月）．
　　採集時間は30分．
各月の
月 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 合計
1．ヒリンゴ
．アシシロハゼ
．チチブ
．メダカ
．ボ　ラ
．スミウ柑リ
．シモフリシマハゼ
．ウナギ
．マルタ
0．ギンポ
1．マハゼ
2．ギスカジカ
3．ア　ユ
4．シラウオ
5．エドハゼ
6．ミミズハゼ
7．ヌマガレイ
87
592761
15 24915064
67102
12581
24
2
97
91714
18
63535
5393933 6363931 811
311
64
合　　計
　　数
59123
8
103
3
288
6
171
5
99 167
7
113
5
148
5
107
5
116
4
85 1，579
　17
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の月別変化を図220に示した。針浜川および志畑川ともに3～5月にやや種数が増加し、5月にピ
ーク（それぞれ9種および13種）が見られるが、6月以降は大きな変化は認められず、各月に5
種前後が採集された。春に種数の増加が見られたのはアユ、ウナギ、ボラ、ギンポ、ギスカジ
カ、およびヌマガレイの稚魚が河川域に出現したことおよびシラウオとシロウオ産卵親魚が侵
入したためと判断される。
　個体数にっいては、志畑川で6月に顕著なピークが現れたことおよび2河川で2～’3月にや
や減少したことを除けば大きな季節的変化は見られなかった（図220）。2河川において最優占種
であるビリンゴの増加が全体に影響を与える傾向が認められた。ただし、針浜川で4月（1989
年）に小さなピークができたのはシロウオ産卵群によるものであった。
　感潮域と出現魚種の生活史との関係　針浜川および志畑川の感潮域で得られた魚類（定期採
以外の採集で得られたものも含む）は併せて11科23種であった（表43）。これらはすべて昼間の干
潮時に採集されたもので、満潮時に感潮域へ来遊する魚類についての詳細は不明である。しか
しながら、得られた限りのデータにおいては、採集された魚類は感潮域での出現状況からみて
次の5群に分けることができる：
　1）ほぼ周年感潮域で見られ、個体数も多い魚種．ビリンゴ、チチブ、およびアシシロハゼ
　　で、チチブは淡水域一感潮域に生息し河川内で産卵するが、他の2種は産卵期に海水域
　　へ移動する。
　2）普通、成魚は万石浦で見られるが、稚魚期に感潮域一海水域を往来しているか、あるい
　　は稚魚～成魚が稀に感潮域に侵入する魚種．ウグイ、マルタ、メナダ、ボラ、マハゼ、
　　エドハゼ、シモフリシマハゼ、タケギンポ、ギンポ、ギスカジカ、およびヌマガレイの
　　11種が挙げられる。干潮時に取り残されたと思われるボラの稚魚が志畑川でまとまって
　　採集されたことがあることおよび瀞潮時に針浜川でマルタ稚魚の濃密群が観察されるこ
　　とから、これらの稚魚は主に満潮時に成群して感潮域へ侵入すると推測される。マハゼ
　　およびシモフリシマハゼはほとんど成魚のみが採集され、出現頻度も比較的高かった。
　　その他の魚種は採集個体数も少なかったことから、成長段階に関係なく本感潮域では偶
　　発的な出現とみなして良いだろう。
　3）成魚は主に淡水域で見られる魚種．メダカ、スミウキゴリ、およびシマヨシノボリの3
　　種があり、後2者は両側回遊を行う。スミウキゴリは淡水域に出現する魚類の中では最
　　　も上流部まで遡上する。シマヨシノボリは淡水域でも生息密度は低かった。
　4）淡水域から万石浦にかけて生息する魚種．ウナギ、アユ、およびミミズハゼの3種が見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　られる。本来、前2者の成魚は淡水域で見られるのが普通であるが、本河川は改修にょ
　　　り生，息適地に乏しく～淡水域では小形魚のみが認められる。満潮時にアユの成魚群が針
　　浜川感潮域域の上端部で摂館しているのが観察され、また10月には親魚も得られている
　　　ことからここが産卵場になっていると推察される。
　5〉産卵期に親魚が遡上するか、あるいは降海時に稚魚が滞留する魚種．シラウオ、シロザ
　　　ケ、およびシロウオの3種が挙げられる。シラウオは志畑川で親魚1個体が得られたの
　　みであったが、万石浦でランプすくい網による漁獲が行われていることから、志畑川あ
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　　るいは針浜川の河口域が産卵場になっていると推測される。シロザケの再生産は毎年行
　　われている訳ではなく、1992年3月に針浜川の淡水域で稚魚が観察され、4月には感潮
　　域へ降下しているのが確認された。シロウオは2河川で産卵遡上が確認されているが、
　　針浜川の方が遡上量は多い。
　2河川の淡水域あるいは感潮域を産卵場として利用している魚種はアユ、シロザケ、メダカ、
スミウキゴリ、シロウオ、シマヨシノボリ、およびチチブの7種がある。シロザケおよびシロ
ウオは遡河性魚類、メダカを除く他の4種は両側回遊魚とみなされる。シロザケ稚魚はしばら
く河川に滞留するが、他の仔魚はふ化後直ちに海へ流下する。針浜川および志畑川において一
生を淡水域に限定して生活する魚種は見られないことから、2河川に出現する魚種は塩分耐性
の大きいメダカを含めてすべて海水域と深い関連を持っものであると言える。
　ビリンゴおよびアシシロハゼは感潮域を稚魚期から成魚期までの生育の場として利用し、ア
ユ（若魚～成魚）、マルタ稚魚、およびボラ稚魚にとってはここが満潮時に摂餌の場となってい
ると考えられる。
　（3）干潟域
調査水域および方法　干潟域に出現する魚類を知るために、湾口部の新釜と湾中央部南岸に
位置する大浜の2地点で（図2）定期採集を実施した。新釜の干潟は湾曲部に形成された小規
模なもので、アマモ群落が散在する他、コアマモの小群落も見られる。冬にはアナアオサが底
面を広範囲に覆うことがある。ここでの採集は砂泥部（汀線距離70m）とアマモ場の両方で行
った。大浜地先の干潟はアサリ漁場として造成されたもので、干潮時には湾内で最も広い干潟
域が出現する。ここにはアマモ群落は見られず、干潮時に出現する濡にアナアオサ、ツルモ、
およびモズク類が生育している程度である。大浜での採集は幅3m，長さ80mの濡筋を中心に
行った。
　採集は2地点ともに干潮時に一辺30cmの三角形状たも網を用いて、定まった範囲を移動しな
がら実施した。大浜ではビリンゴあるいはアシシロハゼの稚魚が大量に採れる時があったが、
このような場合は採集個体数を意識的に抑えた。採集回数は月1回で1時間とし、期間は新釜
では1987年3月から1989年2月までの2年間、大浜では1987年3月から1988年2月までの1年
間であった。採集時刻は昼間を原則としたが、冬から春の間は干潮時間の関係で夜間にヘッド
ライトを使用して行うことが多かった。
　新釜においては、上記の定期採集の他に随時、投網、三角すくい網、曳網、釣り、および柴
漬による採集を実施した（1987年3月～1995年5月）ので、これらの採集によって得られた魚類
も含めて出現魚種の検討を行った。
　水温は1987年3月から1990年10月までの間に観測したすべてのデータを用いて、月別平均を
求めた。新釜での観測回数は各月計3～9回、大浜では計1～4回であった。
　水温　新釜および大浜の干潟で主に干潮時に観測した水温の月別平均を示すと図221の通りで
ある。3月から8月にかけて水温は上昇し、2地点ともに6月に20℃を越え、8月に最高約26
℃に達した。9月以降水温はやや急な降下を示し、大浜では11月から、新釜では12月から10℃
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図221．新釜（黒丸）および大浜（白丸）の干潟における平均水温の月別変化
　　　（1987～1990）．
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図222．新釜および大浜の干潟において定期採集により得られた魚類の種数（A）
　　およぴ個体数（B）の月別変化白丸、新釜（1987年3月～1988年2月）；
　　黒丸、新釜（1988年3月～1989年2月）；白三角、大浜（1987年3月～1988
　　年2、月）．
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図223．大浜沖のアマモ場に設置した建網の平面構造図・
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以下に低下した。2月に新釜で5．5℃、大浜では3．6℃と最低値を記録した。
　3～9月の間、大浜は新釜より高水温の傾向が見られ、逆に10～2月は大浜の方が低い水温
となづた。実測値における年間変動は新釜で4．2～28．4℃、大浜では3．6～25．8℃であった。大
浜では8月に1回の観測しか行われなかった。大浜は湾奥部に位置し、かっ浅い部分が広いた
め、実際には夏に新釜より高水温になるものと推測された。
　出現魚種　新釜における定期採集で得られた魚類は21科41種であった（表44）。表中でシマハ
ゼ類としたものはシモフリシマハゼとアカオビシマハゼの2種を含むが、当初両者を区別しな
いで記録していたので、ここでは1種として扱った。これに随時採集で得られた15種（コノシ
ロ、マイワシ、アユ、マルタ、スズキ、アオタナゴ、アイゴ、スジハゼ、スミウキゴリ、ヒメ
ハゼ、ミミズハゼ近縁種、タケノコメバル、サラサカジカ、ケムシカジカ、およびセトヌメリ
を加えると27科56種となった。大浜における定期採集では8科21種が出現した（表45）。シマハ
ゼ類としたものは大部分がシモフリシマハゼで、アカオビシマハゼはわずかであったと考えら
れる（表58参照）。両地点ともにハゼ科魚類が最も多く、新釜では13種（全体の23．2％）、大浜で
は11種（52．4％）を占めた。次いで多かったものはカジカ科で、新釜では5種が出現した。その
他の科では各地点で3種以下に留まった。
　大浜で採集された魚類はマゴチを除く他の20種は新釜でも出現した。新釜での定期採集で得
られた魚類は2年間で41種であったが、1年毎ではそれぞれ33種でいずれの場合も大浜での種
数を上回っていた。新釜でより多くの魚種が記録された理由として、第一にアマモ場の存在が
挙げられる。新釜ではクダヤガラ、タツノオトシゴ、ヨウジウオ、オクヨウジ、アオタナゴ、
メバル、およびアイナメなど生活史の上でアマモ場と密接な関係を持つ魚種が採集された。第
二に、新釜が湾口部に位置することが挙げられ、ナベカ、ムシャギンポ、ムスジガジ、ハナジ
ロガジ、およびイソバテングなど外海水域を好むと思われる種が出現した。
　採集個体数　定期採集の結果にっいてみると、新釜で最も多く採集された魚種はアシシロハ
ゼで、これにギンポ、タケギンポ、チクゼンハゼ、ビリンゴ、エドハゼ、マハゼ、イシガレイ、
およびニクハゼが続き、これらで全体の85．4％を占めた（表44）。大浜ではビリンゴとアシシロ
ハが特に多く採集され（全体の80．4％）、次いでシマハゼ類、ギンポ、イシガレイ、およびチク
ゼンハゼの順となり、これらを合わせると全体の97．5％に達した（表45）。両地点に共通して比
較的多く出現する魚種はアシシロハゼ、ビリンゴ、ギンポ（稚魚）、チクゼンハゼ、シマハゼ類、
イシガレイ（稚魚）、エドハゼ、およびマハゼ（稚若魚）で、干潟域では小形ハゼ科魚類および稚
魚が優勢であると言える。
　大浜で最多を記録したビリンゴは低塩分水域に適応したハゼ科魚類の1種である（酒井・後
藤，1982）。新釜で見られたビリンゴはほとんどが稚魚（5～6月）であったのに対し、大浜で
は成魚も普通に得られた。湾奥部的環境にある大浜の方が新釜よりも本種の生息適地であると
考えられる。
　種数および個体数の季節変化　新釜および大浜で行った定期採集によって得られた魚類の種
数および採集個体数の季節変化を示すと図222の通りである。新釜では大浜よりも出現種数が
多く、年によって変動があるものの、3～4月が種数の増加期で春から秋の間は各月ほとんど10
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表44。新釜の干潟で採集された魚類と月別個体数（1987年3月～1989年2月）．各月の採集時間
　　は計2時間．＊シマハゼ類としたものはシモフリシマハゼとアカオビシマハゼを含む．
月
1．アシシロハゼ
2．ギンポ
3．タケギンボ
4．チクゼンハゼ
5．ビリンゴ
6．エドハゼ
7．マハゼ
8．イシガレイ
9．ニクハゼ
lO．シマハゼ類＊
11．ギスカジカ
12．アサヒアナハゼ
13．ヨウジウオ
14．オクヨウジ
15．クダヤガラ
16．ボ　ラ
17。シロザケ
18．ヒモハゼ
19．アイナメ
20．トウゴロウイワシ
21．ムスジガジ
22．コトヒキ
23．メノくノレ
24．ハタタテヌメリ
25．ダ　ツ
26．メダカ
27．イソバテング
28．マコガレイ
29．タッノオトシゴ
30。クロサギ
31．クジメ
32．クサフグ
33．クロダイ
34．ナベカ
35．ハナジロガジ
36．ヌマガレイ
37．メナダ
38．シマイサキ
39．ヘビハゼ
40．ムシャギンボ
41．クサウオ
合計種数
3　　　　4　　　　5　　　　6　　　　7　　　　8　　　　9　　　　10　　　11　　　12　　　　1　　　2
14　26
39　240
3　182
7　　10
1　　10
1　　1
2　　1
4　　6
2　　9
12
7
5
2
2
45　　　　75　　　　51　　　　35
28　　8
59　　　　14　　　　51　　　　24
6　　4　102　85
9　87　　1　　1
4　　3　35　27
1　　　　　　　　6
39　20　　1
9932
2
1
4
1
4　　2　　7
6　　4
7　　4
8　　3　　2
　　　　　3
　　13　　1
2
2　　2
2
1
3
2
69　　　　49　　　　45　　　　12　　　17
6　　9　　6　　5　10
12　　　　　5　　　　1
1　　　　　1　　1　2
1　　5　20　　13　4
7　　1　　14　　41　　7
1　　3　　5　　1　　1
261
2　　3
3
3　　2
54
1
2
1
1
2
2
2
2　　3
9　　3
7
1
3
1
1
1　　22
1
1
1　　121
3　10
1
13
2
23
1731
1
87　339　224　242　273　213　122　97　107　80　54　51
10　15　16　13　13　19　15　16　13　10　10　7
合計
451
317
228
217
103
77
74
74
73
36
30
29
24
22
17
13
12
　8
　8
　7
　7
　6
　6
　6
　5
　5
　5
　4
　31
　3
　3
3
　2
222
　1
　王
　1
　1
　1
1889
　41
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表45。大浜の干潟で採集された魚類と月別個体数（1987年3月～1988年2月まで）．各月の
　採集時間は1時間．＊シマハゼ類としたものは表44と同様であるが、ほとんどがシモフ
　リシマハゼと考えられる．
月 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 合計
1．ビリンゴ 9 6 16 111 35027824 8 2 4 4 3 815
2．アシシロハゼ 17』 42 38 46 44 12 94 188 86 28 20 30 645
3．シマハ噸＊ 2 8 14 1 8 26 29 10 11 109
4．ギンポ 57 50 107
5．イシガレイ 2 3 17 9 18 1 50
6．チク御麓 2 5 7 17 12 3 46
7．エドハゼ 2 2 3 2 4 13
8．マハゼ． 8 8
9．スジハゼ 5 5
10．クロダイ 4 4
lLヒモハゼ 1 2 3
12．タケギンポ 2 1 3
13．トウゴ的イワシ 1 1
14．ボ　ラ 1 1
15．ニクハゼ 1 1
16．ヘビハゼ 1 1
17．ヒメハゼ 1 1
18．マゴチ 1 1
19．ギスカジカ 1 1
20．アサヒアナハゼ 1 1
2Lクサフグ ・1 1
合計 9312095 187438320167207 99 33 24 34 1817
種数 8 11 6 7 7 4 10 4 3 3 2 3 21
種以上が採集された。冬期（1987年の場合は10月から）には5～8種に過ぎなかった。大浜の場
合でも、8月を除くと3～9月の間は6～11種が見られたが、10～2月は2～4種に減少した。
両地点ともに春～初秋は種数の増加期で、晩秋から2月に向けて種数が減少する傾向が認めら
れた。低水温期には多くの魚種が他へ移動するか、あるいは穴などに潜って活動が鈍るため採
集される魚種が限定されると考えられる。
定期採集で得られた個体数の季節変化も種数の場合と同様な傾向を示した（図222）。っまり、
3月から4月にかけて個体数が増加し、その後夏（新釜）あるいは秋（大浜）まで高いレベルを
維持するが、秋から冬に向かって個体数は減少した。新釜（1987年）で4月に形成されたピー
クはギンポ稚魚の出現によるものであった。大浜の場合、7月にビリンゴ稚魚が大量に出現し
て大きなピークが形成され、10月にはアシシロハゼ稚魚によって小ピークが見られた。冬期に
新釜で採集されたマハゼは痩せた個体が多く、発死しているものもあった。大浜で冬期に得ら
れるものはほとんどアシシロハゼとビリンゴのみであった。
干潟域と出現魚種の生活史との関係　随時採集で得た魚類も含めると、新釜および大浜の干
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潟で合計28科57種の、魚類が見られた。多くの場合、昼間の干潮時に採集を行ったことおよび採
集方法がたも網主体であったという制約はあるが、採集された魚類は成長段階および出現頻度
からみてからみて次の4群に大別されよう：
　1）周年干潟に依存して生息する小型種．アシシロハゼ、ビリンゴ、エドハゼ、ヘビハゼ、
　　　チクゼンハゼ、ヒモハゼ、およびシマハゼ類の7種が挙げられ、すべてハゼ科魚類であ
　　　る。
　2）成魚の主生息場所は干潟以外にあるが、ほとんどが稚若期の段階で季節的に出現する種1
　　　シロザケ、ダツ、トウゴロウイワシ、メナダ、ボラ、クロサギ、コトヒキ、マハゼ、ギ
　　　ンポ、タケギンポ、アイナメ、ギスカジカ、イシガレイ、およびクサフグなど42種が数
　　　えられるが、事故的に出現するもの（メダカ）、あるいは少数が干潟に住み着いている
　　　と思われるもの（ミミズハゼの近縁種）も便宜的にこの区分に含めた。ナベカ、メバル、
　　　およびイソバテングの稚魚は新釜の干潟にアマモ場が存在することによって出現したと
　　　考えられる。干潟での滞留期間についてみると、遊泳力が大きく絶えず移動しているも
　　　の（シロザケ、アユ、およびトウゴロウイワシ）、短期間（長くとも2～3ケ月）滞在す
　　　るもの（ダツ、ボラ、コトヒキ、ギンポ、ギスカジカ、およびクサフグなど）、および
　　　長期にわたって滞在し、成長に伴って順次干潟を去るもの（マハゼ、アイナメ、イシガ
　　　レイ、およびマコガレイ）がある。
　3）稚、魚期から成、魚期に至るまで干潟内のアマモ場に強く依存する種．クダヤガラ、タツノ
　　　オトシゴ、ヨウジウオ、オク、ヨウジ、およびニクハゼの5種が挙げられる。
　4）主として瀞潮時に成魚が偶発的に、あるいは摂餌のために来遊すると思われる種．コノ
　　　シロ、マイワシ、およびマノレタの3種が見られる。
　干潟の規模および周辺の環境によって、干潟に出現する魚種組成は地域によって異なり、ま
た採集方法によって得られる魚種は制約を受けることは言うまでもないが、干潟で見られる魚
類は稚若魚が多く、ここを生育場としていること（宇都宮他，1954；松井他，19801東京都水試，
1990）および干潟で一生を送る魚種はハゼ科魚類が多い（林・伊藤，19801林，1981；鷲尾他，
1996）という共通性が指摘できる。
　（4）アマモ場
　調査水域および方法　大浜沖のアマモ場に建網を設置して漁獲調査を実施した。建網の設置
場所は岸から約200mの地点で（図2）、水深は約1．6m（満潮時2．Om余，干潮時約1．Om）であった。
底質は砂泥より成る。漁獲される魚類はアマモ場に生息するか、あるいはその周辺に来遊する
ものとみなすことができる。使用した建網は定置漁具の1種で、垣網部（長さ100m、目合21～
35㎜）、囲網部（短径8m、長径12m、目合21㎜）、および袋網部（長さ14m、目合15～21㎜）の3
部を有する比較的単純な構造で、袋網部には2ケ所の返しが付き、先端6．4mは魚取部（目合15
㎜）となっている（図223）。建網は移動性の弱い魚種あるいは網目を抜け得る小型種（例えば、
ニクハゼおよびシラオウ）に対しては有効な漁具とは言えないが、その他のもめについては非
選択的で昼夜の別なく漁獲でき、しかも発死が少ないという利点を持っ。
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　建網調査は1988年10月から1993年6月まで続けられたが、以下の漁獲物解析に用いられた資
料は1988年11月から1990年10月までほぼ連続的に網を設置した2年問に、合計251回の揚網に
ょって得られたものである。2年聞の調査期間のうち、1988年11月から1989年10月までの1年
間を1期、残りの1年間をH期とした。各月の揚網回数は5～16回で、冬期は入網量が少ない
こともあって揚網回数が少なかった。したがって、1回毎の揚網までの待ち日数は冬期に長か
ったと言えるが、解析にあたっては月による待ち日数の違いは考慮しなかった。
　揚網時には表面水温を観測し、漁獲物を持ちかえって魚種別に全長および個体数を記録する
とともに、大・中・小の個体を含む形で適宜サンプルを抽出して、体重と生殖腺重量の測定お
よび胃内容物の査定など生物学的調査を実施した。
　水温　建網調査期間中に観測されたデータを使用して、月別平均表面水温を示すと図224の通
りである。II期は春から秋にかけて1期よりも水温が高めであったが、2年間を通してみると
4月（平均約10℃）から水温の上昇が顕著となり、8月に最高27℃前後に達した。9月から水
温は下降を辿り、1～2月の厳寒期には約6℃に低下した。平均水温が20℃以上の月は7～9
月の3ケ月、逆に10℃以下の月は12～3月の4ケ月とみなされる。実測値にっいてみると、最
高水温は8月に30．5℃、そして最低水温は2月に2．3℃が観測された。
　出現魚種　1期に得られた魚類は37科63種で、II期には36科62種が漁獲された。シモフリシ
マハゼとアカオビシマハゼが建網にも入網し、前者の方が数的に優勢であったが、2種を区別
しないで記録した場合もあったのでここでは両者を1種として扱った。1期とH期の共通種は
32科54種（1・II期を併せた魚種全体の76．1％）であった。1期のみに出現した魚種はサクラ
マス、ツクシトビウオ、クダヤガラ、イトヨ、スケトウダラ、コボラ、メジナ、エゾクサウオ、
およびホシガレイの9種で、11期のみ漁獲されたものはエゾイソアイナメ、ネンブツダイ、ク
ロサギ、クロホシフエダイ、シマイサキ、メイチダイ、ビクニン、およびクロサバフグの8種
が挙げられた。これらは個体数も少なく、クダヤガラ、クロサギ、およびシマイサキを除くと
万石浦での出現は偶発的な要素が強いと言える。特に、暖水性魚類であるネンブツダイ、クロ
ホシフエダイ、メイチダイ、およびクロサバフグの出現はH期において水温が高かったことと
関連があったと推測される。
　2期2年間を通してみると、全部で42科71種が記録された（表46）。これは万石浦で見られ
る魚種全体（123種）の約60％に相当する。科に含まれる種数については、ハゼ科が6種で最も
多く、カジカ科5種、カレイ科4種およびニシン科・フサカサゴ科・クサウオ科・フグ科の4
科各3種がこれに次いだ。残り35科のうち2種からなる科は8科、1種からなるものは27科（全
科の64．3％）に及んだ。大浜沖のアマモ場に生息あるいは出現する魚類は科を異にする多様な
魚種群によって成り立っているとみることができる。
　遊泳生態区分からみると、遊泳魚と滞泳魚がそれぞれ23種、そして底生魚がやや多くて25種
という構成であった（表46）。底生魚の出現種数は年問を通して最も安定していた（後述）。
　種数の季節変化　2年間を通してみた建網漁獲物における平均出現魚種数の月別変化を図225
に示した。4～6月には32種前後を記録するが、7月に26．5種にまで減少した後、8月から再
び増加に転じた。10月に34．5種でピークに達してから12月までは27種以上を維持するが、1～
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図224．アマモ場の建網調査における平均表面水温の月別変化．白丸、1期
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図225．アマモ場の建網漁獲物における平均出現種数（A）および1網当たり平均漁獲
　　個体数（B）の月別変化（1988年11月～1990年10月）．白四角、魚種全体；白丸、
　　遊泳魚；白三角、滞泳魚；黒丸、底生魚．
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表46・アマモ場の建網で漁獲された魚類と月別1網当たりの個体数（1988年11月～1990年・10月）．
　　和名の後些付したF，P，およびBはそれぞれ遊泳魚、滞泳魚、および底生魚として区分し
　　たことを示す．1網当たりの個体数が0．05未満の場合は0。0として表示した．
　月
網数
1．メノくノレP
2．マハゼB
3．アオタナゴ　　P
4．サッパF
5．マアナゴ　B
6．マルタF
7．アサヒアナハゼB
8．スズキF
9。トウゴ的イワシF
lO．クサフグ　　　P
11．タケギンボ　　B
12．コノシロ　　　F
13．マコガレイB
14．ギンポB
l5．シマハゼ類　　B
16．カタクチイワシF
l7．アイナメ　　　B
l8．イシガレイ　　B
19．アカカマス　　F
20．チ　カF
2Lクロダイ　P
22．サヨリF
23．ニクハゼ　P
24．ギスカジカ　　B
25．クサウオ　　　B
26．ウナギB
27．ア　ユF
28．フサギンボ　　B
29．ダ　　ツ　F
30．シロザケ　　　F
31．タケノコメパルP
32．ボ　ラF
33．スジハゼ　　　B
34．ムスジガジ　　B
35．メナダF
36．コトヒキ　　　P
37．クジメB
38。マアジF
39．ヌマガレイ　　B
40．マゴチB
41．クダヤガラP
42．ヒガンフグP
43．アイゴP
44．イソバテング　P
45．サンゴタツ　　P
46．オキタナゴ　　P
11　12　1　2　3　4　5　6　7　8　9　1023　18　14　11　12　19　23　30　22　25　25　29
186
15．5
17．0
0．1
15．8
8．9
19．0
0．5
1．4
3．6
3．8
3．0
2．5
0．5
　．5『
O．7
2．6
1．0
0．5
0．4
0。5
1．1
0．0
0．0
0．2
0．3
0．1
0．1
0．1
0．1
0．0
0．1
0．1
121　　9．0
29．7　　23．8
11．3　5．0
6．8　1．8
10．9　6．2
4．1　1．1
0．1
0．2
0．1　1．0
2．6　0．8
3．4　4．0
0．4　1．3
6．2　2．3
LO　1．4
0．7　0．9
0．7
　　　0．1
0．1
0．4　L　OL6
0．1　0．1
0．1
0．2　0．1
0．2
0．5
　　　0．5
0．4　0．9
0．6　0．9
0．1　0．1
0．5　0．5
0．1
0．1
L4　L312．9　27．7
5．0　73．0
0．2　6．8
6．3　6．4
0．5　0．1
　　　0．1
8．2
0．3
9．9
0．7
0．6
L2
2．3
0．9
0．1
0．1
0．5
0．9
0。5
0．6
0．3
0．1
0．1　0．2
　　　0．1
5．0
1．0
8．9
0．8
L2
1．9
2．3
0．1
0．2
0．3
0．4
0．5
0．8
0．6
0．2
0．5
1．3
0．6
0．2
11．0189　72．643．634．3
53．638．124．212．426．4
57．6　8．7　2．913．915．4
　　　6．134．630．138．0
7．8　7．1　5．7　4．812．5
3．5　3．3　8．9　2．121．2
0．7　0．8　6．8　6．9　2．0
1．4　1．8　2．9　8．045．7
　　　0．236．317．1　2．5
0．8　8．410．5　7．812．0
6．9　5．812．7　5．0　2．4
0．212．210．6　2．9　3．5
0．9　1．8　3．8　5．3　0．9
4．2　　0．3　　0．2
2．2　3．2　2．1　0．5　0．4
　　　0．0　　　0．1　　　　　　　　3．1
0．7　0．1　LO　O．4　0．4
0．6　1．7　0。7　0．9　1．2
　　　　　　　　　　　　0．2
1．3　0．3
0．4　0．4　0．2　0．1　L4
1．3　　2．7　　0．8　　0．0　　0．0
　　　0．3　　　　1．7
0．4　0．7　0．8　L5　0．1
1．3　　　2．1　　　0．4
0．3　0．9　0．7　0．4　0．4
2．0　2．3　0．1　　　0．1
0．5　　1．3　　1．0　　0．2
　　　0．2　1．1　1．8　0．2
2．7
0．2　0．5　0．7　0．8　0．2
0．5　0．1　0。1　0．0　0．6
　　　0．4　　0．4　　　　　0．0
0．3　0．0　0．2　0．0　0．2
0．2
0．1　　0。1　　0．1　　　　　　0。0
　　　　　　0．4　0．1
0．1　　　　　　　　　　0．1
0。1　　　　　　0．1　　0。0
0．2　0．2　0．1　0．0　0．0
0．4
　　　　　　　　　0．0　0．2
0．工　　　0．O
9．1
17．2
8．
7．4
7 7
12 1
6．3
4．0
0．6
10。0
1．6
1L6
3．2
0．2
1．4
9．8
L2
0．3
7．3
0．1
2．5
8
0．4
0．1
0。1
0．
0．1
0．0
0．1
0．2
0．4
0．1
0．5
0．2
0．2
0．1
196
9．7
7．2
0．4
8．9
2．4
16．9
0．3
3．3
3．0
1．9
1．2
2．1
2．3
0．3
0．7
0．3
0．1
0．4
0．6
2．7
0．0
0．0
0．4
0．1
0．3
0．2
0．5
0．0
1．2
0．1
0．1、
0．3
0．3
0．2
0．1
0．2
合計／平均
251
86．9
23．8
16．3
11．9
8．8
7．9
6．4
6．4
6．2
5．5
4．7
4．7
2．3
2．2
1．4
1．3
L3
0．9
0．8
0．7
0．7
0．6
0。5
0．5
0．5
0．5
0．4
0．3
0．3
0．3
0．3
0．3
0．2
0．2
0．2
0．2
0．1
0．1
0．1
0．1
0．0
0。0
0．0
0．0
0．O
O．0
（続く）
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表46．（続き）
且網数 11　12
3　18
114 211 312 419 523 630 722 825 925 　　弍029 合計／平均、251
47．ア加匂B
8．ニシ藷F49．槻イ桝iP　　　　』
0．0・0．3
．1　0．2
．3　0．1
．0
．0　0．1
．0
　0．1
　0．1
．0
．0
．0
0．1
．1
．1
0．1
．1
0．1
．2
．1
．1
0．1
．0
．O
．0
．O
0．1
0．1
．1
0．0
．0
．O
0．1
．O
．0
0．3
．1
．0
．0
．0
．0
0．0
．0
．0
．0
．O
．0
．．0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．0
．O
．O
．0
．0
．0
．0・
．0
．0
．0
．0
合計 288　20463 54 142165302244169226166265 207
種数（1期）
　（II期）
35　29
0　26
20
3
19
2
24
2
35
8
34
1
33
0
28
5
30
1
35
3
29
0
63
2
3月は20種余りへと最低のレベルに落ちた。つまり、4～12月の間は各月26．5種以上が出現し、
春～初夏と秋に2っの山が形成されて、後者の山の方がやや大きかった。3月から4月にかけ
ておよび12月から1月にかけての時期はそれぞれ種数の急増期および急減期に相当し、両期に
それぞれ6種以上あ増減が認められた。
　上記の種数は2年間を通して得られた月別平均であるが、実数でみれば4～6月は28～35種、
7～8月…は25～33種、9～12月は26～40種、そして1～3月は19～24種が出現した。4月から12
月までの期間は少なくても25種、普通は約30種以上の魚種が見られた。
　春および秋は低水温を好む種と高水温を好む種との両者が重複して出現する時期であるため、
種数の増抑が起きると考えられる。特に、秋には黒潮によって南部から移送されてきたとみら
れる死滅分散種が出現することも種数増加の一因となっている。夏に一時種数茄減少したのほ
高水温を嫌う種（例えば、ニシン、チカ、シロザケ～ケムシカジカ、およびクサウオ）が湾外へ
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去るためであろう。冬から初春における減少は水温低下のため湾外へ出るか、あるいは活動が
鈍化して建網に入網しなくなった魚種が増えたためと解釈される。
　遊泳生態別にみた月別平均種数の変化は図225に示した通りである。底生魚は冬よりもむし
ろ夏に種数の減少が見られるのが特徴的であるが、各月において最も優勢なグループとなって
おり、季節的な変動は小さかった。このグループでは周年出現したものは10種を数えた。遊泳
魚および滞泳魚では冬に明らかな種数の減少が認められ、春から秋にかけて種数が増加した。
10月を除くと遊泳魚は滞泳魚よりも常に優勢であった。周年見られたものは遊泳魚で1種、滞
泳魚では2種で、ともに季節的に、あるいは稀に来遊する魚種が多かったと言える。
　個体数の季節変化　魚種全体についてみた1網当たり平均漁獲個体数の月別変化を図225およ
び表46に示した。漁獲個体数は3月から増加し、5月に約300尾でピークに達した後、7～9月の
問は200尾前後へと減少し、1L月に第2のピークを形成した。その後、再度減少して1～2月は
50～60尾台のレベルに落ち込んだ。春と秋に2っの山が見られ、冬に入網量が少ないという点
で種数の場合と同様な季節変動を示した。
　遊泳生態別にみると（図225）、滞泳魚では5月および10～11月における増加が顕著で、魚種全
体の季節変動に大きな影響を与えたが、この増加はメバルの大量入網に依るものであった。遊
泳魚は夏から初秋に集中して漁獲される傾向を示し、特に8月における優勢さが目立った。底
生魚は冬と夏に入網量がやや落ちるが周年を通じて比較的安定していた。個体数のピークに注
目すると、底生魚は春型、滞泳魚は春・秋の2峰型、そして遊泳魚は夏型であり、それぞれ異
なった山を形成するが、冬（1～2月）に個体数が減少する点では共通していた。
　魚種別漁獲順位の季節変化　2年間に71種で合計52，052個体の魚類が漁獲されが、中でもメ
バルは最も多く、全体の41．9％を占めた。次いで、マハゼ（ll．5％）、アオタナゴ（7．9％）、サ
ッパ（5．7％）、マアナゴ（4．2％）、マルタ（3．8％）、アサヒアナハゼ（3．1％）、スズキ（3．1％）、
トウゴロウイワシ（3．O％）、およびクサフグ（2．6％）が10位までの順であった（表ll）。上位7種
のうちサッパ以外の6種は周年漁獲された。
　漁獲個体数の上位20種までの順位を月別に表47に示した。メバルは8月を除く5～12月で7
ケ月間第1位を維持し、個体数でも群を抜いていた。第1～2位の魚種はメバルとマハゼの組
み合わせが3ケ月、メバルとアサヒアナハゼおよびアオタナゴとマハゼの場合が各2ケ月づっ
見られ、滞泳魚と底生魚との組み合わせが多かった。ただし、6～8月の間は第3位までが滞
泳魚と遊泳魚で構成された。類似した生態的地位を有するとみられるメバルとアオタナゴが同
じ月に第1～2位を占めることはなかった。
　主要魚種の季節的消長　2年間を通して漁獲個体数の多かった上位20種について、その季節
的消長を1・II期を区別して図226に示した。年によってある程度の相違はあるものの、周年
漁獲される魚類でも漁獲量（個体数）に季節的な変動があり、いくつかのパターンが見られた。
メバルは5月および10～11月に、アオタナゴでは3月に大きなピークが出現し、他の月との差
が大きかった。これら2種のピークは湾外からの来遊群によって形成されるものと推測される。
メバルの5月のピークおよびアオタナゴの3月のピークはそれぞれ稚魚群および産仔親魚群が
主体となっていた。マハゼ、マルタ、タケギンポ、マアナゴ、アサヒアナハゼ、およびアイナ
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表47．アマモ場の建網における個体数からみた月別上位10種（1988年11月～1990年10月）．
　　和名の後のF、P、およびBは表46に同じ．
月
123456789
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
11 12 1 2 3 4
メノくノレ　p　iメノくノレ　P
アサヒアナハゼB　マハゼ　B
アオタナゴ　piアオタナゴ　P
マアナゴB　マルタ　F
マハゼ　B　lマアナゴB
マルタ　F　iアイナメB
コノシロF　iアサヒアナハゼB
タゲギンポ　B　iギンポB
マコガレイ　　B　iマコガレイ　　B
チ　カ　F　iクサウオB
アイナメB　iイシガレイ　B
ギンポ　B　チ　カ　F
クサフグP　クロダイP
ウナギ　B’メナダ　F
クロダイP　　ボ　　ラ　F
イシガレイ　Biヌマガレイ　B
クサウオB　l曽麗類　B
スズキ　F　iムスジガジ　B
シマハゼ類　B建スカジカ　B
ギスカジカ　B　iアカハゼB
マハゼ　B　iマハゼ　B
メバルP　ギンポ　B
マルタ　F　タケギンポ　B
iアオタナゴ　P1マルタ　F
ギンポ　B　iアオタナゴ　P
iアイナメBチカF
iマアナゴB　lメバル　P
iイシガレイ　B　iイシガレイ　B
iシマ麗類　B　iギスカジカ　B
iアサヒアナハゼBiムスジガジ　B
iタケギンポ　B　iシマ麗類　B
iギスカジカ　B　iアイナメB
iチカFiクジメ　BメナダFiボラFiムスジガジ　　B　iメナダ　F
1マコガレイ　　　B　iアサヒアナハゼ　B
lスジハゼB　iマコガレイ　B
iヌマガレイ　Biヌマガレイ　B
サヨリ　F　iマアナゴB
ウナギ　B儲ソパテング　P
iアオタナゴ　P
iマハゼB
iギンポ　B
iマアナゴB
：マルタ
iタケギンポ
iチ　カ
iイシガレイ
1メナダ
iメバル
FBFBFP
iアイナメB
lマコガレイ　B
iシマハゼ類　B
シロザケF
ボ　フ
iクジメ
iフサギンポ
iムスジガジ
iウナギ
iギスカジカ
FBBBBB
iアオタナゴ　P
iマハゼB
メバル　P
マアナゴB
iタケギンボ　B
lギンポ　B
iマルタ　F
lシロザケF
iシマハゼ類　B
iアユF
iスズキF
チ　カ　F
iクサウオB
iサヨリ　F
iマコガレイ　B
iクサフグP
iアサヒアナハゼ　B
iアイナメB
儲シガレイ　B
iボ　ラ　F
月
123456789
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
5 6 7 8 9 10
メノくノレ　P　lメノくノレ　P
マハゼ　B　播ウゴ的イワシF
コノシロF　lサッパF
アオタナゴp　iマハゼB
クサフグP砂ケギ球　B
マアナゴB　lコノシロF
サッパF　lクサフグP
タケギンポ　B　マルタ　F
マルタ　F　iアサヒアナハゼB
シマハゼ類　B1マアナゴB
サヨリ　F　lマコガレイ　B
アユFlスズキFクサウオB　lアオタナゴ　P
スズキ　F　iシマハゼ類　B
マコガレイ　　B　iダ　　ツ　　F
イシガレイ　　　B　　　フサギンポ　　　B
フサギンボ　B　アイナメB
ウナギ　B　iサヨリ　F
アサヒァナハゼ　B　　iギスカジカ　　　B
ギスカジカ　B　lウナギ　B
iメバル　p　iスズキ　F
iサッパF　iサッパF
iトウゴロウイワシF　iメノくノレ　P
iアオタナゴ　p　iマハゼ　B
iマハゼB　lマルタ　F
iスズキ　F　iアオタナゴ　P
iクサフグp　iマアナゴB
iアサヒァナハゼB　iクサフグP
iマコガレイ　B　iコノシロF
．iタケギンポ　BiカタクチイワシF
iマアナゴB　lトウゴロウイワシF
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図226．建網で漁獲された上位20種における1網当たり平均漁獲個体数の月別
　　変化．白丸、1988年11月～1989年10月；黒丸、1989年11月～1990年10月．
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メは上記2種に比べると変動が小さかった。前3種では年によってやや大きなピークが現れる
月があり、後3種では10～12月の間に漁獲量が増加する傾向が認められた。
　サッパ、スズキ、トウゴロウイワシ、クサフグ、およびコノシロは春から秋にかけて漁獲さ
れた。スズキとトウゴロウイワシは1～H期を通してそれぞれ8月と5月にピークが見られた
が、その他の3種ではピークを現す月は年によって変化した。カタクチイワシおよびアカカマ
スは8－9月の短期間に集中して漁獲され㊧。一方、ギンポおよびチカは夏期には全くあるい
はほとんど入網せず、晩冬から春にかけて漁獲量の増加が見られた。
　出現時期の季節性　漁獲物を構成する種の出現時期および生活様式から判断すると、大浜沖
のアマモ場に出現する魚類は、1）周年にわたって出現するもの、2）季節的に出現するもの、
および3）稀に出現するもの、の3群に大別できよう。
　1）を代表する魚種はメバル、マハゼ、アオタナゴ、マアナゴ、マルタ、アサヒアナハゼ、
タケギンポ、マコガレイ、シマハゼ類、アイナメ、イシガレイ、ギスカジカ、およびウナギが
挙げられる。入網した月は少なかったが、生活習性から判断するとニクハゼ、サンゴタツ、お
よびシラウオなどの小型魚もこの群に含めても問題ないだろう。
　2）にはサッパ、スズキ、トウゴロウイワシ、クサフグ、コノシロ、カタクチイワシ、サヨ
リ、ダツ、マアジ、ヒガンフグ、ギンポ、チカ、クサウオ、シロザケ、イソバテング、および
ニシンなどが挙げられる。前10種は春から秋にかけての高水温期に出現するのに対し、後6種
は秋から春の間の低水温期に見られる。
　3）にはケムシカジカ、メジナ、ホシガレイ、ウグイ、およびサラサカジカなどが挙げられ
る。
　本邦各地のアマモ場で実施された調査結果（菊池，1973；小池・西脇，1977；清水，1979；
木村他，1983；塩原・鈴木，1985）と比較すると、メバル、アサヒアナハゼ、およびニクハゼ
が周年出現種として記録されているのは本研究と一致するが、大浜沖のアマモ場で漁獲量の多
かったマハゼ、アオタナゴ、マアナゴ、およびマルタがこのグループに含められている報告は
見当たらない。一方、アミメハギおよびヨウジウオを周年出現種とする例が多いが、本アマモ
場では全く漁獲されなかった。これらの相違が生ずる理由として、水温や海流の影響に基づく
地理的な魚類相の相違あるいはアマモ場の環境条件の相違挙げられる（菊池，1973）。また、本
研究では小型定置網を使用したが、他の研究では曳網類が主体となっていた。前者はアマモ群
落内に潜む習性の強い魚種に対しては不向きであり、後者では移動性の高いものは過少評価さ
れるだろう。漁具の選択性も調査結果に少なからず影響を及ぼしていることが想像される。
　種の優占順位と個体数　建網漁獲物における種の優占順位と個体数の関係を1期・II期に分
けて図227および228に示した。II期においてメバル（第1位）の値が突出した点を除けば、1期
・II期ともに同様な傾きを持った階段状の曲線が得られた。換言すれば、1期とH期とで種の
優占順位に多少の変動は見られたにしても順位と個体数の関係はほぼ安定しているとみること
がで．きる。
　次に遊泳形態別にみると、1～II期を通じて底生生活一遊泳魚一滞泳魚の順に近似直線の傾
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　　縦軸は1網当たりの平均個体数を示す．白四角、魚種全体；白丸、遊泳魚；白三
　　角、滞泳魚；黒丸、底生魚
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　　縦軸の目盛りおよび図中の記号は図227に同じ．
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　　個体数の月別変化（1988年11月～1990年10月）．図中の数字は順位を示す．白丸、
　　遊泳魚；白三角、滞泳魚；黒丸、底生魚．
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きが小さくなる傾向が認められた（図227および228）。この傾きが小さいほど群集が複雑である
（森下，1961）ことから、建網漁獲物でみる限り底生魚が最も複雑な群集を構成していると解釈
できよう。複雑な基質にあまり依存せず、空間を立体的に利用する滞泳魚および遊泳魚におい
てより単純な群集を形成するとみられる。
　等比級数則は普通生活型あるいはニッチを等しくする集団で成立する法則と考えられている
（篠崎，1955）が、魚類全体（大サンプル）では一般に適合度は良くない（北森・小林，1958；
Kikuchi，1966）。これは本研究においても同様であった。特に、魚類のように移動力のある群
集では定着性の強い群集より偶発的に出現する少数個体を含む種が増加し、低順位の種におい
ては曲線の階段性が強くなると予測される。
　全体として等比級数則への適合度が良くない場合でも、そのサンプルを生態的に意味のある
基準でいくっかのグループに細分するとそれぞれで適合度が高まることがある（畑中他，1954；
北森・小林，1958）。本研究で漁獲物を遊泳生態別に3区分すると、それぞれ上位10種程度ま
では異なった傾きを持つ近似直線が見られ、それぞれある程度定まった数量的関係が存在する
（森下，1961）ことが示唆される。
　群集構造の季節変化　2年間の調査結果を整理して種の優占順位と1網当たり漁獲個体数の
月別変化を示すと図229の通りである。3～5月は上位1～2種（アオタナゴ、メバル、あるい
はマハゼ）が、10～12月は上位1種（メバル）が突出した群集構成が見られた。これら突出群を
除くと2月から夏に向けて各順位で個体数が増加し、夏から冬にかけては減少する傾向が認め
られた。全体的にみると、5月から9月にかけてより複雑な群集が出現すると考えられるが、
第9位以下の群は7～8月には減少傾向を示したため、上位8位群までとの間に差が生じた。
冬期には種数が最低となり、漁獲量も低下することから、四季を通じて最も単純で劣勢な群集
が形成されることは疑いの余地がない。
　（5）ガラモ場潮間帯
　調査水域および方法　調査を行った場所は万石橋（万石町一神明間）から佐須の隙波堤内側ま
での左岸約2kmの潮間帯付近で（図2）で、護岸や岸壁を除くと岩礁、転石、および小砂浜が連
なっている。一部砂質域にはアマモおよびコアマモの小群落も存在するが、岩礁および転石域
にはホンダワラ類を中心にコンブ類、およびワカメが繁茂し、全体としてはガラモ場とみなし
得る。
　採集は昼閲の干潮時に一辺30cmの三角形状たも網を使用して、水深60c皿以浅の部分で行った。
補助的に投網、三角すくい網、および釣りによる採集も若干実施した。1回の採集で全調査域
をカバーした訳ではなく、調査域内で部分的な採集を行った。特にホンダワラ類の多い大森地
区および佐須の防波堤内側での採集頻度が高かった。
　採集期間は1987年4月から1992年5月までで、この問に計57回の採集を実施した。下記の定
期採集を除くと採集は不定期で、仔稚魚が多く出現する3～5月に集中する傾向があり、m～
2月は各月1～2回の調査に留まった（表48）。大森の転石域では1990年7月から1991年9月
まで毎月1回（1990年8月は2回で、同年9月は実施せず）、1時間の定期採集を行った。こ
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表48。ガラモ場潮間帯で採集された魚類とその出現時期（1987年4月～1992年5月）．
Eは一部あるいは全部に仔稚魚が含まれていたことを示す．
月
採集回数
1．マアナゴ
2．ギンザケ
3．マルタ
4．クダヤガラ
5．タツノオトシゴ
6．ヨウジウオ
7．トウゴ的イワシ
8．シロギス
9．クロサギ
10．ヒメジ
1Lメジナ
12．コトヒキ
13。クロダィ
14．シマスズメダィ
15．マハゼ
16。アシシロハゼ
17．ビリンゴ
18．エドハゼ？
19．チクゼンハゼ
20．スミウキゴリ
21．アゴハゼ
22．ミミズハゼ近縁種
23．アカオピシマハゼ
24．ナベカ
25．ムシャギンポ
26．フサギンポ
27．ムスジガジ
28．ダイナンギンポ
29．ハナジロガジ
30．タケギンポ
3Lギンポ
32。トピ朴ギンポ
33．メノぐノレ
34．クジメ
35．アイナメ
36．マゴチ
37．イソパテング
38．サラサカジカ
39．ギスカジカ
40．イダテンカジカ
41．ムッカジカ
42．アサヒアナハゼ
43．クサフグ
種数
1　2　3　4　5　6　7　8　9　10　11　121　1　10　9　10　7　4　7　6　2　2　1
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図230．水路部における平均表面水温の月別変化（1987～1992）．
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図232．灯火採集によって得られた魚類の出現種数（各月総計）および採集1
　　回当たりの平均個体数についての月別変化（1986年6月～1989年6月）．
　　黒丸、魚種全体；黒三角、仔稚魚の種数；白丸、個体数．
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の際、干出した海藻および石の下も調べた。不定期・定期にかかわらず、採集の際には原則と
して水温を観測した。
　水温　調査期間中に得られたデータに基づいて、水路部左岸の月別平均水温を示すと図230
の通りである。ただし、10～12月については各月1回の観測しか行われなかった。水温は3月か
ら上昇を始め、5月になって15℃、6～7月には20℃となり、8月には25℃に達した。9月は
23℃と高水温を維持するが、10月からやや急な降下を示し、11月には14℃、1～2月には6～
7℃台に低下した。実測値での最低一最高水温は6．4℃（1月）～26．2℃（8月）であった。
　出現魚種　水路部の潮問帯付近で採集された魚類は全部で23科43種であった（表48）。これ
らのうちでハゼ科魚類が9種と最も多く、次いでカジカ科6種、タウエガジ科5種の順となり、
これら3科で全体の半分に達した。ハゼ科魚類が優勢な点では他の水域と同様であるが、水路
部ではハゼ科魚類は仔稚魚期の段階で出現する場合が多く、成魚で見られるものはアゴハゼ、
ミミズハゼの近縁種、およびアカオビシマハゼの3種に限られた。水路部のみで採集され、万
石浦本体には出現しなかった魚種はシマスズメダイ、トビイトギンポ、イダテンカジカ、およ
びムツカジカの4種であった。
　本調査は水路部左岸の潮間帯付近に限られたことは上述した通りであるが、深み（水深2～
4m）の砂質域ではヒラメ、イシガレイ、およびマコガレイが釣獲されることが知られている。
水路部は外海への接点であり、全体を詳しく調査することによりさらに多くの魚種が確認され
るのは間違いない。
　種数の季節変化　調査期闘中に水路部で得られた魚類の月別出現種数は表48に示した。3月
から9月の間に見られた種数は12種以上で他の月よりも多く、5月は23種と最高を記録した。
10～2月は採集回数が各月1～2回であった影響も否定できないが、この期間はシマスズメダ
イを除くと仔稚魚が見られず、種数は2～8種に留まった。春から初秋、特に春～初夏の間は
各種の仔稚魚が出現することにより種数の増加がもたらされると考えられる。
　潮間帯転石域に出現する魚類　1990年7月から1991年9月まで大森の潮間帯転石域で実施し
た定期採集では6科11種の魚類が得られ、すべて底生性魚類であった（表49）。各月の出現魚種
は2種から7種まで変化したが、特に季節性は認められなかった。これは転石域に定住する魚
種が少ない上に、干潮時に採集を行ったためと考えられる。個体数についてもサンプル数の少
なかった6月を除くと季節的な変化は見られず、毎回1時間の採集では50個体前後が得られた。
　11種の中ではミミズハゼ近縁種とアゴハゼがほぼ毎回採集され、これら2種の合計個体数は
全体の85．9％を占めた。ミミズハゼ近縁種は6月に、アゴハゼでは3～6月に見られた個体数
の減少は繁殖活動との関連が考えられ、6月には両種とも産卵のために潮下帯へ移行すると推
測される。ミミズハゼ近縁種とアゴハゼは浮遊生活期を除くと成魚に至るまで調査水域の転石
下で見られ、生息場所を広く共有するが、前者の方がより潮上帯近くまで分布していた。
　上記2種に加えてダイナンギンポが転石域に周年出現するとみられ、これら3種は干潮時に
完全に露出した石の下で見い出されることが多かった。ただし、、本種の場合、採集されたもの
は当才魚がほとんどで、満1才を過ぎると潮下帯へ移動すると推察される。その他の魚種は個
体数が少なく、出現頻度も3分の1以下であったる採集されたマアナゴ（全長85㎜）はシラス期
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表49．潮問帯転石域における定期採集で得られた魚類とその個体数（1990年7月～1991年9月）．
　　各月の採集時間は1時間．
月（月／日） 78／9 8／1910 11 12 123456789 合計
1．ミミズ麗器種
．アゴハゼ
．ダィナンギンポ
．ア燃ピシマ麗
．ムスジガジ
．タケギンボ
．サラサカジカ
．ムツカジカ
．マアナゴ
0．ナベカ
1．数カジカ
19
9　1　1
19
9
18
3　3
22 18
010　3
34
8　1
29
2
2939
4
31
5　3　1
44 621 31 44
4　4　2
14
5
397
59
合計数
40
4
28
2
44
3
71
7
51
4
53
3
51
2
52
6
43
2
40
4
83
6
93 76
5
84
4
39
2
764
1
の幼生で着底後間もないものであった。
　ガラモ場と出現魚種の生活史との関係　本調査で得られた43種のうち未成魚一成魚のみが採
集されたものはギンザケ、タツノオトシゴ、ヨウジウオ、ヒメジ、およびフサギンポの5種で、
他はすべて仔稚魚の出現が確認された（エドハゼについては同定に疑問が残る）。仔稚魚のみ
が採集された魚種は22種にも達することからガラモ場が仔稚魚にとって重要な生活場所になっ
ていることがうかがえる。
　仔稚魚の得られた場所を砂浜域、ガラモ場周辺（自由水域）、転石域、およびガラモ場内（葉
上・葉間）に大別し、それぞれに出現した魚種を列挙すると下記の通りである。
　1）砂浜域：トウゴロウイワシ、シロギス、クロサギ、コトヒキ、クロダイ、マゴチ、およ
　　　びクサフグ．
　2）ガラモ場周辺：マルタ、クダヤガラ、メジナ、マハゼ、アシシロハゼ、ビリンゴ、エド
　　　ハゼ？、チクゼンハゼ、およびスミウキゴリ．
　3）転石域：マアナゴ、シマスズメダイ、アゴハゼ、ミミズハゼ近縁種、アカオビシマハゼ、
　　　ナベカ、ムスジガジ、ダイナンギンポ、アイナメ、サラサカジカ、ギスカジカ、イダテ
　　　ンカジカ、およびムツカジカ．
　4）ガラモ場内：ムシャギンポ、ハナジロガジ、タケギンポ、ギンポ、トビイトギンポ、メ
　　　バル、クジメ、イソバテング、およびアサヒアナハゼ．
　砂浜域およびガラモ場周辺に出現した魚類はすべて春一夏産卵性で遊泳魚を多く含み、クダ
ヤガラおよびメジナを除くと海藻類の存在を必ずしも必要としない魚群と言える。アシシロパ
ゼ、ビリンゴ、エドハゼ？、チクゼンハゼ、およびスミウキゴリはすべて浮遊期仔魚のみが得
られた。これらの成魚は外海域には生息しないので、採集された仔魚は万石浦本体から流出し
て来たものと判断される。転石域に出現した魚類は夏期産卵群と晩秋一冬期産卵群の両方を含
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み、浮遊生活を終了すると直接アオサ類などが生育した転石域に着底すると考えられる。
　ガラモ場内、特にホンダワラ類の葉上・葉問で採集される稚魚はすべて晩秋から冬の間に産
卵されたもので、浮遊生活を終える3～4月がホンダワラ類（およびワカメ）の繁茂する時期に
対応している。っまり、これらの魚類は浮遊生活後ホンダワラ類を一時生活の場として利用し
ていると解釈される。採集量からみると、タケギンポ、ギンポ、トセイトギンポ、クジメ、イ
ソバテング、およびアサヒアナハゼにおいてホンダワラ類に対する依存度が高いと考えられる。
5～6月頃からホンダワラ類が枯れ始めると、そこで生活していた魚類は成長の良いものから
順次海底あるいは他の場所へ移動すると判断される。
　平山（1978）は牡鹿半島のガラモ場でメバル当才魚の移動と大形海藻の消長との間に密接な関
連があることを指摘し、海藻のゆらぎ機構がメバルに小型葉上動物を提供していると述べてい
る。本調査においてガラモ場内で採集された稚魚はメバルを除くとホンダワラ類の枝・葉の間
に入り込んでいた。ホンダワラ類はこのような魚類に対してはメバルに対する以上にシェルタ
ーおよび餌生物提供者として貢献していると言えるだろう。
　3．湾ロ部での灯火採集によって得られた魚類
　調査水域および方法　湾口部南岸に位置する神明地先の石巻湾漁業協同組合専有岸壁（図2）
で、主に仔稚魚を対象として灯火（投光器）で海面を照らして光に集まる（あるいは近くを通過
する）魚類の採集を実施した。投光器の光源には12V－100Wの自動車用ヘッドランプを使用し、、
自動車用のバッテリーを電源とした。投光器は岸壁の垂直壁から2m程離し、光源から水面ま
での距離を30～50cmとなるようにして、小舟の舷側に固定した。　　　　　　　　　　　薗ド
　調査期間は1986年6月から1989年6月までの3年闇で、毎月1～2回の採集を実施した。3
年間を通してみた各月の採集回数は1～7月は5～6回、8～12月は4回で、合計57回であっ
た。採集時間は原則として日没後の最満潮時前後30分間とし、ほとんどの場合採集は17：00か
ら20二〇〇の闇に行われた。採集には目合約1㎜のたも網を用いて、可能な限り出現する魚類を
すくい採った。採集者は1～2名であったが、出現する魚類が少なかったため人数は採集量に
影響なかったと考えられる。採集された魚類は10％ホルマリン溶液で固定した後、魚種別に全
長および個体数を記録した。
　採集地点の水深は通常2．5～3．Omで底質は石混じりの砂から成り、アオサ類などの海藻が
散在していた。最満潮時の潮止まり（2Q～30分間）を除くと、海水は潮の上げ下げに関係なく
常に水路部方向へ向かって動いており、潮止まりの時魚の集まりが良かった。採集時に表面の
水温および比重を測定し、比重は後で塩分に換算した。
　水温および塩分　採集時に観測したデータに基づいて、平均表面水温および塩分の月別変化
を示すと図231の通りである。平均水温は4月頃に10℃を、7月には20℃を越えて、8月に最高
約23℃に達した。9月は20℃以上を維持するが、その後水温降下は急で10月には10℃以下とな
り、1～3月の間は6～7℃に低下した。実測値にっいてみると、4．3℃（1月）から23．7℃（7～8月）
までの間で変動した。
　平均塩分は1月に35％。と最高値を示すが、その後低下して7月に最低32％。となった。8月か
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ら上昇に転じて10～12月は34％・余に復帰した。塩分は夏～初夏に32～33％。と低く、その他の季
節では34％。前後とみることができる。実測値では28．7～36．6％。の間で変動した。
　出現魚種　灯火採集で得られた魚類は全部で23科38種であった（表50）。23科の中ではハゼ
科魚類が7種で最も多く、次いでタウエガジ科およびカジカ科それぞれ4種の順となり、他の
20科では1～2種に留まった。採集された個体はほとんどが仔稚魚で、若魚～成魚のみが得ら
れたものは7種であった（後述）。ギンポはタケギンポより早く産卵するとみられるが、両種の
産卵期が重複するため12～1月に採集された無着色仔魚はいずれの種に帰属するが判定が困難
であった。同様に、11～12月に出現したアイナメ科仔魚はアイナメあるいはクジメのいずれか
である（湾内にクジメは少ないことからほとんどがアイナメであろう）。12～2月に得られたサ
ラサカジカとアサヒアナハゼの仔魚も判別困難なものが多かった。
　本調査以外では万石浦から記録されなかった魚種はイカナゴ（仔魚5個体および成魚1個体）
およびマサバ（仔魚1個体）のみで、イカナゴ成魚は傷ついて弱っていたことから潮流により
受動的に湾内に流されて来たものと推測される。
　　採集個体数　全部で57回のサンプリングにより合計1，345個体が採集されたが、上記の通
りほとんどが仔稚魚であった。最も多かったものはタケギンポあるいはギンポの仔魚であった。
20個体以上を挙げると、サラサカジカ、サラサカジカあるいはアサアヒアナハゼの仔魚、カタ
クチイワシ、ギンポ、アサヒアナハゼ、タケギンポ、ムスジガジ、シロザケ、アイナメあるい
はクジメの仔魚、およびアイナメがこれに続き、これら8（～9）種で全体の87．4％に達した
（表50）。カタクチイワシは6～11月に採集されたが、他の7（～8）種の仔稚魚はすべて11～6
月の間に出現した。
　種数および個体数の季節変化　月別にみた調査期間中に出現した種数総計および1回当たり
（D平均個体数を表50および図232に示した。種数は1～6月に12～17種（4月がピーク）と多く、
7～12月には2～9種で、特に8～10月が少ない傾向が認められた。冬から初夏にかけての種
数の増加は採集回数が多かったためではなく、秋～初春期産卵魚（例えば、ニシン、アユ、シ
ロザケ、イカナゴ、ギンポ亜目魚類、およびカサゴ目魚類）の仔稚魚や本邦南部水域から黒潮
によって輸送されて来たと考えられるウナギ、マアナゴ、およびボラの仔稚魚が出現したこと
に帰せられよう。
　一方、夏～秋における種数の減少は春一夏期産卵魚の仔稚魚があまり採集されなかったこと
を示、しているだけで、万石浦に出現する仔稚魚が少なかったということは意味しない。なぜな
ら晩春から夏にかけての時期にはハゼ科魚類を筆頭としてコノシロ、サッパ、チカ、およびサ
ヨリなど湾内で産卵する魚種は多いからである。晩春一夏期産卵魚の仔稚魚は秋一冬期産卵魚
の仔稚魚より一般に小形であることから、本調査地点のように絶えず一方向の流れがある場所
には前者は集まりにくいということが考えられる。また、上記2仔稚魚群の間では走光性の強
さあるいは流れに対する反応の仕方に相違があるということも推測できる。
　採集1回当たりに得た個体数の季節変化についてみると、1月から5月での間は23～52個体
のレベルを維持するが、6～10月は4～8個体に急減して大きい谷間を形成した後、11～12月
は25～36個体へと復活した。1月および4～5月に見られた増大はそれぞれタケギンポ（ある
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表50．神明地先における灯火採集により得られた魚類と採集1回当たりの個体数（1986年6月
　～1989年6月）．通し番号A、B、およびCの魚種にっいては本文参照個体数の下線は
　一部あるいは全部に仔稚魚を含むことを示す．1回当たりの個体数がO．05未満の場合は0．0
　として表示した．種数は調査期間中に出現した総計で示す。
　月
んタ舛ンポ／ギンボ
Lサ芳カジカ
B．サ芳カジカ／
　アサヒアナハゼ
2．カタクチイワシ
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いはギンポ）の仔魚およびサラサカジカ仔魚の出現に起因していた。
　本調査結果でみる限り、灯火採集によって得られる魚類は種数および個体数ともに夏～秋に
減少すると言うことができる。木村他（1984）が三重県英虞湾で行った灯火採集では種数は春
から夏にかけて増加し、個体数は1～3月に著しく増加する他、7～9月にも増大が認められ
ている。岡部（1996）は千葉県小湊においては種数の増加は夏～初冬に見られ、夏に個体数の極
大が現出することを報告している。茨城県那珂湊では8～9月に種数および個体数の増大が出
現する傾向が認められる（那珂湊水産高校水産生物クラブ，1990）。調査地により種数・個体数
の増大期が異なることは調査地点の地形的な相違ばかりでなく、周辺水域の物理的環境やそこ
に出現する魚類構成の特性を反映していると考えられるが、晩秋～春期における増大は主にギ
ンポ亜目およびカサゴ目魚類の仔稚魚の増加に起因し、春から秋に間に見られる増大はハゼ科
魚類を中心としたスズキ目およびその他の目の仔稚魚の出現に依るという共通性が指摘される。
　出現魚種と発育段階　採集された個体の発育段階からみると、灯火採集により記録された38
種は便宜的に次の3群に区分された：
　1）仔稚魚のみが出現した魚種ニシン、ウナギ、マァナゴ、アユ、シロザケ、ダッ、ボラ、
　　　マサバ、エドハゼ、ミミズハゼ近縁種、ムシャギンポ、フサギンポ、ムスジガジ、ダイ
　　　ナンギンポ、メバル、アイナメ、イソバテング、サラサカジカ、ギスカジカ、アサヒァ
　　　ナハゼ、およびクサウオ（21種）．
　2）仔稚魚および若魚～成魚が採集されたもの．カタクチイワシ、シラウオ、トウゴ白ウィ
　　　ワシ、イカナゴ、マハゼ、ビリンゴ、タケギンポ、ギンポ、およびイシガレイ（10種）．
　3）若魚～成魚のみが得られたもの．サッパ、クダヤガラ、オクヨウジ、ニクハゼ、シロウ
　　　オ、アカオビシマハゼ・およびクサフグ（7種）．
　仔稚魚が出現した魚種は31種に及び、若魚～成魚の占める割合はわずかであった。得られた
ほとんどの個体が走光性を示して、灯火に寄って来たと考えられるが、ヨウジウオ成魚および
タケギンポとギンポの若魚～未成魚は静止した状態で潮流に乗って移動して来たところをすく
い採られた。この際後2種は体を2重（Z型）に湾曲させて浮遊していた。高橋他（1986）もギン
ポは潮流を利用して湾外へ移動すると述べている。
　本調査地点は最満潮時の一時的な潮止まりを除くと絶えずやや強い流れが見られたためか、
仔稚魚が集まるのはほとんどの場合潮止まりに限られた。潮止まりで海水の動きが弱まると仔
稚魚は底層から湧き上がるように出現して、光源近くに蝟集するが、再び水が動き始めると速
やかに姿を消すのが観察された。この際、仔稚魚が流されるような横への動きは見られなかっ
たため、彼らは流れを感知して底層へ戻って行ったと推察される。
4．出現魚種の季節変化
　（1）種数の季節的変化
　万石浦での出現が記録された123種のうち、少なくとも個体群の一部が周年湾内に出現する
とみられる魚類は56種で全体の45．5％を占めた。ただし、周年湾内に出現するとした魚種には
採集されなかった月もあるが、その種の生態特性から判断したものも含まれている。
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　採集年月日が不明なアブラボウズ、ヒラメ、およびマツカワの3種を除く残り120種にっい
て、これまでに得た記録を整理して月別出現種数を示すと表51～52および図233の通りである。
各月の種数にはその月にサンプルが得られなかったが、生息すると推測された種あるいは高橋
他（1986）および児玉（1988a）によって出現が報告されている種を含む。
　4月から11月の間は74～86種が数えられ、5月および10月にそれぞれピークが形成された。
12～3月の低水温期には種数は64～69種へと減少した。換言すれば、万石浦では春から秋の間
が種数の増加期で5月と10月にピークが現れるが、冬～初春期は種数が減少し、特に1～2月
の厳寒期は最小となると判断される。
　種数の多いスズキ目とカサゴ目の魚類にっいてみると（表51）、スズキ目では春から秋にかけ
て種数の増加が認められ、冬期は減少することが看取される。スズキ目の中には夏から秋にか
けて稚若魚として南部水域から輸送されて来たと思われる魚種が多く、この時期に種数を増加
させている。カサゴ目の場合は秋から初夏にかけて（5月にピーク）種数が多く、8～9月はやや
減少した。
　遊泳生態別に出現魚種の季節変化をみると、遊泳魚および滞泳魚は12月から3月までの低水
温期は10～14種であるが、4月から15種以上に増加し、9月までほぼ同数の魚種が見られた（図
233）。しかしながら、遊泳魚は10月から12月に向かって種数が減少するのに対し、滞泳魚では
10月にピークを形成してから減少した。10月における滞泳魚の増加は南部水域から輸送されて
来る死滅分散種の出現に起因していた。
　底生魚は各月40種以上が記録され、万石浦、魚類群集の根幹を成すものと言える（図233）。底
生魚も春期に種数が増加し、5月にピークを示すが、夏～初春に種数の減少が見られた後、10
表51．万石浦に出現する魚類の各目における月別種数採集年月日が不明な3種を除く
　　（本文参照）．各月の種数にはサンプルは得られなかったが、その月に出現すると
　推測される種あるいは文献により出現が確認されている種を含む．
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 出現醐
Lニシン目 1 1 1 4 4 4 3 4 3 4 3 1 5
2．ウナギ目 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
3．サ　ケ目 4 4 4、 4 3 2 2 2 3 4 5 4 6
4．コ　イ目 5 5 4 5 5 4 4 5 4 4 4 4 5
5．ダ　ツ目 1 1 圭 2 2 3 2 2 1 3
6．メダカ目 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ’1 1
7．トゲウオ目 1 1 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 2
8．ヨウジウオ目 2 2 2 2 3 4 4 4 4 4 4 4 4
9．タ　ラ目 1 1 1 1 2
10．スズキ目 34 35 37 37 39 39 39 42 43 46 41 36 61
11．カサゴ目 10 10 ll 13 14 12 10 9 8 10 11 10 17
12．ウバウオ目 1 1 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1 2
13。カレイ目 3 3 3 3 4 3 3 3 3 4 4 4 4
14．フ　グ目 2 3 2 2 2 2 3 2 1 6
出現種数 64 66 68 76 83 78 76 79 77 86 80 69120
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表52。万石浦で見られる魚類の出現時期．＋は本研究でサンプルが得られたことを、Eは
　　はサンプルの一部あるいは全部に仔稚魚を含むことを、および（＋）・（E）は文献ある
　　いは推定に基づくことを示す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
月
1．ニシン
2．コノシロ
3．サッパ
4．マイワシ
5．カタクチイワシ
6．ウナギ
7．マアナゴ
8．チ　カ
9．ア　ユ
10．シラウオ
1Lシロザケ
12．ギンザケ
13．サクラマス．
14．ギンブナ
15．モツゴ
16．ウグイ
17．マノレタ
18．ドジョウ
19．ダ　ツ
20．サヨリ
21．ツクシトビウオ
22．メダカ
23．クダヤガラ
24．イト旦
25．タツノオトシゴ
26．サンゴタツ
27．ヨウジウオ
28．オクヨウジ
29．エゾィソアイナメ
30．スケトウダラ
31．トウゴロウイワシ
32．メナダ
33．コボラ
34．ボ　ラ
35．アカカマス
36．スズキ
37．ネンブッダィ
38．シロギス
39．マアジ
40．クロサギ
41．シログチ
42．ニ　ベ
43．ヒメジ
44．メジナ
45．クロホシフエダイ
46．シマイサキ
47．コトヒキ
48．クロダイ
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表52．（続き）
月
49．メイチダィ
50．ハタタテダイ
51．イシダイ
52．アオタナゴ
53．オキタナゴ
54．シマスズメダィ
55．イカナゴ
56．マサバ
57．タチウォ
58．アイゴ
59．マハゼ
60．アシシロハゼ
6Lスジハゼ
62．アカハゼ
63．ビリンゴ
64．ニクハゼ
65．エドハゼ
66．ヘビハゼ
67．チクゼンハゼ
68．スミウキゴリ
69．アゴハゼ
70。ヒモハゼ
71．ヒメハゼ
72．シロウオ
73．ミミズハゼ近縁種
74．ミミズハゼ
75．アベハゼ
76．キヌノくリ
77．リュウグウハゼ
78．シマヨシノポサ
79．シモフリシマハゼ
80．チチブ
81．アカオビシマハゼ
82．ナベカ
83．イソギンポ
84．ムシャギンボ
85．フサギンポ
86．ムスジガジ
87．ダィナンギンポ
88．ハナジロガジ
89．タケギンポ
90．ギンポ
91．トヒイトギンポ
92．メノぐノレ
93．タケノコメパル
94．クロソイ
95．アポラボウズ
96．クジメ
97．アイナメ
98．マゴチ
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表52．（続き）
月
99．イソパテング
lOO．サラサカジカ
101．ケムシカジカ
102．ギスカジカ
103．イダテンカジカ
104．ムツカジカ
105．アサヒアナハゼ
106．エゾクサウオ
107．クサウオ
108．ビクニン
109．セトヌ刈
llO．ハタタテヌ刈
11Lヒラメ
112．イシガレイ
113．マコガレイ　．
114．ヌマガレイ
115．マツカワ
116．ホシガレイ
117．アミメハギ
118．カワハギ
玉19．ウマズラ八ギ
120．サザナミハギ
121．クロサパフグ
122．クサフグ
123．ヒガンフグ
種数合計
仔稚魚種数
1 2 3 4 5 6 7 8 9　　10　　11　　12
E
E
十
E
E
E
E
E
EEEE
（E）
E
E
（十）　　十　　　（十）　十
（出現時期不明）
E　　E　　E
十　　E　　E
十　　　十　　　÷
（出現時期不明）
■
十
ヤ
十
十
十
十
十
十
十
十
÷
　　　十　　　十
＋　（＋）　（＋）　E
十
十
（＋）
E
（＋）
十
十
（＋）
E
十
十
十
十
E
十
E
十
十
十
十
E
十
十
十
十
十
十
十
64　66　68　76　83　78　76　80　78　86　80　6915　19　23　26　28　27　30　33　25　17　11　6
80
3
●δ　608
勾，
ヤ◎　40
62
　20
0
　　　　　　　　　15、、．＿。→，一←・→／ 　＼＼』、＿．＿→，一←一←→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ろ　　　　ぺ　　　　　　，夕一一嬬喰諒〆倉累巌一嘲＿盗＞植
9一一嘩｝』』心〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、o
J　　F　　M　　A　　M　　J　　J　　A　　S　　O　　N－　D
図23＆方右浦に出現する、魚類の月別種数（1986～1993）．
　　白丸、遊泳魚；白三角、滞泳魚；黒丸、底生魚．
白四角、魚種全体1
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～12月にかけて再増加が認められた。厳寒期（1～2月）に種数が最低となり春が増加期に相当す
ることは3群に共通しているが、底生魚では夏～初秋期に種数が減少する点で他の2群と異な
っている。
　本邦中～南部の内湾あるいは沿岸の魚類群集では（大島，1954；北森他，1959；Kikuchi，1966；
小池・西脇1977；林，1979；千葉，1980；桑村，1980；木村他，1983；塩原・鈴木，1985；森，19－
95）、春から秋にかけて種数の増加が見られ、9月前後にピークが形成されるのが一一般的傾向の
ようである。これは沿岸魚は冬から夏の間に産卵するものが多いためと説明されている（大島，
1954；菊池，973）。
　本研究では冬に種数が最低となる点では上記の報告と一致するが、5月および10月に2つの
ピークが出現した点で異なっている。万石浦のように暖水性魚類および冷水性魚類の両群が見
られる水域では前者にとっては冬期の低水温が、逆に後者にとっては夏期の高水温が制限要因
となる。生息水温との関係から春および秋に両者が重複して出現することが2つのピークを作
る基礎となっていると考えられる。産卵期との関連では菊池（1973）の指摘の通り晩秋～冬およ
び春～秋に湾内外で発生した稚若魚の出現がそれぞれ春および秋のピーク形成に寄与している
ことは疑いがない。
　万石浦ではカサゴ目魚類の減少期は8～9月であるが、駿河湾内浦では10～1月となってい
る（塩原・鈴木，1985）。これは両水域の間でカサゴ目の種構成が異なるためであろう。
　（2）出現時期の季節性
　万石浦に出現する魚類には周年湾内に見られるもの、季節的に来遊するもの、あるいは季節
性がはっきりしないものがある。湾内での出現時期という観点から生活史も考慮に入れて出現
パターンを整理すると下記の5型に大別される（表61参照）。
　1）生活史完結型　一生を通して万石浦に生息し、浮遊生活期を除くとほとんど湾外へ移出
することなしに湾内で生活史を完結する魚種がこの型に属する（40種）。これら産卵のために湾
外へ出ることを必要としない。本研究の採集において、すべての月での出現を完全に確認した
訳ではないが、その種の生態的特性からみて終生湾内に生息するであろうと推測される種も含
む。　（例：アユ、シラウオ、ギンブナ、モツゴ、ドジョウ、メダカ、クダヤガラ、タツノオト
シゴ、サンゴタツ、ハゼ科20種（アカハゼ、キヌバリ、およびリュウグウハゼを除く）、ナベ
カ、イソギンポ、ムシャギンポ、ムスジガジ、ダイナンギンポ、ハナジロガジ、タケギンポ、
トビイトギンポ、サラサカジカ、アサヒアナハゼ、およびハタタテヌメリ）．
　2）周年出現型　この型ではいずれかの成長段階の個体が周年万石浦で見られるという点に
おいては、上記の生活史完結型と同様であるが、産卵のために湾外へ出ることを必要とするか、
あるいは湾内で産卵しても成長に伴って湾外へ移出するとみられる点で大きな違いがある（16
種）6（例：ウナギ、マアナゴ、マルタ、メナダ、ボラ、アオタナゴ、フサギンポ、ギンポ、メ
バル、タケノコメバル、クジメ、アイナメ、ギスカジカ、イシガレイ、マコガレイ、およびヌ
マガレイ）．
　3）春一秋出現型　この型では万石浦での出現盛期が春から秋にかけての高水温期に限られ、
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出現時期の季節性が認められる（38種）。得られた個体がわずかでもこの時期に死滅分散ある
いは三陸沖回遊群の一部として出現したとみられる種はすべてこの型に含めた。稚若魚期の個
体が出現する場合が多い。湾内で産卵するものはコノシロ、サッパ、ダッ、サヨリ、ヨウジウ
オ、オクヨウジ、トウゴロウイワシ、およびイソバテングの8種が挙げられる。（例：コノシ
ロ、サッパ、マイワシ、カタクチイワシ、ダツ、サヨリ、ツクシトビウオ、ヨウジウオ、オク
ヨウジ、トウゴロウイワシ、コボラ、アカカマス、スズキ、ネンブツダイ、マアジ、クロサギ、
ヒメジ、クロホシフエダイ、シマイサキ、コトヒキ、クロダイ、メイチダイ、ハタタテダイ、
シマスズメダイ、マサバ、タチウオ、アイゴ、クロソイ、マゴチ、イソバテング、イダテンカ
ジカ、ムツカジカ、アミメハギ、カワハギ、サザナミフグ、クロサバフグ、クサフグ、および
ヒガンフグ）．
　4）秋一春出現型　この型では成魚は秋から冬の低水温期に、そして稚若魚は主に春に出現
し、遅くても6月には万石浦から姿を消す（8種）。仙台湾で産卵のために接岸した親魚、およ
びその稚魚の一部が万石浦に入って来たと推定されるもの（ケムシカジカ、およびクサウオ科
魚類3種）も含む。この型に属する魚種はすべて低水温期に産卵する。万石浦で産卵するもの
はニシン、チカ、シロザケ（稀）、およびクサウオの4種である。（例：ニシン、チカ、シロザ
ケ、イカナゴ、ケムシカジカ、エゾクサウオ、クサウオ、およびビクニン）．
　5）不確定出現型　大部分が付近の外海に生息するが、万石浦への来遊は稀であるため出現
時期を特定あるいは予測するのが難しい魚種をこの型に含めた（21種）。（例：ギンザケ、サク
ラマス、ウグイ、イトヨ、エゾイソアイナメ、スケトウダラ、シロギス、シログチ、二べ、メ
ジナ、イシダイ、オキタナゴ、アカハゼ、キヌバリ、リュウグウハゼ、アブラボウズ、セトヌ
メリ、ヒラメ、マツカワ、ホシガレイ、およびウマズラハギ）．
　上記の1）および2）の型に属する魚種は周年万石浦で見られるもので、Kikuchi（1966）の周年
定住種に相当する。これらは合計56種を数え、全体の45．5％を占める。次いで多い魚類は3）春
～秋出現型に属する38種（30．9％）で、1）から3）までを合計すると93種（76．4％）に達する。春～
秋出現型は秋～春出現型に比べると種数の上では後者を圧倒しているが、死滅分散の例および出
現時期の短い魚種が多く、生活史の一部において万石浦との関わりを必要とするものは3分の
1程度とみて良いだろう。
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Vl．出現した魚類の生態
1．繁　殖
　（1）万石浦で産卵する魚類
万石浦で見られる58科123種のうち、湾内（河川域も含む）で産卵（産仔）すると考えられ
る魚類は25科58種（表53）で、全体の47．2％を占めた。なお、ギンブナおよびタツノオトシゴに
関しては産卵期を特定するデータが得られなかったので、既往の知見（中村，1969；横川，1977）
に基づいてそれぞれ晩春～夏および夏とした。
　科別にみると、本研究でハゼ科魚類は23種中20種が湾内で産卵することが明らかになった。
これは湾内産卵魚群全体の約3分の1に相当し、他を圧倒する勢力となっている。その他の科
ではタウエガジ科が5種、ヨウジウオ科およびカジカ科が各4種、そしてニシン科が3種でハ
ゼ科に続いた。
　湾内産卵群58種のうち定期的（季節的）に来遊して産卵する魚種にはニシン、コノシロ、サ
ッパ、チカ、ダツ、サヨリ、ヨウジウオ、オクヨウジ、トウゴロウイワシ、ギンポ、およびク
サウオがある。ニシンは1977年頃から万石浦に産卵群が出現し、湾内が重要な産卵場となって
いたが、1984年をピークに近海での漁獲量は減少した（児玉，1988a，1997）。本研究の建網調
査でも4個体の親魚が得られたのみであったことから、万石浦への産卵親魚の来遊は1984年以
降わずかであると推測される。上記11種とシロザケを除く他の46種は個体群の全部あるいは一
部が多かれ少なかれ周年湾内に生息するとみられる魚種である。アイナメは10月下旬になると
湾の中心部～湾奥部の部分で釣りで多獲される事実があるため、湾外で成育した親魚がこの時
期に補充されるようである。
　遊泳生態区分からみると湾内産卵魚は遊泳魚12種、滞泳魚10種、および底生魚36種の構成と
なる。これは各区分の種数からみると遊泳魚12／29（41．4％）、滞泳魚10／39（25．6％）、および底生
魚36／55（65．5％）で底生魚の比率が高く、滞泳魚で低いと言える。
　（2）産卵期
　表53に示した産卵期からみると、湾内で産卵する魚類は春一夏期産卵群および秋一冬期産卵
群の2群に大別できる。前者にはコノシロ、サッパ、モツゴ、ダツ、サヨリ、ヨウジウオ科魚
類、トウゴロウイワシ、アオタナゴ、ハゼ科魚類、およびイソギンポ科魚類など南方系、魚類を
中心に44種が属する。北方系魚類と目されるチカおよびイソバテングもこの群に該当する。さ
らに、主要産卵期からみて初春～中春（3～4月）、晩春（5月）、および夏の産卵群に細分する
と、それぞれに17種、5種、および22種が含められる。
　一方、秋一冬期産卵群は主に北方系魚類によって代表され、ニシン、アユ、シロザケ、タウ
エガジ科魚類（ムスジガジおよびダイナンギンポを除く）、ニシキギンポ科魚類、アイナメ科魚
類、カジカ科魚類（イソバテングを除く）、およびクサウオの14種が挙げられるが、数的には前
者の約3分の1に過ぎない。この群を初秋～中秋（9～10月）、晩秋（11月〉、および冬に細分す
ると各区分には4～5種が含められる。千葉（1980）は浜名湖において産卵は春から夏にかけて
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表53．万石浦で産卵する魚類の産卵期および産卵期の水温．＋、E、M、およびLはそれ
　　ぞれ上旬～下旬、上旬、中旬、および下旬を示す．＊ギンブナおよびタツノオト、シゴ
　　にっいてはそれぞれ中村（1969）および横川（1977）による．
月
1．ニシン
2．コノシロ
3．サッパ
4．チ　カ
5．ア　ユ
6．シラウオ
7．シロザケ
8．ギンブナ＊
9．モツゴ
10。ドジョウ
ll．ダ　ツ
12．サヨリ
13．メ．ダカ
14．クダヤガラ
15．タツノオトシゴ＊
16．サンゴタツ
17．ヨウジウオ
18．オクヨウジ
19．トウゴ的イワシ
20．アオタナゴ
21．マハゼ
22．アシシロハゼ
23．スジハゼ
24．ビリンゴ
25．ニクノ、ゼ
26．エドハゼ
27．ヘビハゼ
28．チクゼンハゼ
29．スミウキゴリ
30．アゴハゼ
31．ヒモハゼ
32．ヒメハゼ
33．シロウオ
34．ミミズハゼ
35．ミミズハゼ近縁種
36．アベハゼ
37．シマヨシノボリ
38．シモフリシマハゼ
39．チチブ
40．アカオピシマハ
41．ナベカ
42．イソギンボ　『
43．ムシャギンポ
44．フサギンボ
45．ムスジガジ
46．ダイナンギンボ
十　　十　　十　　E
ML
L
十　　十　　十
LL
十
十　　十
EE
（晩春一夏）
十　　十　　十　　M
十　　十
　　十　　十
十　　十
L　　十　　十　　十　M
十　　E
　　　　（夏）
　　　　　　　　　E
十
　　　　　　　L
L　　十　　十　　十
十　E
M
十
L
十
LL
L
十
十
L
十
十
EE
十
十
十
÷　　十
M　　十　　　　十
M　　十　　　　E
十E
十　　　　　十
十
M
十
十　　十
十　　十
　　LL　　十
M　　十
　　十
　　十
L　　十
十　　十　　E
　　　　十　　十
十　　十
十　　M
十　　E
十　　十
十　　十
十E
十　　十
÷　　E
十
十　　十
L
十
水澄（℃）
5～10
16～27
16～26
7～9
9～16
7～18
9～12
20～26？
18～26
18～21
16～26
9～20
20～28
7～18
16～28？
24～28
14～28
17～28
17～28
16～20
7～18
20～28
16～26
8～18
7～18
9～16
7～16
10～21
9～15
9～20
19～23
18～27
10～16
圭O～15
10～20
20～28
15～22
16～28
15～28
19～23
17～20
20～26
7～11
12～20
6～10
10～17
（続く）
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表53．　（続き）
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 旙（℃〉
47．ハナジ莇ジ 十 9～13
48．タケギンボ E 廻 十 6～14
49．ギンポ 十 12～17
50．トピイトギンポ 十 十 8～12
51．クジメ M 十 12～18
52．アイナメ 十 M 1Q～17
53．イソバテング 十 十 14～18
54．サラ勃ジカ 十 ÷ 十 嘱 十 7～14
55．ギスカジカ 十 十 7～11
56．アサヒアナ厘 十 十 十 十 5～17
57．クサウオ 十 6～11
58．ハタタテヌ刈 十 十 14～20
合計 6 6 14 20 27 28 19 14 5 39 9
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図237．万石浦に出現する仔稚魚の種数っいての月別変化（1986～1993）．
　　白三角は平均表面水温（大浜沖）を示す．白四角、魚種全体；黒丸、
　　湾内産卵魚；白丸、湾外産卵魚
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（続く）
水温（℃）
1．ニシン
2．アサヒアナハゼ
3．ムスジガジ
4．クサウオ
5．タケギンポ
6．チ　カ
7．ムシャギンボ
8．ギスカジカ
9．サラサカジカ
10．ヘビハゼ
11．シラウオ
12．マハゼ
13．ニクノ、ゼ
14．クダヤガラ
15．トピイトギンポ
16．ビリンゴ
17．シロザケ
18．ハナジロガジ
19、スミウキゴリ
20．ア　ユ
21．エドハゼ
22．サヨリ
23．アゴハゼ
24．ミミズハゼ
25．シロウオ
26．ダイナンギンポ
27．アイナメ
28．ミミズハゼ朧
29．チクゼンハゼ
30．ギンポ
3Lクジメ
32．フサギンボ
33．イソバテング
34．ハタタテヌメリ
35．ヨウジウオ
36．シマヨシ／ボり
37。チチブ
38．アオタナゴ
39．サッパ
40．ダ　ツ
4Lスジハゼ
42．コノシロ
43．シモフリシマハゼ
44．ナベカ
45．オクヨウジ
46．トウゴロウイワシ
5678910111213141516171819202122232425262728
図235．万石浦で産卵する魚類の産卵期の水温範囲．魚種は水温の低い順に配列した．
　　ギンブナおよびタツノオトシゴを除く．
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水温（℃） 56789101口213141516171819202122232425262728
i　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i47．ドジョウ 　　　　　　　　　o48．モツゴ i　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　：49．ヒメハゼ
？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱
　　　　　　　　i50．ヒモハゼ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昏
51．アカオピシマハゼ
1
52．イソギンポ
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i53．メダカ ；
54．アシシロハゼ
155．アベハゼ
6．サンゴタッ
1
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
種数合計 2514162428262624262630292823272U817161616119
図235。（続き）
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図236．万石浦における産卵期の各水温（1℃毎）に対応する魚種数．図235を参照．
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行われるものが多く、秋～冬に行われるものは少ないと述べており、本結果と一致する。
　図234には産卵期と種数との関係を月別に示した。これには大浜沖で実施した建網調査の際
に得られたデータに基づいて、月別平均水温も加えた。1～2月に産卵するとみられる魚種は各
月6種に過ぎないが、水温の上昇とともに3月から増加を辿り、5～6月には27～28種に達し
た。7月から減少して10月には最低3種に落ち込むが、11～12月は再び9～10種に増加した。
3～8月に形成される14種以上の大きな山が春一夏期産卵群に相当し、特に5～6月における
種数の増加が目立った。11～12月に見られる小ピークは秋一冬期産卵群を代表するものである。
　3月から6月にかけての種数の増加は水温の上昇と並行的であるが、種数のピークおよび減．
少は水温の場合（ピークは8月）よりも2ヶ月前に現れ、水温が降下を始める9月に産卵盛期
を持っ魚種は見い出せなかった。これは春一夏期産卵群の仔稚魚が高水温期に生存・生育する
ために有利に機能する適応的現象であると解釈される。灯火採集調査でも10月に仔魚は見られ
ず、カタクチイワシ稚魚が得られたのみであった。11月にはアユおよびアイナメ（あるいはク
ジメ）など数種の仔魚が出現するが、9～10月は湾内の魚類にとって産卵生態的に空白期間と
みなすことができよう。
　本邦の内湾において、そこで産卵する魚類の出現魚種全体に対する割合をみると、山口県油
谷湾では19．4％（森，1995）、浜名湖では19．4％（千葉，1980）、そして松島湾では26．5％（谷田他，
1957）と見積もられている。調査方法が異なるため厳密な比較はできないが、いずれも本研究
（47．2％）よりかなり低い値となっている。万石浦では産卵のために湾内に来遊するニシン、チ
ヵ、ダッ、およびサヨリなどの沿岸性魚類も見られるが、ハゼ科魚類に代表される生活史完結
種の豊富さ（40種）が湾内産卵群の割合を高めていることは明らかである。
　（3）産卵期の水温
　魚類の産卵は主に水温によって大きな影響を受けることは周知の事実である。万石浦で産卵
する魚類について、魚種ごとに産卵期と水温との関係を整理した（表53および図235）。この際、
本研究で得られた観測データの他に、宮城水試（1985～1989，1991～1993）が公表した一連の漁
海況調査報告書も参照した。表層と底層の水温差を考慮しっつ、できるだけ産卵場（と思われ
る場所）に近い地点で観測されたデータを利用した。万石浦の表面水温は冬に5℃以下、夏に
30℃以上を示すことがあるが、平均的な冬期最低水温は5℃、夏期最高水温は28℃であった（図
4）。・
　秋一冬期産卵群における産卵期の水温下限はほとんどが9℃以下で、産卵期が1～2月にか
かっているものは5～7℃≧低い（図234）。上限は10℃から20℃までの幅がある。10～12月の
間に産卵するアイナメ、ギンポ、クジメ、およびフサギンポでは産卵期の水温は10～20℃の範
囲内にあり、比較的高水温下で産卵が行われる。
　春一夏期産卵群では2～3月に産卵期が始まるものは下限が6～9℃と低いが、上限はほと
んどが15℃を越える。ただし、2～4月の間に産卵が行われるムスジガジおよびチカは産卵期
の水温が6～10℃の範囲内留まっている。ハゼ科魚類では最も早い2月下旬に産卵が開始され
るマハゼを別にすると・ウキゴリ属（ヘビハゼ、ニクハゼ、・ビリンゴ、スミウキゴリ、および
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エドハゼ）で産卵開始時の水温が低い傾向が認められる。4月以降に産卵期を持つものでは水
温下限が10℃以上となり、上限は6月までが約20℃以下にあると考えられる。産卵期の下限水
温が14℃以上の魚種はすべて春一夏期産卵群に含められる。6月以降に産卵期がある場合は、
下限水温は16℃以上（チチブを除く）となり、上限はほとんどが26℃に達する。20℃を越えて
産卵すると思われる魚種にはイソギンポ、メダカ、アシシロハゼ、アベハゼ、およびサンゴタ
ッが挙げられる。
　全体を通覧すると、産卵期の下限水温が5～9℃の魚種は23種、10～15℃のものは14種、そ
して16～24℃のものが19種で、産卵期の始まりは低水温期に当たっているものが多いと言える。
タウエガジ科、ニシキギンポ科、ゲンゲ科、およびカサゴ目に属する魚種は比較的低水温期に
産卵するものが多く、産卵期の水温下限は14℃以下で、上限は20℃を越えることはない。この
グループに限ってみれば、水温が降下して最も早いIO月上旬に産卵するのがフサギンポで、水
温上昇期に入って最も遅く5～6月に産卵するのがイソバテングである。イソバテングはカイ
メンの1種の組織内に卵を産み付ける上、ふ化までの時間は北海道南部で8ヶ月に及ぶ点でも
特異である（Mun曲ara，1991；Munehara　and　S血imazaki，1991）。
　図235に基づき産卵期の水温範囲5～28℃を1℃毎に区切り、各水温に対応する種数をグラフ
化したものが図44である。5℃から9℃にかけて2種から24種へと急に種数が増加するが、そ
の後は20℃まで23～30種と高原状の山を形成する。21～28℃の高温部では9種に向かってゆる
やかに種数が減少する。9～2Q℃の高原部では10℃と16℃に小ピークが見られる。前のピーク
は4月および12月に、後のピークは5～6月および11月に産卵期がある魚種によって形成され
る。各水温で21種以上が産卵するのは9～21℃の範囲で、万石浦ではこの水温の時期に産卵期
を持つ魚種が多いと判断される。
　（4）産卵場所
　万石浦の環境はアマモ場を中心として拡がる砂泥域、ガラモ場の転石域、一部に見られる岩
礁域・砂域、河川部の砂利域、さらに人工的なカキ棚・コンクリート壁・石垣などによって形
作られている。本研究で具体的な産卵場所を直接確認した魚種はメダカ、スミウキゴリ、シロ
ウオ、シマヨシノボリ、およびチチブに限られているので、主に既往の研究報告に基づき万石
浦での産卵場所および産卵様式の類型化を試みた。
　塩分傾斜からみると、産卵水域は淡水域、汽水域（感潮域）、および海水域に分けられる。淡
水域で産卵するものはギンブナ、モツゴ、ドジョウ、メダカ、アベハゼの他、シロザケ、スミ
ウキゴリ、シロウオ、およびシマヨシノボリが挙げられる。汽水域ではアユ、スミウキゴリ、
シロウオ、およびチチブが産卵すると考えられる。河川が小さいたあ、アユの産卵適地は淡水
域よりもむしろ感潮域（針浜川）に存在する。スミウキゴリおよびシロウオでは淡水域の他、一
部が感潮域で産卵巣を造っているのが観察された。上記以外の魚種はすべて海水域で産卵する
と考えられる。シラウオ親魚は志畑川河口で1個体が得られたのみであるが、河口付近の河川
水の影響のある場所が産卵場になっているのであろう。ニシンは湾奥部のやや低塩分の場所が
主産卵場とみられている（児玉，1988a，1997）。
　産卵様式に関しては様々な形態が認められ、下記のように整理されよう。疑問符を付した魚
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種は詳しい産卵生態が不明なものであるが、ここでは近縁種の例から推測した。
　1）浮性卵を水中に放出する：コノシロ、サッパ、およびハタタテヌメリ．
　2）水草、海藻（草）、および礫に卵を付着させる：ニシン、チカ、アユ、シラウオ、ギン
　　　ブナ、モツゴ、ドジョウ、ダツ、サヨリ、メダカ、トウゴロウイワシ、クジメ、および
　　　アイナメ．
　3）水底に卵塊を産む：ムシャギンポ、フサギンポ、ムスジガジ、ダイナンギンポ、ハナジ
　　　ロガジ、タケギンポ？、ギンポ、トビイトギンポ？、ギスカジカ？，アサヒアナハゼ、
　　　およびクサウオ．
　4）砂礫中に卵を埋没させる：シロザケ．
　5）貝殻、空缶、パイプ、および板などの内面・下面に卵を付着させる：スジハゼ、ヒメハ
　　　ゼ、シモフリシマハゼ、チチブ、アカオビシマハゼ、ナベカ、およびイソギンポ．
　6）砂に半ば埋もれた石の下に産卵室を造り、石の下面に卵を付着させる：アシシロハゼ、
　　　スミウキゴリ、アゴハゼ、シロウオ、ミミズハゼ、ミミズハゼの近縁種？、アベハゼ、
　　　およびシマヨシノボリ．
　7）泥底に孔道・産卵室を造って産卵する：マハゼ．
　8）他動物の造った孔道内に産卵する：ビリンゴ、ニクハゼ？、エドハゼ？、ヘビハゼ？、
　　　チクゼンハゼ、およびヒモハゼ．
　9）他の動物の体内に産卵する（括弧内は宿主）：クダヤガラ（マボヤ）、イソバテング（カ
　　　イメン類）、およびサラサカジカ（ホヤ類）．
　10）雄の育児のう内に卵を産み付ける：ヨウジウオ科魚類．
　U）仔を産む：アオタナゴ．
　1）は多量の卵を水中にばらまくという最も単純な産卵様式であるが、万石浦ではこの様式に
従う魚種は少ない。限られた空聞内においては多量の卵を散布しても生残には不利であろう。
2）～ll）には親（あるいは他生物）が産出卵を保護するという魚種が含まれている。2）の群では
クジメとアイナメの雄が卵塊を近くで護る。3）ではタウエガジ科およびニシキギンポ科の魚類
において雌あるいは雄が卵塊を体で巻いて保護することが知られている。4）のシロザケの雌は
産卵後もそこに留まって他個体を追い払う。5）～8）に見られるハゼ科魚類の産卵様式は多様と
言えるが、知られている限りすべて長卵形の沈性付着卵を産み付け、雄が卵を保護するという
点では共通している、（道津，1979）。イソギンポ科魚類も雄が卵を護る。9）は他生物に依存する
という特異的な例である。10）では配偶者の体の一部がふ化まで利用される。11）のアオタナゴ
では母体内が稚魚までの発育の場となり、最も発達した卵・仔の保護形態と言って良い。
　海藻（草）との関連では、2）のうち直接アマモに卵を産み付けると思われる魚種にはニシン、
チカ、ダツ、サヨリ、およびトウゴロウイワシが挙げられる。クジメおよびアイナメは岩盤に
生えた海藻の基部に卵塊を固着させる（山本・西岡，1948；金本，1976a；丹下・堺，1977）。3）、
10）、および11）では直接海藻に産卵する訳ではないが、アマモ・海藻の存在する場所が産卵場
となったり、あるいは親魚の生息場となっていると考えられる。これら以外のグループでは産
卵に関して藻場との結び付きは希薄とみて良いだろう。
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2．仔稚魚の出現および成長に伴う移動
　（1）仔稚魚の出現時期
　本研究により万石浦で採集された仔稚魚は全部で46科83種を数え、出現魚種全体の67．5％を
占めた。表52に基づいて仔稚魚の月別出現種数をグラフで示すと図237の通りである。仔稚魚
は1月に15種が見られ、その後継続的な増加を続けて8月に33種で最高に達した。9月は24種を
維持するが、それ以降の減少は急で12月には6種に落ち込んだ
　灯火採集によって得られた仔稚魚では4月に種数のピークが見られ、7～10月の間は減少し
た（図232）点で、上記の結果と異なっている。この相違が生じた理由として、灯火採集を実施
した場所の水理学的条件あるいは走光性の問題に関連して、灯火採集では春一夏期産卵群の仔
稚魚が十分採集されなかったためと考えられる。
　水温との対比でみると、8月の最高水温期に向けて仔稚魚種数が増加し、また種数の減少は
水温の降下に伴っており（図237）、種数の季節的変化は水温の変動に良く一致していると言え
る。ただし、種数の最少期（12月）と最低水温期（L月）にずれが認められる。晩秋～初冬に産卵
するカジカ目、タウエガジ科およびニシキギンポ科の魚類ではふ化までに要する時間が一般的
に長いため、ふ化仔魚の出現は普通1～2月となる。これは最低水温期前にふ化するのを回避
することになり、仔魚の生存を高める方向に機能すると解釈される。仔魚の発生期が完全に水
温降下期（秋）に相当するアユの場合は例外的と言えるだろう。
　総計83種の仔稚魚のうち、万石浦で卵から発生する魚種は50種であった。既に述べた通り、
湾内産卵種は全部で58種と推定され、当然これらの仔稚魚は湾内（淡水域も含む）に出現してい
るはずであるが、本研究ではサッパ、チカ、ギンブナ、サヨリ、タツノオトシゴ、サンゴタツ、
シロウオ、およびミミズハゼの8種の天然仔稚魚は採集されなかった。
　湾内産卵魚における仔稚魚の出現種数は1月（12種）から7～8月（22種）に向けて増加し、
4月から9月までの間は16種以上のレベルを保つが、10～12月にかけては7～5種へと減少し
た（図237）。6～8月に山が形成されるのは春～夏に産卵するハゼ科、魚類の仔稚魚の出現に負
うところが大きい。湾外起源の仔稚魚は各月において湾内産卵種の半数以下の場合が多かった
30
の
，田
820
含
ち
づ　iOz
0
蓄＿一△’
’
’ ノ
’
△！
！
！
！
！
△’
，’’
　！ノム！
’
　　ム　ノ’　、、
　ノ　　　　　　　ヤ　ノ　　　　　　　　　　ヤ，パ　　　　　　塾　　　　　、 、 、
、、ム￥
￥
、
、
、A
、
、
、
、￥
30
　ハ　9　）20
　0　目　①　一　ト10　①
　お　き
0
図234．万石浦で産卵する魚類の種数および平均表面水温（大浜沖）の月別変化．
　種数にっいては表53を参照黒丸、種数；’白三角、水温
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が、3～10月の闇は種数が増加した。特に、10～11月は死滅分散種の来遊が継続するため、湾
内産卵種を越えている点が注目される。
　浜名湖では仔稚魚の出現種数は春～夏に多いことが報告されている（千葉，1980）。油谷湾で
見られる仔稚魚の種数は1月から9月に向かって増加するが、10～12月にかけてはやや急な種数
の減少が示されている（森，1982）。油谷湾における種数の季節的変動はピークが1ケ月遅く出現
することを別にすれば万石浦の場合と良く一致する。
　本邦の沿岸魚類は晩秋から夏にかけて産卵するものが多く、特に南方系魚類は主に春～夏に
産卵するため、暖流の影響を受ける水域では仔稚魚の種数は冬から増加を始め、夏～初秋にピ
ークを迎えるのが一般的傾向と言えるだろう。万石浦と油谷湾ではピークの出現する月がそれ
ぞれ8月と9月で異なるが、高水温期の山の部分であることでは共通している。
　（2）成長に伴う生息水域の変化
　淡水域で生活史を完結する魚種、稚魚期まで産卵床あるいは育児のう内で保護されるサケ科
魚類とヨウジウオ科魚類、および稚魚を産仔するウミタナゴ科魚類を除くと、ほとんどの魚類
においてふ化（産仔）後間もない浮遊期仔魚は受動的に海水域を広範囲に分散する（京都大学海
洋生物研究グループ，1955；小川，1980a）。稚魚期以降の生育場とその範囲は魚種によって様々
である（小川，1980a）。
　万石浦で見られる魚類の発生水域はすべて宮城県およびそれ以南と考えられ、産卵水域を万
石浦では淡水～汽水域および海水域に、万石浦外では仙台湾（およびその周辺）および関東以
南に大別して、ギンザケを除いて、産卵水域と仔稚魚～成魚の移動範囲についてみると次の9
型が見い出される（図238）：
　1）万石浦に付属する淡水～汽水域で生活史を完結する型．ギンブナ、モツゴ、ドジョウ、
　　　メダカ、およびアベハゼ．メダカは稀に海水域へ流下することがある。
　2）万石浦の河川で産卵されるが、ふ化直後に一度海水域へ流下して浮遊生活を経てから普
　　　通稚魚期には河川に戻って来る型．アユ、スミウキゴリ、シロウオ、シマヨシノボリ、
　　　およびチチブ．シロウオの場合、成熟直前まで万石浦内（外？）で生育し、産卵群として
　　　河川に遡上する。
　3）万石浦の河川で産卵され、稚魚は海へ流下して北洋へ向かい、そこで生育して産卵親魚
　　、として母川回帰する型．シロザケ．
　4）万石浦の海水域で産卵され、仔魚は受動的に湾内外に分散した後、稚魚期以降にそれぞ
　　　れ万石浦～仙台湾の適地で生活する型（稚魚を産出・産仔するヨウジウオ科魚類およびア
　　　オタナゴを含む）．シラウオ、クダヤガラ、タツノオトシゴ、サンゴタツ、ヨウジウオ、
　　　オクヨウジ、アオタナゴ、マハゼ、アシシロハゼ、スジハゼ、ビリンゴ、ニクハゼ、エ
　　　ドハゼ、ヘビハゼ、チクゼンハゼ、アゴハゼ、ヒモハゼ、ヒメハゼ、ミミズハゼ、ミミ
　　　ズハゼの近縁種、シモフリシマゼ、アカオビシマハゼ、ナベカ、イソギンポ、ムシャギ
　　　ンポ、ムスジガジ、ダイナンギンポ、ハナジロガジ、タケギンポ、トビイトギンポ、ク
　　　ジメ、アイナメ、イソバテング、サラサカジカ、アサヒアナハゼ、およびハタタテヌメ
　　　リ．クジメおよびアイナメの仔魚はすべて（？）一度湾外へ出るようである。ほとんどがr
一382一
　　周年湾内に定住するとみられるが、ヨウジウオおよびオクヨウジは湾外で越冬すると考
　　えられる。
　5）産卵および仔魚の分散は前記4）と同様であるが、仔稚魚期の段階で万石浦を去り、仙台
　　湾およびその周辺を生育の場とする型．ニシン、コノシロ、サッパ、チカ、サヨリ、ト
　　ウゴロウイワシ、フサギンポ、ギンポ、ギスカジカ、およびクサウオ．ニシン、コノシ
　　ロ、サッパ、およびサヨリなどは一度万石浦外へ出ても若魚～未成魚が万石浦内外を出
　　入りすると考えられる。
　6）前記5）のうち移動範囲が更に拡がり、関東以南まで回遊する型　ダツ．本種は北部では
　　釧路沖にまで出現するすることが知られている（阿部，1964；Ueno　and　Abe，1966）。
　7）仙台湾およびその周辺水域（河川も含む）で産卵（仔）され、仔稚魚～成魚で万石浦に来遊
　　する型．カタクチイワシ、サクラマス、ウグイ、マルタ、イトヨ、エゾイソアイナメ、
　　スケトウダラ、メナダ、スズキ、シロギス、シログチ、二べ、クロダイ、オキタナゴ、
　　イカナゴ、アカハゼ、キヌバリ、リュウグウハゼ、メバル、タケノコメバル、クロソイ、
　　マゴチ、ケムシカジカ、イダテンカジカ、ムツカジカ、エゾクサウオ、ビクニン、セト
　　ヌメリ、ヒラメ、イシガレイ、マコガレイ、ヌマガレイ、マツカワ、ホシガレイ、クサ
　　フグ、およびヒガンフグ．
　8）主に関東以南の水域で発生し、黒潮によって北上し万石浦には仔稚魚～成魚が定期的あ
　　るいは偶発的に出現する型．マイワシ、ウナギ、ツクシトビウオ、ボラ、アカカマス、
　　マアジ、メジナ、イシダイ、マサバ、タチウオ、アボラボウズ、およびウマヅラハギ．
　9）産卵形態および出現形態は8）と同様であるが、東北水域では越冬不可能で冬期には死
　　滅すると推測される型．コボラ、ネンブツダイ、クロサギ、ヒメジ、クロホシフエダイ、
　　　シマイサキ、コトヒキ、メイチダイ、ハタタテダイ、シマスズメダイ、アイゴ、アミメ
　　ハギ、カワハギ、サザナミフグ、およびクロサバフグ．
図238で見る通り、万石浦に出現する魚類の再生産は万石浦および仙台湾で行われるものが大
部分で、移動範囲も常磐沖～三陸沖の東北水域内におさまっているものが全体の75％を占める。
稚魚期に仙台湾以北のより低温な水域へ向けて移動を行うとみられるのはシロザケの他では、
スケトウダラおよびニシン位であろう。金華山以北の水域から卵・仔稚魚が仙台湾へ輸送され
て来ると考えられる魚種はスケトウダラのみである（橋本・石戸，1991）。ツクシトビウオ、ア
カカマス、およびマアジなどの沿岸回遊性魚類は金華山以北へも季節的な回遊を行う（尼岡他，
1995）が、回遊性魚類および海流によって輸送される仔稚魚はほとんどすべてが仙台湾以南の
水域に再生産・生育の場を持つ魚種によって占められる。これは仙台湾が北側に位置する牡鹿
半島によって遮られているため、北からの親潮系水よりも南からの黒潮系水によってより強い
影響を受けていることを物語っている（川崎・佐々木，1980）。
　上記に挙げた同じ類型に属する魚類でも発育段階からみた移動の時期および移動する場所は
魚種によって異なることは言うまでもない。しかしながら、個体群として捉えた場合、魚類の
移動はどの魚種（ヨウジウオ科魚類およびアオタナゴを除く）においても、基本的には発育初期
の分散、その種の生育に適した場所への集結、そして親魚として産卵場への回帰という3っの
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類型 万石浦 外 海 種数
淡水～汽水域 海水域　　　仙台湾～東北水域 北洋、関東以南
1 ぐ一〇一一一一》 5
2 ○一一一一一…一一一一一一一一一一今 5
3 ○ 一→（北洋） 1
ぐ一…一一一〇 》 364
5 ぐ一〇一一一一一一一一一一一一一一一一今 10
6 ”〇一”一一一…一……一一一…一一一一一一ラ（関東以南） 1
7 ぐ一一一……一一一一一一一一一一一〇…一一一一
○（関東以南）
36
ぐ8 13
ぐ ○（関東以南）9 15
図23薮万石浦に出現する魚類の産卵水域および移動に関する類型○印、産卵水域；
　　破線矢印、仔稚魚の分散方向；実線矢印、若魚～成魚の移動方向．
～～～～～～～～～～～～～～～～～～　　r暇，曹曹一・9一閥塵　・　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
麺底層 浮性卵
硫れ藻i
遊泳魚（表一中層遊泳）稚魚～成魚期
i’…’
滞泳魚（中一底層遊泳・
浮遊仔稚魚
海…i藻ii類三胃．r甲
稚魚～成魚期
　　　　定座）
生魚（着底生活）稚魚～成魚期
一 沈性卵
期、
図239．、魚類の成長に伴う生息層の変化に関する模式図．
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要素から構成されていると言える（畑中，1975；帰山・大熊，1988）。
　（3）成長に伴う生息層の変化
　魚類は発育段階に応じて生息水域ばかりでなく、生息層も変化させている。終生表層生活を
送る魚種もあるが、一般には仔稚魚期に表層生活をしても成長に伴って生息深度が大きくなる
傾向が見られ、底生魚では稚魚期に浮遊生活から底生生活への移行が起こる（小川，1980）。
　万石浦で見られる魚類について、海水域における卵期から成魚期に至るまでの成長に伴う生
息層の変化を模式に示すと、図239が得られる。魚卵は浮性卵と沈性卵とに大別されるが、い
ずれの卵を産む種類でも仔稚魚期に一定期間浮遊生活を送るものが多い（水戸，1967；小川，19－
80a；1980b）。浮遊生活層は魚種によって、あるいは同一種でも時間帯によって異なり、夜間
は昼間に比べると表層に集まる傾向が認められている（水戸，1967）。
　サケ科魚類の仔魚は産卵床内で過ごすため、浮遊仔魚期がないが、他の遊泳魚ではすべて仔
魚期の浮遊生活から遊泳力を獲得する稚魚期以降も主に表～中層での遊泳生活を維持する。マ
ルタ、メナダ、およびボラの成魚は移動・摂餌のために表層から底層まで遊泳層を変化させて
いると考えられる。外海沿岸部ではマイワシ、カタクチイワシ、マアジ、マサバ、およびタチ
ウオの成魚は100m以深にも生息する（小川，1980b；落合・田中，1986）。
　滞泳魚は藻場内あるいはその周辺の中～底層を主な生息場としている。クロダイ、アオタナ
ゴ、ニクハゼ、メバル、およびクサフグは遊泳型であるのに対し、クダヤガラ、ヨウジウオ科
魚類、およびイソバテングでは海藻に定位・定座して終生海藻に対する依存度は高い。遊泳型
のメバルでも稚魚期に一度海藻に定位する。飼育魚の状態から推測するとタケノコメバルおよ
びクロソイは水底近くに定位していることが多いように思われる。アオタナゴおよびヨウジウ
オ科魚類では仔稚魚はそれぞれ母体内および育児のう内で保護されるため、浮遊仔稚魚期を欠
く。
　底生魚は稚魚期に達すると水底での底生生活に移行する。底生生活への移行には1〉直接水
底に移行する、2）一度海藻に付随してから着底するという2っの経路が設定される。前者の
タイプにはウナギ、マアナゴ、ハゼ科魚類（遊泳魚および滞泳魚を除く）、アイナメ、ギスカ
ジカ、およびカレイ科魚類が挙げられる。アシシロハゼ、ビリンゴ、チクゼンハゼ、およびイ
シガレイなどは汀線近くで着底するのに対し、マハゼおよびマコガレイではやや深み（水深1
～2m）で着底してから、汀線付近に移動してそこを生活の場とするとみられている（南，1981；
宮城水試，1990）。マハゼは8月頃から成長の良い個体から再び湾内の深みへ移る。イシガレイ
およびマコガレイも全長IOO㎜を越える頃から湾外へ去り、成魚は仙台湾の水深40～60mの水
域に多い（大森，1975）。
　後者の代表例としてタケギンポ、ギンポ、トビイトギンポ、クジメ、イソバテング、および
アサヒアナハゼが挙げられる。これらの魚類が付随する海藻はホンダワラ類およびワカメなど
複雑な空間を有するものが多い。タケギンポおよびアサヒアナハゼでは成魚でもしばしばホン
ダワラ類などの間で見られる。また、同じアイナメ科魚類でもアイナメとクジメでは着底の仕
方が異なっていることを本研究で確認した。
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　浮遊生活から底生生活への移行に当たっては形態、色彩、および食性の変化を伴う（内田，19－
43；水戸，1967；小川，1980b）。特に色彩にっいては浮遊生活期の仔稚魚では透明な体を持っも
のが多いが、底生生活を始める頃から黒色素胞が増加し、その種特有の斑紋が形成されるよう
になる（内田，1943；水戸，1967；道津，1979）。クジメおよびアイナメでは青緑色から褐色への
変化が見られ、生息場所の移行に伴う色彩適応と解釈されている。
　遊泳魚・滞泳魚・底生魚の別を問わず、稚若魚期に流れ藻につくものも少なくないが、この
場合藻の下あるいは周囲を遊泳していることが多い（千田，1965；Ida，1967）。千田（1967）によ
ると、底生魚で流れ藻に付随する魚類はイソギンポ、ギンポ、クジメ、およびアイナメが挙げ
られる。しかしながら、これらの魚種にとって流れ藻が生活史の上で重要な意義を占めるとは
認め難い。
　（4）移動の要因
　万石浦の内外で発生した浮遊生活期の仔稚魚は海水の動きに従ってかなり広範囲に分散する
と考えられる。これは万石浦の中央から奥の河川で産卵されたとみられるスミウキゴリ仔稚魚
が水路部および湾口部で採集されたこと、クジメおよびアイナメの仔魚はふ化直後から湾内で
見られなくなること、および仙台湾ではマコガレイ仔稚魚が産卵場から離れた石巻周辺の沿岸
に集積されること（高橋他，1986）からも裏付けられる。卵や発育初期の仔魚の遊泳速度は海水
の流動速度よりはるかに小さいことは明らかであり、それらの水平移動は基本的に海水の流れ
によって受動的に達成されるとみられる（田中，1991）。
　上野（1991）は万石浦と類似した閉鎖的な内湾である京都府久美浜湾における卵・仔稚魚の出
入りは一方通行的で、その原因をtidal　trapping機能に求めている。つまり、下げ潮時に水道
に極く近い表層水のみが流出し、この際表層水中に分布する卵仔稚が沖に流れ去って上げ潮で
再び流入することは少なく、逆に上げ潮時に流入する卵仔稚は外海水とともに湾奥に進むため、
外海から流入した生物を効率良く湾内に留めると説明されている。万石浦はほとんどが水深2m
以下と浅いため最深20mの深度を持っ久美浜湾とは同列に論じられないが、万石浦の海水交換
でもtidal　trappingが何らかの形で機能していると考えられる。水路部および湾口部で産卵す
ると思われるクジメおよびアイナメのふ化直後の仔魚が急速に湾内から姿を消す現象はtidal
trappingによる外海への輸送効果によるものかもしれない。
　イシガレイおよびマコガレイの仔稚魚は夜間の上げ潮時にそれぞれ蒲生潟湖（宮城県）および
万石浦への移入が多いことが知られている（Tsuruta，1978；高橋他，1986）。発育初期のイシガ
レイ仔魚では昼間の満潮時でも多数が採集されることがある（大関他，1987）。昼間底層にいる
仔稚魚も夜間には照度（田中，1976）および仔稚魚自身の比重（上野，1991）の関係で、中～表層に
浮上して分散する。夜間の上げ潮時に多数採集される現象はtidal　trappingを機構とする海水
交換と仔稚魚の昼夜における分布・行動様式の違いが組み合わさって生じ、湾から流出した張
出し（プリューム）の周囲に形成される向岸流の存在が仔稚魚の集積に重要な役割を果たしてい
ると指摘されている（上野，1991）。
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　本研究で着底期に入ったビリンゴおよびスミウキゴリの稚魚が本来の生息場所とは異なる水
路部や湾口部で採集されることがあった。しかしながら、ほとんどの場合、浮遊生活を終了し
た稚魚はその種の限定された生息場（例えば、アマモ場、干潟、転石域、あるいは感潮域）で最
も普通に見られるようになる。これは感覚器官が分化し始めると、物理的要因（海水流動、水
温、塩分、および照度など）および生物的要因（摂餌、食害、および群行動など）に対して、そ
れぞれの種に備わった独自の反応があり、これが海水の動きと関連して結果的に各種の生育場
所に到達し得ると判断される（田中，1976；小西，1983）。アゴハゼおよびミミズハゼ近縁種は水
路部転石域潮間帯に、ビリンゴ、スミウキゴリ．、およびチチブの場合は河川感潮域に多数の着
底稚魚が出現することから、これらの稚魚では塩分濃度（および他の何か）に対して種によって
特定の反応があることは確かであろう。もし、これを偶然の結果とするならば他の違った場所
でももっと着底稚魚が見られても良いはずである6イシガレイ、マコガレイ、およびヌマガレ
イでは塩分濃度に対して、さらに前2種では底土の粒度に対して選択性が異なることが知られ
ている（小坂，1956；宮城水試，1975；大森・露田，1988）。
　これまで浮遊仔稚魚期における分散および生育場への移動にっいて述べてきたが、次に浮遊
生活期以降の移動にっいて考察したい。内湾に限らず沿岸の汀線付近には多様な仔稚魚が出現
することが知られている（大方・石川，1979；八柳，19811木下，1984；大森・富田，1988）。万石
浦ではアシシロハゼ、エドハゼ、チクゼンハゼ、アゴハゼ、ヒモハゼ、およびミミズハゼ近縁
種などは干潟域あるいは転石域潮間帯に定着するが、多くの魚種は成長に伴って生息場所を変
化させると考えられる。ウナギ、アユ、ボラ、アシシロハゼ（一部）、ビリンゴ、スミウキゴ
リ、ミミズハゼ、シマヨシノボリ、およびチチブは汽水一淡水域へ侵入する。逆に深みへと移
動する例として、クロサギ、コトヒキ、クロダイ、マハゼ、ダイナンギンポ、タケギンポ、ギ
ンポ、クジメ、アイナメ、ギスカジカ、イシガレイ、マコガレイ、およびクサフグが挙げられ
る。マハゼ、イシガレイ、およびマコガレイでは成長の良い個体程早い時期に深みへ移る。
　万石浦内外のいずれかで発生したか、あるいは一度汀線付近の浅所で過ごしたかを問わず、
湾内で一定期間生活した後、湾外へ去る魚種は多い。移動時の発育段階は魚種によって異なる
が、遊泳魚（ニシン、コノシロ、サッパ、シロザケ、チカ、ダツ、サヨリ、およびトウゴロウ
イワシ）は主に仔稚魚期に出るのに対し、滞泳魚（クロダイ、アオタナゴ、メバル、タケノコメ
バル、およびクサフグ）および底生魚（ウナギ、マアナゴ、ギンポ、クジメ、アイナメ、ケムシ
カジカ、ギスカジカ、クサウオ、イシガレイ、マコガレイ、およびヌマガレイ）は若魚一未成
魚期に移動する傾向が認められる。遊泳魚の中でもシラウオ、マルタ、メナダ、ボラ、および
シロウオは湾の内外を出入りしているとみられる。
　湾内に滞留する期間あるいは移動の時期（季節）も魚種によって様々である。アカカマスお
よびマァジのように生育のためというより一時的に来遊するとみられるものもある。全体的に
みると秋一冬期産卵群の稚若魚は初夏までには湾外へ移動すると考えられる。長期滞留群でも
新世代が加入する満1年のうちにほとんどが移動するとみて良いだろう。
　森下（1961）は（陸上動物の）個体群における利用場所やその大きさの変化に関与する要因にっ
いて、（A）場所的条件の変化、（B）個体群自身の内部変化、（C）隣接地域の場所的条件および
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個体群の変化としてまとめ、（A）および（B）についてはそれぞれ4および2項目を挙げている。こ
の見解を参考にすると、魚類における初期生活史からの移動に関しては下記のようにいくつか
の要因が挙げられるが、明らかに成長に伴う場合もあれば、そうでない場合も考えられる。っ
まり、単一の要因に限定される例（ウナギなどの産卵回遊）は稀で、いくつかの要因が複合して
いるのが実際であろう。
　1）成長に伴って要求される環境条件の変化　万石浦内外に分散した浮遊期仔稚魚の発育が
進むとそれぞれの生息場所へ移行することは既に述べた通りである。ウナギ、アユ、ボラ、ビ
リンゴ、スミウキゴリ、シマヨシノボリ、およびチチブでは河川域への侵入が生活史の上で不
可欠な要素と考えられる。後3種では河川域へ入ったのち定着する。クジメ稚魚はガラモ場で
着底した後、主に水路部および外海の岩礁地帯を生活の場とするようである。アイナメの場合、
稚若魚はアマモ場の砂泥域で普通に見られるが、成長するにつれて外海の岩礁地帯や深み（20m
以深〉の岩場・砂泥域に分布を広げると考えられる（金本，1976b，1979）。
　本研究の建網調査でメバルは最多獲魚種であったが、当才魚が主体で成魚は全く見られなか
ったことから、生後満1才頃から湾外へ去るものと推察された。メバルは発育段階の進行に伴
って集合性が弱まり、磯に対する依存度が高まることが指摘されている（金本，1976b；平山，
1978）。シロザケは内湾から沿岸へ、さらに北洋へと回遊することは周知の事実である。大島
（1954）は稚魚がある大きさになると藻場を去る事実は藻場に捕食する餌料が無くなったからで
はなく魚自身の習性の変化によると強調しているが、成長に伴う物理的な環境要求の変化と次
に述べる餌料要求の変化は明確に区別し得ない場合が多い。
　2）成長に伴う質・量的な餌料要求の変化遊泳魚は普通プランクトン食者あるいはネクト
ン食者であり、かつ集群性が強いため生息水域に好適な餌料が濃密に存在しない限り、摂餌（生
育）のためには他水域へ移動する必要性を内在していると言える。滞泳魚および底生魚では成
長に伴って食性は質的に変化し、要求量は増大する。メバル、ギスカジカ、イシガレイ、およ
びマコガレイでは湾外への移動開始時期と空胃率の急な増大期とが一致している。
　3）成長に伴う同種個体間における反発の増大　内湾浅所は仔稚魚の生育にとって好適な条
件を具え、仔稚魚が高密度で生息する（宇都宮他，1954；田北，1980；八柳，1981；大森・露田，
1988）。しかしながら、魚類が成長するのに伴って生活に要する空間（面積）が拡大すると同種
の個体相互で反発が生じる（森下，1961）。餌料要求量が増大することにより餌料環境も悪化す
るだろ、う。ここで注目される点は成長の良い個体から移動を始めることである。マハゼの場合、
12月に新釜の汀線近くで低水温（？）のため発死している成長不良な個体がいくっか見られた。
Nikoisky（1963）は、魚が越冬に必要な物質を蓄積しそこなった場合は外的諸条件が変化しても
越冬回遊することはないだろうと述べている。大島（1954）も成長の遅れた個体程遅くまで藻場
に留まることを報告している。成長の良い個体程生活環境あるいは自身の要求の変化に早く反
応し、その種を維持することになる別の生活域へと早目に移行すると判断される。
　4）新年級群の加入による圧迫　生後満1年で世代交代する魚種では交代期の一時期を除く
と生息地に常に単一の年級群のみが存在する。しかしながら、生後満2年以上で産卵する魚種
では新年級群が加入すると複数年級群が同時に存在することになり、個体数の増加が起こる。
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新年級群は前年級群を圧迫する効果をもたらし、密度緩和作用として前年級群が浅所から深所
へ、あるいは湾内から湾外への移動が誘発されるとみなされる。アオタナゴ、イシガレイ、お
よびマコガレイでは湾内に新年級群が出現すると前年級群がほとんど漁獲されなくなるという
現象が認められている。湾内で生活史を完結する魚種は大部分が小型で、かっ生活サイクルが
短い（寿命1年）ことにより、限られた空間および資源を効果的に利用して個体群の維持を図っ
ていると解釈される。
　5）産卵　海水域で生活していたシロウオは産卵期が近づくと群を成して河川に遡上を開始
する。シロウオが母川に回帰するかどうかは明らかでないが、比較的水がきれいな針浜川で遡
上量が多い。シロザケも稀に針浜川で産卵することがある。マルタ成魚は産卵期が近づくと湾
内から姿を消すことから、北上川および鳴瀬川などに産卵遡上すると考えられる。産卵期後に
放卵・放精個体が再び出現する。ウナギは成魚まで湾内に留まり、成熟が始まると産卵回遊の
ため湾外へ去る（？）と思われる。
　6）水温および塩分の変化　万石浦における塩分の季節変化は小さいので、水温の方が魚類
の移動に大きな影響を与えていると思われる。季節的出現種において南方系魚類は春に出現し、
初冬までに湾外へ移動する、そして北方系魚類は秋に出現して初夏までには移動するというの
が一般的なパターンである。死滅分散種は夏から出現し、初冬には姿を消す。周年湾内で見ら
れる魚種でも個体群の一部は水温が下がると越冬のため湾外へ去ると推測される。
　了）近縁種間の競合回避　タケギンポおよびギンポの稚魚はともに冬～春にホンダワラ類や
アマモに付いて成長する。前者は周年万石浦に生息するのに対し、後者の当才魚は8月以降全
く採集されなくなることから、ギンポがタケギンポとの競合を避けて湾外へ移動するという解
釈が成立する。ただし、ギンポはより大形に成長するためタケギンポの存在とは無関係に独自
の生活要求に従って外海へ生息の場を移すとする見方もまた可能である。生息域が完全に分離
している訳ではないが、シモフリシマゼ（低塩分水域）とアカオビシマゼ（高塩分水域）との間
でも類似した関係が認められる。
　8）存在する餌料の質および量の変化　特に遊泳魚では存在する好適な餌生物群の組成が変
化したり、あるいは量が減少したりすれば他水域への移動を余儀なくされるだろう。
　上記1）～5）は同種間の、あるいはその種自身の内部に生ずる要因（個体群自身の内部変化）で
あり、6）～8）は周囲の物理的・生物的環境に関連した要因（場所的条件の変化）とみることがで
きる（森下，1961）。魚類の移動には水温などのような、その時の環境変化に対する非遺伝的な
反応として生ずる場合および環境変化と密接に関連しながら遺伝的に組み込まれた行動との2
通りがあると考えられるが、実際にはいずれかに判断できない例が多い。塚本（1988）は別の場
所へ移りたいという内的な衝動が回遊の本質で、不完全な回遊を何度も試みるうちに回遊に必
要な能力が順次備わっていき、定型の回遊が確立されていったと述べている。内的な衝動は最
初環境変化に対応するために非遺伝的なものとして生じ、長い年月繰り返すことによって遺伝
的なものにパターン化されていったと推察される。確立された形としての移動（回遊）は種の集
団の生存と再生産のための好適な条件を保障する適応上の意義を持っている（Nikolsky，1963）。
一389一
3、食性および栄養階層構造
　（1）胃内容物の分類および出現頻度
　本研究で胃内容物調査を行った万石浦産魚類は総計53科116種15，440個体であった（表54）。
出現した胃内容物は植物群と動物群とに大別し、綱から亜目のレベルで分類することを基本と
した。胃内容物として観察された魚類に関しては、できるだけ種の段階まで同定した。発育に
伴って生活型が大きく異なる動物群では卵および幼生（幼体）についてはその旨を記した。した。
綱・目のレベルで分類が不確実なものあるいは一般的な呼称の方が分かりやすいものは類とし
てまとめた。藻類については、細く糸状のものあるいは幼芽を付着藻類とし、そして分類困難
な海藻の偏平破片を不明海藻類とした。こ枚貝の水管のみが食いちぎられていたものは二枚貝
類水管とした。胃内に骨片が存在せず、脱落した鱗が食べられたと思われる場合は魚鱗とした。
　本研究で調査した胃内容物は全部で82項目に整理された（表55）。植物性胃内容物は詳しい同
定はなされなかったが、8項目に分けられた（表55）。出現頻度が特に高かった緑藻綱および付
着藻類に加えて珪藻綱（浮遊性）および紅藻綱は多くの場合栄養源として摂取されたものであろ
う。これらに対して褐藻綱、アマモ類、および陸生植物片は出現頻度も低く、餌生物としての
価値は無視し得るものと考えられる（西村，1972；菊池，1973）。
　動物性胃内容物は10門74項目に分類された（表55）。動物群（門）によって分類内容に精粗があ
るが、捕食者数および出現頻度からみて節足動物門、特に甲殻綱は仔稚魚から成魚に至るまで
広く利用される動物群を多く有しており、餌生物として最も重要な存在であると判断される。
昆虫綱は幼生（水生昆虫）の段階で河川域に生息する魚類に捕食されている場合が多かった。
　植物質も含めて項目別にみると（表55）、出現頻度が最も高かったものはヨコエビ亜目で全調
査個体のうちの32．2％（捕食魚83種）で胃内容物として出現した。これに続いて全調査個体数に
対する割合（および捕食者種数）を示すと、ハルパクチス目29．1％（72）、カラヌス目8．4％（62）、
魚類8．1％（53）、有扇亜目8．0％（48）、多毛綱5．6％（47）、双翅目幼生5．6％（27）、アミ目5．1％
（55）、緑藻綱4．6％（37）、クマ目4．6％（45）、貝虫亜綱3．8％（51）、付着藻類3．7％（31）、巻貝類
3．0％（41）、タナイス目3．O％（44）、長尾亜目3．0％（38）、ワレカラ亜目2．7％（40）、蔓脚亜綱
幼生2．6％（24）、および魚鱗2．6％（44）の順であった。
　ヨコェビ亜目およびハルパクチス目は全調査個体数に対する出現率が30％前後に達し、他の
項目（8．4％以下）より著しく高い値を示した。双翅目幼生および蔓脚亜綱幼生を除くと出現頻
度の高い項目は捕食者種数も多いという傾向が認められた。ヨコェビ亜目とハルパクチス目の
他、カラヌス目、アミ目、魚類、および貝虫亜綱は50種以上の魚種によって利用されていた。
　仙台湾の底魚類にとって重要餌生物とみなされる短尾亜目および二枚貝類（宮城水試，1975；
大森，1979）は出現頻度上位18位内に入らなかった。これは万石浦に生息するこれら2群の種類
および生息密度の問題とともに、万石浦で利用する側である魚類の種類とサイズ（大形個体が
少ない）にも大いに関連があるように思われる。
（2）植物質および動物質餌料の出現頻度
植物性餌料はたとえ魚類の胃内に見られたとしても栄養源としての価値があるかどうかを判
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灘L各i魚種における胃内容機吉果概要空胃率は調査個体数に対する空胃個体数の警1合を、
　出麟ま有倒固体数に対する植物質、動物質、および猫類を食べでいた個㈱拾を示す。
　食牲指数およこ喰地位指数に関しては本文参照
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表54．（続き）
魚種
姐メジナ
砿螂刀甥
姐淋イ嚇
姐コトヒキ
47。クロダイ
4＆刈砂イ
姐壇タ荊
馳アオタナゴ
5L彬ナゴ
52流郷ダィ
雅イカナゴ
54。タチウオ
駈アイゴ
56．マハゼ
研．ア契剛
5＆スジハゼ
59．アカハゼ
60．ビリンゴ
61．ニクハゼ
62エドパゼ
63。ヘビパゼ
㏄ガ鍼
65スミウキ副
総アゴ八ゼ
肌ヒモハゼ
6＆ヒメハゼ
69，シロウオ
7αミ鞭
7Lミ瀬麓
72．アベハゼ
73，キヌバリ
勉湘シノ剥
75。涯フリ濯
76．チチプ
77．アカオピシ麗
78，ナベカ
億イソ構
雛壇縛蹄
8L研蹄
繊麟ジ
83。夘ナンギ蹄
風硫剛
風タ拝坤
総ギンポ
翫トビイ縛ンポ
全長　調査有餌空胃率
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表54．（続き）
魚種
8＆メバル
89．タケノコメパル
90．クロソイ
9Lクジメ
餓アイナメ
93マゴチ
9生イソパテング
95．労肋勤
96．弘湖朔
97．ギ励
鰍イダテ鋤
99．費渤
100．刃ヒア畑
101．エゾ捌
102，クサウオ
103ビクニン
10生セトヌ刈
105，ハタタテヌメリ
106．イ輔レイ
10ヱ矧財
108，廻ルィ
109．糊レイ
11Q．アミメハギ
111．カワハギ
112．畝ラ酵
113棚。ミフグ
11生妨瀞グ
115。クサフグ
11α団刀グ
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表55．胃内容物として出現した餌生物の区分（鮭物項目）、捕食者の種数、出現頻度合計、餌生物の
　生活型』ランクおよび食地1立　116種15，44（騨にっいて胃内容欄査を実施した．
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表15．（続き〉
捕食者出現頻鯉　食地 捕食者出現頻塑　食地
種数　度台計ランク　位 種数　度台計ランク位
12イソギンチャ顯（花蜘 2　　　3　　1　　4姐有扇亜目 48　1233　　2　　2
端脚目
袋種働物門 姐ヨコエビ亜目 83　4965　　2　　2
13．線虫綱 1　　1　　2　　249。クラゲノミ亜目 2　　　4　　3　　2
馳ワレカラ亜目 40　　413　　1　　2
環形動物門 5Lオキアミ目 6　　10　　3　　214多毛綱 47　1130　　1　　2十脚目
15多手綱幼体 11　　163　　3　　252．長尾亜目 訂　　460　　2　　3
1a多毛緩卵塊 1　　　1　　1　　2阻長尾亜目幼生 6　　19　　3　　21宅貧毛綱 2　　　6　　3　　2馳アナジャコ上科 12　　53　　1　　2
駈ヤドカリ科 11　　49　　1　　3軟体動吻門 覧異尾亜目幼生 32　　293　　3　　2灘 駄短尾亜目 34　　343　　2　　31a巻員類㈱ 41　　461　　1　　258。短尾亜目幼生 禦　　123　　3　　2
la翼足目 1　　1　　3　　259．甲殻類卵 18　　50　　2　　2
2αウミウシ類（醐） 3　　14　　2　　2騨60．ゲジ・ムカテ類 1　　4　　3　　22L二！枚貝類 21　　121　　1　　2鵬22，二枚貝類水管 11　　49　　1　　261．双翅目 12　　98　　3　　2
聡コ改目類幼生 9　　23　　3　　262．双翅目幼生 班　　858　　1　　2聯 63。アリ・畷働ヨ） 3　　12　　3　　2肱十腕目 8　　36　　4　　4肌ヘピト噸姓（醐） 3　　11　　1　　225八腕目 2　　26　　2　　4蕊トビケラ目幼生 6　　139　　1　　2
聡ゲ殖噸姓（甲蛆） 4　　63　　1　　2節働門 飢トンボ目幼生 2　　　5　　1　　32aウミグ篭綱 10　　62　　1　　268。カゲロヴ目幼生 5　　125　　1　　2聯 69。カワゲラ目幼生 4　　77　　1　　2飢クモ類鯉モ目） 10　　17　　3　　27α水生昆虫類 lO　　訂　　1　　2
28．ダニ目 6　　9　　3　　27L陸生昆虫類 16　　93　　3　　2聯 花微』、昆虫類 3　　20　　3　　229．枝角目 17　　185　　3　　2
3α貝虫亜綱 51　　586　　2　　2毛顎鋤門
3L棲脚亜綱 26　　202　　2　　273。ヤムシ綱 12　　50　　3　　3
毘カラヌス目 62　12㎝　　3　　2
33。ハノレ勉チス目 72　4488　　2　　2棘皮動吻門
肱ウオジラミ目 15　　42　　2　　474。ウニ綱 1　　　1　　1　　2
35屡脚亜綱 10　　43　　1　　275。ナマコ綱 2　　3　　1　　2総蔓脚亜綱幼生 ’24　　405　　3　　2
翫コノハエビ目 28　　192　　2　　2
3＆アミ目 55　　783　　3　　276．ホヤ類㈱ 1　　4　　1　　2
39，タマ目 45　』706　　2　　277．ホヤ類幼生 1　　　1　　3　　2
4αタナイス目 44　　461　　1　　2
等脚目 脊…種徽門
4Lグナチア亜目 2　　4　　1　　27＆魚類（鵬鰍） 53　1255　2－4　2－4
42グナチア亜目幼生 28　　113　　2　　479魚鱗 44　　402　　2　　2
狙ウミナナフシ亜目 22　　84　　1　280．魚卵 22　　73　．2　　2
姓ミズムシ亜目 31　　254　　1　　2
45ワラジムシ亜目 12　　54　　3　　28Lデトリタス 7　308　2　1総ヘラムシ亜目． 8　　17　2　2組不明鍵勘 25　　93　一　一
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定するのは困難であるが、食性調査を行った116種のうち約半数の57種において植物性餌料が
見い出された（表54）。何らかの胃内容物が認められた個体を有餌個体として、有餌個体に対す
る植物質および動物質摂餌個体（デトリタスあるいは不明餌生物のみが見られた個体は除く）の
割合をそれぞれ植物質および動物質出現率とした。
　植物質胃内容物の出現率が高い魚種はシモフリシマハゼ（50．1％）、マルタ（40．8％）、メダカ
（38．9％）、コノシロ（35．2％）、アゴハゼ（3L9％）、チチブ（28．9％）、コトヒキ（27．0％）、
メナダ（23．3％）、クロダイ（2L1％）、およびアカオビシマハゼ（19．6％）であった（以上が上
位10種で有餌個体数が10個体以下のものを除く）。調査個体数は少なかったが、ギンブナ（IOO
％）、シマスズメダイ（100％）、アイゴ（77．8％）、およびウグイ（57．1％）を加えた14種が比較
的植物質食性の高い魚種と判断される。ただし、ギンブナおよびシマスズメダイを除く他の12
種ではすべて動物質の出現率が動物質のそれを上回っていた。植物質食性の強いアユ成魚は針
浜川感潮域で付着藻類を食べているのが観察されているが、本研究で食性調査した個体は稚若
魚が主体で植物質の出現率は高くはなかった。
　動物性胃内容物が見られた魚種は105種に及び、このうち93種において動物質出現率は90～
100％に達した（表54）。動物質出現率の低かったものにはメダカ、メナダ、ボラ、コノシロ、モツ
ゴ、およびシモフリシマハゼが挙げられ、その出現率は45．9～78．4％に留まっている。これら
の魚種は植物質出現率の高かったもので、特に前5種ではデトリタスの出現率も高かった。調
査個体の成長段階も関係すると思われるが、コトヒキ、クロダイ、アゴハゼ、チチブ、および
シモフリシマハゼでは植物質および動物質の両方の出現率が比較的高値を示した。
　動物質のうち魚類に限ってみると、魚類を食べていた魚種は合計53種であった（表54）。その
うち有餌個体数が11個体以上の魚種についてみると、アカカマス（96．9％）、マアナゴ（77．6
％）、マゴチ（76．5％）、クサウオ（52．4％）、ギスカジカ（49．8％）、タケノカコメバル（48．3
％）、ダツ（45．7％）、アサヒアナハゼ（44．4％）、スズキ（27．9％）、およびアイナメ（19．6％）
の順で上位10種の中でも大きな差が認められた。
　（3）成長に伴う空胃率の変化
　調査を行った116種における平均空胃率（調査個体数に対する空胃個体の割合）は22．1％であ
った。胃内容物の調査個体数が40個体以上で、空胃率が40％を越える魚種はシロウオ（99．5％）、
シラウオ（68．9％）、ダツ（59．7％）、チカ（54．2％）、アユ（5L7％）、タケノコメバル（45．3％）、
クサフグ（43．6％）、ボラ（43．5％）、サヨリ（42．3％）、アオタナゴ（41．4％）、およびフサギンポ
（40．2％）の11種であった（表54）。シロウオで特に空胃率が高かったのは調査した個体の大部分
が河川に遡上した産卵群であったためで、シロウオは遡上を始めると摂餌しないことが知られ
ている（松井，1986）。
　反対に空胃率が低く7％にも達しないものはサラサカジカ（0．0％）、イソバテング（2．0％）、
クダヤガラ（2．1％）、アシシロハゼ（2。1％）、アカオビシマハゼ（2．3％）、モツゴ（3．5％）、ダイ
ナンギンポ（3．9％）、ヨウジウオ（4．5％）、アゴハゼ（5．3％）、エドハゼ（5．6％）、チチブ（6．1
％）、チクゼンハゼ（6．8％）、およびスミウキゴリ（6．8％）の13種が挙げられる。空胃率の高い
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魚種は遊泳性あるいは滞泳性の魚類が多いのに対し、空胃率の低いものはほとんどが小型底生
魚あるいは調査個体の中に稚若魚を多く含んでいた魚種であった。
　本研究では浮遊生活期の食性についての調査が不充分な魚種が多いことは否めないが、カタ
クチイワシおよびタケギンポなど数種を除くと大部分の魚種において、仔稚魚期の空胃率はlO
％以下と低かった。成長に伴って空胃率は上昇し、未成魚一成魚期に最大値を示すのが一般的
な傾向と考えられる。、アオタナゴおよびマコガレイではこの傾向が顕著で、未成魚期の空胃率
が50％以上に達した。これらの魚種では空胃率の上昇が湾外への移動に何らかの影響を及ぼし
ていると思われる。
　モッゴおよびメダカでは成長とともに空胃率が低下する現象が認められた。これら2種では
成長に伴って浮遊有機物を食べる習性を発達させるため、成魚ではかえって空胃個体が減少す
るとみられる。
　（4）成長に伴う胃内容物の変化
魚類の食性は体の大きさあるいは生息場所によって変化し、成長初期の段階ではプランクト
ンが重要な餌生物となるが、その後ベントス食性あるいは魚食性へと移行するのが普通である
（Suyehiro，1942；大島，1954；布施，19621最首，1963；菊池，1973；木曽他，1980；八柳，1981）。
　本研究で行った胃内容物調査の結果（付表2～70）から万石浦における魚類の成長に伴う胃内
容物の変化および成魚硯食性に基づく類型を模式的に図240に示した。浮遊生活を送る仔魚期
にはカラヌス目、ハルパクチス目、および枝角目が主に食べられ、カラヌス目は餌として最も
重要な位置を占めていると考えられる。稚魚期になると十脚目幼生および蔓脚亜綱幼生が加わ
って餌生物が多様化する。
　サッパ、チカ、サヨリ、およびヨウジウオなどは若魚期以降も大きな食性の変化はみられず、
成魚でもプランクトンおよびプランクトベントスが主食となっている（図240の1群）。ダツお
よびスズキは若魚期以降、魚食性を強めると考えられる（II群）。仔稚魚期のデータはないがア
カカマスも同様であろう。コノシロ、メナダ、およびボラは稚魚期までの動物プランクトン食
から成長とともに浮遊性珪藻食およびデトリタス食を発達させる（皿群）。これら1～皿群に含
まれる魚種はヘビハゼを除くとすべて表～中層に生息する遊泳魚と滞泳魚で占められる。本研
究でヘビハゼは底生魚とみなしたが、食性からみるとプランクトン食性が強い。本種の生態に
っいて不明な点が多いが、恐らく半底生的な生活を送っているものと推察される。
　IV群は浮遊生活を終了してから成魚まで、ヨコエビ亜目を主体としてハルパクチス目、有扇
亜目、ワレカラ亜目、多毛綱、および巻貝類などの葉上動物およびベントスを主食とするグル
ープで、アオタナゴ、多くのハゼ科魚類、ムスジガジ、タケギンポ、メバル、イソバテング、
およびサラサカジカなどが代表例として挙げられる。この群は滞泳魚および底生魚によって構
成される。
　V～W群に属する魚種は若魚期まではV群と同様な餌生物を主食とするが、成魚期に近づく
にっれていくいっかの特定された餌生物の出現頻度が高まる。V群に該当するマアナゴ、マハ
ゼ、フサギンポ、タケノコメバル、クジメ、アイナメ、マゴチ、ギスカジカ、クサウオ、およ
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仔魚期 稚魚期 若魚・未成魚期　　成魚期
iカラヌス目　i　iカラヌス目l　l
i／Vレバクチス目1づノVレバクチス目　　δ
i枝角目　揖十脚目幼生i　i
i一・一一一一一・i　i蔓脚亜霧幼生　　　　　i　：
カラヌス目
ハルパクチス目
ヨコエビ亜目
ア　ミ目
．貝虫亜綱
十脚目幼生
魚類（仔稚魚）
魚類
1群
サッパ　　　オクヨウジ
カタクチイワシ　　　　　　トウゴロウイワシ
チ　カ　　　　ニクハゼ
シラウオ　　ヘビハゼ
サヨリ
クダヤガラ
ヨウジウオ
1群
ダツ、アカカマス　スズキ
　　珪藻綱（浮遊性）
　　デトリタス
　　ハルパクチス目
　　ヨコエビ亜目
　　ハルパクチス目
　　有扇亜目
　　ワレカラ亜目
　　多毛綱
　　巻貝類
　　ア　ミ目
　　ク　マ目
　　魚類（仔稚魚）
…… 』1譜『
　　　　　　：頭足綱
皿群
コノシロ
メナダ
ボ　ラ
IV群
アオタナゴ　　ナベカ
アシシロハゼ　ムスジガジ
スジハゼ　　　ダィナン和ポ
ビリンゴ　　　タケギンポ
エドハゼ　　ギンポ
チクゼンハゼ　メバル
ヒモハゼ　　　イソバテング
ミミズハゼ　　サラサカジカ
i藻類i多毛綱　i
拍コエピ亜目i
iハルバクチス目i
l多毛綱　i
i巻貝類
に二枚貝類i
V群
マアナゴ　　　アイナメ
マハゼ　　　　マゴチ
フサギンポ　　ギスカジカ
タケノコメバル　　　クサウオ
クジメ　　　　クサフグ
ア　ユ
マルタ
アゴハゼ
V［群
シモフリ源麗
アカオピシマハゼ
　皿群
ハタタテヌメリ
イシガレイ
マコガレイ
図240．万石浦における魚類の成長に伴う主要胃内容物の変化（矢印）および成魚の食性
　に基づく類型（1～皿群）．点線内は主要餌生物群を、そして実線内は代表的捕食者
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びクサフグでは成長に伴って魚食性が強まるとともに、十脚目あるいは頭足綱などの大型餌生
物の出現頻度が高まる。
　W群を代表するアユ、マルタ、アゴハゼ、シモフリシマハゼ、およびアカオビシマハゼの主
食はIV群の場合とほぼ同様であるが、成長とともに藻類の出現頻度が上昇し、雑食性を発達さ
せているところに特徴がある。皿群は水底生活に適応し、プランクトベントス食から多毛綱、
巻貝類、および二枚貝類など埋在性ベントス食へと移行するグループで、ハタタテヌメリ、イ
シガレィ、およびマコガレイが挙げられる。V～VI群には遊泳魚・滞泳魚・底生魚が含まれる
が、後2者が主体となっている。
　浮遊生活仔魚期には運動能力および口のサイズの面から捕食し得る動物プランクトンが限ら
れるため、胃内に見られる餌生物の種類は比較的少ないが、稚魚あるいは若魚期に入ると摂餌
機能の発達とともに捕食する餌生物の幅が拡大される（田中，1976；小川，1980b）。1およびIV
群では成魚期に至るまで餌生物の種類は多様で、若魚期の食性を基本的に成魚期まで維持して
いるグループとみなすことができる。他の5群では未成魚期から成魚期にかけて、餌生物の種
類を再減少させていると考えられる。
　滞泳魚および底生魚を代表するIV群からW群（アユおよびマルタを除く）について胃内容物
の変化を概観すると、稚魚期以降、カラヌス目の出現頻度が低下するのに対し、ハルパクチス
目は稚魚期～若魚期で、ヨコエビ亜目は未成魚期～成魚期で高い値を示す。したがって、これ
らの群にとって仔魚期から未成魚期までの基幹的な餌料系列は万石浦ではrカラヌス目一ハル
パクチス目一ヨコエビ亜目」として認識されよう。アマモ場に出現する魚類の胃内容物が成長
に伴って僥脚類から端脚類へと変化することは既に指摘されている（大島，1954；北森他，1959；
布施，1962a；上北1980）。布施（1962a）は、広島県笠岡湾のアマモ場で見られる、魚類ではヨコ
エビ類よりもワレカラ類に対する依存度が高いことを報告している。本研究ではワレカラ亜目
の出現頻度はヨコエビ亜目よりもずっと低かった（表55）。この違いは布施（1962a）の研究対象
がアマモ場内に出現する魚類に限定されていたためであろう。
　上述した通り、成長に伴う食性の変化を7群に類別したが、基本的には1）プランクトン捕食
　淡水域および汽水域では稚魚期に胃内容物として僥脚亜綱および枝角目の出現頻度が高い点
では海水域の場合と同様である。アベハゼは成魚期でもプランクトンを利用しているが、すべ
ての魚種において大なり小なりベントスに依存していると言える。稚魚期から成魚期に至るま
で水生昆虫、特に双翅目（ユスリカ類）幼生が重要な餌として利用されていることが大きな特徴
である。排水路に生息するモツゴ、ドジョウ、およびメダカではデトリタスの出現頻度が高く、
またメダカおよびチチブでは藻食性を発達させている。スミウキゴリおよびチチブでは成長に
伴って魚食性が強まる。
　（5）胃内容物の季節的変化
　魚類の食性は成長に伴って変化する他、季節によっても変化する（Suyehiro，1942；Kawanabe，
et　aL，1968；菊池，1973；山本・伊藤，1973；木曽他，1980）。仔魚期から若魚期にかけては食
性の変化が激しい（大島，1954；北森他，19591布施，1962）ため、この期間における胃内容物組
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コノシロ（全長150mm以上l　　　Sp　r　i　ngSummer
デトリタス
珪藻綱（浮遊性）
ハルパクチス目
魚鱗
巻貝類
カラヌス目
緑藻綱
異尾亜目幼生
枝角目
（空胃）
N＝56（9）
0
N＝83（14）
40　0
Autumn
N＝46（6）
40　0 40
サッパ（全長1⑭鰍肚）
ハルパクチス目
魚鱗
カラヌス目
ヨコエビ亜目
異尾亜目幼生
巻貝類
貝虫亜綱
アミ目
ウオジラミ目
魚類
有扇亜目
（空胃）’．
N＝43（15） 聾＝109（28） ド＝39（18）
チカ（全長川mm肚）
0 40　0 40　0
ヨコエビ亜目
ハルパクチス目
アミ目
カラヌス目
異尾亜目幼生
多毛綱
コノハエビ目
クマ目
グナチア亜目幼生
長尾亜目
（空胃）
N＝6G（9〉
0 40
40
聾＝42（11）
Winter
聾＝40（1。1）
0 40 0 40
マルタ（全長川聯肚）
緑藻綱
多毛綱
ヨコエビ亜目
巻貝類
二枚員類
膏扇亜目
コノハエビ目
魚鱗
付着藻類
アミ目
（空胃）
N＝65（16）
0
N冨50（1 N＝50（9） 餅＝91（19）
40　0　　　　40　0　　　　40　　　0
　　　　Frequency（γ・）
40
図24L遊泳魚における主要胃内容物組成の季節変化．調査個体数（N）に対する
　　各餌生物の出現頻度（％）で示す．（〉内の数字は餌生物項目数を表す．
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ヨゥジウオ・（全長150mm以封　　Spr　ing Su㎜er
ア　ミ目
ハルパクチス目
カラヌス目
ヨコエビ亜目
タナイス目
ク　マ目
（空胃）
N＝20（11）
　　　　　　　　　0
アオタナゴ（全長1㈹mm肚）
40
N＝91（14）
Autu肖on Winter
0
口
N＝6（4） Nニ2（2）
40　0 40 0 40
ヨコエビ亜目
ハルパクチス目
巻貝類
有扇亜目
カラヌス目
二枚貝類
付着藻類
ウミグモ綱
ウミナナフシ亜目
多毛綱
（空胃）
N二144（22）
0 40
N；48（16） N＝137（15）
0 40　0 40
M＝89（18）
0 40
ニクハゼ（全長30m磁上）
ハルパクチス目
カラヌス目
ヨコエビ亜目
蔓脚亜綱幼生
巻貝類
異尾亜目幼生
ア　ミ目
ク　マ目
魚　類
短尾亜目幼生
（空胃）
N＝25（11）
0 40
N竃47（13） N＝97（13）
口鰯
κ＝35（11）
0 40　0 40 0 40
メバル（全長川mm肚）
ヨコエビ亜目
有扇亜目
コノハエビ目
ア　ミ目
魚　鱗
魚　類
長尾亜目・
異尾亜目幼生
多毛綱
ヤムシ綱
カラヌス目
ハルパクチス目
（空胃）
N＝41（15） N＝3a（11） N＝77（18） N531（9）
　　　　　　　　0　　　　　　　　40　　　　　0　　　　　　　40　　　0　　　　　　　40　　　　　0　　　　　　　　40
　　　　　　　　　　　　　　　Frequency（γ。）
242．滞泳魚における主要胃内容物組成の季節変化．他の説明は図241に同じ．
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マアナゴ（全長300mm朗　　Spring
口73・
Sμ㎜er Autumn
口
Winter
魚類
長尾亜目
ヨコエビ亜目
短尾亜目
十腕目
有扇亜目
ヤドカリ科
（空胃）
賛＝72（14）
0 40
N＝65（9）
0
N＝62（11）
40　　0 40 0
N＝2弓（2）
　　　か96
　　40
マハゼ（全測50mm肚）
ヨコエビ亜目
魚類
長尾亜目
多毛綱
緑藻綱
貝虫亜綱
ハルパクチス目
ア　ミ目
コノハエビ目
巻員類
有扇亜目
（空胃）
N二114（16）
　　　　　　　　0
アイナメ（全長15舳m肚）
06ふ8
40
N＝95（18）
0
N＝ユ32（17）N＝182（16）
40　　0 40 0 40
長尾亜目
短尾亜目
魚　類
ヨコエビ亜目
有扇亜目
多毛綱
緑藻類
ヤドカリ科
ア　ミ目
巻貝類
（空胃〉
贋＝26（13） N＝21．（19） N359（2Q） N＝55（12）
　　　　　　　　　0　　40　　0　　40　0　　40　　0　　40
マコガレイ（全長IOOmm肚）
　多毛綱
　　ヨコエビ亜目
　緑藻類
　付着藻類
　貝虫亜綱
　二枚貝類
　　コノハエビ目　　　賛＝41（13）　　　N＝57（7）　　　N鴬64（15）　　　N＝19（5）
　ハルパクチス目
　　ク　マ目　　（空胃）　　　　　　　匝7　　　　　口5コ
　　　　　　　　　0　　　　　　　40　　　　　0　　　　　　　40　　　　　0　　　　　　40　　　　　0　　　　　　　40
　　　　　　　　　　　　　　　　rrequency（％）
　図243．底生魚における主要胃内容物組成の季節変化．他の説明は図241に同じ．
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成の変化は成長に伴う要因と季節的な要因とが複合した結果であり、両者を切り離して検討す
ることは困難である。そこで本研究では遊泳魚、滞泳魚、および底生魚においてそれぞれを代
表する4魚種を選定して、成魚の食性に近づいたとみられる若魚期以降のサンプルにっいて季
節的な食性の変化を考察することにした。
　1）遊泳魚：コノシロ、サッパ、チカ、およびマルタ（図241）．
　遊泳魚では季節的に万石浦に来遊する魚種が多く、4季を通じて資料を得られるものは少な
かった。コノシロではデトリタスおよび浮遊性珪藻綱が春から秋にかけて重要な餌となってお
り、夏にハルパクチス目および巻貝類の出現頻度が高くなった。サッパは春にハルパクチス目、
異尾亜目幼生、・およびヨコエビ亜目を、夏にハルパクチス目および魚鱗を、そして秋には魚鱗｛
ヨコェビ亜目、およびアミ目を主な餌としており、特に異尾亜目幼生において季節的な変動が
大きかった。
　チカでは秋から春にかけてヨコエビ亜目、アミ目、およびカラヌス目が比較的安定した重要
餌生物群を構成していた。・ハルパクチス目および異尾亜目幼生は秋には胃内容物として出現せ
ず、冬～春に出現頻度が高かった。マルタは年間を通して緑藻綱、多毛綱、ヨコエビ亜目、お
よび巻貝類を主食にしていると考えられるが、夏に巻貝類の出現頻度が高まるのに対し、ヨコ
エビ亜目のそれは低下した。
　2）滞泳魚＝ヨウジウオ、アオタナゴ、ニクハゼ、およびメバル（図242）．
　ヨウジウオは秋～冬に調査個体数が少なかったが、アミ目およびヨコエビ亜目が周年を通し
て出現した。ハルパクチス目およびカラヌス目は特に春から夏にかけて重要な餌になっている
とみられる。アオタナゴではパルパクチス目の出現頻度が秋に低下するが、ハルパクチス目と
ヨコエビ亜目が年間を通して最も重要な餌生物群と判断される。巻貝類、有扇亜目、およびカ
ラヌス目は夏～秋に出現頻度が高かった。
　ニクハゼでは4期を通じてハルパクチス目の出現頻度が約50％以上と常に高かった。カラヌ
ス目は夏を除く3季で第2位を占めた。ヨコエビ亜目と巻貝類は夏に、蔓脚亜綱幼生は秋～春
に、そして異尾亜目幼生は冬～春に出現頻度が高い傾向がみられた。メバルは春にヨコエビ亜
目を、秋に有扇亜目をやや集中的に食べていた点を除けば、各季節において項目間の差は小さ
かった。出現頻度は高くないものの、コノハエビ目、アミ目、魚類、長尾亜目、および多毛綱
は4季あるいは3季を通じて変動が小さかった。っまり、メバルは餌生物に対する選択性が比
較的弱いとみて良いだろう。異尾亜目幼生のみは春に限って出現頻度が高かった。
　3）底生魚＝マアナゴ、マハゼ、アイナメ、およびマコガレイ（図243）．
　マアナゴでは、魚類の出現頻度が常に他を圧しており、次いで長尾亜目が重要な餌とみなされ
た。ヨコエビ亜目および十腕目は春に、短尾亜目は春と秋に長尾亜目と同程度の出現頻度を示
した。マハゼの主餌はヨコエビ亜目、、魚類、および長尾亜目と考えられるが、ヨコ土ビ亜目は
春～夏に、後2者は秋～冬に出現頻度が高かった。緑藻綱は主に春から秋にかけて食べられて
いた。
　アィナメでは周年出現する餌生物が多く、各項目の出現頻度も比較的高いことが特徴と言え
るだろう。中でも長尾亜目は秋から春にかけて第1位を占めた。ヨコエビ亜目と多毛綱は夏に、
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短尾亜目は秋に、魚類は冬～春にそれぞれ高い値を示した。マコガレイの餌生物は全体的に出
現頻度が低く、20％を越えたものは多毛綱（春と秋）およびヨコエビ亜目（春）のみであった。多
毛綱は春から秋にかけて優位であるが、冬にはヨコエビ亜目と交代した。
　上述した12種すべてにおいて多かれ少なかれ季節的な胃内容物の変化が見られるが、特定の
項目がある季節に限って異常に出現するという例は認められなかった。コノシロ、ニクハゼ、
マァナゴ、およびマコガレイでは4季（あるいは3季）を通して数項目に依存する傾向が強く、
胃内容物組成の季節的変化が小さかった。他の魚種でも年間を通じて基幹となる数項目の餌生
物が存在するが、嗜好の幅が広いため季節によらては他の項目が基幹項目と同等あるいはそれ
以上の出現頻度を示すと解釈される。
　各饅生物にっいて胃内容物としての季節的な出現状況をみると、異尾亜目幼生が春（例：サ
ッパ、ニクハゼ、およびメバル）に、有扇亜目は夏～秋（アオタナゴ、メバル、およびアイナ
メ）に出現頻度が高い傾向が認められた点を別にすれば、ほとんどの項目で出現時期が特定さ
れることはなかった。同じ項目で同じ季節についてみると魚種によって出現頻度は異なる。例
えば、カラヌス目はアオタナゴでは夏に出現頻度が高かったのに対し、ニクハゼでは逆にこの
季節に出現頻度は低下した。
　ヨコエビ亜目は多くの魚種にとって基幹的な餌生物の位置を占めているが、メバルでは春に、
アイナメでは夏にこれに対する依存度が高いと言える。多毛綱はマコガレイでは春に、アイナ
メでは夏に出現頻度が高まった。
　胃内容物組成はその時の餌生物の組成・現存量、館生物に対する魚類の嗜好性、および魚類
間における競合度などの要因に依って大きな影響を受けると考えられる。詳しい検討を行うに
は、餌生物の組成・現存量調査の他、胃内容物を種のレベルにまで落とした分析が必要であろ
う（菊池，1973；大方，1986）。
　空胃率の範囲および変動パターンは魚種によって異なる場合が多いが、メバル、マアナゴ、
アイナメ、およびマコガレイの4種においては夏および冬に空胃率が上昇する現象が見られた
ことは注目に値する。これらの魚種は中～底層で魚類、十脚目、ヨコエビ亜目、および多毛綱
を主食とするグループであり、高水温期と低水温期に生息層で何らかの理由により餌生物環境
が悪化するものと推測される。マハゼでは春に空胃率が高いのは此の時期が産卵期に当たってい
るためと判断される。
　餌生物項目数は調査個体数に左右されるので厳密な比較はできないが、夏に出現の盛期を持
っコノシロ、サッパ、およびヨウジウオではこの時期に最も多様な餌生物を捕食していた。メ
バル、マアナゴ、およびマコガレイでは夏および冬に、アイナメでは冬～春に項目数が減少し
た。Kawanabe　et　aL（1968）および川那部（1969）は中海に生息する魚類は夏に低酸素化により
ベントスが減少するため、主に動物プランクトンを食べるが、冬には葉上動物・ベントス食へ
と転換すると述べている。本研究で中～底層に生息する魚類において夏および冬に空胃率の上
昇あるいは餌生物項目数の減少が認められた。夏の場合は中海の例と同様に、低酸素化による一
餌生物環境の悪化が1つの要因になっていると推察される6冬の場合は餌生物相の貧弱化に加
えて、多くの魚種において低水温により魚自身の摂餌活動が鈍化すると考えられる。
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　（6）食性および食地位
　三尾他（1984）は捕食の順位と餌生物の生息層別出現率とによる魚種間の相対関係図を用いて、
底魚類の種間関係を論議している。しかしながら、この方法では餌生物の重量および個体数を
調査する必要がある。そこで本研究では以下のように簡略化した方法で魚類の食性および食地
位を検討した。
　水産生物は存在形態あるいは運動形態に基づいて、普通ベントス、プランクトン、およびネ
クトンの3群に大別される。しかしながら、各群簡で中間的な生活型を持つものも少なくない。
本研究では胃内容物として出現した餌生物の生活型を下記のように1～4群にランクづけした。
この区分では1から4へ移るに従って運動能力が増大し、水底からの自由度も強まると解釈さr
れる。各餌生物項目に対応する生活型ランクは表55に示した通りである。ただし、アマモ類お
よび陸生植物片は栄養的な価値がないものと判断して、以下の分析では除外した。
　1）ベントス：水底あるいは海藻上からほとんど離れることなく、持続的な底生生活を営ん
　　でいる生物群．例として、海藻類、付着藻類、多毛綱、貝類、タナイス目、ウミナナフ
　　シ亜目、ミズムシ亜目、ワレカラ亜目、アナジャコ上科、ヤドカリ科、および水生昆虫
　　（幼生）など．
　2）浮泳ベントス＝浮遊と底生（プランクトベントス）あるいは遊泳と底生（ネクトベント
　　ス）との中問的・相互移行的生活を営んでいる生物群で、基底に対する依存度は高いが、
　　　しばしば水中を浮遊するか、あるいは高い遊泳力を発揮する。魚鱗、魚卵、およびデト
　　　リタスも便宜的にこの区分に含めた。例として、員虫亜綱、ハルパクチス目、コノハエ
　　　ビ目、クマ目、グナチア亜目幼生、有扇亜目、ヨコエビ亜目、八腕目、長尾亜目、短尾
　　亜目～および底生魚類など．
　3）プランクトン：運動力が小さく、水中での浮遊生活を基本とする生物群で、成長すると
　　ベントスあるいはネクトンに分類されるグループの浮遊期幼生も含む。陸上起源の生物
　　　も水面から沈下してくるという点ですべてこの区分に含めた。例として、珪藻綱（浮遊
　　性）、多毛綱幼体、枝角目、カラヌス目、蔓脚亜綱幼生、アミ目、十脚目幼生、ヤムシ
　　綱、および浮遊期仔稚魚など．
　4）ネクトン：大きい運動能力を有し、水中をほとんど絶えず遊泳している生物群．例とし
　　て、十腕目、遊泳魚、および滞泳魚
　浮遊期の仔稚魚はほとんどがプランクトン食とみなすことができるが、若魚期以降は食性の
幅が拡がりながらも、それぞれの種によって主食となる餌生物の範囲が定まってくる。つまり、
どのような生態の餌を捕食するかということはその種の特性となり（三尾他，1984）、捕食動物
ごとに食物種の胃内出現組成が違うのは彼らの食生活そのものの反映である（大方・石川，19－
80）。本研究では上記1～4の生活型ランクを餌生物の生態的な指標とみなして、仔稚魚を除
く捕食者サンプルについて各魚種の食性指数（food－habit　index）を次式により求めた。
　　　　　　　ハ食性指数＝鐵LR・OC／TOC
ただし、LRは餌生物の生活型ランク（指標値）、OCは各餌生物の出現頻度（回数）～TOCは全餌
生物の出現頻度合計、nは餌生物項目数．
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　餌生物項目で魚類としたものは生活型ランクで2から4までのものを含んでおり、中には消
化の状態によりどの区分に帰属させるべきか判別のっかないものもあった。そこで区分可能な
魚種の比率に基づいておよその指標を割り出した。この式によると、1に近いほどその魚種は
ベントス食の傾向が強く、4に近付くほどネクトン食性が強いと言うことができる。有餌個体
数が5個体以上の魚種について食性指数を求め表54に示した。
　自然の生物群集の中で食う一食われるという関係は食物連鎖と呼ばれる、生産者（植物）か
ら出発する数次の階層構造として認識される。物質とエネルギーは低次から高次の階層へと流
れ、高次に位置する生物ほど高い栄養生態的地位（＝食地位）にあると考えられる。実際には食
う一食われるという関係は1種対1種の間で行われるのはほとんど皆無であり、いくっかの食
物連鎖が複雑に絡み合った食物網を形成している（加藤，1961；大森，1979；大方・石川，19－
80）。食物網の中である生物の栄養生態学的な位置づけをする場合、その経路によって次数は
変化するが、長くても4～5次の段階を経て末端生産者に達すると考えられる（Okata，19751
大方・石川，19801高橋，1988）。
　本研究では胃内容物として出現した餌生物の食地位を下記のように、1から4までの指標値
を付けて4段階に格づけした。各餌生物項目に対応する食地位は表55に示した。各餌生物項目
は複数の種を含むため、種によっては他の食地位に該当するものもあるだろうが、総体として
みた場合大きな誤りはないと思われる。デトリタスは便宜的に第1次生産者として、陸上起源
の動物は水界とは異なる食物連鎖系列に属するため、すべて第2次生産者として扱った。
　1）第1次生産者：植物およびデトリタス．
　2）第2次生産者；環形動物、腹足綱、多くの節足動物、棘皮動物、原索動物、魚鱗、魚卵、
　　　および陸生動物など．
　3）第3次生産者＝十脚目（幼生を除く）、トンボ目幼生、ヤムシ綱および仔稚魚
　4）第4次生産者：クラゲ類、イソギンチャク類、頭足綱、ウオジラミ目、グナチア亜目幼
　　　生、および魚類（仔稚魚を除く）．
　ある魚種の食地位はどのような食地位の餌生物をどうのような割合で食べているかというこ
とで相対的に決まるとみて良い（畑中・飯塚1962b；大方・石川，1980）。そこで魚類の食地位
を具体的に知る方法として各魚種の食地位指数（trophlc－niche　index）を食性指数と同様に、
次式で求めた。
　　　　　　　　れ食地位指数＝．ΣTN・㏄／TOC
　　　　　　　　いヨただし、TNは餌生物の食地位（指標値）、OCは各餌生物の出現頻度（回数）、TOCは全餌生物の
出現頻度合計、nは餌料項目数
　食地位指数が1に近いほど、その魚種の食地位は低く、4に近づくほどそれが高いとみなす
ことができる。仔稚魚のサンプルを除いて有餌個体数が5個体以上の魚種について食地位指数
を表54に示した。
　食性指数と食地位指数との相関関係を示したのが図244である。多くの魚種では食性指数は
食地位指数2．0を中心として、L5～3．Oのばらついている。植食性のあるマルタ、アイゴ、お
よびアユは食性・食地位指数の低いグループを形成している。逆に、アカカマス、ダツ、マゴ
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チ、およびマアナゴは両指数が高く、ネクトン（魚）食性の顕著なグループとみなされる。こ
れら4種に加えて、クサウオ、ギスカジカ、タケノコメバル、およびアサヒアナハゼは食地位
の高いグループ（食地位指数2．5以上）を構成する。フサギンポは食地位指数が2．8と高い値を
示すが、タコ類の足など軟体をもっ動物を好んで食べるという点で特異な存在である。
　プランクトン食者および葉上動物食者の食地位指数は2．0前後で、食性指数はおよそ2．0～
3．0の範囲に集中している。浮遊性珪藻類およびデトリタスを食べるコノシロ、ボラ、および
メナダは最も食地位の低いグループを形成している。ハゼ科魚類の中ではスミウキゴリ（淡水
域）とマハゼ（海水域）の食地位が高いと言える。また、ヘビハゼとニクハゼの2種は他のハゼ
科魚類より高い食性指数を示す。淡水域に生息するドジョウ、モツゴ、メダカ、およびシマヨ
シノボリでは食性・食地位両指数がともに低いが、水生昆虫（幼生）、藻類、およびデトリタ
スの出現頻度が高かったことが低値につながっていると言える。
　畑中・飯塚（1962a，1962b）は胃内容物として出現する餌生物の栄養段階と魚種間における相
対的な出現比率により、松島湾のアマモ場内ではアサヒアナハゼ、アイナメ、メバル、ギンポ、
ヘビハゼ、アシシロハゼ、クサフグ、シマハゼ、マハゼ、そして藻場の周辺ではタケノコメバ
ル、クロソイ、スズキ、メバル、アイナメ、クジメ、クロダイ、およびウグイという栄養生態
的序列を得た。本研究の結果からみると、藻場内ではクサフグおよびマハゼは少なくともギン
ポより上位に位置し、藻場周辺ではアイナメはメバルの前に置かれるべきである。しかしなが
ら、食地位は時と場所あるいは発育段階によって変化するので、一定水域内に生息する魚種間
における相対的な順位は絶えず変動していることは間違いない。したがって、実際的な順位関
係を知るには時空間を限定した調査が必要であろう（畑中・飯塚，1962a）。
（了）成長に伴う食性一食地位の変化
　魚類の食性は成長に伴って変化するので、当然食地位も変化する。成長による食性一食地位
関係の変化を知るために、計31種について3あるいは4に分けた全長区分ごとに食性指数およ
び食地位指数を求めて、成長に伴う食性一食地位相関図を表した（図245～247）。できるならば
仔魚期から各発育段階ごとにデータを示すのが望ましいが、得られたデータの関係から仔稚魚
期としてまとめて始点とした場合が多く、中には若魚期から出発したものもあった（例：マァ
ナゴ）。
　海水域で見られるほとんどの魚種で仔稚魚期の食性指数は1．8～2．6と幅が見られるが、食地
位指数は2．0前後にあると推測される（図245および246）。その後の食地位指数の変化をみると、
成魚期に近づくにっれて食地位が、1）上昇するもの、2）ほとんど変化しないもの、および3）低
下するものの3群に大別される。
　1）群の中で食地位指数が2．5を越える魚種は魚類・十脚類食者に属するもので、マァナゴ、
クサウオ、およびギスカジカでは食性指数も相関的に増大している（図245）。スズキ、メバル、
サラサカジカ、およびイシガレイでは食性指数の低下がみられ（図246〉、プランクトン食から
葉上動物食あるいはベントス食へと移っていく様子がうかがえる。スズキの食地位があまり上
昇していないのは大形個体についての調査が不充分だったことが影響していると思われる。
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白丸は最小全長区分を示す．
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図247．淡水域で見られる魚類の成長に伴う食性一食地位関係の変化（7種）．
　　白丸は図245に同じ．
　2）群はトウゴロウイワシやニクハゼなど食性指数が2．4前後を維持する動物プランクトン食
者と食性指数が2．O以下に下がるアオタナゴとギンポの葉上動物食者とに分けられる（図245）。
クダヤガラのみが成長に伴って食性指数を上昇させている。アオタナゴは食性指数・食地位指
数ともに変化が小さい。これは産仔直後の稚魚はすでに成魚と同様な食性を発達させているた
めと判断される。
　3）群の中でコノシロ、ボラ、およびメナダの食性指数は動物プランクトン食者の場合と同等
であるが、植物プランクトン・デトリタス食へと移行するため食地位の低下が著しい（図246）。
アゴハゼ、シモフリシマハゼ、マルタ、およびマコガレイでは海藻類の出現頻度が高まるため、
食性指数の低下が顕著である。
　淡水域で見られる魚類の中ではアベハゼ、ビリンゴ・およびドジョウの食地位指数が成長に
伴ってやや低下する（図247）。前2種の食性指数は減少するのに対し、ドジョウの場合は増加し
ている。スミウキゴリおよびチチブでは特に成魚期に食地位指数が上昇しており、前者の方が
高いいちにあるが、後者ではヨコエビ亜目、ハルパクチス目、および有扇亜目などの浮泳ベン
トスの出現頻度が高いため、食性指数は前者よりも高い位置にある。モツゴおよびメダカは稚
魚期にはデトリタスを食べ始めるため、食地位は低く食性指数の変化も小さい。
4．魚類間における相互関係
　生物群の種間ではいろんな相互作用が働いているが、その中でも最も基本的な関係は捕食一
被食（食物連鎖）関係および同類関係であるとされている（Ivlev，1955；森下，1961；菊池，1974）。
1974）。前者は異なる栄養段階間においてある種が自己の栄養源として他種を捕食し、直接相
手を利用する関係であるのに対し、後者は栄養生態的に同列にあり食物や住み場所に対する要
求を同じくする種同志が要求物をめぐって競争する関係である。
　本研究ではまず種間における捕食一被食関係を検証し、次いで近縁種間における同類関係を、
さらに種内において見い出されるこれら2っの関係を考察したい。
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　（1）種問における捕食一被捕食関係
　本研究で魚類（脱落した鱗を食べたと思われる場合は除く）を捕食していた魚種は全部で53
種に及んだ。これらのうち40種において何らかの被食魚類の種を特定できた。各捕食種におけ
る被食種およびその出現頻度と被食種数を示すと表56の通りである。胃内容物として出現した
シモフリシマハゼとアカオビシマハゼ、タケギンポとギンポ、およびクジメ（仔魚）とアイナ
メ（仔魚）は判別が困難な場合が多かったので、それぞれシマハゼ類、ギンポ類、およびアイ
ナメ類としてここでは1r種として扱った。また、胃内容物調査を行ったサンプルは多くが建網
で得られていることから、網の中でも捕食が行われた可能性は否定できない。
　表56でみる限り、最も多くの魚種を捕食していた魚種はマアナゴ（被食者23種）で、次いで
ギスヵジカとアサヒアナハゼ（ともに16種）、クサウオ（13種）、マハゼ（12種〉、アイナメ（10
種）の順で、上位10種はすべて底生魚によって占められた。ダツでは16個体の胃内に魚類が見
られたが、消化が進んでいて魚種を特定できなかった。遊泳魚および滞泳魚のグループの中で
はスズキ（7種）が最高であったことから、底生魚において他の魚種に対して最も多様な捕食一
被食関係が存在すると言える。全長352㎜のクサウオの胃内から7種（マルタ、マハゼ、シマハ
ゼ類、ムスジガジ、ギンポ類、メバル、およびアサヒアナハゼ）の魚類が同時に観察された例
があった。しかしながら、上位6種において餌として出現頻度の高かった魚種はマアナゴーカ
タクチイワシ、ギスカジカーギンポ類、アサヒアナハゼーニクハゼ、クサウオーマハゼ、マハ
ゼーニクハゼ、およびアイナメーギンポ類という組み合わせとなって、上位4種までは最頻出
現種が重複することはなかった。これらの捕食者群では多様な魚類を餌としながらも最も好み
とする魚種がそれぞれ定まっているとみることができる。
　被食種は総計46種を数え、出現頻度の高かったものはギンポ類（特に仔稚魚）、ニクハゼ、お
よびマハゼの3種で、これらにカタクチイワシ、アサヒアナハゼ、シロウオ、およびメバル（稚
若魚）などが続いた（表56）。餌となっているものは小型種か、あるいは仔魚～若魚期の場合
が多かった。シロウオは河川に遡上した産卵群がスミウキゴリおよびチチブに捕食されること
で出現頻度が高くなっていた。各被食種に対する捕食者の種数はギンポ類が19種、ニクハゼは
15種、力タクチイワシとマハゼは8種、アシシロハゼ・シマハゼ類・メバルではそれぞれ7種
となっており、出現頻度の高い被食種では捕食者の種数も多い傾向が認められる（表56）。ハゼ
科魚類では23種中15種が他の魚類の餌として見い出され、出現頻度は全体の45％を占めた（表
56）。中村（1941）、山田（1957）、高木（1966）、本間・田村（1972）、および森（1995）が指摘して
いるように、万石浦においてもハゼ科魚類は、上記のギンポ類とともに、高次捕食者群の重要
な栄養源となっていることがうかがえる。
　ヨウジウオ、マハゼ、アベハゼ、チチブ、ムスジガジ、タケギンポ、メバル、およびギスカ
ジカの8種において共食い現象（稚魚に対する捕食）が観察された（表56）。特にマハゼおよ
びタケギンポ（後者ではギンポ稚魚を捕食していた可能性もある）ではそれぞれ4例見られた
ことから、これらの魚種では稀な現象とは言えないことが示唆される。表には示されていない
が、次の3種では同一種の卵塊を食べたと思われる食卵事例が観察された：ウキゴリ（雌1例）、
チチブ（雌3例および雄5例）、およびクサウオ（雄1例）。理由は明らかでないが、チチブの
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表56．各捕食種における被食種およびその出現頻度と被食種数被食種のシマパゼ類、ギンポ類、およびアイナメ
　類にっいては本文参照
磁 1　234　　5　　6　　7　　8　　9　　10　　11　　12　　13　　14　　15　　16　　17　　18　　19　20　　21　22　　23　　24コサカワチアシシマダメ　ク　ヨ　材ボァス　ク　アイマ鴛ス　ビニ
ノ　ッタシ ラロル　　ダダウウワ　　カズロオカハシ　ジ　リ ク
シパク カユウザタツカヤジゴシラカキダタナゼシ　ハンハ
口 チ オケ　　　　　　ガウロ　　マ　　イ　ナゴ ロ　ゼゴゼ
樋 イ ラオウ　　ス　　　　ゴ ハ
1．ニシン 1
aサッパ 2
3カタクチイワシ
4マアナゴ6845 18　　　　　　8　　4　　　　　　　　　　1　　　　　　7　　　　　　1　　　　　　1　　　1 30　1　2 12
5チカaシロザケ 1
7マルタ 1
aク獺ラ
％ウ朔オ 1
1αエノィガイナメ 1
11．アカ液ス 21 8　　　　　　　　　　　1 9
lZスズキ 1 3 1 11
1＆アオタナゴ
14．マハゼ 2 1　　2　1 4　3　5　220
15，ア湘電 2
16，ニクハゼ
17．ヘビン、ゼ 2
盈スミウキ副
laアゴハゼ 1
20．ミミカ電 1
2Lアベハゼ
22．シモフリ塑電 1 1
23チチブ 2 5　　10
24。アカオピ熾
器購ジ 3
2aタ舛ンボ
留、ギンポ 1
2＆メバル 2 1 2
29タノコメ勘 ！ 1 1
30．クジメ
31．アイナメ 1　　　2 3　1 4
詑マゴチ 1 1
33イソノ御グ
34．椥効 2　2　　　　　　　　　　　　　　1 』24 3
蕊得ヒアナ蛯 1 3 2　　　・1　　4 1　4 134
36．クサウオ 11　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　1　2 21
翫ビクニン 1
認イ浦レイ
3ユヌ功レイ 2
4αクサフグ 1
81059322　914　8　2　2　4　116　1　1　1　2　31　85　　16　　7　　14　　95
（続く）
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表総．（続き）
磁 2526暫28293031323334353637383940414243444546エヘ弛スリヒ　ヒ　シアシチムギメ　アマ勃ギ獅ク邸イマ 出被ドビク　ミ　モメ　ロベマチスンバイ　ゴラ　ス興サ列　シコ 現食ハハゼ　ゥ　ハハゥハハブジポルナチサ　カヒ　ウタ　ガガ 頻者ゼゼンキ　ゼゼオゼゼ　　ガ類　　メ　　カ　ジア　オテ　レレ 度種磁 ハ　ゴ　　　　　　類　　ジ　　　類　　ジ　カナ　　ヌ　イイ 計数
1，ニシン 11
aサッパ 21
3。カタクチイワシ 2 21
4．マアナゴ 2　　　　　　1　　13　　12　　1　　　　　　　　　　　10　　2　　　　　　218823
5。チカ 2　　　1 32
aシロザケ 6 72
7マルタ 3 42
＆ク粥ラ 1 11
9．ヨウ助オ 11
1αエノィ万イナメ ll
11．アカ撤 215
1aスズキ 2　2 117
13，アオタナゴ 2 21
姓マハゼ 2　　　　6　　　　　　　　　　　　　　1 4912
15ア湘電 2 42
1aニクハゼ 1　　　　　　4 52
1宅ヘビハゼ 21
1＆スミ舛甥 24　　　　　　　　　　　　　　　　1 252
1駄アゴハゼ 1 22
⑳ミミカ壷 1 22
21．アベハゼ 1 11
22涯フリ燗 22
認チチブ 7　　　　1i　　　　1 366
24アカオピ溜ゼ 1 12
濾繭ジ 1　1 53
器タ拝ンボ 4　　　　　　1 52
飢ギンポ lI
28。メバル 1　1 75
鎗タノコメ獅 1　　　　　　　　　　　　　　　1 55
3αクジメ 1 11
31．アイナメ 3　　　　9　　　　　　　　　1　　　　1　12610
32マゴチ 1 33
臆初敬グ 1　　　　　　　　　1 22
馳椥効 9　1　　　5　　130　1　1　　　19　1　　29316
35アサヒア耀 1　2　　　　王　　1　　5　　　10　1 7216
36．クサウオ 4　　21615　　1　　　15　　28213翫ビクニン 11
38イ消レイ 2　　　　　　　　　　　1 32
3aヌ効レイ 21
4αクサフグ 11
1237121訂1221610935411240327168212213151715197411262151　⑳
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8例はすべて志畑川で同一日（6月19日）に限定されていた。
　小坂（1971）は仙台湾でクサウオ卵がクサウオとアイナメによって捕食されていたことを報告
しているが、本研究でもクサウオ雄（1例）およびアイナメ雌（2例）によるクサウオ卵塊の捕
食が確認された。アイナメはアイナメ卵（山本・西岡，1948；丹下・堺，1974）ばかりでなく、形
・大きさの似ているクサウオ卵も嗜食するとみてよいだろう・
　表56に基づいて万石浦における主要魚種間の食物網を示すと、図248の通りである。調査が
不充分な魚種があることは否めないが、この食物網は魚種間の被食の流れを示す基幹的な部分
と思われる。遊泳魚の鎖環は単純で、相互の結び付きも弱く高水温期に限って階層構造が明ら
かになる点に特徴がある。春から秋の間にアカカマスおよびスズキがシラウオおよび力タクチ
イワシの上に位置して、高次捕食者群を構成すると考えられる。ダツは体や口のサイズから判
断するとアカカマスおよびスズキと同じ位置にあると思われるが、捕食されていた魚種を特定
できなかった。冬には力タクチイワシの位置にアユやシロザケの稚魚が入ると思われるが、捕
食者としてアカカマスあるいはスズキに代わる遊泳魚は見られない。
　底生魚および滞泳魚の間では捕食一被食関係が遊泳魚の場合よりも複雑で、下記のような3
段階の序列を認めてよいだろう（図248）。これは階層性を把握するための目安であり、同じ階
群は主に底生魚より成る中間一高次捕食者群を維持する基礎的な餌となっている他、ニクハゼ
層に属するから同じ食地位に属するとは限らない。
　1）低次捕食者群：ニクハゼおよびギンポ類仔稚魚．
　2）中間捕食者群：マハゼ、アサヒアナハゼ、アイナメ稚若魚、およびメバル稚若魚．
アカカマス
8～9月）
スズキ
春～秋）
マ　ア　ナ　ゴ
　（周年）
クサウオ
秋～冬）
ギスカジカ
周年）
メバル
若魚
騨）
マハゼ
周年）
アサヒァナハゼ
周年）
アイナメ稚論
周年）
シラウオ
周年）
カタクチイワシ
春～秋）
ニ　ク　ハ　ゼ
　（周年）
ギンポ類仔稚魚
（春～夏）
図248．万石浦における主要魚種間の食物網．矢印は主な被食の流れを示す、
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　3）高次捕食者群：マアナゴ、クサウオ、およびギスカジカ．
　上記9種は成長段階を問わなければほとんど周年万石浦に生息する魚種である。低次捕食者
群は主に底生魚より成る中間一高次捕食者群を維持する基礎的な餌となっている他、ニクハゼ
の場合は遊泳魚の高次捕食者群も支えている。中間捕食者群の中でマハゼとアサヒアナハゼは
成魚も高次捕食者群に食べられていた。アイナメ稚若魚は高次捕食者群によって食べられてい
た例はわずかであったが、体のサイズから判断すると中間捕食者群に位置付けてよいだろう。
マアナゴ、クサウオ、およびギスカジカの3種は底生魚の中では最も食地位が高く、生息量か
らみても捕食を通して他の魚種に大きい影響力を有するグループとみて間違いない。マアナゴ
はカタクチイウシおよびアユ稚魚などの遊泳魚も高頻度で捕食していた。これは建網の中で捕
食しやすい条件下にあったことは否めないが、自然の食性（冨山，1956；中村・岩本，1974；森・
井上，1982）を反映していることも事実であろう。
　漁獲されるサイズから判断すると、マアナゴおよびギスカジカは周年トップの食地位を維持
していると考えられる。とれに対して、クサウオは全長が200㎜を越えるのは秋からであり、
成魚は1月になると見られなくなるので、クサウオが末端捕食者に位置するのは実質的には秋
から冬の間と推察される。クサオウおよびギスカジカは高い食地位に昇り詰めることができて
も仔稚魚期には中間捕食者群によって消費されるとみられる。マアナゴの場合は葉形幼生とし
て万石浦に来遊した時点から考えると、その体形から判断して最も被食の少ない魚種と言える
だろう。
　上記3種以外では同等の食地位にあると思われるものにはマゴチおよびタケノコメバルが挙
げられるが、これらは生息量（建網漁獲量）ではかなり劣る。魚食性の強いケムシカジカ（宮城
水試，1975；大森1979・トウベツカ7カとして）は万石浦では稚若魚しか見られないので同等に
は扱えない。
　カタクチイワシは沿岸の魚類生産を支える低次生産者の代表である（林・山口，19601横田他、
1961；山本・伊藤，1973；Okata，1976）。本研究ではニクハゼおよびギンポ類仔稚魚は万石浦
で底生魚の栄養源として重要な存在であることが明らかになった。油谷湾のニクハゼにっいて
森（1982，1995）は同様のことを指摘しており、特にアサヒアナハゼによる捕食が大きいことで
も本研究と一致する。
　本邦南部の内湾あるいは沿岸では、アナゴ科魚類、エソ科魚類、およびコチ科魚類の種類が
多く、これらとスズキが主要末端捕食者に位置することが多い（北森他，1959；林・山口，1960；
布施，1962a；松宮他，1980；森，1995）。本邦中部以北ではマアナゴおよびスズキ以外は劣勢と
なり、代わってクサウオ、ケムシカジカ、およびギスカジカ（本研究）などの冷水性魚類がその
地位を占めるようになる（宮城水試1975；大方他，19781大森，1979）。
（2）近縁種間における生態的比較
　同一の栄養段階に属し、互いに近似した体制を持った生物は類似した食物および住み場所を
要求するので、必然的に近縁種間で競争はより厳しくなることが予想される（Darwin，1859）。
対立が厳しくなると一方の種が他方の種の衰減や排除をもたらすことがあるのと同時に、習性
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の分化によって生活要求に質的・量的な差が生じて対立が緩和される場合もある（森下，1961；
菊池，1974）。習性の分化とは2種の動物が相互作用を通じて食物や住み場所を違えること、っ
まり食い分けおよび住み分けが生じることである。しかしながら、野外において種間競争が存
在することを証明するのは極めて困難であるのと同時に、近縁種間で食い分けあるいは住み分
け現象が見られたからと言って、それが競争の結巣であるとは必ずしも言い切れない（Mev，
！955；森下，1961；最首，1963；菊池，1974）。
　本研究では同所的あるいは接触異所的（菊池，1974）に見られる2種間には何らかの相互作用が
存在すると想定して、同一の属あるいは科に属する近縁種間における食い分けおよび住み分け
現象について考察する（表57）。近縁種が時間（時期）を違えて共通の場所を利用する場合（北森
・小林，1958；北森他，1959；加藤，1961；花岡，1977；森，1977；辻，1980；坂本，1980，未公刊）
はr時間的住み分け」と呼ばれている（加藤，1961；森，1977）。本研究では生息空間が異なって
いる場合を住み分けとし、出現時期や産卵期にずれが見られる、いわゆる時間的な住み分けは
r時分け」として表現することとした。
　1）コノシロおよびサッパ（ニシン科）
　コノシロおよびサッパは春から秋にかけて万石浦に出現し、遊泳層も似ていることから前者
の若魚と後者の成魚が混合群を形成していることがあった（9月に猪落で確認）。産卵期もほぼ
同じである。コノシロは成長に伴ってデトリタス・珪藻食者に変わるのに対し、サッパは動物
プランクトン食を維持するという食性の相違が、同r時期に同所的出現を許す大きな要因とな
っていると考えられる。また、出現時期がほとんど同一でも建網の漁獲結果からみると、サッ
パは6～8月に大きな山が見られるが、コノシロの場合はサッパの山に前後して5～6月と9
月に山が形成され、大きく重なり合うのは6月のみであった（図226）。両種の稚若魚は成魚に
比べるとあまり万石浦で漁獲されないことから、湾内で発生した仔稚魚の大部分は早期に湾外
へ移出するものと考えられる。
　2）ヨウジウオおよびオクヨウジ（ヨウジウオ科）
　両種の食性はともに動物プランクトン食とみなされる（付表20～21）が、ヨウジウオの方が大
形でありアミ目の出現頻度が高かった。オクヨウジはヨウジウオより約1ケ月遅れてアマモ場
に出現するが、出現時期は大きく重複している。産卵期についても同様である。両者はアマモ
場の葉間で採集され、生態的に極めて類似した特性を有すると判断される。特に、ヨウジウオ
稚若魚およびオクヨウジの間では共通の要求物をめぐる競争の存在が示唆される。
　3）メナダおよびボラ（ボラ科）
　メナダとボラの食性はほぼ同」とみなされる。両種の大きな相違点はメナダあ稚魚は夏に出
現するのに対し、ボラの場合は冬で半年闇のずれがあることである。さらに、ボラの若魚～未
成魚は感潮域で多く見られることから、若魚期における食物をめぐ、る競争は必然的に回避され
る。両者の未成魚～成魚は常に湾内に滞留しているのではなく、潮汐周期的に、あるいは季節
的に湾内外を出入りして索餌水域は広範囲に及んでいると考えられ、時空間を共有する可能性
は実質的に低いと推測される。
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　4）マハゼおよびアシシロハゼ（マハゼ属）
　マハゼおよびアシシロハゼは同じマハゼ属に属し、形態的にも極めて類似するにもかかわら
ず、生息環境、産卵習性、および産卵期に関してはほとんど重複がなく、生態的にはお互いに
分化の進んだ種群と言えよう。マハゼは広い範囲に分布するが、アシシロハゼの生息域は干潟
域および感潮域に限定される。マハゼの当才魚がアシシロハゼの成魚と同じサイズに成長して
後者の生息域に接岸する8～9月はアシシロハゼが生後満1年で産卵して死亡する時期でもあ
る。したがって、マハゼ稚若魚とアシシロハゼの食性が類似するにしても、両種は生息域、産
卵期、および寿命の相違により時空間をほとんど共有しないと判断される。
　5）アシシゴハゼ、ビリンゴ、およびチチブ
　針浜川および志畑川の感潮域においてビリンゴ、チチブ、およびアシシロハゼのハゼ科3種
が優占種群を構成していることは既に述べた。定期採集で得た資料に基づいてこれら3種にお
ける個体数組成（3種以外の魚種も含めた各月の採集個体数合計に対する各種の占める割合）の
月別変化を示すと図249の通りである。ビリンゴは4月に2河川で全く採集されなくなり、5
月に得られるものは産卵後の個体のみであった。6月から稚魚が大量に出現するようになり、
その後各月で40～80％の高い占有率を維持するが、志畑川では12月から、針浜川では3月から
比率は低下した。春にビリンゴが感潮域から姿を消すのは産卵に備えて他の場所へ移動したた
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図249．1針浜川（AおよびB）および志畑川（C）における優占種3種につい
　　ての個体数組成の月別変化．個体数組成は各月の総採集個体数に対する
　　各種の百分率で示す．A、針浜川（1988年3月～1989年2月）；B、針浜
　　川（1989年3月～1990年2月）；C，志畑川（1988年3月～1989年2月）．
　　黒丸、ビリンゴ1白三角、チチブ1白丸、アシシロハゼ．
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めと考えられる。
　チチブおよびアシシロハゼの2種はビリンゴが多い月には少なく、逆に後者が少ない月には
前2種が多いというようにビリンゴに対して逆相関の関係が認められた。特に、これはビリン
ゴとアシシロハゼの間で顕著であった。ビリンゴとアシシロハゼの産卵期は異なり、ビリンゴ
の稚魚が大量に感潮域に出現する6～8月にアシシロハゼは産卵場へ移動すると推測される。
秋にアシシロハゼ（稚魚）の割合が目立って上昇しないが、12月から2月の間でビリンゴが減
少すると急な増加を示すのはビリンゴの存在がアシシロハゼの生息に対して圧力として作用し
ているためであろう。
　チチブは夏に感潮域で産卵し、他の2種に比較すると組成の季節的な変動は小さかったが、
ビリンゴとの問に一部排他的な関係がみられるので、ビリンゴの生息密度がチチブの組成に少
なからず影響を与えていることは間違いない。チチブは感潮域より上流の淡水域でも普通に見
られることから、ビリンゴの圧力を受けた場合、上流へと分散する可能性がある。
　チチブおよびアシシロハゼの間にも何らかの競合が働いていると思われるが、組成の季節変
化からは排他的な関係は見い出せなかった。これら2種はビリンゴに比べると生息密度がかな
り低い上に、チチブは泥底の沈積物の陰および砂礫・転石域を、アシシロハゼは浅瀬の砂域を
主な生息場所にすることにより、競合を避けているように見受けられる。なお、ビリンゴは常
に水底から離れている訳ではないが、中層浮遊性の強いハゼであるため概略的にみれば3種間
での空間利用は異なっていると言える。
　河口感潮域に生息するハゼ科魚類の生態に関して、辻（1980，1981）および坂本（1980，未公刊）
の報告がある。それぞれの種は独自の生活様式を持つが、他種と重複する部分が存在すると、
ある種の出現や生息密度が他種に影響し、種間に相互作用が生ずると考えられる。どちらの種
が優位に立つかは攻撃性の他に、無機的環境条件に対する各種の持っ潜在能力の相対的な差も
重要な要因となることが指摘されている（坂本，198G，未公刊）。上記の例からも明らかなように、
アシシロハゼは別属のビリンゴに対して大きな生態的な関わり合いを持っている点は注目に値
する。
　6）エドハゼおよびチクゼンハゼ（ウキゴリ属）
　エドハゼおよびチクゼンハゼは若干の例外を除くと新釜と大浜め干潟域で採集され、生息環
境は干潮時に潮溜りあるいは濡筋が残るような場所であった。両地点においてチクゼンハゼの
方が生息密度が高かった。また、新釜は汀線近くに多数のアナジャコなどの生息孔が存在し、
上記2種の生息密度は大浜に比べると高かった。
　本研究では2種間における微視的な生息場所の相違にっいては確認できなかったが、鈴木・
増田（1993）は赤穂市千種川の河口干潟でエドハゼは主に砂泥底上やその付近の小さな生息孔で、
そしてチクゼンハゼは砂底上で見られることを報告している。
　チクゼンハゼはアナジャコの生息孔内に産卵することが知られている（道津，1957）が、エド
ハゼの産卵生態については不明である。産卵期はエドハゼの方が若干早い方にずれているもの
の、2種で大きく重複する。食性についてみると、両種の餌生物およびその組成は酷似する。
エドハゼおよびチクゼンハゼは互いに形態的にも生態的にも非常に共通性の高い特性を持った
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ハゼと言える。にもかかわらず、比較的限られた場所で同所的な生息が可能となっている要因
として、1）ともに全長50㎜以下の小型種であるため、利用し得る食物資源および空間が相対的
に大であること、2）両種の個体数が多くないこと、3）微妙に生息場所を違えていると思われる
こと、などが挙げられる。
　了）シモフリシマハゼおよびアカオビシマハゼ（チチブ属）
　シモフリシマハゼおよびアカオビシマハゼは従来区別されずにrシマハゼ」として報告され
てきたが、明仁・坂本（1989）は両者は別種であることを明らかにし、前者は低塩分水域に、
後者は高塩分水域に生息することを報告している。表58に示した通り、本研究でも同様な傾向
が認められたび河口感潮域ではシモフリシマハゼのみが見られたのに対し、塩分の高い水路部
ではすべてアカオビシマハゼのみとなっていた。湾中央部および湾口部では両種の混棲水域と
なっているが、前者ではシモフリシマハゼが、後者ではアカオビシマゼが卓越した。採集地の
環境から判断すると、シモフリシマハゼは砂泥底に、アカオビシマハゼは砂質～転石域に多い
と言える。
　食性にっいてみると、両種ともに藻食性を示すが、シモフリシマハゼの方が藻類に対する依
存度が高く、また魚食性も強い。アカオビシマハゼでは多毛綱およびワレカラ亜目の出現頻度
が高い。ヨコエビ亜目およびハルパクチス目が主要餌料群となっている点は両種に共通する。
　アカオビシマハゼにっいての資料が十分でないので断定はできないが、本研究でみる限り、
シモフリシマハゼの方がアカオビシマハゼより半月ほど早く（5月中旬）産卵が始まり、8月ま
で続くようである。6～7月は両種の産卵期が重複することははほぼ間違いない。
　シモフリシマハゼは全長110㎜に達するのに対し、アカオビシマハゼの場合80㎜を越えるこ
とは極めて稀である。全長の違いを除けば、両種は形態的に非常に近縁であるが、生息環境お
よび食性の面で生態的に分化が進んでいると考えられる。
　8）タケギンポおよびギンポ（ギンポ属）
　ギンポの産卵は11月上旬から始まり下旬には終わるようであるが、タケギンポの場合はやや
遅れてll，月中旬から始まり1月上旬まで続くと考えられる。12月中旬からギンポ属浮遊期仔魚
はいずれの種に同定すべきか判断が難しい。ギンポの方が早く産卵が始まることおよび1月以
表58．水域別にみたシモフリシマハゼとアカオビシマハゼの採集個体数かっこ内には
　採集地別百分率を示した．
水域 河　口　感潮域 湾中央部 湾口部 水路部
魚種 針浜川　猪落川　志畑川 大浜沖 新釜・神明 大森・佐須
シモフリシマハゼ
カオビシマハゼ
7　　　3　　　21
100〉　（IOO）　（100）
O　　　O　　　O
0．0）　（0．0）　（0．0）
264
96．4）
lO
3．6）
44
19．7）
79
80．3）
0（0．0）26（IOO）
合　　計 7　　　3　　　21 274 223 26
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降に採集される稚魚ではギンポの方がタケギンポより相対的に大きいことから、初期に出現す
る仔魚はほとんどがギンポと考えて良いだろう。
　浮遊生活を終えると両種ともにホンダワラ類などの海藻に付くが、ギンポは6～7月に全長
60～100㎜に成長して湾外へ去り、8月には全く見られなくなる。タケギンポはそのまま湾内
に留まり定住生活を続けることがギンポとの大きな相違点である。9月中旬以降にギンポの産
卵群（未成魚も含む）が湾内に再来遊する。
　稚魚期の食性は両種ともにハルパクチス目、ヨコエビ亜目、ワレカラ亜目、およびタナイス
目を主要餌料としており、組成の面からみても同一とみなして良い。ただし、未成魚～成魚期
ではタケギンポの方がワレカラ亜目に対する依存度が高い。
　タケギンポとギンポの稚魚は2月頃から6～7月まで同所的に生息し、餌料および場所をめ
ぐって競合関係にあることは事実であろう。したがって、競合の結果ギンポが湾外へ移動する
という見方が成立する。しかしながら、歴史的な経過を別にすると、この仮説には疑問点が残
る。湾内がギンポにとって好適な生息環境であるならば、8月以降も当才魚の一部は湾内に留
まりタケギンポとの間に重複した生息域が存在しても良いはずである。タケギンポは成魚でも
全長200㎜前後に過ぎないが、ギンポは3QO㎜を越えるという成長面でも大きな相違がある。ギ
ンポの湾外への移動は競合の結果とみるよりは種独自の生活要求に基づいていると考えられる。
タケギンポの一部が湾外へ出るかどうか、あるいは湾外で生活史を完結する個体群があるかど
うかということは明らかでない。
　9）クジメおよびアイナメ（アイナメ科）
　クジメの産卵期は10月中旬～11月下旬、アイナメの場合は11月上旬～12月中旬で、クジメの
方が半月早いほうへずれているが、U月は完全に重複するとみられる。両種の浮遊期仔魚は互
いに酷似するため区別が困難である。ふ化直後の仔魚は万石浦で採集されるが、発育の進んだ
仔魚が見られないため、両種の仔魚はふ化後直ちに湾外へ去るようである。
　浮遊生活を終えたクジメ稚魚は一度ホンダワラ類などの海藻に付いてから着底するが、アイ
ナメは直接アオサなどの生えた水底に降りて底生生活を開始すると考えられる。若魚期以降も
アイナメは万石浦のアマモ場やアオサ場で普通に見られるの対し、クジメはあまり採集されな
くなることから後者は成長に伴って生息域をガラモ場（岩礁域）へと移すと推測される。
　稚若魚期の主要餌生物は両種ともにヨコエビ亜目およびハルパクチス目を中心とした小型甲
殻類によって占められるが、アイナメの方が餌生物の種類が多様である。成長に従って、アイ
ナメは十脚類・魚食性を強める。クジメの場合、十脚目の出現頻度は高まるが魚食性は極めて
弱い。
　金本（1976a）が観察しているように、クジメとアイナメの当才魚は1才魚以上に比してそれ
ほど住み場の違いがなく、食性も似ていることや両種間では場の防衛のためにお互いに追い掛
け合うことから推測すると、相互の反発が存在することは確かである。しかしながら、クジメ
は年令に関わらず磯の小型海藻帯（4皿以浅）に分布の中心があるのに対し、アイナメ当才魚は岩
場から砂泥底まで生息域が広く、成長に伴って深みへと移っていく（金本，1979）ため、結果的
に両種の競合は部分的・一時的なものになっていると解釈される。
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　10）イシガレイおよびマコガレイ（カレイ科）
　仙台湾でイシガレイは11月下旬から1月にかけて、マコガレイは12月上旬から1月上旬にか
けて産卵すると考えられている（各種の生活史の節参照）。両種の浮遊期稚魚は1月下旬～2
月上旬から万石浦に出現する。着底した稚魚の食性は両種ともにハルパクチス目、クマ目、ヨ
コエビ亜目、および多毛綱が主要餌料となっており、出現頻度に違いはあるものの、この時期
における餌料要求は2種でほぼ同じとみて良いだろう。成長に伴ってマコガレイは多毛綱に対
する依存度を強めるのに対し、イシガレイでは多毛綱以外の餌料も出現頻度が高く、食性の幅
が広いと言える。
　生息環境にづいては着底時から相違が認められている。イシガレイは汀線付近の砂質域に着
底するが、マコガレイではやや深みの泥質域を好むと言われている（小坂，1956；宮城水試，
1975）。表59に示したように、干潟域で採集される個体はイシガレイがマコガレイを圧倒して
いるのに、やや沖合のアマモ場では優占度は逆転している。干潟域では主に両種の稚若魚が、
表59．水域別にみたイシガレイとマコガレイの採集個体数かっこ内
　　には採集地別百分率を示した。
水域 干　　潟 域 アマモ場
魚種 新釜 大浜 大浜沖
イシガレイ
コガレイ
353（77．6）
02（22．4）
50（！00）
（0．0）
222（28．1）
69（7L9）
合計 455（IOO） 50（100）791（100）
表60．近縁種10組における食い分け、住み分け、および時分けに関する
　生態的な比較．　＋、相違がほとんどない；＋＋、相違があるが、大き
　　くない；＋＋＋、大きな相違がある．
近縁種の組み合せ 食い分け 住み分け 時分け
1．コノシロ／サッパ 十十十 十 十十
2．ヨウジウオ／オクヨウジ 十十 十 十十
3メナダ／ボラ． 十 ÷十 ＋＋＋（襯）
4．マハゼ／アシシロハゼ 十十 ＋＋＋（麟） ＋＋÷（稚鯛）
5．アシシロハゼ／ビリンゴ／チチブ 十 十十 ＋＋＋（アシシロハゼ／
ビリンゴ）
6．エドハゼ／チクゼンハゼ 十 ＋＋？ 十
7．シモフリシマハゼ／アカオビシマハゼ 十十 十十十 十
8．タケギンポ／ギンポ 十 十十十 十十
9．クジメ／アイナメ 十十 十十十 十
王0．イシガレイ／マコガレイ 十 粁十 十
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そしてアマモ場では若魚～未成魚が採集された。
　高橋他（1986）の調査によると、万石浦へ来遊するマコガレイの浮遊期仔稚魚数はイシガレイ
の2．5倍であることから、明らかにイシガレイは汀線付近を選択的に着底の場としていると言
える。マコガレイの若魚期以降の個体は干潟域で全く採集されないことからマコガレイの場に
対する選択性は成長に伴って強まると推察される。本種の食性は種の特性と生息環境を反映し
たものと考えられる。
　以上、10組の近縁種間において生態的な比較を行ったが、各組について食い分け、住み分け、
および時分けの3要因に関する相対的な相違の程度を示すと表25の通りとなる。大きな相違が
認められるものは住み分け要因で5組、時分け要因で3組㍉そして食い分け要因では1組であ
った。住み分け現象は成長に伴って明らかになっていく場合が多い。これら3要因はそれぞれ
独立したものではなく、互いに密接な関連を持ち合っている。例えば、生息する環境が異なれ
ば食性も異なってくるのは当然の現象である。食い分け現象を詳細に把握するには胃内容物を
種のレベルにまで分析したデータが必凄であろう（菊池，1973；金本，1979；大方，1986）。住み
分け現象は現時点で観察できるため比較的認識しやすい側面を持っていることは事実である。
　マハゼとアシシロハゼは稚魚期の時分けおよび成魚期の住み分けにより明瞭な生態的分離が
進んだ例と言える。この例とメナダ／ボラを除くと、他の組では仔稚魚の出現時期が重複し胃
内容物も大差ないが、成長するにっれて生息場所あるいは食性に相違が生じてくる。ヨウジウ
オ／オクヨウジおよびエドハゼ／チクゼンハゼの組はそれぞれ成魚に至るまで同所的に見られ、
生態的に分化の進んでいないグループとみなされる。
　分類学的に近縁な種同志は類似した生態（生活様式）を持つ（今西，1941；菊池，1974）と考えら
れる例はエドハゼとチクゼンハゼの組である。シモフリシマハゼとアカオビシマハゼは長い問
の競争あるいは生息環境への適応性を通して主に生息場所に分化が生じた例と解釈される。し
かしながら、マハゼとアシシロハゼは同じ属に属しながらもほとんど接点がないと言えるレベ
ルにまで生態的な分化が進んでいる。アシシロハゼは感潮域において、むしろ他属のビリンゴ
あるいはチチブと二次的な競合関係にあると言える。近縁種間で競争が激しく（Darwin，1859）、
他を排除することもあれば、競争と同時にそれを緩和しようとする作用が互いに生じたり、環
境容量が2種の生存を許す場合もある（菊池，1974；伊藤，1976）。現在見られる状態は2種間の
関係とそれぞれの種による環境への対応との複合的な結果が発現されていると考えられる。
　（3）種内関係
　本研究では種内に見られる捕食一被食関係とともに、種内対立を緩和する適応的意義がある
と考えられるr食い分け」、r住み分け」、およびr時分け」現象について検討する。
　種内における捕食一被食関係　捕食一被食関係は一般的に異種間の関係であるが、同種内で
もこの関係（共食い）が認められ、、魚類でその例は多い（Nikolsky，1963；酒井他，1989）。異種間
では一方が他種を滅ぼしてしまうことがあるが、同種内の場合は種が滅びてしまうことはなく、
その種の存続にとってむしろ有利に作用する適応的意義が見い出されている（丼ikolsky，1963；
河井，1987；酒井他，1989）。
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　本研究でもヨウジウオ、マハゼ、アベハゼ、チチブ、ムスジガジ、タケギンポ、メバル、お
よびギスカジカの8種において共食いが見られ、マハゼとタケギンポではそれぞれ4例が観察
されたことは既に述べた通りである。共食いは例外的な状態で（森下，1961）、普遍性を持っに
至っていない（Nikolsky，1963）と考えられるが、同一種でも仔稚魚とそれ以上の成長段階では
生息場所が異なるのが普通であるため、両者が遭遇する機会は少ないという事情も見逃せない。
　カッオ、カワスズキ、およびタイセイヨウサバで見られる共食いの例はその種の存続にとっ
て重要な意義を持つと解釈される（堀田・小川，19551N1㎞1sky，1963；Grave，1981，大方，19－
88より引用；落合・田中，1986）。河井（1987）は、魚食性魚類は一般的に小卵・多産性であり、
比較的餌の乏しい沖合水域では仔稚魚期における共食いがその種自身の生き残りを保障してい
ることを強調している。ヒラメやクロソイの飼育例で明らかなように、魚類（卵・仔稚魚を保
護する習性を持つ種を除く）における共食いは種聞における捕食一被食関係と同様に基本的に
は個体の生存を確保するための摂餌活動と考えられる。仔稚魚と同種の魚食性大形個体が同時
に見られるような水域でほ共食いはむしろ普遍的な現象である可能性が高い。
　種内における対立緩和作用　同種内における各個体は個体の維持および種族の維持とい
う2っの側面を持っており、種は生活のために要求する条件とそれを満たし得る能力がほぼ等
しい個体の集団であるため、相補的な作用（集団性）と同時に相反的な作用（競争）が働くと言え
る（今西，19411森下，1961）。
　魚類は浮遊仔稚魚期の餌資源としてほとんど例外なく動物プランクトンに依存していること
は本章3（4）で述べた通りである。もし、食性の分化が生じないとすると、仔稚魚から成魚に
至るまですべての成長段階において終生、動物プランクトンをめぐる競争が付きまとうことに
なる。しかしながら、現実的には成長に伴って食性が分化することにより、異なった成長段階
の間で餌をめぐる競争が回避されているとみることができる。特にこのことは異なった成長段
階の個体が同所的に見られる場合は大きな意義を持っ。同一の成長段階でも体サイズの差によ
り、捕食する餌生物の種類・サィズ・組成が相違することによって同所的な生息を可能にして
いると言えるだろう（花岡，1977；今林他，1977；今林，1980）。つまり、成長に伴う食性の分化
はその種が要求する特性であるにしても、「食い分け」効果を担っているとみなされよう。小
形群と大形群が同時に見られると摂餌関係で小形群が圧迫を受けるとされる（Ivlev，1955；花
岡，1977）が、餌資源は有限であるのでプランクトン食性が強く、集団性のある魚種ではそのよ
うなことが起こり得る。
　魚類は成長に従って食性とともに生息場所も変化させることは普遍的な現象である。一般に
初期の成長段階では表層あるいは内湾浅海部で見られるが、その後深みあるいは外海部へ移動
する魚種が多い（本章2（2～3）参照）。本研究でも成長の良いマハゼは劣ったものより早期に
深みへと移動し、アイナメ、イシガレイ、およびマコガレイなどは成長とともに湾外へ去るこ
とが示された。特にアオタナゴ、イシガレイ、およびマガレイでは新年級（当才魚）群が湾内
に出現すると、前年級群がほとんど建網で漁獲されなくなるという事例が観察された。この場
合、旧年級群の湾外への移動は新年級群の出現が一因になっていると推測される。成長の良い
個体あるいは旧年級群が順次移動することにより、他の個体あるいは新年級群が場所と餌を保
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障されることになる。成長に伴う生息場所の変化は種内のr住み分け」的側面を持っていると
言えよう。
　以上、種内に見られる食い分け的および住み分け的現象が種内の競争を緩和する効果を果た
していることを述べたが、これは既にMev（王955）によって次のように論述されている：稚魚
と成魚の利用する餌が違うことだけでなく、両者の摂餌区域の空間分化もまた種内関係の強さ
を著しく低下させる要因に入ると思う。さらに、r自然界では異なる年令の魚がたとえ違う餌
でも一緒に摂餌する例は実際には存在しない」とも述べているが、これは極端すぎる。魚類は
成長に伴って生息場所を変化させるにしても、すべての魚種で生息域が完全に分離する訳では
なく、異なった成長段階のものが混在する場合があることも事実である。共食いの例がこれを
裏付けている。
　魚類の産卵期は同一種でも場所によって異なる他、同一水域でみても少なくても1ケ月、通
常1～2ケ月余の幅を持っている。サケ科魚類のように1回の産卵で全卵を放出する例もある
が、他の多くの魚類では産卵期間中に数回に分けて産卵すると考えられる。いずれの場合も種
としてみれば産卵期に一定の幅があることに変わりはない。産卵の多回性とともに繁殖期間の
延長は個体群の維持を図るための適応で、一時期・一回の産卵による、環境条件の悪化に伴う
個体群の壊滅を避けることができると解釈される（Nikolsky，1963）。
　餌の面からみれば、仔魚の発生時期がずれることにより同じ食物をめぐる種内の競争が和ら
げられることになる。ふ化後のある時期の比較では早期にふ化した仔稚魚は後期に発生したも
のより大形である（大島，1954）ことから、発生時期の異なる仔稚魚は同一水域でも摂取する餌
料の種類・サイズ・組成に変化が生ずる。
　産卵の多回性および繁殖期間の延長は種内の個体が時間をずらすことによって、一定の空間
を利用し、種内競争を低レベルに制御するという適応的な意義が見い出される。っまり、これ
は種内におけるr時分け」現象とみなされる。本研究において万石浦で生活史を完結する魚種
は短命で、大部分が1年で世代を交代することおよびいくつかの魚種では新年級群が加入する
と前年級群が他の場所へ移動することを示したが、これらは年を単位とするr時分け」の一形
態とみなせる。特に後者の場合はr住み分け！と表裏一体である。食べることを動物の基本と
すれば、種内のr住み分け」とr時分け」のいずれもr食い分け」と密接な関連があり、これ
ら3現象は相互依存的な関係と言える。
　自分の卵・仔稚魚を護る一部の種を除くと、魚類の種間競争と種内競争のいずれにおいても
各個体の生活内容はまず自分が生きるという個体の維持が基本になっていると考えられる。こ
の意味においては同じ体制を有する種内での競争が最も厳しい（Darwin，1859）』と解釈される
が、上述した通り、個体間の緊張を低減しようとする種内の適応的現象が認められることも確
かである。種族の維持という観点からみれば、Ivlev（1955）が強調しているように種内関係は
必ず種を強化する方向に働き、種が滅亡することはないが、種間関係では一方の種を滅ぼすこ
とがあるという点で結果が全く違い、後者の方が厳しいと言える。森下（1961）は種族維持的な
要素は結果として出てくるものであり、個体維持と種族維持を同一のレベルにおいて矛盾する
対立現象として取り挙げるのは問題があると指摘している。
一425一
　種内における各個体の生活は種としての共通性を維持しながらも水域（個体群）によって異
なり、その水域の特性に対応し得る柔軟性を持っていると考えられる。種の生態は個体の生活
の総体であり、すべて等質性によって貫かれている訳ではなく、微妙な異質性も内包している。
したがって、各種の生態を明確に割り切って説明することは事実上不可能な作業と言えるだろ
う。　r同じ生態を有する2種は共存できない」というGauseの競争排除則（菊池，1974；伊藤，19－
76）に対して、生態学的に同一な2種などというものは自然に存在しないと批判した伊藤（1976）
の見解は支持される。
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W．魚類の出現パターンおよび万石浦の生態的意義
1．出現パターン
　藻場あるいは内湾に出現する魚類は発育段階および季節性などその水域との関わり具合によ
り、いくっかのグループに分けることができる（大島，1954；谷田他，1957；北森他，1959；布施，
1962a，1962b；OnbeandKakuda，1962；Kikuchi，19⑯1973，1982；Kawanabeetal．，1968；東・
原田，1969；小池・西脇，1977；西田他，1977；多田良，1977；岩田他，1979；清水，1979；千葉，
1980；木曽他，1980；桑村，1980；中坊，1980；八柳，1981；木村他，1983；塩原・鈴木，1985；座
間，1990，19911森，1995）。グループ分けに際しては、産卵場所、発育段階、滞留期間、季節性、
個体数・出現頻度、および本来の生息環境の6っが重要な要素となると考えられる。どの要素
を重視するか、あるいはどれとどの要素を組み合わせるかにより様々な区分が可能となる。
　Kikuchi（1966）は藻場に出現する魚類を、1）周年定住種、2）季節定住種、3）一時来遊種、およ
び4）偶来種の4つのカテゴリーに分けた。一般にはこの類型が踏襲あるいは一部改変して利用さ
れていることが多い（小池・西脇1977；清水，1979；中坊，1980；木村他，1983；塩原・鈴木，19－
85）。森（1995）は内湾域の魚類全体を対象とする場合にはKikuchi（1966）の分類方法では不都合
があるとして、各種の生活史における湾への依存度および本来の生息場所という2要素を加味
した区分を提示した。しかしながら、Kikuchi（1966）および森（1995）の周年定住種には湾の内
外で産卵するものが一緒に含まれることになる。岩田他（1979）が述べているように、その水域
と出現する魚類との結び付きを捉えようとする場合には、その場で産卵するか、どの発育段階
でその場が利用されるか、あるいは生育場として利用されるかという視点が重要であろう。本
研究では発育段階および塩分傾斜という観点から万石浦における魚類の出現パターンを整理し
た。なお、出現時期からみた類型については既にV章3（2）で検討した（表61）。
　（1）発育段階による類型
　万石浦に出現する魚類の発育段階を便宜的に卵期、仔稚魚期、若魚一未成魚期、成魚期、お．
よび産卵親魚期の5段階に分け、それぞれの種の出現パターンを類別した（発育段階の不明なア
ブラボウズを除く）。ここで言う卵期および産卵親魚期とはそれぞれ万石浦で産出された卵の
時期および湾内で再生産に関与する親魚としての時期をさす。図250および表61に示したよう
に、発育段階からみた出現パターンでは9型が認められる。下記の2）～5）型では万石浦から湾
外へ出た後に生育の進んだ段階で一部が再び湾内に来るものも多いと思われる。
　1）卵一産卵親魚期型　万石浦で産卵し、浮遊仔稚魚期を除くとほとんど湾外へ移出するこ
となしに、成魚期まで湾内で見られる魚種は全体の32．7％に相当する40種が挙げられる。基本
的に生活史の上で万石浦との結び付きが強い魚種と考えられるが、水路部で見られるものでは
万石浦に対する依存度は弱まると推測される。　（例：アユ、シラウオ、ギンブナ、モツゴ、ド
ジョウ、メダカ、クダヤガラ、タツノオトシゴ、サンゴタツ、ハゼ科20種（アナハゼ、キヌバ　　’
リ、およびリュウグウハゼを除く）、ナベカ、イソギンポ、ムシャギンポ、ムスジガジ、ダイ
ナンギンポ、ハナジロガジ、タケギンポ、トビイトギンポ、サラサカジカ、アサヒァナハゼ、
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型 卵期 仔稚創期 若魚一未成創期 成魚期 産卵親魚期 種数
40
種数 58 91 95 63 58 122
図250．万石浦で見られる魚類の発育段階からみた出現パターンおよび種数．
表6L万石浦で見られる魚類の出現パターンおよび湾の利用形態。各項目における数
　字は本文の説明に付した番号に対応する．利用形態の項目では、ほとんど淡水域
　で生活史を完結する魚種は除外した．
項目 発育 出現塩分 利用 項目 発育　出現 塩分 利用
魚種 段階 時期 傾斜形態 魚種 段階時期 傾斜 形態
1．ニシン 3 4 5 2 2Lツクシトピウオ 9 3 5 5
2．コノシロ 2 3 5 2 22．メダカ 1 1 2 一
3．サッパ 2 3 5 2 23．クダヤガラ 1 1 5 1
4．マイワシ 9 3 5 5 24．イトヨ 9 5 5 5
5．カタクチイワシ 5 3 5 3 25．タツノ朴シゴ 1 1 5 1
6．ウナギ 4 2 3 3 26．サシゴタツ 1 1 5 1
7．マアナゴ 4 2 5 3 27。ヨウジウオ 2 3 5 2
8．チ　カ 3 4 5 2 28．オクヨウジ 2 3 5 2
9．ア　ユ 1 1 3 4 29．エゾイソアイナメ 6 5 5 5
10．シラウオ 1 1 4 1 30．スケトウダラ 8 5 5 5
』　　一　　9　　－　　冒　　［　　甲　　▼　　F　　一　　唖　　曹　　，　　冒　　冒　　，　　曹　　ロ －　　一　　－　 ・　　層　　，　　冒　　曹　 一　　層　　－　　冒　　曹　　曹　　，　　7　　冒　　一　　齢　　冒　曹　 曹　 ，　　，　　P　 一　　・　　一　　7　　冒　　曹　冒　　一　　，　　・　　冒　　一　　，　冒　 甲　　甲　　辱　 噛　　o 一　　9　一　 ，　　，　 9　　一　　曹　 ，　　一　　甲　　冒　　，　　－　　一　　・　　『　　冒　　，　　， 冒　　，　　『　　▼　　　－　　一　　一　　一　　　－　　曹　　9　　一　　甲　　　甲　　冒　　　¶　　　冒　　　一　　　卿　　　｝　　7　　冒　　雪　　曹　　”　　曹　　　一　　”　　冒　　曹　　一　　　■　　　■　　　一　　一　　　胃　　一　　　■　　　9
11．シロザケ 3 4 3 3 31．トウ加ウイワシ 2 3 5 2
12．ギンザケ 8 5 5 5 32．メナダ 4 2 4 3
13．サクラマス 8 5 5 5 33．コボラ 8 3 5 6
M．ギンブナ 1 1 1 『 34．ボ　ラ 4 2 4 3
　　　　“5．モツコ 1 1 1 一 35．アカカマス 8 3 5 3
16．ウグイ 4 5 4 ・3 36．スズキ 5 3 5 3
17．マルタ 4 2 4 3 37．ネンブツダイ 8 3 5 6
18．ドジョウ 1 1 1 『 38。シロギス 7 5 5 5
19．ダ　ツ 3 3 5 2 39．マアジ 8 3． 5 3
20．サヨリ 2 3 5 2 40．クロサギ 5 3 5 6
（続き）
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表6L　（続き）
項目 発育 出現塩分 利用 項目 発育　出現塩分 利用
魚種 段階 時期傾斜 形態 魚種 段階時期傾斜 形態
41．シログチ 8 5 5 5 83．イソギンボ 1　　1 5 1
42．二　べ 9 5 5 5 84．ムシャギンポ 1　　1 5 1
43．ヒメジ 8 3 5 6 85．フ桝ンボ 3　　2 5 2
44．メジナ 7 5 5 5 86』ムスジガジ 1　　1 5 1
45．ク跡シフエダィ 7 3 5 6 87．ダィナンギンポ 1　　1 5 1
46．槻イサキ 5 3 5 6 88．ハナジロガジ 1　　1 5 1
47．コトヒキ 5 3 5 6 89．タケギンボ 1　　1 5 1
48．クロダイ 5 3 4 3 90．ギンポ 2　　2 5 2
49．メイチダィ 7 3 5 6
50．八タタテダイ 7 3 5 6 91．トピ朴ギンボ 1　　1 5 1
，　　『　　　一　　　”　　冊　　－　　　9　　　一　　曹　　一　　，　　響　　　一　　，　　9　　曾　　，　　　， 曹　曹　甲　，　ロ　響　■　■　一　一　薗　甲　一　一　一　9　一　■　餉　一　曾　r　■　一　甲　甲　，　，　曹　■　－　一　r　，　曹　9　■　曽　一　一　一　一 92．メバル 5　　2 5 3
51．イシダイ 8 5 5 5 93．タケノコメパル 5　　2 5 3
52．アオタナゴ 2 2 5 2 94．クロソイ 6　　3 5 5
53．オキタナゴ 9 5 5 5 95．アブラボウズ 9　　5 5 5
54．シマ萩メダィ 7 3 5 6 96．クジメ 2　　2 5 2
55．イカナゴ 7 4 5 5 97．アイナメ 2　　2 5 2
56．マサバ 7 3 5 5 98．マゴチ 4　　3 5 3
57．タチウオ 8 3 5 5 99．イソバテング 2　　3 5 2
58．アイゴ 5 3 5 6 100．サラサカジカ 1　　1 5 1
59．マハゼ 1 1 4 1 』　曹　　■　　－　　曹　　一　　一　　，　　曹　　一　　甲　　一　　一　　冒　　一　　響　　，　　■　　一　　■ 曹　曹　曹　9　曽　一　一　ロ　■　曹　9　一　一　響　曹　9　一　一　｝　■　9　●　一　甲　響　9　9　一　一　一　，　■　臼　一　一　，　曹　，　■
60．アシシロハゼ 1 1 4 1 101．ケムシカジカ 5　　4 5 3
■　　　■　　　，　　一　　冒　　甲　　　r　　　，　　曾　　曹　　曹　　　ロ　　　ー　　一　　9　　一　　曽　　一 一　　一　　，　　一　　曹　　ロ　　曹　　■　　9　　■　　冒　　一　　曹　　曹　　9　　曹　　■　　曹　　・　　一　　一　　り　　曹　　一　　一　　一　　』　　一　　曹　　，　　曹　　曹　　■　　甲　　曹　曹　　，　　曹　　厘　　一　　F　　騨　　9　　9 102．ギスカジカ 2　　2 5 2
61．スジハゼ 1 1 5 1 103．イダテンカジカ 7　　3 5 362．アカハゼ 9 5 5 5 104．ムッカジカ 7　　3 5 3
63．ビリンゴ 1 1 3 1 105．アサヒアナハゼ 1　　1 5 1
64．ニクハゼ 1 1 5 1 ！06．エゾクサウオ 6　　4 5 5
65．エドハゼ 1 1 4 1 107．クサウオ 2　　4 5 266．ヘビハゼ 1 1 5 1 108．ビクニン 9　　4 5 5
67．チ姥ン麗 1 1 5 1 109．セトヌ刈 6　　5 5 5
68．スミウキゴリ 1 1 3 4 110．ハタタテヌ刈 l　　l 5 1
69．アゴハゼ 1 1 5 1 曹　　一　　一　　F　　一　　甲　　一　　曹　　■　　一　　胃　　曹　　曹　　曹　　ロ　　曹　　，　 曹　　一　　一 曹　曹　一　一　一　一　甲　，　曹　臼　臼　『　，　9　臼　一　『　，　，　曹　■　一　冊　謄　臼　一　｝　■　9　冒　甲　甲　■　■　一
70．ヒモハゼ 1 1 5 1 111．ヒラメ 8　　5 5 5
－　騨　　”　　一　　－　　－　　一　　冊　　，　　，　　一　　9　　■　　一　　一　一　　辱　　r 冒　騨　曹　9　一　一　一　－　一　一　一　，　ロ　曹　－　F　r　F　，　一　ρ　冒　一　一　一　，　■　一　一　－　一　曹　曹　一　一　響　P　曹　P　響　曽　一　一　■ ll2．イシガレイ 5　　2 5 3
7Lヒメハゼ 1 1 5 i U3．マコ蜘イ 5　　2 5 372．シロウオ 1 1 3 4 114．ヌマガレイ 5　　2 4 3
73．ミミズハゼ 1 1 3 1 115．マツカワ 8　　5 5 574．ミミズハ題雛 1 1 5 1 116．ホシガレイ 6　　5 5 5
75．アベハゼ 1 1 1 ｝ 117．アミメハギ 7　　3 5 676．キヌバリ 9 5 5 5 118．カワハギ 8　　－3 5 6
77．リュウグウハゼ 9 5 5 5 ll9．ウマズラハギ 9　　5 5 5』
78．シマヨシノボリ 1 1 3 4 120．嚇ナミハギ 7　　3 5 679．シモフリ沖麗 1 1 4 1 一　　ロ　 ー　　曹　　一　　響　　曹　　一　　臼　　一　　一　　・　　r　 一　　一　　■　　一　　｝　　｝ 甲　響　一　曹　一　一　雪　ロ　9　■　曹　冒　一　一　曹　曽　－　－　，　曾　■　一　』　一　響　曾　一　一　”　9　冒　一　一　曹　，　9　一　一
80．チチブ 1 1 3 4 121．クロサバフグ 8　　3 5 6
『　　曹　　一　　甲　　”　　一　　騨　　¶　　一　　－　　一　　■　　¶　　，　　曹　 雪 曹　一　幽　一　一　一　曹　，　曹　曹　曹　一　曽　臼　一　甲　一　■　一　■　’　一　甲　冒　，　曹　9　一　畠　甲　一　曹　曹　曽　一　一　”　”　－　一　曽　曹　一　甲 122．クサフグ 5　　3 5 3
8L効舵シマハゼ 1 1 5 1 123．ヒガンフグ 6　　3 5 382．ナベカ 1 1 5 ！
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およびハタタテヌメリ）．
　2）卵一未成魚期型　湾内で産卵し生育するが、若魚期あるいは未成魚期の段階で湾外へ去
る魚種がこのタイプに属する（13種）。産卵（仔）親魚は季節的に再来遊する。（例：コノシロ、
サッパ、サヨリ、ヨウジウオ、オクヨウジ、トウゴロウイワシ、アオタナゴ、ギンポ、クジメ、
アイナメ、イソバテング、ギスカジカ、およびクサウオ）．
　3）卵一仔稚魚期型、この型の魚種は湾内あるいは河川（シロザケの産卵は稀）で産卵する
が、ふ化後の移動が早く稚魚期までにはほとんどが湾外へ移出すると考えられる（5種）。チカ
の仔稚魚は全く採集されることがなかった。ダツの仔魚は7～9月に汀線付近のアオサやアマ
モの藻場に出現するが、稚魚期のものはわずかしか得られなかった。（例：ニシン、チカ、シ
ロザケ、ダツ、およびフサギンポ）．
　4）仔稚魚一成魚期型　仔稚魚期の段階で外海から来遊し数年滞留して、未成魚一成魚期ま
で見られる種である（7種）。常に湾内に定着しているのではなく、一部は季節的にあるいは一
時的に湾内外を往来していると思われる。湾内で産卵することはない。（例：ウナギ、マアナ
ゴ、ウグイ、マルタ、メナダ、ボラ、およびマゴチ）．
　5）仔稚魚一未成魚期型　この型では仔稚魚期に来遊して、少なくとも一部は若魚期あるい
は未成魚期まで湾内に滞留する（14種）。成魚も出現するものがあるが、湾内では産卵しない。
出現してから1年以内に移出する場合が多い。（例：カタクチイワシ、スズキ、クロダィ、シ
マイサキ、コトヒキ、クロダイ、アイゴ、メバル、タケノコメバル、ケムシカジカ、イシガレ
イ、マコガレイ、ヌマガレイ、およびクサフグ）．
　6）若魚一成魚期型　若魚期から成魚期までの個体が出現する種がこの型を構成するが、個
体数も少なく、付近の外海から一時的に来遊したものであろう（6種）。比較的短期間の内に出
ていき、湾内では産卵しないと考えられる。（例：エゾイソアイナメ、クロソイ、エゾクサウ
オ、セトヌメリ、ホシガレイ、およびヒガンフグ）．
　了）仔稚魚期型　主に仔稚魚期の個体が得られ、わずかな個体が季節的にあるいは稀に出現
するとみなされる魚種がこの型に含められる（12種）。（例：シロギス、メジナ、クロホシフエ
ダイ、メイチダイ、ハタタテダイ、シマスズメダイ、イカナゴ、マサバ、イダテンカジカ、ム
ツカジカ、アミメハギ、およびサザナミフグ）．
　8）若魚一未成魚期型　若魚期から未成魚期までの個体が来遊するもので、定期性が認めら
れるアカカマス、マアジ、およびヒメジ以外はすべて一時的・偶発的出現と考えられる（15種）。
（例：ギンザケ、サクラマス、スケトウダラ、コボラ、アカカマス、ネンブツダイ、マアジ、シ
ログチ、ヒメジ、イシダイ、タチウオ、ヒラメ、マツカワ、カワハギ、およびクロサバフグ）．
　9）成魚期型　成魚のみが出現するパターンで、すべて外海域からの一時的・偶発的出現と
みなされる（10種）。ビクニンでは完熟卵が見られたことから湾内で産卵する可能性もあるが、
産卵するとしても稀な現象であろう。（例：マイワシ、ツクシトビウオ、イトヨ、二べ、オキ
タナゴ、アカハゼ、キヌバリ、リュウグウハゼ、ビクニン、およびウマズラハギ）．
　上記の1）から5）までの魚種は万石浦で再生産を繰り返す魚種（1）、湾内で産卵し、ある発育
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段階に達すると湾外へ出る魚種（2および3）、および発育初期の段階で万石浦へ来遊し、一定段
階まで成長した後再度湾外へ去る魚種（4および5）によって構成される。これらは合計79種を数
え、全体の64．2％を占める。6）から9）までに属する大部分の魚種では個体数が少なく、付近の
外海から一時的に出現したものおよび本邦中部以南の水域から死滅分散として来遊したものに
よって占められる。したがって、概略的にみると、1）から9）へ移るに伴い生活史の上で万石浦
との関わり方が質的（産卵・生育）および量的（滞留期間）に希薄なっていくと解釈すること
ができる。
　出現する魚種の発育段階についてみると、卵期は58種、仔稚魚期は91種、若魚一未成魚期は
95種、成魚期は63種、および産卵親魚期は58種が数えられる（図251）。万石浦では仔稚魚から
未成魚期までの段階で最も多くの魚種が出現すると言うことができる・
　（2）塩分傾斜による類型
　V章1（3）では稚魚期以降の出現状況に基づいて、魚類の出現水域の類型化を試みたが、こ
こでは全生活史を通して魚類が利用する水域に関して、塩分傾斜からみた出現パターンを検討
する。万石浦に生息する魚類の出現場所を塩分傾斜に従って、淡水域（河川、排水路、および
養魚池）、汽水域（河川および排水路の感潮域）、および海水域に区分することができる。これ
ら3区分に出現する魚類は下記の5型に類別される（表61）。
　1）淡水域型　淡水域で見られる魚種はギンブナ、モッゴ、ドジョウ、およびアベハゼの4
種が挙げられる。純淡水魚と呼べるものは前3種で、ギンブナとモツゴは流留排水路で、そし
てドジョウは針浜川で見られた。アベハゼは普通河口感潮域に生息する（岩田他，1976；辻他，
1983）が、養魚池のような閉鎖された淡水域でも再生産を繰り返すことが明かになった。
　2）淡水一汽水域型　淡水域から汽水域にかけて生息するもので、メダカのみが認められる。
ただし、メダカは稀に海水域に流下していることがある。
　3）淡水一海水域型　全生活史を通じてみると、淡水域から海水域まで広範囲にわたって出
現する魚種がこの型に含められるが～成長段階によって生息する水域が異なる場合が多い。ウ
ナギ、アユ、シロザケ、ビリンゴ、スミウキゴリ、シロウオ、ミミズハゼ、シマヨシノボリ、
およびチチブの9種が数えられ、ハゼ科魚類が6種を占める。稚魚期以降ほとんど淡水域で生
活するものはスミウキゴリとシマヨシノボリで、前者は最も上流部にまで分布する。チチブは
淡水域から汽水域にかけて、ビリンゴは汽水域を主要な生息場所とする。シロザケとシロウォ
は産卵群のみが淡水域に侵入する。
　4）汽水一海水域型　汽水域と海水域の両方に出現するグループにはシラヴオ、ウグイ、マ
ルタ、メナダ、ボラ、クロダイ、マハゼ、アシシロハゼ、エドハゼ、シモフリシマハゼ、およ
びヌマガレイの11種が含められる。タケギンポ、ギンポ、およびギスカジカの稚魚が汽水域で
それぞれ1回採集されたことがあるが、恐らく干潮時に取り残されたものであろう。アシシロ
ハゼは産卵期を除くと、針浜川および志畑川では汽水域に定住し個体数も多い。ウグイとボラ
の稚若魚は満潮時に感潮域で大群を形成することがある。
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　5）海水域型残りの98種は4）で述べた例外的な出現を除けば海水域のみで見られ、純海水
魚と呼べるものである。
　淡水域、汽水域、および海水域は独立した環境ではなく、連続した水域であることは言うま
でもない。1）淡水域型、2）淡水一汽水域型、および5）海水域型に属する魚類では1っの水域で
生活史を全うするのが普通であるが、3）淡水一海水域型および4）汽水一海水域型では2っ以上
の水域の存在が生活史を完結する上で非常に重要な意味を持っている。特に淡水一海水域型の
アユ、シロザケ、スミウキゴリ、シロウオ、およびシマヨシノボリにとっては淡水域から海水
域に至るまでの一連の環境が再生産にとって不可欠と言えよう。ただし、アベハゼおよびチチ
ブのさ、化直後の仔魚は一度海水域へ流下するのが基本（岩田他1979；明仁，1987）と考えられる
が、両種ともに淡水域での再生産能力を獲得している（明仁，1987；本研究）。
2．生態的意義
　（1）万石浦の生態的機能
　万石浦は地形的に極めて閉鎖性の高い内湾であるにもかかわらず、塩分が高いために海産魚
が普通に出現する水域となっている。水深の浅い砂泥底にはアマモ場が広範囲に形成されてい
ることも大きな特徴である。湾口部（一部）から水路部にかけての転石・岩礁域にはガラモ場の
周辺にもアマモ場が散在することから、万石浦全体（淡水域を除く）は大局的にみればアマモ場
として位置付けることができよう。
　Kikuchi（1966）および小河（1988）が指摘しているように、水路部から湾奥部へ向けての環境
条件の変化は、1）植生：ガラモ場→アマモ場→アオサ場、2）底質：転石・岩礁→砂質→泥質、
3）塩分濃度：大→小、4）水温変化：小→大、5）海水流動：大一→小、および6）腐食堆積物：小→
大という一連の系列が認識される。この系列は内湾度と呼ぱれるものであり（宮地他，19441西
村，1972）、Kikucm（1966）および菊池（1973）はガラモ場からアマモ場にかけて出現する魚類の
種類が変化することを示している。内湾度に伴う動物相の変化は魚類よりも移動性の弱い貝類
および多毛類でより顕著と考えられる（大森，1971；堀越，1976）。
　万石浦の環境を特徴付けるアマモ場の生態的意義については多くの記述がある（例えば、大
島，19541布施他，19551布施，1962al菊池，1973，1982；Thayer　and　Adams，1975；Adams，1976a，
1976b；服部・平野，1979；上北，1980；東，1981，1982；向井，1982；小河，1988；柏井，1991）。こ
れらの記述を綜合すると次の諸点を列挙できる。
1）アマモは通常水深3～仙以浅に生育し、海岸線に沿って帯状あるいは斑状群落をなして分
　布する。季節によって葉体は一部枯死・流出するが、群落は周年存在する。
2）アマモの光合成活動に伴い水中のCO2を消費し、02を放出するため、周囲の溶存酸素量
　およびpHを変化させる。また、成長および古葉の分解により海中の栄養塩の濃度も変動させ
　るQ
3）群落は日射による受熱あるいは放熱過程に変化を与え、水温変動を小さくする。
4）群落は抵抗体として流れを減衰させるため、水中の微細な懸濁粒子を沈降しやすくさせ、
　遊泳力の弱い生物でも定位・定着を可能にする。
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5）アマモの繁茂は葉体表面積および立体的には群落空闇を拡大させ、各種動物および小型藻
類に生活基盤を提供する。枯死した葉体は群落内外に堆積するため、底土においても同様な
効果をもたらす。
6）アマモを直接栄養源とする生物はほとんど存在しないが、枯死した後、有機デトリタスと
　なり腐食食物連鎖を通じて生産者を支えるため、基礎生産者としての役割を果たす。
7）底土を含むアマモ群落には多様な小型生物が住み着くことになり、魚類・カニ類などの大
　型動物に対して好適な摂餌場所を提供する。
8）群落は狭く複雑な空間を持ち、稚魚や小型魚類にとっては外敵から逃避するシェルターと
　して有効である。
9）付着卵を産む魚類およびイカ類によって群落は産卵基質として利用される。
　アマモ群落が形成されること（上記1）により、物理・化学的作用（2～4）が生じ、同時に生物
的効果（5～9）も派生して、アマモ場には周辺とは異なった独特な生物集団が構成されると言え
る。この過程はホンダワラ群落（ガラモ場）においても基本的には同様であろう（谷口他，1980；
大野，1981；小河，1988）。ただし、ガラモ場は海水流動が比較的大である岩礁域に形成される
ので、周囲に及ぼす効果はアマモ場程明瞭に表れない場合が多いと考えられる。
　藻場は周囲と相対的に独立性を保った環境単位を形成する、いわゆる環境形成作用を持っ（小
河，1988；柏井，1991）。向井（1978）およびMukai（1990）は藻場の生物群集を成り立たせているカ
には食物関係の他に、生息場所に関わる種間関係の重要性を指摘し、r住み込み段階」という
群集の見方を提唱している。この見方によるとアマモおよびホンダワラの群落は1次生息者で、
これを生活基盤として葉上・葉間動物（2次生息者）が出現し、2次生息者に依存する魚類および
大型甲殻類は3次生息者として捉えられる。
　万石浦におけるアマモの現存量および密度は日本では最大値を示すとされている（向井，19－
82）。Imai　et　aL（1950）は万石浦における海水の物理化学的特性はアマモの季節的消長と密接
な関連があることおよびアマモの分解期には分解した葉体が起点となって無色鞭毛虫が大増殖
し、それがマガキ幼生や他の底生動物の幼・成体の好餌料となって、湾内の生物生産に重要な
価値を持っていることを明らかにした。服部・平野（1979）は、万石浦へ流入する外海水は湾内
の生態系への栄養塩の補給という点では寄与は少なく、湾内アマ毛場の高い生産性は堆積表層
中での有機物の分解・再生産の過程によって主として支えられていることを示唆している。い
ずれにしても、アマモ群落の発達は藻場周辺のみならず湾全体の生物生産に対して大きな影響
を与えていることは確かと言える（菊池，1973，1981；上北，1980）。
　万石浦に見られる干潟はアマモ藻場に次いで重要な環境要素と考えられる5干潟は表面が単
純で、潮の干満の影響を直接受ける環境下にあるため、そこには内生ベントスを中心とした独
自性の高い生物集団が構成される（土屋，19881菊池，1993）。干潟の内外にはアオサやアマモの
群落が見られるのが普通なので、干潟と藻場を厳密に区分することは不可能であるが、有機物
の堆積、ベントスの活動により海水と堆積物の境界がかき乱される生物撹枠、ベントスの摂食
および微生物の分解による環境浄化作用などは干潟の持っ顕著な特性と言える（菊池，1993；佐
々木，1993）。
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　魚類との関連にっいてみると、干潟は水深が浅く水温および塩分の変動も大きいため、ここ
に周年生息する魚類はハゼ科魚類を中心とした小型種に限定される。しかしながら、干潟は藻
場とともに稚若魚の生育場として大きな意義を持っていることが明らかになっている（宇都宮
他，1954；冨山・陣之内，1977；松井他，1980；田北，1980；八柳，1981）。
　（2）魚類による湾の利用形態
　万石浦に出現する魚類は発生場所、発育段階、および時期・期間などにおいて多様であるが、
生活史の上での湾との関わり合いを重視すると、魚類による湾の利用形態については次の7要
因が挙げられよう（表61）。この場合、湾を海水域に限定したため淡水域（～汽水域）で生活史を
完結するギンブナ、モツゴ、ドジョウ、メダカ、およびアベハゼの5種を除く118種を対象と
した。
　1）生活史の完結（海水域）湾内海水域で生活史を完結すると思われる魚種は30種（全体の
25．4％）が挙げられる。万石浦の存在はその個体群の生存および再生産と深く結び付いている
と言える。ほとんどが内湾域に特有の魚類で、特にハゼ科、魚類では23種中アカハゼ、スミウキ
ゴリ、シロウオ、アベハゼ、キヌバリ、リュウグウハゼ、シマヨシノボリ、およびチチブを除
く15種が湾内で再生産を繰り返しているとみられる（例：シラウオ、クダヤガラ、タツノオト
シゴ、サンゴタツ、ハゼ科魚類15種、ナベカ、イソギンポ、ムシャギンポ、ムスジガジ、ダィ
ナンギンポ、ハナジロガジ、タケギンポ、トビイトギンポ、サラサカジカ、アサヒアナハゼ、
およびハタタテヌメリ）。
　2）産卵および生育湾内で産卵するが、個体群の全部あるいは大部分が季節的に、あるい
は成長に伴って移出する魚種（17種）にとって万石浦は産卵場および生育場としての役割を果た
している。春一夏期産卵群の当才魚は秋までに、そして秋一冬期産卵群の場合は夏までに湾外
へ出ることが多い。移出時の成長段階は稚魚一若魚期が普通である（例：ニシン、コノシロ、
サッパ、チカ、ダツ、サヨリ、ヨウジウオ、オクヨウジ、トウゴロウイワシ、アオタナゴ、フ
サギンポ、ギンポ、クジメ、アイナメ、イソバテング、ギスカジカ、およびクサウオ）。
　3）索餌および生育　湾外で産卵し、主に生活史の初期の段階で季節的に万石浦へ来遊し、
一定期間生活した後再度移出する魚種は23種を数える。湾内に滞留する期間は魚種によって長
短があるが、これらの魚種は万石浦を索餌および生育の場として利用していると解釈される。
シロザケは針浜川でも稀に産卵することがあるが、湾内に出現する稚魚はほとんどが湾外の河
川から来たものと考えられるので、シロザケはこの区分に含めた。
　シロザケ、ボラ、イシガレイ、およびヌマガレイの稚魚は冬から初春に来遊するのに対し、
その他の稚若魚は春～秋の間に出現する。アカカマスおよびマアジの若魚は夏～秋に漁獲され
る。これは三陸沖回遊群の一部が一時的に万石浦に立ち寄るものと考えられる。メバル、イシ
ガレィ、およびマコガレイの当才魚では成長の良い個体は秋には湾外へ去るが、成長の劣るも
のは湾内に留まるため周年見られる。ウナギ、マアナゴ、マルタ、およびメナダはある程度湾
内外の出入りがあるとしても、未成魚期あるいは成魚期まで数年間湾に依存した生活を送ると
推測される（例：力タクチイワシ、ウナギ、マアナゴ、シロザケ、マルタ、メナダ、ボラ、ア
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カカマス、スズキ、マアジ、クロダイ、メバル、タケノコメバル、マゴチ、ケムシカジカ、イ
ダテンカジカ、ムツカジカ、イシガレイ、マコガレイ、ヌマガレイ、クサフグ、およびヒガン
フグ）。
　4）両側回遊魚の生育両側回遊を行うアユ、スミウキゴリ、シロウオ、シマヨシノボリ、
およチチブの5種は河川域で産卵し、ふ化直後の仔魚は海水域（万石浦本体）に流下することが
生活史の上で必腰である。普通、稚魚期には河川域に戻るが、シロウオは成熟するまで海水域
に留まり、産卵群として河川に遡上する。万石浦に流入する河川は普段流量が少なく、安定し
たアユの生息に不向きなため、アユの場合はその時の河川状況により河川と万石浦間を往復し
ていると考えられる。
　5）外海からの一時的な出現　付近の外海がより好適な生息環境あるいは回遊経路とみられ
るが、何らかの原因で少数の個体が一時的に（あるいは事故的に）湾内に迷入したと思われる魚
種は29種が挙げられる。外傷などで弱っている個体が潮流によって流されて来る場合も含む。
いずれにせよ、万石浦の環境条件はこれらの魚種の生息にとって大なり小なり負の要因となる
はずである。多くは短期間のうちに再び湾外へ移動するだろうが、脱出できないものは生存が
脅かされると考えられる。この区分に属する29種のうち、本研究で採集されなかった（他の記
録に基づく）魚種および1個体しか得られなかったものは15種に及ぶ（例：マイワシ、ギンザ
ケ、サクラマス、ウグイ、ツクシトビウオ、イトヨ、エゾイソアイナメ、スケトウダラ、シロ
ギス、シログチ、ニベ、メジナ、イシダイ、オキタナゴ、イカナゴ、マサバ、タチウオ、アカ
ハゼ、キヌバリ、リュウグウハゼ、クロソイ、アブラボウズ、エゾクサウオ、ビクニン、セト
ヌメリ、ヒラメ、マツカワ、ホシガレイ、およびウマヅラハギ）。
　6）死滅分散としての出現　本邦中部以南の暖水域で発生して黒潮によって輸送され、季節
的にあるいは偶発的に万石浦へ来遊するが、冬期の低水温に耐えられず死滅すると思われる魚
種は15種を数える。クロサギ、シマイサキ、およびコトヒキは毎年夏～秋に出現し、この期間
には通常の摂餌・成長も見られるだろう。このタイプは上記3）と類似するが、東北水域へ輸送
されて来たこと自体がその魚種の生存にとって致命的であるという点で大きな違いがある。本
研究で1個体しか採集されなかったものを8種含む。（例：コボラ、ネンブツダイ、クロサギ、
ヒメジ、クロホシフエダイ、シマスズメダイ、コトヒキ、メイチダイ、ハタタテダイ、シマス
ズメダイ、アイゴ、アミメハギ、カワハギ、サザナミフグ、およびクロサバフグ）．
　了）降河・遡河性魚類の移動通路　ウナギおよびシロザケのように河川と外海を往復する魚
にとっては万石浦は河川と外海を結ぶ移動通路としての役割を担っていると考えられる。ただ
し、河川で見られるウナギは稚若魚のみで、大形魚は海水域で生活していることおよびシロザ
ケの産卵遡上も例外的な要素が強いことから、．移動通路としての機能はほとんど実効性を持た
ないと言える。
　上記の区分1）～4）までは万石浦が出現する魚類に対して有効に機能する肯定的な側面であり、
これらの区分に属する魚種が生、息量および出現期間からみて、万石浦に出現する魚類群集の根
幹をなしていると言えよう。これに対して5）および6）に該当する魚種（43種）は万石浦での採集
個体数が少ないか、あるいは出現期間が短く、万石浦の存在はその魚種にとって重要とはみな
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されず、むしろ結果的にみると死へとつながる否定的な要素をも含んでいる。
　万石浦を産卵場（および生育場）として利用する魚種（区分1および2）は計47種で、全体の
全体の39．8％を占める。生育場としてのみ利用しているもの（3および4）は28種（23．7％）である。
したがって、万石浦を産卵場あるいは生育場として利用しているものは合計75種（63．6％）に及
び、万石浦が沿岸魚類の産卵場・生育場としての機能を十分果たしていることが裏付けられる。
湾内で生活史を完結する魚種はハゼ科魚類に代表される小型種がほとんどで有用種は少ないが、
栄養源として大形魚を維持しているという生態的な意義が認められる。
　万石浦で生活史を完結する魚類は全体の254％に達することは上述した通りである。比較し
得る資料として、森（1995）の研究以外見当たらないが、これによると万石浦より地形的にずっ
と開放的な油谷湾では生活史完結種の全体に占める割合は8．6％に過ぎず、偶発的に来遊する
魚種が圧倒的に多い（52．4％）。万石浦で生活史完結種の割合が高いことは地形的な閉鎖性が大
きな要因になっていると思われる。
　森（1995）は、油谷湾が魚類の生産・再生産に関して果たしている機能として、湾への依存度
による魚類の類型に対応させて5項目を挙げているが、基本的には産卵および生育の場として
の機能に要約できる。内湾を産卵場として利用している魚種の全体に占める割合は油谷湾にお
いて9．7％（森，1995）、浜名湖で19．4％（千葉，1980）、そして松島湾では26．5％（谷田他，1957）と
なっており、これらと比較すると万石浦は最も高い値（39．8％）を示す。万石浦では生活史完結
種が多いため、産卵場として利用する魚種の割合を高めていることは確かである。千葉（1980）
および森（1995）によると、湾内は魚類の再生産の場としてよりは幼期魚類の生育場としての機
能が相対的により重要であるとされているが、他の内湾でも浅所で生活する小型魚類（特にハ
ゼ科魚類）の生態研究が進めば、湾内で産卵する魚種の数は更に増加するはずである。
　森（1995）は、内湾の高い水準の低次生産は湾の閉鎖性に起因し、それが開放的側面を代表す
る外海から来遊する（および外海から来て定住した）魚種の魚類生産の基盤となっていること
（っまり内湾域における魚類生産は閉鎖性と開放性のバランスの上に成り立っていること）およ
び魚類生産の中でハゼ科魚類が重要な役割を果たしていることを指摘している。この指摘は森
（1995）自身が述べているように内湾域に共通した基本的な原理であろう。
　（3）湾の水産的価値
　万石浦は閉鎖的な内湾としての機能とアマモ場としての機能を併せ持つ。一般的に、内湾は
魚類によって産卵および生育の場として利用される（宇都宮他，19541布施他1955；谷田他19－
57；Onbe　and　Kakuda，1962；片岡，1965；Kawanabe　et　a1．，1968；竹内他，1978；千葉，1980；中
坊，1980，1983；田北1980；越川，1986；森1995）。アマモ場は主に稚若魚の生育場として価値
が高いことが知られている（大島，1954；宇都宮，1954；北森他，1959；布施，1962a；畑中・飯塚，
1962al　Kikuchi，19661菊池，1973，1982；小池・西脇1977；林，1979；中津川，1980；上北，19－
80；東，1981，1982；木村他，1983；塩原・鈴木，1985）。アマモは内湾的な環境に生育する（新崎，
1976；向井，1982）ので、本邦の内湾には環境要素の一部としてアマモ場が形成されると言って
良い。
　淡水域で生活史を完結するモツゴ、ドジョウ、メダカ、およびアベハゼ、それに例外的に針
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浜川で産卵するシロザケを除くと、万石浦で産卵する魚種は53種で、このうち水産的に重要と
みられる魚種は13種（ニシン、コノシロ、サッパ、チカ、アユ、シラウオ、マハゼ、シロウオ、
サヨリ、アオタナゴ、クジメ、アイナメ、およびギスカジカ）が挙げられる。非有用種と比較
すると、その数は約3分の1に過ぎないが、万石浦が有用種の産卵場として機能していること
は確かである。終生湾内で生活すると思われるものはアユ、シラウオ、マハゼ、およびシロウ
オの4種で、他は成長に伴って湾外へ出る。
　湾外で産卵するが稚魚期前後で来遊し、湾を摂餌および生育の場として利用する有用種は19
種（力タクチイワシ、ウナギ、マアナゴ、シロザケ、ウグイ、マルタ、メナダ、ボラ、アカカ
マス、スズキ、マアジ、クロダイ、メバル、タケノコメバル、マゴチ、ケムシカジカ、イシガ
レイ、マコガレイ、およびヌマガレイ）が数えられ、種数および生息量の面で湾内で産卵する
有用種に勝っていると言える。少数の個体が一時的に出現する魚種および死滅分散として出現
する魚種の中にも有用種が含まれるが、これらの魚種に対して万石浦が水産的な役割を果たし
ているとは考えにくい。
　万石浦では建網、刺網、ランプすくい網（シラウオ対象）、および柴漬による漁業が行われて
いるが、いずれも小規模でわずかな漁業者によって営まれているに過ぎない。漁業よりもむし
ろマハゼ、アイナメ、マコガレイ、イシガレイ、およびメバルを対象とした遊魚の方が盛んと
言っても過言でない。コノシロ、サヨリ、クサウオ、アイナメ、マアナゴ、スズキ、メバル、
イシガレィ、およびマコガレイは万石浦で産卵親魚あるいは稚若魚としての出現量が多く、仙
台湾でも漁業的に重要種と認められる（Okata，1976；大森，1979）。万石浦に出現する有用魚類
が湾内で漁獲される割合は極めて低いと見積もられることから、万石浦は産卵場、稚若魚の生
育場および外海域における沿岸漁業への資源補給という面で最も重要な役割を担っていると解
釈される。
　上述した通り、万石浦では小規模な漁業しか行われていない。万石浦で漁業が盛んでない要
因として次の3点が挙げられよう：
　1）商業的に価値の高い魚種あるいは大形個体が少ない．
　2）面積が小さく浅いため、資源包容力に限度がある．
　3）カキやアサリなどの漁場としてすでに十分利用されている。言
　湾内で水産的に漁獲の対象となる魚類が少ないということは魚体サイズの問題であって、有
用魚種の生物生産が低いということは意味しない。摂餌した食物を体物質に転化する効率は老
令個体よりも若令個体で高い（畑中，1977）ことから、限られた空間に生息する場合、成魚まで
留まるより新規に加入する若い個体と入れ替わった方が、その水域での生物生産が高まること
になり、餌生物資源の有効利用にっながると言えよう。内湾は館生物の質と量において大形有
用魚の生息を許すだけの条件を備えていないと考えられる。したがって、限られた餌生物環境
下では成長に伴って増大する餌料要求を満たすには水域外へ出ることが必然的な帰結であろう。
　万石浦が持っ、1）水深が浅く、2）波静かで、3）塩分濃度が外海とあまり違わない上に、4）ア
マモ場が広範囲に形成され、5）干潟、6）ガラモ場や7）アオサ場も見られる、という環境条件は
稚若魚の生活にとって極めて好適な要因と考えられる。これらに加えて、8）水温の季節変化が
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大きいという条件は夏には北方系魚類の生息にとって、そして冬には南方系魚類の生息にとっ
て障害となるが、多様性に富んだ魚種が季節的に万石浦を利用する原因になると言える。
　アマモ場は稚若魚の生育場として大きな意義を持つが、生息する魚類の大部分は周年定住す
る小型種で、残りの少数が季節的に出現する有用種の稚若魚であり、アマモ場は成魚の漁場と
して価値が低いことを最初に指摘したのは大島（王954）および宇都宮（1954）であろう。アマモ場
が稚若魚にとって重要な生息場となっていることは、前述したように多くの研究者によって確
認され、否定的な報告は見当たらない。アマモ場が成魚の漁場として価値が低いという見解は
北森他（1959）、布施（1962a）、Kikuchi（1966，1974），菊池（1973，1982）、および森（1995）によっ
て支持されている。これは万石浦においても基本的に同様とみてよい。英虞湾湾口部のアマモ
場を調査した木村他（1983）はアマモ場が稚若魚の保育場として機能していることを認めっっも、
有用魚の保育場としての意義は小さく、rアマモ場讐有用魚の保育場」という考え方はすべて
のアマモ場に当てはまるものではないと述べている。
　万石浦が大型有用魚の生息を許す包容力を備えていないと考えられることはでに述べた通り
である。通常内湾の一部として存在するアマモ場は内湾より更に小さい包容力しか持たないこ
とは自明である。稚若魚の生育場としての価値と成魚の漁場としての価値は環境条件の相違か
らお互いに独立性の強いものであると言える。大形魚を維持する条件を備えた広大なアマモ場
が存在するか、あるいは外部から有用資源が補給されない限り、2つの価値が両立することは
困難であろう。いずれにしても、広大なrスペース」が必要で、巨視的にみた場合、瀬戸内海
がこの例に該当するだろう（東，1981，1982）。
　アマモ場における魚類の調査方法は研究者によって異なっているのが実情である（菊池，19－
82）。東（1981，1982）は研究用の小型漁具ではほとんどが非有用魚である周年定住種の採集比率
が高く表れやすく、アマモ場の水産的価値を過小評価する恐れがあることを指摘している。マ
アナゴ、スズキ、クロダイ、ウミタナゴ、マハゼ、メバル、アイナメ、マゴチ、およびマコガ
レィなどの有用魚では稚魚期以降遊泳力が増すことから、小型漁具では採集されにくくなるこ
とは事実であろう。底曳網系統の漁具ではアマモ自体が操業の障害となることも考えられる。
また、昼間と夜聞とでは漁獲物の組成および量が変化することも知られている（北森・小林，
1958；北森他，1959；布施，1962a；中坊，1980）。　r水産的価値」とは現在、人間生活にとって
有用な水産物に対して与えられると解釈されるが、現在価値が無くても中には将来有用になる
ものもあるだろうし、またその逆もあり得る。この意味ではr水産的価値」は不安定な要素を
含んでおり、水産面のみからアマモ場およびそこに見られる魚類を評価することは基本的に妥
当性を欠くと言える。
　アマモ場と呼ばれるものは少数のパッチが存在するものから、草原状に拡がったものまで多
様な形態が想定され、周囲の環境条件も地域によって異なっている。アマモ場を藻場内に限る
のか、あるいは周辺も含めるかによっても当然魚類群集は違ってくる（大島，1954；布施，1962a；
畑中・飯塚，1962a，1962b；菊池，1983）。前者の場合、出現する魚種はかなり限定されるだろう。
藻場には独自性の高い魚類集団が形成されることは確かに認識されるが、実際には藻場内外を
自由に出入りし、時には離れて生活していると考えられる。本研究でもアマモ場内部で採集さ
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れる、魚類は少なく、縁辺部の方が多かった。
　アマモ場の魚類相はアマモ場を内包したもっと広い水域の魚類相と密接な関連がある訳で、
アマモ場に出現する、魚類の水産的価値を論ずる場合はアマモ場の魚類相ばかりでなく、後者の
魚類相の特性および両者の関わりを検討する必腰がある（東，1982；菊池，1982）。東（1982）はこ
れをr藻場からの発想から藻場への発想」と表現している。本研究で遊泳形態上、藻場との関
係が薄いとみられるニシン、コノシロ、サッパ、カタクチィワシ、チカ、トウゴロウィワシ、
およびマアジのような表・中層遊泳魚によって、アマモ場で発生したと思われるハルパクチス
目およびヨコエビ亜目の餌生物が高頻度で食べられていたことは、これらの魚類とアマモ場と
が餌料を通して結び付いていることを物語っている。
Kikuchi（1974）は沿岸漁業に対するアマモ場の有用性に関する問題の1っとして、rアマモ場
に出現する稚若魚が個体群を維持するためにアマモ場を必然的に必要とするか」という疑問を
提起した。アマモ場に対する依存度は魚種によってまちまちであろうが、万石浦に関する限り
アマモ場と不可分な関係にあるものは強いて挙げればヨウジウオとオクヨウジ位であろう。し
かしながら、アマモ場がシェルターとしての空間および餌生物を保障することにより有用種を
含む稚若魚を集積させるという機能を有し、アマモ場と稚若魚は歴史的に密接な関係を成立さ
せていることおよびアマモ場の経年的な消長は沿岸魚類の漁獲量と並行的な関係にあることが
知られていること（東，1982；菊地，1982）から、アマモ場の消失は沿岸魚類の一部を衰退あるい
は消滅させると言っても過言ではないだろう。漁業との関連で論ずるならば、上述したように
アマモ場のみを問題にするのではなく、稚若魚の生育に重要な意義を持っガラモ場および干潟
なども含めて検討すべきである。
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V肌要 約
1．牡鹿半島の付け根部分に位置する閉鎖的な内湾である万石浦において、湾の魚類相を明ら
　かにして生物地理学的考察を行うとともに、各種の生活史を通してみた魚類群集の構造およ
び万石浦の持っ生態的意義について解明することを試みた。本研究では万石浦に連なる淡水域
　で得られた魚類も便宜的に万石浦の魚類相の一部として取り扱った。
2．本研究で使用した材料はほとんどが1986年4月から1996年1月までの間に万石浦で実施さ
　れた定期的あるいは随時の採集によって得られたもので、採集方法は建網（小型定置網）、た
　も網、釣り＼投網、および曳網などであった。建網ついては距岸約200mの地点で2年間に計
　251回の揚網を行った。干潟域（2水域）、ガラモ場潮間帯（1水域）、および汽水域（2水域）で1
　～2年間定期的な採集を実施した他、湾口部（1定点）では3年間灯火を使用した定期採集を継
　続した。
3．万石浦にはほぼ全域にわたってアマモおよびアナアオサが繁茂しており、水路部から湾口
　部にかけてはホンダワラ類およびコンプ類が生育する。水深は濡筋など一部を除くと2m前
　後の区域が拡がっていて、潮位差は最大180cmに及ぶため水路部の流速は1．Om／s近くに達す
　ることがある。
．4．万石浦の平均表面水温は2月に約5℃であるが、8月には約25℃に達する。4月と12月の
　水温は約10℃、そして6月と10月は18～19℃でそれぞれ等しい値を示す。平均表面塩分は2
　月にほぼ32～33％。の範囲内にあるが、夏に向って低下を続け8月には30％。前後に下がる。
5．本研究において万石浦に出現する、魚類として14目57科123種が記録された。スズキ目、魚類
　は61種で全体の約半分を占め、57科のうちハゼ科は最多の23種を含んでいた。資料が得られ
　た限り、各種について主に成長に伴う形態および斑紋の変化が記載された。
6。各種について成長、成熟、産卵、性比、出現時期・移動、および食性の項目に関して、湾
　内における生活史の記載がなされた。
7．宮城県沿岸の魚類相を350種と仮定すると、万石浦にはその33．7％に相当する118種（淡水
　～汽水域で生活史を完結する5種を除く）がみられ、マアナゴ、スズキ、メバル、イシガレ
　ィ、およびマコガレィなど仙台湾で漁獲される有用魚種は稚若魚期の段階で出現するものが
　多かった。ハゼ科魚類の豊富さは内湾魚類相を特徴付けるものとみなされた。
8．スズキ目およびカサゴ目に属する魚種の割合から判断すると、万石浦の魚類相は南方系と
　北方系の相互移行的な魚類相とみなすことができた。西部太平洋における地理的分布から万
　石浦の魚類相をみると、本邦周辺で分化したと考えられる東亜固有要素がその根幹（66。1％）
　をなし、ほぼ同数（約17％）のインドー西太平洋要素とオホーツクーべ一リング要素とを包含
　していた。
9．南方系魚類が無効分散を開始してから、北方水域に再生産を伴って定着するまでの過程に
　は次の3段階が設定された。
　1）夏～秋の間に北方水域へ輸送されるが、冬期の低水温に耐えられず、すべて死滅する段
　　階（死滅分散）．
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　2）北方水域での越冬に成功し、成魚まで生育するが、そこでの再生産は不可能な段階（成
　　長分散）．
　3）北方水域での再生産を可能にし、世代を継いでその種が定着する段階（定着）．
10．万石浦に連なる5淡水域では計7科14種（ウナギ、アユ、シロザケ、ギンブナ、モッゴ、
　ドジョウ、メダカ、ビリンゴ、スミウキゴリ、シロウオ、ミミズパゼ、アベハゼ、シマヨシ
　ノボリ、およびチチブ）が採集された。これらの中で純淡水魚と呼べるものはギンブナ、モ
　ッゴ、およびドジョウの3種のみで、他のU種は多かれ少なかれ汽水一海水域と関わりのあ
　る魚種であった。
1L河川および排水路の感潮域（5水域）では計U科23種の魚類が記録された。河川感潮域でほ
　ぼ周年見られ個体数も多い魚種はビリンゴ、チチプ、およびアシシロハゼのハゼ科魚類であ
　った。
12．2干潟域では計28科57種の魚類が採集された。干潟に出現する魚類は稚魚期のものが多く、
　ハゼ科魚類は周年干潟に依存して一生を送るとみられた。
13．大浜沖のアマモ場に設置した建網では2年間に計42科71種の魚類が漁獲された。春および
　秋に種数および個体数の増加が認められたが、これは春および秋は低水温を好む種と高水温
　を好む種との両者が重複して出現する時期であるためと考えられた。魚種別にみると、メバ
　ル（全体の41。9％）、マハゼ（1L5％）、アオタナゴ（7．9％）、サッパ（5．7％）、およびマルタ
　（3。8％）の個体数が多かった。漁獲物における種の優占順位と個体数との関係からみると、
　底生魚が最も複雑な群集を構成しており、全体としては5月から9月にかけて複雑な群集が
　湾内に出現した。
14．水路部のガラモ場潮問帯付近では23科43種の魚類が採集された。ハゼ科魚類は9種で最も
　多かったが、成魚でみられたものは3種に限られた。タケギンポ、ギンポ、』トビイトギンポ、
　クジメ、イソバテング、およびアサヒアナハゼの稚魚はホンダワラ類に付随していることが
　多く、ホンダワラ類の消長に対応した生活サイクルを維持していると推察された。』
15．湾口部（神明）で実施した灯火を使用した採集では3年間に23科38種の魚類が記録された。
　得られた個体はほとんどが仔稚魚期のもので、ニシキギンポ属（タケギンポあるいはギンポ）
　の仔魚が最も多かった。種数および個体数は冬～春に多く、夏～秋に減少した。
16．万石浦（淡水域も含む）に出現する魚類は春～秋の間は80種前後を数えるが、冬は7G種以下
　に減少すると考えられた。魚類の出現時期に関しては、生活史も考慮すると、5っのパター
　ンが認められた。
17．湾内（淡水域も含む）で産卵する魚類は25科58種が挙げられ、春一夏期産卵群（44種）および
　秋一冬期産卵群（M種）に大別された。前者は南方系魚類が中心となっており、主に4～6月
　に産卵するのに対し、北方系魚類が中心となっている後者はH～12月に産卵する。水温との
　関係でみると、万石浦では9～20℃の範囲で産卵する魚種が多かった。
18．本研究では万石浦において計46科83種の仔稚魚が採集された。8月に最多の33種が得られ、
　仔稚魚種数の季節的な変化は水温の変動によく一致していた。
19．、魚類の胃内容物としてヨコェビ亜目、ハルパクチス目、カラヌス目、魚類、および多毛綱
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　に属する餌生物の出現頻度が高かった。植物性餌料の出現頻度が高い魚種にはシモフリシマ
　ハゼ、マルタ、メダカ、コノシロ、およびアゴハゼが挙げられた。空胃率は遊泳性および滞
泳性の魚類で高く、小型底生魚あるいは稚若魚で低い傾向が認められた。
20．成長に伴う胃内容物の変化および成魚の食性に基づくと、万石浦の魚類は7群に類型化さ
　れた。各群において仔稚魚期にはカラヌス目、ハルパクチス目、および枝角目が重要餌生物
　群を形成している点で共通していた。滞泳魚および底生魚において仔魚期から未成魚期まで
　の基幹的な餌生物系列は「カラヌス目一ハルパクチス目一ヨコエビ亜目」として認識された。
　遊泳魚、滞泳魚、および底生魚を代表する各4種にっいて季節的な胃内容物組成の変化を検
　討した。
21．食性指数および食地位指数を用いると、万石浦ではアカカマス、ダツ、マゴチ、およびマ
　ァナゴにおいて魚食性が強く、高い食地位にあるとみなされた。魚類の食地位は成長に伴っ
　て、上昇するもの、ほとんど変化しないもの、および低下するものの3群に大別された。
22．魚類を捕食していた魚種は53種を数え、被食魚類にっいては46種が特定された。低次捕食
　者群としてシラウオ、カタクチイワシ、ニクハゼ、およびギンポ属仔稚魚が、中間捕食者群
　としてマハゼ、アサヒアナハゼ、アイナメ、およびメバル稚若魚が、そして高次捕食者群と
　してアカカマス、スズキ、マアナゴ、クサウオ、およびギスカジカが挙げられた。
23．同一の属あるいは科に属する近縁種10組を選定し、各組において生態的な比較がなされた。
　マハゼとアシシロハゼは明瞭な生態的な分離が進んだ例とみなされるが、エドハゼとチクゼ
　ンハゼの場合は形態的および生態的にも最も分化が遅れていると考えられた。
24．種内における捕食一被食関係として8種において共食いの例が観察された。また、種内に
　おいて異なった発育段階の間で起こり得る競争を緩和する作用にっいて、考察がなされた。
25．万石浦に出現する魚類の出現パターンは発育段階および塩分傾斜という視点かち整理され
　た。
26．生活史の上で万石浦との関わり合いを重視すると、魚類による湾の利用形態についで7項
　目が挙げられた。万石浦は大型有用魚の生息を許す包容力を備えていないが、魚類あ産卵場、
　稚若魚の生育場、および外海域への資源補給場所という面で重要な役割を担っていると認識
　された。
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S　u　mm　a　r　y
1．醒angoku－uraisaninletlocate』b Sセnda玉BayatthebaseofOshikaPeninsula，
　Mi　yag　i　Prefecture．　Th　i　s　study　was　made　to　玉dent　i　fy　the　compos　i　t　ion　and　zoogeography
　of　the　fish　fauna　in　the　inlet．
　An　attempt　was　also　made　to　clari　fy　the　structure　of　f　lsh　co㎜uni　tes　through　the
hfehistoryofeachspeciesandtheecologicalsignificanceoftheinlet．Fishes
collectedinfreshwaterswhichflowintotheinletwerealsoconsideredaspart
oftheMangoku－urafishfaunainthisstudy．
2．Materialsusedinthisstudyweremainlycollectedperiodicallyduringaperiod
fromApri1，1986toJanuary，1996，usingbyvariousfishinggearsuchassmallset
net，handnet，hookandline，castnet，andsmallseinenet．Atotalof251coHec－
　t　ions　by　smal　l　set　net　were　carr　ied　at　a　stat　ion　200m　offshore　for　two　years　（1988
to1990）．Fisheswerealsoco11ectedmonthlyintwotidalflats，onetidalzoneof
　the　Sαγ9αss㎜　reg　ion，　and　two　brack　i　sh　wa　ter　I　oca　t　i　ons　for　one　or　two　years．　Mon　th－
　　1yhght－trapsamplingwasconductedatthe皿outhoftheinletforthreeyears
（1968to1969）．
3．MostpartsofMangoku－uraarecoveredwithgrowthsofZosteγα皿αγ惚and伽α
かeγtesα．Sargassosandkelpsoccuraroundthemouthoftheinletandinthechannel
　　betweeninletandSendaiBay．Gennerallythelniethasadepthofabout2m，buHn
　　some　areas　suc姓　as　i　n　t　i　da互　creeks，　dep　th　may　reach　4　to　6m．　Du　e　to　l　a　rge　t　i　da　l
　　rangereachingamaximumof180cm，tidalvelocitynearsLOm／sinthechameldur－
　　ingspringtides．
4．Theaveragesurfacewatertemperature・fMang・ku－uraisab・ut5℃inFeりrua飴y，
　　but　increases　to　about25℃in　August．The　water　temperatures　in　Apri　l　and　Decem－
　　ber，and　in　June　and　October，are　equivalent　at　about10℃and　l8to19℃，respec－
　　tively．Althoughtheaveragesurfacesalinityrangesfrom32to33％。inFebruary，
　　itdecreasestoapproximately30％。1nAugust．
5』Atotalof123speciesoffishesln57familiesbelongingto140rderswerere－
　　cordedfromMangoku－ura．Percifomeswasmostdominant，occupyingabouthalf（61
　　species）ofthefish、fauna．㎞ong57families，Gobiidaewasmostspeciose，repre－
　　sented23species．Foreachspecies，changesinmorphologicalcharactersandcolor
　　pattemsduringgrowthweredescribed．
6．　The　l　i　fe　h　i　s　tory　concern　i　ng　growth，　matu　r　i　ty，　sPawn　i　ng，　sex　rat　i　o，　per　i　od　of　oc－
　　currenceandmovement，andfoodhabitsintheinletwewedescribedforeachspecies
了．Oftheapproxi皿ately350speciescomprisingthecoastalfishfaunaofMiyagiPre－
　　fecture，、118（33．7％）apPearedinMangoku－ura（excludingfivewhichcompletetheir
一466一
hfehistoriesinfres紅tobrack重shwaters）．
MGstoffishesco㎜ercialimportanceinSendaiBaysuchasC㎝geγ皿yr2αsteγ，Lαteo一
εαbγαエゴ⑳㎝乏c器，S2bα5te5漉禰s，Kαγ2幡b2coLoγαt冠s，andL加αれ血yoたo㎞ewere
foロndasjuveniletoyo皿gstagesinthisinlet。
8．JudgingfromtheratesofspeciesbelongingtoPerciformesandScorpaenlformes，
　the　fish　fauna　of　Mangoku－ura　was　considered　to　be　a　transitive　one　between　soutU
　and　no　r　th．　The　Mangoku－ura　f　i　sb　fauna　was　based　on　tむe　Eas　t　As　i　a　en（iemic　e1ements
（66．1％oftotalnumberofspecies〉，ofwhicぬthespeciatlonispresumedtohaveoc－
　cu　rred　around　the　Japanese　Arch　i　pe　l　ago，　embrac　i　ng　equa　l　l　y　bo　th　the　I　ndo－Wes　t　Pac　i　f　i　c
andOkhotsk－Beringelements（aboutl7％each）．
9．Theprocessfro皿beginningineffectivedispersalbysubtropicalfishtosettle－
　ment　innorth　regions　with　reproduction　could　be　d1rided　into　three　stages：
1）Extinctdispersalstagethatalt拾oughtheyaretransportednorthwardsbywarm
　　　’『currentsduringsu㎜erandautumn，allindividualsdieoffduringwinterdueto
　　　low　wate　r　temperature．
　2）Growth　dispersa正stage　that　they　succeed　in　wintering　in　the　north　regions　and
　　　growtoadults，butreproductionisimpossible．
　3）settlementstagethatreproductionbecomespossibleintheRort蝕reglonsa騒dset－
　　　tletkereasaspeciesfromgeneratlontogeneration．
10．Infivefes益watersflowingintoMangoku－ura，thefollowing14speciesin7fam－
　　11ieswerecollected：みπg飢Lαゴ⑫襯cα，Pi2cogこo∬usα乙伽εL乞5αL伽ε互s，0πcんo一
γ妙1伽S彪etα，Cαγα5伽Sα祉γα幡正απgsdoγ∫乞乞，Pse冠doγαsbαrαかαγ∂α・〃乞S離γ郡απ戯一
　　乙ε乞cα磁α幡，0γ惚α3こαtゆεs，C肱eπogob乞冠scα5tαπe冠s，0加eπ090b幡sP．，乙eμcoP∫αγ乏㎝，
　　かeオeγ3れ，L乱cゴ090b乞usg飢α加s，〃冠9乞巴090伽sαbe乞，餓πogob乞冠ssp．，andT重漉酒geγ
ob5c冠罵．OfthesesPecies，onlyt駐ree（C．α冠γα加sこα孔90sdoγ菰，P．垣γかα，and醒．
　　α㎎冠侃乞cαudαt冠s）representprlmaryfreshwaterfishes，theotherllbeingbrackish
　　or　sea　water　f1shes．
11、Twenty－threespecies重nllfamilleswererecordedfromthetidalareasoffour
　　riversandadrainage．GobiidfishessuchasO．cα∫tαπe鵬，T．obscu兇s，and4cα漁o－
　　gob幡Lαc‡ゆe5，wkickoccurredalmQstしhrougktheyear，wereabundantintherivers．
12．Fifty－sevenspeciesin28familieswerecollected玉ntwotidalflats．Fis紅esof
　　juvenneandyoungstagesapPearedabundantlylnthetidalnats，andsevengobiid
　　f　i　shes　were　cons　i　dered　to　spend　t血e　i　r　l　i　ves　on　the　t　i　da　l　f　l　ats　throughou　t　t盤e　year．
13．AttheZosteγαbedoffOhama，71speciesin42fa皿ilieswerecollectedbyas皿aU
　　setnet．Thenumbersofspec1esandindividualsincreasedinspringandautumn
　　cklef聖ybecausebot血cold－waterandwar皿一waterflshesappearedduringtheseseasons．
　　Sebαstes惚緬s（Qccupying41．9％oftotalcatchinnumber），A．∫Lα伽飢冠s（11．5％），
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ρ乞tγe皿α”乞γ油s（7．9％），Sαγd惚L乙α鋤螂2（5．7％），andTγ乞boLαi㎝bγα寵・t乞（3．8％）were
dominantinthecatch．Accordingtotherelationshipbetweendom1nancerankandin－
dividualscollected，bottomdweningfishesfomedthemostcomplicatedfishco㎜r
nity，andasawholethecomphcated　co㎜unityoccurredintheinletfromMay、to
　September．
14．Forty－threespeciesin23familieswerefoundaroundthetidalzoneoftheSαγ9α一
∫s㎜bedint紅echanne1．Ofthese43species，gobiidfishesweremostdominant，
occupying9species，butQnly3werefoundintheadultstage．JuvenUesofPたo乙乞s
cγα∬ゆ惚，P．πe囲osα，Zoαγc漉αsg乙αbeγ，κeκα9γ㎝10sα9γ㎝冠s，Bεeかs乞αsc乞γγんo－
sus，andP5edobLeπ伽scotto乞desusuallyoccurredamoagsargassos，andflourlshed
　　or　dechned　corresponding　with　the　prosperity　or　decay　of　the　sargassos．
15．Thirty－eightspecies玉n23famiheswereobtainedbylight－trapsamplingswhich
　　were　carr　ied　ou　t　at　the　mouth　of　Mangoku－ura．　The　f　i　sh　samp　l　es　co　l　l　ected　were　ma　i　n　l　y
　　oflarVaeandjuvenilesofwhichP履歪∫larvae（P．cγα∬帥惚orP．π2buLosα）were
　　most　numerOUS．
16．　F　ishes　found　in　Mangoku－ura　（includ　ing　fresh　waters）　were　es　t　lmated　to　be　about　80
　　speciesbetweenspringandautumn，butdecreasedtolessthan70inwinter．Five
　　pattemsastoseasonalityofoccurrencewererecognized，consideringthelifehis－
　　tories　offishes　i駐　the　inlet。
1了．OfthefisheswhichspawninMangoku－ura（includingfreshwaters），58speciesin
　　25families　were　recorded．丁盤ese　were　divided　into　two　groups：spring－su㎜er（44
　　spec　i　es）　and　au　tumn－w　i　nte　r　（14）　spawn　i　ng　groups．　The　fo　rme　r　group　rep　res』en　t　ed　by
　　warm－water　f　i　shes　spawn　ma　in　ly　du　r　ing　Apr　i　l　to　J　une，　wh　i　l　e　the　l　a　t　er　group　repre－
　　sentedbycold－waterfishesspawnmainlyinNovemberandDecember．Spawningofmost
　　speciestookplaceatthewatertemperaturesbetween9℃and20℃．
18．Larvae』andjuveailesobtainedinthisstudyconsistedof83speciesin46fami－
　　h　es．　The　greates　t　nulnber　of　spec　i　es，　35，　apPeared　i　n　Augus　t，　and　the　seasona　l　f　l　uc－
　　tuat　i　on　i　n　number　of　spec　i　es　we　l　l　corresponded　to　change　i　n　water　tempera　tu　re．
19．・Ga㎜arideans・、harpacticoids，calanoids・fishes，andpolychaeteswereregardedas
　　impor　tant　food　organ　i　sms　for　f　i　shes　i　n　Mangoku－ura．　However，　Tγ乞deπt乞geγb乞∫αsc乏αt葛s，
　　Tγ乞boし（xlo孔bγαれdt乞，　0．　Lαt蘇）es，　KoτLos乞γus餓πctαt1』s，　and　Cんαsπ亘c瓦t瓦：ys　doL乞c7Lo9孔αt耗鵬
　　showedahigherfrequencyofoccurrenceofvegetablematerialsi皿theirstomachs．
　　The　ratesof　fishes　without　stomach　contents　tended　to　be　higher　in　fast－swi㎜ing
　　and　prowl　ing　f　i　shes，　and　lowed　i　n　sma　l　l　bot　tom－dwe　H　i　ng　f　i　shes，　j　uven　i　I　es，　and
　　young．
20．　On　the　basis　of　changes　of　stomach　contents　with　growth　and　food　habits　of　ad－
　　ults，theflshesfoundinMangoku－urawerecategorizedintoseventypes．Cala血oids，
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harpactlcoids，andcladoceranswereconsideredasimportantfoodsatlarvaland
　　juvenilestagesofeachtype．lnprowlingandbottom－dwellingfishes，thebasic
　series　of　food　organisms　from　藍arval　to　i㎜nature　stages　were　recogn　ized　as　cala－
　noids－harpact三co　ids－ga㎜ar　ideans．　The　seasonaI　cむanges　in　stomach　contents　were
　　d　i　scussed　for　4　spec　i　es　of　each　category　of　fas　t－swimmi　ng，　p　rowl　i　ng，　and　bot　tom－
　　dwe　l　hng　f　ishes．
2LUsingfood－habitandtrophic－nicheindices，S厩αe皿伽g鉱乞ε，Stγ㎝gyこ冠γαα麗sto一
皿2乙Lα，P乙αtyc帥屈鵬sp。，andC．皿yγ幡teγshowedstrongpiscivorousdegrees，and
　　theirtrop血icrankswereregardedtobe駐ighinMangoku－ura．Thetrophicranksof
　　fisheswerecategorizedintothreegroupswithage：ascending，unchanged，anddes－
　　cending．
22．Fishes，ofwhich46specieswereidentified，werefoundinthestomac虹sof53
　　speciesoffishes．Sα乙α㎎乞c瓦伽s厩cγαi㎝，εれgγαu乙乞sゴゆo筏乞cus，C瓦αeれogob幡れeかtα一
　　caπt幡，andP乱oし乞slarvaewerepGsitionedasinferiorpredators；A．∫しα漁απ麗，P．
　　cotto乞des，Heズαgγ㎝麗osotα嬢，andluve面esandyoungofS．漉η漉sasintemedi－
　　atepredators；andS。ρ惚琶乞s，L．」αか㎝乏c冠s，C．皿yγ乞αsteγ，Lゆαγ乞stα敵α乞，and
　　Myoxoceか㎞眺steここεγぬssuperiorpredators．
23．　Eco　i　og　i　cal　compar　i　sons　were　made　on　10　comb　i　nat　i　ons　of　f　i　shes　wh　i　ch　be　l　ong　to　the
　　same　genus　o　r　fam　i　l　y．　The　comb　i　na　t　i　on　of　1亀．　∫乙αη2π1απus　and　、4．　こαt乞ノ）εs　was　rega　rded
　　to　be　a　case　where　eco　l　og　i　ca　l　separat　i　on　i　s　c　l　ear　l　y　advanced，　wh孟藍e　that　of　C㎞eπo－
　　gob乞冠sπ厩cγ09παt五〇s　and　C．　冠cん乞（加2　was　the　mos　t　de　l　ayed　bo　th　morpho霊og　i　ca　l　l　y　and
　　ecologically．
24．Cannibalismwasobservedin8speciesoffishes．Discussionconcemingt。hefunc－
　　tiontoavoidprobablecompetionamongd1fferentdevelopmentalstages．withinaspe－
　　cieswasmade．
25．　The　occurrence　patterns　of　fishes　in　Mangoku－ura　were　categor三zed　fro田　the　two
　　v三ewpo　ints：　deve霊oP皿enta　l　s　tage　and　sa　l　in　i　ty　inc　h　nat　i　on．
26．　Seven　factors　concerning　the　ut　i　l　i　zation　of　Mangoku－ura　by　f　ishes　were　sum皿ar　i　zed
　　attachingimportancetotheirrelationtotheinletthroughtheirlifehistorles．
　　Althoughtheinletdoesnothavethecapacitytosupportlargeco㎜ercialfishes，
　　itwasrecognizedtoplaymajorrolesa＄aspawninggroundforf1shes，anursery
　　groundforjuvenilesandyoungappearingiatheinlet，andasupplygroundtot紅e
　　outerbayofcoastalfiskeryresources．
一469一
付表1．万石浦産魚類目録．
目名／科　名／和名 目名／科名／和名 目名／科名／和名
シニン目 19．ダ　ツ 36．スズキ
ニシン科 サヨリ科 テンジクダイ科
Lニシン 20．サヨリ 37．ネンブツダイ
2．コノシロ トビウオ科 キ　ス科
3．サッパ 21．ツクシトビウオ 38．シロギス
4．マイワシ メダカ目 ア　ジ科
カタクチイワシ科 メダカ科 39．マアジ
5．カタクチイワシ 22．メダカ クロサギ科
ウナギ目 トゲウオ目 40．クロサギ
ウナギ科 クダヤガラ科 二　べ科
6．ウナギ 23．クダヤガラ 4L　シログチ
アナゴ科 トゲウオ科 42．ニ　ベ
7．マアナゴ 24．イトヨ ヒメジ科
サ　ケ目 ヨウジウオ目 43．ヒメジ
キュウリウオ科 ヨウジウオ科 メジナ科
8．チ　カ 25．タツノオトシゴ 44．メジナ
ア　ユ科 26．サンゴタツ フエダイ科
9．ア　ユ 27．ヨウジウオ 45．クロホシフエダイ
シラウオ科 28．オクヨウジ シマイサキ科
10．シラウオ タ　ラ目 46．シマイサキ
サ　ケ科 チゴダラ科 47．コトヒキ
11．シロザケ 29．エゾイソアイナメ タ　イ科
12。ギンザケ タ　ラ科 48．クロダイ
13．サクラマス 30．スケトウダラ ．フエフキダイ科
コ　イ目 スズキ目 49．メイチダイ
コ　イ科 トウゴロウイワシ禾斗 チョウチョウウオ科
14．ギンブナ 31．　トウゴロウイワシ 50．ハタタテダイ
15．モッゴ ボ　ラ科 イシダイ科、
16．マルタ 32．メナダ 51．イシダイ
17．ウグイ 33．コボラ ウミタナゴ科
ドジョウ科 34．ボ　ラ ’52．アオナタゴ
18．ドジョウ カマス科 53．オキタナゴ
ダ　ツ目 35．アカカマス スズメダイ科
ダ　ツ科 スズキ科 54．シマスズメダイ
一470一
付表1．　（続き）
目名／科　名／和名 目名／科名／和名 目名／科名／和名
イカナゴ科 83．イソギンポ 107．クサウオ
55．イカナゴ タウエガジ科 108．ビクニン
サ　バ科 84．ムシャギンポ ウバウオ目
56．マサバ 85．フサギンポ ネズッポ科
タチウオ科 86．ムスジガジ 109．セトヌメリ
57．タチウオ 87．ダイナンギンポ 11Q．ハタタテヌメリ
アイゴ科 88．ハナジロガジ カレイ目
58．アイゴ ニシキギンポ科 ヒラメ科
ハ　ゼ科 89．タケギンポ 11Lヒラメ
59。マハゼ 90．ギンポ カレイ科
60．アシシロハゼ ゲンゲ科 112．イシガレイ
61．スジハゼ 91．トビイトギンポ 113．マコガレイ
62．アカハゼ カサゴ目 1拠．ヌマガレイ
63．ビリンゴ フサカサゴ科 115．マツカワ
64．ニクハゼ 92。メバル 116．ホシガレイ
65．エドハゼ 93．タケノコメバル フ　グ目
66．ヘビハゼ 94．クロソイ カワハギ科
67．チクゼンハゼ ギンダラ科 117．アミメハギ
68．スミウキゴリ 95．アブラボウズ H8．カワハギ
69．アゴヘゼ アイナメ科 119．ウマヅラハギ
70．ヒモハゼ 96．クジメ フ　グ科
7Lヒメハゼ 97．アイナメ 120．サザナミフグ
72．シロウオ コ　チ科 12Lクロサバフグ
73．ミミズハゼ 98．マゴチ 122．クサフグ
74．ミミズハゼ近縁種 カジカ科 123．ヒガンフグ
75．アベハゼ 99．イソバテング
76．キヌバリ 100．サラサカジカ
77．リュウグウハゼ 101．ケムシカジカ
78、シマヨシノボリ 102．ギスカジカ
79．シモフリシマハゼ 103．イダテンカジカ
80．チチブ 104．ムツカジカ
81．アカオビシマゼ 105．アサヒアナハゼ
イソギンポ科 クサウオ科
82．ナベカ 106．エゾクサウオ
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付表2．ニシンの全長区分別胃内容物組成（各餌生物の出現頻度／調査個体数×100）．
全長（㎜） 55～99 100～29 計
調査個体数 24 6 30
空胃率（％） 0．0 50．0 lO．0
L緑藻綱 16．7 3．3
・　，　　臼　　一　　甲　　一　　曹　　冒　　臼　　一　　騨　　響　　■　　一　　一　　曾　　曹　　曹　　一　　－　　冒　　曹　　曹　　一　　一　　一　　曹 一　　一　　－　　　－　　一　　一　　　曹　　曹　　一　　　r　　　甲　　　9　　－　　’　　　曽　　9　　一 甲　　一　　一　　り　　一　　一　　一　　剛　　曹　　一　　一　　，
2．枝角目 83．3 66．7
3．カラヌス目 83．3 66．7
4．異尾亜目幼生 79．2 63．3
5．ハルパクチス目 41．7 16．7 36．7
6．短尾亜目幼生 4．2 3．3
7．魚類 16．7 3．3
8．魚鱗 16．7 3．3
出現頻度計 70 4 74
餌生物項目数 5 4 8
付表3．コノシロの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 31～69 70～99 100～199200～273 計
調査個体数 43 31 74 127 275
空胃率（％） 14．0 45．2 3L　l 12．6 21．5
L珪藻綱 2．3 13．5 43．3 24．O
2．緑藻綱 2．3 3．2 4．1 3．1 3．3
3．アマモ類 Q．8 0．4
■　一　　r　　“　　F　　，　　［　　曹　　－　　甲　　”　　■　　一　　辱　　曹　　曹　　ロ　　ー　　『　　冊　　曹　　一　　臼　　一　一　　一　　冒　　一　　一　　厘 一　　　F　　冒　　曹　　　一　　　冒　　，　　・　　一　　，　　　一　　一　　層　　冒　　一　　阜　　， 餉　　　一　　　，　　　［　　一　　　r　　，　　曹　　　一　　，　　r　　■　　　一　　　一　　　曹　　■　　　一 ，　　　■　　一　　　一　　　甲　　　謄　　　曹　　　F　　F　　　曹　　　餉　　9　　　一　　　『　　9　　一　　隙 ■　　曾　 一　　曹　　『　　一　　■　　冒　　曹　　一　　響　　ロ　　ー　　，　　一　　曽
4．デトリタス 6．5 17．6 46．5 26．9
5．カラヌス目 76．7 29．0 6．8 7．1 20．4
6．ハルパクチス目 宅0 12．9 20．3 14．2 14．5
7．巻貝類（稚貝） 25．6 9．7 13．5 5．5 11．3
8．魚類 3．2 6．8 12．6 8．0
9．異尾亜目幼生 9．3 9．7 5．4 0．8 4．4
lO．枝角目 2．3 6．8 0．8 2．5
11．短尾亜目幼生 4．7 9．7 O．8 2．2
12．アミ目 9．7 1．4 L5
13．ヨコエビ亜目 2．3 3．2 2．7 1．5
14．多毛綱（幼体） 1．4 0．8 0．7
15．二枚貝類幼生 0．8 0．4
16．貝虫亜綱 0．8 O．4
17．クマ目 3．2 0．4
出現頻度計 57 31 74 175 337
餌料項目数 9 11 14 14 17
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付表4．サッパの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 51～99 100～129130～186 計
調査個体数 24 37 154 127
空胃率（％） 31．8 8．1 16．2 16．3
1．付着藻類 2．7 7．1 5．6
a陸生植物片 2．7 3．9 3．3
3．珪藻綱 4．2 1．4
4．アマモ類 2．7 1．3 L4
5。緑藻綱・ 1．3 0．9
6．紅藻綱 0．6 O．5
冒　　－　　曹　　，　　臼　　『　　一　　■　　曹　　曹　　甲　　『　　甲　　，　　曹　　一　　，　　，　　胃　　曹　　冒　　－　　冒　 甲　　曽　　曹　　ロ 鳳　雪　甲　7　甲　『　『　一　一　■　－　一　一　冒　　　一　r 曹　　一　　一　　臼　　”　　『　　一　　冒　　冒　　，　　曹　　曾　　“　　一　　曹　　曹　　騨 甲　　一　　■　　一　　曹　　■　　－　　－　　　　　　　　　　　　　　臼　　▼　噂　　甲
7．ハルパクチス目 20．8 37．8 42．2 39．1
8．魚鱗 8．3 24．3 38．3 32．6
9．カラヌス目 37．8 37．8 13．6 20．5
10．ヨコエビ亜目 12．5 18．9 18．2 17．7
lL異尾亜目 16．7 18．9 9．7 12．1
12．巻貝類 4．2 10．8 9．7 9．3
13．貝虫亜綱 4．2 5．4 8．4 7．4
砥アミ目 生2 2．7 9．1 7．4
15．ヤムシ綱 8．3 10．8 2．6 4．7
16．ウオジラミ目 2．7 5．2 4．2
17．魚類 5．8 4．2
18．有扇亜目 5．2 3．7
19．多毛綱 2．7 3．9 3．3
20．コノハエビ目 4．2 2．7 2．6 2．8
21．タナイス目 3．9 2．8
22．多毛綱幼体 2．7 L3 1．4
23．短尾亜目幼生 2．7 L3 1．4
肱魚卵 L9 L425．ウミシバ類 4．2 O．6 0．9
26．蔓脚亜綱幼生 8．3 0．9
27．クマ目 L3 0．9
28．グナチア亜目幼生 4．2 0．6 0．9
29．ワレカラ亜目 1．3 0．9
30．有孔虫目 4．2 0．5
31．翼足目 0．6 0．5
32．二枚貝類 0．6 0．5
33二枚員類幼生 4．2 0．5
34．榛脚亜綱 0．6 0．5
35．双翅目幼生 0．6 0．5
出現頻度計 36 70 316 422
館生物項目数 16 17 33 35
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付表5．カタクチイワシの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 18～39 40～79 80～162 計
調査個体数 57 33 54 144
空胃率（％） 43．9 18．2 18．5 28．5
L珪藻綱 3．5 1．4
2．不明海藻類 6．1 3．7 2．8
冒　　　曹　　　曹　　一　　一　　　一　　　冒　　一　　曹　　．　　　■　　　，　　，　　ロ　　　曹　　一　　一　　　冊　　曹　　一　　　一　　一　　　一　　P　　9　　　臼　　一 曹　 一　　■　　『　 ，　　響　　曽　　一　　，　　一　　一　　冒　　F　　曹　　曽　　一　　甲 曹　　騨　　，　　，　　一　　■　甲　　甲　　，　　■　　一　　早　　一　　一　　一　　騨　　， 一　　冊　　一　　一　　一　　P　　曹　　－　　一　　『　　曹　　一　　一　　一　　，　　■　　畠　　？
3．カラヌス目 43．9 45．5 31．5 39．6
4．ハルパクチス目 29．8 42．4 7．4 24．3
5．貝虫亜綱 L8 15．2 38．9 18．8
6．アミ目 3．5 15．2 31．5 16．7
7．ヨコエビ亜目 1Q．5 24．2 16．7 16．0
8．蔓脚亜綱幼生 8．8 24．2 9．O
9．コノハエビ目 3．0 13．Q 5．6
1α有扇亜目 L8 3．0 9．3 4．9
lL異尾亜目幼生 12．1 5．6 4．9
12．タナイス目 5．3 6．1 L9 4．2
13．クマ目 3．5 6．1 2．8
1生長尾亜目 5．6 2．1
15．巻貝類 37 L4
16．仔魚 3．7 1．4
17．二枚貝類 L9 0．7
18．二枚貝類幼生 1．8 0．7
19．ウミグモ綱 3．O 0．7
20．枝角目 3．0 0．7
2Lグナチア亜目 3．0 0．7
22．ウミナナフシ亜目 1．9 0．7
23．微小昆虫類 L9 0．7
24．魚鱗 1．9 0．7
出現頻度計 65 70 97 232
餌生物項目数 11 15 ！7 24
付表6．ウナギの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 53～89 420～880 計
調査個体数
胃率（％）
13
4．6
10
0．0
23
7．0
1．ハルパクチス目
。双翅目幼生
．短尾亜目
．不明餌生物
7．6
．6
10．0
0．0
4．3
．3
．3
L3
出現頻度計
生物項目数
22 2．2 44
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付表7．マアナゴの全長区分別胃内容物組成
全　長（㎜） 208～299300～399400～499500～684 計
調査個体数 132 160 47 15 354
空胃率（％） 34．8 2L9 46．8 40．O 30．8
L緑藻綱 3．8 1．3 2．0
2．不明海藻類 1．5 2．5 1．7
3．陸生植物片 0．6 0．3
曹　曹　一　甲　，　曹　一　一　，　9　餉　■　甲　甲　r　－　－　一　■　一　曹　9　■　，　甲　ロ　ー　一　曹　曹 9　　　一　　　一　　　響　　曹　　曹　　曽　　　一　　冒　　一　　－　　曹　　F　　r　　　甲　　　一　　　辱 一　　曹　　｝　　騨　　騨　　・　　　曹　　7　　　甲　　　■　　薗　　　騨　　一　　r　　　一　　甲　　　冒
4．魚類　・ 43．9 63．8 42．6 66．7 53．7
カタクチイワシ 7．6 21．3 4．3 13．0
マハゼ 7．5 23．4 46．7 8．5
ア　ユ 7．6 4．4 6．7 5．1
ギンポ類 4．5 2．5 4．3 6．7 3．7
ニクハゼ 3．8 3．8 2．1 3．4
メバル 2．3 4．4 2．1 6．7 3．4
アサヒアナハゼ 2．3 2．5 6．4 2．8
その他 22．0 30．6 25．5 26．7 26．6
5．長尾亜目 9．8 13．1 4．3 10．2
6．ヨコエビ亜目 13．6 6．9 4．3 8．8
7．短尾亜目 5．3 5．0 6．4 5．1
8．十腕目 2．3 2．5 8．5 13．3 3．7
9．有扇亜目 2．3 L3 4．3 2．O
10．アミ目 3．0 O．6 L4
1Lヤドカリ科 1．5 L3 2．1 L4
12．多毛綱 2．3 0．6 L1
13．八腕目 0．6 2．1 0．6
14．アナジャコ科 0．6 2．1 0．6
15．二枚貝類 0．8 0．6 0．6
16．コノハエビ目 0．8 1．1 0．3
17．ワレカラ亜目 O．6 0．3
18．不明餌生物 0．6 0．3
出現頻度計 120 164 36 12 332
餌生物項目数 13 17 9 2 18
付表8．チカの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 106～149150～196 計
調査個体数 61 81 142
空胃率（％） 54．1 54．3 54．2
1．ヨコエビ亜目 31．1 17．3 23．2
2ハルパクチス目 lL5 25．9 19．7
3．アミ目 16．4 11．1 13．4
4．カラヌス目 13．1 8．6 lO．6
5．異尾亜目幼生 4．9 14．8 10．6
（続く）
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付表8．　（続き）
全長（㎜） 106～149150～196 計
a多毛綱 6．6 2．5 4．2
7．コノハエビ目 3．3 3．7 3．5
8．クマ目 3．3 3．7 3．5
9．グナチア亜目幼生 6．6 2．8
m．長尾亜目 6．6 2．8
11．二枚貝類水管 4．9 2．1
12．仔魚 3．7 2．1
13．タナイス目 3．3 1．4
14．僥脚亜目 1．6 0．7
15．ミズムシ亜目 L6 0．7
16．短尾亜目幼生 1．6 0．7
17．ヤムシ綱 1．2 0．7
18。魚鱗 L2 0．7
出現頻度計 71 76 147
餌生物項目数 15 11 18
付表9．アユの全長区分別胃内容物組成．
全　長（㎜） 32～99 100～268 計
調査個体数 63 24 87
空胃率（％） 47．6 62．5 5L7
1．付着藻類 25．0 6．9
』　剛　　卿　　9　　曹　　一　　一　　｝　　曾　　曹　　厘　　一　　一　　一　　冒　　冒　　曹　　曹　　曽　　餉　　，　　一　　－　　一　　一　　』　　臨　　甲　　，　　■ 冒　　F　　曹　　曹　　餉　　一　　一　　，　　■　　一　　P　　曾　　冒　　一　　一　　P　　響 臨　　一　　曾　　　曹　　　一　　　甲　　一　　響　　　，■　　ロ
2．異尾亜目幼生 41．3 4．2 3L　O
3．ヤムシ綱 lL　l 4．2 9．2
4．カラヌス目 11．1 8．0
5．パルパクチス目 7．9 4．2 6．9
6．双翅目 3．2 2．3
7．双翅目幼生 3．2 2．3
8．魚鱗 8．3 2．3
9．ヨコエビ亜目 4．2 L　l
10．オキアミ目 1．6 L　l
ll．長尾亜目幼生 1．6 1．1
12．カゲロウ目幼生 4．2 1．1
出現頻度計 51 13 64・
餌生物項目数 8 8 12
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付表10．シラウオの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 24～49 50～108 計
調査個体数 25 20 45
空胃率（％） 68．O 70．0 68．9
1．カラヌス目 28．0 25．0 26．8
2．アミ目 10．0 4．4
3．多毛綱幼生 5．0 2．2
4．ヨコエビ亜目 4．0 2．2
ε異尾重目幼生 5．0 2．2
出現頻度計 8 9 17
餌生物項目数 2 4 5
付表11．シロザケの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 40～69 70～105 550～760 計
調査個体数 44 38 8 91
空胃率（％） 2．3 3L6 88．9 23．1
Lハルパクチス目 84．1 52．6 62．6
2．ヨコエビ亜目 86．4 23．7 5L6
3．カラヌス目 68．2 23．7 42．9
生異尾亜目幼生 13．6 15．8 13．2
5．仔魚 11．4 15．8 11．1 13．2
α長尾亜目幼生 11．4 2．6 6．6
7．双翅目 13．6 6．6
8．多毛綱幼体 1L4 5．5
9．ヤムシ綱 4．5 5．3 5．5
10．クマ目 6．8 2．6 4．4
11．タナイス目 2．3 7．9 4．4
12．オキアミ目 2．3 10．5 4．4
13。アミ目 4．5 2．6 3．3
14．クラゲノミ亜目 2．3 5．3 3．3
15．ワレカラ亜目 6．8 3．3
16．双翅目幼生 6．8 3．3
17．ミズムシ亜目 4．5 2．2
18．陸生昆虫類 4．5 2．2
19．巻貝類 2．3 1．1
20．貝虫亜綱 2．6 1．1
2L穣脚亜綱 2．3 L1
出現頻度計 154 65 1 220
餌生物項目数 20 13 1 21
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付表12．モツゴの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 11～24 25～49 50～71 計
調査個体数 50 86 7 143
空胃率（％） 4．0 3．5 0．0 3．5
1．付着藻類 8．0 7．0 7．O
2．陸生植物片一　一　　一　　甲　　雪　　曹　　一　　■　　一　　一　　甲　　層　　9　　一　　ロ　　曹　　臼　　一　　一　　一　　曹　　曹　　需　　厘　　9　　曽　　曹　　一　　，　　，
．双翅目幼生
曹　　－　　一　　　一　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　一　　■　　　醒　　一　　F　　　響
42．0 54．7
　14，3ロ　　9　　噂　　？　　－　　一　　一　　『　　■　　一　　一　　甲　　－　　P　　P　　一　　，
57．1
L4　　■　　　一　　　甲　　　－　　　　，　　　9
0．3
4．デトリタス 40．0 43．O 42．9 42．0
巳僥脚亜綱 22．0 L2 8．4
6．陸生昆虫類 4．0 2．3 14．3 3．5
ス枝角目 4．0 1．2 2．1
8．魚鱗 2．O 0．7
9．不明餌生物 10．0 7．0 7．7
出現頻度計 66 101 9 176
餌生物項目数 8 8 4 9
付表13．ウグイの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 56～70 197～290 計
調査個体数 6 3 9
空胃率（％） 16．7 33．3 22．2
1．付着藻類 50．0 33．3 44．4
2。緑藻綱 33．3 1L1
一　F　｝　一　9　9　一　，　，　曹　一　■　■　■　臼　甲　一　曹　9　曹　一　一　一　一　r　，　■　・　P　騨 曹　　－　　一　　P　　需　　曹　　一　　　一　　　冒　　F　　r　　　曾　　　一　　　一
3．ヨコエビ亜目 16．7 66．7 33．3
4．双翅目 33．3 22．2
5．貝虫亜綱 33．3 11．1
αクマ目 33．3 11．1
7．有扇亜目 16．7 ！1．1・
出現頻度計 7 6 13
餌生物項目数 4 5 7
付表14．マルタの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 27～99 100～249250～399、400～560 計
調査個体数
胃率（％）
109
5．7
129
2．6
114
1．6
113
3．Q
465
8．4
1．緑藻綱
．付着藻類
．不明海藻類
．紅藻類
8．3
0．1
12．4
．1’
．8
33．3
．6
．4
46．0
．5
．8
．5
24．7
．7
．7
．9
（続く）
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付表14．　（続き）
全　長（㎜） 208～299300～399400～499500～684 計
5．珪藻綱 　　L8■　　　響　　甲　　一　　一　　冒　　｝　　9　　曾　　　一　　　■　　，　　層　　r　　曹　　層 α8 O．6
r　，　　一　　，　　一　　　　　　　■　　響　　曹　　曹　　ロ　　ー　　一　　冒　　甲　　－　　曹　　，　　一　　曹　　曹　　髄　　響　　曹　　『　　曹　　曹
．多毛綱 9．2 17．1 8．9 29．2・ 2L　l
7．巻貝類 12．8 21．7 14．9 7．1 14．4
8。ヨコエビ亜目 6．4 ll．6 11．4 16．8 lL6
9．魚鱗 13．8 16．3 6．1 9．2
10．ハルパクチス目 16．5 7．8 2．7 6．7
11。有扇亜目 0．9 4．7 7．O 9．7 5．6
12．陸生昆虫類 14．7 6．2 0．9 5．4
13．アミ目 12．8 3．1 a5 α9 4．9
M．二枚貝類 O．8 8．8 8．0 4．3
15。コノハエビ目 2．8 3．1 7．9 3．5 4．3
16．魚類 1．6 4．4 1．5
17．長尾亜目 1．8 3．5 L3
18．貝虫亜綱 0．8 L8 L8 L　l
19．水生昆虫類 4．6 L　l
20．ウオジラミ目 2．3 0．9 0．9
21．クマ目 3．5 0．9
22．カラヌス目 1．8 0．8 0．6
23．タナイス目 2．7 0．6
24．異尾亜目幼生 L8 0．8 O．6
25．クモ類 1．8 0．4
26．ウミナナフシ亜目 0．8 0．9 0．4
27．ミズムシ亜目 1．6 O．4
28，アナジャコ上科 L8 0．4
29．短尾亜目 O．8 0．9 0．4
30．十腕目 0．9 0．2
3L僥脚亜綱 0．9 0．2
32．蔓脚亜綱幼生 0．8 O．2
33．ウニ綱 O．8 0．2
34，短尾亜目幼生 0．9 0．2
35．不明餌生物 0．9 0．2
出現頻度計 134 155 154 172 615
餌生物項目数 19 24 16 21 35
付表15．ドジョウの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 15～29 30～69 70～126 計
調査個体数 19 118 24 161
空胃率（％） 26．3 38．1 25．0 34．8
L付着藻類 3．3 2．2
『　　　曽　　一　　一　　醒　　甲　　，　　，　　　，　　　甲　　，　　　一　　一　　9　　雪　　　甲　　曹　　噌　　　－　　　冒　　，　　　一　　　響　　　｝　　　冒　　曹　　F　　層　　7　　　■ 一　一　騨　甲　噂　、　9　曹　一　一　嘗　一　，　，　一　ロ　ー ■　曹　■　冒　，　層　一　9　，　曹　、　甲　r　一　▼　曹　－ －　　曹　　曾　　曽　　，　　F　　一　　『　　冒　　曾　　P　　－　　－　　一　　曹　　曽　　曹 甲　一　一　　　　　　響　，　一　｝　一　一　一　　　曾　ー　り　冒　9
2．双翅目幼生 52．6 32．5 33．3 34．4
3．榛脚亜綱 36．8 20．8 38．5 26．1
4．デトリタス 18．3 12．8 15．0
5．魚鱗 5．3 11．7 5．1 9．4
（続く）
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付表15．　（続き）
全　長（㎜） 15～29 30～69 70～126 計
6．微小昆虫類
．陸生昆虫類
．甲殻類卵
。クモ類
0．魚卵
1．枝角目
2．ワラジムシ亜目
5．3
0．5
5．8
．3
．7
．7
．8
2．6
．1
．6
3．9
．3
．2
．1
出現頻度計
生物項目数
21 120
0
39 180
2
付表16．ダツの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 16～27 127～225415～864 計
調査個体数
胃率（％〉
12
．0
30．O 72
2．2
87
9．7
L魚類．カラヌス目
．ハルパクチス目
．長尾亜目
．双翅目
．多毛綱
．蔓脚亜綱幼生
66．7
1．7
．3
33．3
3．3
6．7
20．8
．8
．4
18．4
．2
．7
．4
．3
．1
．1
出現頻度計
生物項目数
14 43 18 36
付表17．サヨリの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 157～249250～299300～386 計
調査個体数 28 29 80 137
空胃率（％） 46．4 58．6 35．0 42．3
1．緑藻綱 10．7 3．4 8．8 5．9
2．アマモ類 7．1 3．4 2．5 3．7
3．陸生植物片 3．6 0．7
9　曹　　曹　　■　　■　　臨　　卿　　一　　r　　一　　曹　　o　　罷　　一　　層　　冊　　，　　一　9　　9　　一　餉　　一　　一　　｝　　？　　7　　曹　　，　一 一　　層　　　ロ　　冒　　曹　　一　　一　　一　　　『　　一　　臨　　■　　一　　申　　”　　曹　　　曹 曹　　畠　　▼　　甲　　曹　　曾　　　一　　一　　一　　　r　　唇　　■　　　曹　　ρ　　ロ　　曹　　9 一　　一　　甲　　曹　　9　　曹　　一　　曹　　ロ　　ー　　■　　一　　臼　　甲　　■　　曾　　需 P　　一　　一　　一　　9　　曹　　曹　　一　　一　　一　　一　　■　　曹　　一　　一　　，　　，　　曾
4．ヨコエビ亜目 17．9 13．8 20．0 18．4
5．異尾亜目幼生 10．3 15．O 1L　Q
6．陸生昆虫類 28．6 3．4 5．0 9．6
τ貝虫亜綱 13．8 8．1
（続く）
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付表17．　（続き）
全長（㎜） 157～249250～299300～386 計
8．仔魚
．ワレカラ亜目
0．有扇亜亜目
1．多毛綱
2．ハルパクチス目
3．クマ目
4．巻貝類
5．カラヌス目
6．魚鱗
7。二枚貝類
8．タナイス目
9．不明館生物
7．1
．6
．1
10．3
．4
．4
．4
5．0
．8
．8
．8
．3
．5
．5
．3
．0
3．7
．9
．9
．2
．2
．2
出現頻度計
生物項目数
24 16 71
4
lll
9
付表18．メダカの全長区分別胃内容物組成．
全　長（㎜） 10～19 20～29 30～46 計
調査個体数 64 127 116 307
空胃率（％） 10．9 8．7 5．2 7．8
1．付着藻類 34．4 46．5 25．0 35．8
，　　，　　F　　甲　　，　　　一　　7　　冒　　，　　層　　曾　　－　　　響　　　曹　　　一　　一　　一　　－　　－　　　一　　　一　　　一　　－　　　甲 一　9　醒　一　冒　F　一　『　曹　一　一　曹　9　曹　曽　甲　一 P　一　曹　？　甲　■　曹　ロ　ー　，　　　　　　り　曹　－　，　9 曾 曹　　一　　一　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　，　　一　　層　　r
2．デトリタス 2L9 31．5 39．7 32．6
3双翅目幼生 6．3 13．4 29．3 17．9
4．枝角目 15．6 ll．0 19．0 15．0
5．僥脚亜綱 25．0 4．7 14．7 12．7
6．双翅目 1．6 15．7 15．5 12．7
7．微小昆虫類 4．7 1．6 6．0 3．9
＆水生昆虫類 3．1 2．4 2．6 2．6
9．陸生昆虫類 L6 3．4 2．0
lO．甲殻類卵 4．7 L　O
11．貝虫亜綱 1．6 0．8 0．7
12．クモ類 O．9 0．3
13．有扇亜目 0．9 0．3
出現頻度計 76 164 182 422
餌生物項目数 10 10 ll 13
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付表19。クダヤガラの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 8～49 50～99 100～139 計
調査個体数 84 42 15 141
空胃率（％） 1．2 2．4 6．7 2．1
1．ハルパクチス目 98．8 81．O 33．3 86．5
2．カラヌス目 47．6 57．1 40．Q 49．6
3．ヨコエビ亜目 26．2 31．0 20．0 27．0
4．アミ目 1．2 21．4 60．0 13．5
5．枝角目 20．2 12．1
6．クマ目 11．9 3．5
7．貝虫亜綱 95 2．8
8．蔓脚亜綱幼生 1．2 4．8 2．圭
9．短尾亜目幼生 4．8 6．7 2．1
10．タナイス目 1．2 2．4 L4
11．異尾亜目幼生 13．3 1．4
12．仔魚 13．3 1．4
13．榛脚亜綱 6．7 0．7
14．グナチア亜目幼生 1．2 0．7
15．長尾亜目 6．7 0．7
16．ヤムシ綱 6．7 0．7
17．魚卵 6．7 0．7
出現頻度計 166 94 32 292
餌生物項目数 8 9 11 17
付表20．ヨウジウオの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 46～149 150～283 計
調査個体数 15 119 134
空胃率（％） 0．0 5．0 4．5
1．アミ目 53．3 44．5 45．5
2．ハルパクチス目 33．3 40．3 40．0
3．カラヌス目 46．7 37．8 38．8
4．ヨコエビ亜目 26．7 37．8 36．6
5．タナイス目 5．9 5．2
6．クマ目 4．2 3．7
7．ワレカラ亜目 ・2．5 2．2
8．魚卵 2．5 2．2
9．仔魚 2．5 2．2
10．グナチア亜目幼生 L7 1．5
11．異尾亜目幼生 1．7 1．5
12．短尾亜目幼生 1．7 1．5
13．巻貝類 0．8 0．7
14．員虫亜綱 0．8 0．7
15．陸生昆虫類 0．8 0．7
（続く）
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付表20．　（続き）
全　長（㎜） 46～149 150～283 計
16．魚鱗 0．8 0．7
出現頻度計
生物項目歎
24 222
6
246
6
付表21．オクヨラジの全長区分別胃内容物組成
全　長（㎜） 38～79 80～128 計
調査個体数 14 19 33
空胃率（％） 0．0 15．8 9．1
Lハルパクチス目 100．0 73．7 84．8
2．カラヌス目 50．0 42．1 45．5
3．ヨコエビ亜目 35．7 52．6 45．5
4．アミ目 14．3 5．3 9．1
5．貝虫亜綱 7．1 5．3 6．1
6．ミズムシ亜目 7．1 5．3 6．1
出現頻度計 30 35 65
餌生物項目数 6 6 6
付表22．トウゴロウイワシの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 6～39 40～79 80～135 計
調査個体数 51 34 116 201
空胃率（％） 0．0 2．9 31．9 18．9
1．緑藻綱 2．6 L5
■　7　略　ロ　ー　曹　，　一　一　ロ　ー　一　冒　ロ　』　り　甲　曹　甲　ロ　ー　一　甲　冒　－　曾　甲　ロ　冒　－ 一　 －　　－　 －　　－　　一　　曹　　－　　一　　冒　　厚　　9　　，　　甲　　曹　　曹　　甲 7　　　■　　　一　　　甲　　　■　　　甲　　　■　　ρ　　　噂　　　■　　甲　　　ロ　　ー　　｝　　－　　　甲　　－ 9　　一　　甲　　■　　厘　　r　　冒　　7　　『　　甲　　一　　層　　曽　　r　　響　　一　　曹 ，　　甲　　　曹　　曹　　響　　　一　　曽　　　F　　　－　　　7　　　曹　　　一　　，　　　▼　　　F　　r　　　9　　　，
2．カラヌス目 78．4 91．2 11．2 4L8
3．ハルパクチス目 37．3 58．8 11．2 25．9
4．ヨコエビ亜目 ゑ9 23．5 16．4 14．9
5短尾亜目幼生 ．17．6 17．6 9．5 12．9
a異尾亜目幼生 21．6 12．4
τ巻貝類 8．8 15．5 10．4
8．タナイス目 2．0 5．9 6．9 5．5
9．魚鱗 7．8 4．5
10．クマ目 23．5 4．0
lL枝角目 7．8 5．9 3．0
lZ蔓脚亜綱幼生 ll．8 L7 3．0
13．アミ目 2．9 4．3 3．0　』
1生有扇亜目 3．4 2．0
15．双翅目 2．9 2．6 2．0
（続く）
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付表22，　（続き）
全長（㎜） 6～39 40～79 80～135 計
16．アリ・ハチ類
7．多毛綱幼体
8．二枚貝類幼生
9．甲殻類卵、
0．魚卵
1．ウミグモ綱
2．クモ類
3．ウオジラミ目
4．ワレカラ亜目
2．O
2．9
．9
3．4
．7
2．O
出現頻度計
生物項目数
77 89
3
147
1
3i3
4
付表23．メナダの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 22～99 100～399400～640 計
調査個体数 39 15 10 83
空胃率（％） 2．6 73．3 34．5 26．5
L珪藻綱 2．6 13．3 37．9 16．9
2．デトリタス 41．G 13．3 27．6 3L3
3。カラヌス目 53．8 25．3
4．ハルパクチス目 10．3 17．2 10．8
5．甲殻類卵 17．9 8．4
aヨコエビ亜目 5．1 2．4
7．魚鱗 6．7 3．4 2．4
8．貝虫亜綱 2．6 L2
9．水生昆虫類 2．6 L2
10．不明餌生物 6．7 10．3 4．8
出現頻度計 53 6 28 87
餌生物項目数 7 4 5 10
付表24．ボラの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 26～49 5G～ヱ99 2GO～410 計
調査個体数
胃率（％）
31
2．3
32
9．4
29
L4
92
3．5
L珪藻綱　甲　o　冒　一　弓　o　噸　響　一　ロ　甲　甲　一　鳥　o　一　●　■　，　■　・　■　曹
．デトリタス
甲　甲　㌧　謄　　　　　－　■　響　，　■　－　－　■　，　事　－
　且7
　　9．4、り一．9。甲．．ワ」．層
25．0
17．2
LO
＆7
L7
（続く）
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付表24．　（続き）
全長（㎜） 26～49 50～199 200～410 計
3．カラヌス目 36．7 6．3 13．8 18．5
4．ハルパクチス目 26．7 12．5 3．4 14．1
5．魚鱗 6．3 6．9 4．3
6．ヨコエビ亜目 6．3 3．4 3．3
7．二枚貝類 3．1 L1
8．貝虫亜綱 3．4 L1
9．蔓脚亜綱幼生 3．3 1．1
10．コノハエビ目 3．3 1．1
lL有扇亜目 3．1 Ll
12．不明餌生物 94 34．5 14．1
出現頻度計 24 26 33 83
餌生物項目数 5 9 7 12
付表25．スズキの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 4G～99 100～199200～294 計
調査個体数 40 80 45 165
空胃率（％） 22．5 12．5 37．8 21．8
1．緑藻綱 7．5 8．9 6．1
2．アマモ類 1．3 4．4 1．8
3．紅藻類 1．3 0．6
，　，　P　■　，　■　一　一　－　・　噂　曾　卿　曹　ロ　曹　一　■　甲　■　o　o
，　　”　　，　　，　　，　　響　　，　　曹　　●　　暫 9　9　『　一　¶　「　一　・　噂　｝　F　響　曜　一　響　り　冒
4．アミ目 55．O 46．3 24．4 42．45．魚類 15．0 2L3 28．9 2L8
6．魚鱗 17．5 32．5 4．4 2L2
7．ヨコエビ亜目 10．0 27．5 15．6 20．0
8．コノハエビ目 20．O 17．8 14．59．ハルパクチス目 15．0 2．5 4．8
10．長尾亜目 2．5 1．3 13．3 4．8
1L多毛綱 1．3 11．1 3．6
12．ウオジラミ目 2．5 6．3 3．6
13．異尾亜目幼生 7．5 1．3 2．4．
14．カラヌス目 7．5 1．8
凪有扇亜目 2．5 2．21 1．816．巻貝類 1．3 2．2 L2
17．タナイス目 2．5 L3 1．2
18．ワレカラ亜目 4．4 1．2
19．クマ目 1．3 O．6
20．甲殻類卵 2．5 0．6
出現頻度計 55 141 62 258
餌生物項目数 11 17 12 20
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付表26．マアジの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 51～164
調査個体数 12
空胃率（％） 8．3
Lカラヌス目 58．3
2．ヨコェビ亜目 50．0
3．魚鱗 25．0
4。巻貝類 16．7
5．有扇亜目 16．7
6．パルパクチス目 8．3
宅ウオジラミ目 8．3
8．タナイス目 8．3
9．仔魚 8．3
出現頻度計 24
餌生物項目数 9
付表27．クロサギの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 12～29 30～69 計
調査個体数 31 39 70
空胃率（％） O．O 12．8 7．1
1．カラヌス目 96．8 69．2 81．4
2．ハルパクチス目 54．8 84．6 7L4
3．二枚貝類幼生 35．5 15．7
4．蔓脚亜綱幼生 28．2 15．7
5。．ヨコエビ亜目 22．6 7．7 14．3
6．多毛綱 15．4　、 8．6
7．貝虫亜綱 15．4 8．6
8．蔓脚亜綱 5．1 2．9
9．二枚貝類水管 2．6 1．4
10．榛脚亜綱 2．6 1．4
1Lタナイス目 2．6 1．4
12．グナチア亜目幼生 2．6 L4
13．ウミナナフシ亜目 2．6 1．4
14．ミズムシ亜目幼生 2．6 1．4
15．異尾亜目幼生 2．6 1．4
16．不明餌生物 3．2 10．3 7．1．
出現頻度計 66 99 165
餌生物項目数 5 15 16
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付表28．シマイサキの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 36～72
調査個体数 22
空胃率（％） 4．5
1．緑藻綱 4．5
「　　－　　一　　　曽　　　甲　　　一　　　曽　　－　　甲　　，　　一　　■　　冒　　｝　　　一　　曹　　曹　　曹　　、　　冒　　申　　一　　曹　　　一　　曹　　一　　　曹　　冒　　　ー　　ヤ
．ハルパクチス目
曹　　冒　　一　　層　　一　　，　 響　　冒　　一　 ヤ　 ，　　■　　甲　 冒　　冒　　一　　F　
3．カラヌス目 40．9
4．ヨコェビ亜目 18．2
5．有扇亜目 18．2
6．アミ目 4．5
7．ミズムシ亜目 4．5
8．短尾亜目 4．5
9．魚鱗 4．5
出現頻度計 40
餌生物項目数 9
付表29．コトヒキの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 15～29 30～49 50～97 計
謂査個体数 31 14 24 69
空胃率（％） 0．0 0．0 25．0 8．7
1．付着藻類 16．1 64．9 12．5 24．6
2．緑藻綱 7．1 L4
一　　　一　　曹　　　層　　　一　　　曹　　■　　　一　　　一　　一　　　r　　　曹　　一　　層　　　F　　　冒　　一　　　9　　　層　　甲　　　一　　囑　　　曹　　－　　甲　　　一　　－　　冒 ■　　■　　，　　辱　　甲　　早　　騨　　響　　一　　r　　胃　　一　　一　　冒　　辱　　”　　曹 曽　　，　　一　　甲　　一　　一　　－　　曹　　曹　　餉　　冒　　冒　　一　　一 響　　－　　隔　　，　　｝　　甲　　一　　▼　　F　　一　　■
3．ヨコエビ亜目 77．4 57．1 8．3 49．3
4．ハルパクチス目 77．4 42．9 4．2 44．9
5．貝虫亜綱 22．6 2L4 4．2 15．9
6．短尾亜目 45．8 15．9
7．カラヌス目 22．6 7．1 11．6
8．魚鱗 25．0 8．7
9．双翅目幼生 12．9 7．1 7．2
10．多毛綱 3．2 8．3 4．3
11．ミズムシ亜目 a2 14．3 4．3
12．ダニ目 14．3 2．9
13．椀脚亜綱 6．5 2．9
脇アミ目 14．3 2．9
15．タナイス目 6．5・ 2．9
16．ワラジムシ亜目 14．3 2．9
17．長尾亜目 7．1 4．2 2．9
18．甲殻類卵 6．5 2．9
19。陸生昆虫類 14．3 2．9
20．ヤムシ綱 6．5 2．9
（続く）
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付表29．　（続き）
全長（㎜） 15～29 30～49 50～97 計
21．魚鱗
2．ウミウシ類
3．コノハエビ目
4．クマ目
5．有扇亜目
3．2
．2
．2
8．3
．2
2．9
．4
41．4L4
出現頻度計
生物項目数
84
5
40
3
30
0
154
5
付表30，クロダイの全長区分別胃内容物組成
全長（m） 11～49 50～99 100～162 計
調査個体数 18 94 22 134
空胃率（％） 16．7 14．9 36．4 18．7
1．緑藻綱 5．6 8．5 27．3 1L2
2．付着藻類 5．6 5．3 4．5 5．2
3．珪藻綱 1．1 4．5 1．5
4．陸上植物片 4．5 0．7
－　一　¶　一　冒　ロ　ー　一　一　，　曹　曹　一　■　一　一　畠　陣　曹　曹　曹　一　一　一　冒　一　“　，　■　曹 『　　　一　　曹　　曽　　一　　臼　　　一　　r　　■　　　・　　一　　　一　　一　　甲　　曹　　一　　■
一　　一　　－　　尊　　一　　9　　■　　一　　一　　■　　－　　F　　一　　？
5．魚鱗 38．9 44．7 13．6 38．8
6。ヨコエビ亜目 33．3 40．4 9．1 34．3
7．カラヌス目 44．4 23．4 22．4
8．アミ目 11．1 19．1 4．5 15．7
9．ハルパクチス目 16．7 7．4 4．5 8．2
lO．巻貝類 8．5 9．1 7．5
1L多毛綱 5．6 7．4 6．O
12魚類 8．5 6．O13．有扇亜目 5．6 3．2 3．0
14．ウミグモ綱 3．2 2．2
15．ウミナナフシ亜目 3．2 2．2
16．異尾亜目幼生 3．2 2．2
17．短尾亜目 1．1 9．1 2．2
18．ウミウシ類 L　l 4．5 1．5
19．貝虫亜綱 5．6 L1 1．5、
20．タナイス目 5．6 1．1 1．5
21．長尾亜目 9．1 L5
22．アナジャコ上科 2．1 1．5
23．魚卵 9．1　　㌔ 1．5
24．ウオジラミ目 1．1 0．7
25．コノハエビ目 1．1 0．7
26．ヘラムシ亜目 1．1 O．7
出現頻度計 32 185 25 242
餌生物項目数 11 23 13 26
一488一
付表3Lアオタナゴの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 48～99 100～149150～199200～248 計
調査個体数 85 236 135 47 503
空胃率（％） 14．1 41．9 48．9 66．0 41．4
1．緑藻綱 2．5 0．7 4．3 1．8
2．付着藻類 1．2 L3 2．2 1．4
，　一　甲　一　一　一　曹　，　ロ　ー　一　甲　曹　－　一　■　曹　曹　雪　甲　｝　一　一　一　曹　一　曹　曽 曹　　　一　　一　　冒　　　甲　　F　　　－　　　■　　　－　　　9　　層　　一　　　曹　　9　　　・　　　F　　甲 冒　　騨　　F　　一　　餉　　　▼　　　甲　　一　　　，　　　｝　　雪　　，　　甲　　　甲　　　曹　　■　　　・ 9　　噂　　曹　　ロ　　ー　　甲　　『　　｝　　層　　甲　　『　　，　　一　　甲　　一　　一　　曹 甲　　　．　　　一　　　一　　　一　　　一　　曹　　－　　　■　　　一　　　9　　一　　曹　　曹　　一　　　一　　冒
3ヨコエビ亜目 55．3 38．6 34．1 27．7 39．2
4ハルパクチス目 58．8 22．9 23．0 4．3 27．2
5巻貝類 7．1 19．1 12．6 6．4 14．1
6．有扇亜目 27．1 11．0 7．4 12．8 12．9
7．カラヌス目 14．1 12．7 1．5 8．7
8．タナイス目 18．8 L3 3．7 4．8
9．ウミナナフシ亜目 10．6 3．0 3．0 4．0
10．二枚貝類 2．5 7．4 4．3 3．6
1Lウ、ミグモ綱 2．4 4．7 0．7 2．8
12．クマ目 5．9 1．3 4．4 2．8
13．ワレカラ亜目 2．4 3．0 2．2 2．4
14．多毛綱 3．4 L5 2．1 2．2
15．ミズムシ亜目 3．5 1．7 L4
16。貝虫亜綱 1．2 3．7 1．2
17．短尾亜目幼生 2．4 O．4 L5 1．O
18．コノハエビ目 3．O 2．1 1．O
19．アミ目 2．4 O．8 0．8
20．長尾亜目 0．8 0．7 2．1 0．8
2L短尾亜目 O．8 1．5 O．8
22．魚類 2．2 2．1 O．8
23．蔓脚亜綱幼生 1．2 0．4 0．7 0．6
24．魚卵 1．5 0．4
2a魚鱗 O．8 0．426．グナチア亜目幼生 0．7 0．2
27．ヤドカリ上科 O．7 O．2
28．甲殻類卵 0．7 0．2
出現頻度計 182 314 164 32 692
餌生物項目数 16 21 25 10 28
付表32．マハゼの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 14～39 40～99 100～199200～276 計
調査個体数 31 255 781 220 1287
空胃率（％） 9．7 21．2 46．1 43．2 39．8
1．緑藻綱 3．9 9．4 4．5 7．2
2付着藻類 O．8 1．5 O．5 1．2
3．不明海藻類 O．8 0．2
■　曹　　曹　　曹　　層　　曹　　層　　一　　r　　噂　　甲　一　　曹　　一　　曹　　冒　　，　　甲　　一　　曹　　冒　　，　一　　曹　　冒　　一　　ロ　　ロ　　曹　　冒 冒　　一　　，　　騨　　冒　　層　　”　　冒　　－　　一　　曹　　曾　　糟　　』　　一　　一　　冒 －　　　－　　　冒　　一　　　響　　　一　　曹　　■　　　一　　曹　　り　　．　　曹　　曹　　甲　　曹　　曹 ■　　　・　　▼　　　一　　一　　曹　　　・　　9　　曹　　冒　　臼　　甲　　一　　－　　　一　　甲　　一 ■　　　一　　　P　　－　　－　　9　　冒　　冊　　一　　“　　甲　　，　　冒　　曹　　一　　冒　　一 厘　 9　　一　　一　　噌　　甲　　9　　－　　曹　　璽　一　　■　　曹　　－■甲　　－　　冒　　9
4．ヨコエビ亜目 16．1 41．2 27．1 14．1 27．4
5．ハルパクチス目 64．5 50．6 7．9 1．8 16．7
（続く）
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付表32．　（続き）
全　長（㎜） 14～39 40～99 100～199200～276 計
6．多毛綱 12．9 25．9 1LO 4．5 12．9
7．魚類 2．0 7．8 23．6 9．2
8．貝虫亜綱 3．2 10．2 6．9 0．5 6．4
9．長尾亜目 0．4 4．0 18．6 5．7
10．クマ目 16．1 9．4 4．0 L4 4．9
11．アミ目 3．2 5．9 2．4 1．4 3．0
12．タナイス目 6．5 5．9 2．2 0．5 2．7
13．コノハェビ目 0．8 2．3 L4 L8
14．巻貝類 O．8 2．0 L8 L7
15．魚鱗 1．2 L8 0．9 L5
16．有扇亜目 G．4 1．4 2．7 L4
17．短尾亜目 3．1 1．2 0．5 1．4
18．アナジャコ上科 L6 1．4 0．9 L3
19．ウミナナフシ亜目 L2 1．2 0．5 LO
20．二枚貝類 0．9 1．8 0．9
2Lワレカラ亜目 1．2 0．8 0．5 0．8
22．カラヌス目 9．7 0．8 0．4 0．6
23，椀脚亜綱 3．2 O．3 0．2
24。蔓脚亜綱幼生 3．2 0．8 0．2
25．短尾亜目幼生 3．2 O．8 0．2
26．グナチア亜目幼生 0．1 0．1
27．ミズムシ亜目 O．1 0．1
28．ワラジムシ亜目 0．4 0．1
29．オキアミ目 0．1 G．1
30．ヤドカリ科 0．1 0．1
31．ヤムシ綱 0．1 0．1
32．魚卵 0．1 0．1
33．不明餌生物 0．8 0．6 0．5
出現頻度計 44 435 775 181 1435
餌生物項目数 ！1 25 29 20 33
付表33．アシシロハゼの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 14～29 30～49 5Q～84 計
調査個体数 124 270 121 515　．
空胃率（％） 0．0 0．7 7．4 2．1
1．ハルパクチス目 100．0 94．8 61．2 88．2
2．ヨコエビ亜目 12．9 3L9 71．1 36．5
3．クマ目 4．O 13．O 55．4 20．8
4．蔓脚亜綱幼生 3．2 14．4 4．1 9．3
5．多毛綱 0．8 6．7 19．0 8．2
6．貝虫亜綱 2．4 4．4 19．8 7．6
7．タナイス目 0．8 30． 15．7 5．4
8．アミ目 0．8 3．0 9．9 4．1
9双翅目幼生 0．8＼ 2．6 2．5 2．1
ノ
（続く）
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付表33．　（続き）
全長（㎜） 14～39 40～99 100～199 計
鳳椀脚亜綱
l．有扇亜目
2．カラヌス目
3．魚類
4．巻貝類
5．短尾亜目幼生
6．甲殻類卵
7．二枚貝類水管
8．グナチア亜目幼生
9．ワレカラ亜目
0．双翅目
Lトビケラ目幼生
2．有孔虫目
3．ダニ目
4．ミズムシ亜目
5．ワラジムシ亜目
6．アナジャコ上科
7．短尾亜目
8．魚鱗
O．8
40．80．8
2．2
．2
2．5
．3
L7
出現頻度計
生物項目数
162
3 4971
329
7
988
8
付表34．スジハゼの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 32～59 60～94 計
調査個体数 11 62 73
空胃率（％） α0 16．1 13．7
1．付着藻類 9．1 9．7 9．6
2．緑藻綱 3．2 2．7
3．紅藻類 3．2 2．7
，　曹　　一　　甲　　■　　一　　ロ　　ー　　■　　胴　　”　　層　　鍾　 一　　冒　　一　　冒　　騨　　，　　，　　一　　一　　曽　　，　　－　　，　　冒　　曹　　『　　r 冒　　辱　 －　　申　 －　　g　　一　　騨　　曹　　一　　一　　曹　　一　　一　　曹　　冒　　一 ロ　　ー　　　曹　　¶　　　7　　”　　層　　一　　　F　　噌　　一　　甲　　曽　　曽　　一　　　ロ　　　，
4．ハルパクチス目 90．9 45．2 52．1
5．ヨコエビ亜目 54．5 45．2 46．6
6．多毛綱 18．2 37．1 34．2
宅巻貝類 27．3 35．5 34．2
8．コノハエビ目 45．5 8．1 13．7
9．クマ目 11．3 9．6
10．ウミグモ綱 27．．3 6．5 9．6
1Lカラヌス目 9．1 8．1 8．2
1a貝虫亜綱 9．1 6．5 6．8
13．アミ目 18．2 4．8 6．8
且有扇亜目 18．2 生8 6．8
15．タナイス目 18．2 3．2 5．5
16．．ウミナナフシ亜目 6．5 5．5
17．魚鱗 6．5 5．5
（続く）
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付表34．　（続き）
全長（㎜） 32～59 60～94 計
18．ワレカラ亜目
9．ミズムシ亜目
0．長尾亜目
1．二枚貝類
2．二枚貝類水管
3．蔓脚亜綱
4．短尾亜目
5．魚卵
6．魚類
4．8
．2
．2
．6
4．1
．7
．7
出現頻度計
生物項目数
38
2
165
6
203
6
付表35。ビリンゴの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 14～29 30～49 50～73 計
調査個体数 50 198 254 502
空胃率（％）』 6．0 4．5 9．4 7．2
1．付着藻類 5．1 7．5 5．8
2。緑藻綱 0．5 0．2
3．紅藻類 0．5 0．2
，　曹　一　一　一　甲　冒　圃　一　餉　曹　P　曹　一　一　一　層　曹　曹　｝　一　－　一　甲　一　，　響　『　9　一 一　　甲　　冒　　■　　曽　　曹　　－　　一　　，　　曹　曹　　冒　　一　　一　　r　　胃　　曹 騨　　甲　　，　　曽　　9　　曹　　曹　　一　　一　　甲　　曹　　，　　一　　一　　一　　一　　一
4．ヨコエビ亜目 40．0 53．0 62．2 56．4
5．ハルパクチス目 72．O 61．1 3L　l 47．O
6．有扇亜目 8．0 31．8 33．5 30．3
7．蔓脚亜綱幼生 20．0 21．2 23．2 22．1
8．多毛綱 15．7 20．5 16．5
9．双翅目幼生 4．0 4．5 6．7 5．6
10．カラヌス目 22．0 6．6 0．8 5．2
1Lアミ目 10．Q 5．1 39‘ 5．0
12．貝虫亜綱 2．O 7．1 1．2 3．6
13．双翅目 6．0 4．5 1．6 3．2
M．クマ目 6．0 3．0 2．0 2．8
15．巻貝類 L5 0．8 1．0
16．アリ・ハチ類 2．0 0．4 1．Q、
17．二枚貝類水管 1．0 0．8 0．8
18．異尾亜目幼生 1．5 0．4 0．8
19．短尾亜目幼生 0．5 1．2 0．8
20．カゲロウ目幼生 L5 0．6
21．枝角目 4．0 0．4
22．長尾亜目幼生 0．5 0．4 O．4
23．トビケラ目幼生 O．5 0．4 O．4
24．クモ類 0．4 0．2
25．グナチア亜目幼生 2．0 0．2
26．短尾亜目 O．5 0．2
27．水生昆虫類 0．5 0．2
（続く）
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付表35．（続き）
全　長（㎜） 14～29 30～49 50～73 計
28．魚類
9．魚鱗
0．不明餌生物
0．5
．5
0．4
．4
O．2
．2
．4
出現頻度計
生物項目数
98
2
457
6
507
2
1062
30
付表36．ニクハゼの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 12～29 30～44 45～57 計
調査個体数 42 141 63 246
空胃率（％） 14．3 2α6 95 16．7
1．ハルパクチス目 45．2 54．6 73．0 57．7
2．カラヌス目 50．0 31．9 49．2 39．4
3．ヨコエビ亜目 2．4 13．5 22．2 13．8
4。蔓脚亜綱幼生 4．8 9．2 17．5 10．6
5．巻貝類 2．4 10．6 3．2 7．3
6．異尾亜目幼生 2．8 17．5 6．1
7．アミ目 5．0 7．9 4．9
8．クマ目 7．1 0．7 7．9 3．7
9．短尾亜目幼生 7．1 7．9 3．3
！0．枝角目 14．3 0．7 2．8
1L魚類 2．4 L4 6．3 2．8
12．ヤムシ綱 6．3 1．6
13．多毛綱幼体 2．4 0．7 0．8
14．二枚貝類幼生 1．4 0．8
15．嶢脚亜綱 3．2 住8
16．ミズムシ亜目 1．4 0．8
17．長尾亜目幼生 L4 0．8
18．コノハェビ目 0．7 0．4
19．グナチア亜目幼生 α7 0．4
20．甲殻類卵 a4 0．4
21．ホヤ類幼生 L6 0．4
22．魚鱗 0．7 0．4
出現頻度計 59　’ 194 圭41 394
餌生物項目数 11 17 13 22
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付表37．エドハゼの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 16～29 30～50 計
調査個体数 45 63 108
空胃率（％） 2．2 7．9 5．6
1．ハルパクチス目 93．3 65．1 76．9
2．ヨコエビ亜目 35．6 38．1『 37．0
3．クマ目 20．0 20．6 20．4
4．アミ目 22．2 12．7 16．7
5．カラヌス目 13．3 7．9 10．2
6．榛脚亜綱 2．2 15．9 10．2
7，貝虫亜綱 2．2 6．3 4．6
8．タナイス目 4．4 4．8 4．6
9．多毛綱 2．2 4．8 3．7
lO．ミズムシ亜目 4．4 L9
1L長尾亜目 2．2 1．6 1．9
12．二枚貝類水管 1．6 0．9
13．ワレカラ亜目 L6 0．9
14．双翅目幼生 L6 O．9
15．不明餌生物 4．8 2．8
出現頻度計 91 118 209
餌生物項目数 11 14 15
付表38．ヘビハゼの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 24～39 40～59 60～73 計
調査個体数 7 24 11 42
空胃率（％） 0．0 16．7 36．4 19．0
1．カラヌス目 42．9 50．0 27．3 42．9
2．ハルパクチス目 57．1 29．2 18．2 31．0
3．アミ目 42．9 25．O 27．3 28．6
4．異尾亜目幼生 45．8 9．1 28．6
5．ヨコエビ亜目 14．3 29．2 19．0
6．長尾亜目幼生 16．7 9．5
7．クマ目 14．3 4．2 4．8
8．グナチァ亜目幼生 14．3 4．2 418
9．魚類 8．3 4．8
lO．貝虫亜綱 4．2 2．4
11．タナイス目 4．2 2．4
12．ワレカラ亜目 4．2 2．4
13．短尾亜目幼生 4．2 2．4
14．魚鱗 9．1 2．4
出現頻度計 13 55 10 78
餌生物項目数 6 13 5 14
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付表39．チクゼンハゼの全長区分別胃内容物組成．
全　長（㎜） 1Q～19 20～29 30～39 計
調査個体数 52 106 134 292
空胃率（％） 5．8 2．8 10．4 6．8
曹　　層　　噛　　曹　　冒　　，　 一　　響　　9　　一　　，　　一　　曹　　甲　　曹　　一　　雪
．ハルパクチス目
騨　㍉　冒　■　，　－　曹　曹　■　餉　一　一　ロ　騨　・　甲　辱
75．0
り　　　一　　　甲　　一　　　響　　囎　　　o　　　・　　　一　　－　　冒　　一　　　9　　　■　　　響　　　冒　　　冒
86．8 81．3
　　1．0曹　　響　　鴨　　曹　　，　　冒　　甲　　曹　　■　　・　　一　　曹　　冒　　甲　　曹　　一　　曹　　，
82．2
3．ヨコエビ亜目 17．3 31．1 35．8 30．8
4．クマ目 27．4 25．4 2L6
5．カラヌス目 32．7 19．8 16．4 20．5
a貝虫亜綱 25．5 15．7 16．4
7．アミ目 9．6 9．4 14．9 12．O
8．異尾亜目幼生 5．7 8．2 5．8
9．椀脚亜綱 8．5 3．7 4．8
lO．多毛綱幼体　量 9．4 3．4
1L枝角目 15．4 0．9 3．1
12．タナイス目 4．7 Z2 2．7
13．多毛綱 1．9 2．2 L7
14．二枚貝類水管 2．2 1．0
15．コノハエビ目 2．8 L　O
16．ミズムシ亜目 L9 0．9 0．7 L　O
17．蔓脚亜綱幼生 1．9 0．7
18．巻貝類 0．7 O．3
19．ワレカラ亜目 0．9 0．3
20．短尾亜目幼生 O．9 0．3
21．不明餌生物 0．7 0．3
出現頻度計 79 253 285 617
館生物項目数 6 17 15 21
付表40．スミウキゴリの全長区分別胃内容物組成．
全　長（㎜） 24～49 50～99 100～139 計
調査個体数 105 274 123 502
空胃率（％） 1．9 7．3 9．8 6．8
1．付着藻類 0．8 0．8 0．6
2陸上植物片、 0．4 0．8 0．4
曹　曹　　冒　　F　　■　　冒　　曹　　甲　　り　　一　　冒　　騨　　曽　　一　　辱　　雪　 －　　一　　甲　 曹　　，　　7　　一　　曹　　響　　，　　一　　甲　　一　　■ 『　曹　冒　『　』　曹　曹　曹　，　冒　層　r　7　r　』　■　9 胃　7　甲　臼　一　甲　曹　曹　一　，　層　響　冒　臼　階　一　9 り　　　一　　－　　　曹　　曹　　曹　　　，　　　r　　　甲　　魎　　曹 『　、　，　甲　　　　　　一　一　曽　■　■　曹　冒　一　騨　一　・　F
3．双翅目幼生 78．1 65．7 48．8 64．1
4．ミズムシ亜目 6｛7 27．4 22．8 21．9
5．カゲロウ目幼生 15．2 17．2 16．3 16．5
6．ヨコエビ亜目 11．4 15．3 2L1 15．9
7．トビケラ目幼生 7．6 16．8 17．1 14．9
8．カワゲラ目幼生 6．7 15．0 8．9 11．8
9．魚類 13．9 22．8 13．1
10．ハルパクチス目 34．3 L　l 1．6 8．2
lLゲンゴロウ類幼生 2．9 11．3 5．7 8．2
（続く）
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付表40．　（続き）
全長（㎜） 24～49 50～99 100～139 計
12．有扇亜目 10．5 6．9 4．1 7．0
13．陸生昆虫類 1．9 2．9 4．9 3．2
14．貝虫亜綱 5．7 1．5 O．8 2．2
15．ワラジムシ亜目 1．0 2．6 2．4 2．2
16。ヘビトンボ類幼生 L8 3．3 1．8
17．水生昆虫類 L　O L8 2．4 L8
18．巻貝類 2．9 1．5 0．8 1．6
19．双翅目 2．9 0．7 0．8 1．2
20。クモ類 1．9 L1 1．0
2L貧毛綱 O．7 1．6 0．8
22．ゲジ・ムカデ類 0．7 L6 O．8
23．トンボ目幼生 1．1 0．8 0．8
24。多毛綱 0．4 0．8 0．4
25．蔓脚亜綱幼生 1．9 0．4
26。短尾亜目 L6 0．4
27．ダニ目 O．4 0．2
28．カラヌス目 1．0 ’0。2
29．魚卵 0．4 0．2
出現頻度計 203 573 237 1013
餌生物項目数 18 26 24 29
付表41．アゴハゼの全長区分別胃内容物組成
全　長（㎜） 11～29 30～59 60～82 計
調査個体数 61 182 95 338
空胃率（％） 6．6 6．6 2．1 5．3
1．緑藻綱 14．8 52．6 22．8
2．付着藻類 8．2 12．6 8．0
3．紅藻類 L王 5．3・ 2．1
』　　層　　　『　　　，　　一　　雪　　曹　　一　　　一　　曹　　　9　　曹　　ロ　　　曹　　一　　■　　　■　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　，　　，　　▼　　一　　r　　響　　　， ■　　　曹　　■　　曹　　一　　　冒　　一　　　曽　　一　　　一　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽 ，　　　曽　　冒　　　一　　　p　　r　　　P　　一
4．ヨコエビ亜目 63．9 59．3 58．9 60．1
5．有扇亜目 13．1 49．5 55．8 44．7
6．ハルパクチス目 77．4 33．5 27．4 39．6
7．多毛綱 8．2 9．5 7．1
8．貝虫亜綱 8．2 6．0 4．2 5』9
9．ワラジムシ亜目 5．5 6．3 4．7
10．双翅目 L6 1．6 9．5 3．8
ll．カラヌス目 14．8 0．5 L1、 3．3
12．グナチア亜目幼生 L6 2．7 3．2 2．7
13．クマ目 13．1 2．4
14．ミズムシ亜目 2．7 3．2 2．4
15．蔓脚亜綱幼生 8．2 1．1 2．1
16．ワレカラ亜目 3．3 2．2 1．1 2．1
17．枝角目 9．8 1．8
18．蔓脚亜綱 L6 2．7 1．8
（続く）
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付表4L　（続き）
全　長（㎜） ，24～49 50～99 100～139 計
19．陸生昆虫類
0．双翅目幼生
1．アリ・ハチ類
2．魚類
3．巻貝類
4．二枚貝類
5．クモ類
6．ダニ目
7．長尾亜目
8．短尾亜目
9．アミ目
0．タナイス目
1．異尾亜目幼生
2．不明餌生物　～
1．6
．3
．6
L6
　l
．6
．6
．5
．5
L　l
　l
．1
　ll．11．1
L2
．9
．9
．9
．6
．6
．6
．6
．6
．6
．3
．3
．3
．6
出現頻度計
生物項目数
136
5
384
8
244
0
764
2
付表42．ヒモハゼの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 10～28 35～43 計
調査個体数
胃率（％）
40．0 19
6．8
23
0．4
1．ハルパクチス目
．ヨコェビ亜目
．カラヌス目
．アミ目
50．0
0．0
68．4
5．7
．9
65．2
3．0
．7
．3
出現頻度計
生物項目数
42 17 21
付表43．ミミズハゼの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜）『 51～91
調査個体数 29
空胃率（％） 13．8
1．付着藻類 3．4
ワ　　冒　　　一　　　冒　　一　　曹　　一　　一　　　F　　｝　　　一　　r　　一　　一　　甲　　一　　　r　　一
2．ヨコエビ亜目 41．4
3．双翅目幼生 34．5
4．有扇亜目 31．O
（続く〉
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付表43．　（続き）
全　長（㎜） 51～91
5．多毛綱 24．1
6．魚類 20．7
7．カワゲラ目幼生 17．2
8．トビケラ目幼生 13．8
9．ミズムシ亜目 6．9
10．ヘビトンボ類幼生 3．4
出現頻度計 57
餌生物項目数 lO
付表44．ミミズハゼ近縁種の全長区分別胃内容物組成．
全　長（㎜） 12～29 30～54 55～77 計
調査個体数 34 163 140 337
空胃率（％） 5．9 9．2 9．3 8．9
1．付着藻類 L8 O．9
2．緑藻綱 O．6 0．7 0．6
3．不明海藻類 0．6 0．7 0．6
4．陸上植物片 0．6 0．7 O．6
5．ハルパクチス目 76．5 60．1 46．4 56．1
6．ヨコエビ亜目 52．9 47．9 49．3 49．0
7．有扇亜目 5．9 3L9 38．6 32．0
8．多毛綱 2．9 15．3 15．7 14．2
9。ミズムシ亜目 2．9 L8 6．4 3．9
10．貝虫亜綱 3．7 2．9 3．0
1Lクマ目 2．5 L4 1．8
12．ワレカラ亜目 0．6 1．4 0．9
13．異尾亜目幼生 2．1 O．9
且二枚貝類 L4 0．6
15。短尾亜目 1．2 α6
16．短尾亜目幼生 0．6 0．7 0．6
17。甲殻類卵 1．2 0．6
18．双翅目幼生 1．2 0．6
19。カラヌス目 2．9 O．3
20．コノハエビ目 0．6 0．3
2Lアミ目 0．6 0．3
22．グナチア亜目幼生 O．6 O．3
23．魚鱗 0．6 0．3
24．魚卵 0．6 0．3
25．不明餌生物 2．1 0．9
出現頻度計 49 285 239 570
餌生物項目数 6 22 15 25
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付表45．アベハゼの全長区分別胃内容物組成．
全長（皿皿） 6～19 20～34 35～47 計
調査個体数 22 53 43 118
空胃率（％） 4．5 9．4 9．3 8．5
1．付着藻類 4．5 15．1 20．9 15．3
冒　－　　響　　冒　　一　　噂　　曹　　■　　曹　　，　　層　　，　　甲　　甲　　■　　冒　　曹　　一　　智　　－　　曹　　9　　冒　　F　　一　　一　　一　　曽　　冒　　冒 F　　胃　　　甲　　　曹　　■　　曹　　層　　　一　　　ロ　　曹　　冒　　一　　甲　　　一　　一　　　一　　一 『　　曹　　9　　曹　　冒　　一　　冒　　『　　一　　一　　一　　冒　　層　　¶　　冒　　冒　　冒 曽　　曹　　一　　曽　　曹　　曹　　甲　　層　　一　　9　　曹　　一　　｝　　一　　冒　　，　　曹
2．枝角目 40．9 47．2 41．9 44．1
3．カラヌス目 50．0 39．6 34．9 39．8
生双翅目幼生 9．1 49．1 37．2 37．3
5．魚卵 15．1 18．6 13．6
6．甲殻類卵 18．2 1．9 4．7 5．9
7．双翅目 5．7 4．7 4．2
8．魚鱗 1．9 9．3 4．2
9．貝虫亜綱 5．7 2．5
1α陸生昆虫類 4．7 L7
1Lクモ類 2．3 0．8
12．ヨコエビ亜目 1．9 0．8
13．ゲンゴロウ類幼生 2．3 0．8
14．魚類 2．3 0．8
15．不明餌生物 38 L7
出現頻度計 27 99 79 205
館生物項目数 5 11 12 15
付表46．シマヨシノボリの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 23～49 50～75 計
調査個体数 11 27 38
空胃率（％） 0．0 3．7 2．6
1．付着藻類 1L1 7．9
一　　叫　　曾　　一　　甲　　　一　　　曹　　　一　　　■　　　冒　　，　　冒　　F　　一　　曽　　　■　　　曽　　　一　　　　　　　　　　甲　　　甲　　　曽　　一　　　陥　　　曽　　　一　　　■　　　一 ，　　冒　　甲　　一　　　　　　　　　　　　　　甲　　一　　冒　　一　　一　　一　　甲　　騨
2．双翅目幼生 90．9 85．2 86．8
3．カゲロウ目幼生 27．3 63．0 52．6
4．トビケラ目幼生 18．2 25．9 23．7
5．ヨコエビ亜目 9．1 25．9 21．1
6．ハルパクチス目 36．4 11．1 18．4
7．有扇亜目 9．1 7．4 宅9
8．カワゲラ目幼生 7．4 5．3
9．巻貝類 3．7 2．6
10．ワラジムシ亜目 3．7 2．6
11．双翅目 3．7 2．6
12．トンボ目幼生 3．7 2．6
13．ゲンゴロウ類幼生 3．7 2．6
出現頻度計 21 69 90
餌生物項目数 6 13 13
一499一
付表47．シモフリシマハゼの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 12～29 30～59 60～89 90～110 計
調査個体数 53 81 213 91 438
空胃率（％） 0．0 L2 18．8 39．6 17．6
1．緑藻綱 L9 28．4 3L9 19．8 25．12付着藻類 19．8 16．9 19．8 16．03．紅藻類 8．6 7．5 2．2 5．7
4．褐藻類 1．2 0．5 0．5
甲　o　曹　ロ　曾　7　0　曹　一　辱　辱　o　，　o　■　■　曹　，　φ　噂　■　一　曹　■　， ■　　璽　　，　　・　　■　　一　　，　　ロ　　嘔 ■　　－　曹　　響　　噌　 響　　－　　騨
響　　　響　　響　　　9　　甲
5．ヨコエビ亜目 79．2 59．3 23．9 15．4 35．4
6．ハルパクチス目 54．7 23．5 14．1 8．8 19．6ス魚類 1．2 12．2 1L　O 8．4
8．カラヌス目 4L5 1．4 2．2 6．2
9．多毛綱 3．7 8．0 5．5 5．7
10．ウミシバ類 8．6 4．2 2．2 4．1
11．魚鱗 3．7 5．2 3．3 3．9
12．アミ目 9．4 6．2 0．9 1．1 3．0
13．コノハエビ目 L2 3．3 3．3 2．5
14．タナイス目 1．9 2．5 L9 2．2 2．1
15．蔓脚亜綱 4．9 1．4 1．6
16．ミズムシ亜目 ll．3 1．2 1．6
17．貝虫亜綱 3．8 2．5 0．9 1．4
18．短尾亜目 2．8 1．4
19．クマ目 1．2 O．9 1．1 0．9
20．有扇亜目
L水生昆虫類
3．7
．7
0．5
L　l
0．9
．9
22．魚卵 1．9 0．9
23．多毛綱幼体 L9 0．9 0．7
24．巻貝類 L2 0．9 0．7
25．ワラジムシ亜目 L4 0．7
26．ワレカラ亜目 1．2 0．5 L　l 0．7
27．長尾亜目 0．5 2．2 0．7
28．二枚貝類 0．5 1．1 0．5
29．蔓脚亜綱幼生 2．5 O．5
30．ウミナナフシ亜目 1．2 0．5‘ 0．5
31．榛脚亜綱 0．5 0．2
32．グナチア亜目幼生 0．5 0．2
33．異尾亜目幼生 1．9 0．2
34．ヤムシ綱 O．5 Q．2
35．不明餌生物 3．7 4．2 L1、・ 3．0
出現頻度計 110 158 322 95 685
餌生物項目数 IQ 24 31 19 35
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付表48．チチプの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 18～29 30～49 50～79 80～122 計
調査個体数 122 239 320 127 808
空胃率（％） 0．8 3．3 8．4 10．2 6．1
1．付着藻類 9．8 17．2 20．0 18．1 17．3
2．緑藻綱 7．9 1L3 16．5 9．4
3．紅藻類 0．4 1．3 0．8 0．7
4．褐藻類 0．8 0．3 0．8 0．5
5．陸上植物片　　　　β 0．6 1．6 0．5
ーロー一ロ7■噂■o一ロー99曹，。■。甲冒甲。。 o　，　冒　F　層　曹　ρ　曹　－　o　冒　甲　嘘　■　甲　o　■ 辱　o　曹　一　，　り　ー　呼　冒　■　曹　o　曾　一　甲　層　甲 甲　一　甲　『　り　■　－　．　　　■　， 暫　P　■　噂　富　齢　g　o　　　■　－　－　曹　■　一　一
6．ヨコエビ亜目 58．2 71．5 47．5 33．9 54．1
7ハルパクチス目 81．1 61．9 7．2 33．4a有扇亜目 20．5 23．4 29．7 16．5 24．49．双翅目幼生 12．3 20．1 26．6 2L3 21．710．蔓脚亜綱幼生 13．9 28．9 8．4 0．8 14．1
1L多毛綱 0．8 8．8 15．3 19．7 1L9
12．魚類 0．4 10．6 24．4 8．2
13．トビケラ目幼生 3．8 9．7 5．5 5．8
14．ミズムシ亜目 0．8 1．7 3．4 3．1 2．5
15．ゲンゴロウ類幼生 0．8 1．7 3．8 2．4 2．5
16．短尾亜目 3．8 5．5 2．4
17．カゲロウ目幼生 0．8 O．8 3．4 3．1 2．2
18．カワゲラ目幼生 L6 2．9 0．3 O．8 L4
19．貝虫亜綱 2．5 2．2 L2
20．ワラジムシ亜目 0．4 L6 1．6 1．0
21．魚卵 2．2 0．8 1．0
22．巻貝類 L6 L6 0．9
23．カラヌス目 2．5 0．4
24．陸生昆虫類 0．4 0．3 0．8 0．4
25．コノハエビ目 L6 O．2
26．ダニ目 O．6 0．2臼
27．有孔虫目 0．8 0．1
28．ウミシバ類 0．3 0．1
29．貧毛綱 0．8 0．1
30．クモ類 0．3 O．1
31．ウオジラミ目 0．8 0．1
32．蔓脚亜綱 O．3 0．1
33．アミ目 0．4 O．1
34．ウミナナフシ亜目 0．8 0．1
35．ヘビトンボ類幼生 0．3 0．1
36．ヤムシ綱 G．3 o．1
37．不明餌生物 0．8 0．8 L6 O．6
出現頻度計 255 610 682 235 1778
餌生物項目数 16 20 29 25 37
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付表49．アカオビシマハゼハゼの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 13～29 30～59 60～84 計
調査個体数 33 140 41 214
空胃率（％） 6．1 0．7 4．9 2．3
1．緑藻綱 14．3 24．4 14．O
2．付着藻類 3．0 、5．7 4．9 5．1
曹　　ロ　　甲　　　曹　　曹　　■　　曹　　甲　　　－　　　一　　9　　曹　　』　　一　　，　　一　　■　　　曽　　一　　甲　　曾　　曹　　9　　　一　　曹　　一　　冒　　一　　　一　　一 曹　　9　　　一　　一　　曹　　　曹　　9　　　甲　　　曹　　9　　　一　　¶　　曹　　曹　　幽　　　一　　　一 臼　　一　　一　　ロ　　・　一　　甲　　『　　曹　　一　　一　　，　　冒　　一　　－　　一　　” 一　　　甲　　　9　　　一　　　甲　　　－　　曾　　曹　　曹　　一　　　一　　　冒　　　ρ　　　一　　雪　　　り　　■ 一　　一　　P　　曹　　臼　　一　　ロ　　ー　　，　　騨　　響　　■　　一　　一　　曹　　9　　－　　9
3．ヨコエビ亜目 63．6 87．1 68．3 79．9
生ハルパクチス目 66．7 57．9 17．1 51．4
5．多毛綱 25．0 4L5 24．3
6．ワレカラ亜目 3．0 22．9 19．5 19．2
7、タナイス目 15．2 15．7 7．3 14．O
8．ウミグモ綱 15．0 19．5 13．6
9．カラヌス目 24．2 12．1 2．4 12．1
10．ミズムシ亜目 12．1 11．4 9．8 ll．2
lL蔓脚亜綱幼生 6．1 12．9 9．3
12．貝虫亜綱 6．1 10．7 2．4 8．4
13．蔓脚亜綱 3．6 29．3 7．9
14．ウミシバ類 5．O 7．3 4．7
15．クマ目 3．0 5．O 3．7
16．短尾亜目幼生 3．O 4．3 2．4 3．7
17．ワラジムシ亜目 3．0 2．1 7．3 3．3
18．榛脚亜綱 6．1 2．1 2．3
19．グナチア亜目幼生 3．6 2．3
20．甲殻類卵 0．7 7．3 1．9
2Lホヤ類 9．8 1．9
22．ウミナナフシ亜目 1．4 2．4 1．4
23．長尾亜目 L4 2．4 工．4
24．魚類 0．7 4．9 L4
25．魚鱗 2．1 L4
26．多毛綱幼体 1．4 0．9
27．二枚貝類 0．7 2．4 O．9・
28．ウオジラミ目 0．7 2．4 0．9
29．グナチア亜目 L4 0．9
30．異尾亜目幼生 0．7 2．《 0．9
3L短尾亜目 4．9 α9
32．イソギンチャク類 0．7 O．5
33．巻員類 3．0 0．5
34．二枚貝類幼生 0．7 0．5
35．クモ類 2．4 O．．5
36．コノハエビ目 3．0 0．5
37．ヘラムシ亜目 0．7 0．5
38．有扇亜目 O．7 0．5
39双翅目幼生 3．0 0．5
40．不明餌生物 L4 0．9
出現頻度計 74 465 125 664
餌生物項目数 16 34 25 40
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付表50．ナベカの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 17～29 30～77 計
調査個体数 11 10 21
空胃率（％） 9．1 10．0 9．5
1．付着藻類 10．0 4．8
－　一　甲　冒　，　一　■　卿　▼　■　冒　一　■　冒　甲　一　曹　餉　一　一　，　一　曹　，　一　冒　『　▼　ロ　響 ワ　　ー　　冒　　，　　一　　，　　F　　，　　一　　曽　　曽　　7　　一　　曹　　曹　　冒　　． 曹　　甲　　・　　一　　曹　　　，　　　一　　　P　　，　　層　　一　　　F　　冒　　曹　　　冒　　冒　　　一 一　　　　r　　ロ　　“　　曽　　，　　一　　響　　一　　｝　　一　　曹　　，　　一　　一　　響
2．ハルパクチス目 72．7 30．0 52．4
3．ヨコエビ亜目 45．5 50．0 47．6
4．蔓脚亜綱 9．1 5G．0 28．6
5．ミズムシ亜目 18．2 20．O 19．0
6．多毛綱 40．0 19．0
7．双翅目幼生 30．0 14．3
8．カラヌス目 9．1 4．8
9．有扇亜目 10．0 4．8
3
出現頻度計 17 24 41
餌生物項目数 5 8 9
付表51．フサギンポの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 119～199200～299300～425 計
調査個体数 6 81 10 97
空胃率（％） 50．0 39．5 40．O 40．2
1．緑藻綱 4．9 4．1
r　甲　曹　F　曹　一　甲　甲　甲　冒　．　騨　一　一　曹　冒　・　一　9　冒　甲　臼　一　一　厘　｝　▼　曹　冒　一 r　　7　　　冒　　一　　一　　”　　一　　　一　　一　　一　　　響　　『　　冒　　A　　一　　一　　停 7　　響　　，　　　，　　一　　9　　，　　，　　響　　　F　　F　　騨　　騨　　　一　　　専　　9　　9 ，　　一　　一　　曽　　冒　　一　　一　　■　　7　　一　　曹　　ロ　　曹　　甲　　一　　騨　　曹 曽　　－　　一　　曹　　冒　　一　　讐　　甲　　曹　　，　　一　　一　　ロ　　ロ　　冒　　冒　　｝　　■
2．八腕目 33．3 23．5 30．0 24．7
3．魚類 13．6 10．0 12．4
4。ウミウシ類 13．6 1L3
5．十腕目 6．2 10．0 6．2
6．多毛綱　・ 4．9 10．0 5．2
7．二枚貝類水管 3．7 3．1
8．イソギンチャク類 16．7 L2 2．1
9．ハルパクチス目 2．5 2．1
10．ナマコ綱 2．5 2．1
11．巻貝類 10．0 LO
12．クマ目 ‘　L2 1．0
1aヨコエビ亜目 ・L2 L　O
14．長尾亜目 1．2 ！．0
15．不明餌生物 L2 1．0
出現頻度計 3 66 7 76
餌生物項目数 3 14 5 15
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付表5乞ムスジガジの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 11～29 30～99 100～141 計
調査個体数 12 43 67 122
空胃率（％） 33．3 1L6 46．3 32．8
L付着藻類 2．3 3．0 2．5
2．緑藻綱 3．0 L6
■　　曹　　曹　　■　　一　　一　　甲　　，　　，　　甲　甲　　，　　冒　　甲　　曹　　曹　　■　　一　　■　　　　一　　■　　曹　　一　　一　　一　　一　　響　　■ 一　　一　　一　　一　　胃　　，　　一　　一　　一　　臼　　一　　騨　　辱　　曾
3．ヨコエビ亜目 8．3 58．1 23．9 34．4
4．多毛綱 44．2 19．4 26．2
5．有扇亜目 16．3 6．0 9．0
6．カラヌス目 50．0 2．3 1．5 6．6
7．アミ目 9．3 6．0 6．6
8．ハルパクチス目 16．7 7．O 3．0 5．7
9．魚類 4．7 7．5 5．7
lO．コノハエビ目 7．0 2．5
lLヘラムシ亜目 4．7 1．5 2．5
12．長尾亜目 4．7 L5 2．5
13．二枚貝類 3．0． 1．6
14．ワレカラ亜目 4．7 1．6
15．短尾亜目 3．0 L6
16．双翅目幼生 2．3 1．5 1．6
17．魚鱗 2．3 1．5 1．6
18．巻貝類 1．5 0．8
19タナイス目 2．3 0．8
20．グナチア亜目幼生 2．3 O．8
21．アナジャコ上科 2．3 O．8
22．ヤドカリ科 L5 0．8
23．甲殻類卵 2．3 0．8
24．不明餌生物 2．3 0．8
出現頻度計 9 78 59 146
餌生物項目数 3 19 17 24
付表53．ダイナンギンポの全長区分別胃内容物組成．
全　長（㎜） 35～49 50～99 100～309 計
調査個体数 7 60 9 76、
空胃率（％） 0．0 1．7 22．2 3．9
L付着藻類 3．3 11．1 3．9
2．紅藻綱 1．7 L3
，　9　　一　　・　　一　　－　　甲　　一　　甲　　甲　　｝　　，　　曹　　一　　ロ　　ー　　■　　一　　■　　，　　臼　　一　　－　　一　　甲　　P　　曾　　，　　曽　　曹 曹　　冒　　一　　甲　　早　　曾　　曹　　一　　一　　一　　一　　一　　－　　曹　　曹　　　　一
3．ヨコエビ亜目 100．O 80．0 33．3 76．3
4．ハルパクチス目 71．4 60．0 53．9
5．有扇亜目 14．3 35．O 1L1 30．3
6．多毛綱 14．3 28．3 22．2 26．3
7．ミズムシ亜目 5．0 3．9
8．ワレカラ亜目 5．0 3．9
（続く）
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付表53．　（続き）
全　長（㎜） 35～49 50～99 100～309 計
9短尾亜目
0．二枚貝類
1．甲殻類卵
2．貝虫亜綱
3。ウミナナフシ亜目
4．長尾亜目
5．短尾亜目幼生
6．不明餌生物
14．3
3．3
．7
．3
71．7
1L　l
L　l
L　l
1．1
3．9
．6
．6
．3
．3
．3
．3
．3
出現頻度計
生物項目数
15 138
3
11 164
6
付表54．タケギンポの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 10～29 30～79 80～149 150～220 計
調査個体数 32 214 264 257 767
空胃率（％） 34．4 1．9 16．3 47．9 23．6
L緑藻綱 0．5 L9 7．0 3．1
2．不明海藻類 α5 L9 0．8 1．0
3．紅藻類 1．1 0．4
4．アマモ類 0．4 O．1
，　一　　臼　　甲　　甲　　7　　冒　　冒　　ロ　　■　　ρ　　η　　曹　　胃　　冒　　冒　　曹　　一　　一　　7　　冒　　，　　－　　一　　■　　■　　『　　冒　　ロ　　ー 冒　　曹　　ロ　　曽　　甲　　曹　　一　　曽　　冒　　曹　　一　　層　　曹　　ロ　　ー　　冒 胃　　曹　　一　　，　　一　　曹　　曽　　一　　7　　9　　一　　，　　－　　冒　　一　　申 －　冒　曾　曹　冒　，　冒　甲　一　曹　曹　甲　，　曹　甲　ヂ　冒
5．ヨコエビ亜目 75．7 73．9 26．8 55．5
6．ハルパクチス目 15．6 86．4 48．5 22．2 48．9
7．ワレカラ亜目 12．6 27．7 1L7 16．9
8．有扇亜目 7．9 18．9 10．1 12．1
9．タナイス目 14．0 9．1 3．9 8．3
10．カラヌス目 53．1 12．1 0．8 5．9
lLクマ目 4．2 6．1 2．3 4．0
12．多毛綱 2．8 4．9 2．7 3．4
13．貝虫亜綱 3．3 5．7 1．2 3．3
14．グナチア亜目幼生 5．6 2．7 0．4 2．6
15．巻貝類 α5 4．9 1．9 2．5
16。ミズムシ亜目 7．9 0．8 2．5
17．アミ目 49 1．9 0．8 2．2
18．短尾亜目幼生 2．3 4．2 2．1
19．魚類 L1 4．7 2．0
20．二枚貝類 L9 1．6 L2
2Lウオジラミ目 O．8 2．3 L　O
22．長尾亜目 0．5 1．9 0．8 1．0
23．コノハエビ目 0．5 1．1 L2 0．9
24．魚卵 O．8 L6 O．8
25。ヘラムシ亜目 1．5 0．4 0．7
26．甲殻類卵 1．4 0．8 0．7
27．橦脚亜綱 0．5 L1 0．5
28．短尾亜目 0．8 0．8 0．5
（続く）
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付表54．（続き）
全長（㎜） 10～29 30～79 80～149 150～220 計
29．双翅目幼生
0．魚鱗
Lウミグモ綱
2．アナジャコ上科
3．ウミシバ類
4．ウミナナフシ亜目
5．水生昆虫類
O．5
1．5
．8
．8
．8
．4
．4
．4
O．4
0．5
．5
．3
．3
．1
．1
．1
出現頻度計
生物項目数
22 523
1
611
4
272
3
1428
35
付表55．ギンポの全長区分別胃内容物組成．
全　長（㎜） 26～49 50～95 159～249250～334 計
調査個体数 109 110 105 195 519
空胃率（％） 6．4 2．7 51．4 60．5 35．0
L緑藻綱 0．9 3．8 5．1 2．9
2．付着藻類 5．7 2．1 1．9
3．紅藻類 L　O 0．5 0．4
一　厨　一　．　傅　口　■　・　一　■　－　層　9　■　冒　9　，　冒　9　一　，　曹　－　『　■　曹　，　■　曹 臨　　囎　　一　　一　　r　　曹　　甲　　曹　　甲　　－
一　　一　　曾　　一　　一　　一　　，　　曽　　一　　曾　　P　　？　　－　　一　　－
4．ハルパクチス目 83．5 83．6 16．2 7．7 4L3
5。ヨコエビ亜目 45．9 79．1 18．1 11．3 34．3
6．ワレカラ亜目 3．7 22．7 6．7 5．1 8．8
7．有扇亜目 2．7 1L4 15．4 8．7
8．タナイス目 1．8 17．3 0．5 4．2
9巻貝類 0．9 3．8 7．7 3．8
1α長尾亜目 0．9 2．9 7．7 3．7
11．カラヌス目 ll．9 1．8 2．9
12．クマ目・ 2．8 7．3 1．0 2．5
13。多毛綱 O．9 2．9 2．6 1．7
14．短尾亜目 3．9 0．5 1．0
15．魚類 L　O 2．1 1．0
16．魚鱗 O．9 1．9 1．0 1．0
17．二枚員類 1．8 L9 0．8
18．アミ目 3．6 0．8
19．ミズムシ亜目 0．9 1．8 0．6
20．陸生昆虫類 0．9 L8 0．6
2L貝虫亜綱 1．8 0．4
22．ウオジラミ目 1．9 0．4
23．甲殻類卵 1．0 0．5 0．4
24．魚卵 L9 0．4
25．十腕目 O．5 0．2
26．ダニ目 0．9 0．2
27．蔓脚亜綱 O．9 0．2
28．アナジャコ上科 0．5 0．2
（続く）
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付表55．　（続き）
全　長（㎜） 26～49 50～95 159～249250～334 計
29．ヤドカリ科
0．双翅目幼生
1．不明餌生物
O．98
0．5
．5
0．2
．2
．6
出現頻度計
生物項目数
169
2
254
7
90
7
142
0
655
1
付表56．メバルの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 23～49 50～99 100～149150～190 計
調査個体数 76 233 139 42 490
空胃率（％） 5．3 26．6 32．4 54．8 27．3
1．紅藻類 L4 0．4
2．付着藻類 0．4 0．7 0．4
3．緑藻綱 0．7 0．2
■　一　一　曹　“　7　7　－　■　，　，　一　曹　冒　一　一　一　冒　一　響　，　冒　曹　曽　¶　甲　冒　一　冒　曹 －　　冒　　冒　　層　　r　　　甲　　－　　一　　｝　　臼　　　一　　　曽　　■　　　曹　　隔　　曽　　　■ ■　　　，　　，　　胃　　『　　冒　　一　　　▼　　『　　一　　一　　一　　｝　　曹　　曹　　暫　　冒 曹　　，　　曹　　　曹　　一　　　r　　　曹　　　曹 一　　－　　一　　　一　　　冒　　－　　　一　　冒　　　曹　　曹　　　一　　　一　　　曾　　　曽　　　r　　曹　　層 曹　　冒　　層　　『　　▼　　　雪　　一　　　－　　　曹　　甲　　　響　　一　　－　　　，　　曹　　　r　　　魎　　　■
4．ヨコエビ亜目 30．3 38．2 25．2 7．1 30．6
巳カラヌス目 50．O 25．8 4．3 21．2
6．ハルパクチス目 50．0 13．7 4．3 15．5
7．アミ目 3．9 20．2 15．8 2．4 14．9
8．コノハエビ目 14．2 16．5 9．5 12．2
9．有扇亜目 L3 10．7 15．8 26．2 12．0
10．異尾亜目幼生 28．9 6．0 7．9 9．6
11．魚鱗 5．3 6．0 5．0 14．3 6．3
12．魚類 1．3 5．2 9．4 4．8 5．7
13．クマ目 14．5 4．3 3．6 2．4 5．’5
14．貝虫亜綱 L3 7．7 2．9 2．4 4．9
15．長尾亜目 2．6 3．0 7．9 4．8 4．5
16．クナイス目 7．9 4．3 0．7 3．5
17．短尾亜目幼生 5．3 3．9 2．2 3．3
18．ヤムシ綱 2．6 5．8 2．9
19．多毛綱 L3 4．3 7．1 2．4
20．巻貝類 2．6 0．7 2．4 1．6
21．グナチア亜目幼生 1．3 2．1 0．7 1．4
22．ワレカラ亜目 O．4 2．2 0．8
23．二枚貝類幼生 1．3 0．4 0．4
24．ウオジラミ目 O．4 0．2
25．ウミナナフシ亜目 0．4 0．2
26．オキアミ目 O．7 0．2
27．短尾亜目 0．7 α2
28．魚卵 0．4 0．2
出現頻度計 156 406 194 35 791
餌生物項目数 14 24 24 11 28
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付表57．タケノコメバルの全長区分別胃内容物組成．
全長（mm） 52～99 100～210 計
調査個体数 30 23 53
空胃率（％） 30．0 65．2 45．3
L紅藻類 4．3 1．9
』　　卿　　甲　　一　　曹　　冊　　曹　　曹　　曹　　一　　冒　　9　　　－　　F　　ロ　　9　　ロ　　曹　　一　　臼　　一　　9　　曹　　曹　　9　　　■　　一　　■　　　甲　　冊
．魚類
”　　一　　一　　『　　，　　　曹　　一　　一　　　r　　一　　一　　　一　　一　　　一　　響　　一　　　響
30．0
■　　　曹　　一　　曽　　　一　　　ロ　　■　　　一　　』　　一　　早　　一　　　一　　　一　　　r
2L7
一　　　一　　　曹　　　一　　曹　　臨　　9　　曹　　曹　　一　　　一　　　騨　　一　　　F　　　曹　　　曹　　■　　■
26．4
3．ヨコエビ亜目 26．7 4．3 17．0
4．長尾亜目 13．3 7．5
5．多毛綱 10．0 5．7
6．貝虫亜綱 10．0 5．7
7．タナイス目 10．O 5．7
8．ハルパクチス目 6．7 3．8
9．アミ目 6．7 3．8
10．クマ目 6．7 3．8
11．短尾亜目 8．7 3．8
12．コノハエビ目 3．3 1．9
13．ワレカラ亜目 3．3 L9
14．ヤドカリ科 4．3 1．9
15．異尾亜目幼生 33 L9
出現頻度計 39 10 49
餌生物項目数 12 5 15
付表58．クジメの全長区分別胃内容物組成．
全　長（㎜） 35～49 50～199 200～275 計
調査個体数 54 18 28 100
空胃率（％） 18．5 11．1 32．1 21．0
1．緑藻綱 5．6 10．7 4．0
2。紅藻類 7．1 2．Q
一　　　田　　，　　曹　　曹　　冒　　，　　　，　　9　　曹　　　一　　曹　　曹　　一　　　甲　　　一　　畠　　　一　　　一　　一　　　一　　，　　，　　，　　，　　曹　　■　　　一　　　■　　　曹 甲　　　闇　　　胃　　¶　　曹　　9　　9　　9　　　．　　　一　　一　　一　　　一　　　F　　一　　，　　曹 9　　　曹　　一　　　？　　一　　－　　　曾　　■　　　，　　－　　　■　　　一　　　一　　　一　　　P　　”　　　” ，　　，　　冒　　畠　　一　　一　　甲　　，　　9　　9　　一　　一　　F　　－　　層　　一　　■　　一
3．ハルパクチス目 68．5 44．4 3．6 46．O
4．ヨコエビ亜目 3L5 88．9 35．7 43．O
5．多毛綱 44．4 14．0
6．カラヌス目 16．7 11．1 1LO
7．有扇亜目 3．7 27．8 14．3 11．0
8．長尾亜目 1．9 11．1 21．4 9．0
9．ワレカラ亜目 1．9 33．3 3．6、 8．0
10．短尾亜目 L9 5．6 2L4 8．0
11．貝虫亜綱 5．6 7．1 3．0
12．クマ目 1．9 lL1 3．0
13．ウミシバ類 5．6 3．6 2．0
14．タナイス目 1．9 5．6 2．O
15．ウミナナフシ亜目 1L1 2．0
16．ミズムシ亜目 5．6 3．6 2．0
（続く）
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付表58．　（続き）
全　長（㎜） 35～49 50～199 200～275 計
17．ヘラムシ亜目
8．短尾亜目幼生
9．魚類
0．アミ目
1．グナチア亜目幼生
2．双翅目幼生
3．不明餌生物
1．9
5．6
L1
．6
．6
．6
3．6
．6
．1
2．0
．0
．0
．0
．O
　O
．0
出現頻度計
生物項目数
71
0
63
0
47
5
181
3
付表59．アイナメの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 30～59 60～119 120～lgg200～342 計
調査個体数 46 100 112 80 338
空胃率（％） 2．1 3．0 8．9 16．3 8．0
1．緑藻綱 2．0 8．0 11．3 5．9
2．付着藻類 2．O 5．4 2．5 3．3
3．紅藻類 1．0 L8 2．5 1．5
4．褐藻類 1．3 0．3
5．アマモ類 L3 0．3
6．陸上植物片 O．3 Q．3
『　甲　　7　　一　　冒　　曹　　η　　『　　臼　　一　　曹　一　　一　　一　　9　　一　　一　　7　　騨　　■　　曹　一　　ロ　　■　　■　　一　　曹　　曹　　，　　冒 9　　9　　甲　　－　　一　　冒　　一　　9　噸　　冒　　曹　　曹　 9　　一　　胃　　冒　　， 層　　冒　　一　　冒　　■　　｝　　一　　冒　　9　　■　　｝　　甲　　曾　　曹　　，　　一　　曽 噂　　－　　曹　　，　　甲　　榊　　一　　■　　一　　一　　冒　　－　　曹　　一　　一　　冒　　甲 層　　　　　　　　　　　　－　　一　　｝　　一　　騨　　ロ　　’　　一　　甲　　－　　響　　一 7　　－　　一　　一　　一　　冒　　曹　　甲　　－　　一　　響　　曹　　一　　一　　，　　曽　　冒　　■
7，ヨコエビ亜目 71．7 87．0 24．1 10．0 45．9
8．長尾亜目 10．9 16．O 42．0 36．3 28．7　『
9．ハルパクチス目 76．1 48．0 3．6 2517
10．短尾亜目 17．0 29．5 22．5 20．1
1L多毛綱 10．9 24．0 23．1 8．8 19．5
12．魚類 4．3 10．0 19．6 33．8 17．5
13．アミ目 19．6 27．0 8．0 1．3 13．6
14．クマ目 30．4 20．0 10．1
15．タナイス目 6．5 30．0 9．8
16．有扇亜目 2．2 5．G 17．0 8．8 9．5
17．貝虫亜綱 6．5　． 21．0 1．8 宅7
18．椀脚亜綱 6．5 21．0 7．1
19．ワレカラ亜目 15．2 12．0 4．5 τ1
20．カラヌス目 32．6 5．0 5．9
21．ヤドカリ科 5．0 3．6 13．8 5．9
22．グナチァ亜目幼生 10．9 9．0 O．9 4．4
23．ウミナナフシ亜目 5．0 5．4 3．3
24．巻貝類 2．0 3．6 2．5 2．4
25．アナジャコ上科 2．0 4．5 2．1
26．異尾亜目幼生 10．9 1．0 1．8
27．二枚貝類 2．7 2．5 1．5
28．十腕目 0．9 5．0 1．5
（続く）
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付表59．　（続き）
全　長（㎜） 30～59 60～119 120～19 200～342 計
29．ミズムシ亜目
0．長尾亜目幼生
1．水生昆虫類
2．魚卵
3．魚鱗
4．ウミシバ類
5．クラゲ類
6．コノハエビ目
7．ヘラムシ亜目
8．オキアミ目
9．短尾亜目幼生
0．甲殻類卵
1．多毛綱卵塊
2．ウミグモ綱
3．枝角目
4．ウオジラミ目
5．蔓脚亜綱幼生
6．クラゲノミ亜目
7．ナマコ綱
2．2
．3
．3
．3
．2
2．0
．0
．O
．O
0．9
．8 1．3
．3
1．2
．2
出現頻度計
生物項目数
153
0
393
8
249
8 ！348
929
7
付表60．マゴチの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 73～179 180～316 計
調査個体数
胃率（％）
26
2．3
　6
6．7
32
6．9
1．魚類
．アミ目
．長尾亜目
42．3
5．4
．8
33．3 40．6
2．5江
．1
出現頻度計
生物項目数
16 21 18
付表6Lイソバテングの全長区分別胃内容物組成
全　長（㎜） 23～39 40～84 120～205 計
調査個体数
胃率（％）
53
．0
41
．0
　8
5．0
102
．O
■　　一　　冒　　』　　，　　，　 ■　　■　　■　　ロ　　ロ　　曹　　■　　■　　9　　一　　一
．ヨコエビ亜目
雪　　曹　　冒　　9　　曹　　曹　　一　　臼　　印　　，　　，　　一　　曹　　曹　　一　　響　　一
86．8
　2．4，　一　　騨　　『　　曹　　臼　　傅　　曹　　帽　　臼　　，　　9
95．1
■　　　』　　一　　，　　　曹　　　一　　　一　　F　　－　　　－　　　一　　　■
37．5
LO
　　一　　一　　曹　　曹　　一　　9　　盛　　甲　　甲　　，　　■
6．3
（続く）
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付表6L　（続き）
全　長（㎜） 23～39 40～84 120～205 計
3。ハルパクチス目 60．4 12．2 36．3
4．有扇亜目 11．3 24．4 25．0 17．6
5．クマ目 7．5 12．2 8．8
6．アミ目 1．9 4．9 25．0 4．9
7．長尾亜目 2．4 50．0 4．9
8．貝虫亜綱 1．9 7．3 3．9
9．ワレカラ亜目 5．7 2．4 3．9
10．魚類 3．8 2．0
U．榛脚亜綱 2．4 12．5 2．O
12．タナイス目 3．8 2．0
13。ヤムシ綱 L9 25．0 2．0
14．多毛綱 2．4 LO
15．巻貝類 12．5 LO
16．カラヌス目 2．4 1．O
17．グナチア亜目幼生 2．4 1．0
18．短尾亜目 1．9 LO
出現頻度計 99 71 15 185
餌生物項目数 11 13 7 18
付表62．サラサカジカの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 11～29 30～59 60～96 計
調査個体数 23 15 15 53
空胃率（％） 0．0 0．0 0．O 0．0
L不明海藻類 6．7 13．3 5．7
一　噌　一　一　曹　曽　餉　冒　冒　曹　層　『　層　，　臼　曹　一　甲　一　臼　一　曹　曹　■　ロ　ロ　曹　ロ　ー　一 一　　曹　　P　　曹　　9　　一　　　，　　　r　　7　　一　　ロ　　ロ　　ー　　　，　　一　　　ロ　　ー ・　　甲　　r　　一　　甲　　　一　　一　　』　　7　　一　　ロ　　冒　　曹　　　曹　　一　　冒　　， 曹　　一　　　■　　　■　　　一　　　曾　　　一　　　一　　曹　　，　　　一　　　ロ　　9　　　臼　　9　　　ロ　　， 冒　　　・　　　一　　F　　　▼　　一　　冒　　　騨　　　冒　　　冒　　層　　層　　　冒　　　■　　　一　　　臼　　　9　　一
2．ヨコエビ亜目 30．4 93．3 86．7 64．2
3．ハルパクチス目 56．5 46．7 6．7 39．6
4．有扇亜目 26．7 86．7 32．1
5．カラヌス目 69．6 30．2
6．多毛綱 17．4 13．3 20．0 17．O
7．短尾亜目 13．3 33．3 13．2
8．貝虫亜綱 4．3 26．7 9．4
9．グナチア亜目幼生 6．7 26．7 9．4
10．タナイス目 ．4．3 6．7 3．8
11．グナチア亜目 13．3 3．8
12．双翅目幼生 13．3 3．8
13．枝角目 4．3 L9
14．コノハエビ目 6．7 L9
15．アミ目 6．7 L9
16．クマ目 6．7 L9
17．ミズムシ亜目 4．3 L9
18．ワレカラ亜目 6．7 L9
19．魚鱗 6．7 L9
出現頻度計 44 40 46 130
餌生物項目数 8 11 12 19
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付表63．　ギスカジカの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 16～39 40～99 100～199200～375 計
調査個体数 46 100 ll2 80 274
空胃率（％） 0．0 27．2 22．0 2L4 2Q．1
1．緑藻綱
置
2．6 2．4 11．4 4．4
2．褐藻類 L8 1．4 1．1
3．不明海藻類 O．9 1．4 0．7
『　『　　一　　一　　■　　一　　一　　層　　一　　冒　　昌　　冒　　冒　　，　　ロ　　ー　 一　　臼　　甲　　ロ　　曹　　ロ　　ー　　一　　，　　一　　一　　一　　　　層 曹　　－　　一　　，　　■　　－　　一　　騨　　曹　　冒　　曹　　一　　一　　曽　　一　　，　　－ 一　　　一　　　，　　　齢　　曽　　　一　　一　　曹　　畠　　冒　　　一　　　一　　　一
冒　一　曹　曹　一　一　馳　．　早　曹　曹　甲　一　曾　－　一　榊　－
4．魚類 16．3 29．8 56．1 62．9 39．8
5．短尾亜目 8．2 30．7 46．3 42．9 32．1
6．ヨコエビ亜目 75．5 36．8 生9 2．9 30．8
7．長尾亜目 6．1 3．5 22．0 12．9 9．1
8．ハルパクチス目 34．7 0．9 6．6『
9．有扇亜目 10．2 7．0 2．4 L4 5．5
10．クマ目 18．4 2．6 4．4
lL貝虫亜綱 6．1 7．0 4．0
12．多毛綱 7．0 2．4 3．3
13．タナイス目 2．0 4．4 2．2
14．ワレカラ亜目 6．1 2．6 2．2
15．アナジャコ上科 2．4 4．3 1．5
16．椀脚亜綱 6．1 L　l
17．巻貝類 1．8 0．7
18．コノハエビ目 0．9 2．4 O．7
19．アミ目 L8 0．7
20．双翅目幼生 2．0 0．9 0．7
2L蔓脚亜綱 0．9 0．4
22．カラヌス目 2．0 0．4
23．ヘラムシ亜目 0．9 0．4
24．異尾亜目幼生 0．9 0．4
25．甲殻類卵 2．0 ・O．4
26．陸生昆虫類 0．9 0．4
出現頻度計 96 167 58 99 420
餌生物項目数 14 22 9 9 26
付表64．アサヒアナハゼの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 21～39 40～79 80～119 120～160 計
調査個体数 90 114 264 84 552
空胃率（％〉 O．0 2．6 15．2 13．1 9．8
1．緑藻綱 L8 1LO 22．6 9．1
2．褐藻類 0．9 0．4 0．4
3．不明海藻類 2．6 O．8　． 3．6 L4
『　曹　　■　　一　　一　　曹　　ロ　　ー　　一　　曹　　■　　曹　曾　　■　　『　　騨　　『　　－　　．　　騨　　り　　9　　曹　　曽　　一　　一　　層　　9　　一　　一 曹　　一　　？　　P　　曹　　一　　，　　，　　一　　r　　冒　　9　　曹　　り　　曹　　曹　　一 ’　甲　－　．　一　一　“　9　－　－　曹　一　一　，　9　－　一 曹　　甲　　騨　　一　　一　　一　　騨　　，　　一　　一　　，　　■　　一　　甲　　，　　9　　曹 一　，　一　？　畠　甲　響　，　一　一　一　冒　一　9　曾　一　曹 層　　9　　－　　p　　■　　』　　一　　－
4．ヨコエビ亜目 74．4 74．6 2L6 14．3 40．05．魚類 1．1 15．8 54．9 67．9 40．06．ハルパクチス目 86．7 38．6 2．7 1．2 23．6
（続く）
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付表64．　（続き）
全　長（㎜） 21～39 40～79 80～119 120～160 計
7．アミ目 2．2 28．1 2L2 9．5 17．8
8．長尾亜目 3．5 15．5 17．9 10．9
9．ワレカラ亜目 2．2 35．1 4．5 2．4 10．1
10．多毛綱 21．9 4．9 4．8 7．6
1Lタナイス目 2．2 24．6 5．4
12．有扇亜目 5．6 7．9 4．2 2．4 4．9
13．クマ目 10．0 10．5 1．1 4．3
14．短尾亜目『 0．9 3．4 10．7 3．4
15．グナチア亜目幼生 2．2 6．1 L9 2．5
16．カラヌス目 5．6 53 O．8 2．4
17．巻貝類 30 2．4 1．8
18．貝虫亜綱 3．3 6．1 L8
19．榛脚亜綱 3．3 1．8 O．9
20．十腕目 0．8 3．6 0．9
21．コノハエビ目 1．5 0．7
22．ウオジラミ目 0．9 0．8 O．5
23．ヘラムシ亜目 O．9 0．4 0．4
24．アナジャコ上科 0．4 1．2 0．4
25異尾亜目幼生 0．9 0．4 0．4
26．ウミナナフシ亜目 O．4 0．2
27．ワラジムシ亜目 0．4 O．2
28．短尾亜目幼生 0．4 0．2
29．陸生昆虫類 0．4 0．2
30．不明餌生物 1．8 L5 L1
出現頻度計 179 331 420 138 1068
餌生物項目数 12 22 27 14 30
付表65．クサウオの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 25～99 100～199200～299300～455 計
調査個体数 27 53 18 20 118
空胃率（％） 0．0 24．5 5．6 5．O 12．7
1．緑藻綱 7．4 3．8 10．0 5．1
a陸上植物片 11．1 L7
3．紅藻類 5．0 0．8
■　，　冒　辱　響　冒　甲　冒　智　，　一　，　曾　曹　ロ　F　曹　ロ　ー　曹　ロ　『　曹　η　甲　『　一　｝　．　9 －　　　，　　臼　　－　　一　　一　　一　　一　　甲　　響　　響　　F　　孕　　塵　　一　　　一　　4 甲　　，　　，　　”　　一　　　一　　　一　　，　　甲　　曹　　9　　層　　甲　　一　　一　　－　　　響 8　　　，　　一　　　，　　　一　　　一　　　■　　　冒　　▼　　曹　　一　　曹　　　一　　　甲　　層　　　騨　　　層 一　　曹　　　冒　　　駆　　9　　　響　　曹　　『　　　F　　甲　　■　　　冒　　　冒　　　一　　胴　　冒　　　冒 『　　一　　一　　一　　　－　　　”　　　，　　一　　冒　　冒　　　騨　　甲　　　■　　　曹　　冒　　　甲　　｝　　　■
4．魚類 25．9 22．6 88．9 95．O 45．8
5．ヨコエビ亜目 85．2 45．3 39．8
6．長尾亜目 22．2 7．5 38．9 35．0 20．3
7．ハルパクチス目 37．O 22．6 18．6
8．ワレカラ亜目 25．9 5．7 8．5
9．アミ目 14．8 5．7 5．9
lO．十腕目 3．8 5．6 5．0 3．4
11．魚卵 ε7 5．0 3．4．
12．巻貝類 5．7 2．5
（続く）
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付表65．　（続き）
全長（㎜） 25～99 100～199200～299300～455 計
13．コノハエビ目
4．短尾亜目
5．魚鱗
6．カラヌス目
7．蔓脚亜綱幼生
8．クマ目
9．有扇亜目
0．ヤドカリ科
3．7
．7
．7
3．8
．8
9
11．1
5．0
L7
出現頻度計
生物項目数
62
0
73
3
28 32 195
0
付表66．ハタタテヌメリの全長区分別冑内容物組成．
全　長（㎜） 23～49 50～99 100～147 計
調査個体数 11 20 12 43
空胃率（％） 9．1 O．0 66．7 20．9
L緑藻綱 5．0 2．3
・　　臼　　一　　一　　甲　　雪　　■　　臼　　一　　一　　一　　甲　　一　　，　　，　　曽　　聖　　－　　－　　，　　一　　r　　，　　”　　臼 －　　　曽　　一　　　一　　闇　　　　　　9　　　曹　　　一　　一　　一　　早　　曹　　一　　　一　　　一
一　　　一　　曹　　　一　　甲　　9　　　9　　　冒
2．ハルパクチス目 81．8 60．0 8．3 5L2
3．ヨコエビ亜目 45．5 65．0 25．0 48．8
4．貝虫亜綱 36．4 55．0 34．9
5．多毛綱 27．3 35．0 16．7 27．9
6．クマ目 18．2 20．0 8．3 16．3
7．二枚貝類 15．0 16．7 王L6
8．グナチァ亜目幼生 9．1 20．0 n．6
9．カラヌス目 18．2 ！0．0 9．3
lO．ウミグモ綱 10．0 8．3　‘ 7．0
1L巻貝類 10．O 4．7
12．椀脚亜綱 9．1 5．0 4．7
13．ワレカラ亜目 10．0 4．7
14．タナイス目 5．O 2．3
15．双翅目幼生 5．0 2．3、・
16．ワラジムシ亜目 9．1 2．3
17。魚卵 8．3 2．3
18．不明餌生物 5．0 2．3
出現頻度計 28 67 11 106
餌生物項目数 9 16 7 18
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付表67．イシガレイの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 14～49 50～99 100～149150～209 計
調査個体数 124 93 116 40 373
空胃率（％） 1．6 19．4 32．8 67．5 22．8
1．緑藻綱 L　l 6．9 2．4
2．紅藻類 1．1 0．3
曾　　　冒　　冒　　曹　　9　　　曹　　曹　　　一　　　■　　　7　　冒　　一　　　▼　　一　　一　　　甲　　　・　　一　　　騨　　　一　　F　　r　　　曹　　　曽　　－　　　■　　　甲　　▼　　層　　　甲 ，　　　冒　　　騨　　一　　冒　　　ロ　　　ロ　　9　　　甲　　　甲　　　甲　　冒　　曹　　F　　　冒　　一　　冒
冒　　　，　　一　　　－　　　一　　　一　　　F　　　－　　　一　　曹　　9 一　　一　　亨　　F　　冒　　冒　　9　　曹　　■　　冒　　盛　　一　　甲　　曾　　－　　一　　一　　一
3．ヨコエビ亜目 39．5 58．1 36．2 7．5 39．7
4．多毛綱・ 37．9 37．6 37．1 12．5 34．9
5．クマ目 36．3 35．5 10．3 2．5 24．4
6．ハルパクチス目 58．9 L1 2．6 20．6
7．貝虫亜綱 lO．5 32．3 13．8 15．8
8．タナイス目 10．5 23．7 7．8 11．8
9．巻貝類 0．8 7．5 11．2 17．5 7．5
10．アミ目 …11．3 12．9 1．7 7．5
11．二枚貝類水管 10．5 6．5 2．6 2．5 6．2
12．二枚貝類 7．5 10．3 2．5 5．4
13．短尾亜目 L1 13．8 5．O 5．1
14．有扇亜目 1．6 6．5 3．4 5．O 3．8
15．アナジャコ上科 1．1 8．6 2．5 3．2
16．カラヌス目 5．6 1．1 0．9 2．4
17．長尾亜目 0．8 3．2 2．6 L9
凪魚類 0．8 2．6 5．0 1．619．椀脚亜綱 2．4 0．8
20．グナチア亜目幼生 0．8 L7 0．8
21．ヤドカリ上科 2．2 0．9 0．8
22．魚鱗 2．6 0．8
23．コノハエビ目 L1 0．9 O．5
24．ウミナナフシ亜目 L7 O．5
25．ワレカラ亜目 1．6 0．5
26．短尾亜目幼生 1．1 0．9 0．5「
27．双翅目幼生 0．8 L　l O．5
28．ウミシバ類 L1 0．3
29．十腕目 2．5 0．3
30．ウオジラミ目・ 0．9 0．3
3Lミズムシ亜目 0．8 0．3
32．異尾亜目幼生 0．9 0．3
33．不明餌生物． 13．7 1．1 0．9 5．1
出現頻度計 304　一 228 213 26 771
餌生物項目数 19 23 26 11 33
一515一
付表68．マコガレイの全長区分別胃内容物組成．
全長（㎜） 19～49 50～99 100～149150～263 計
調査個体数 65 92 126 55 338
空胃率（％） 0．0 22．8 59．5 49．1 36．4
1．緑藻綱 L　l 6．3 9．1 4．1
2．付着藻類 2．2 5．6 5．5 3．6
甲　　一　　一　　冒　　甲　　一　　騨　　『　　甲　　『　　，　　曹　　ー　　り　　曹　　曹　　■　　冒　　曹　　ロ　　ー　　畠　　一　　一　　畠　　一　　一　　一　　傅 P　　甲　　曹　　　一　　曹　　　一　　餉　　　■　　　臼　　　一　　　甲　　　9　　，　　冒　　9　　　曹　　　曹 曹　　　臼　　一　　　一　　　一　　臼　　　曹　　－　　　■　　　－　　一　　一　　　，　　　一　　　一　　　一　　冒 一　　9　　曹　　一　　臼　　一　　　　一　　，　　ロ　　曹　　曹　　一　　一　　　　　　　P 一　　曹　　－　　曹　　爾　　一　　甲　　騨　　需　　曹　　一　　■　　一　　一　　｝　　早　　曹　　r
3．多毛綱 21．5 42．4 28．6 40．0 32．8
4．ヨコエビ亜目 43．1 41．3 ．13．5 12．7 26．7
5．ハルパクチス目 93．8 15．2 3．2 23．4
6．クマ目 76．9 21．7 3．2 21．9
7．タナイス目 3．1 21．7 1．6 1．8 7．4
8．貝虫亜綱 1．5 8．7 7．1 5．3
9．巻貝類 7．6 0．8 L8 2．7
10．二枚貝類 L5 2．4 7．3 2．4
1Lコノハエビ目 2．2 4．8 2．4
12．二枚貝類水管 3．1 3．3 0．8 1．8
13．有扇亜目 3．3 1．6 L8 L8
14．ウミナナフシ亜目 2．2 L6 L2
15．水生昆虫類 3．3 0．9
16．魚鱗 2．4 o．9
17．カラヌス目 L5 1．1 0．6
18．グナチア亜目幼生 L　l O．8 0．6
19．短尾亜目 L6 0．6
20．魚卵 1．1 0．8 0．6
2L線虫綱 L5 0．3
22．ミズムシ亜目 L　l 0．3
23．ワレカラ亜目 1．1 0．3
24．オキアミ目 0．8 0．3
25．不明餌生物 L1 1．6 0．9
出現頻度計 304 228 213 26 771
餌生物項目数 19 23 26 11 33
付表69．ヌマガレイの全長区分別胃内容物組成
全　長（㎜） 39～44 137～149150～250 計
調査個体数
胃率（％）
30．0 　4
5．0
13
6．2
20
5．0
1．アミ目
．ヨコエビ亜目
．多毛綱
．魚類
．二枚貝類
．長尾亜目
．クマ目
。貝虫亜綱
33．3
3．3
3．3
75．0
5。0．
30．8
8．5
3．1
0．8
3．1
．7
．7
35．0
0．0
0．0
0．0
5．O
O．0
．0
．0
（続く）
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付表69．　（続き）
全長（㎜） 39～44 137～149150～250 計
Lアミ目
．ヨコエビ亜目
．多毛綱
。魚類
．二枚貝類
．長尾亜目
．クマ目
．貝虫亜綱・
．タナイス目
33．3
3．3
3．3
75．0
5．0
30．8
8．5
3．1
0．8
3．1
3．1
．7
．7
35．0
0．0
0．0
0．0
5．O
5．O
O．0
．0
．0
出現頻度計
生物項目数
33 42 24 31
付表70．クサフグの全長区分別胃内容物組成
全長（㎜） 6～29 30～89 90～149 150～203 計
調査個体数 40 116 89 37 282
空胃率（％） 0．0 43．1 60．7 5L4 43．6
L緑藻綱 1．7 2．2 1．4
2．付着藻類 1．7 Ll L1
■　　■　　　－　　冒　　　一　　　▼　　r　　　，　　層　　曹　　－　　，　　F　　r　　一　　　一　　　曹　　甲　　　■　　　■　　　9　　　F　　　r　　　曽　　曹　　冒　　r　　．　　　曽　　曾 ，　　｝　　－　　一　　冒　　層　　■　　，　 甲　　一　　甲　　曽　　9　　h　　g　　　　層 層　　冒　　－　　9　　曹　　F　　－　　－　　－　　一　　曹　　■　　恥　　曹　　曹　　一　　曽 一　　，　　，　　，　　一　　”　　『　　曽　　▼　　『　 一　　辱　　一　　－　　－　　－　　一 一　　一　　■　　一　　響　　－　　一　　一　　．　　需　　胴　　一　　， 曾　9　曹　響　一　一　　　一　一　一　曽　曹　－　撃　甲
3ヨコエビ亜目 62．5 29．3 7．9 2．7 23．8
4。ハルパクチス目 85．0 4．3 L1 14．2
5．有扇亜目 15．5 6．7 5．4 9．2
α巻貝類 2．5 lO．3 6．7 2．7 7．1一
7．短尾亜目 7．5 1．7 5．6 16．2 5．7
8．ヤドカリ科 0．9 10．1 10．8 5．0
9．魚類 5．2 2．2 8．1 3．9
10．長尾亜目 2．6 3．4 8．1 3．2
11．魚卵 0．9 7．9 2．7 3．2
12．多毛綱 2．5 5．2 2．7 2．8
13．ウミナナフシ亜目 6．9 2．8
14．カラヌス目 10．0 1．7 2．2
15．ワレカラ亜目 25． 3．4 1．1 2．2
16．タナイス目 3．4 1．1 L8
17．魚鱗 3．4 L1 L8
18．アミ目 5．0 L7 1．4
19．異尾亜目幼生 2．5 2．6 L4
20．陸生昆虫類 2．5 1．7 1．1
21．二枚貝類 1．1 a7 0．7
22．蔓脚亜綱幼生 5．0 0．7
23．短尾亜目幼生 1．7 0．7
24．ウミグモ綱 0．9 0．4
25．枝角目 2．5 0．4
（続く）
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付表70．　（続き）
全　長（㎜） 6～29 30～89 90～149 150～203 計
26．貝虫亜綱
7．ウオジラミ目
8．クマ目
9．ミズムシ亜目
0．水生昆虫類
2．5
．5
0．9
．9
．9
0．4
．4
．4
．4
．4
出現頻度計
生物項目数
78
3
127
5
53
5
23
0
281
0
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